
授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第12回　Inquiring and giving information about drugs/medicines. Confirming a
 　　　　statement.
第13回　Talking about future plans. Informing and practicing expressions
 　　　　commonly used in home stay and study abroad.
第14回　Reviewing the activities / Preparing for a final oral test.
第15回　Conducting the final interview in small groups. Class Feedback Survey.

第09回　Describing locations of places. Talking about new year's custom and
 　　　　entertainments. Talking about similarities.
第10回　Talking about numbers: time, schedule, and prices. Responding to happy

 　　　　conversation.

 　　　　disagreeing an opinion.
第03回　Asking to do something. Giving reasons. Starting and following up a

学生に対する評価の方
法

Grades will be based on (i) class attitude 20%, (ii) participation and
contribution in class activities 30%, and (iii) final interview 50%.

第01回　Introducing self and others. Responding to a question or statement.
 　　　　Following up a conversation.
第02回　Talking about daily routine. Giving an opinion. Agreeing and

第04回　Talking about likes / dislikes. Giving instructions. Asking for help
 　　　　and responding/ commenting.
第05回　Talking about experiences. Inquiring and giving information about times
 　　　　and prices.

 　　　　Saying good-bye.
第08回　Talking about past schedule. Talking about holidays/events plans.

 　　　　and sad news.
第11回　Asking to do things formally / informally. Giving information about
 　　　　home stay manners in a foreign country.

第06回　Exchanging personal information. Getting attention. Talking about
 　　　　countries, cities, travel abroad and entertainment.
第07回　Talking about frequency of activities. Confirming and giving advice.

 　　　　Ending and following up a conversation.

授業の概要

The course requires students to learn and practice expressions relating to
topics, and basic skills used in everyday life.  It may include grasping and
practicing English spoken at a natural speed, pronunciation of international
communication, and widely used expressions in various situations. Students are
expected to acquire the skill of presentation, discussion and debate in English
about politics, economy, society, health, environment, in addition to the daily
topics. To focus on students individually as regards contents, practice and
understanding of lessons, the classes are assumed to be of small size. Below is
a plan of 15 lessons with contents to choose for each lesson according to
students’ abilities. However, teachers are requested to follow the contents
below, or write their own individual contents, keeping the above objects in
mind, and inform their students at the beginning lessons, strictly avoiding non-
verbal tasks or the ones that make students bored and/or silent, for instance,
written or grammatical exercises.

教員担当形態 クラス分け ナンバリングコード 201-1ENG9-01

備考 管理栄養学部・メディア造形学部

授業のテーマ及び到達
目標

In view of ‘Diploma Policy’ and ‘Active Learning’ Approach in NUAS overall
education, the aim of the course is to conduct lessons in simple, understandable
and active spoken English along with contents as practical, and matching with
students’ English abilities & interests. The emphasis is not to have students
speak 100% accurately but to be able to communicate effectively. At the end of
the course, the students are aimed to (i) get familiar with natural speed of
English used in everyday life, (ii) learn basic communicative skills, and (iii)
attain a fluency where they can speak English at a basic level.

ディプロマポリシーと
の関連

「Knowledge and Skills」◎、「Cooperative Skills」〇

授業科目名 英語コミュニケーションＡ

授業担当者名 M.U ファルク、J.クラップ、K.スコット、S.ポッティンジャー

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

Students are strongly advised to listen to English programs on radios, TV and
Internet YouTube regularly. This is especially important to get a quick progress
in listening and getting interest in spoken English. Furthermore, (i) watching
English movies without any bilingual aid, and (ii) being in regular touch to
English will certainly give a remarkable progress.

使用教科書
No textbook is required for students to purchase. Handouts will be provided
employing current reference books, and information given on the Internet.
However, students are advised to bring bilingual dictionaries.



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（40％）含課題
②理解度確認（60%）
以上の点を考慮し、評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の展望と進行について、及びPC教室使用法の説明・実践
　　　　（機器類・ソフト等）
第02回　Unit1 “Arriving at the Hotel” リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第03回　Unit2 “A Taxi Ride” リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第04回　Unit3 “Shakespeare's Globe Theatre リスニング・スピーキングの
　　　　演習（リピート練習、プラクティス・発表）
第05回　Unit4 “A Cruise on the River Thames” リスニング・スピーキングの
　　　　演習（リピート練習、プラクティス・発表）
第06回　Unit5 “Hungerford Bridge” リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第07回　Unit6 “The Imperial War Museum” リスニング・スピーキングの
　　　　演習（リピート練習、プラクティス・発表）
第08回　Unit7 “The London Tube” リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第09回　Unit8 “At the Shops” リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第10回　Unit9 “At Sally's Flat” リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第11回　Unit10 “Car Hire” リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第12回   Unit11 “At a London Pub” リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第13回　Unit12 “Finding the Way” リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第14回　（発音・音読などオーラル中心の）授業の振り返り、理解度確認
第15回　Unit1〜Unit12までの総復習、質疑応答および授業全体の振り返り
　　　　（学生受講結果アンケートの実施）、理解度確認（テキストの会話文の
　　　　内容についての正誤形式質疑応答）

授業の概要

英語母国語の国での言語体験をシミュレーションして、英語圏での生活に順応するような
シチュエーションを体現するテキストを使い、リアルな英語を習得して行く。会話だけで
はなく、発音、ボキャブラリー、文法、構文も併せて、練習問題などで学ぶ。会話パター
ンをコピーするだけでなく、自ら考えて発話できるようなレベルを目指す。授業中、学生
同士のペアプラクティスの機会も設ける。予習としては、知らない単語を辞書で調べる程
度で十分だが、復習は毎週授業後に出来るだけ多くすることが望ましい。PC教室を利用す
る。

教員担当形態 クラス分け ナンバリングコード 201-1ENG9-01

備考 ヒューマンケア学部

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：英語でのコミュニケーション能力の養成
到達目標：英語が国際語といえるほどグローバル化が加速する現代社会において、英語で
コミュニケーションができるということは、将来の可能性を拡大させることになる。本授
業では、英語での基礎的な会話能力を養成し、正確な情報収集・理解 (Listening)と発信
(Speaking)が出来るようになることが到達目標である。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 英語コミュニケーションＡ

授業担当者名 安藤　直

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業で使用した教材は復習や試験準備のため、毎回持帰り保管する。授業中に習った英語
発音は、必ずその日に復習し、最低１５分間以上プラクティスする。そして、本や雑誌ま
たインターネットなどで英語の文章に触れる機会をできるだけ多く持つ。更に、英語の映
画を字幕を見ずに鑑賞する機会を持つ。

使用教科書
London Alive -Survival English （さあ行こう London!）
Paul Snowden / Emily Kyoko Snowden 著
朝日出版社



授業概要（シラバス）

第14回　リスニング・スピーキング学習の総復習、質疑応答ならびに後の
　　　　理解度確認の準備・練習、その後スピーキングの実践・理解度確認実施

第09回　(Unit8) "Suggestions and Advice" リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第10回　(Unit9) "Intentions and Wishes" リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第11回　(Unit10) "Speaking on the Phone" リスニング・スピーキングの演習

第01回　授業の展望と進行について、およびPC使用法の説明・実践
　　　　（機器類・ソフト）
第02回　(Unit1) "Greetings and Farewells" リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第03回　(Unit2) "Making Friends" リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）

　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）

第06回　(Unit5) "Natural Responses" リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第07回　(Unit6) "Asking for Repetition or Explanation" リスニング・スピーキング
　　　　の演習（リピート練習、プラクティス・発表）
第08回　(Unit7) "Requests and Permission" リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）

　　　　（教材会話文を実際に会話する）、授業全体の振り返り（学生受講結果

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（40％）含課題
②授業内容の理解度（60%）
以上の点を考慮し、評価する。

第04回　(Unit3) "Thanks and Apologies" リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第05回　(Unit4) "Making Appointments" リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）

　　　　アンケートの実施）
第15回　Unit1〜Unit12の会話文内容に関して、英語で質問し、その内容が
　　　　理解できているかどうかの理解度確認

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第12回　(Unit11) "Giving Directions" リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）
第13回　(Unit12) "Health and Sports" リスニング・スピーキングの演習
　　　　（リピート練習、プラクティス・発表）

授業の概要

英語母国語の国での言語体験をシミュレーションして、英語圏での生活に順応するような
シチュエーションを体現するテキストを使い、リアルな英語を習得して行く。会話だけで
はなく、発音、ボキャブラリー、文法、構文も併せて、練習問題などで学ぶ。会話パター
ンをコピーするだけでなく、自ら考えて発話できるようなレベルを目指す。授業中、学生
同士のペアプラクティスの機会も設ける。予習としては、知らない単語を辞書で調べる程
度で十分だが、復習は毎週授業後に各自が出来るだけ多くすることが望ましい。PC教室を
利用する。

教員担当形態 クラス分け ナンバリングコード 201-1ENG9-02

備考 管理栄養学部・メディア造形学部

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：英語でのコミュニケーション能力の養成
到達目標：英語が国際語といえるほどグローバル化が加速する現代社会において、英語で
コミュニケーションができるということは、将来の可能性を拡大させることになる。本授
業では、英語での基礎的な会話能力を養成し、正確な情報収集・理解 (Listening)と発信
(Speaking)が出来るようになることが到達目標である。基礎英会話が実践できるレベル到
達を目指す。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 英語コミュニケーションＢ

授業担当者名 安藤　直

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業で使用した教材は復習や試験準備のため、毎回持帰り保管する。授業中に習った英語
発音は、必ずその日に復習し、最低１５分間以上プラクティスする。そして、本や雑誌ま
たインターネットなどで英語の文章に触れる機会をできるだけ多く持つ。更に、英語の映
画を字幕を見ずに鑑賞する機会を持つ。

使用教科書
「コミュニケーションのための口語ヒアリング Listening for Communication」  山口
俊治 / Timothy Minton 編著 成美堂



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業で扱うunit の予習をする。不明な英単語、英文などを理解する。各unitの音
声を事前に何度も聞き理解しておく。（週60分程度）　授業を振り返り、各unitの重要ポ
イントを見直し、理解を深める。基本となる単語、語句を習得する。（週60分程度）

学生に対する評価の方
法

授業への積極的な参画態度(20%)
リポート(10%)
授業内容の理解度(70%)
以上3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の概要とPC教室について説明
　　　　Unit 1: Nice to meet you. pp. 1 - 6
第02回　Unit 2:  What do you like to do?  pp. 7 - 12
第03回　Unit 3:  Where are you from?  pp. 13 - 18
第04回　Unit 4:  Who's that?  pp. 19 - 24
第05回　Unit 5:  Where's that?   pp. 25 - 30
第06回　Unit 6:  How do we get there?  pp. 31 - 36
第07回　Unit 7:  Are you hungry?  pp. 37 - 42
第08回　Unit 8: Let's eat!  pp. 43 - 48
第09回　Unit 9: What are you watching?  pp. 49 - 54
第10回　Unit 10: What music do you like?  pp. 55 - 60
第11回　Unit 11: How much is it?  pp. 61 - 66
第12回　Unit 12: Let's play!  pp. 67 - 72
第13回　Unit 13: Where are you going?  pp. 73 - 78
第14回　Unit 14: Do you work?  pp. 79 - 84
第15回　Unit 15: What do you want to do? 　理解度確認、
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケート）

使用教科書
Complete Communication (Basic)
James Bury, Anthony Sellick, & Kaori Horiuchi
株式会社　成美堂

授業の概要

PC教室で行う。PCの様々な機能を使い、英語に慣れ親しむ授業となる。
①日常生活で遭遇する様々な英語パターンを習得する。②リスニング力とスピーキング力
を高めることができるよう工夫されたテキストを利用し、より自然な英語を話すための訓
練を行う。③各ユニットのトピックに関連するフレーズの学習、ディクテーション、内容
理解など、様々なリスニングの問題に取り組む。さらに、ペア並びにグループ活動で英語
による表現力・発信力の向上を目指す。④ヘッドセットを利用してペアあるいはグループ
で、英語による対話を大いに練習する。

教員担当形態 クラス分け ナンバリングコード 201-1ENG9-02

備考 管理栄養学部・メディア造形学部

授業のテーマ及び到達
目標

授業のテーマ：英語の基本的なパターンを習得し、それらを実践する英語コミュニケー
ション能力を養う。
到達目標：様々な場面で遭遇する基本的な英語パターンに習熟し、実際に活用・応用でき
るようになることが到達目標である。
リスニング力を高め、学習した英語パターンを様々な場面で活用・応用できるように訓練
することにより、英語によるコミュニケーション能力のアップが大いに期待できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」〇

授業科目名 英語コミュニケーションＢ

授業担当者名 加藤　直良

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

Grades will be based on (i) class attitude 20%, (ii) participation and
contribution in class activities 30%, and (iii) final interview 50%.

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　Course orientation, introduction of class activities, and grading
　　　　 criteria.
第02回　Greeting and introducing self and others.
第03回　Talking about everyday life activities in Japan and in Western and Asian
　　　　 cultures.
第04回　Talking about education and school system in Japan and western
　　　　 countries.
第05回　Talking about young people, recent hobbies and interests.
第06回　Talking about food, eating habits and health.
第07回　Talking about recent fashion in Japan and western world.
第08回　Talking about national and international traditional famous festivals
第09回　Talking about international famous sports in the Tokyo Olympic.
第10回　Talking about Japanese school and university festivals as compared with
　　　　 the ones abroad.
第11回　Introducing verities of English spoken by native speakers in US, UK,
　　　　 Canada, Australia and New Zealand.
第12回　Introducing verities of English spoken as an official language and ESL
　　　　 in different parts of the world.
第13回　Introducing and understanding cultural differences, and how to deal with
　　　　 them effectively.
第14回　Reviewing important activities and preparing for a final interview.
第15回　Conducting the final interview in small groups. Class Feedback Survey.

使用教科書
No textbook is required for students to purchase. Handouts will be provided
employing current reference books, and information given on the Internet.
However, students are advised to bring bilingual dictionaries.

授業の概要

The course requires students to employ the basic skills and expressions learnt
in Eigo Communication A to understand and practice cross-cultural communication.
It may include understanding and practicing English spoken in a variety of ways
including both native-American and British, and non-native. The focus on
students is to learn how to introduce Japanese culture, customs and everyday
life matters to foreigners; and understand other countries’ cultures. The topic
may relate to Japan and overseas such as everyday life, school system, food,
fashion, and traditional festivals and sports. A sample plan of 15 lessons is
outlined below with culture-related topics for each lesson according to
freshmen’s interests. Instructors are requested to follow either the contents
below, or select their topics and inform the students, keeping the above
communication objects in mind that strictly focuses on cross-cultural talks.

教員担当形態 クラス分け ナンバリングコード 201-1ENG9-02

備考 ヒューマンケア学部

授業のテーマ及び到達
目標

In view of ‘Diploma Policy’ and ‘Active Learning’ Approach in NUAS overall
education, the aim of the course is to conduct lessons in simple, understandable
and active spoken English along with contents as practical, and matching with
students’ English abilities & interests. The emphasis is not to have students
speak 100% accurately but to be able to communicate effectively. At the end of
the course, the students are aimed to (i) get familiar with natural speed of
English used in everyday life, (ii) learn basic communicative skills, and (iii)
attain a fluency where they can speak English at a basic level.

ディプロマポリシーと
の関連

「Knowledge and Skills」◎、「Cooperative Skills」〇

授業科目名 英語コミュニケーションＢ

授業担当者名 M.U ファルク、J.クラップ、K.スコット

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

Students are strongly advised to listen to English programs on radios, TV and
Internet YouTube regularly. This is especially important to get a quick progress
in listening and getting interest in spoken English. Furthermore, (i) watching
English movies without any bilingual aid, and (ii) being in regular touch to
English will certainly give a remarkable progress.



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業で扱うunit の語彙、リスニング、short readingの内容把握など、授業準備を
しっかり行う。該当unitの音声を事前に何度も聴き理解しておく。（週60分程度）　授業
を振り返り、各unitの重要ポイントを見直し、理解を深める。基本となる単語、語句を習
得する。（週60分程度）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（20％）
②レポート提出（10％）
③授業内容の理解度（70%）
以上3点を考慮し、評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の概要について説明
　　　　Unit 1: From My Heart To Yours  pp. 7-14
第02回　Unit 2: To Be Or Not To Be  pp. 15-22
第03回　Unit 3: Too Many Calories?  pp. 23-30
第04回　Unit 4: Life With A Roommate  pp. 31-38
第05回　Unit 5: I'll Take A Vacation!  pp. 39-46
第06回　Unit 6: How Is The Weather?  pp. 47-54
第07回　Unit 7: Did You Do The Dishes?  pp. 55-62
第08回　Unit 8:  I'm Going To College  pp. 63-70
第09回　Unit 9: Have You Ever Had A Job?   pp. 71-78
第10回　Unit 10: She Had Been Great!   pp. 79-86
第11回　Unit 11: How Is Christmas Celebrated?  pp. 87-94
第12回　Unit 12: Do You Want To Take Some Time Off?   pp. 95-102
第13回　Unit 13: I Can Drive!  pp. 103-110
第14回　Unit 14: Where Would You Like To Go?   pp. 111-117
第15回　理解度確認　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書
English Insight
Mark D. Stafford   Chizuko Tsumatori  Kozue Matsui
センゲージラーニング株式会社

授業の概要

英語の４技能を習得するために本授業では、様々な方策が取られる。ディクテーション、
ペアワーク、グループディスカッション、YouTubeによる動画視聴、シャドーイングなど
である。テキストは文法の基礎をしっかり固め、主体的に英語に向き合い、「考える」英
語力を身に付けることができるように工夫されている。各Unitが１. Grammar Insight 2.
Write to Speak  3. Word Power 4. Listen Up! 5. Ready to Read?  6. United Skills
から構成されており、総合的な英語力修得が可能である。 語彙力の増強、リーディング
力の強化、リスニング力のアップ、空所補充問題で表現力の定着、文法力のアップ、英文
を作成するライティング力を習得する。本書の内容は、北米の学生たちの生活を垣間見る
ことができるトピックを扱っており、学生にとって身近な物ばかりである。自分たちの生
活や考え方と比較してみることで、自分たち自身の文化との相違を深く理解できると確信
している。授業では、PC教室を利用する。Moodleにアクセスし、テキストの課題や、その
他の課題に取り組んで提出するなど、PC教室の利点をフルに体験する授業となる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-03

備考
管理栄養学部、メディア造形学部：1年次
ヒューマンケア学部：2年次

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：英語の総合的な運用能力の養成
到達目標：グローバル化が加速する社会において、英語ができるということは、将来の可
能性を拡大させることになる。本授業では、英語の４技能の基礎的な能力を養成し、正確
な情報収集・理解(Reading & Listening)と発信(Writing & Speaking)ができるようにな
ることが到達目標である。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 総合英語Ａ

授業担当者名 加藤　直良

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜2年次前期



授業概要（シラバス）

第12回　(データ６) 日本語パッセージを英訳し、データで提出　のちサンプル訳提示

　　　　スピーキングの演習（リピート練習、プラクティス等）
第10回　(データ５) 英文パッセージを和訳し、データで提出　のちサンプル訳提示
　　　　および解説・質疑応答
第11回　(Lesson9,10) "has,he,her,etc." のリダクションフォーム リスニング・
　　　　スピーキングの演習（リピート練習、プラクティス等）

第01回　前期授業の展望と進行について、およびPC教室機器の使用法の説明・実践
第02回　(データ１) 英文パッセージを和訳し、データで提出のちサンプル訳提示
　　　　および解説・質疑応答
第03回　(Lesson1,2) "and,you,do,etc." のリダクションフォーム リスニング・
　　　　スピーキングの演習（リピート練習、プラクティス等）
第04回　(データ２) 日本語パッセージを英訳し、データで提出　のちサンプル訳提示

　　　　および解説・質疑応答
第07回　(Lesson5,6) "that,is,your,etc." のリダクションフォーム リスニング・
　　　　スピーキングの演習（リピート練習、プラクティス等）
第08回　(データ４) 日本語パッセージを英訳し、データで提出　のちサンプル訳提示
　　　　および解説・質疑応答

第15回　学期中の課題の完成、整理、点検ならびにのちの理解度確認のための総復習、
　　　　その後リーティング・ライティングの最終の理解度確認（ペーパーによる
　　　　理解度確認）、授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（20％）
②課題提出（20％）
③授業内容の理解度並びに小テスト（60%）
以上の点を考慮し、評価する。

　　　　および解説・質疑応答
第05回　(Lesson3,4) "are,to,verb-ing,etc." のリダクションフォーム リスニング・
　　　　スピーキングの演習（リピート練習、プラクティス等）
第06回　(データ３) 英文パッセージを和訳し、データで提出　のちサンプル訳提示

第09回　(Lesson7,8) "did,the,his,etc." のリダクションフォーム リスニング・

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

　　　　および解説・質疑応答
第13回　(Lesson11,12) "as,she,him,etc." のリダクションフォーム リスニング・
　　　　スピーキングの演習（リピート練習、ペアプラクティス等）
第14回　リスニング・スピーキング学習の総復習、質疑応答ならびにのちの理解度
　　　　確認への準備・練習、その後スピーキングの実践・平常理解度確認
　　　　（教材会話文を実際に会話する）

授業の概要

語と語の有機的な関係を重視したフレーズ・リーディングから、パラグラフ・リーディン
グへと読み進める訓練をする。対象によっては精読よりもむしろ早く要点を把握すること
が優先される場合もあり、それぞれの目的に応じた読み方を学習する。和訳量を増やし、
経験からそのテクニックを学ぶ。併せて、英語表現の訓練も行う。単に機械的な和文英訳
ではなく、自己表現につながるものとして、英語の文章を書く能力も高めたい。量を重
ね、そのテクニックを習得する。
また、現実的なシチュエーションを想定した英会話のパターンを学び、リスニング・ス
ピーキングを実践し能力を養う。PC教室を利用する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-03

備考 メディア造形学部

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：英語の総合的な運用能力の養成
到達目標：英語を社内公用語にする企業など、グローバル化が加速する社会において、英
語ができるということは、将来の可能性を拡大させることになる。本授業では、英語の４
分野の基礎的な能力を養成し、正確な情報収集・理解 (Reading & Listening)と発信
(Writing & Speaking)が出来るようになることが到達目標である。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 総合英語Ａ

授業担当者名 安藤　直

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業で使用した教材は復習や試験準備のため、毎回持帰り保管する。授業中に習った英語
発音は、必ずその日に復習し、最低１５分間以上プラクティスする。そして、本や雑誌、
またインターネットなどで英語の文章に触れる機会をできるだけ多く持つ。毎週英語の記
事を最低１つは読み、理解する。

使用教科書

Reading & Writingは、毎回授業開始時に教材を提供する。（ワードデータもしくはプリ
ント）
Listening & Speakingは、「Practice in English Reduced Forms 英語リダクションの演
習」
小林 栄智 / リチャード・リンディ 監修　三修社



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教科書や付属のCD教材を利用して何度も反復学習する。PC教室の空き時間を利用して、自
主学習を行う。教材で使用されている英語表現を暗唱する。（週60分）

学生に対する評価の方
法

授業の準備状況と参画態度（10％）理解度確認（90％）を総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的・内容・日程・課題・理解度確認などについての説明
　　　    Unit 1 旅行・出張  [文の構成要素]
第02回　Unit 2 電話応対  [8品詞]
第03回　Unit 3 銀行・金融  [5文型]
第04回　Unit 4 看板・標識  [自動詞と他動詞]
第05回　Unit 5 健康・病気  [名詞]
第06回　Unit 6 料理・レストラン  [代名詞]
第07回　Unit 7 天気 [形容詞]
第08回　Unit 8 コンピュータ [副詞]
第09回　Unit 9 道案内・交通 [前置詞①]
第10回　Unit 10 広告 [前置詞②]
第11回　Unit 1〜10復習
第12回　Unit 1〜10理解度確認
第13回　Unit 11 交渉・取引 [冠詞]・Unit 12 組織・人事 [助動詞①]
第14回　Unit 13 オフィスワーク [助動詞②] ・Unit 14 政治・社会 [接続詞]
第15回　Unit 15 環境 [疑問詞]　授業全体の振り返り
 　　　　（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書
The Next Stage to the TOEIC Test Basic
小野博監修　鈴木薫・青谷法子・相川由美・Janet Myers著（金星堂）

授業の概要

基礎的な日常会話表現が自然に発話できるリズムの獲得のための練習を行う。音声・語
彙・文法・文構造に関する基本的な知識を獲得し、四技能（聞く・話す・読む・書く）を
総合的に修得するために、総合英語学習用に開発された教材を用いて学習し、社会で求め
られる英語力を身に付ける。PC教室を利用する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-03

備考 メディア造形学部

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：英語の総合的な運用の能力の養成
到達目標：英語を使用するために必要となる基礎的な聞く力・話す力・読む力・書く力を
総合的に培うことにより、実践的英語運用能力を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 総合英語Ａ

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教科書や付属のCD教材を利用して何度も反復学習する。PC教室の空き時間を利用して、自
主学習を行う。教材で使用されている英語表現を暗唱する。（週60分）

学生に対する評価の方
法

授業の準備状況と参画態度（10％）理解度確認（90％）を総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的・内容・日程・課題・理解度確認などについての説明
　　　    Unit 1 旅行・出張  [文の構成要素]
第02回　Unit 2 電話応対  [8品詞]
第03回　Unit 3 銀行・金融  [5文型]
第04回　Unit 4 看板・標識  [自動詞と他動詞]
第05回　Unit 5 健康・病気  [名詞]
第06回　Unit 6 料理・レストラン  [代名詞]
第07回　Unit 7 天気 [形容詞]
第08回　Unit 1〜7復習①
第09回　Unit 1〜7理解度確認
第10回　Unit 8 コンピュータ [副詞]
第11回　Unit 9 道案内・交通 [前置詞①]
第12回　Unit 10 広告 [前置詞②]
第13回　Unit 11 交渉・取引 [冠詞]
第14回　Unit 12 組織・人事 [助動詞①]　授業全体の振り返り
 　　　　（学生受講結果アンケートの実施）
第15回　Unit 12〜15 Writing Exercise on the Topic

使用教科書
The Next Stage to the TOEIC Test Basic
小野博監修　鈴木薫・青谷法子・相川由美・Janet Myers著（金星堂）

授業の概要

基礎的な日常会話表現が自然に発話できるリズムの獲得のための練習を行う。音声・語
彙・文法・文構造に関する基本的な知識を獲得し、四技能（聞く・話す・読む・書く）を
総合的に修得するために、総合英語学習用に開発された教材を用いて学習し、社会で求め
られる英語力を身に付ける。PC教室を利用する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-03

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：英語の総合的な運用の能力の養成
到達目標：英語を使用するために必要となる基礎的な聞く力・話す力・読む力・書く力を
総合的に培うことにより、実践的英語運用能力を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 総合英語Ａ

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教科書や付属のCD教材を利用して何度も反復学習する。PC教室の空き時間を利用して、自
主学習を行う。教材で使用されている英語表現を暗唱する。（週60分）

学生に対する評価の方
法

授業の準備状況と参画態度（10％）理解度確認（90％）を総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的・内容・日程・課題・理解度確認などについての説明
　　　    Unit 1 旅行・出張  [文の構成要素]
第02回　Unit 2 電話応対  [8品詞]
第03回　Unit 3 銀行・金融  [5文型]
第04回　Unit 4 看板・標識  [自動詞と他動詞]
第05回　Unit 5 健康・病気  [名詞]
第06回　Unit 6 料理・レストラン  [代名詞]
第07回　Unit 7 天気 [形容詞]
第08回　Unit 1〜7復習①
第09回　Unit 1〜7理解度確認
第10回　Unit 8 コンピュータ [副詞]
第11回　Unit 9 道案内・交通 [前置詞①]
第12回　Unit 10 広告 [前置詞②]
第13回　Unit 11 交渉・取引 [冠詞]
第14回　Unit 12 組織・人事 [助動詞①]　授業全体の振り返り
 　　　　（学生受講結果アンケートの実施）
第15回　Unit 12〜15 Writing Exercise on the Topic

使用教科書
The Next Stage to the TOEIC Test Basic
小野博監修　鈴木薫・青谷法子・相川由美・Janet Myers著（金星堂）

授業の概要

基礎的な日常会話表現が自然に発話できるリズムの獲得のための練習を行う。音声・語
彙・文法・文構造に関する基本的な知識を獲得し、四技能（聞く・話す・読む・書く）を
総合的に修得するために、総合英語学習用に開発された教材を用いて学習し、社会で求め
られる英語力を身に付ける。PC教室を利用する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-03

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：英語の総合的な運用の能力の養成
到達目標：英語を使用するために必要となる基礎的な聞く力・話す力・読む力・書く力を
総合的に培うことにより、実践的英語運用能力を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 総合英語Ａ

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業で扱うunit の不明な英単語、語彙、英文内容の把握、音読など準備し授業に
臨む。各unitの音声を事前に何度も聴き理解しておく。（週60分程度）　授業を振り返
り、各unitの重要ポイントを見直し、理解を深める。基本となる単語、語句を習得する。
（週60分程度）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（20％）
②提出課題 (10％）
③授業内容の理解度(70%）
以上3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業ガイダンス・Unit 1: Jobs & Careers  pp. 12-17
第02回　Unit 2: Entertainment   pp. 18 - 23
第03回　Unit 3: Work Schedule  pp. 24 - 29
第04回　Unit 4: Health & Fitness  pp. 30 - 35
第05回　Unit 5: Shopping  pp. 36 - 41
第06回　Unit 6: Business Meeting  pp. 42 - 47
第07回　Unit 7: Recruitment  pp. 48 - 53
第08回　Unit 8: Customer Needs  pp. 54 -  59
第09回　Unit 9: Business Trip  pp. 60 - 65
第10回　Unit 10: Advertising   pp. 66 - 71
第11回　Unit 11: Factory Tour   pp. 72 - 77
第12回　Unit 12: Money Matters   pp. 78 - 83
第13回　Unit 13: Leisure   pp. 84 - 89
第14回　Unit 14: Environment  pp. 90 - 95
第15回　Unit 15: Business Tie-Up   pp. 96 - 101   授業内容の理解度確認
　　　　授業全体の振り返り (学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書
English Switch
Robert Hickling, Misato Usukkura 著
株式会社　金星堂

授業の概要

　国際化が進む現代社会において、英語によるコミュニケーションの重要性は増してい
る。本授業では、英語の4技能（Listening, Writing, Speaking, Reading),語彙、文法を
総合的に学習する。授業では異文化に関する内容を取り扱うため、知的好奇心を高めなが
ら、異文化の理解と英語スキルの向上を同時に追求する。またペアワークやグル−プディ
スカッション、ディクテーション、YouTubeによる動画視聴、シャドーイングなどを活用
したアクティブな学びを通して、能動的な英語習得を目指す。使用するテキストには、学
習者が積極的に授業へ参加できるような支援システム(CheckLink)が備わっている。教師
と学習者双方が授業中、テキストの解答状況など様々な情報を共有することにより、積極
的に種々の課題に取り組むことができる。使用する教材は日常生活に必須の英語表現が無
理なく習得できるよう工夫されている。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-04

備考
管理栄養学部、メディア造形学部：1年次
ヒューマンケア学部：2年次

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：英語の総合的な運用能力の養成
到達目標：グローバル化が加速する社会において、英語ができるということは、将来の可
能性を拡大させることになる。本授業では、英語の４技能の基礎的な能力を養成し、正確
な情報収集・理解(Reading&Listening)と発信(Writing& Speaking)ができるようになるこ
とが到達目標である。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 総合英語Ｂ

授業担当者名 加藤　直良

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教科書や付属のCD教材を利用して何度も反復学習する。PC教室の空き時間を利用して、自
主学習を行う。教材で使用されている英語表現を暗唱する。プリント教材を活用して、繰
り返し練習する。（週60分）

学生に対する評価の方
法

授業の準備状況と参画態度（10％）と理解度確認（90％）を総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的・内容・日程・課題・理解度確認などについての説明
　　　    Unit 13 オフィスワーク [助動詞②]
第02回　Unit 14 政治・社会 [接続詞]
第03回　Unit 15 環境  [疑問詞]
第04回　Unit8〜15復習①
第05回　Unit8〜15理解度確認　ESP(English for Specific Purposes)演習①
第06回　ESP演習②
第07回　ESP演習③
第08回　ESP演習④
第09回　ESP演習⑤
第10回　ESP演習⑥
第11回　ESP演習⑦
第12回　ESP理解度確認
第13回　英語の母音と子音（解説）
第14回　英語の母音と子音（復習）
第15回　児童文学の理解：Mother Goose
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書

The Next Stage to the TOEIC Test Basic
小野博監修　鈴木薫・青谷法子・相川由美・Janet Myers著（金星堂）

ESP用教科書
Children’s Garden（保育英語）
赤松 直子著（成美堂）

英語の母音と子音および児童文学の理解については、随時プリントを配布する。

授業の概要

日常会話表現が自然に発話できるリズムの獲得のための練習を行う。音声・語彙・文法・
文構造に関する基本的な知識を獲得し、四技能（聞く・話す・読む・書く）を総合的に修
得するために、総合英語学習用に開発された教材を用いて学習し、社会で求められる英語
力を身に付ける。PC教室を利用する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-04

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：英語の総合的な運用能力の育成
到達目標：英語を使用するために必要となる基礎的な聞く力・話す力・読む力・書く力を
総合的に培うことにより、実践的英語運用能力と背景的な知識を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 総合英語Ｂ

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教科書や付属のCD教材を利用して何度も反復学習する。PC教室の空き時間を利用して、自
主学習を行う。教材で使用されている英語表現を暗唱する。プリント教材を活用して、繰
り返し練習する。（週60分）

学生に対する評価の方
法

授業の準備状況と参画態度（10％）と理解度確認（90％）を総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的・内容・日程・課題・理解度確認などについての説明
　　　    Unit 13 オフィスワーク [助動詞②]
第02回　Unit 14 政治・社会 [接続詞]
第03回　Unit 15 環境  [疑問詞]
第04回　Unit8〜15復習①
第05回　Unit8〜15理解度確認　ESP(English for Specific Purposes)演習①
第06回　ESP演習②
第07回　ESP演習③
第08回　ESP演習④
第09回　ESP演習⑤
第10回　ESP演習⑥
第11回　ESP演習⑦
第12回　ESP理解度確認
第13回　英語の母音と子音（解説）
第14回　英語の母音と子音（復習）
第15回　児童文学の理解：Mother Goose
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書

The Next Stage to the TOEIC Test Basic
小野博監修　鈴木薫・青谷法子・相川由美・Janet Myers著（金星堂）

英語の母音と子音および児童文学の理解については、随時プリントを配布する。

授業の概要

日常会話表現が自然に発話できるリズムの獲得のための練習を行う。音声・語彙・文法・
文構造に関する基本的な知識を獲得し、四技能（聞く・話す・読む・書く）を総合的に修
得するために、総合英語学習用に開発された教材を用いて学習し、社会で求められる英語
力を身に付ける。PC教室を利用する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-04

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：英語の総合的な運用能力の育成
到達目標：英語を使用するために必要となる基礎的な聞く力・話す力・読む力・書く力を
総合的に培うことにより、実践的英語運用能力と背景的な知識を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 総合英語Ｂ

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

1. 授業への積極的参加・貢献 (30%)
2. 課題・小テスト (50%)
3. 期末振返り (20%)
上記を総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的・内容・日程・予習と復習の方法などについての説明
第02回　レベル診断テスト
第03回　2級の重要名詞・動詞。「英語で自己紹介」
第04回　2級の重要形容詞・副詞
第05回　2級の重要前置詞・フレーズ
第06回　2級の重要関係詞・完了形。「私が尊敬する人・マイヒーロー」
第07回　長文問題攻略法01
第08回　長文問題攻略法02
第09回　英作文の構造と書き方
第10回　英作文 テーマ01
第11回　英作文 テーマ02
第12回　リスニング攻略法01
第13回　リスニング攻略法02　「2025年度自分の一番のニュース」
第14回　面接練習
第15回　理解度確認・授業全体の振り返り、学生受講結果アンケート

注意: 上記はレベル試験結果や受講者数によって変更することがある。

授業の概要

上記の目標を達成するために、MoodleやGoogle ClassroomなどのICTを活⽤した双⽅向型
授業を生徒主体のアクティブ・ラーニング形式で行う。授業はできるだけ英語で行い、ペ
アワーク・グループワークで英語で話す機会を設ける。英語技能検定に準拠する教材を使
いながら、語彙、文法、長文、リスニング、英作文の問題を解く。そして、なぜ間違った
か自分で分析して英語力を養う。授業でわからなかったことを他の学生や教員に質問し、
オンライン小テスト等で習得を確認する。授業はPC教室で行い、QuizletやDuolingoなど
のオンライン教材を使って楽しみながら学ぶ。またスマートフォンやタブレットを使って
積極的に英語の自習をする。授業にはマイク付きのヘッドホン持参必須(最初の授業で説
明)。また、自分のノートパソコン(Webカメラ付)を持ってくることが望ましい。新型コロ
ナウィルス・インフルエンザ・骨折等で教室に来れない場合、Google Meet等で授業参加
可能。

[重要: 毎日、大学のGmail(〜@st.nuas.ac.jp)を確認すること]
教員メールアドレス: harada@mediaenglish.org (原田 邦彦)
授業サイト: https://2025.mediaenglish.org (2025年3月末〜)
- 授業にはマイク付きのヘッドホン持参必須(最初の授業で説明)。
- 自分のノートパソコン(Webカメラ付)を持ってくることが望ましい。
- PC・スマホにインストールしておく無料ソフト: Google Chrome (定期的に要更新)

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-05

備考

授業のテーマ及び到達
目標

実用英語技能検定(英検)は日本で最も古い歴史を持つ英語の資格試験の一つである。国際
化が進む現代社会ではだれもが認める英語力を持つことはより重要である。本授業ではた
だ「英検2級の資格を取る」ための試験勉強だけではなく、インターネットやソーシャル
メディアでも使える実践英語を身につけ、世界の人々と異文化交流できるようになること
を目的とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 実践英語Ａ

授業担当者名 原田　邦彦

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

PC教室の空き時間を利用して自主学習を行い、課題問題を解く。教材で使用されている語
彙・英語表現をスマートフォン・タブレットを使って暗唱する。(週90分)

使用教科書

独自教材をデジタルで配布。

(以下参考書。 各自の必要に応じて)

2024年度版 英検2級 過去6回全問題集
出版社: 旺文社
ISBN-13: 978-4010937754

英検2級をひとつひとつわかりやすく。改訂版(2024年8月27日)
出版社: Gakken
ISBN-13: 978-4053059895

英検2級 面接大特訓
出版社: ジェイ・リサーチ出版
ISBN-13: 978-4863922327



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

使用テキストの英文の音読がweb上からダウンロードできるため、授業時間外でもそれを
活用して復習する。できるだけ長時間、テレビの英会話講座や外国映画などを視聴して、
ネイティブスピーカーの音声を聴き慣れて、リスニング能力を向上させる。テキスト内で
授業中使用しなかった箇所を自己学習し、ボキャブラリーの増加を試みる。

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（20％）
②課題提出（40％）
③最終の理解度確認（40%）
以上の点を考慮し、評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の展望と進行について、およびPC教室使用法の説明・実践
　　　　（機器類・ソフト等）
第02回　Unit1 “テスト形式を知る” 練習問題の実践演習
第03回　Unit2 “基本戦略①” 練習問題の実践演習
第04回　Unit3 “基本戦略②” 練習問題の実践演習
第05回　Unit4 “英文の基礎構造を見抜く” 練習問題の実践演習
第06回　Unit5 “解答根拠の登場順” 練習問題の実践演習
第07回　Unit6 “正解の言い換えパターンを知る” 練習問題の実践演習
第08回　Unit7 “機能疑問文を聞き取る” 練習問題の実践演習
第09回　Unit8 “動詞の時制を見極める” 練習問題の実践演習
第10回　Unit9 “接続詞vs.前置詞” 練習問題の実践演習
第11回　Unit10 “複数パッセージ問題の攻略” 練習問題の実践演習
第12回　Unit11 “接続副詞に強くなる” 練習問題の実践演習
第13回　Unit12 “NOT型設問のコツ” 練習問題の実践演習
第14回　テキスト以外の英語教材を準備し、英語必須情報内容を改めて精査する
第15回　Unit1〜Unit12までの総復習、質疑応答および理解度確認準備・理解度確認
　　　　授業全体の振り返り、学生受講結果アンケート実施

使用教科書
LEVEL-UP TRAINER FOR THE TOEIC® TEST, Revised Edition （新形式対応）　横川 綾子
／Tony Cook 著、センゲージラーニング(株)

授業の概要
指定教科書を使い、Web上からネイティブスピーカーの設問音声を聴いて、テキストペー
パー上で解答していく。質問は随時受け付け、他の学生たちと疑問や問題などを共有す
る。PC教室を利用する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-06

備考 管理栄養学部・メディア造形学部・ヒューマンケア学部

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：TOEIC
到達目標： TOEICのスコア提出を求める企業やそのスコアを採用や昇進のための目安や条
件にする企業など、TOEICは今日避けて通ることが出来ない試験の一つと言っても過言で
はない。十分な受験対策と確かな英語力がスコアアップにつながることは間違いない。本
授業では、TOEIC受験のノウハウを15回の授業で習得し、スコア600点を到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 実践英語Ｂ

授業担当者名 安藤　直

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

1. 授業への積極的参加・貢献 (30%)
2. 課題・小テスト (50%)
3. 期末振返り (20%)
上記を総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的・内容・日程・予習と復習の方法などについての説明
第02回　TOEFLの目的と概要。レベル診断テスト
第03回　リーディングセクション(サンプル設問)　「英語で自己紹介」
第04回　リーディングセクション(画面構成と展開)
第05回　リーディングセクション(メモ取りについて)
第06回　リスニングセクション(サンプル設問)　「私が尊敬する人・マイヒーロー」
第07回　リスニングセクション(画面構成と展開)
第08回　リスニングセクション(会話問題の特徴)
第09回　スピーキングセクション(サンプル設問)
第10回　スピーキングセクション(画面構成と展開)
第11回　スピーキングセクション(independent, integrated問題)
第12回　ライティングセクション(サンプル設問)
第13回　ライティングセクション(画面構成と展開)
 　　　　「2025年度自分の一番のニュース」
第14回　ライティングセクション(サマリー問題の書き方)
第15回　理解度確認・授業全体の振り返り、学生受講結果アンケート

注意: 上記はレベル試験結果や受講者数によって変更することがある。

授業の概要

上記の目標を達成するために、MoodleやGoogle ClassroomなどのICTを活⽤した双⽅向型
授業を生徒主体のアクティブ・ラーニング形式で行う。授業はできるだけ英語で行い、ペ
アワーク・グループワークで英語で話す機会を設ける。 TOEFL iBTに準拠する教材を使い
ながら、リーディング、リスニング、スピーキング、ライティングの問題を解く。そし
て、なぜ間違ったか分析して英語力を養う。授業でわからなかったことを他の学生や教員
に質問し、オンライン小テスト等で習得を確認する。授業はPC教室で行い、Quizletや
Duolingoなどのオンライン教材を使って楽しみながら学ぶ。またスマートフォンやタブ
レットを使って積極的に英語の自習をする。授業にはマイク付きのヘッドホン持参必須
(最初の授業で説明)。また、自分のノートパソコン(Webカメラ付)を持ってくることが望
ましい。新型コロナウィルス・インフルエンザ・骨折等で教室に来れない場合、Google 
Meet等で授業参加可能。

[重要: 毎日、大学のGmail(〜@st.nuas.ac.jp)を確認すること]
教員メールアドレス: harada@mediaenglish.org (原田 邦彦)
授業サイト: https://2025.mediaenglish.org (2025年3月末〜)
- 授業にはマイク付きのヘッドホン持参必須(最初の授業で説明)。
- 自分のノートパソコン(Webカメラ付)を持ってくることが望ましい。
- PC・スマホにインストールしておくソフト(無料): Google Chrome (定期的に自分で更
新)

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-07

備考

授業のテーマ及び到達
目標

TOEFL (トーフル)はアメリカの英語能力試験である。実用英語技能検定(英検)は一般的な
日常英会話、TOEIC (トーイック)はビジネス英会話に焦点を当てているが、TOEFLはアカ
デミックな英語能力に焦点を当てている。したがって実践英語A (英検)よりレベル的に高
いものが要求される。本講義ではTOEFL iBT (インターネット受験方式)で45点以上を目標
の一つにするが、そのための試験勉強だけではなく、インターネットやソーシャルメディ
アでも使える実践英語を身につけ、世界の人々と異文化交流できるようになることを大き
な目的とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 実践英語Ｃ

授業担当者名 原田　邦彦

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

PC教室の空き時間を利用して自主学習を行い、課題問題を解く。教材で使用されている語
彙・英語表現をスマートフォン・タブレットを使って暗唱する。(週90分)

使用教科書

独自教材をデジタルで配布。

(以下は各自の必要に応じて)

The Official Guide to the TOEFL iBT Test (Official Guide to the TOEFL Test) ペー
パーバック
発売日: 2020/8/25
ISBN-13: 978-1260470352
出版社: McGraw-Hill

TOEFL ITP TEST実戦問題集【改訂版】
発売日: 2024/5/2
出版社: 語研
ISBN-13: 978-4876154319



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

PC教室の空き時間を利用して、自主学習を行い、音声教材の内容をディクテーションす
る。教材で使用されている英語表現を暗唱する。（週90分）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（10％）
②課題（30％）
③理解度確認（60％）
を総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的・内容・日程・予習と復習の方法などについての説明
　　　　検定試験対策リスニング①　検定試験対策文法（主語・動詞）
第02回　検定試験対策リスニング②　検定試験対策文法（関係詞）
第03回　検定試験対策リスニング③　検定試験対策文法（挿入句・節）
第04回　検定試験対策リスニング④　検定試験対策文法（名詞句・節）
第05回　検定試験対策リスニング⑤　検定試験対策文法（副詞句・節）
第06回　検定試験対策リスニング⑥　検定試験対策文法（名詞・動詞）
第07回　検定試験対策リスニング⑦　検定試験対策文法（自動詞・他動詞）
第08回　検定試験対策リスニング⑧　検定試験対策文法（能動態・受動態）
第09回　検定試験対策リスニング⑨　検定試験対策文法（準動詞①）
第10回　検定試験対策リスニング⑩　検定試験対策文法演習（準動詞②）
第11回　検定試験対策文法演習（並列）（比較）
第12回　検定試験対策文法演習（語の選択）（語順）
第13回　検定試験対策文法演習（倒置）
第14回　理解度確認と解説①
第15回　理解度確認と解説②  授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書 随時プリントを配布する

授業の概要

実用英語技能検・TOEIC・TOEFLに出題されている形式の問題を教材として使用して学習を
進める。個別学習により、習熟度や学習意欲に合わせたペースで学習する。検定試験対策
リスニングはTOEICやTOEFLの出題形式に準ずるものを使用する。中上級英語を使用するた
めに必要となる高度な文法力を獲得する学習を毎回実施する。PC教室を利用する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ENG9-08

備考 受講資格：実践英語A,B,Cの何れかの単位をすでに取得済みであること。

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：中上級英語資格検定対策
到達目標： 実用英語技能検定 準1級、TOEIC 730点、TOEFL PBT/ITP500点、TOEFL CBT173
点、TOEFL iBT61点　中上級レベルの練習問題を解くことで、英語力の向上を目指す。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 実践英語Ｄ

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

(1) リアクションシート（10%）
講義前後の感想および質問を書いてもらい、授業に積極的に参加しているのかどうかを評
価する。
(2) 授業内容の理解度（90%）
授業内容についてどの程度理解しているのか、テキストをどの程度適切に読めているの
か、自分でどの程度考えたのか、について評価する。
(3) 授業への参画態度

上記1〜3を総合して評価を出す。
授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス　この授業の進め方や単位の取り方について説明する。
第02回　自然と人間　動物と人間がどう異なっているのか素朴に考える。
第03回　芸術とは何か　古代の壁画を参考にしながら、芸術の意味について考える。
第04回　科学技術と人間　臓器移植を中心に身体と人間の尊厳について考える。
第05回　科学技術と労働　科学技術は本当に人を楽にしているのかどうかを検討する。
第06回　社会と自由　監視社会と自律について考える。
第07回　歴史と暴力　ユダヤ人がなぜ殺されねばならなかったのか、戦争の責任について
考える。
第08回　ジェンダーの哲学1　ジェンダーの基礎概念について学ぶ。
第09回　ジェンダーの哲学2　ジェンダーと労働がどのように関わっているのかについて
学ぶ。
第10回　ジェンダーの哲学3　セクシュアルハラスメントとDVの仕組みについて学ぶ。
第11回　ジェンダーの哲学4　LGBTと権利の問題について検討する。
第12回　意識とは何か　自分とは何か、について考える。
第13回　まとめと理解度確認
第14回　哲学とは何か　哲学とはどのような営みなのかを考える。
第15回　理解度確認の解説、授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書

教科書は使用しない。毎回、プリントを配布する。
参考文献
・ミシェル・オンフレ『〈反〉哲学教科書—君はどこまでサルか？—』（NTT出版）。
・森下直貴、稲垣惠一他『生命と科学技術の倫理学—デジタル時代の身体・脳・心・社会
—』（丸善出版）
・稲垣惠一他『ジェンダーとLGBTQの哲学』（丸善出版）
いずれも購入の必要はない。

授業の概要

哲学は、人生論や屁理屈、非現実的な空想と見なされがちであるが、本当は自己とそれを
取り巻く他者・社会との関係を自分に軸足をおいて総体的かつ論理的に捉えていく知的営
為である。本講義では、最先端科学技術（医療・環境）、経済社会の仕組み、情報化社
会、男女共同参画を基本線とし、学生の皆さんが、(1)「現代を形作る学問や社会のあり
方について理解すること」、(2)「ITをはじめとする情報や日常生活から、生き方や社会
のあり方についての哲学的問題について見つけ、自分の考え方を持てるようになる」こと
を目標としたい。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1PHI9-01

備考
注意事項（前期のみ）：看護学部学生は2回ほど学外実習があるため、当該期間はオンデ
マンド遠隔授業を実施します。それに伴い授業予定を若干変更します。詳細は授業時に説
明します。

授業のテーマ及び到達
目標

１．現代を形作る学問や社会のあり方について理解すること。
２．ITをはじめとする情報や日常生活から、生き方や社会のあり方についての哲学的問題
について見つけ、自分の考え方を持てるようになる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 哲学へのいざない

授業担当者名 稲垣　惠一

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次前・後期
(看護学部のみ前期)



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

テキストやノートを熟読して、日常について考えてみること。哲学の新書本程度の簡単な
入門書を読むと、哲学の知的営みがよく理解できるだろう。シラバスあるいは授業時に示
される次回の授業で扱われる話題について予習する（週90分）、授業時に生じた疑問点等
について調べ、まとめる（週90分）。



授業概要（シラバス）

第08回 　環境倫理（３）　倫理観①　共時的倫理をめぐる問題

第04回 　生命倫理（３）　遺伝病①　遺伝子診断をめぐる問題
第05回 　生命倫理（４）　遺伝病②　遺伝子治療をめぐる問題
＜第２テーマ領域＞　環境倫理
第06回 　環境倫理（１）　自然観①　キリスト教的自然観をめぐる問題
第07回 　環境倫理（２）　自然観②　汎神論的自然観をめぐる問題

「生命倫理」「環境倫理」「情報倫理」の３つの領域から、それぞれ２つないし３つの
トピックを具体的に取り上げ、さらに、各トピックを前半・後半の２回に分け、１回目
（前半）の授業と２回目（後半）の授業で、問題を多面的に捉えることを練習する。毎
回、講義内容についての課題を課すので、受講生はその時々の課題の意味を正しく理解
した上で問題を考察しレポートを作成、所定の期間内に提出すること。レポートの課題
は、その日のトピックをめぐる具体的問題に対して、自分の意見を組み立てそれを文章

のガイダンス時に説明する。）

第01回　ガイダンス　「応用倫理学」について
＜第１テーマ領域＞　生命倫理
第02回 　生命倫理（１）　生殖医療①　体外受精をめぐる問題

第14回　情報倫理（３）　著作権①　所有権をめぐる問題
第15回　情報倫理（４）　著作権②　市場化をめぐる問題
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

学生に対する評価の方
法

毎回の講義内容に関する短いレポートを課すので、それら全てのレポート評点を基に、科
目としての評価・単位認定を行う。講義内容および社会的事象に対する理解（５０％）、
課題や提示された問題に対する意見を明確に述べることへの積極的取り組み（５０％）
が、受講生には要求されるものと考えておくこと。本授業は、試験を実施しない。

で明確に表現することである。講義内容の理解を前提としているが、単なる講義の要約
や講義から離れたエッセイにならないよう、常に、自分から問題を考えようとする積極
的姿勢で取り組んで欲しい。各回のレポートは、Moodle のコース内で作成・提出する。
提出期限後、評点等のフィードバックを行なう。（詳しい受講方法については、第１回

第03回 　生命倫理（２）　生殖医療②　代理母をめぐる問題

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第09回 　環境倫理（４）　倫理観②　通時的倫理をめぐる問題
第10回　 環境倫理（５）　地球観①　個人主義をめぐる問題
第11回　 環境倫理（６）　地球観②　地球全体主義をめぐる問題
＜第３テーマ領域＞　情報倫理
第12回　情報倫理（１）　個人情報①　プライバシーをめぐる問題
第13回　情報倫理（２）　個人情報②　匿名化めぐる問題

授業の概要

２０世紀の後半から主にアメリカを中心として、現代社会の諸問題に対して、倫理学的な
視点からのアプローチが試みられて来た。「応用倫理学」と呼ばれるそれら一群の問題領
域は、非常に多岐にわたっているが、その中から「生命倫理」「環境倫理」「情報倫理」
といった３つの問題領域を取り上げ、それぞれの領域における典型的・基本的な問題を紹
介する。
それと同時に、受講生の側には、講義を聴きその内容を理解しつつ、提示された問題につ
いて考えることが求められる。講義科目ではあるが、受講生にとって可能な限りアクティ
ヴな授業になるよう、工夫したいと考えている。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1PHI9-02

備考

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ「現代社会における諸問題を、倫理的視点から考える。」
現代社会において、具体的にどのような問題が起こっているのか、また、それらの何が問
題であるのかを正しく理解した上で、さらには、それらの問題に対する自分なりの意見を
持てるようになることを、本授業の到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 倫理学へのいざない

授業担当者名 真田　郷史

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

日頃から、TVのニュースを観たり、新聞に目を通すなどして、社会の中で何が起こってい
るのか、現在、何が問題になっているのかを、自分から関心を持って知ろうと努めること
（毎日30分程度）。特にシラバスおよび「授業計画」を参照しながら、次回の授業で取り
上げるトピックの周辺について、予備学習しておくことが望ましい（授業前日に30分程
度）。

使用教科書 なし（必要に応じて、適宜、参考資料ファイルを Moodle のコース内に掲示する予定。）



授業概要（シラバス）

第08回 　環境倫理（３）　倫理観①　共時的倫理をめぐる問題

第04回 　生命倫理（３）　遺伝病①　遺伝子診断をめぐる問題
第05回 　生命倫理（４）　遺伝病②　遺伝子治療をめぐる問題
＜第２テーマ領域＞　環境倫理
第06回 　環境倫理（１）　自然観①　キリスト教的自然観をめぐる問題
第07回 　環境倫理（２）　自然観②　汎神論的自然観をめぐる問題

「生命倫理」「環境倫理」「情報倫理」の３つの領域から、それぞれ２つないし３つの
トピックを具体的に取り上げ、さらに、各トピックを前半・後半の２回に分け、１回目
（前半）の授業と２回目（後半）の授業で、問題を多面的に捉えることを練習する。毎
回、講義内容についての課題を課すので、受講生はその時々の課題の意味を正しく理解
した上で問題を考察しレポートを作成、所定の期間内に提出すること。レポートの課題
は、その日のトピックをめぐる具体的問題に対して、自分の意見を組み立てそれを文章

のガイダンス時に説明する。）

第01回　ガイダンス　「応用倫理学」について
＜第１テーマ領域＞　生命倫理
第02回 　生命倫理（１）　生殖医療①　体外受精をめぐる問題

第14回　情報倫理（３）　著作権①　所有権をめぐる問題
第15回　情報倫理（４）　著作権②　市場化をめぐる問題
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

学生に対する評価の方
法

毎回の講義内容に関する短いレポートを課すので、それら全てのレポート評点を基に、科
目としての評価・単位認定を行う。講義内容および社会的事象に対する理解（５０％）、
課題や提示された問題に対する意見を明確に述べることへの積極的取り組み（５０％）
が、受講生には要求されるものと考えておくこと。本授業は、試験を実施しない。

で明確に表現することである。講義内容の理解を前提としているが、単なる講義の要約
や講義から離れたエッセイにならないよう、常に、自分から問題を考えようとする積極
的姿勢で取り組んで欲しい。各回のレポートは、Moodle のコース内で作成・提出する。
提出期限後、評点等のフィードバックを行なう。（詳しい受講方法については、第１回

第03回 　生命倫理（２）　生殖医療②　代理母をめぐる問題

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第09回 　環境倫理（４）　倫理観②　通時的倫理をめぐる問題
第10回　 環境倫理（５）　地球観①　個人主義をめぐる問題
第11回　 環境倫理（６）　地球観②　地球全体主義をめぐる問題
＜第３テーマ領域＞　情報倫理
第12回　情報倫理（１）　個人情報①　プライバシーをめぐる問題
第13回　情報倫理（２）　個人情報②　匿名化めぐる問題

授業の概要

２０世紀の後半から主にアメリカを中心として、現代社会の諸問題に対して、倫理学的な
視点からのアプローチが試みられて来た。「応用倫理学」と呼ばれるそれら一群の問題領
域は、非常に多岐にわたっているが、その中から「生命倫理」「環境倫理」「情報倫理」
といった３つの問題領域を取り上げ、それぞれの領域における典型的・基本的な問題を紹
介する。
それと同時に、受講生の側には、講義を聴きその内容を理解しつつ、提示された問題につ
いて考えることが求められる。講義科目ではあるが、受講生にとって可能な限りアクティ
ヴな授業になるよう、工夫したいと考えている。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1PHI9-02

備考 オンデマンド遠隔授業で実施

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ「現代社会における諸問題を、倫理的視点から考える。」
現代社会において、具体的にどのような問題が起こっているのか、また、それらの何が問
題であるのかを正しく理解した上で、さらには、それらの問題に対する自分なりの意見を
持てるようになることを、本授業の到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 倫理学へのいざない

授業担当者名 真田　郷史

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

日頃から、TVのニュースを観たり、新聞に目を通すなどして、社会の中で何が起こってい
るのか、現在、何が問題になっているのかを、自分から関心を持って知ろうと努めること
（毎日30分程度）。特にシラバスおよび「授業計画」を参照しながら、次回の授業で取り
上げるトピックの周辺について、予備学習しておくことが望ましい（授業前日に30分程
度）。

使用教科書
各回の講義内容をPDFファイルにして、Moodle 上のコースに掲示する。必要に応じて、適
宜、参考資料ファイルも同様に掲示する予定。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

 (1)リアクションシート（10%）
講義前後の感想および質問を書いてもらい、授業に積極的に参加しているのかどうかを評
価する。

 (2)授業内容の理解度（90%）
授業内容についてどの程度理解しているのか、テキストをどの程度適切に読めているの
か、自分でどの程度考えたのか、について評価する。
(3) 授業への参画態度

上記1〜3を総合して評価を出す。
授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　日本人は本当に無宗教か　　宗教の定義、世界の宗教の多様性について理解す
る。
第02回　ガイダンス
第03回　世俗化された宗教とグローバリズム1　国際化と価値観の多様化と宗教のかかわ
りについて理解する。
第04回　世俗化された宗教とグローバリズム2　国際紛争における宗教の立ち位置につい
て考察する。
第05回　宗教と原理主義　　国際紛争や外交問題についての情報を理解するための知識を
学ぶ。
第06回　教育と宗教　　公共性と文化の多様性の衝突について考える。
第07回　新興宗教の問題　　カルトがなぜ身近にいるのかを理解する。
第08回　ジェンダーと宗教　　女性差別に各宗教がどのように取り組んできたのかを理解
する。
第09回　移民と宗教　　異文化の人たちとの共生について考える。
第10回　医療と宗教(1)　　看取りという行為を宗教的に考察する
第11回　医療と宗教(2)　　死とどう向き合うべきかを考える。
第12回　芸術と宗教　　　身近な芸術活動の中にある宗教の意味を理解する。
第13回　観光と宗教　　　遍路等の信仰と観光地のあり方について考える。
第14回　理解度確認
第15回　世界の宗教の全体のまとめ、理解度確認の講評
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書

教科書は使用しない。毎回プリントを配布する。参考図書については授業中に紹介する。

参考図書
・中村圭志『教養としての宗教入門—基礎から学べる信仰と文化—』（中公新書）
・島薗進『物語のなかの宗教』（NHK出版、NHKラジオテキスト）
いずれも購入の必要はない。

授業の概要

本講では、国際関係、最先端技術、多文化共生を座標軸として、人々の多様な活動や生き
方を理解するのに必要と思われる宗教文化上の基本的な諸問題についてパワーポイントを
用いて講義する。それに加え、3大宗教の伝統的な思想文化についても適宜解説していき
たい。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1PHI9-03

備考

授業のテーマ及び到達
目標

日本人の約7割が無宗教を自認し、宗教が社会に果たす役割を認めていない。しかし、現
代でも日常生活から政治・国際関係に至るまでその影響力は小さくなく、そればかりかま
すますクローズアップされているようにも思われる。そこで本講は、「宗教とは自己・他
者・世界や生き方についての理解の方法である」という基本方針に沿い、学生の皆さんが
(1)「宗教が身近な生活やマナーや行動、儀式の中に文化として根づいている」というこ
とに気づけるようになること、(2)「(1)の背景にある考え方や現代の宗教問題、生き方に
かかわる問題について理解し考えてみること」を目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 世界の宗教

授業担当者名 稲垣　惠一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

プリントを見直すこと。（週15分）
宗教にかんする新書本をどんな本でもいいのでひとつくらいは読むことをお勧めしたい。　
（週15分）
宗教を自分とは関係のない話とは思わず、日常生活の中にある宗教的な行為や習慣を探し
てみること。（適宜）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業時に課す課題　30％
理解度確認　70％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス
第02回　知覚（1） 知覚成立の基礎、知覚の体制化（教科書(以下略)pp.2-7）
第03回　知覚（2） 錯視、知覚の諸相など（pp.7-14）
第04回　学習　 条件づけ、観察学習（pp.16-20）
第05回　記憶（1） 記憶のメカニズム（pp.20-22）
第06回　記憶（2） 記憶の病理とゆがみなど（pp.22-26）
第07回　動機づけ（1） 動機づけとは、動機づけの分類（pp.28-32）
第08回　動機づけ（2） マズローの理論、自己効力など（pp.32-38）
第09回　感情（1） 感情の分類、発生メカニズム、表出、機能、コンフリクト（pp.40-
46）
第10回　感情（2） フラストレーション、防衛機制、ストレス、ストレス・コーピング
（pp.47-51）
第11回　集団（1） 集団の心理、リーダーシップ、社会的促進と抑制（pp.136-142）
第12回　集団（2） 社会的手抜き、同調、態度、説得のテクニック（譲歩的説得、段階的
説得）（pp.143-147）
第13回　集団（3） 説得のテクニック（特典除去説得）、情報の普及過程—流行と流言
（pp.147-148）
第14回　理解度確認、心理学のその他のトピック
第15回　理解度確認の講評、心理学のその他のトピック、授業全体の振り返り（学生受講
結果アンケートの実施）
＊学生の理解度等により授業の進度・内容は変更されることがある。
＊各回に課す課題は、次回授業時に解説・講評を行う。

使用教科書 ベーシック心理学 第2版（二宮克美ほか、医歯薬出版、2016）

授業の概要
本講義では、心理学における主要な領域について解説する。また、そこでの知見がどのよ
うな研究から得られたかも一部紹介するので、そこからヒトの心を科学的に捉える視点を
養おう。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1PHI9-04

備考
Moodleにアップする第1回の資料に注意事項が記載されている。
卒業がかかっているなどと単位を求めてきても特別扱いしない。
対面・オンデマンド遠隔授業共通

授業のテーマ及び到達
目標

ヒトの心の働きとしくみに関する基本的知識を身につけ、科学的な視点からヒトの心を捉
えられるようになる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 心の科学

授業担当者名 佐部利　真吾

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次前・後期
児童発達教育専攻、看護学部を除く



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習：シラバスや授業時に示す次回の授業の内容について教科書の該当ページを読み、わ
かりにくい点を整理して自分で調べる。（週60分）
復習：授業で扱った内容について教科書の該当ページを再度読んでノートにまとめ、内容
を正しく理解しているか確認する。授業時に参考資料が紹介されたら、それも調べて読
む。（週60分）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学問とは「問いに学ぶ」。授業時に参考図書を紹介しますが、ジャンルにとらわれず、大
学の授業や日常の経験をもとに自ら問いをたて、自らの興味にそって読書することをすす
めます。

学生に対する評価の方
法

授業中に課すレポート（おもに講義の要約）と、第14回に行う理解度確認の達成度により
評価する。評価の配分はおよそ、レポート：期末の理解度確認課題＝1：2 を考えている
が、受講者の課題達成度により若干、変動することがありうる。授業に出席することは当
然のことであるから、特別に出席点を加味することはない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　導入：心理学は何を研究するのか
第02回　環境の認知（1）：感覚・知覚
第03回　環境の認知（2）：注意
第04回　学習（1）：古典的条件づけ
第05回　学習（2）：オペラント条件づけ
第06回　記憶（1）：記憶のしくみ
第07回　記憶（2）：記憶の変容と忘却
第08回　記憶（3）：目撃証言
第09回　情動と動機づけ（1）：情動と認知の相互作用
第10回　情動と動機づけ（2）：ストレス
第11回　対人関係・集団（1）：対人認知
第12回　対人関係・集団（2）：社会的影響
第13回　対人関係・集団（3）：自己認知と適応
第14回　心理学の最近のトピックス：法と心理学
第15回　理解度確認課題とまとめ（授業全体の振り返り，学生受講結果アンケートの実
施）
※第14回は外部講師による授業を計画しているが，時間割配当等の都合上，日程および
テーマを変更することがあるかもしれない。

使用教科書 指定の教科書はなし。毎回、プリントを配布する。

授業の概要

心理学入門。心理学 psychologyとは、psycho（精神、心）のology（科学、学問）であ
る。この講義では心理的事象に関する実証的データに基づいて、ヒトの行動について解説
する。

履修にあたっての注意：授業中は写真を撮るのではなく、目と耳、手をはたらかせてノー
トを取りましょう（PC等を利用するのはかまいません）。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1PHI9-04

備考 管理栄養学部、メディア造形学部、ヒューマンケア学部（児童発達教育専攻を除く）

授業のテーマ及び到達
目標

この講義では心理学の基礎領域から応用領域の研究を概説する。受講者は、生物 学的な
存在としてのヒト、および社会的・文化的な存在としての人間の行動を科 学的にとら
え、自己と他者を理解するための新たな視点を得ることを目指す。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 心の科学

授業担当者名 赤嶺　亜紀

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義を聴いて、あるいは教材を視聴して、課題をこなしていれば充分であろう。日頃から
歴史に興味を持てれば持って、自宅の近くに遺跡があれば訪れるとか、説明板があれば読
んでみるとか、そういう趣味をもてれば良いだろう。週に何時間とか、そういった指定は
ない。趣味として、あるいは趣味のひとつに歴史ずきを加えるとよい。

学生に対する評価の方
法

１５回ある授業がすべてであり、期末試験、期末レポート等は実施しない。毎回回収する
リアクション・ペーパーにおいて、記述式で設問に答える必要がある。なお、リモートの
場合は、後日資料は教室で印刷教材を受け取る。リアクション・ペーパーの提出も紙で出
す。クラウド上の資料を読むのは、時間も手順を踏むことも必要。まずは文字に書かれた
資料をじっくり読むことが大切である。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　15・16世紀の世界と東アジア
第02回　布教と世界地図、その拡大可能性と有望性
第03回　オランダ商館の医師たち　その１：ケンペル
第04回　オランダ商館の医師たち　その２：ツュンベリー
第05回　オランダ商館の医師たち　その３：シーボルト
第06回　17・18世紀のグローバルネットワーク・蘭学の発展から開国まで
第07回　ロシアからの使者、朝鮮通信使、唐人屋敷、琉球貿易
第08回　ペリー提督の日本遠征まで・先駆者たち
第09回　オールコックの『大君の都』
第10回　外交官アーネスト・サトウの山・散歩・日本研究
第11回　『日本奥地紀行』のイザベラ・バード
第12回　ローエルの『能登』
第13回　加藤秀俊『紀行を旅する』
第14回　ラフカディオ・ハーンと再話文学というジャンル
第15回　キャサリン・サンソム『東京に暮らす』と授業全体の振り返り
　　　　（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書

テキストとしてなにか一冊という指定はしない。プリントを配布、あるいはPDF形式でダ
ウンロードできるようにする。過去には講談社学術文庫『ライシャワーの日本史』を用い
たことがある。この本は日本の歴史の概略を把握するのに有効であるので、授業の中でと
きどき言及することがある。従って、これを所持して、あるいは通読しておくのは役に立
つ。ただ、教科書的に使う訳ではないし、持っているのが必須というわけでもない。いま
歴史に関する本は多い。高校までに使った本が自宅にあれば、脇に置いて時々ひらくとよ
い。

授業の概要

日本の近代がどのように成立したか、織豊時代に始まり、明治期までの日本と外国との関
わりを、主に外国人によって書かれた資料を読むことによって理解する。キリスト教の宣
教師たちに始まり、出島のオランダ商館の医師たち、幕末に開国を迫り、駐在し又は旅行
した記録を読む。『ペリー提督日本遠征記』、アーネスト・サトウの『一外交官の見た明
治維新』、オールコックの『大君の都』などを通して「生きた時代」を実感する。文字文
献のみならず錦絵や漫画、写真などを用いて、時代の感覚を蘇らせ、そこに生きていた
人々の声を聴きたい。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1CVL9-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

テーマは「近代日本とはなにか」だが、従来の「欧米の眼をとおしてみた日本」という観
点を一歩すすめて、「外交のまなざしから観光のまなざしへ」と展望を広げてみたい。外
交の発端は十五世紀におけるヨーロッパとの遭遇。日本人とはなにか、日本の文化と社会
は外国人の目にどう映ったのかを見ていく。初期の外交官は宣教師であり、商人であっ
た。江戸時代を鎖国と断じるのはもはや間違い。ヨーロッパのグローバルなネットワーク
に、日本もしっかり組み込まれていたことを知る。幕末から明治・大正にかけての日本
は、隣国中国をめぐる欧米のパワーバランスを活用して独立を維持した。近代日本の樹立
は日本民族の成功体験である。いっぽう近代日本を訪れる欧米人のまなざしは、観光とい
う新たな視点を含んでいた。市場としての価値を有する場所は観光に適した基盤をもつ。
近隣諸国に比べて国土に戦乱の傷跡すくなかった近代日本への観光のまなざしを、日本を
訪れ、日本の姿を書き留めた記録をとおして理解しよう。過去の文化遺産を見定めること
は今日を、そして未来を生きる糧となるものである。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 日本の歴史

授業担当者名 今井　隆太

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次前・後期
(看護学部のみ後期)



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業時間外の学習として、特定の課題に関するレポートを重視しています。「Web上の情
報には客観性が確保されていない」ことを強く意識しながら、参考文献として挙げる新書
や新聞・専門誌をも利用しつつ、可能なかぎり正確な情報の取得と、バランスの取れた判
断に努めてください。可能な限り図書館も有効活用する、あるいは紙の本を読むことも重
要。

学生に対する評価の方
法

授業のなかで複数回実施する課題レポートの結果（合計して60%）、および各回ごとに行
う小課題の結果（合計して40%）から判定する。
※最終回（期末）にまとまった試験は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　「文明」の歴史の概略
　　　　〜西アジアの農耕革命／新石器革命（9000年前）と、西欧の産業革命（18〜19世
紀）
第02回　ギリシア・ローマ世界（1）　〜地中海ギリシアのポリス世界と民主政
第03回　ギリシア・ローマ世界（2）　〜ヘレニズムとローマ帝国、キリスト教の成立
第04回　東アジア世界の展開（1）　〜古代から隋唐帝国までの東アジアと国際関係
第05回　東アジア世界の展開（2）　〜モンゴルの侵入、西欧との接触を経たのちの東ア
ジア
第06回　中世ヨーロッパ世界（1）　〜ゲルマン人の大移動と、中世の封建社会
第07回　中世ヨーロッパ世界（2）　〜十字軍、都市の発達とルネサンス
第08回　「世界の一体化」のはじまり　〜西欧による「新航路」開拓と「新大陸」の征服
第09回　西欧の世界貿易と植民地支配　〜コーヒー・砂糖の貿易と奴隷制度
第10回　産業革命とフランス革命（1）　〜グローバル化のなかでのイギリス産業革命
第11回　産業革命とフランス革命（2）　〜「自由」「平等」をかちとったのは誰か
第12回　ナショナリズムの時代　〜欧州の「民族」主義運動の展開
第13回　帝国主義と第一次世界大戦　〜「総力戦」から「国際協調による平和」へ
第14回　第二次世界大戦と戦後　〜ブロック経済から自由貿易体制、および冷戦の展開
第15回　全体の総括（学生受講結果アンケートの実施）
※第2回以降には復習を兼ね、翌週までに簡単な小課題を課す。moodle上での回答を想定
したものとするため、必ず授業後にmoodle上の科目メニューを参照されたい。

使用教科書
特にない。毎回の授業ごとにプリントを配布する。
参考文献については、適宜各回のプリントに掲載する。

授業の概要

西欧を中心に、古代〜近代（19・20世紀）にかけての歴史を講義する。西欧にかかわる重
要な展開を大づかみに捉えつつ、それとのかかわりでアジアやイスラーム世界の発展につ
いても適宜触れる。授業に際してはPowerPointなど視覚教材も利用し、その時代ごとの具
体的な衣食住や技術のありよう、また社会の変化に関するイメージをより容易に捉えられ
るよう配慮する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1CVL9-02

備考

授業のテーマ及び到達
目標

わたしたちが現在自明のものとしている思考・行動様式や社会のあり方は、どのようにし
て形成されてきたであろうか。本講義では主として古代〜19・20世紀までの歴史（西欧が
中心となるが、関連するアジア・アメリカも適宜取り上げる）をつうじて、そうした問題
を取扱う。前半では古代・中世を舞台に、わたしたちからは一見したところ馴染みがない
ようにも見える考え方や習慣をもできるかぎりとりあげ、また後半では近代を対象としつ
つ、コーヒーや砂糖など身近なモノも取り上げながら、その背後にどのような問題が存在
するかを考える。以上を通じて、私たち自身が生きる現在の社会の成り立ちについて知
り、それを多面的・客観的に捉える枠組みを取得できることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 世界の歴史

授業担当者名 早坂　泰行

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回の授業内容は、それまでの授業内容を前提とし、それぞれ関連しながら次の回へと展
開します。それまでの授業レジュメを復習して全体的流れをイメージしながら、毎回の授
業に参加して下さい。また、事後学習として、授業レジュメや授業内で紹介する文献を積
極的に読書し、授業内容の理解を深めて下さい。毎回、それぞれ授業時間の二倍を目安
に、準備学習・事後学習に取り組んで下さい。

学生に対する評価の方
法

毎回の授業では、Moodleを媒介とした「配布資料に関する課題レポートの作成」が求めら
れます。評価は、総授業数の3分の2以上の出席を条件に、毎回提出の課題レポートを資料
とした平常点評価100%とします（課題レポートの期限内での提出をもって当該授業への出
席と見なします）。課題レポートは「対面授業で提出するリアクションペーパー」相当の
「文字数」及び「内容」とします。「文字数」は400文字を下限目安とします。「内容」
は「授業の要約」と「お題（課題文）に対応した感想」を必須とします（毎回の課題文は
異なります）。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　イントロダクション：講義の概要
第02回　阿部謹也の「世間」論（１）：「世間」を考えるための準備
第03回　阿部謹也の「世間」論（２）：「世間」のルール
第04回　阿部謹也の「世間」論（３）：「世間」教、みんな一緒でラクがいい
第05回　「世間」を対象化する（１）：ただより高いものはない
第06回　「世間」を対象化する（２）：謝罪とバッシング
第07回　「世間」を対象化する（３）：家族という「世間」
第08回　「世間」を対象化する（４）：学校という「世間」
第09回　「世間」を対象化する（５）：対人恐怖
第10回　「世間」を対象化する（６）：道徳心なき道徳レベルの向上
第11回　鴻上尚史の世間論（１）：「世間」と「空気」
第12回　鴻上尚史の世間論（２）：「世間」と「社会」
第13回　鴻上尚史の世間論（３）：「世間」と「空気」の対処法
第14回　鴻上尚史の世間論（４）：「親の期待」という「世間の同調圧力」
第15回　終わりに：講義の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）
※リアクションペーパーで多く見られた疑問や感想などはフィードバックとして次回の授
業資料で紹介し検討します。

使用教科書
特定の教科書は使用せず、毎回レジュメを配布します（原則としてレジュメの再配布はし
ません）。

授業の概要

本授業では、日本における異文化理解という視点から、歴史学者の阿部謹也による日本の
伝統的で文化的な生活世界＝「世間」についての研究を検討します。はじめに、阿部謹也
「世間」論の概要を示します。それに続いて、「世間」論の特徴を具体的な研究テーマに
即して理解します。最後に、阿部謹也「世間」論の応用編として、鴻上尚史の「世間」論
を紹介します。本授業では、感情論に基づく独断的な主義主張に陥ることなく、日本の伝
統的で文化的な生活世界である「世間」を冷静かつ客観的に把握し、異文化へと開かれた
考え方と態度を養うことを目指します。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1CVL9-03

備考 オンデマンド遠隔授業

授業のテーマ及び到達
目標

日々私たちは文化に関する多様な情報の中にいます。しかし、そのような情報を捉える方
法＝「文化の考え方」もまた多様です。つまり、どのような考え方に依拠するかによっ
て、文化の理解は大きく変わる可能性があります。そして、自分が依拠する「文化の考え
方」に無自覚であることは非常に危険でもあります。なぜなら、それは、自らが暗黙の内
に当然としている「文化の考え方」によって自らの文化を更には異文化を勝手に理解する
ことだからです。自らの「文化の考え方」に無自覚であることの危険性は、何が危険であ
るのかを全く分からない状態に当人が陥っていることにあります。本授業では、「世間」
という日本の文化的な生活世界について客観的に考えます。そして、多様な文化的背景を
持つ人々が共生する国際社会の一員として必要不可欠な多角的で柔軟なバランス感覚を伴
う考え方を身に付けます。「他者の考えの多様性を認めると同時にその中で自らの考えを
創り出しそれを他者に伝えることができるようになる」ことが本授業の到達目標です。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 民族と文化

授業担当者名 杉尾　浩規

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次前・後期
（看護学部を除く）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回の授業内容は、それまでの授業内容を前提とし、それぞれ関連しながら次の回へと展
開します。それまでの授業レジュメを復習して全体的流れをイメージしながら、毎回の授
業に出席して下さい。また、事後学習として、授業レジュメや授業内で紹介する文献を積
極的に読書し、授業内容の理解を深めて下さい。毎回、それぞれ授業時間の二倍を目安
に、準備学習・事後学習に取り組んで下さい。

学生に対する評価の方
法

総授業数の3分の2以上の出席を条件に、毎授業提出のリアクションペーパーを資料とした
平常点評価100％とします。リアクションペーパーは、①「文字数」の下限目安達成を条
件に、②「授業の要約」と③「授業と関連したお題（課題文）に対応した感想」から成
り、評価は①⇒②⇒③の順番で総合的に行います。①「文字数」下限目安は大学指定A5用
紙（小さなサイズ）の片面3分の2の予定です。②「要約」の成立を条件に、③「感想」
は、お題との関連度に応じて評価します。本授業は平常の学習状況に基づく評価であり、
期末試験は実施しません。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　イントロダクション：講義の概要
第02回　阿部謹也の「世間」論（１）：「世間」を考えるための準備
第03回　阿部謹也の「世間」論（２）：「世間」のルール
第04回　阿部謹也の「世間」論（３）：「世間」教、みんな一緒でラクがいい
第05回　「世間」を対象化する（１）：ただより高いものはない
第06回　「世間」を対象化する（２）：謝罪とバッシング
第07回　「世間」を対象化する（３）：家族という「世間」
第08回　「世間」を対象化する（４）：学校という「世間」
第09回　「世間」を対象化する（５）：対人恐怖
第10回　「世間」を対象化する（６）：道徳心なき道徳レベルの向上
第11回　鴻上尚史の世間論（１）：「世間」と「空気」
第12回　鴻上尚史の世間論（２）：「世間」と「社会」
第13回　鴻上尚史の世間論（３）：「世間」と「空気」の対処法
第14回　鴻上尚史の世間論（４）：「親の期待」という「世間の同調圧力」
第15回　終わりに：講義の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）
※リアクションペーパーで多く見られた疑問や感想などはフィードバックとして次回の授
業で紹介し検討します。

使用教科書
特定の教科書は使用せず、毎回レジュメを配布します（原則としてレジュメの再配布はし
ません）。

授業の概要

本授業では、日本における異文化理解という視点から、歴史学者の阿部謹也による日本の
伝統的で文化的な生活世界＝「世間」についての研究を検討します。はじめに、阿部謹也
「世間」論の概要を示します。それに続いて、「世間」論の特徴を具体的な研究テーマに
即して理解します。最後に、阿部謹也「世間」論の応用編として、鴻上尚史の「世間」論
を紹介します。本授業では、感情論に基づく独断的な主義主張に陥ることなく、日本の伝
統的で文化的な生活世界である「世間」を冷静かつ客観的に把握し、異文化へと開かれた
考え方と態度を養うことを目指します。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1CVL9-03

備考

授業のテーマ及び到達
目標

日々私たちは文化に関する多様な情報の中にいます。しかし、そのような情報を捉える方
法＝「文化の考え方」もまた多様です。つまり、どのような考え方に依拠するかによっ
て、文化の理解は大きく変わる可能性があります。そして、自分が依拠する「文化の考え
方」に無自覚であることは非常に危険でもあります。なぜなら、それは、自らが暗黙の内
に当然としている「文化の考え方」によって自らの文化を更には異文化を勝手に理解する
ことだからです。自らの「文化の考え方」に無自覚であることの危険性は、何が危険であ
るのかを全く分からない状態に当人が陥っていることにあります。本授業では、「世間」
という日本の文化的な生活世界について客観的に考えます。そして、多様な文化的背景を
持つ人々が共生する国際社会の一員として必要不可欠な多角的で柔軟なバランス感覚を伴
う考え方を身に付けます。「他者の考えの多様性を認めると同時にその中で自らの考えを
創り出しそれを他者に伝えることができるようになる」ことが本授業の到達目標です。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 民族と文化

授業担当者名 杉尾　浩規

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次前・後期
（看護学部のみ前期）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

成績は、「理解度確認」40 ％、「レポートの執筆とプレゼンテーション」40％、「平常
点」20％（毎回の受講態度、コメント用紙の提出実績とその内容、レポートや感想などの
課題の提出実績とその内容に現われる積極的参加姿勢を総合的に評価）、合計100％で評
価する。毎回の講義に参加した受講生には、「コメント」の提出を義務づける。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　「世界の動き」を学ぶ意義　※ガイダンス
第02回　戦後世界の歴史（１）「冷戦」とは何か
第03回　戦後世界の歴史（２）「福祉国家」とは何か
第04回　戦後世界の歴史（３）「新しい社会運動」と「新自由主義」
第05回　戦後世界の歴史（４）「ＥＵ統合」と「グローバル化」
第06回　前半のまとめ／理解度確認（第1回確認問題）
第07回　各国政治論（１）アメリカ
第08回　各国政治論（２）イギリス
第09回　各国政治論（３）フランス
第10回　各国政治論（４）ドイツ
第11回　各国政治論（５）イタリア
第12回　現代世界の多様性（１）　※受講生によるプレゼンテーション
第13回　現代世界の多様性（２）　※受講生によるプレゼンテーション
第14回　現代世界の多様性（３）　※受講生によるプレゼンテーション
第15回　後半のまとめ／理解度確認（第2回確認問題）
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

「賢者は歴史に学び、愚者は体験に学ぶ」「政治とは可能性の芸術である」（ビスマル
ク）
「歴史とは…現在と過去との間の尽きることを知らぬ対話です」（Ｅ．Ｈ．カー）
「過去に目を閉ざす者は結局のところ現在にも盲目となります」（ヴァイツゼッカー）
「私が望むのは、考えることで人間が強くなることです」（映画「ハンナ・アーレン
ト」）
「混沌への陶酔でもなく、秩序への安住でもなく、混沌からの秩序形成の思考を！」（丸
山眞男）
「世界を認識したければ、自身の心の深みに探せ。自分自身に出会いたければ、世界の果
てまで目を注げ」（ルドルフ・シュタイナー）

授業の概要

「世界の動き」では、「現代世界事情」を学ぶ。ヨーロッパおよびアメリカは歴史的に
「豊かな政治的実験場」と言われており、その豊富な歴史的経験から現在のわれわれが学
びうることは非常に多い。従って、日本を含む、いわゆる「先進諸国」が今後とるべき政
治的選択肢（政治路線）を模索する上でのヒントも豊富に存在する。ヨーロッパおよびア
メリカの多様性と魅力を知り、それが抱えている問題点を考えることで、これからの世界
が目指すべき方向性も見えてくるかもしれない。そのような豊かな政治的構想力を身につ
けてもらいたいと願いつつ、「世界の動き」を学んだ受講生の皆さんが、日々生起する
「政治現象」を読み解き、自分なりに考察し判断できるようになることを目指す。

教員担当形態 大園　誠 ナンバリングコード 201-1CVL9-04

備考
新鮮な知的好奇心を持ち、楽しみながら学び、柔軟でしなやかな思考力を身につけたい学
生を歓迎する！

授業のテーマ及び到達
目標

【テーマ】
「現代世界事情」を理解するために、戦後世界の歴史と、各国政治の実態を学んだ上で、
自らの興味・関心に基づいたレポートを執筆することで、現代世界の多様性を把握する。
【到達目標】
1．毎日必ず新聞・テレビ等でニュースを読み解く習慣を身につけることで、ひろく世界
に対する興味・関心を持ち、異なる他者に対する理解力や想像力（他者感覚）を持つ
2．現代（特に第二次世界大戦後）における、世界の「歴史」と「実態」を学ぶことで、
世界の「多様性」を理解し、政治的判断能力を身につけ、日々生起する「政治現象」を自
分なりに読み解けるようになる

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 世界の動き

授業担当者名 大園　誠

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次期・後期
（看護学部のみ後期）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回の講義の復習はもちろんのこと、「世界の動き」を把握し、ひろく社会科学的な思考
をマスターし、世界観を広げるための日常的な基礎訓練として、毎日必ず新聞・テレビ等
でニュースを読み解く習慣を身につけることを課題とする。ひとつの目安として、毎日約
30分はニュースに触れる機会を作って欲しい（週210分）。その成果として、講義に参加
した受講生には、毎回「ニュース・コメント」の提出を義務づける。

使用教科書

指定教科書はなし。講義内容を理解するために役に立つ参考文献として、以下を推薦す
る。
①中田晋自・松尾秀哉ほか編『入門 政治学365日（改訂新版）』（ナカニシヤ出版、2024
年）
②佐々木雄太『国際政治史——世界戦争の時代から21世紀へ』（名古屋大学出版会、2011
年）
③松尾秀哉『ヨーロッパ現代史』（ちくま新書、2019年）
④明石紀雄監修『現代アメリカ社会を知るための63章』（明石書店、2021年）
⑤坂井一成・八十田博人編『よくわかるＥＵ政治』（ミネルヴァ書房、2020年）
⑥広瀬佳一・小笠原高雪・小尾美千代編『よくわかる国際政治』（ミネルヴァ書房、2021
年）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

毎回提出する講義ノートの品質、有益な質問をした回数、学期末に提出するレポートの品
質を考慮して評価します。（適切な理由による数回の欠席はマイナス評価になりませ
ん。）講義を欠席する場合には、オンラインあるいはオフラインでの受講が可能です。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　プロとインターネット、AI：プロとスマートフォン、情報調査と分析、情報管理
の基本
第02回　プロとしての人生構想：自分の将来（プロの人生、個人の人生）を構想する
第03回　法情報：プロの資格、制度、専門職集団
第04回　プロへの道：就職の法（労働法）
第05回　プロの職場：職場の法（規律と自由、労働条件、差別と不当な取り扱い、指導と
責任）
第06回　プロとしての収入：給料の法（税法、健康保険など、給与明細の分析、その他）
第07回　プロと顧客との関係：プロの約束（契約）とトラブル処理
第08回　プロの職業倫理：顧客のための法（説明責任、安全配慮、秘密保持）
第09回　プロとしての起業：起業の法（会社、融資、株式、起業準備）
第10回　プロと創造：知的財産法、その他（のれん、風評、保険）
第11回　プロと犯罪：プロの危機管理（業務上過失致死、窃盗、横領、背任、脱税、その
他の犯罪）
第12回　プロの情報発信：顧客のための情報提供、プロ同士の情報交換
第13回　プロと法律家：法律家と上手に付き合うためのノウハウ
第14回　個人の人生と法：個人の人生に関係する法の概観
第15回　プロ仲間のためのマニュアル作成作業と授業全体の振り返り（学生受講結果アン
ケートの実施）

使用教科書

教科書はありません。講義の中で参考資料を探す方法、AIに相談する方法、図書館やイン
ターネットの使い方、集めた資料や情報の分析方法などは、解説します。学期末レポート
を作成する場合、参考にした資料の一覧表を作る必要があります。その作り方も説明しま
す。

授業の概要

この講義で重視するのは、「スマホを使った調査分析能力」、「社会人としての基本的知
識の習得」、「企画を立て、他のプロと協力して作業する能力」、「プロの情報をわかり
やすく伝える技能」の習得です。講師は、毎回、話題を提供して、課題を用意します。例
えば、「プロの資格は、誰が与えるのか？それはなぜか？」という話題です。必要な情報
は、スマートフォンを使って、講義中と講義後に調べます。インターネットは、情報の宝
庫ですが、信頼できる情報とそうでない情報を区別するノウハウが必要です。このノウハ
ウは、講義で説明するだけでなく、自分たちのグループで集めます。講義では、毎回1枚
の白紙を配ります。この白紙を使って、講義ノートを一枚でまとめる「マインドマップ」
という方法を習得し、記録の作り方と保管の方法を学びます。毎回提出する講義ノートか
ら参考例を参加者で共有します。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SOC9-01

備考
１．教室での受講を原則とします。オンラインでの受講には担当講師の事前了解が必要で
す。講義では、スマートフォンを使った作業を行います。

授業のテーマ及び到達
目標

講義の参加者は、将来プロになるために大学で学んでいると想定します。プロはグループ
で作業をするものなので、自由にグループを作って協力してください（調査、意見交換、
作業の分担など）。毎回提出する講義ノートの作成も協力してください。ただし、同じ
ノートを提出することはできません（自分なりにユニークなノートにしてください）。学
期末には、講義ノートを使ったレポートを作成して提出します。このレポートは、自分と
同じ専門領域のプロに役に立つ「法と社会」の情報（プロの仕事と法との関係、トラブル
に備えたプロの作業など）をわかりやすく説明した内容にします。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 法と社会

授業担当者名 松浦　好治

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次後期
（看護学部のみ後期）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

とくに予習は求めません。講義後、関係することを調べ、AIに相談し、仲間のグループと
意見交換するなどの作業が必要になります。プロの世界では、「どのような情報が必要
か？」「どんなプロに何を相談するのか？」「集めた情報は信用できるのか？」「きちん
と情報を記録し、情報源をいつでも確認できるのか？」は、自分で行う作業です。この作
業は、プロの人生を過ごそうとすると、必ずしなくてはいけない作業です。自分でやった
学習について、講師と相談することを歓迎します。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

日々の政治・行政の動きを知るには新聞に目を通すほかない。朝刊を毎日30分程度かけ、
授業と関連する記事を中心にチェックするようにしてほしい。「新聞の読み方」について
授業内でも学ぶ。

学生に対する評価の方
法

①確認テスト（15回）：75点（5点×15）
②授業参加：25点

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション：　シラバスの確認／代議制民主主義とは
第02回　議院内閣制：　大統領制との違い
第03回　議会：　アリーナ型と変換型
第04回　立法過程：　事前審査制
第05回　選挙1：　小選挙区制と比例代表制
第06回　選挙2：　衆院・参院の選挙制度
第07回　政党政治1：　55年体制と中選挙区制
第08回　政党政治2：　政治改革と政権交代
第09回　政党政治3：　一強多弱と無党派層
第10回　行政改革：　強い官邸／財政と社会保障1：　危機的な財政状況
第11回　財政と社会保障2：　高齢化と公的年金制度
第12回　財政と社会保障3：　財政再建の取り組み
第13回　人口減少社会1：　少子化と人口減少
第14回　人口減少社会2：　「自治体消滅」
第15回　新聞の読み方／授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書
教科書は使用しない。各回ごとに参考書を紹介する。
新聞（朝刊）を用意してもらう回がある。

授業の概要

授業はパワーポイントを用いた講義形式で進められる。使用するスライドを予め配付する
ので、講義の流れと内容の確認に役立ててほしい。各回講義の終わりに講義内容の理解を
試す小テスト（確認テスト）を行う。誤解の目立つ箇所は次回講義の冒頭で補足解説を行
う。また講義内容の節目で課題の提出を求めることがある。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SOC9-02

備考

授業のテーマ及び到達
目標

この授業の目的は、日本社会が現在直面する政治・行政の課題について理解できるように
なることにある。授業で得た知識を土台に自分なりの方向感覚を持って課題の解決を模索
できるようになってもらいたい。
まず政治・行政のしくみ（議院内閣制、議会、選挙、立法過程、政党政治など）について
学び、理解を深める。その後、具体的な政治・行政課題（財政の危機、高齢化と社会保
障、人口減少と「自治体消滅」）について基礎的な知識を押さえていく。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 政治と社会

授業担当者名 櫻井　雅俊

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

・毎回の授業内容のチェックの問いへの回答… (ウェート20％)
・中間課題 : 教員からの提示される時事問題に関する回答の提出…目標③の達成度を視
る
　(ウェート20％)。
・経済編のまとめの課題＋ 企業・産業編のまとめの課題…目標①②の達成度を視る
　(ウェート60％)。
以上の3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス　(授業のねらい・展開方法・評価など の説明 )
《経済編》
第02回　「市場経済」社会とは
第03回　市場経済は万能ではない
第04回　考えてみよう①「国の台所は大丈夫?」(財政問題)
第05回　GDPとは何だろう
第06回　経済成長率の持つ意味は
第07回　景気とは何だろう
第08回　景気対策の実際
第09回　考えてみよう②　(時事問題研究)
《企業・産業編》
第10回　そもそも企業とは何か　−企業と会社はどう違う−
第11回　株式会社のしくみ
第12回　経営戦略とは①
第13回　経営戦略とは②
第14回　考えてみよう③ タイムリーな企業の話題
第15回　まとめ、発展的学習のためのアドバイス
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）
※授業は、このスケジュールに従って展開するが、進度状況によって一部変更する場合も
ある。
「考えてみよう」では、映像教材の視聴も踏まえ検討していく。時間が許す限りディス
カッションも取り入れながら展開する。

使用教科書
基本的には配布教材によって授業は進める。参考文献としては、釜賀雅史・岡本純編著
『現代日本の企業・経済・社会 第2版』学文社、『新・日本経済入門』日本経済新聞社な
どがあげられる。

授業の概要

日頃、産業・経済に関するマスコミ報道で頻繁に目にするトピカルな話題(いわゆる新聞
の経済面で目にする話題)を念頭に置きつつ、それを理解するのに必要と思われる経済学
(マクロ経済学)上の基礎概念を説明する。さらに経営学や企業論が扱うような企業行動に
関する基礎概念の幾つかをあわせて説明する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SOC9-03

備考 オンディマンド遠隔授業で実施

授業のテーマ及び到達
目標

本講の目標は、実社会で生活する上で必須の産業・経済の基礎知識(キーワード)を習得す
ること(目標①)、現代の産業・経済の諸問題により関心をもち、経済的観点から広く社会
事象を観察できるようになること(目標②)、そして、様々な社会経済的問題について自分
なりに(特に文章で)説明できるようになること(目標③)である。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 産業と経済

授業担当者名 釜賀　雅史

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

復習すること。授業のテーマ・話題に関連する報道情報に注目するよう心がけること。
《より深く学ぶために》授業時に紹介される文献などにできる限り取り組んでみること。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

・参画態度(ウェート10％)
・中間課題 : 教員からの問い掛けへの回答=「一言語ろう」シートの提出…目標③の達成
度を視る(ウェート30％)。
・最終課題 : 経済編の授業内容の理解を確認する＋ 企業・産業編の授業内容の理解を確
認する…目標①②の達成度を視る(ウェート60％)。
以上の3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス　(授業のねらい・展開方法・評価など の説明 )
《経済編》
第02回　「市場経済」社会とは
第03回　市場経済は万能ではない
第04回　考えてみよう①「国の台所は大丈夫?」(財政問題)
第05回　GDPとは何だろう
第06回　経済成長率の持つ意味は
第07回　景気とは何だろう
第08回　景気対策の実際
第09回　考えてみよう②　(時事問題研究)
《企業・産業編》
第10回　そもそも企業とは何か　−企業と会社はどう違う−
第11回　株式会社のしくみ
第12回　経営戦略とは①
第13回　経営戦略とは②
第14回　考えてみよう③ タイムリーな企業の話題
第15回　まとめ、発展的学習のためのアドバイス
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

※授業は、このスケジュールに従って展開するが、進度状況によって一部変更する場合も
ある。
「考えてみよう」では、映像教材の視聴も踏まえ検討していく。時間が許す限りディス
カッションも取り入れながら展開する。

使用教科書
基本的には配布教材によって授業は進める。参考文献としては、釜賀雅史・岡本純編著
『現代日本の企業・経済・社会 第2版』学文社、『新・日本経済入門』日本経済新聞社な
どがあげられる。

授業の概要

日頃、産業・経済に関するマスコミ報道で頻繁に目にするトピカルな話題(いわゆる新聞
の経済面で目にする話題)を念頭に置きつつ、それを理解するのに必要と思われる経済学
(マクロ経済学)上の基礎概念を説明する。さらに経営学や企業論が扱うような企業行動に
関する基礎概念の幾つかをあわせて説明する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SOC9-03

備考

授業のテーマ及び到達
目標

本講の目標は、実社会で生活する上で必須の産業・経済の基礎知識(キーワード)を習得す
ること(目標①)、現代の産業・経済の諸問題により関心をもち、経済的観点から広く社会
事象を観察できるようになること(目標②)、そして、様々な社会経済的問題について自分
なりに(特に文章で)説明できるようになること(目標③)である。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 産業と経済

授業担当者名 釜賀　雅史

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

復習すること。授業のテーマ・話題に関連する報道情報に注目するよう心がけること。
《より深く学ぶために》授業時に紹介される文献などにできる限り取り組んでみること。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

成績は、「理解度確認」（前半、後半の2回）60％、「平常点」40％（毎回の受講態度、
コメント用紙の提出実績とその内容、レポートや感想などの課題の提出実績とその内容に
現れる積極的参加姿勢を総合的に評価）、合計100％で評価する。毎回の講義に参加した
受講生には、「コメント」の提出を義務づける。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　「日本の憲法」を学ぶ意義／「憲法」とは何か　※ガイダンス
第02回　日本国憲法・総論（1）大日本帝国憲法と日本国憲法
第03回　日本国憲法・総論（2）日本国憲法の特徴と基本原理
第04回　基本的人権・総論（1）基本的人権の発展の歴史
第05回　基本的人権・総論（2）人権の享有主体性、公共の福祉、私人間効力
第06回　基本的人権・各論（1）包括的人権、平等権
第07回　基本的人権・各論（2）自由権
第08回　基本的人権・各論（3）社会権、参政権、請求権
第09回　前半のまとめ／理解度確認（第1回確認問題）
第10回　統治機構論（1）国会
第11回　統治機構論（2）内閣
第12回　統治機構論（3）裁判所
第13回　統治機構論（4）地方自治
第14回　憲法改正
第15回　後半のまとめ／理解度確認（第2回確認問題）
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書

指定教科書はなし。講義内容を理解するために役に立つ参考文献として、以下を推薦す
る。
①芦部信喜（高橋和之補訂）『憲法（第八版）』（岩波書店、2023年）
②樋口陽一『憲法（第四版）』（創文社、2021年）
③長谷部恭男『憲法（第8版）』（新世社、2022年）
④本秀紀編『憲法講義（第3版）』（日本評論社、2022年）
⑤木村草太『憲法』（東京大学出版会、2024年）
⑥毛利透『グラフィック憲法入門（第3版）』（新世社、2024年）
⑦斎藤一久・堀口悟郎編『図録　日本国憲法（第2版）』（弘文堂、2021年）
⑧渋谷秀樹編『憲法判例集（第12版）』（有斐閣新書、2022年）

授業の概要

「日本の憲法」では、日本国憲法について学ぶ。第一に、「歴史」（憲法とは何か、憲法
制定過程など）。第二に、「内容」（基本的人権論、統治機構論）、第三に、「時事」
（戦後日本における憲法をめぐる動向など）。以上3つの側面から、日本国憲法の全体像
を把握し、現代世界における「憲法現象」について理解を目指す。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SOC9-04

備考
新鮮な知的好奇心を持ち、楽しみながら学び、柔軟でしなやかな思考力を身につけたい学
生を歓迎する！

授業のテーマ及び到達
目標

【テーマ】
日本国内における最高法規としての「日本国憲法」について学ぶ。憲法とは何か、憲法制
定過程という「歴史的側面」、基本的人権論と統治機構論からなる「憲法の内容」、戦後
日本における憲法をめぐる動向などの「時事的側面」の3つの観点から、日本国憲法につ
いての基本的知識を理解する。
【到達目標】
1．毎日必ず新聞・テレビ等でニュースを読み解く習慣を身につけることで、ひろく世界
に対する興味・関心を持ち、日本国憲法を取り巻く現実世界の動向（「憲法現象」を含
む）を把握する。
2．第二次世界大戦において敗戦した日本が、戦前の大日本帝国憲法を改正して新たに制
定した「日本国憲法」について、その歴史、その内容、それをめぐる現代的動向を理解す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 日本の憲法

授業担当者名 大園　誠

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回の講義の復習はもちろんのこと、日々起こる事件・事故・事象（ニュース）を読み解
く習慣を身につける努力を通じて、ひろく世界に対する興味・関心を持ち、日本国憲法を
取り巻く現実世界の動向（「憲法現象」を含む）を把握して欲しい。受講生の皆さんの世
界観を広げるための日常的な基礎訓練として、毎日必ず新聞・テレビ等でニュースを読み
解く習慣を身につけることを課題とする。ひとつの目安として、毎日約30分はニュースに
触れる機会を作って欲しい（週210分）。その成果として、講義に参加した受講生には、
毎回「ニュース・コメント」の提出を義務づける。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

①授業への参加態度（10％）
②授業内容に関するコメント（30％）
③授業内容の理解度（60％）
以上３点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス　憲法とは何か
第02回　立憲主義と民主主義
第03回　近代憲法の諸原理　個人の尊重、国民主権について考えよう
第04回　大日本帝国憲法の構造と特徴 外見的立憲主義について調べよう
第05回　日本国憲法の制定過程 　『日本国憲法誕生』(NHK、2007)のVTRを視聴
第06回　平和主義と憲法9条 平和的生存権、非武装平和主義について考えよう
第07回　集団的自衛権と自衛隊 2014年政府解釈変更、平和安全法制、憲法9条改憲案につ
いて調べよう
第08回　人権の享有主体 　外国人の権利、子どもの権利について考えよう
第09回　人権の制約・幸福追求権 公共の福祉、新しい人権、プライバシー権について考
えよう
第10回　法の下の平等① 夫婦同氏制、女性の再婚禁止期間（廃止）の問題について調べ
よう
第11回　法の下の平等② 同性婚、投票価値の平等の問題について調べよう
第12回　表現の自由　放送法、ヘイトスピーチの問題についても調べてみよう
第13回　思想・良心の自由　君が代訴訟について調べよう
第14回　信教の自由 　政教分離原則、目的効果基準・総合判断基準について調べよう
第15回　理解度確認・授業全体の振り返り（学生受講結果アンケート）

（最終日に欠席した場合の理解度確認及び再評価はレポートで評価する）

使用教科書 なし（授業内で適宜、資料を配付）

授業の概要

講義形式で行う。最初は、憲法とは何か、立憲主義と民主主義の関係、個人の尊重や国民
主権の普遍的な意義について学習し、それに続いて日本における近代憲法の歴史を学んだ
後は、各回のテーマに関連した具体的な事例を踏まえながら憲法学説の整理と検討を行
う。
受講者はインターネット等の浅薄な議論（全てがそうだとは言わないが）ばかりを頼りに
せず、人権や民主主義と言った憲法的価値に基づいた本格的な思考態度を身につけて欲し
い。講義にはパワーポイント資料、映像資料を利用する。また折に触れ時事問題も取りあ
げる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SOC9-04

備考
管理栄養学部、ヒューマンケア学部対象
管理栄養学部：1〜4年次後期
ヒューマンケア学部：1年次

授業のテーマ及び到達
目標

憲法は、国の基本法や最高法規を意味するものにとどまらず、それは、国家権力の行使を
制限し、国民の権利や自由をまもるために存在する。日本国憲法は、人類の多年の努力を
取り入れて制定された優れた現代市民憲法の一つである。日本国憲法が制定されてからす
でに78年が経過したが、この憲法の掲げた理想はどのくらい実現されているだろうか。国
民が憲法に無関心でいれば、憲法で保障されるべき人権が護られ、育まれることは到底望
めない。私たちは自らの命と暮らしを守るために、主権者としての意識と知識を身につけ
ることが求められている。
本講義では、憲法の意義とその歴史についての基礎的な知識を獲得し、現代社会のなかで
私たちが抱えている具体的な憲法問題について学び、自ら主権者としてそれらの課題に向
き合い、解決を模索するために必要とされる、多角的な観点から「考える力」を身につけ
ることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

｢知識・技能｣◎、｢意欲・態度｣○

授業科目名 日本の憲法

授業担当者名 中山　顕

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

普段から新聞やインターネットなどを通して人権や民主主義に関わるニュースに関心を持
つように習慣づけましょう。
次の文献を読むことも薦めます。ルソー『社会契約論』(岩波文庫)、ミル『自由論』（岩
波文庫）、モンテスキュー『法の精神（上）（中）（下）』（岩波文庫）、美濃部達吉
『憲法講話』（岩波文庫）、樋口陽一『リベラル・デモクラシーの現在ー｢ネオリベラル｣
と｢イリベラル｣のはざまでー』（岩波新書）他
また次のwebサイトを閲覧することも薦めます。
国立国会図書館｢日本国憲法の誕生｣（https://www.ndl.go.jp/constitution/）
新・判例解説Watch｢憲法｣（http://lex.lawlibrary.jp/commentary/constitution.html）
他
（週120分程度）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

（１）授業後の課題：第1回から第14回の授業後、オンラインツール（Google Classroom
／Google Formsを予定）を通じて、課題を課す（14回）
（２）小レポート：12月から1月にかけて、人権をテーマにした小レポート（1,000-1,500
字程度）を課す（1回）
（３）理解度確認：第15回の授業で理解度確認を行う（1回）。　＊第15回に欠席した場
合の理解度確認及び再評価は、レポート（②小レポートとは別のもの）で評価する。
（（１）30パーセント＋（２）20パーセント＋（３）50パーセント）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、日本国憲法の成立と表現の自由
第02回　国民主権と立憲主義
第03回　参政権と国務請求権
第04回　表現の自由（前半）
第05回　表現の自由（後半）
第06回　精神的自由−思想良心の自由、信教の自由、学問の自由
第07回　人身の自由と法の適正手続
第08回　経済的自由
第09回　社会権、教育を受ける権利と子どもの権利
第10回　人権保障の基本原理（１）−個人の尊重と「公共の福祉」
第11回　人権保障の基本原理（２）−法の下の平等
第12回　統治−国の仕事、自治体の仕事（前半）
第13回　統治−国の仕事、自治体の仕事（後半）
第14回　平和をめぐる権利と統治
第15回　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）・理解度確認

授業は講義形式で行う。資料の配布や課題の出題・解答にはオンラインツール（Google 
Classroom・Google Formsを予定）を利用する。質問は、授業内・授業後に教室で、ある
いは、課題の提出時にオンラインツールを通じて、受け付ける。なお、授業時間90分のう
ち15-20分は質問とその回答に充てる予定である。

授業の概要

日本国憲法の基礎的な知識を、教科書（後掲「使用教科書」を参照）の記述順（後掲「授
業計画（回数ごとの内容、授業技法 等）」を参照）に従って、講義する。必要に応じて
他国の憲法にも触れる。なお、「私たちは、憲法をよく守らなければならない」「憲法は
一切の差別を禁止している」「不登校の子どもは、教育を受ける義務を果たしていないの
で、憲法違反である」「『表現の自由』が憲法に明記されているA国と、明記されていな
いB国とを比べると、A国のほうが表現の自由が保障されている」などは全て、ありがちな
誤解である。このような誤解をしている人には、是非受講していただきたい。
授業では、オンラインツール（Google Classroom／Google Formsを予定）を利用する。
PC・タブレット・スマホ等、オンラインツールにアクセスできる端末は必須である。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SOC9-04

備考

授業のテーマ及び到達
目標

この授業では、日本国憲法の基礎的な知識を学ぶ。中高生の時に学んだ（はずの？）知識
を確認しつつ、受講者のみなさんが、主権者として、あるいは、将来「表現」に関わる職
を目指す人にとっては表現者として、身につけておくことが望ましい知識を身につけるこ
とを目指す。具体的には、（１）日本国憲法の大まかな構造（見取り図）を理解するこ
と、（２）日常生活で体験することやニュースで見聞きすることを憲法に関連づけて理解
できるようになること、を目指す。その上で、（３）自分や周囲の人々の人権が侵害され
たときに適切に対処できるようになること、（４）将来予想される憲法改正の国民投票に
際し、憲法＝「国家の形」を考える上で最低限の基礎的な知識を踏まえて考えられるよう
になること、が実現できるようになることが望ましい。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　＝日本国憲法の大まかな構造（見取り図）を理解する。
「意欲・態度」○　＝日常生活で体験することやニュースで見聞きすることを憲法に関連
づけて理解できるようになる。

授業科目名 日本の憲法

授業担当者名 傘谷　祐之

単位数 2単位 開講期（年次学期）
管理栄養学部・メディア造形学部：
1〜4年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

（１）予習：授業までに教科書の該当箇所を読んでおく。授業は、教科書を一読している
ことを前提に進める。辞書等を調べても意味がよくわからない箇所や疑問に思う箇所は、
後で質問できるように、チェック（下線を引くなど）しておくこと（週に2時間程度）。
（２）復習：授業で学習した内容を踏まえ、教科書をもう一度読む。毎回の授業後にオン
ラインで出題する課題に回答する（週に1時間程度）。
（３）その他：日頃から、日常生活で体験することやニュースで見聞きすることの中で、
日本国憲法に関係しそうだと思ったことについては、適宜教科書と対照して確認すること
が望ましい。

使用教科書
志田陽子『表現者のための憲法入門　第2版』（武蔵野芸術大学出版局、2024年）。　
【ISBN978-4-86463-164-8】



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

①毎回の授業のレポート。（授業の内容を確認することを目的とする小レポート。計算問
題がほとんど。毎時間の授業ごとに提出する。）15％
②授業の理解度を問う期末レポート1、2。（演習問題を解答して提出。）　40％。
③授業の理解度を問う期末レポート3。（受講を通じて得た数学のとらえ方に関するレ
ポート。）　30％
④受講の態度と授業参加への意欲15％。(毎講義ごとにその授業のまとめ（100字程度）と
授業における理解をした点を記載してを提出。この提出をもって授業の参加（出席）とし
ます。）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の概要と本授業におけるEXCELの使い方1（グラフの描画、関数の使い方）
第02回　本授業におけるEXCELの使い方2（関数、ソルバーなど）
第03回　方程式の数値解法（多元方程式の解法と文章題を解く）
第04回　式の最大・最小を求める（線形計画を解く）
第05回　三角比を使って図形の問題を解く
第06回　三角関数と三角形の定理を使って、図形の問題を解く(1)
第07回　三角関数と三角形の定理を使って、図形の問題を解く(2)
第08回　三角関数の振動問題への応用などを理解する
第09回　指数関数の性質とグラフ（方程式、不等式を解く）
第10回　対数の性質とグラフ（方程式、不等式を解く）
第11回　指数関数・対数関数の応用例１（身の回りの現象への適用）
第12回　指数関数、対数関数の応用例２（デシベル、マグニチュード、暗号強度）
第13回　積分の概念、疑似区分求積法による面積の計算
第14回　積分の応用、媒介変数表示曲線で囲まれた面積、曲線の長さの計算
第15回　授業全体の振り返り、学習のまとめと期末レポートの解説。受講結果アンケート
の実施。

授業の概要

学習の理解度を高めるには、演習問題を解く、内容の全体を把握できるように図式化す
る、定量的な理解のために結果をグラフ化するなどの方法があります。（数学の問題を解
くときには、図が大きな助けになりますね。）本授業では、これらの方法によって、効果
的な学習を図っていくように努めます。また、学習を実際的にするには、応用力を付ける
ことも重要で、演習問題を解くことに時間を割きます。問題を解く際には、式を立てるこ
とに重きをおき、数値的な解を得るために必要な式変形や計算は、EXCELの関数計算を使
うほか、ゴールシークやソルバーなどのツールを利用していきます。
毎回の授業で、その時間の学習内容に関係した問題を提示するので、解答をレポートとし
て提出してもらうことにします。これによって、授業内容の復習と定着ができるようにな
ります。
授業で取り上げる内容は、高等学校で学ぶ数学が主で、わずかに大学初級程度のものを含
んでいます。しかし、受講の前提となる数学の知識は高等学校1年の内容で十分と考えて
います。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SCI9-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

「数学は役に立つか？」という疑問は皆さんの多くが持つと思います。たとえば、中学校
の時に習った2次方程式の解の公式は、多くの人（その中には理系の人も含みます）に
とって、卒業後使うことはあまりないかもしれません。数学を大学生になってから学ぶ必
要はあるのか、もし、そうなら少しでも専門の勉強をしたいと思うのも当然です。
数学が実用的でないと思われる理由には、数学では一般的・抽象的な事柄を扱うことに基
づいているかもしれません。しかし、この一般的・抽象的という特徴は、裏を返せば、
様々な分野に応用できることを示しています。算術計算は体操競技の採点にも、人工衛星
の軌道計算にも使えます。
本講義では、数学が実用的かどうかに対する答えを皆さんに出してもらうことにします。
数学の多くの分野の中でも、身近な問題解決や専門の勉強でもよく出てくる3つの分野、
三角関数、指数・対数関数、そして定積分（数値積分）をとりあげます。これらが役に立
つことを、多くの問題演習を通じて理解して下さい。
また、本授業では、問題を解く際にパソコンを使います。なかでも、EXCELのソルバーや
ゴールシークは、代数的に解くのが難しい方程式の解や式の最大最小の値を簡単に与えて
くれます。この面倒な計算からの解放は数学の実用性を「実感」させてくれるものと思い
ます。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 数と形

授業担当者名 水野　積成

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業の前に、その回のポイントとなることの説明や演習問題の解説を載せたパワーポイン
トファイル（視聴時間40分程度）を配布します。予習に活用してください。また、パワー
ポイントファイルには、授業では取り上げられない演習問題やその略解も載せています。
加えて、これらの問題の解法をEXCEL上で行うときに使う「EXCEL（教材）ファイル」も配
布します。これにはヒントなども載せているので、「毎回レポート」の作成（作成時間30
分〜60分）や復習の際に使ってください。
期末には、「期末レポート」の提出を求めます。これによって、皆さんそれぞれで「授業
の振り返り」をしていただき、学習内容の定着化をはかってください。

使用教科書
教科書は使用しません。授業内容の提示には、パワーポイントとEXCELを使います。EXCEL
ファイルには、例題（簡単な解説もつけています）と練習問題を含みます。これらのファ
イルは、授業の都度、メールと（ファイル添付）とMoodleで配信します。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業外課題レポートづくり（70分✕２）実施時期について講義にて連絡する。
新しい言葉や概念を学ぶため、毎回学んだ内容を実体験に関連付け振り返りを行う。（週
30分）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（20％）
②レポート（30％）
③毎回のワークシートでの授業内容のまとめや振り返り、理解度確認（50％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　数学の系統性、統合的発展的な思考による「数学のよさ」、算数・数学を学ぶ目
的
第03回　数学の歴史と発展、日常生活との関連、論理的な思考力の必要性
第04回　数についての拡張①（数の表し方、数の獲得）
第05回　数についての拡張②（有理数と無理数など数の拡張）
第06回　文字に関する式（文字式の意味と有用性）
第07回　四則演算（加法と減法①）
第08回　四則演算（加法と減法②、乗法と除法①）
第09回　四則演算（乗法と除法②）
第10回　集合、平面図形①（図形の分類）
第11回　平面図形②（対称図形など）
第12回　平面図形③（一筆書きなど）、立体図形（立体の分類）
第13回　数と図形の関連①
第14回　数と図形の関連②
第15回　まとめ、理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

（参考文献）小学校学習指導要領解説「算数編」文部科学省　日本文教出版
　　　　　　中学校学習指導要領解説「数学編」文部科学省　日本文教出版
　　　　　　高等学校学習指導要領「数学編　理数編」文部科学省　学校図書出版
　　　　　　小学校算数科教科書「わくわく算数（1〜6年）」啓林館
　　　　　　中学校数学科教科書「未来へひろがる数学（1〜3年）」啓林館

授業の概要

数学のよさや数学の必要性を少しでも感じられるように、問題解決への多様性や美しさに
ついて系統性のある教科としての特性を生かして扱っていく。また、歴史上の人物や出来
事を紹介し、人類が創造して数学を発展させてきたことを具体的な問題を通して理解す
る。「数」や「図形」に親しみがもてるようトピック教材として、日常生活との関連や石
取りゲームなど扱っていく。試行錯誤しながら活動を組み込み、グループワーク、意見交
換、ディスカッションを通してプロセスを通した考察をしていくことで数学的な思考力・
判断力・表現力を育成していく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SCI9-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

自然科学として体系化された数学は、長い歴史を経て進化・創造を繰り返し現代に至って
いる。特に、「数」と「図形」については、実生活での有用性が高い。「数」について
は、その成り立ちからさまざまな拡張について、数の不思議さを実感できるように問題解
決を通して理解していく。「図形」については、図形の定義から概念形成、分類、発展へ
と、多様な人の考えを取り入れながら、数学の不思議さに触れる。数学に関する興味関心
を喚起し、数学としての概念形成や数学的な思考力を育成していく。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 数と形

授業担当者名 高鍬　利行

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

①毎回の授業のレポート。（毎回の授業ごとに提出する。その回の授業で学習の確認を目
的とした問題。）15％。
②授業の理解度を問う期末レポート1、2。（演習問題を解答して提出。）40％。
③授業の理解度を問う期末レポート3。（「確率と統計」に関する自由題のエッセー。）
30％。
④受講の態度と授業参加への意欲。(「授業フィードバック」。）15％。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の概要とこの授業におけるEXCELの使い方（関数、グラフ描画）
第02回　確率現象の理解1（順列と組み合わせの問題　ベン図を利用した確率計算）
第03回　確率現象の理解2（非復元抽出、復元抽出の確率の計算）
第04回　確率現象の理解3（確率分布（2項分布、超幾何分布、ポアソン分布）の計算）
第05回　確率現象の理解4（期待値の意味と計算）
第06回　確率現象の理解5（確率の問題の計算）
第07回　データの集計1（度数分布の作成　平均値、四分位数等、ヒストグラム）
第08回　データの集計2（度数分布表から標準偏差の計算　2項分布の標準偏差）
第09回　正規分布の確率の計算（正規近似　半整数補正）
第10回　偏差値と母集団の中の順位
第11回　相関関係（相関係数の計算　相関係数の応用例）
第12回　母数の推定（平均と分散、平均の差の区間推定量）
第13回　統計的検定（分散既知と未知の検定など）
第14回　カイ2乗適合度検定
第15回　授業全体の振り返り、統計の問題まとめ（演習の解説補足など）、
　　　　学生受講結果アンケートの実施

授業の概要

本授業では、例題と演習問題を解くことを通じて、確率と統計の概念を理解し、様々な統
計処理のスキルを身につけていきます。確率の計算や統計処理のいずれにおいてもEXCEL
を使います。EXCELを使うと、大量の計算を必要とする確率の計算、様々な基本統計量
（平均や標準偏差など）、数表を使わざるを得なかった推定や検定などが簡単に行えま
す。また、副次的な学習効果として、データのグラフ化など、EXCELのスキルも身につけ
ることができます。
授業の前に、その週の授業で学習するポイントなどを説明する音声付きのパワーポイント
（視聴時間50分程度）を配布します。あらかじめ視聴すれば、授業はより理解しやすくな
るでしょう。この予習用のものとは別に、授業用教材として、演習問題等を掲載した
EXCELファイルを配布します。このEXCELファイルの問題を解答して、「毎回レポート」と
して提出します。また、授業において自分が理解した内容を点検・振り返りのめに、「授
業のフィードバック」も提出します。「毎回レポート」と「フィードバック」によって授
業の復習ができ、学習内容の定着が図れます。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SCI9-02

備考

授業のテーマ及び到達
目標

この「確率と統計」の授業では、おもに推計統計学を学びます。私たちがよく目にする推
計統計に接する例として、テレビ番組の視聴率調査があります。視聴率では一部の世帯の
調査結果から、全世帯の視聴率を推計します。ほかにも、内閣支持率、商品の売り上げラ
ンキングなども一部の測定（調査）した値から、全体を推計します。また、実験した結果
に適切な誤差を付けることも推計統計のはたらきです。
推計統計学では、全体を調査することが困難な場合でも、ランダムに抜き出して測定した
結果から全体を推定する手法を与えます。これによってコストが大きく削減されます。そ
の意味で、推計統計学は実用的で「最強の学問」と呼ぶ人もいます。
（統計学には記述統計もあります。国勢調査や工業出荷統計などは記述統計です。記述統
計では、膨大な全体のデータを整理して示します。これも実用性は大きのですが、この授
業では記述も取り上げますが、推計統計を主に学びます。）
推計統計の基礎は「確率」です。この講義の前半部分では確率を、定義、定理の説明から
はじめ、様々な確率分布まで、丁寧に学びなおしていきます。（確率の問題は直感に頼っ
て解答をするとしばしば誤ります。この例として、有名な「モンティ・ホール問題」があ
ります。少なくない数学者が間違いを犯しました。この問題でば、皆さんも良く知ってい
る条件付問題として考えると間違えることはありません。（これについても説明しま
す。）
また、「統計」分野の計算は大量で、かつ複雑ですので、EXCELを利用して計算をした
り、グラフを描いたりします。併せて、EXCELの練習もできると考えています。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 確率と統計

授業担当者名 水野　積成

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業の前に、その回のポイントとなる点を説明したパワーポイントを配布しますので、予
習にあててください。音声付きで、視聴時間は約50分です。そこには自分で解くような形
の問題は掲載しませんが、解説付きの問題も載せますので、EXCEL等で解答を確認するこ
とを推奨します。また、復習用として、授業で配布するEXCEL教材には、演習問題を多く
載せています。そのうちの指定する幾問かを解答して、「毎回レポート」として、提出を
求めます。提出対象以外にも多くの問題がありますので、復習として積極的に取り組ん
で、理解を深めてください。
期末には、授業時間外で「期末レポート」の課題を提出してもらいます。これによって、
皆さんそれぞれで「授業内容の振り返り」をしていただき、学習内容の定着化をはかって
ください。

使用教科書

教科書は使用しませんが、音声付きのパワーポイント（１回の授業で30〜40スライド）を
配布します。音声が付いているので、復習にも使えます。併せて、例題と練習問題を含む
EXCELファイルも毎時間配布します。EXCELファイルには問題の簡単な解説もつけていま
す。
参考書をいくつか挙げておきます。「初等統計学（培風館）」（数式の使用を抑えて統計
学の考え方が記述されている。）、「工科系のための統計概論（培風館）」（章末に演習
問題の良問が掲載されている。授業でもこの中からいくつかを取り上げている。）、「統
計学（有斐閣）」（標準的内容で大学初級程度。ただし、説明が丁寧なためページ数が多
い。）。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自然現象のニュース・情報を基にした自己学習（トピックスの提出）、シラバスについて
の予習、講義内容の深化学習（週90分程度）

学生に対する評価の方
法

小テスト40％　レポート20％　授業への参画態度20％ 　理解度確認20%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　自然科学概論
※第02回〜14回については提示された問題や課題について、資料や事前に調べた情報を
　もとに、グループディスカッションを行い、解決を目指す。
第02回　生命・地球(1)　身近な自然の観察　生物とその環境
第03回　生命・地球(2)　自然に学ぶ　ネイチャー・テクノロジー
第04回　生命・地球(3)　眼のつくりと働きと動物の見ている世界
第05回　エネルギー・粒子(1)　光の正体は
第06回　エネルギー・粒子(2)　温度と熱
第07回　エネルギー・粒子(3)　電気と磁気のはたらき
第08回　エネルギー・粒子(4)   水の特異性を探る
第09回　エネルギー・粒子(5)　重力波の観測
第10回　生命・地球(4)　地球内部の構造
第11回　生命・地球(5)　大陸の移動とプルームテクトニクス
第12回　生命・地球(6)   生命誕生と生物の進化
第13回　生命・地球(7)   ＤＮＡで調べる
第14回　生命・地球(8)　極地の環境と生物
第15回　総合的な振り返りと授業で疑問が残った事項や質問が多かった事項についての解
説、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
テキスト：参考資料、プリントを適宜配布する。授業資料は、授業動画やPDF資料で
Moodleで提示。

授業の概要

エネルギー・粒子・生命・地球の各領域における身近な自然事象や科学的な課題をテーマ
に、意見交換・議論をしながら授業を進める。科学的な知識を活用し、解決を図ることを
通して、自然のしくみやきまりの理解を深め、科学の有用性の認識や自然のもつ偉大さ、
巧みさ、しくみに共感し、自然と共生できる人間を追求する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SCI9-03

備考 管理栄養学部・メディア造形学部・ヒューマンケア学部（幼児保育専攻を除く）

授業のテーマ及び到達
目標

本授業では、科学的な知識を活用し、問題の解決を図ることを通して、自然のしくみやき
まりの理解を深め、科学の有用性を認識するとともに、自然に対する畏敬の念をもち、地
球環境に配慮し、命を大切にできる人間としての生き方を学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 自然のしくみ

授業担当者名 石井　鈴一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自然現象のニュース・情報を基にした自己学習、シラバスについての予習、講義内容の深
化学習（週90分程度）

学生に対する評価の方
法

小テスト30%  レポート30％　授業への参画態度20％　理解度確認20%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　自然科学概論
※第02回〜14回については提示された問題や課題について、資料や事前に調べた情報を
　もとに、グループディスカッションを行い、解決を目指す。授業では、毎回PCを使用す
る。
第02回　生命・地球(1)　身近な自然の観察　生物とその環境
第03回　生命・地球(2)　自然に学ぶ　ネイチャー・テクノロジー
第04回　生命・地球(3)　眼のつくりと働きと動物の見ている世界
第05回　エネルギー・粒子(1)　光の正体は
第06回　エネルギー・粒子(2)　温度と熱
第07回　エネルギー・粒子(3)　電気と磁気のはたらき
第08回　エネルギー・粒子(4)   水の特異性を探る
第09回　エネルギー・粒子(5)　重力波の観測
第10回　生命・地球(4)　地球内部の構造
第11回　生命・地球(5)　大陸の移動とプルームテクトニクス
第12回　生命・地球(6)   生命誕生と生物の進化
第13回　生命・地球(7)   ＤＮＡで調べる
第14回　生命・地球(8)　極地の環境と生物
第15回　総合的な振り返りと授業で疑問が残った事項や質問が多かった事項についての解
説、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 テキスト：授業資料は、PDF資料で適宜配布する。

授業の概要

エネルギー・粒子・生命・地球の各領域における身近な自然事象や科学的な課題をテーマ
に、意見交換・議論をしながら授業を進める。科学的な知識を活用し、解決を図ることを
通して、自然のしくみやきまりの理解を深め、科学の有用性の認識するとともに、自然の
もつ偉大さ、巧みさ、しくみに共感し、自然と共生できる人間を追求する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SCI9-03

備考 ヒューマンケア学部幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本授業では、科学的な知識を活用し、問題の解決を図ることを通して、自然のしくみやき
まりの理解を深め、科学の有用性を認識するとともに、自然に対する畏敬の念をもち、地
球環境に配慮し、命を大切にできる人間としての生き方を学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 自然のしくみ

授業担当者名 石井　鈴一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

毎回，授業説明開始前に知っていること（予習内容を含む）をまとめ，また授業終了時に
その回に学んだ事項についての課題を出して，それに対する答えを書く『出席・復習レ
ポート』をA4用紙１枚に記述し提出してもらう。これは文章を書く練習も兼ねている。そ
れらレポートの評価合計点を基に科目の成績とする。したがって最終の試験は実施しな
い。毎回の授業に集中して取り組むことを期待する。レポート中の疑問点や紹介すべき事
項は次回以降の授業でとりあげる。
授業計画は下記のとおりであるが，進展状況によっては変更する場合がある。

第01回　ガイダンス《教養とは？この講義での到達目標》
＜第1部＞ 地球と人間の歴史を知る
第02回　宇宙の歴史①《古代伝承と現代天文学での理解》
第03回　宇宙の歴史②《どのように宇宙を観測するか》
第04回　宇宙の歴史③《太陽系と地球の誕生》
第05回　地球46億年の歴史①《地球の形成》
第06回　地球46億年の歴史②《地質年代と生命の歴史・前半21億年》
第07回　地球46億年の歴史③《地質年代と生命の歴史・後半25億年》

＜第2部＞ 人類のエネルギー消費と環境問題を知る
第08回　人類の進化とエネルギー消費《その歴史と現状》
第09回  種々の環境問題①《地球温暖化と砂漠化》
第10回  種々の環境問題②《オゾンホールと自然放射線》

＜第3部＞ エネルギーミックスを知る
第11回  化石エネルギー《石炭，石油，天然ガス，シェールオイル・ガス，メタンハイド
レート》
第12回　自然エネルギー《太陽光，風力，地熱，バイオマス，水力，燃料電池》
第13回　原子力《原子力の原理と特徴，原子炉の歴史，天然原子炉，ウラン濃縮，プルト
ニウム，高レベル廃棄物》
第14回　エネルギーミックス《エネルギーミックスとは？その考え方》

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

授業の概要

授業は，主にパワーポイントを用いて講義形式で行う。（遠隔オンデマンドの場合には、
そのパワーポイントをMoodle上に掲載する。）講義は，可能な限り画像等を用いて理解が
進むよう工夫することに加え，情緒的に議論するのではなく，対象の質と量に基づいて説
明するように努力する。
前半は，地球と人類の歴史に加え，環境問題の実際について， 現代科学が日々進展させ
ている『最前線の理解』を学ぶ。後半で，種々のエネルギー源の長所・短所について,  
マスコミなどが報じない本音ベースの話を現実のデータに基づいて学ぶ。そして，種々の
エネルギー源を組み合わせて相互に補い合ったシステム（エネルギー・ミックス）を採用
することで，国がエネルギーと環境問題に対処しようとしていることを理解する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SCI9-04

備考
対面・オンデマンド遠隔授業共通
管理栄養学部、メディア造形学部、ヒューマンケア学部対象

授業のテーマ及び到達
目標

理系教養科目「人間と地球環境」の目標は，「宇宙の誕生，太陽系・地球の形成，生命，
人類の歴史の知識を基礎として地球環境問題，エネルギー問題の実際を学習することによ
り，今後，学生自らがそれら環境・エネルギー問題を考えるための枠組みを取得するこ
と」である。パワーポイントで説明するこの講義は，第1部＜地球と人間の歴史を知る
＞，第2部＜人類のエネルギー消費と環境問題を知る＞，第3部＜エネルギー・ミックスを
知る＞の3部に分かれており，我々人間の住む地球の環境問題を，種々の観点，特にエネ
ルギーの観点から理解する。そして，「人間が地球上で永続的に生活できるためには，
我々が今後何をすべきか」を考え，行動するための知識の枠組みを取得する。
具体的には，この講義を受講することで
①宇宙，地球，人類などの生命が，漫然とここに在るのではなく，無数の偶然（幸運と言
い換えてもよい）の連鎖の中で，絶滅を乗り越えて奇跡的に生き残り，存在していること
を理解し，実感できる。
②地球環境問題の実相を，イメージではなく，数字で表れた深刻さ，原因，対策等を含め
て，客観的に理解できる。
③社会生活を支えるエネルギーを得るための種々の手段について，イメージに流されるこ
となく，その良いところ，悪い所を客観的に理解できる。これらを基礎として，莫大なエ
ネルギー消費がもたらす環境問題に対処する方策を考える（枠組みを得る）ことができ
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 人間と地球環境

授業担当者名 山本　一良

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

遠隔オンデマンド講義に加えて対面講義においても使用するパワーポイントを講義当日の
午前中以前にMoodle 上に公開するので、それを用いて予習・復習が可能である。講義資
料をじっくり読めば2時間程度はかかるであろう。資料は大量で講義中にすべてを説明で
きないが（短時間でよいので）予め眺めておくと授業内容が良く理解できる。また，講義
内容を理解するためのデータについても可能な限り根拠も含めて講義資料に提示するの
で、復習すれば，理解の曖昧さはある程度は解消できるはずである。講義終了後の毎回の
レポート作成が（普通の意味の）復習に相当する（所要時間は個人ごとに異なるはずであ
る）。それに加えて、テレビや新聞，インターネットなどで環境やエネルギーの話題が報
道されたときに，授業で学んだ事柄を思い出し考えることができれば，これが最も効果的
な復習であり，この授業の目標が達成されたことにもなる。宇宙，地球，生命，人類，環
境，エネルギーについては，生涯を通して学習していくことがふさわしい事柄であると思
う。

使用教科書
特に使用しない。参考書に関しては新書等を含め授業中に随時紹介する。
特に、オープンアクセスの学術誌（学会誌）、世界各国の研究機関のWebページも紹介す
るので、それらを閲覧すれば最新の情報が入手できる。

第15回　総まとめ、受講結果アンケートの実施
         《総復習ならびに授業で十分説明できなかった事柄，質問の多かった事柄の解
説》

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

毎回の課題が７０％（５％ｘ１４回）、小テスト２０％、最終課題１０％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

授業計画は、第01回のアンケート調査に基づいて決定されるが、大まかな授業計画は次の
とおり。

第01回　ガイダンスとアンケート（講義の内容・目的と単位取得の方法など）
第02回　宇宙の構成と誕生（宇宙における地球の位置付けと私たちとの関係）
第03回　太陽系の構成と地球および生命の誕生（太陽系の特徴と水惑星地球の誕生）
第04回　自然観察（天候により順延あり）（キャンパス内の自然を観察し環境意識を高め
る）
第05回　生物の進化と地球環境の変化（生物の進化と地球環境との深い関連性）
第06回　人新世に生きる（現代人が地球環境に影響を与えている事実とその素因）
第07回　現在の地球環境問題１（地球温暖化とエネルギー問題）
第08回　現在の地球環境問題２（生物種減少と海洋汚染、森林破壊）
第09回　現在の自然災害１（プレートテクトニクスと地震災害・火山災害）
第10回　現在の自然災害２（台風や都市型豪雨などの気象災害の現状）
第11回　未来の地球環境（将来予想される地球環境の変化に人類は今何をすべきか）
第12回　未来の自然災害（予想される巨大地震や宇宙災害にどう備えていくべきか）
第13回　人類の未来（循環型社会の実現、宇宙開発、新技術などによる人類の明るい未
来）
第14回　生物、地球、宇宙の終焉（生物、地球、宇宙はどのように最期を迎えるか）
第15回　理解度確認とまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
「地球を知る」荘人社
参考書に関しては新書等を含め授業中に随時紹介する。

授業の概要

この授業は基本的に教科書を利用した講義形式で行う。具体的には毎回のテーマに即した
プリントを配布し、パワーポイントによる説明を受けながらプリント内の課題に回答し提
出するという形で行う。随時小テストで理解度を確認する。またキャンパス内で自然観察
を行い環境意識を高めることも行っていく。
質問などは授業後にメールにて対応するが、希望があればzoomなどを用いて個別あるいは
グループディスカッションによる質疑応答なども行っていく。
授業の流れとしては、地球環境と人類活動について過去・現在・未来の順序で時系列的に
学んでいく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SCI9-04

備考 対面授業

授業のテーマ及び到達
目標

「人間と地球環境」のテーマは，「地球環境の過去を知り、現実を理解し、地球と人類の
未来のためにどのように今を生きるかを考える」ことである。

授業の到達目標は、宇宙の誕生，太陽系・地球の形成，生命および人類の歴史など過去の
地球環境を踏まえた上で、現在私たちが直面している地球環境問題や自然災害を基に私た
ちと自然との関わり合いを理解すると同時に、環境問題や自然災害に対する対策、循環型
社会、今後予想される宇宙開発や新技術を通して人類・地球・宇宙の未来について考察
し、今に生きる私たちが未来の子孫や地球環境保全のために何をすべきかを考えることが
できる地球科学的な素養を身につけることにある。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 人間と地球環境

授業担当者名 大矢　芳彦

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次前・後期
(看護学部のみ後期)



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスあるいは授業時に示される次回の授業で扱われる話題について、プリントを読ん
でおくことはもちろん、わからない単語などは、予め調べておくと授業内容が良く理解で
きる（週90分）。また、授業時に生じた疑問点等について自分で調べてみると、その知識
が身につきやすい（週90分）。
テレビや新聞、インターネットなどで環境やエネルギーの話題が報道されたときに、授業
で学んだ事柄を思い出し考えることができれば、これが最も効果的な復習であり、この授
業の目標が達成されたことにもなる。宇宙、地球、生命、人類、環境、エネルギーについ
ては、生涯を通して学習していくことがふさわしい事柄であると思う。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

1. 毎回の小テスト受験状況と、理解や関連づけを書いてもらう感想による平常点（50%）
　なお、感想は毎週1回分ずつ提出してもらい、感想の提出をもって出席とします。期末
などに集中的に提出することはできません。
2. 最終的な基礎知識に関する理解度確認（25%）
3. 最後に提出してもらう「論述課題」（「この授業で知ったことを具体的にとりあげ、
それが自分の専門などの領域とどうかかわり、それによって何が見えたり、できるように
なったりするか」）の答案（25%）
をめやすに総合的に勘案、評価します。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　どんな知識？ どんな問題？──ガイダンス
第02回　アリストテレスとエウクレイデス──ギリシア時代の光、色
第03回　闇を照らす光（アレクサンドリア〜中世）
第04回　アラビアンナイトとアル・ハイサム
第05回　ルネサンス──大学と透視図法の威力
第06回　ガリレオと望遠鏡
第07回　ニュートンとゲーテ
第08回　17世紀オランダ
第09回　光速の波
第10回　光の理解の前提
第11回　光の理解と矛盾
第12回　考える、跳ぶ
第13回　アインシュタインとピカソ──古典、写実、実在、表現
第14回　アインシュタインのあかんべえ（量子力学と20世紀の展開）
第15回　期末のまとめ──知識は育ったか？、問題は発見できたか？
　　　　学生受講結果アンケートの実施

※この科目は前期と後期で内容が異なります。
前期と後期両方を履修することはできませんので、各自内容をよく判断してどちらかを受
講してください。

授業の概要

上記の目標に向けて、科学史の基礎的な事項を下記の授業計画に沿って解説する講義を行
ないます。おおまかには、光という、本来は「見えないもの」を中心的素材にして、それ
を人々がどう扱い、見えるかのように理解し、表してきたかを時代を追って解説します。
見えないものを見えるようにするという作業は、歴史を通じて繰り返されています。講義
の素材は過去についての話でも、現代にも実際にあったり、あるかもしれません。そこで
語られる変化や流れを理解しつつ、それに当てはまることを自分の知っている世界に求め
て比較検討することで、身についた知識としてください。そのために、毎回、授業内容に
関する感想を書いて提出してもらい、最終的には、下記の「論述問題」の答案につなげて
もらいます。試作答案を出してチェックを受けることもできます。しかるべき手ほどきを
うけたうえでの、毎回の感想や論述の準備が、あなたのアクティブな部分であり、表現技
能や思考力の訓練になります。最初はなかなか見つからなくても、だんだん思い当たるも
のが見えるように、ヨクミキキシワカリして、繰り返してみてください。
　なお、授業の進め方、感想に関する注意事項などを、
「https://sites.google.com/st.nuas.ac.jp/sci-hist/授業用の資料庫です/科学の歴史
を受講する人のために」に掲示してあります。登録する前に、目を通して内容を承知して
おくよう願います（@st.nuas.ac.jpのアカウントでログインしている必要があります）。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SCI9-05

備考
週単位の資料閲覧・課題提出で進みます（集中講義期間にまとめてではありません）。ま
た、対面とオンデマンド遠隔授業、あるいは前期と後期の両方を登録することはできませ
ん。

授業のテーマ及び到達
目標

歴史には年表がつきものですし必要ですが、それをおぼえることが目的（知識）なのでは
ありません。たとえば「1905年、アインシュタインは相対性理論を発表した」ということ
であれば、「それまではどう考えられていて、アインシュタインはそのどこにどう注目し
てそんな法則を考えたのか」、「その考え方のどこがポイントを突いていたのか」、「そ
う考えることによって何に決着がつき、新たにどんな問題を生んだか」、といったことを
捉えてこそ、歴史という動きのについての知識です。そして、それを言葉にして書くこと
が知識を表現する技能となります。科学史はアイデアとその変遷の歴史ですから、科学の
諸説についてビフォーとアフターを捉え、それが生じる状況や過程を見ることで、見方が
変わる場面を追体験しましょう。異分野のことを、自分の世界に結びつけて理解し、上記
を通して何かを知ることの意味や効果を把握して、それを表現する技能につなげることが
目標です。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・想像力」◎

授業科目名 科学の歴史

授業担当者名 松浦　俊輔

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業に関連する資料を Moodle を通じて配付しますので、それには授業用スライド
を閲覧する前に目を通しておいてください。授業後に読み直して、理解のしかたがどう違
うかを感じ取ってください（週40分程度）。
「基本事項確認」は適宜繰り返して定着を図りつつ、授業で知ったことに当てはまること
を探してみてください。アクティブに探さないと見つかりませんので、しっかりアンテナ
を立てて身のまわりに科学や科学史を探して論述に役立ててください（日々の積み重ねを
合わせれば60分程度）。
さらに、授業を補足したり、提出された感想の傾向を見て、その先を考えるヒントを授業
用ブログ（https://mshunatnuas.blogspot.com）に記していきますので、そちらも見て参
考にしてください（週20〜30分）。
授業で取り上げる参考図書や映画も読んだり見たりして、授業を聞く前と聞いた後で、そ
うした作品の見方、読み方がどう変わるかを把握できれば、それもまた良い論述のテーマ
になるでしょう（週あたりに均せば20〜30分）。

使用教科書

授業時に用いる教科書はありません。授業の概略を記したプリントを配布し、moodleには
授業用スライドファイルの控えを掲示します。
授業の見通しを得たり、補充をしたりするために、以下の本いずれかでも参照することを
薦めます。
　ペジック『青の物理学』（岩波書店）
　ジョンソン『イノベーションのアイデアを生み出す七つの法則』（日経BP社）
　ドン・S・レモンズ『物理2600年の歴史を変えたスケッチ』（プレジデント社）

授業や課題への臨み方のヒントとして、授業用ブログ「ひとつなにぶんよろしく」
（https://mshunatnuas.blogspot.com）を用意しています。こちらも参考になるでしょ
う。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

1. 毎回提出してもらう理解や関連づけを書いてもらう感想を中心にして、Moodleでの補
助資料（基本事項確認など）の利用状況を加味した平常点（50%）
2. いずれかの授業時に行なう基礎知識に関する理解度確認（25%）
3. 最後に提出してもらう「論述問題」（「この授業で知ったことを具体的にとりあげ、
それが自分の専門などの領域とどうかかわり、それによって何が見えたり、できるように
なったりするか」）の答案（25%）
をめやすに総合的に勘案、評価します。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　どんな知識？ どんな問題？──ガイダンス
第02回　アリストテレスとエウクレイデス──ギリシア時代の光、色
第03回　闇を照らす光（アレクサンドリア〜中世）
第04回　アラビアンナイトとアル・ハイサム
第05回　ルネサンス──大学と透視図法の威力
第06回　ガリレオと望遠鏡
第07回　ニュートンとゲーテ
第08回　17世紀オランダ
第09回　光速の波
第10回　光の理解の前提
第11回　光の理解と矛盾
第12回　考える、跳ぶ
第13回　アインシュタインとピカソ──古典、写実、実在、表現
第14回　アインシュタインのあかんべえ（量子力学と20世紀の展開）
第15回　期末のまとめ──知識は育ったか？、問題は発見できたか？
　　　　学生受講結果アンケートの実施
※この科目は前期と後期で内容が異なります。
前期と後期両方を履修することはできませんので、各自内容をよく判断してどちらかを受
講してください。

授業の概要

上記の目標に向けて、科学史の基礎的な事項を下記の授業計画に沿って解説する講義を行
ないます。おおまかには、光という、本来は「見えないもの」を中心的素材にして、それ
を人々がどう扱い、見えるかのように理解し、表してきたかを時代を追って解説します。
見えないものを見えるようにするという作業は、歴史を通じて繰り返されています。講義
の素材は過去についての話でも、現代にも実際にあったり、あるかもしれません。そこで
語られる変化や流れを理解しつつ、それに当てはまることを自分の知っている世界に求め
て比較検討することで、身についた知識としてください。そのために、毎回、授業内容に
関する感想を書いて提出してもらい、最終的には、下記の「論述問題」の答案につなげて
いただきます。試作答案を出してチェックを受けることもできます。しかるべき手ほどき
をうけたうえでの、毎回の感想や論述の準備が、あなたのアクティブな部分であり、表現
技能や思考力の訓練になります。最初はなかなか見つからなくても、だんだん思い当たる
ものが見えるように、ヨクミキキシワカリして、繰り返してみてください。
　なお、授業の進め方、感想に関する注意事項などを、
「https://sites.google.com/st.nuas.ac.jp/sci-hist/授業用の資料庫です/科学の歴史
を受講する人のために」に掲示してあります。登録する前に、目を通しておくよう願いま
す（@st.nuas.ac.jpのアカウントでログインしている必要があります）。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SCI9-05

備考 後期と内容が異なりますが、登録できるのは前期か後期のいずれか一方のみです。

授業のテーマ及び到達
目標

歴史には年表がつきものですし必要ですが、それをおぼえることが目的（知識）ではあり
ません。たとえば「1905年、アインシュタインは相対性理論を発表した」ということであ
れば、「それまではどう考えられていて、アインシュタインはそのどこにどう注目してそ
んな法則を考えたのか」、「その考え方のどこがポイントを突いていたのか」、「そう考
えることによって何に決着がつき、新たにどんな問題を生んだか」、といったことを捉え
てこそ、歴史という動きのについての知識であり、それを言葉にして書くことが表現技能
となります。科学史はアイデアとその変遷の歴史ですから、科学の諸説についてビフォー
とアフターを捉え、それが生じる状況や過程を見ることで、見方や考え方が変わる場面を
追体験しましょう。異分野のことを、自分の世界に結びつけて理解し、上記を通して何か
を知ることの意味や効果を把握して、それを表現する技能につなげることが目標です。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・想像力」◎

授業科目名 科学の歴史

授業担当者名 松浦　俊輔

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業に関連する資料を Moodle を通じて配付しますので、それには授業用スライド
を閲覧する前に目を通しておいてください。授業後に読み直して、理解のしかたがどう違
うかを感じ取ってください（週40分程度）。
Moodleに掲示する「基本事項確認」を適宜繰り返し、内容を定着させ、それを含めた授業
で知ったことに当てはまることを身のまわりに探してみてください。アクティブに探さな
いと見つかりませんので、しっかりアンテナを立てて身のまわりに科学や科学史を探して
論述に役立ててください（日々の積み重ねを合わせれば60分程度）。
さらに、授業を補足したり、提出された感想の傾向を見て、その先を考えるヒントを授業
用ブログ（https://mshunatnuas.blogspot.com）に記していきますので、そちらも見て参
考にしてください（週20〜30分）。
授業で取り上げる参考図書や映画も読んだり見たりして、授業を聞く前と聞いた後で、そ
うした作品の見方、読み方がどう変わるかを把握できれば、それもまた良い論述のテーマ
になるでしょう（週あたりに均せば20〜30分）。

使用教科書

授業時に用いる教科書はありません。授業の概略を記したプリントを配布し、moodleには
授業用スライドファイルの控えを掲示します。
授業の見通しを得たり、補充をしたりするために、以下の本いずれかでも参照することを
薦めます。
　ペジック『青の物理学』（岩波書店）
　ジョンソン『イノベーションのアイデアを生み出す七つの法則』（日経BP社）
　ドン・S・レモンズ『物理2600年の歴史を変えたスケッチ』（プレジデント社）

授業や課題への臨み方のヒントとして、授業用ブログ「ひとつなにぶんよろしく」
（https://mshunatnuas.blogspot.com）を用意しています。こちらも参考になるでしょ
う。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

1. 毎回の小テスト（基本事項確認）受験状況と、理解や関連づけを書いてもらう感想に
よる平常点（50%）
　なお、感想は毎週1回分ずつ提出してもらい、感想の提出をもって出席とします。期末
などに集中的に提出することはできません。
2. 最終的な基礎知識に関する理解度確認（25%）
3. 最後に提出してもらう「論述課題」（「この授業で知ったことを具体的にとりあげ、
それが自分の専門などの領域とどうかかわり、それによって何が見えたり、できるように
なったりするか」）の答案（25%）
をめやすに総合的に勘案、評価します。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　 どんな知識？ どんな問題？──ガイダンス
第02回　 ギリシア神話と自然哲学
第03回　 3 ギリシアの先駆的事例
第04回　 4 何が問題か？──プラネタリウムと天動説
第05回　 5 アラビアンナイトとイスラム科学
第06回　 6 As above so below──ルネサンスの「科学」
第07回　 7 コペルニクス〜ケプラー──秘伝（術）と公開（学）
第08回　 8 観察、仮説、実験──ガリレオと近代科学の誕生
第09回　 9 ニュートンのりんご？──現象と法則
第10回　 10 錬金術師たちの燃焼
第11回　 11 ラヴォアジェと化学革命
第12回　 12 原子論プラットフォーム
第13回　 13 エネルギーと自然哲学の統一
第14回　 14 科学の進み方
第15回　 15 期末のまとめ──知識は育ったか？、問題は発見できたか？
 　　　　学生受講結果アンケートの実施

※この科目は前期と後期で内容が異なります。
前期と後期両方を履修することはできませんので、各自内容をよく判断してどちらかを受
講してください。

授業の概要

上記の目標に向けて、科学史の基礎的な事項を授業計画に沿って解説する講義録を、
Moodle に順次掲示しますので、閲覧していただきます。おおまかには、科学の特徴とな
る重要な考え方の登場と展開を見ていただき、ものの考え方が変わり、定着する様子や条
件を解説します。このようなアイデアの「イノベーション」はいつの時代にもあることで
すのですので、講義の素材は過去についての話でも、現代にも実際にあったり、あるかも
しれません。そこで語られる変化や流れを理解しつつ、それに当てはまることを自分の
知っている世界に探して見比べることで、身についた知識とすることが目標です。そのた
めに、毎回、授業内容に関する感想を書いて提出してもらい、最終的には、下記の「論述
問題」の答案につなげてもらいます。試作答案を出してチェックを受けることもできま
す。しかるべき手ほどきをうけたうえでの、毎回の感想や論述の準備が、あなたのアク
ティブな部分であり、表現技能や思考力の訓練になります。最初はなかなか見つからなく
ても、だんだん思い当たるものが見えるように、ヨクミキキシワカリして、繰り返してみ
てください。
　なお、授業の進め方、感想に関する注意事項などを、
「https://sites.google.com/st.nuas.ac.jp/sci-hist/授業用の資料庫です/科学の歴史
を受講する人のために」に掲示してあります。登録する前に、目を通しておくよう願いま
す（@st.nuas.ac.jpのアカウントでログインしている必要があります）。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SCI9-05

備考
週単位の資料閲覧・課題提出で進みます（集中講義期間にまとめてではありません）。ま
た、対面とオンデマンド遠隔授業、あるいは前期と後期の両方を登録することはできませ
ん。

授業のテーマ及び到達
目標

歴史には年表がつきものですし必要ですが、それをおぼえることが目的（知識）ではあり
ません。たとえば「1859年、ダーウィンは『種の起源』を出版した」ということであれ
ば、「それまではどう考えられていて、ダーウィンはそのどこにどう注目してそんな説を
考えたのか」、「その考え方のどこがポイントを突いていたのか」、「そう考えることに
よって何に決着がつき、新たにどんな問題を生んだか」、そう言ったことを捉えてこそ、
歴史という動きのについての知識であり学習となります。科学史はアイデアとその変遷の
歴史ですから、科学の諸説についてビフォーとアフターを捉え、それが生じる状況や過程
を見ることで、見方や考え方が変わる場面を追体験しましょう。異分野のことを、自分の
世界に結びつけて理解し、上記を通して何かを知ることの意味や効果を把握して、それを
表現する技能につなげることが目標です。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・想像力」◎

授業科目名 科学の歴史

授業担当者名 松浦　俊輔

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業に関連する資料を Moodle を通じて配付しますので、それには授業用スライド
を閲覧する前に目を通しておいてください。授業後に読み直して、理解のしかたがどう違
うかを感じ取ってください（週40分程度）。
「基本事項確認」は適宜繰り返して定着を図りつつ、授業で知ったことに当てはまること
を探してみてください。アクティブに探さないと見つかりませんので、しっかりアンテナ
を立てて身のまわりに科学や科学史を探して論述に役立ててください（日々の積み重ねを
合わせれば60分程度）。
さらに、授業を補足したり、提出された感想の傾向を見て、その先を考えるヒントを授業
用ブログ（https://mshunatnuas.blogspot.com）に記していきますので、そちらも見て参
考にしてください（週20〜30分）。
授業で取り上げる参考図書や映画も読んだり見たりして、授業を聞く前と聞いた後で、そ
うした作品の見方、読み方がどう変わるかを把握できれば、それもまた良い論述のテーマ
になるでしょう（週あたりに均せば20〜30分）。

使用教科書

授業時に用いる教科書はありません。講義録（対面の講義で用いるスライドファイルに解
説をつけたPDFファイル）を基本資料とし、補助として各種資料や課題を提示します。
授業の見通しを得たり、補充をしたりするために、以下の本いずれかでも参照することを
薦めます。
　プリンチペ『科学革命』（丸善出版）
　ジョンソン『イノベーションのアイデアを生み出す七つの法則』（日経BP社）
　ドン・S・レモンズ『物理2600年の歴史を変えたスケッチ』（プレジデント社）

授業や課題への臨み方のヒントとして、授業用ブログ「ひとつなにぶんよろしく」
（https://mshunatnuas.blogspot.com）を用意しています。こちらも参考になるでしょ
う。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

1. 毎回提出してもらう理解や関連づけを書いてもらう感想を中心にして、moodleでの補
助資料（「基本事項確認」など）の利用状況を加味した平常点（50%）
2. 最終的な基礎知識に関する理解度確認（25%）
3. 最後に提出してもらう「論述課題」（「この授業で知ったことを具体的にとりあげ、
それが自分の専門などの領域とどうかかわり、それによって何が見えたり、できるように
なったりするか」）の答案（25%）
をめやすに総合的に勘案、評価します。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　 どんな知識？ どんな問題？──ガイダンス
第02回　 ギリシア神話と自然哲学
第03回　 3 ギリシアの先駆的事例
第04回　 4 何が問題か？──プラネタリウムと天動説
第05回　 5 アラビアンナイトとイスラム科学
第06回　 6 As above so below──ルネサンスの「科学」
第07回　 7 コペルニクス〜ケプラー──秘伝（術）と公開（学）
第08回　 8 観察、仮説、実験──ガリレオと近代科学の誕生
第09回　 9 ニュートンのりんご？──現象と法則
第10回　 10 錬金術師たちの燃焼
第11回　 11 ラヴォアジェと化学革命
第12回　 12 原子論プラットフォーム
第13回　 13 エネルギーと自然哲学の統一
第14回　 14 科学の進み方
第15回　 15 期末のまとめ──知識は育ったか？、問題は発見できたか？
　　　 　学生受講結果アンケートの実施

※この科目は前期と後期で内容が異なります。
前期と後期両方を履修することはできませんので、各自内容をよく判断してどちらかを受
講してください。

授業の概要

上記の目標に向けて、科学史の基礎的な事項を下記の授業計画に沿って解説する講義を順
次行ないます。おおまかには、科学の特徴となる重要な考え方の登場と展開を見ていただ
き、ものの考え方が変わり、定着する様子や条件を解説します。このようなアイデアの
「イノベーション」はいつの時代にもあることですのですので、講義の素材は過去につい
ての話でも、現代にも実際にあったり、あるかもしれません。そこで語られる変化や流れ
を理解しつつ、それに当てはまることを自分の知っている世界から取り出し、あるいは何
かないか考えて、身についた知識とすることが目標です。そのために、毎回、授業内容に
関する感想を書いて提出してもらい、最終的には、下記の「論述問題」の答案につなげて
いただきます。試作答案を出してチェックを受けることもできます。しかるべき手ほどき
をうけたうえでの、毎回の感想や論述の準備が、あなたのアクティブな部分であり、表現
技能や思考力の訓練になります。最初はなかなか見つからなくても、だんだん思い当たる
ものが見えるように、ヨクミキキシワカリして、繰り返してみてください。
　なお、授業の進め方、感想に関する注意事項などを、
「https://sites.google.com/st.nuas.ac.jp/sci-hist/授業用の資料庫です/科学の歴史
を受講する人のために」に掲示してあります。登録する前に、目を通して内容を承知して
おくよう願います（@st.nuas.ac.jpのアカウントでログインしている必要があります）。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1SCI9-05

備考 前期と内容が異なりますが、登録できるのは前期か後期のいずれか一方のみです。

授業のテーマ及び到達
目標

歴史には年表がつきものですし必要ですが、それをおぼえることが目的（知識）ではあり
ません。たとえば「1859年、ダーウィンは『種の起源』を出版した」ということであれ
ば、「それまではどう考えられていて、ダーウィンはそのどこにどう注目してそんな説を
考えたのか」、「その考え方のどこがポイントを突いていたのか」、「そう考えることに
よって何に決着がつき、新たにどんな問題を生んだか」、そう言ったことを捉えてこそ、
歴史という動きのについての知識であり学習となります。科学史はアイデアとその変遷の
歴史ですから、科学の諸説についてビフォーとアフターを捉え、それが生じる状況や過程
を見ることで、見方や考え方が変わる場面を追体験しましょう。異分野のことを、自分の
世界に結びつけて理解し、上記を通して何かを知ることの意味や効果を把握して、それを
表現する技能につなげることが目標です。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・想像力」◎

授業科目名 科学の歴史

授業担当者名 松浦　俊輔

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業に関連する資料を Moodle を通じて配付しますので、それには授業用スライド
を閲覧する前に目を通しておいてください。授業後に読み直して、理解のしかたがどう違
うかを感じ取ってください（週40分程度）。
Moodleに掲示する「基本事項確認」を適宜繰り返し、内容を定着させ、それを含めた授業
で知ったことに当てはまることを身のまわりに探してみてください。アクティブに探さな
いと見つかりませんので、しっかりアンテナを立てて身のまわりに科学や科学史を探して
論述に役立ててください（日々の積み重ねを合わせれば60分程度）。
さらに、授業を補足したり、提出された感想の傾向を見て、その先を考えるヒントを授業
用ブログ（https://mshunatnuas.blogspot.com）に記していきますので、そちらも見て参
考にしてください（週20〜30分）。
授業で取り上げる参考図書や映画も読んだり見たりして、授業を聞く前と聞いた後で、そ
うした作品の見方、読み方がどう変わるかを把握できれば、それもまた良い論述のテーマ
になるでしょう（週あたりに均せば20〜30分）。

使用教科書

授業時に用いる教科書はありません。授業の概略を記したプリントを配布し、Moodleには
授業用スライドファイルの控えを掲示します。
授業の見通しを得たり、補充をしたりするために、以下の本いずれかでも参照することを
薦めます。
　プリンチペ『科学革命』（丸善出版）
　ジョンソン『イノベーションのアイデアを生み出す七つの法則』（日経BP社）
　ドン・S・レモンズ『物理2600年の歴史を変えたスケッチ』（プレジデント社）

授業や課題への臨み方のヒントとして、授業用ブログ「ひとつなにぶんよろしく」
（https://mshunatnuas.blogspot.com）を用意しています。こちらも参考になるでしょ
う。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回授業で学ぶ内容について、配付資料や参考文献を用いて事前に調べ、ノートにまとめ
ておく（週30分）。
授業で疑問を抱いた点については、次回までに調べて学びを深めておく（週60分）。
テキストは特に使用せず、講義と配付資料に基づいて授業を進めていくので、講義内容を
把握できるよう、ノートの取り方を工夫すること。また、授業を始める前にコメントの記
入できる出席カードを配付するので、疑問点や関心をもった点について、授業終了後に記
入して提出すること

学生に対する評価の方
法

小テスト・レポート・授業への参画態度（約25%）、理解度確認（約75％）などによって
総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業概要と講義の進め方
　　　　 参考文献について
　　　　 日本文学の流れと時代区分
第02回　平安時代における文学の特色（一）
　　　　 仮名文字の発明と国風文化
第03回　平安時代における文学の特色（二）
　　　　 摂関政治の展開と女流文学の隆盛（ビデオ視聴）
第04回　平安時代における文学の特色（二）
　　　　 『源氏物語』の成立と作者について
第05回　『源氏物語』の構成・第一部　桐壺巻
第06回　第一部　帚木〜空蟬巻
第07回　第一部　夕顔巻
第08回　第一部　若紫巻
第09回　第一部　紅葉賀巻〜花宴巻
第10回　第一部　葵巻〜賢木巻
第11回　第一部　須磨巻〜薄雲巻
第12回　第一部　少女巻〜藤裏葉巻
第13回　第二部　若菜上巻〜若菜下巻
第14回　第二部　柏木巻〜幻巻
第15回　理解度確認およびまとめ
　　　　 授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書 必要に応じて資料を配付する。

授業の概要

平安時代に国風文化が開花して以降、日本はさまざまな異文化を受け入れながら独自の文
化を築き、発展させてきた。一千年の時を経た現在に至っても、この時代に形成された美
意識や価値観は我々に大きな影響を与えている。『源氏物語』は、その平安文化の絶頂期
に生まれ、日本の物語文学の最高峰の一つとして位置づけられる作品である。本講義で
は、『源氏物語』の背景として、平安時代の文化や生活について学ぶとともに、作品の内
容をたどりながら、登場人物の心情や物語の精神世界について深く読み解いていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LIT9-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ ： 物語の系譜　〜『源氏物語』をめぐって〜
日本を代表する物語文学の一つである『源氏物語』の概要と、作品の時代背景として平安
時代の政治や文化、生活を学ぶことを通して、日本文学の歴史や特色について考察すると
ともに、日本文化への理解を深めることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 日本の文学

授業担当者名 田尻　紀子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回配布されるプリントを、年代ごとに整理しながら、復習ノートを作成し、歴史上の出
来事が、言語や文学に与える影響に着目し、因果関係を把握する。（週90分）
授業で紹介する文学作品の日本語に翻訳したものを読んだり、映画化されたものを鑑賞し
たりすることで、作品について理解を深める。（週90分）

学生に対する評価の方
法

①受講態度（10％）
②英語圏の歴史と文学に関するテスト（45％）
③米文学作品に関するレポート（15％）
④英文学作品に関するレポート（15％）
⑤英語の詩とプロソディに関するレポート（15％）
を総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的・内容・日程・課題・レポート・テストなどについての説明
　　　　英国の歴史と古代英文学：ベウォウルフ・アングロサクソン年代記
第02回　英国の歴史と中世英文学：チョーサー
第03回　英国の歴史と近代英文学：シェークスピア
第04回　米文学の独立期・開花期・金ぴか時代と歴史的背景
第05回　近代と現代の米文学：失われた時代・第二次大戦後の文学
第06回　英語圏の歴史と文学に関するテスト
第07回　米文学作品の鑑賞：登場人物の人間像と心理的変化
第08回　米文学作品の鑑賞：全体的分析と発展的解釈の手法
　　　　米文学作品に関するアクティブ・ラーニング
第09回　英文学作品の鑑賞：ピグマリオンとマイ・フェア・レディ
第10回　英文学作品の鑑賞：マイ・フェア・レディと英語プロソディ
　　　　英文学作品に関するアクティブ・ラーニング
第11回　英語音声の変化とプロソディ
第12回　英語の詩の韻律
第13回　英語の詩とプロソディ（マザーグース）
第14回　英語の詩とプロソディ（ポピュラーソング・他）
　　　　英語の詩とプロソディに関するアクティブ・ラーニング
第15回　作品鑑賞レポートの講評・発展的学習のすすめ・授業全体の振り返り（学生受講
結果アンケートの実施）

使用教科書 随時、プリントを配布

授業の概要

英語力のさらなる向上を目指す学習者にとって、英語圏の文学作品の背景にある歴史・社
会・文化について知ることは重要となる。これらについての知識が豊富であれば、異文化
理解が容易となり、コミュニケーション能力も向上するからである。国際語としての地位
を確立している英語の文化的な基礎知識を獲得することは、グローバルに活躍する社会人
を目指す者にとって役立つものとなるであろう。詩のリズムを学ぶことは、英語のプロソ
ディ（韻律学・作詞法）を学ぶことであり、英語音声の表現力を培うものとなる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LIT9-02

備考
対面・オンデマンド遠隔授業共通
オンデマンド遠隔授業は管理栄養学部、メディア造形学部、ヒューマンケア学部対象

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：英米文学の世界に触れることで、英語学習に必要な一般常識である英語圏の歴史
や文化に関する知識を獲得する。

到達目標：
１．イギリスやアメリカの歴史・社会・文化を理解する。
２．作品鑑賞を通して異文化社会や人間関係について学ぶ。
３．英語という言語の理解を深め、文字と音声の関わりを知る。
４．英語音声の特徴を学ぶことによって、英語によるコミュニケーション能力の向上を目
指す。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 海外の文学

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次前・後期
(看護学部のみ後期)



授業概要（シラバス）

第15回　理解度確認

　　　　変身という非現実の動態はどのように意識されたか
第10回　腐乱死体の美術
　　　　中世日本の腐乱死体をめぐる美術が目指したもの

　　　　この世ならぬ世界にリアリティーを与える工夫
第13回　疫病神の図像学
　　　　実在しない存在のイメージをめぐる文化交流
第14回　餓鬼の図像学
　　　　実在しない存在へのイメージの蓄積と展開

第01回　ガイダンス
第02回　フィクションとしての絵画
　　　　絵画に仕組まれた虚構性､およびそれを見る我々の視線の偏向について
第03回　図像とは何か
　　　　絵画解釈の最小単位としての図像の発生
第04回　絵の中の空間

第11回　絵画における描かないことと見えないこと
　　　　絵画における不可視表現の可能性
第12回　異界へのまなざし

　　　　絵と文字という次元の異なる記号同士の相互補完
第07回　模倣と見立て
　　　　絵画が伝統や先行作品を引用することの意味とヴァリエーション
第08回　怪物の造形
　　　　非現実の存在はどのようにイメージされたか

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度（10％）
授業内容の理解度を確認するmoodleの「美術の世界」授業ページでの小テスト、および実
施する場合には対面式による理解度確認テスト（90％）

　　　　平面である絵画が三次元を表現することの意味と､そのためのさまざまな工夫
第05回　絵の中の絵
　　　　絵の中にさらに絵を描き込む重層的な感覚が表現しようとしたこと
第06回　絵の中の言葉

第09回　変身のイメージ

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

　　　　14回までの授業実施に困難が生じた場合に、課題に基づく試験を実施
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

遠隔授業となる回は、パワーポイントのスライドショーによる授業を配信する。授業の
配信についてはmoodleの「美術の世界」授業ページにて、配信の方法、小テストなどに
ついての情報を通知する。

授業の概要

授業は、主にパワーポイントを用いて講義形式で行う。講義は、可能な限り画像等を用い
て理解が進むよう工夫する。主に江戸時代以前の日本美術に属するさまざまな絵画の中に
示される視覚イメージについて、毎回ひとつの着眼点を設定し、その意味や歴史的展開を
紹介してゆく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LIT9-03

備考
授業実施方法の変更など最新の情報はmoodleの「美術の世界」授業ページで告知するの
で、定期的に参照すること。

授業のテーマ及び到達
目標

近代以前の日本絵画が問題としてきた視覚表現の諸要素を理解し、情報を視覚によって表
現することの意味を知ることができる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 美術の世界

授業担当者名 鷹巣　純

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回膨大なスライドを投影するので、記録用の撮影機材があるとよい。毎授業ごとに必ず
復習（60分）し、ノートの内容と画像を結び付けてから小テストに臨むこと。授業資料は
いつでもどの回のものでもダウンロードできるので、早目に目を通しておく（20分）とよ
い。

使用教科書
教科書はなし
授業資料はmoodleの「美術の世界」授業ページより各自でダウンロード



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

各授業ごとのコメント（総計100%）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　「音楽」とは何か？　−オリエンテーション、音楽とは何か、西洋音楽と邦楽
第02回　日本の音楽（1）　−邦楽は西洋音楽だった（奈良時代、音楽の伝来、邦楽）
第03回　日本の音楽（2）　−舶来品の西洋音楽（明治時代、西洋音楽と邦楽）
第04回　テキストと音楽（1）　−歌い方には4通りもある（テキストと音楽との関係、西
洋詩学）
第05回　テキストと音楽（2）　−和風ラップに至る道（日本語と音楽の関係、東遊歌、能
楽、J-pop）
第06回　宗教と音楽　−感動『戦場のピアニスト』を正しく鑑賞するために（宗教、民族
と音楽）
第07回　ポピュラー音楽　−Mozartの時代にもポピュラー音楽はあった（大衆芸能と芸術
の差異）
第08回　日本音楽の受容　−エッフェル塔と三味線（パリ万博、異国趣味、印象派の音
楽）
第09回　音律　−ドレミは対数？（音響学基礎、音律、世界の音階）
第10回　『第9』とは　−なぜ『第9』は年末恒例？（戦後西洋音楽受容史、西洋音楽の衰
退）
第11回　著作権　−自分の曲でも使用料払うの！？（音楽における国内、海外の著作権法
の概説）
第12回　オペラ　−愛の結末は・・・（古典派オペラ、イタリア・オペラ、楽劇）
第13回　電子音楽　−電子立国ニッポンはすごい（発振の原理、電子音楽史、日本の技術
とアーティスト）
第14回　民族音楽　−音楽は世界「非」共通言語（民族音楽とその関連、民族音楽からの
享受）
第15回　現代の音楽　−音楽、なぅ！（20世紀後半からの音楽と思想、音楽と社会、音楽
と量子力学？）
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

※内容は、同時代的な出来事を取り扱うため、変更や順番の入れ替えがある。

使用教科書 指定なし。毎回の授業で資料を配布する。参考資料などについては授業内で紹介する。

授業の概要

「音楽」について、歴史、地理、文化、社会、宗教、民族、風俗、言語などのさまざまな
角度からアプローチし、音楽の多様性を理解すると同時に、本来の「リベラルアーツ」と
しての教養を高める。授業は毎回のテーマを中心に、講義、音、映像など、さまざまなサ
ンプルから深く考察していく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LIT9-04

備考

授業のテーマ及び到達
目標

１．「音楽とは何か」、「芸術とは何か」、「創作とは何か」を理解し、各自の専門領域
において探求を広げる
２．西洋音楽と邦楽の違いを理解し、日本における「芸術」の意義を考察する
３．教養としての「音楽」との接し方を学び、教養を深める

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 音楽の世界

授業担当者名 愛澤　伯友

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業で取り上げたテーマに関する楽曲や作品を鑑賞すること。また、作者、時代背景な
ど、関連した項目についても幅広く調べること。シラバスあるいは授業時に示される次回
の授業で扱われる話題について予習する（週90分）、授業時に生じた疑問点等について調
べ、まとめる、質問があればコメントまたは次回授業で確認すること（週90分）。
できれば、実際に演奏会、公演に行くこと。こうした小さな鑑賞体験の積み重ねで芸術や
リベラルアートの教養は高まる。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

作品のより深い理解のために事前にシラバスを確認し、取り上げられる時代の歴史的状況
を下調べして授業に臨むこと。また事後学習として、作品を再度鑑賞し、歴史の流れの中
において考えを深める。

学生に対する評価の方
法

①授業への参加態度　15%
②リアクションペーパー：回毎に鑑賞した作品についての意見、感想を書く　25%
③理解度確認：授業内容の理解度を見る　60%
以上の三点で、総合的に評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　牧神とジムノペディ：パリにおける変革
第03回　月に憑かれたピエロ：ウィーンにおける変革
第04回　春の祭典：原始主義の衝撃
第05回　二つの大戦間の音楽：新古典主義と十二音技法
第06回　ラプソディ・イン・ブルー：ジャズ時代の到来
第07回　収容所で上演されたオペラ：ブルンジバール
第08回　ダルムシュタット国際現代音楽夏季講習会：トータル・セリアリズムとその限界
第09回　4’33”：ジョン・ケージとその影響
第10回　ミュージック・コンクレートと電子音楽
第11回　ミニマル・ミュージック：ポスト・モダンの潮流
第12回　癒しと祈りの音楽へ：20世紀ポーランドの社会と音楽
第13回　ポップ・カルチャーの隆盛
第14回　シアターピースと音楽劇
第15回　理解度確認、授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書 毎回の授業でプリントを配布する。

授業の概要

上記の目的のために、本講ではまず20世紀の歴史と、音楽史の流れを概観する。続いて回
毎に選び出されたトピックに基づき、作曲家とその作品について、それらを取り巻く社会
状況や思想を交えながらできるだけ平易な解説をし、鑑賞を行う。その後学生諸君は、
個々人で作品の意味を考え、リアクションペーパーに意見、感想を書く。さらにペーパー
上でのディスカッションにより、知識を深めてゆく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LIT9-04

備考 管理栄養学部、メディア造形学部、ヒューマンケア学部対象

授業のテーマ及び到達
目標

本講義では、20世紀における芸術音楽（いわゆる現代音楽）について学ぶ。現代音楽とい
うと、難解というイメージが付きまとう。確かに現代音楽には、理解の難しい曲も少なく
ないが、そこには20世紀という、二度の世界大戦を経験した激動の時代が色濃く反映され
ており、その歴史的、時代的背景を知ることで見えてくるものも多い。本講の目的は、20
世紀社会の出来事を通して、何故こうした音楽が生まれたのかを考え、社会現象としてそ
れらを理解し、我々が生きている今に繋がってゆくこれらの芸術活動に、興味をもって向
かえるようになることである。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 音楽の世界

授業担当者名 黄木　千寿子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

作品鑑賞に際しては資料を事前に配付するので、授業の前に目を通したうえで、あらすじ
や特色など、作品に対する基礎的な知識を身につけておくこと。
シラバスや授業時に示される次回の授業で扱われる話題について予習する（週30分）。
授業時に生じた疑問点等について調べ、まとめる（週60分）。
テキストは特に使用せず、講義と配布資料に基づいて授業を進めていくので、講義内容を
把握できるよう、ノートの取り方を工夫すること。また、授業を始める前に、コメントの
記入できる出席カードを配布するので、疑問をもった点、関心をもった点について、授業
終了後に記入して提出すること。特に疑問点については、次回の授業時にも説明するが、
自身でも自己学習を通して学びを深めてもらいたい。

学生に対する評価の方
法

小テスト・レポート・授業への参画態度（約25%）、理解度確認（約75％）などによって
総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション・芸能の起源
第02回　時代の特色—中世—
第03回　『平家物語』と「語り」の成立
第04回　平曲の衰退と早物語『浄瑠璃物語』の流行
第05回　浄瑠璃節と人形浄瑠璃の成立
第06回　歌舞伎と浄瑠璃
第07回　古浄瑠璃と新浄瑠璃
第08回　近松門左衛門について
第09回　世話物の世界—『曽根崎心中』について—
第10回　世話物の世界—『冥途の飛脚』について—
第11回　作品鑑賞①
第12回　時代物の世界—時代物三大名作—
第13回　『義経千本桜』について
第14回　作品鑑賞②
第15回　理解度確認およびまとめ
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書 必要に応じて資料を配付する。

授業の概要

「文楽」として親しまれている人形浄瑠璃の成立と展開をたどりながら、浄瑠璃・歌舞伎
の歴史について学び、代表的な作品を鑑賞できるようになると共に、現代の日本文化への
影響も含めて考察し、古典芸能や日本文化についての理解を深めることを目標とする。浄
瑠璃は、江戸時代に「語り」と伴奏を伴った人形劇として完成されたが、その源流は、中
世の『平家物語』（平曲）にまで遡る。本講義では、浄瑠璃成立までの歴史的展開をた
どった後、大人気を博した近松門左衛門の世話浄瑠璃作品を紹介し、その特色について考
察する。また、作品を鑑賞しながら、歌舞伎との関わりや、時代物の三大名作『菅原伝授
手習鑑』『義経千本桜』『仮名手本忠臣蔵』についても言及し、近世に流行した演劇や近
世文化が現代に与えた影響について考察する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LIT9-05

備考

授業のテーマ及び到達
目標

〔テーマ〕浄瑠璃の成立と古典演劇の展開
１．「文楽」として親しまれている人形浄瑠璃の成立と展開をたどり日本の文化の理解を
深める。
２．浄瑠璃・歌舞伎の歴史について学び、代表的な作品を鑑賞できるようになる。
３．現代の日本文化への影響も含めて考察し、古典芸能や日本文化についての理解を深め
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 演劇の世界

授業担当者名 田尻　紀子

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次前・後期
（看護学部のみ前期）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業時に生じた疑問点等について調べ、復習する（週30分）。

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（40%）：各回の出席フォームにて確認
②授業内容の理解度（60%）：最終課題レポートにて確認
以上2点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　序論｜映像を観ること
第02回　批評的な視点｜ヒッチコック/スピルバーグ
第03回　CGの発達による視座の変化について
第04回　物語の構造分析①｜『呪術廻戦０』
第05回　物語の構造分析②｜『ルックバック』
第06回　SF/ファンタジー映画研究①
第07回　SF/ファンタジー映画研究②
第08回　映画の歴史①：古典的アメリカ映画
第09回　映画の歴史②：表現主義からフィルムノワール
第10回　映画の歴史③：日本映画の全盛期 小津/溝口/黒澤
第11回　映画の歴史④：転換期ヌーヴェルバーグ
第12回　映画の歴史⑤：現代映画
第13回　サウンドトラックの歴史とミュージカル
第14回　特撮的想像力｜庵野秀明、ギレルモ・デル＝トロ、ティム・バートン
第15回　総論：説話/視座/モンタージュ,授業全体の振り返り(学生受講結果アンケートの
実施)

使用教科書 使用しない。

授業の概要
①批評的視座、②物語論、③編集論、④技術革新による表現の変化、の4点を主軸に古典
から現代映画まで多数の参考上映と共に論じる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LIT9-06

備考 管理栄養学部、メディア造形学部、ヒューマンケア学部は1〜2年次のみ

授業のテーマ及び到達
目標

映画表現を物語論と編集論を中心に幅広く学ぶことによって、批評的な視座と大まかな映
画史観を身につけることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 映画の世界

授業担当者名 柿沼　岳志

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業での取り組み（80％）、提出物の内容（20％）によって評価する。再評価は実施でき
ない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業ガイダンス
第02回　スポーツ①（競技特性とルール）
第03回　スポーツ①（基礎技術）
            　ストレッチの意義と効果、静的・動的ストレッチについて
第04回　スポーツ①（発展技術）
第05回　スポーツ①（ゲーム）
第06回　スポーツ②（競技特性とルール）
第07回　スポーツ②（基礎技術）
            　ストレッチの安全で効果的な実施方法、注意すべきポイントについて
第08回　スポーツ②（発展技術）
第09回　スポーツ②（ゲーム①）
第10回　スポーツ②（ゲーム②）
第11回　スポーツ③（競技特性とルール）
第12回　スポーツ③（基礎技術）
            　各部位別のストレッチの実施方法について
第13回　スポーツ③（発展技術）
第14回　スポーツ③（ゲーム①）
第15回　スポーツ③（ゲーム②）
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

＜注意事項＞
　第01回の授業は、運動着不要。筆記用具持参。
　貴重品等は 自己管理する。
　第02回以降の授業では、運動着及び体育館シューズ（室内用）を着用すること。

使用教科書
特に指定しない。
必要時に指示する。

授業の概要
数種のスポーツを選び、これらの理論的知識やスキル、およびルールを習得し、実技を実
習する。
ストレッチングに関する理論の理解、および方法を習得する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-3WEL9-01

備考
管理栄養学部：1年次
メディア造形学部：1〜4年次
子どもケア専攻、児童発達教育専攻：1年次後期

授業のテーマ及び到達
目標

スポーツの実践を通じ健康的な生活を営み、楽しむための資質を養う。
健康づくりを目的としたストレッチングの健康効果や実施方法を習得し、実践できるよう
になる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「協働力」◎

授業科目名 スポーツと健康(実習)Ａ

授業担当者名 成宮　宏俊

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

基礎的な体力を維持向上させるために、日常的に体を動かすことを意識してください（1
日20〜30分程度、週2〜3回）。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

バドミントン、バレーボール、フットサルの技術、戦術、ルールの下調べをしておくこと
（週15分以上）。
基礎体力を高めるための筋力トレーニングを行う（週30分以上）。

学生に対する評価の方
法

課題への取組の成果及び提出物（50％）、授業への参画態度（意欲・協力・公正等）
（30％）、レポート（20％）
を総合的に評価する。再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的と内容の概要、授業の準備の仕方、トレーニング方法の習得（基礎理
論を含む）
第02回　体つくり運動① 仲間と協力する運動
第03回　体つくり運動② 思考判断を高めるアイデア
第04回　バドミントン① 基礎技能の習得とゲームの実践
第05回　バドミントン② 応用技能の習得とゲームの実践
第06回　バドミントン③ 作戦を工夫したゲームの実践（ダブルス）
第07回　バドミントン④ グループ内の課題に向かい協力するゲームの実践
第08回　バレーボール① 基礎技能の習得とゲームの実践
第09回　バレーボール② 応用技能の習得とゲームの実践
第10回　バレーボール③ 作戦を工夫したゲームの実践
第11回　バレーボール④ グループ内の課題に向かい協力するゲームの実践
第12回　フットサル① 基礎技能の習得とゲームの実践
第13回　フットサル② 応用技能の習得とゲームの実践
第14回　フットサル③ 作戦を工夫したゲームの実践
第15回　授業全体の振り返り及び総括、学生受講結果アンケートの実施
＜その他＞
第01回の授業は、運動着不要。筆記用具持参。
貴重品等は 自己管理する。
第02回以降の授業では、運動着及び体育館シューズ（室内用）を着用すること。

使用教科書 授業の中でプリント等の資料を配付する。

授業の概要
スポーツの特性に触れた楽しさを享受することによって生涯スポーツへつなげる。
『運動』の「楽しさ」・「思考力」・「判断力」の形成につながる指導法を学び、運動学
習の発端となる幼児を対象とした実践現場へつなげる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-3WEL9-01

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本授業科目は、健康に関する自己管理能力、生涯スポーツの基礎となる技能の習得、ス
ポーツを通じたコミュニケーション能力やリーダーシップを育むことが目的です。具体的
には、体つくり運動（遊びを取り入れた体つくり）、バドミントン（スマッシュ）、バ
レーボール（レシーブ・スパイク）、フットサル（キック・ダッシュ）のスキルを体得す
ることができる。また、ゲーム内容向上のための課題を見つけ解決に向けて互いに助け合
い教え合おうとすることができる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「協働力」◎

授業科目名 スポーツと健康(実習)Ａ

授業担当者名 島　典広

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

日頃から体調管理をして、欠席しないように努めること。
本授業内で行ったストレッチ、ヨガ等は、各自復習をしておくこと。とくに不得意な点を
重点的に練習しておくこと。運動習慣を身につけるためにも予習・復習を兼ねて、日常的
に20分程度のトレーニングを行うこと。

学生に対する評価の方
法

①授業の参画態度(60％)、②課題に対する取組みと成果及び理解度(25％)、③レポート
(15％)等、総合的に評価する。
本授業は実習科目であるため毎回の出席を望む。再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、簡単なヨガ　/ヨガの歴史やヨガの効果について
第02回　ヨガの体験1. / 自身の身体の状態の確認
第03回　ヨガの体験2. / 簡単な身体ほぐしとポーズ
第04回　ヨガの体験3. / 簡単な身体ほぐしとポーズ
第05回　ヨガの知識を深める1. / ヨガのレクチャー（瞑想法について）
第06回　現代生活とヨガ1. / 身体の不調に効果があるヨガのアーサナの実践
第07回　現代生活とヨガ2. / 身体の不調に効果があるヨガのアーサナの実践
第08回　現代生活とヨガ3. / 身体の不調に効果があるヨガのアーサナの実践
第09回　ヨガの知識を深める2. / ヨガの効果についてのレクチャーとアーサナの実践お
よび、呼吸法について
第10回　心身とヨガ1. / アーサナの特徴と心のつながりについて学び、実践
第11回　心身とヨガ2. / アーサナの特徴と心のつながりについて学び、実践
第12回　心身とヨガ3. / アーサナの特徴と心のつながりについて学び、実践
第13回　まとめ1/ 総合練習
第14回　まとめ2 / 総合練習
第15回　まとめ３/ 総合練習とレポート
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

＊初回は教室にて座学授業を行います。（服装自由、シラバス、筆記用具持参）２回目以
降から運動のできる服装で（スカート、伸縮性のない服は不可）運動施設に来てくださ
い。

使用教科書 特に使用しない。必要に応じてプリント等を配布する。

授業の概要

ヨガは、ゆったりした呼吸や瞑想を組み合わせることで、集中力が高まり、穏やかで揺る
ぎない精神状態を作りだすことができます。深い腹式呼吸を意識して行います。呼吸で
肺、横隔膜を動かすと、全身の血流を良くし、自律神経の活動を整えることができるので
す。心と身体、自身と環境、呼吸と空間の狭間を呼吸、姿勢、瞑想を組み合わせて、心身
の緊張をほぐし、心の安定とやすらぎを得るものです。ヨガとは、将にサンスクリット語
でこの「つながり」を意味しています。本実習では、日々を過ごす上でストレスや環境変
化に遭遇した際にも、常に心と体のバランス、平穏を保つための技法としてヨガを習得し
ます。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-3WEL9-02

備考

授業のテーマ及び到達
目標

主たる種目はヨガ
１．自分自身の心身をより快適な状態にもっていこうとする意識や態度を養う
２．身体、呼吸、心を調整する身体技法をとおして心と身体のセルフケアができる能力を
養う
３．自らの身体、他者や環境と対話したり、調和していくための実践的な力やコミュニ
ケーション力を養う
４．自身の体力維持、健康増進のために必要な運動についての理解を深め、実践し、健康
についての関心、知識を深める。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「協働力」◎

授業科目名 スポーツと健康(実習)Ｂ

授業担当者名 大河原　絵里

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1〜4年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

①授業内容の理解度（40％）
②課題の提出（授業内における問いの解答を含む）（10％）
③自己学習（調べ学習を含む）（20%）
④授業への参画態度（30％）
以上、4点から総合して評価する

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　1.身体は細胞のすみか、そして主は私
　　　　　1）自分を見る目をつくる
第02回　　2）身体運動の意味について考える
第03回　2.宇宙空間における生体変化について解説する
　　　　　1）骨や筋肉への影響
第04回　　2）呼吸、循環器への影響
第05回　3.運動しているとき、身体の中で何が起こっているのか、「エアロビクス」を
　　　　　細胞や分子からつなげて考える
　　　　　1）ヒトは動くようにできている
第06回　　2）有酸素性運動について解説する　・酸素供給能力と酸素利用能力について
第07回　　3）骨と筋肉のなめらかな連携プレイについて解説する
第08回　　  ・筋肉についての知識と筋肉の働きを理解する
第09回　　  ・骨についての知識と骨の働きを理解する
第10回　4.歩行の生涯健康
　　　　　1）歩行の定義について解説する
第11回　　2）歩行の運動学的意味について解説する
　　　　　  ・ヒトの歩行の特徴　・歩く速さと歩幅　・歩く速さとエネルギー消費量
　　　　　  ・歩行と健康
第12回　5.運動と身体の健康
　　　　　1）肥満の予防と解消
　　　　　  ・肥満の予防や解消に有効といわれる基礎代謝量や活動代謝量を高めるため
　　　　　　  のトレーニング方法について解説する
第13回　　2）スマートダイエットについて解説する
第14回　　3）「健やかに痩せる」とはどういうことなのか考える
第15回　授業内容の理解度確認と授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

授業の概要

　現代生活における健康と身体運動の意味、健康と身体運動の関わり、身体運動のメカニ
ズム、具体的な身体運動の実践方法、身体の機能などについて学び、運動の必要性を理解
することにより、日常的に運動を実施して生涯にわたる身体の健康に対する意識を深め
る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1WEL9-03

備考 管理栄養学部・メディア造形学部

授業のテーマ及び到達
目標

「誰にも運動が必要という事実と科学的根拠」をテーマに、健康と身体運動の関わりを考
える。そのためには、身体の組織や器官の働きを細胞レベルで知り、身体運動のメカニズ
ムを理解することによって健康の意味や身体運動の意味がみえてくる。授業で得た知識と
内容の理解から運動習慣を身につけて「よく生きてゆく人間」を目指す。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 スポーツと健康科学

授業担当者名 正　美智子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・授業内容をノートに整理・記載する。そして、疑問や関心のある事柄についてはより
　深く調べてノートに記しておくこと。＜週90分＞
・次回の授業範囲を教科書で予習し、専門用語の意味等を事前に調べておくこと。
　＜週45分＞
・新聞などのメディアを通して健康科学、スポーツ科学、医科学分野のニュースに関心を
　もち、身体や健康についての確かな知識を得るよう努める。＜週45分＞

使用教科書 生涯発達の健康科学　藤井勝紀編著　杏林書院



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

課題への取組の成果及び提出物（50％）、授業への参画態度（30％）、レポート（20％）
を総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的と内容、自己学習の仕方
　　　　 体育における「自由」と「自由の相互承認」の原理
第02回　スポーツ・運動の意義と健康との関わり
　　　　 体育学習における「共生」を考える
第03回　運動と体力及びトレーニングの原則
　　　　 真正の共生体育＝インクルージョンへ
第04回　運動の安全な行い方と熱中症を予防する具体的方法
　　　　 アダプテッド・スポーツの視点から
第05回　生活習慣病予防のための運動について
　　　　 身体リテラシーと豊かなスポーツライフ
第06回　定期的な運動実践の効果及び運動例
　　　　 「落ちこぼれ」「吹きこぼれ」をつくらない
第07回　インクルーシブ体育の導入
　　　　 成功に導くための働きかけと互恵的な学び合い
第08回　健康のための運動内容、運動量、運動強度など
　　　　 ムーブメント教育に基づくデザイン
第09回　運動施設の整備・拡充
　　　　 共生スポーツの実践者として
第10回　運動プログラム・行事の設定・提供
　　　　 アダプテーション・ゲームの活用
第11回　運動生活の類型、構造及び運動者行動
　　　　 幼小中高を通しての共生運動遊び・共生スポーツ
第12回　運動クラブの育成・援助
　　　　 地域スポーツにおける共生の視点
第13回　健康のための生涯スポーツの理論と実践法
第14回　課題のまとめと意見交換
第15回　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）及び総括

使用教科書
『真正の「共生体育」をつくる』梅澤秋久・苫野一徳編著、大修館書店
授業の中でPDFファイルなどの資料を配付する。

授業の概要

本科目では、スポーツと健康に関する科学的知識の習得を目的とする。運動と健康、生活
習慣病予防と運動、健康のための効果的な運動実践法、生涯スポーツ、運動生活の設計、
事故予防への配慮、などの内容を取り上げる。特に共生体育・スポーツ・健康活動の環境
について学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1WEL9-03

備考 ヒューマンケア学部

授業のテーマ及び到達
目標

生涯にわたり健康な生活を送るために必要となるスポーツや運動に関する科学的な基礎知
識を理解することができる。
幼小中高で経験し学んだスポーツと健康活動を土台とし、大学生として、さらに卒業後に
職業人として、また一生涯にわたって必要なスポーツと健康に関する知識や技能について
説明できる。特にインクルーシブな体験のできる環境設定の重要性について説明できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 スポーツと健康科学

授業担当者名 小野　隆

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

テキストなどを基に専門用語などを予習・復習する（週45分以上）。
疑問点などについて自ら調べ自分の考えを深める（週45分以上）。
生活の中に運動実践を取り入れる工夫を探求する。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義内容を振り返り、資料やノートを見直し、早いうちに復習を行うこと。
（予習：週90分、復習：週90分）

学生に対する評価の方
法

小テスト(60%)、対面による授業内容の理解度確認(40%)

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　食と健康　イントロダクション
第02回　炭水化物の構造と機能（小テスト）
第03回　炭水化物の消化と吸収（小テスト）
第04回　タンパク質の構造と機能（小テスト）
第05回　タンパク質の消化と吸収（小テスト）
第06回　脂質の構造と機能（小テスト）
第07回　脂質の消化と吸収（小テスト）
第08回　ビタミンの種類と機能（小テスト）
第09回　ビタミンの種類と機能（小テスト）
第10回　ミネラルの種類と機能（小テスト）
第11回　ミネラルの種類と機能（小テスト）
第12回　代謝（解糖系、クエン酸回路、電子伝達系）（小テスト）
第13回　食と健康にかかわる諸問題（生活習慣病）（小テスト）
第14回　理解度確認と解説
第15回　授業全体の振り返り(学生受講結果アンケートの実施)

使用教科書 ICTを活用した資料配布を実施する。

授業の概要

現在、食生活の乱れによる生活習慣病（糖尿病・脂質異常症・高血圧など）患者が増加傾
向にある。本講義では、人体の仕組みを理解し、なぜ食べることが大切なのか、健康でい
るためにはどのような食生活が必要なのか、人間にとっての栄養素とは何か、その栄養素
をどのように利用しているのか理解する。本授業は原則オンデマンド遠隔授業で実施する
が、授業内容の理解度確認は対面にて行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1WEL9-04

備考 メディア造形学部、ヒューマンケア学部（moodleを活用したオンデマンド授業）

授業のテーマ及び到達
目標

〔テーマ〕
現在、食生活の乱れによる生活習慣病（糖尿病・脂質異常症・高血圧症など）患者が増加
傾向にある。本講義では、なぜ食べることが大切なのか、健康でいるためにはどのような
食生活が必要なのか、食べ物と生活習慣病の間にどのような関係があるのかについて、考
え、理解する。
〔到達目標〕
人体の構造を知り、食べ物が健康に与える影響を学習し修得できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 食と健康

授業担当者名 早戸　亮太郎

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義内容を振り返り、資料やノートを見直し、早いうちに復習を行うこと。
（予習：週90分、復習：週90分）

学生に対する評価の方
法

小テスト(60%)、理解度確認(40%)

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　食と健康　イントロダクション
第02回　炭水化物の構造
第03回　炭水化物の消化と吸収（小テスト）
第04回　タンパク質の構造
第05回　タンパク質の消化と吸収（小テスト）
第06回　脂質の構造
第07回　脂質の消化と吸収（小テスト）
第08回　ビタミンの種類と機能
第09回　ビタミンの種類と機能（小テスト）
第10回　ミネラルの種類と機能
第11回　ミネラルの種類と機能（小テスト）
第12回　代謝（解糖系、クエン酸回路、電子伝達系）
第13回　食と健康にかかわる諸問題（生活習慣病）（小テスト）
第14回　理解度確認と解説
第15回　授業全体の振り返り(学生受講結果アンケートの実施)

使用教科書 適宜、資料を配布する。またICTを活用した資料配布を実施する。

授業の概要

現在、食生活の乱れによる生活習慣病（糖尿病・脂質異常症・高血圧など）患者が増加傾
向にある。本講義では、人体の仕組みを理解し、なぜ食べることが大切なのか、健康でい
るためにはどのような食生活が必要なのか、人間にとっての栄養素とは何か、その栄養素
をどのように利用しているのか理解する。本授業は対面授業で実施する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1WEL9-04

備考 メディア造形学部、ヒューマンケア学部、看護学部

授業のテーマ及び到達
目標

〔テーマ〕
現在、食生活の乱れによる生活習慣病（糖尿病・脂質異常症・高血圧症など）患者が増加
傾向にある。本講義では、なぜ食べることが大切なのか、健康でいるためにはどのような
食生活が必要なのか、食べ物と生活習慣病の間にどのような関係があるのかについて、考
え、理解する。
〔到達目標〕
人体の構造を知り、食べ物が健康に与える影響を学習し修得できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 食と健康

授業担当者名 早戸　亮太郎

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次前・後期
(看護学部のみ後期)



授業概要（シラバス）

第08回　課題演習2

る。
第11回　レポートへの応用2
レポートの構成と形式、効果的な記述方法を学び、論旨を明確に伝える技術を理解す
る。
第12回　レポートへの応用3
レポートテーマを選定し、全体の構成（章立て）を計画する。

第01回　授業ガイダンス
講義の概要や受講上の注意事項、電子メールの機能や活用方法について理解する。
第02回　コンピュータの基礎
コンピュータの基本的な仕組みやPCの操作方法を学び、実践的な操作スキルを理解す
る。
第03回　ネットワークの基礎

第05回　ワープロソフトの基礎2
表作成機能を学び、表をレイアウトした文書を作成する。
第06回　ワープロソフトの基礎3
図形描画機能を学び、図形をレイアウトした文書を作成する。
第07回　課題演習1

課題演習の続きと小テストを実施する。※グループワーク形式
第09回　課題演習3
課題演習の続きと小テストを実施する。※グループワーク形式

学生に対する評価の方
法

(1) 授業への参画態度（20％）
(2) 授業内で提出する課題と小テスト（40％）
(3) レポート（40％）
以上3点から総合的に評価する。

インターネットの仕組み、情報検索の方法、ネットワークにおける脅威とその対策につ
いて理解する。
第04回　ワープロソフトの基礎1
Microsoft Wordの基本的な操作方法を習得し、ビジネス文書を作成する。

学習した機能を活用して複合文書を作成する。

第10回　レポートへの応用1
論理的な文章の書き方や文献引用の原則について学び、レポート作成の基礎を理解す

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第13回　レポートへの応用4
情報を収集し、選別・加工を行い、テーマに対する考察を深める。

授業の概要

本授業は、教養の情報系演習科目の基盤となる授業であり、講義と実践的な演習を組み合
わせて展開する。
具体的な進め方として、まずPCの基本操作、インターネットおよびメールの利用方法、情
報倫理と情報セキュリティの基本について学ぶ。次に、ワープロソフトMicrosoft Wordの
基本操作を習得し、ビジネスシーンを想定した実例演習を通じて文書処理および表現技術
の理解を深めていく。最後に、各自が設定したレポートテーマに基づいて情報収集と分析
を行い、信頼性の高い情報を引用しながらテーマに関する結論を導出する。その結果を、
Microsoft Wordを用いて論旨の明確なレポートに集約する。
これらの演習を通して、コンピュータに関する基本的な知識と技術を習得すると同時に、
情報を適正に処理し、効果的に表現する力を養っていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ICT9-01

備考
管理栄養学部：1年次前期
メディア造形学部：1〜4年次

授業のテーマ及び到達
目標

情報化が進展する社会へ積極的に参画するためには、情報および情報技術を活用するため
の基礎的な知識と操作方法を習得し、さらに情報倫理や情報セキュリティに対する理解を
深めることが不可欠である。
そこで本授業では、コンピュータやネットワークの仕組みとその実践的な活用法を学び、
以下の３点を到達目標とする。
(1) コンピュータの基本的な取り扱い方を理解し、ワープロソフトを用いた文書作成がで
きること
(2) 情報倫理および情報セキュリティに関する考え方と技術を理解し、情報を適正に利用
できること
(3) 信頼性の高い情報を収集・引用してレポートを作成できること

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 情報リテラシー演習

授業担当者名 内田　君子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

第14回　レポートへの応用5
収集した情報や考察をもとに、レポートの全体構成（章立て）に沿って内容をまとめ
る。
第15回　レポートへの応用6と授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

指定した講義資料を事前に読んでおく。（週90分）
授業で出された課題を使って授業内容を復習する。（週90分）

使用教科書
なし（必要に応じて教材資料を配布する。また、「情報倫理ハンドブック（noa出版）」
を使用する予定であるが購入する必要はない。）

レポートを推敲し、学術的な表現力を高める。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

普段の受講態度(15%程度)、授業内で提出する基本課題（25%程度）とレポート課題（60%
程度）で評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション(受講上の諸注意や講義概要、成績の評価方法などについて
説明)。
第02回　PCの基本操作について知る（概論、各種基本操作、タッチタイプなど）。
第03回　インターネットとメール活用方法について知る（インターネットの歴史と発展経
緯、ネットワーク社会の光と陰、WWWによる情報の検索、電子メールの送受方法、各種パ
スワードの変更方法など）
第04回　ビジネス文書と基本書式について学ぶ（ビジネス文書とは、基本的な書式機能）
第05回　作表の方法について学ぶ（作表、イラスト、文字装飾）
第06回　描画の方法について学ぶ（図形描画）
第07回　基本課題その１（学習した機能を使い複合文書を作成）
第08回　基本課題その２（同上）
第09回　レポートの書き方について学ぶ１（論理的な文章について）
第10回　レポートの書き方について学ぶ２（大学でのレポートとは、書き方、フォーマッ
トについて）
第11回　レポートテーマを見つける（最近のニュースなどより各自がレポートテーマを決
める）※グループワークなど
第12回　レポート内容を考える（インターネットなどを利用した文献調査と考察）※グ
ループワークなど
第13回　レポートを作成する（章立て・執筆）※グループワークなど
第14回　レポートを見直す（推敲・添削・添削のフィードバックを各自修正）
第15回　課題提出、学生受講結果アンケートと振り返りの実施

使用教科書
なし。授業内でテキストの代わりとなるレジュメを公開するので、各自利用されたし。
副教材「情報倫理ハンドブック（noa出版）」を使用する場合があるが購入の必要はな
い。

授業の概要

授業は、教員による解説、学生の実際の操作演習を織り交ぜながら進む。授業は、単に
ワープロソフトの活用やメールの送り方と言うようなパソコンの操作技能だけでなく、
・ネットワーク社会における注意点やマナー、ソフトウェアの著作権といったネット倫理
について
・論理的なレポートを書くために必要な知識（テーマの決め方、調査の進め方、内容のま
とめ方、作成技法など）や分析や考察するということ
と言った広い事柄にまで話題が及ぶ。
これらを学修した後に、各自が決めたテーマに沿って物事を調査、考察（情報の取捨選択
や原因の分析、効果的な対策の立案など）し、その結果をレポートとしてまとめ、課題と
して提出することになる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ICT9-01

備考
管理栄養学部：1年次前期
メディア造形学部：1〜4年次前期

授業のテーマ及び到達
目標

ネット上にはSNSやWebなどで大量かつ多様な情報が行き交っている。それは有益なものか
らフェイクまで玉石混交である。それゆえこれらを利用する我々には、情報の真偽を見極
める判断力や原因を分析できる思考力などが大変重要となる。このような情報を活用する
能力は、情報リテラシーと言われている。
本授業では大学生活で必需となるレポート作成方法について学び、レポート作成の演習を
通じて、これら情報リテラシーの向上を目指す。この授業の終了後、修得できるスキルは
次の通りである。
・パソコンの基本的な取り扱い、ワープロソフトの基本的な活用ができる。
・ネットの利便性、危険性を理解し、適切な利用について考えることができる。
・大学におけるレポートの意味、調査方法、書き方を理解して、優れた情報リテラシーを
もって質の高いレポートが作成できる。
この授業は教養の情報系演習科目の基礎となる科目であるため、パソコン利用の基本的な
知識やスキルを理解・修得したい人、よりよいレポート作成のための技法を身につけたい
人など、多くの学生が積極的に受講するとよい。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 情報リテラシー演習

授業担当者名 堀尾　正典

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

レポート作成時は図書館や自宅などでの積極的な情報収集や考察が、毎週2時間程度望ま
れる。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

普段の受講態度(15%程度)、授業内で提出する基本課題（25%程度）とレポート課題（60%
程度）で評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション(受講上の諸注意や講義概要、成績の評価方法などについて
　　　　 説明)。
第02回　PCの基本操作について知る（概論、各種基本操作、タッチタイプなど）。
第03回　インターネットとメール活用方法について知る（インターネットの歴史と発展
 　　　　経緯、ネットワーク社会の光と陰、WWWによる情報の検索、電子メールの
 　　　　送受方法、各種パスワードの変更方法など）
第04回　ビジネス文書と基本書式について学ぶ（ビジネス文書とは、基本的な書式
 　　　　機能）
第05回　作表の方法について学ぶ（作表、イラスト、文字装飾）
第06回　描画の方法について学ぶ（図形描画）
第07回　基本課題その１（学習した機能を使い複合文書を作成）
第08回　基本課題その２（同上）
第09回　レポートの書き方について学ぶ１（論理的な文章について）
第10回　レポートの書き方について学ぶ２（大学でのレポートとは、書き方、
 　　　　フォーマットについて）
第11回　レポートテーマを見つける（最近のニュースなどより各自がレポートテーマを
 　　　　決める）
第12回　レポート内容を考える（インターネットなどを利用した文献調査と考察）
第13回　レポートを作成する（章立て・執筆）
第14回　レポートを見直す（推敲・添削・添削のフィードバックを各自修正）
第15回　課題提出、授業全体の振り返りと学生受講結果アンケートの実施

授業の概要

授業は、教員による解説、学生の実際の操作演習を織り交ぜながら進む。授業は、単に
ワープロソフトの活用やメールの送り方と言うようなパソコンの操作技能だけでなく、
・ネットワーク社会における注意点やマナー、ソフトウェアの著作権といったネット倫理
　について
・論理的なレポートを書くために必要な知識（テーマの決め方、調査の進め方、内容のま
　とめ方、作成技法など）や分析や考察するということ
と言った広い事柄にまで話題が及ぶ。
これらを学修した後に、各自が決めたテーマに沿って物事を調査、考察（情報の取捨選択
や原因の分析、効果的な対策の立案など）し、その結果をレポートとしてまとめ、課題と
して提出することになる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ICT9-01

備考 子どもケア専攻・児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

ネット上にはSNSやWebなどで大量かつ多様な情報が行き交っている。それは有益なものか
らフェイクまで玉石混交である。それゆえこれらを利用する我々には、情報の真偽を見極
める判断力や原因を分析できる思考力などが大変重要となる。このような情報を活用する
能力は、情報リテラシーと言われている。
本授業では大学生活で必需となるレポート作成方法について学び、レポート作成の演習を
通じて、これら情報リテラシーの向上を目指す。この授業の終了後、修得できるスキルは
次の通りである。
・パソコンの基本的な取り扱い、ワープロソフトの基本的な活用ができる。
・ネットの利便性、危険性を理解し、適切な利用について考えることができる。
・大学におけるレポートの意味、調査方法、書き方を理解して、優れた情報リテラシーを
もって質の高いレポートが作成できる。
この授業は教養の情報系演習科目の基礎となる科目であるため、パソコン利用の基本的な
知識やスキルを理解・修得したい人、よりよいレポート作成のための技法を身につけたい
人など、多くの学生が積極的に受講するとよい。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 情報リテラシー演習

授業担当者名 吉川　優

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業レジュメを利用し、事前事後学習を１時間程度行う。
レポート作成時は図書館や自宅などでの積極的な情報収集や考察が、毎週2時間程度必
要。

使用教科書
なし。授業内でテキストの代わりとなるレジュメを公開する。
副教材「情報倫理ハンドブック（noa出版）」を使用する予定であるが購入する必要はな
い。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業での学習内容を復習（反復練習）する（週1時間程度）
レポート作成に向けて図書館や自宅などで情報収集や考察を行う（週2時間程度）
タイピングスキルの向上を目指し自主練習を行う（毎日30分程度）

学生に対する評価の方
法

授業内で提出する課題（40%程度）、レポート（40%程度）、授業への参画態度(20%程度)
の３点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション(受講上の諸注意や授業の概要、成績の評価方法などについ
て説明)
第02回　PCの基本操作について知る（概論、各種基本操作、タッチタイプなど）
第03回　インターネットとメールの活用方法について知る（インターネットの歴史と発展
経緯、ネットワーク社会の光と陰、電子メールの送受信方法、各種パスワードの変更方法
など）
第04回　ビジネス文書と基本書式について学ぶ（ビジネス文書とは、基本的な書式機能）
第05回　メール文書の作成（メール文書とは、基本的な書式機能）
第06回　作表・描画の方法について学ぶ（作表、イラスト、文字装飾、図形描画）
第07回　理解度確認その１（学習した機能を使い複合文書を作成）
第08回　理解度確認その２（同上）※提出された課題は次回にフードバックする
第09回　レポートの書き方について知る（大学でのレポートとは、論理的な文章とは、
フォーマットについて）
第10回　レポートを作成する１（最近のニュースなどより各自がレポートテーマを決め
る）
第11回　レポートを作成する２（インターネットなどを利用した文献調査と考察）
第12回　レポートを作成する３（章立て・執筆）
第13回　レポートを見直す（推敲・引用文献の提示）
第14回　レポートを提出する（推敲・提出）
第15回　レポートのフィードバック、まとめ、授業全体の振り返り（学生受講結果アン
ケートの実施）

使用教科書
なし。テキストの代わりとなる教材資料をMoodleに公開するので活用してほしい。
副教材として「情報倫理ハンドブック（noa出版）」を使用する（入学時に配布、購入不
要）。

授業の概要

大学では、学習や研究の成果としてさまざまなレポートを作成しなければならない。レ
ポートを論理的で効果的なものにするためには、インターネットを含めたコンピュータの
活用能力に加え、テーマの決め方、調査の進め方、内容のまとめ方といったレポートその
ものの作成技法も重要になってくる。これらに対応するため、本授業ではコンピュータの
基本から学習を始め、よりよいレポートを効率的に作成するために必要となる考え方や知
識を学び、最後に自ら決めた自由なテーマに沿ってレポートの作成を試みる。
授業は、教員による解説、学生の実際の操作演習を織り交ぜながら進めていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ICT9-01

備考
メディア造形学部：1〜4年次後期
幼児保育専攻：1年次前期

授業のテーマ及び到達
目標

〔テーマ〕
情報に対する広範で適切な活用力を身につけ、大学生活で必需となるパソコンを用いたレ
ポートの作成方法を学ぶ。
〔到達目標〕
１．パソコンの基本的な取り扱い、ワープロソフトの基本的な活用ができる。
２．SNSやネットの危険性を理解し、適切な利用ができる。
３．レポートの意味、調査方法、書き方を理解し、高い情報リテラシーをもって質の高い
レポートが執筆できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 情報リテラシー演習

授業担当者名 山本　恭子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

日々の受講課題（30点程度）、授業内で提出する課題（70点程度）の完成度で総合的に判
断して評価する。課題点は、必修部分がおおよそ40点であり、残りは、複雑な雇用条件を
計算式に実現できた場合、その実現難易度に応じて30点程度を満点とした工夫点を加点す
る。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
　　　　受講上の諸注意や講義概要、成績の評価方法などについて説明)とデータの入
力・編集の基本
第02回　基本操作の理解　書式、印刷、リンク貼り付けなど
第03回　計算機能についての学習
第04回　グラフ機能についての学習
第05回　データベース機能についての学習（ソート、フィルタ、アンケートの作成方法に
ついて）
第06回　アンケートの集計について（単純集計、クロス集計）、関数の基本
第07回　絶対番地、混合番地
第08回　IF関数の基本
第09回　IF多重分岐について
第10回　論理積・論理和
第11回　日付処理の方法とカレンダー作成
第12回　検索関数と祝日機能
第13回　アルバイト給与管理の課題
　　　　表集計ソフトを利用して、自分自身が現在行っているアルバイトなどに対し、そ
の１ヶ月分の勤怠と給与状況を計算管理できるようにする。作成するものは、実際の学生
生活に利用できうるようなものであること。
第14回　課題拡張機能部分について考える。授業の振り返りと学生受講結果アンケートを
行う。
第15回　バイト給与計算表完成
　　　　各自の雇用条件に応じた機能追加を実装し、バイト給与計算表を課題として提出
する。

授業の概要

まず授業では、表集計ソフトEXCELを用いて様々なデータ・情報の収集、管理、分析につ
いて学ぶ。演習は、
・表計算ソフトの基本操作（書式）
・表計算ソフトの基本機能（計算、グラフ、データベース）について
・アンケートによるデータ収集方法について
・実践的な活用法について
について学習した後、皆さんが今行っている（あるいは、過去に行っていた、またはこれ
から行おうと思っている）アルバイトに対して、その1ヶ月分の給与を集計・管理できる
ワークシートを作成する。各自が、雇用条件の異なったアルバイトに対して、実現すべき
計算機能を選別し、それぞれの創意工夫と試行錯誤のチャレンジで完成を目指す。
このような演習で皆さんは、実現目標の設定、実現のための問題点抽出、試行錯誤による
問題点の解決など、問題解決に必要な様々なプロセスを経験し、問題解決のために必要な
思考・判断などの考え方を学べるはずである。本講義を通じて、そのような問題解決の難
しさと楽しさを体験し今後の生活に活かしていただければと思う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-2ICT9-02

備考
管理栄養学部：1年次後期
メディア造形学部：1〜4年次

授業のテーマ及び到達
目標

表集計ソフトは、使いこなせれば非常に強力な情報ツールとなり得る。一方、基本的な使
用法を学んだが使いこなせるというほど自信は持てていない、と言った人も多い。この授
業では、代表的な表計算ソフトEXCELについて学習した後、各自が定めた目的のワーク
シートを試行錯誤により作成していく。高度なテクニックを用いなくとも、自分の考えな
りに作りきると言う体験をすれば、表計算ソフトに対して自信も身につくであろう。
授業内で実施する演習内容は仕事や研究に直結する必須技能となるため、研究などでデー
タ収集や分析を必要とする人から就職を控えた人まで多くの学生が参加するとよい。
この科目で伸ばせる能力は次の通りである。
・EXCELの基礎力から実践活用力
・問題解決作業のための思考力

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・想像力」◎

授業科目名 表計算演習

授業担当者名 堀尾　正典

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内の内容を一人で繰り返し独習するなどの復習を時間外に行うことが、理解の定着に
は効果的である。課題作成時には週2時間程度の時間外学習が望まれる。

使用教科書 なし。授業内でテキストの代わりとなるレジュメを公開するので、各自利用されたし。



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

日付・時刻関数について学び、日付や時間を用いた計算方法を理解する。
第10回　計算機能の応用5
検索・行列関数について学び、特定のデータを検索して自動入力する方法を理解する。
第11回　帳票への応用1

第01回　授業ガイダンス
講義の概要や受講上の注意事項、表計算ソフトMicrosoft Excelの特徴を理解する。
第02回　表作成の基本
各種データの扱い方や表作成の基本操作を学び、効率的にデータを整理・管理する方法
を理解する。
第03回　計算機能の基本

第05回　データベース機能の利用
データの抽出や並び替えなどデータベース機能を学び、データの分類や整理を行う。
第06回　計算機能の応用1
絶対参照と相対参照の使い方、IF関数の基本を学び、指定条件に基づいてデータを自動
判定する。

見積書の作成方法を学び、納品書や請求書への応用を考える。

IF関数のネスト（入れ子）について学び、複数の条件に基づくデータの自動判定を実現

学生に対する評価の方
法

(1) 授業への参画態度（20％）
(2) 授業内で提出する課題（40％）
(3) 授業内容の理解度（40％）
以上3点から総合的に評価する。

数式や関数の設定方法について学び、それらを用いて集計表を作成する。
第04回　グラフ機能の利用
グラフの基本知識と作成方法を学び、データを目的に応じたグラフで効果的に表現す
る。

第07回　計算機能の応用2

する。
第08回　計算機能の応用3
IF関数とAND関数、OR関数の組み合わせを学び、より複雑な条件設定によるデータの自動
判定を実現する。
第09回　計算機能の応用4

授業の概要

本授業では、代表的な表計算ソフトであるMicrosoft Excelを使用し、演習形式で進め
る。
具体的には、まず表計算ソフトの基本操作（計算機能、グラフ作成機能、データベース機
能）について学習する。次に、実務を想定した例題演習を通じて、関数の活用方法や組み
合わせ方を学び、表計算機能の実践的な使い方を理解していく。最後に、総合演習課題と
して、業務で必要な帳票集計と研究に必要なアンケート集計を行う。帳票集計では、業務
の流れに沿って必要項目と集計手法を選定して見積書を作成し、その見積書をもとに納品
書と請求書を自動作成するシステムを構築する。アンケート集計では、各自専門分野に関
わるアンケート調査を行い、得られたデータを分析・考察した結果をレポートに集約す
る。
これらの演習を通じて、表計算ソフトを活用し、現実の問題を分析的に解決する力や意思
決定の能力を身につけることを目指す。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-2ICT9-02

備考
管理栄養学部：1年次後期
メディア造形学部：1〜4年次

授業のテーマ及び到達
目標

我々が的確な問題解決や意思決定を行うには、いかに効率的にデータを蓄積・整理し、そ
れを有効活用できるかが重要となる。そのための汎用的なツールとして、表計算ソフトが
ある。表計算ソフトを使うことで、問題解決に必要なデータを表やグラフで視覚化し、
データの抽出や並び替えを行いながら、大量のデータを効果的に分析することができる。
そこで本授業では、表計算ソフトを用いた実践的な問題解決方法について演習形式で学
び、以下の３点を到達目標とする。
(1) 表計算ソフトを用いて実験や調査のデータを集計・分析できること
(2) データの集計・分析結果を効果的な表やグラフとして表現できること
(3) 分析・視覚化したデータの意味を考察し、問題解決や意思決定に利用できること

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・想像力」◎

授業科目名 表計算演習

授業担当者名 内田　君子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

第15回　まとめ
理解度を確認し、授業全体を振り返る（学生受講結果アンケートの実施）。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等） 見積書をもとに納品書や請求書を自動作成するシステムを構築し、業務の効率化を図

る。
第13回　アンケートへの応用1
アンケート調査票を作成し、データの収集・集計・分析手法を検討する。※問題解決型
学習
第14回　アンケートへの応用2

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

指定した講義資料を事前に読んでおく。（週90分）
授業で出された課題を使って授業内容を復習する。（週90分）

第12回　帳票への応用2

使用教科書 なし（必要に応じて教材資料を配布する。）

収集したアンケートデータを分析・考察し、その結果をレポートに集約する。※問題解
決型学習



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業での学習内容を復習（反復練習）する（週90分）
授業で学んだExcelの操作スキルを、実務の場でどのように活用できるか考える（週90
分）

学生に対する評価の方
法

理解度確認（30％）、授業内で提出する課題（50％）、授業への参画態度（20％）の３点
から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（受講上の諸注意や講義概要、成績の評価方法などについて
説明）、Excelの基礎知識、データの入力
第02回　シートの編集、計算機能
第03回　グラフ作成、印刷
第04回　関数の活用① SUM/AVERAGE/MAX/MIN/COUNT/COUNTA関数
第05回　関数の活用② RANK関数、絶対参照・相対参照、COUNTIF/SUMIF関数
第06回　関数の活用③ IF関数、AND/OR関数、IFS関数
第07回　理解度確認（次回の授業でフィードバックを行う）
第08回　データベース機能の学習① アンケートの作成と集計の方法を考える
第09回　データベース機能の学習② データの抽出、並べ替え、テーブル、ピボットテー
ブル
第10回　データベース機能の学習③ アンケートデータの集計と分析
第11回　アンケート報告書の作成、提出（次回の授業でフィードバックを行う）
第12回　家計簿の作成① 実現機能の検討）実際に利用可能な１ヶ月分の家計簿をExcelで
作成し、家計管理に活用する
第13回　家計簿の作成② 必須機能について考える
第14回　家計簿の作成③ 工夫機能について考える、家計簿の提出
第15回　課題（家計簿）のフィードバック、まとめ、授業全体の振り返り（学生受講結果
アンケートの実施）

使用教科書 なし。テキストの代わりとなる教材資料をMoodleに公開するので活用してほしい。

授業の概要

社会では、ワープロや電子メールとならび、表集計ソフトの利用頻度は高い。この授業で
は、代表的な表集計ソフトExcelの基本的な操作方法から実践的な機能について学習す
る。さらに演習を通じて具体的な問題解決にコンピュータを活用する方法を学ぶ。その
後、各自が決めた目的に従い高機能なワークシートを作成していく。
受講者は、実現目標の設定、実現のための問題点抽出、試行錯誤による問題点の解決な
ど、問題解決に必要な様々なプロセスを、これら演習を通して体験していく。このような
体験を通じて問題解決のために必要な思考力・判断力を養うことを目指す。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-2ICT9-02

備考
メディア造形学部：1〜4年次後期
幼児保育専攻：1年次後期

授業のテーマ及び到達
目標

〔テーマ〕
表集計ソフトExcelを用いたデータの加工、管理、分析、活用について学ぶ。
〔到達目標〕
１．表計算ソフトの基本操作（編集、加工）ができる。
２．表計算ソフトの基本機能（計算、グラフ、データベース）を理解し、操作できる。
３．アンケートデータを用いたデータの集計、分析ができる。
４．表計算ソフトの実践的な活用法を理解し、データ処理ができる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・想像力」◎

授業科目名 表計算演習

授業担当者名 山本　恭子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

日々の受講態度（15点程度）、授業内で提出する課題（85点程度）の完成度で総合的に判
断して評価する。課題点は、必修部分が50点であり、残りは、複雑な条件を計算式に実現
できた場合、その実現難易度に応じて35点を満点とした工夫点を加点する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション(受講上の諸注意や講義概要、成績の評価方法などについて
 　　　　説明)とデータの入力・編集の基本
第02回　書式、印刷、リンク貼り付けなど基本操作の説明
第03回　計算機能についての学習
第04回　グラフ機能についての学習
第05回　データベース機能についての学習（ソート、フィルタ、アンケートの作成方法に
 　　　　ついて）
第06回　アンケートの集計について（単純集計、クロス集計）、関数の基本
第07回　絶対番地、混合番地
第08回　IF関数の基本、入れ子による多重分岐
第09回　IF関数と論理積・論理和
第10回　日付処理の方法とカレンダー作成
第11回　検索行列関数の使い方と祝日機能の追加
第12回　バイト給与計算表の作成課題（実現機能の検討）
 　　　　表集計ソフトを利用して、自分自身が現在行っているアルバイトなどに対し、
 　　　　その１ヶ月分の勤怠と給与状況を計算管理できるようにする
 　　　　作成するものは、実際の学生生活に利用できうるようなものであること
第13回　バイト給与計算表の作成課題２（必須機能部分について考える）
第14回　バイト給与計算表の作成課題３（拡張機能部分について考える）、バイト給与
 　　　　計算表の採点
第15回　バイト給与計算表の採点、授業全体の振り返りと学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 なし。授業内でテキストの代わりとなるレジュメを公開する。

授業の概要

まず授業では、表集計ソフトEXCELを用いて様々なデータ・情報の収集、管理、分析につ
いて学ぶ。演習は、
・表計算ソフトの基本操作（書式）
・表計算ソフトの基本機能（計算、グラフ、データベース）について
・アンケートによるデータ収集方法について
・実践的な活用法について
について学習した後、皆さんが今行っている（あるいは、過去に行っていた、またはこれ
から行おうと思っている）アルバイトに対して、その1ヶ月分の給与を集計・管理できる
ワークシートを作成する。各自が、雇用条件の異なったアルバイトに対して、実現すべき
計算機能を選別し、それぞれの創意工夫と試行錯誤のチャレンジで完成を目指す。
このような演習で皆さんは、実現目標の設定、実現のための問題点抽出、試行錯誤による
問題点の解決など、問題解決に必要な様々なプロセスを経験し、問題解決のために必要な
思考・判断などの考え方を学べるはずである。本講義を通じて、そのような問題解決の難
しさと楽しさを体験し今後の生活に活かしていただければと思う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-2ICT9-02

備考
メディア造形学部、幼児保育専攻、児童発達教育専攻：1〜4年次
子どもケア専攻：1年次

授業のテーマ及び到達
目標

表集計ソフトは、使いこなせれば非常に強力な情報ツールとなり得る。一方、基本的な使
用法を学んだが使いこなせるというほど自信は持てていない、と言った人も多い。この授
業では、代表的な表計算ソフトEXCELについて学習した後、各自が定めた目的のワーク
シートを試行錯誤により作成していく。高度なテクニックを用いなくとも、自分の考えな
りに作りきると言う体験をすれば、表計算ソフトに対して自信も身につくであろう。
授業内で実施する演習内容は仕事や研究に直結する必須技能となるため、研究などでデー
タ収集や分析を必要とする人から就職を控えた人まで多くの学生が参加するとよい。
この科目で伸ばせる能力は次の通りである。
・EXCELの基礎力から実践活用力
・問題解決作業のための思考力

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・想像力」◎

授業科目名 表計算演習

授業担当者名 吉川　優

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内の内容を一人で繰り返し独習するなどの復習を時間外に行うことが、理解の定着に
は効果的である。授業レジュメを利用し、事前事後学習を１時間程度行う。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

以下の各項目の得点を合計し、評価する。
・プレゼンテーションの実践①（20%）、プレゼンテーションの実践②（30%）：スライド
資料を用いた対面式のプレゼンテーションを受講者全員2回行う（発表時間3分）
・課題（30%）：授業内で課題として作成したスライド等
・授業への参画態度（20%）：授業に対する意欲的な取り組みを評価する

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（授業概要、進め方、成績の評価方法について説明）
第02回　「プレゼンテーションとは何か」について考える、PowerPointの基本操作を学ぶ
(1) 画面構成／レイアウトの選択／テキストの入力／ヘッダーフッターの設定
第03回　PowerPointの基本操作を学ぶ(2) 図形の挿入／アニメーションの設定／画面の切
り替え効果／スライドショーの実行／リハーサル機能
第04回　PowerPointの基本操作を学ぶ(3) 表・グラフの挿入／サウンドの挿入／配付資料
の作成／印刷形式
第05回　プレゼンテーション技法を学ぶ(1) ストーリー構成／情報収集の方法、
　　　　プレゼンテーションの実践①の準備(1) テーマの設定／ストーリーシートの作成
／情報収集
第06回　プレゼンテーション技法を学ぶ(2) 話し方・態度・聞き手とのコミュニケーショ
ン方法／評価のポイント、
　　　　プレゼンテーションの実践①の準備(2) スライド作成／シナリオを考える
第07回　プレゼンテーションの実践①の準備(3) リハーサル（時間配分を考える）
第08回　プレゼンテーションの実践①＜前半グループ＞プレゼンテーションの実践と相互
評価
第09回　プレゼンテーションの実践①＜後半グループ＞同上
第10回　プレゼンテーションの実践①の振り返り 評価結果のフィードバックと自己評価
第11回　プレゼンテーションの実践②の準備(1) 相互評価のフィードバック結果をもとに
発表原稿・スライド等の修正作業を行う
第12回　プレゼンテーションの実践②の準備(2) 同上
第13回　プレゼンテーションの実践②＜前半グループ＞プレゼンテーションの実践と相互
評価
第14回　プレゼンテーションの実践②＜後半グループ＞同上
第15回　プレゼンテーションの実践②の振り返り 評価結果のフィードバックと自己評
価、
　　　　まとめ、授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）
※授業の中で数回にわたり、プレゼンテーションスキルの向上を目的としたスピーチ練習
を行う。

授業の概要

プレゼンテーション能力は、学生生活では研究発表、社会人となってからも企画提案や事
業報告など、多くの場面で必要とされている。本科目では、プレゼンテーションソフト
（Microsoft PowerPoint）を用いて資料（スライド）作成の技術を修得する。さらに、論
理的なプレゼンテーションの組み立てや話し方を学び、自分の伝えたいことを限られた時
間の中で効果的に伝えるプレゼンテーション技法を身につける。
授業の成果として、各自で選択したテーマに基づきインターネットや書籍等を活用しなが
ら情報収集を行い、テーマに相応しいスライドと発表シナリオを作成し、対面式のプレゼ
ンテーションを行う。その際に受講者同士による相互評価と自己評価を行い、改善点を把
握することでプレゼンテーション能力の向上を目指す。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ICT9-03

備考 管理栄養学部、メディア造形学部、ヒューマンケア学部

授業のテーマ及び到達
目標

〔テーマ〕
スライドを活用したプレゼンテーション技法の修得
〔到達目標〕
１．プレゼンテーションの定義、目的が理解できる
２．PowerPointを用いた効果的なスライド資料が作成できる
３．論理的なプレゼンテーションの組み立てが理解できる
４．スライド資料を活用したプレゼンテーションが実践できる

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 プレゼンテーション演習

授業担当者名 山本　恭子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業での学習内容を復習（反復練習）する（週1時間程度）
プレゼンテーションの実践に向けて、授業外の時間を有効に使い情報収集を行う（学習時
間週90分程度）

使用教科書 なし。テキストの代わりとなる教材資料をMoodleに公開するので活用してほしい。



授業概要（シラバス）

クエリの選択条件設定について学び、目的に応じたデータ抽出の方法を理解する。
第08回　クエリの作成2

効率化を図る。
第10回　データベースの構築1
テーブルとフォームを設計し、データベースの正規化手法を理解する。※ケーススタ
ディ形式
第11回　データベースの構築2
テーブル間のリレーション設定方法を学び、リレーションシップの意義と活用方法を理

第01回　授業ガイダンス
講義の概要や受講上の注意事項、データベースの必要性について理解する。
第02回　データベースの基礎1
リレーショナルデータベースの概要と構造、データベースソフトウェアMicrosoft
Accessの特徴を理解する。
第03回　データベースの基礎2

集計機能や式ビルダ、関数を使用したデータの集計・加工方法を学び、データの分析力
を高める。
第09回　クエリの作成3
アクションクエリ（追加、訂正、削除）について学び、これらを利用してデータ更新の

第05回　テーブルの作成2
入力支援機能の活用方法を学び、データ入力の効率化を図る。
第06回　フォームの作成
フォームの機能と特徴を学び、使いやすいデータ入力インターフェースの設計・編集を

学生に対する評価の方
法

(1) 授業への参画態度（20％）
(2) 授業内で提出する課題（40％）
(3) 授業内容の理解度（40％）
以上3点から総合的に評価する。

データの検索、並べ替え、印刷などの基本操作を通じて、データベース管理の基礎を理
解する。
第04回　テーブルの作成1
テーブル設計の基本を学び、入力項目やデータ型の設定方法を理解する。

行う。
第07回　クエリの作成1

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

解する。※ケーススタディ形式

授業の概要

本授業は、データベースの基本構成および概念の理解、データベースの利用方法と関連技
術の理解、データベースの設計と実装の理解、という三つの側面から展開する。
具体的には、リレーショナルデータベースの仕組みをはじめ、データベースソフトウェア
であるMicrosoft Accessの機能と操作方法、データベースの作成（テーブルの設計）、
データ入力画面の作成（フォームの作成）、データの抽出や集計（クエリの使用）、各種
報告書の印刷（レポート機能の利用）、および処理の自動化（マクロの活用）といった内
容を学習する。さらに、設計から実装までのデータベース構築演習を通じて、データを一
元管理するための正規化やデータ処理の構造化について考察し、これらの実現に必要な機
能を的確に判断して適用する力を身につける。
なお、本授業を履修するためには「情報リテラシー演習」を履修済みであること、もしく
はそれと同等の知識を有していることが前提となる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-2ICT9-04

備考

授業のテーマ及び到達
目標

現代の高度情報化社会を支える基盤技術の一つとして、データベースが挙げられる。デー
タベースは、研究やビジネスにおけるさまざまな情報を統合し、効果的に活用するために
欠かせない技術である。そのため、データベースに関する知識や技術を理解し、情報の意
味を捉え直すことは、学問分野を問わず現代社会において必要な基礎的素養と考えられ
る。
そこで本授業では、データベースの基本概念と実践的な利用方法について演習形式で学
び、以下の３点を到達目標とする。
(1) データベースの役割と意義を理解し、説明できること
(2) データベースの仕組みを理解し、説明できること
(3) データベースソフトを用いて、簡単な仕様のデータベースを構築および操作ができる
こと
これらの学修を通して論理的な思考を育成する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・想像力」◎

授業科目名 情報応用演習

授業担当者名 内田　君子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

第15回　まとめ
理解度を確認し、授業全体を振り返る（学生受講結果アンケートの実施）。

第14回　データベースの構築5
マクロの作成および動作確認を行い、データ処理の自動化とシステムの効率化を考え
る。※ケーススタディ形式

第13回　データベースの構築4
レポート機能を用いて、データ分析結果を効果的にまとめる。※ケーススタディ形式

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

指定した講義資料を事前に読んでおく。（週90分）
授業で出された課題を使って授業内容を復習する。（週90分）

使用教科書 なし（必要に応じて教材資料を配布する。）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第12回　データベースの構築3
蓄積されたデータを用いた検索・分析方法を学び、データベースの実践的な利用スキル
を高める。※ケーススタディ形式



授業概要（シラバス）

第13回　教師なし学習 その１
・Python機械学習パッケージScikit learnによる主成分分析

・Tensorflow/Keras を用いた深層学習の実装・ハイパーパラメータ・畳み込みニューラ
ルネットワーク
第10回　教師あり学習 その１
・Python機械学習パッケージScikit learnによる線形回帰と決定木
第11回　教師あり学習 その2

第01回　オリエンテーション・Python環境設定・Google Colaboratory環境設定
第02回　Python その1
・変数と演算，代入，リスト
第03回　Python その2
・制御構造
第04回　Python その3

・Python機械学習パッケージScikit learnによるロジスティック回帰とサポートベク

・Python数値計算パッケージNumpyとMatplotlib
第07回　Deep learning その1
・Neural network, 深層学習、hidden layer、Fully-connected layer / Dense layer
第08回　Deep learning その2
・活性化関数、損失関数、最適化関数
第09回　Deep learningの応用事例

第14回　教師なし学習 その2

学生に対する評価の方
法

毎回の学習実績課題100％で採点

・関数
第05回　PandasとSeaborn
・Python行列計算パッケージPandasとSeaborn
第06回　NumpyとMatplotlib

・Python機械学習パッケージScikit learnによるk-means クラスタリング
第15回　学びへの振り返りとまとめ・授業の振り返りとまとめを行う（学生受講結果ア
ンケートの実施）。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

ターマシン
第12回　教師あり学習 その3
・Python機械学習パッケージScikit learnによるロジスティック回帰とランダムフォレ
スト

授業の概要

本科目の目的はデータサイエンスの初歩を理解することである。本演習においてデータサ
イエンス分野で標準的に用いられるPython言語の初歩を学習する。初歩的なAIツールの作
成を経験する。自分のコンピュータ上にプログラム実行環境を構築するとともにJupyter 
NotebookをGoogleが提供する無料のオンライン実行環境Google Colaboratory上で実行す
る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-2ICT9-04

備考

授業のテーマ及び到達
目標

多くのデータからそこに潜むルールを自動的に抽出し、そのデータに潜むルールを解析す
るとともに、新しい未知のデータ（特徴量）から目的とする情報(目的変数)を予測する学
問がデータサイエンスであり、近年隆盛を極めている。ヒトが抽出した特徴量を使って目
的変数予測モデルを作成することを機械学習（広義のAI）と呼ぶ。一方、特徴量自体を自
動的に抽出し、ヒトに理解ができないブラックボックス化した特徴量を使って目的変数予
測モデルを作成することを狭義のAIと呼ぶ。現在社会においてはAIが百花繚乱状態であり
我々はAIの恩恵を日々受けている。一方、AIには弱点もあり、AIの弱点を知ることはAIの
時代に生きていく我々の必須の知識と技能である。授業はAIの基礎を体験的に学修するこ
とにより論理的な思考力の育成を目指す。
本科目は本学の情報系のアドバンスドコースとして設定をしており、本学の情報系教養科
目の後半もしくは最後に履修することを求める。ただしコンピュータ言語に関して経験を
有する学生はこの限りではない。流行のAIを経験してみたいというモチベーションによる
受講を高く評価するが、基盤知識が十分でない場合には履修に多大な労力と時間を要す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・想像力」◎

授業科目名 情報応用演習

授業担当者名 大野　欽司

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

段階を踏んだ理解が必要なため特に授業の欠席時には十分な時間をかけてキャッチアップ
をすること。理解が不十分と思われる時には不明のまま放置しないこと。わからない時に
は積極的に質問をすること。

使用教科書 なし



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

毎回の確認課題（70％程度）と最終レポート（30％程度）により評価

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション/社会を取り巻く情報(受講上の諸注意や講義概要、成績の評
価方法などについて説明)　導入（身の回りの情報）。
第02回　個人と情報（インターネットの光と影、SNSと問題点）
第03回　企業活動と情報（企業とは、組織について）
第04回　経営管理と情報（資金、労働力、商品の管理）
第05回　市場と情報（マーケティング）
第06回　情報社会の法令（個人・企業と情報の法律）
第07回　情報と二進数（情報技術を支える基礎理論）
第08回　PCのハードウェアについて（ＣＰＵとメモリ、）
第09回　PCのソフトウェアについて（プログラムとアルゴリズム、OS、ソフトウェア、周
辺機器）
第10回　コンピュータネットワークについて（ネットワークの仕組み、WiFi、TCP/IP）
第11回　ネットワークとセキュリティについて（マルウェアと対策、各種暗号方式）
第12回　新しい情報技術（自動運転、VR、ARなど新しい情報技術、仮想通貨、NFT、
GAFA）
第13回　データサイエンスについて（統計の推定、検定、回帰分析や主成分分析など主な
解析手法の概要）
第14回　AIについて（エキスパートシステム、機械学習、生成AI、強いAIと心）と学習へ
の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）、レポート課題
第15回　振り返りとレポートの作成

授業の概要

講義の1回から6回の前半は、個人や企業など社会における諸活動と情報の関わりを考えて
みる。7回から11回は、新しい情報技術への対応力を強化するためコンピュータやネット
ワークの技術的な仕組みを中心に学ぶ。
12回から15回はこれからの情報社会について考えてみる。
なお、本科目は情報処理技術者試験の一つである「ITパスポート試験」の資格取得を考慮
しつつ進めていくため、資格取得に興味のある学生は受講すると良いだろう。

※このクラスは遠隔オンデマンド形式による開催となるため、次のような運用方法とな
る。
・対面クラスに連動しているため、対面クラスが実施された翌日に、音声および資料、授
業課題がmoodleにより提供される。
・受講者は各自moodleを開き、資料等で独習した後、その週に出題された課題に取り組
む。
・作成した課題は翌一週間以内に所定のフォームにアップロードする。
・質問その他はgoogleフォームおよびメールで行う。
オンデマンドは、時間を自由に使える代わり、学ぶ意欲が強く求められる形式とも言え
る。受講者はその点には留意すべきである。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ICT9-05

備考 オンデマンド遠隔授業

授業のテーマ及び到達
目標

現代は情報社会とも言われている。新しい技術が日々生まれ、情報を扱う術も刻々と変化
している。このような時代において、個人や企業、あるいは社会としてどのようにこれら
と向き合っていけばよいのだろうか？
そこで、この授業では、
・個人や企業、社会における様々な活動と情報についての現状
・コンピュータのハードウェア、ソフトウェア、ネットワークの技術的仕組み
・これからの情報技術
というように、今現在の情報活動の状況や課題、それを支える技術的な理解、これからの
情報の動向などについて学び、日々進化するIT社会の変化に対応できる知識を身につけ
る。それらから、これからを賢く生き抜くため情報社会に対して自分なりのどう向き合っ
て行けば良いのか、新しい知見や考え方（思考判断）を持てるようにする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 情報社会の基礎

授業担当者名 堀尾　正典

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次前・後期
（看護学部のみ1年次後期）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

レポート作成では図書館や自宅などでの積極的な情報収集や考察が、数時間程度望まれ
る。

使用教科書 なし。授業内でテキストの代わりとなる資料など公開する予定。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

レポート作成では図書館や自宅などでの積極的な情報収集や考察が、数時間程度望まれ
る。

学生に対する評価の方
法

毎回の確認課題（70％程度）と最終レポート（30％程度）により評価

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション/社会を取り巻く情報(受講上の諸注意や講義概要、成績の評
価方法などについて説明)　導入（身の回りの情報）。
第02回　個人と情報（インターネットの光と影、SNSと問題点）
第03回　企業活動と情報（企業とは、組織について）
第04回　経営管理と情報（資金、労働力、商品の管理）
第05回　市場と情報（マーケティング）
第06回　情報社会の法令（個人・企業と情報の法律）
第07回　情報と二進数（情報技術を支える基礎理論）
第08回　PCのハードウェアについて（ＣＰＵとメモリ、）
第09回　PCのソフトウェアについて（プログラムとアルゴリズム、OS、ソフトウェア、周
辺機器）
第10回　コンピュータネットワークについて（ネットワークの仕組み、WiFi、TCP/IP）
第11回　ネットワークとセキュリティについて（マルウェアと対策、各種暗号方式）
第12回　新しい情報技術（自動運転、VR、ARなど新しい情報技術、仮想通貨、NFT、
GAFA）
第13回　データサイエンスについて（統計の推定、検定、回帰分析や主成分分析など主な
解析手法の概要）
第14回　AIについて（エキスパートシステム、機械学習、生成AI、強いAIと心）と学習へ
の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）、レポート課題
第15回　課題とレポートの作成

使用教科書 なし。授業内でテキストの代わりとなる資料など公開する予定。

授業の概要

講義の1回から6回の前半は、個人や企業など社会における諸活動と情報の関わりを考えて
みる。7回から11回は、新しい情報技術への対応力を強化するためコンピュータやネット
ワークの技術的な仕組みを中心に学ぶ。
12回から15回はこれからの情報社会について考えてみる。
なお、本科目は情報処理技術者試験の一つである「ITパスポート試験」の資格取得を考慮
しつつ進めていくため、資格取得に興味のある学生は受講すると良いだろう。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1ICT9-05

備考 管理栄養学部、メディア造形学部、ヒューマンケア学部対象

授業のテーマ及び到達
目標

現代は情報社会とも言われている。新しい技術が日々生まれ、情報を扱う術も刻々と変化
している。このような時代において、個人や企業、あるいは社会としてどのようにこれら
と向き合っていけばよいのだろうか？
そこで、この授業では、
・個人や企業、社会における様々な活動と情報についての現状
・コンピュータのハードウェア、ソフトウェア、ネットワークの技術的仕組み
・これからの情報技術
というように、今現在の情報活動の状況や課題、それを支える技術的な理解、これからの
情報の動向などについて学び、日々進化するIT社会の変化に対応できる知識を身につけ
る。それらから、これからを賢く生き抜くため情報社会に対して自分なりのどう向き合っ
て行けば良いのか、新しい知見や考え方（思考判断）を持てるようにする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・想像力」○

授業科目名 情報社会の基礎

授業担当者名 堀尾　正典

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

各課の小テストのための準備に３０分〜１時間、筆記の練習問題に３０分〜１時間の時間
外学習が必要。

学生に対する評価の方
法

毎回の授業後に課される小テスト(課題)を80パーセント、授業中の質疑応答などを20パー
セントとして評価する。小テストの追試は特別な場合以外⾏わない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業について説明、第0課（アルファベ、あいさつなど基本表現）
第02回　第0課の復習
第03回　第0課の小テスト、第1課（国籍を⾔う）
第04回　小テストを返却し、フィードバックを行う。以下各課のテストは次の回に返却し
 　　　　見直す。第1課の練習問題。口頭の会話はグループワークで練習する。
 　　　　2課以降も同じ。
第05回　第1課の小テスト、第2課（自己紹介する）
第06回　第1課の小テストの返却と復習。第2課の練習問題
第07回　第2課の小テスト、第3課（好きなものを⾔う）
第08回　第3課練習問題
第09回　第3課の小テスト、第4課（これは何ですか？）ものについてたずねる
第10回　第4課練習問題
第11回　第4課の小テスト、第5課（ここはどこ？）場所をたずねる
第12回　第5課練習問題
第13回　第5課の小テスト、第6課（年齢をたずねる）
第14回　第6課練習問題
第15回　第6課の小テストとまとめ、授業全体の振り返りと学生受講結果アンケート

使用教科書 藤⽥裕⼆著、『パリのクール・ジャパン』、朝⽇出版社

授業の概要
使用する教科書の各課は会話と練習問題で構成されている。会話で単語、表現、文法事項
を学び、練習問題で理解と定着をはかる。２週間に１課のペースで進み、毎回、復習を兼
ねた課題として小テストを行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LNG9-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

フランス語という言語は「発音・語彙・文法」が一体となっており、それぞれを切り離す
ことはできない。初歩の頃からその基本姿勢を念頭に置いて学ぶことで、ごく基本的な語
彙や表現を使いながらも自己表現やコミュニケーションが可能になる。また、コミュニ
ケーションにおいてはそのきっかけとなる「話題」が必要で、その話題のもととなるのは
「雑学」や「知識」である。フランス文化への理解（あいさつに始まる社交の大切さ、芸
術、食、モード、社会問題に到るまで、自分の意⾒をしっかり持ち、表明することの重要
性など）を広げながら、日本との違いを発見し、楽しんでもらいたい。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 フランス語Ⅰ

授業担当者名 竹本　江梨

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

テストの準備で３０分〜１時間、練習問題の準備で３０分〜１時間の時間外学習が必要

学生に対する評価の方
法

毎回の授業で行う小テスト(課題)を80パーセント、授業への参加（質疑応答、聞き取りな
ど）を20パーセントとして評価する。小テストの追試は特別な場合以外行わない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　フランス語I で学んだ内容の復習、第7課（「〜したい」「〜へ⾏く」）
第02回　第7課の復習
第03回　第7課の小テスト、第8課（家族について話す）
第04回　第7課の小テストの返却とフィードバック。以下毎回テストは返却し⾒直す。
 　　　　第8課の練習問題。グループワークで口頭の練習をする。以下の各課も同じ。
第05回　第8課の小テスト、第9課（店で買い物をする）
第06回　第9課の練習問題
第07回　第9課の小テスト、第10課（誘い合わせて⾏動する、⽉と曜⽇）
第08回　第10課の練習問題
第09回　第10課の小テスト、第11課（誘いあわせて⾏動する−続き−、天候と時刻）
第10回　第11課の練習問題
第11回　第11課の小テスト、第12課と第13課（過去について語る）
第12回　第12課と第13課の練習問題
第13回　第12課と第13課の小テスト、第14課（未来について語る）
第14回　第14課の練習問題
第15回　第14課の小テストとまとめ、授業全体の振り返りと学生受講結果アンケート

使用教科書 藤⽥裕⼆著、『パリのクールジャパン』、朝⽇出版社

授業の概要
フランス語I で使用した教科書（『パリのクールジャポン』）を⽤いて、会話で単語、表
現、文法事項を学び、練習問題で理解と定着をはかる。2週間に1課のペースで進み、毎
回、復習を兼ねた小テスト(課題)を⾏う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LNG9-02

備考 受講資格︓「フランス語Ⅰ」の単位を取得済みであること

授業のテーマ及び到達
目標

フランス語I に続き、フランス語の基礎を学ぶ。モード、料理、地理など、話題の幅を広
げ、相手にとって無理なく聞き取れる程度の発⾳ができるようにする。フランス語で自己
紹介する、天候の話をする、買い物をする、レストランに行く、イベントに人を誘うな
ど、具体的なシチュエーションを想定して練習する。文法項目は過去、未来の表現を学
び、将来の発展的学習につなげる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 フランス語Ⅱ

授業担当者名 竹本　江梨

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期、2〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

前回の授業で学習した内容を復習してほしい（週60分）。

学生に対する評価の方
法

学習の成果を基本点数（70％）として、授業中の練習のでき具合（20％）と授業の態度
（10％）を参考にしながら総合点を出します。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　履修に関するガイダンス・オリエンテーション
第02回　第1課　中国語の特徴と発音要領及びその構成を説明する。
第03回　第2課「母音･子音」と声調(アクセント)を組んで発音を学習、練習をさせる。
第04回　第3課  ｢你是日本人吗？｣、人称代名詞と平叙文、否定文、疑問文の学習。
第05回　第3課の要点、難点を説明する。本文を真似して、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞとﾁｬﾚﾝｼﾞを行う。
第06回　第4課  ｢这是什么？｣、指示代名詞、疑問詞、副詞の学習。
第07回　第4課の要点、難点を説明する。本文を真似して、ﾁｬﾚﾝｼﾞとﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。
第08回　第5課「数字・曜日」の学習。ﾁｬﾚﾝｼﾞとﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。
第09回　第6課「日付・時刻」の学習。ﾁｬﾚﾝｼﾞとﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。
第10回　第6課  ｢你去哪儿？｣。動詞の学習。
第11回　第6課の要点、難点を説明する。本文を真似して、ﾁｬﾚﾝｼﾞとﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。
第12回　第7課、｢这个多少钱？｣。形容詞の学習。
第13回　第7課 の要点、難点を説明する。本文を真似して、ﾁｬﾚﾝｼﾞとﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。
第14回　総合的復習・テスト。
第15回　まとめ、学生受講結果アンケートの実施、追試。
(受講者の理解度をみながら進度を調整する)

使用教科書 プリントを配布する。

授業の概要
中国語はリズム感がとても大事なので、まず発音をしっかり教える。正確な発音から基礎
的会話・文法に入り、さらに短文を学びながら文化の理解を深める。授業は教材に沿って
進行する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LNG9-03

備考

授業のテーマ及び到達
目標

本授業は半年で中国語の発音要領、基礎的文法・会話を身に付けながら、異文化の理解・
異分野と共同するコミュニケーションの能力を有していることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 中国語Ⅰ

授業担当者名 李　萍

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

前回の授業で学習した内容を復習してほしい（週60分）。

学生に対する評価の方
法

学習の成果として、授業中の応答・グルーブ寸劇演習やトレーニング・チャレンジ練習の
出来具合（80％）と授業の態度（20％）を参考にしながら総合点を出します。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　履修に関するガイダンス・オリェンテーション
第02回　第9課「中国語Ⅰ」で学んだ疑問詞、動詞、形容詞を復習する。
第03回　第10課「中国語Ⅰ」で学んだ文の表現を復習する。
第04回　第11課 ｢你晚上有事吗？｣動作の時点を学習する。
第05回　第11課の要点、難点を説明する。本文を真似して、ﾁｬﾚﾝｼﾞと ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。
第06回　第12課｢你吃饭了吗？｣過去形、完了形を学習する。
第07回　第12課の要点、難点を説明する。本文を真似して、ﾁｬﾚﾝｼﾞと ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。
第08回　第13課｢你家有几口人？｣。介詞、反復疑問文を学習する。
第09回　第13課の要点、難点を説明する。本文を真似して、ﾁｬﾚﾝｼﾞと ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。
第10回　第14課 言語と中国文化・事情。「演習・チャレンジ」を行う。
第11回　第15課｢你从几点开始打工？｣。助動詞・介詞を学習する。
第12回　第15課の要点、難点を説明する。本文を真似して、ﾁｬﾚﾝｼﾞと ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。
第13回　第16課｢你去过美国吗？｣。過去の経験を表す「过」と強調文を学習する。
第14回　第16課の要点、難点を説明する。本文を真似して、ﾁｬﾚﾝｼﾞと ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行う。
第15回　全体のまとめ、学生受講結果アンケートの実施、総合的復習。
(受講者の理解度をみながら進度を調整する)

使用教科書 プリントを配布する。

授業の概要

この授業は「中国語Ⅰ」を修了した学生が受ける科目である。まず前半で習得したものを
復習して、正確な発音に直す。「中国語Ⅰ」につづいてテキストの後半に沿って教え、文
法も「中国語Ⅰ」の後につづく。各課終了時に、本文の会話を真似して、それぞれ自分の
事情に合う言葉に書き直す。その後、それらの短文で会話を練習する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LNG9-04

備考 受講資格：「中国語Ⅰ」の単位を取得済みであること

授業のテーマ及び到達
目標

この授業では、それぞれの場面を設定して、受講者が自分なりの会話能力を形成していく
ための手がかりをつかませる。中国語での会話資質と文化理解を向上させることを目的と
する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 中国語Ⅱ

授業担当者名 李　萍

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期、2〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

ブラジルや在日ブラジル人についての情報を得る、講義内容の表現を復習し、実際に使っ
てみる（週60分）
返却された課題で間違っているところを確認し、正しい答えを把握する（週30分）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（10%）
②授業内でのレポート（60%）
③授業内容の理解度をチェックする試験（30%）
以上3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、ブラジル・ポルトガル語について
第02回　あいさつ
第03回　ポルトガル語の文字と発音
第04回　SER動詞
第05回　男性名詞と女性名詞
第06回　数字
第07回　日付表現
第08回　TER動詞
第09回　規則動詞①
第10回　規則動詞②
第11回　GOSTAR動詞、QUERER動詞
第12回　IR動詞
第13回　時間表現
第14回　授業全体の振り返り、今までの復習
第15回　授業全体の理解度確認（学生受講結果アンケートの実施）

＊第4回〜第13回は授業の最後に理解度確認のためのレポートを行い、採点したものを次
の授業で学生に返却する

使用教科書 なし（授業内でプリントを配布）

授業の概要

授業は基本的に会話練習中心で行う。毎回テーマを設け、プリントを配って内容を説明し
た後、グループを作って会話練習をしていく。毎回の授業の最後に、授業内で学習したこ
とを確認するために、問題を解いたり作文を書いてもらう。またブラジルに関する知識を
得るため、DVDなどの映像を見せる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LNG9-05

備考

授業のテーマ及び到達
目標

到達目標：あいさつや簡単な自己紹介をポルトガル語で言えるようにする。
日本でも最もブラジル人が多く住む東海地方では、ポルトガル語は非常に身近な存在であ
る。簡単なポルトガル語を学習し、身に付けることで、ブラジル人と話すためのコミュニ
ケーションの一歩にしていく。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 ポルトガル語

授業担当者名 瀧藤　千恵美

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

課題である練習問題を解く（週30分）
学習した箇所を音読する（週30分）

学生に対する評価の方
法

小テスト２０％、受講態度３０％、授業内容の理解度５０％（合計が６０％以上で合格）
注意①：教科書を購入し、毎回授業に持参してください。教科書を購入していない場合は
単位が出ません。毎回、教科書を持参しない場合、「欠席」扱いになります。
注意②：小テストと定期試験には「語彙集」（単語リスト）が記載されています。「語彙
集」以外のことが書かれている場合、不正行為とみなし、その試験は０点になります。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス
第02回　アルファベットと発音
第03回　挨拶と自己紹介
第04回　名詞の性と数
第05回　冠詞と数字
第06回　ser動詞（1）
第07回　ser動詞（2）
第08回　所有表現（１）
第09回　所有表現（２）
第10回　所有表現（３）
第11回　gostar動詞
第12回　規則動詞（１）
第13回　規則動詞（２）
第14回　規則動詞（３）
第15回　理解度確認とまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
重松由美・瀧藤千恵美・Felipe Ferrari：『ブラジルポルトガル語を話そう！改訂版』、
朝日出版社（ISBN 978-4-255-55505-8）

授業の概要

この授業はブラジル・ポルトガル語を初めて学ぶ人を対象しており、初歩から学習してい
きます。まずは発音に慣れ、次に簡単な挨拶や身近な表現を学んでいきます。基礎的な文
法事項を習得できるように、特に口頭で練習問題を繰り返し行います。受講者の関心に応
じてブラジルの文化や生活習慣についても勉強します。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-1LNG9-05

備考

授業のテーマ及び到達
目標

到達目標：ポルトガル語の基礎的な文法事項を理解し、簡単な自己紹介をポルトガル語で
書けるようにする。
日本には約20万人のブラジル人が住んでおり、ここ東海地方には多くの集住地域があるこ
とから、教育や医療分野においてポルトガル語に対する関心が高まっています。現場で用
いられる基本的表現を理解し、またそれを応用するための知識を習得します。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 ポルトガル語

授業担当者名 F.G フェハーリ

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・前期



授業概要（シラバス）

差や独立性を検定することで分析結果の信頼性を評価する。
第09回　事例による統計的検定
具体的な事例を用いて統計的な検定を実践する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
講義の概要や受講上の注意事項、データサイエンスやデータ分析技術の概要について理
解する。
第02回　さまざまな代表値（基本統計量）
平均や分散などデータの特徴を数値で表す基本統計量について学び、これらを用いて
データ全体の傾向を把握する。

具体的な事例を用いて統計的な推定を実践する。

データを効果的に示すグラフの取り扱い方やデータを扱う際に必要なリテラシーについ
て学び、データを正確に可視化する。
第05回　中心極限定理と正規分布
つりがね型のデータ分布の形状である正規分布と、データを十分収集すればどのような
分布も正規分布に近づくことを示す中心極限定理について学び、統計分析の基盤となる
考え方を理解する。
第06回　統計的な推定

学生に対する評価の方
法

(1) 授業への参画態度（20％）
(2) 授業内で提出する課題（40％）
(3) 調査・分析結果の報告（40％）
以上3点から総合的に評価する。

第03回　集団のグラフ表現
データを可視化するためのグラフ作成手法について学び、グラフを用いてデータ分布の
特徴を把握する。
第04回　グラフと情報リテラシー

調査や研究の対象とするデータ全体（母集団）と母集団から抽出した一部のデータ（標
本，サンプル）の関係について学び、収集した標本データをもとに母集団の平均や比率
などを推定して母集団の特徴を把握する。
第07回　事例による統計的推定

第08回　統計的な検定
標本を使って母集団に関する仮説の正しさを検証する統計的検定について学び、平均の

授業の概要

身近な生活や専門分野での学び、ビジネスシーンなど、さまざまな状況を考慮した実践的
な演習テーマや課題を通して、数理データサイエンスに関する基本的な知識とスキルを修
得する。また、データに対する的確な判断力を修得する。具体的には、以下の3領域に焦
点を当てて授業を展開する。
(1)数理データサイエンスの基礎（一般教養としての知識）
(2)統計学の基礎（基本統計量や仮説検定など）
(3)数理解析の基礎（グラフ・チャート表現や回帰分析など）

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-2IND9-01

備考 データ数理演習 （1〜2年次）、教養総合演習（3〜4年次）

授業のテーマ及び到達
目標

現在では、コンピュータだけでなく、家電、自動車、洋服や食品にいたる身の回りのあり
とあらゆるものがインターネットに接続され、多くのデータが一か所に集約できるように
なってきた。いわゆるビッグデータである。加えてハードウェアの進歩も伴い、ビッグ
データに対して、AI（人工知能）や数理解析など様々な分析手法も確立されてきている。
データサイエンスはこのような分析を研究する分野である。そしてデータサイエンスの
様々な手法を駆使して、ビッグデータから全体の特徴や傾向を分析する技術者がデータサ
イエンティストと呼ばれる人々で、今、社会から必要とされている重要な人材の一つであ
る。
この授業の目的は、数理・データサイエンスへの関心を高め、数理・データサイエンス・
ＡＩの基本的な考え方を理解し、データ活用、分析結果判断を行うための基礎的な能力を
修得することである。この授業により、アンケートデータや様々な問題に対して、統計的
な意味づけ、数理的な判断や意思決定ができるようになる。
なお、本科目は受講に際し次のような前提条件を設けている。
・教養科目の「表計算演習」を履修済み、もしくはEXCELに対する同等以上のスキルを有
する者
EXCELの操作に自信がない学生は、事前に上記科目を履修しておくこと。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・想像力」◎

授業科目名 データ数理演習 ／教養総合演習

授業担当者名 内田　君子

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1〜4年次前・後期
（看護学部のみ1年次後期））



授業概要（シラバス）

第14回　数理と課題解決3

データ同士の関係性を示す相関係数とその関係性を活用して予測を行う回帰分析につい
て学び、これらを用いてデータ間の関係を読み解き、未知のデータを予測してその精度
を評価する。
第11回　アンケート調査の基礎

第10回　相関と回帰分析

アンケートデータの分析結果をもとに課題解決案を導き出し、成果をプレゼンテーショ

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

指定した講義資料を事前に読んでおく。（週90分）
授業で出された課題を使って授業内容を復習する。（週90分）

ン形式でまとめる。
第15回　数理と課題解決4および授業全体の振り返り、学生受講結果アンケートの実施
各自のプレゼンテーションを相互に評価し、調査や分析内容を深化させる。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第12回　数理と課題解決1
調査目的に応じたアンケート調査票をデザインし、作成した調査票を使用してデータ収
集を実践する。
第13回　数理と課題解決2
収集したアンケートデータを前処理し、適切な統計手法を適用して分析する。

使用教科書 なし（必要に応じて教材資料を配布する）

研究やビジネスの場で重要なスキルとなるアンケート調査の計画方法や調査票のデザイ
ン技術について学ぶ。



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（諸注意、講義内容、進め方の話し合い、成績評価方法な
ど）
数理データ解析の導入について学び、以下について学修する。
・社会の現状（Society5.0）とは
・データサイエンスとは
・様々なデータ分析技術（統計、多変量解析、機械学習、AI）の概要

第05回　中心極限定理と正規分布
推測統計学の基本となる中心極点定理と正規分布について学習する。「
・中心極限定理とは
・テストの得点から順位や目標得点などを推定する事例を使い正規分布表の使い方を学
修する

大量のデータを効果的に示すグラフの取り扱い方法、および、それらを通じてより正し
く情報を見抜くためのリテラシーについて学ぶ。
・ヒストグラムの復習、ABC分析とパレート
・グラフでの情報伝達で気を付けること（見た目の注意、情報リテラシー、メディアリ
テラシー）
・確率分布とグラフシミュレーション

学生に対する評価の方
法

毎回の学習実績課題70％、最終課題30%で採点

第02回　さまざまな代表値（基本統計量）について
ここでは母集団を記述する様々な指標について学習する。
・母集団を表す様々な指標（平均、中央、最頻、分散、四分位数、標準偏差、偏差値）

授業のテーマ及び到達
目標

現在では、コンピュータだけでなく、家電、自動車、洋服や食品にいたる身の回りのあり
とあらゆるものがインターネットに接続され、多くのデータが一か所に集約できるように
なってきた。いわゆるビッグデータである。加えてハードウェアの進歩も伴い、ビッグ
データに対して、AI（人工知能）や数理解析など様々な分析手法も確立されてきている。
データサイエンスはこのような分析を研究する分野である。そしてデータサイエンスの
様々な手法を駆使して、ビッグデータから全体の特徴や傾向を分析する技術者がデータサ
イエンティストと呼ばれる人々で、今、社会から必要とされている重要な人材の一つであ
る。
この授業は、数理・データサイエンスについての関心を高め、かつ、数理・データサイエ
ンス・ＡＩの基本的な考え方を適切に理解し、データ活用、分析結果判断を行う基礎能力
を育成することを目的としている。この授業により、アンケートデータや様々な問題に対
して、統計的な意味づけ、数理的な判断や意思決定ができるようになる。
なお、本科目は受講に際し次のような前提条件を設けている。
・教養科目の「表計算演習」を履修済み、もしくはEXCELに対する同等以上のスキルを有
する者
EXCELの操作に自信がない学生は、事前に上記科目を履修しておくこと。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考・判断・想像力」◎　「意欲態度」○

授業の概要

身の回りの生活、専門での学び、ビジネスシーンなど様々な状況を配慮した実践的演習
テーマ・課題を通じて、数理データサイエンスの基本的な知識や技能を修得する。具体的
には、
・数理データサイエンスの基本（一般教養としての知識）
・統計学の基本（平均の推定、仮設検定）と定期テスト、アンケートなどの分析について
・数理解析の基本（回帰分析、シミュレーション、主成分分析、数理計画など）と商品売
上予測や就職への意思決定
の学修を行う。

第03回　集団のグラフ表現
度数分布などさまざまなグラフ表現について学ぶ。
・母集団のグラフ表現（ヒストグラム、尖度、歪度、散布図、箱ひげ）

第04回　グラフと情報リテラシー

・標準正規分布とは

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-2IND9-01

備考

授業科目名 データ数理演習 ／教養総合演習

授業担当者名 大野　欽司

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第14回　事例による推計統計学１2
・エクセルソルバーを用いた一元配置分散分析・二元配置分散分析

第15回　学びへの振り返りとまとめ、学生受講結果アンケートの実施
・授業の振り返りとまとめを行う。

・エクセルソルバーによるロジスティック回帰について学ぶ。

第13回　事例による推計統計学１
・パラメトリック検定とノンパラメトリック検定
・多重検定補正

第11回　重回帰分析と数理的意思決定
・重回帰分析
・標準化と寄与率

第12回　ロジスティック回帰

画を考える」などの事例を用いて相関や回帰分析について学ぶ。
・相関、相関係数とは
・疑似相関
・回帰分析（線形単回帰分析）
「多様な広告媒体と売上の関係から効果的な広告は何かを推定する」などの事例を用い

第06回　統計的な推定とは
区間推定の考え方を理解し、表計算ソフトを用いて使い方を学ぶ。
・区間推定（信頼区間、信頼水準、Z推定、t推定）
・母平均の推定

て重回帰分析を学ぶ

る」などの事例を用いて独立性の検定について学修する。
・独立性の検定（χ２検定）
・母比率、2標本2集団の検定など、幾つかの統計的な検定を、事例を通して学修する。

第10回　相関と回帰分析
「喫煙習慣と疾病など健康に関わる事例」「交通量と店の売上などのデータから出店計

「２つの小学校における児童の身長や体重データなどを用いて、その差が有意のあるも
のなのかどうかを統計的に意味づける」などの事例を用いて仮説検定について学ぶ。
・仮説検定（p値、Z検定、t検定、F検定など）

第09回　事例による統計的検定（アンケート分析）
「評価に違いが出たアンケートについて、この結果が有意のある違いかどうかを調べ

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

時間外において、授業で実施した問題を自分の力でもう一度繰り返し挑戦するなどの復習
が重要になる。授業内容が十分に理解できなかった場合や進度に遅れがちの場合は特にこ
のようなフォローを必ず行っておく。

第07回　事例による統計的推定
・母比率、母分散、標本数決定など、幾つかの統計的な推定を、事例を通して学修す
る。

使用教科書 なし（授業内で参考となるデータファイルを配布する）

第08回　統計的な検定とは



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

　　・標準正規分布とは

第01回　オリエンテーション（書注意、講義内容、進め方の話し合い、成績評価方法な
ど）
　　数理データ解析の導入について学び、以下について学修する。
　　・社会の現状（Society5.0）とは
　　・データサイエンスとは
　　・様々なデータ分析技術（統計、多変量解析、機械学習、AI）の概要

第03回　集団のグラフ表現
　　度数分布などさまざまなグラフ表現について学ぶ。
　　・母集団のグラフ表現（ヒストグラム、尖度、歪度、散布図、箱ひげ）
第04回　グラフと情報リテラシー
　　大量のデータを効果的に示すグラフの取り扱い方法、および、それらを通じてより

　　・ヒストグラムの復習、ABC分析とパレート
　　・グラフでの情報伝達で気を付けること（見た目の注意、情報リテラシー、メディ

学生に対する評価の方
法

授業内での課題70％、最終課題30%を目安として採点する予定である。

第02回　さまざまな代表値（基本統計量）について
　　ここでは母集団を記述する様々な指標について学習する。
　　・母集団を表す様々な指標（平均、中央、最頻、分散、四分位数、標準偏差、偏差
値）

正しく情報を見抜くためのリテラシーについて学ぶ。

アリテラシー）
　　・確率分布とグラフシミュレーション
第05回　中心極限定理と正規分布
　　推測統計学の基本となる中心極点定理と正規分布について学習する。
　　・中心極限定理とは
　　・テストの得点から順位や目標得点などを推定する事例を使い正規分布表の使い方
を学修する

授業の概要

身の回りの生活、専門での学び、ビジネスシーンなど様々な状況を配慮した実践的演習
テーマ・課題を通じて、数理データサイエンスの基本的な知識や技能を修得する。具体的
には、
・数理データサイエンスの基本（一般教養としての知識）
・統計学の基本（平均の推定、仮設検定）とテスト結果やアンケートなどの分析について
・数理解析の基本（回帰分析、シミュレーション、主成分分析、数理計画など）と商品売
上予測や就職への意思決定
の学修を行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-2IND9-01

備考 データ数理演習 （1〜２年次）、教養総合演習（３〜4年次）

授業のテーマ及び到達
目標

現在では、コンピュータだけでなく、家電、自動車、洋服や食品にいたる身の回りのあり
とあらゆるものがインターネットに接続され、多くのデータが一か所に集約できるように
なってきた。いわゆるビッグデータである。加えてハードウェアの進歩も伴い、ビッグ
データに対して、AI（人工知能）や数理解析など様々な分析手法も確立されてきている。
データサイエンスはこのような分析を研究する分野である。そしてデータサイエンスの
様々な手法を駆使して、ビッグデータから全体の特徴や傾向を分析する技術者がデータサ
イエンティストと呼ばれる人々で、今、社会から必要とされている重要な人材の一つであ
る。
この授業の目的は、数理・データサイエンスへの関心を高め、数理・データサイエンス・
AIの基本的な考え方を理解し、データ活用や分析結果の判断を行うための基礎的な能力を
修得することである。この授業により、アンケートデータや様々な問題に対して、統計的
な意味づけ、数理的な判断や意思決定ができるようになる。

なお、本科目は受講に際し次のような前提条件を設けている。
・教養科目の「表計算演習」を履修済み、、もしくはEXCELに対する同等以上のスキルを
有する者
EXCELの操作に自信がない学生は、事前に上記科目を履修しておくこと。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考・判断・想像力」◎　「知識・技能」○

授業科目名 データ数理演習 ／教養総合演習

授業担当者名 堀尾　正典

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

　　課題作成、および授業の振り返りとまとめを行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

　　点数化した一覧表から、各雇用条件の重みを計算することにより、自分が実はどの
雇用条件を重視しているのかを確認する。
　　・エクセルソルバーを用いた解法で各雇用条件の重みを計算
　　・重回帰分析で各雇用条件の重みを計算
　　・二つの結果を比較して分析を行う
第15回　学びへの振り返りとまとめ、学生受講結果アンケートの実施

第13回　数理的意思決定の実践1
　　「就職希望会社の選択基準決定などの事例」を使い、数理的な意思決定について学
ぶ
　　・考慮すべき会社雇用条件の洗い出し
　　・複数の会社を調査し、希望会社とその各雇用条件を点数化
第14回　数理的意思決定の実践2

第11回　重回帰分析と数理的意思決定
　　・重回帰分析
　　・標準化と寄与率
第12回　定式化と最適量
　　制約条件の定式化とソルバーによる解法について学ぶ。
　　・エクセルソルバーによる問題解決

用いて重回帰分析を学ぶ

べる」などの事例を用いて独立性の検定について学修する。
　　・独立性の検定（χ２検定）
　　・母比率、2標本2集団の検定など、幾つかの統計的な検定を、事例を通して学修す
る。
第10回　相関と回帰分析
　　「喫煙習慣と疾病など健康に関わる事例」「交通量と店の売上などのデータから出
店計画を考える」などの事例を用いて相関や回帰分析について学ぶ。
　　・相関、相関係数とは
　　・疑似相関
　　・回帰分析（線形単回帰分析）
　　「多様な広告媒体と売上の関係から効果的な広告は何かを推定する」などの事例を

第06回　統計的な推定とは

　　「評価に違いが出たアンケートについて、この結果が有意のある違いかどうかを調

　　・区間推定（信頼区間、信頼水準、Z推定、t推定）
　　・母平均の推定
第07回　事例による統計的推定
　　・母比率、母分散、標本数決定など、幾つかの統計的な推定を、事例を通して学修
する。
第08回　統計的な検定とは
　　「２つの小学校における児童の身長や体重データなどを用いて、その差が有意のあ
るものなのかどうかを統計的に意味づける」などの事例を用いて仮説検定について学
ぶ。
　　・仮説検定（p値、Z検定、t検定、F検定など）
第09回　事例による統計的検定（アンケート分析）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

時間外において、授業で実施した問題を自分の力でもう一度繰り返し挑戦するなどの復習
が重要になる。授業内容が十分に理解できなかった場合や進度に遅れがちの場合は特に十
分なフォロー学習（1時間以上）が必要になる。

　　区間推定の考え方を理解し、表計算ソフトを用いて使い方を学ぶ。

使用教科書 なし（授業内で参考となるデータファイルを配布する）



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　【講義】授業概要／授業の進め方(オリエンテーション)
　　　　　　　　①ボランティアとは何か
　　　　　　　　②ボランティアと社会的課題の関係性を考える　※ディスカッション
　　　　　　　　課題①これまで経験したボランティア活動の共有
第02回　【講義】日本のボランティアの実態を知り課題を考える
　　　　　　　　①日本のボランティアの実態

　　　　　　　　①世界のボランティアの実態
　　　　　　　　②日本のボランティアとの違いの発見　※ディスカッション
　　　　　　　　課題③海外のボランティア　調べ学習
第04回　【講義・演習】ボランティア活動をするにあたって必要な知識１
　　　　　　　　①挨拶とコミュニケーション(基本のコミュニケーションを身につけ

　　　　　　　　※保険加入
　　　　　　　　課題④自己理解とコミュニケーション

学生に対する評価の方
法

課題・演習レポート(30％)、ボランティア活動実践(個人・グループ)参画状況(ボラン
ティア計画書・ボランティア日報・ボランティア証明書・ボランティア先評価・ボラン
ティア報告書)(40％)、活動報告(個人・グループ)プレゼンテーション(30％)などにより
総合判断する。
ボランティア活動実践は学外の機関で行うため、本授業の再評価は実施しない。

　　　　　　　　[ボランティア活動希望調査]　※ディスカッション
　　　　　　　　課題②自己のボランティア活動をデザインする
第03回　【講義】世界のボランティアの実態を知り日本のボランティアとの違いを考え
る

る)

第05回　【講義・演習】ボランティア活動をするにあたって必要な知識２
　　　　　　　　①他者理解(他者を理解しようとする態度を身につける)
　　　　　　　　②ボランティア活動計画書について
　　　　　　　　課題⑤他者理解

授業の概要

本授業では、現代の日本がもつ社会的課題を探り、自ら考え行動する基礎力をつけ、実際
にボランティアとして活動し、活動を通して社会的課題解決のために自らが果たせる役割
に気づくことができる力を養う。
実際にボランティア活動を行うには、ボランティアを理解し、他者との関わり、適切なコ
ミュニケーションについて考える必要がある。そのため、授業内では必要な知識と技術を
実践的に学ぶものとする。実際のボランティア活動は夏休み期間等で各自計画的に実施、
報告書をもって報告する。個人活動・グループ活動ともに大切な学習機会であるので、他
者と協力し、意欲をもって積極的に行動する。加えて、各々のボランティア活動で得た経
験を受講者間で演習をもって共有する。
なお、活動後の活動報告会は後期に行う。他の授業の時間割に影響を与えることはない。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-4IND9-02

備考 管理栄養学部、メディア造形学部、ヒューマンケア学部

授業のテーマ及び到達
目標

日本には、親族や集落間で行われてきた結や強制力をもつ奉仕などの様々なボランティア
の形がある。近年多発する自然災害では多くの人々が駆けつけボランティアとして集まる
状況にあり、駆け付けボランティアを支える訓練されたボランティアが組織されてもお
り、社会的課題解決のためのボランティアが様々な機関において要請されている現状にあ
る。このように、ボランティアへの理解は深まっているが、理解の相違があったり、労働
と雇用の関係性のなかで有償ボランティアが創出されていたりする現状もある。
そこで、本授業では、①講義をもってボランティアを理解し、社会的課題を見出し、その
解決者としてのボランティアの役割を知る②講義演習をもってボランティア活動を実際に
行うために必要な知識と技術を得て、適切なコミュニケーションについて考える③各自が
実際にボランティア活動を実践する④個人の実践やグループ実践を演習をもって振り返り
を行う。
本授業の目標は、ボランティアについて幅広く学び、ボランティア活動に必要な知識技術
を身に付け、ボランティアとして社会活動に参加することで、社会のもつ課題を発見し、
その課題解決のために自らが果たせる役割に気づくことができる力を養うこととする。
なかでもボランティア活動実践では、 社会的課題に気付き、課題解決のための思考を経
て、積極的に行動することが大切である。社会的課題を自分事として想像力をもって考
え、課題解決には何が必要か判断し、多様な方々とのコミュニケーションを積極的にとる
ように心がける。
実践活動は複数分野で複数回行い、活動にあたっては自己改善を目指す。

ディプロマポリシーと
の関連

「協働力」○、「意欲・態度」◎

授業科目名 ボランティア演習

授業担当者名 石原　貴代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次（通年）



授業概要（シラバス）

※第14回・第15回は、各自が行ったボランティア活動、グループで行ったボランティア
活動を共有するまとめの演習授業です。14回までに、対象となるボランティア活動を終
えていること。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

　　　　　　　　①ボランティア活動実践報告会
　　　　　　　　(社会的課題の解決として、自らが実践したボランティア活動経験を
他者に分かりやすく伝える）
　　　　　　　　課題⑧個人活動報告書・グループ活動報告書の最終提出
　　　　　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

第14回　【演習】ボランティア活動内容の共有と社会的課題の解決方法について
　　　　　　　　①ボランティア活動実践検討会（よりよい課題解決について考える）
　　　　　　　　※グループディスカッション
　　　　　　　　※ボランティア活動実施報告書確認
　　　　　　　　※グループ活動報告書または作品集の提出
第15回　【演習】ボランティア活動実施報告会

しようとする意欲・態度を涵養する）(配布した様式で事前・事後の報告すること)。
※グループボランティア活動については、グループ内で協力・実施し、配布した様式で
事前・事後の報告することに加えて、14回までにグループ活動報告書または作品集など
を作成し、提出する。
※学外でのボランティア活動の実施にあたっては、授業で配布した様式で事前・事後の
報告をする。

　　　　　　　　②ボランティア活動実施計画書について
　　　　　　　　課題⑥事故予防

する（ボランティア活動実践においては、積極的に参加し、他者から学び、社会に貢献

　　　　　　　　①緊急時の対応を身につける
　　　　　　　　一次救命措置（心肺蘇生、AEDを用いた除細動、気道異物除去、医療
機関へ引き継ぐまで)
　　　　　　　　課題⑦一次救命措置の振り返り
第08回　【演習】ボランティア活動＋教員報告・相談、記録書の作成など
第09回　【演習】ボランティア活動＋教員報告・相談、記録書の作成など
第10回　【演習】ボランティア活動＋教員報告・相談、記録書の作成など
第11回　【演習】ボランティア活動＋教員報告・相談、記録書の作成など
第12回　【演習】ボランティア活動＋教員報告・相談、記録書の作成など
第13回　【演習】ボランティア活動＋教員報告・相談、記録書の作成など
※計18時間程度の個人ボランティア活動経験（夏休み等を利用）を各自で計画的に実施

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

日々の新聞やテレビなどのニュースから社会的課題を見出すように心がけ、その背景を探
り、見出した課題を解決するために自分には何ができるか、社会的課題の解決者として自
分ならどうすべきか（自分事）として思考しましょう。
ボランティアに必要な知識については、他者との関係性を常に意識し、学びを身に付ける
ようにしましょう。
グループ学習で感じたこと、考えたことはとても重要な事柄です。他者との係わりを体感
するなかで、その時にしか感じられないことがありますので、聞き取れた事柄や感じたこ
とをノート等に記録しておきましょう。
ボランティア実践においては、各自が見出した社会的課題に対するボランティア活動を計
画的に進めましょう。
SLセンターの利用の仕方を授業内でも行いますが、自ら進んでボランティアを探してみま
しょう。
ボランティア活動の実践に際しては授業内での注意事項を守り、安全に実施しましょう。
学外活動を行う際は、書類をもって連絡・報告をしてください。グループ活動ではミーテ
イング等も積極的に行いましょう。
また、海外の社会的課題やボランティアにも目を向けて思考するとよいでしょう。

第07回　【講義・演習】ボランティア活動をするにあたって必要な知識４

使用教科書 プリント等を配布する。

第06回　【講義・演習】ボランティア活動をするにあたって必要な知識３
　　　　　　　　①事故予防とけがの手当て（身近な事故を予防し応急手当の方法を身
につける）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

 ①授業への参加態度（15%）
 ②課題及びリアクションペーパー（35%）
 ③授業内容の理解度(50%)

以上の3点から総合的に評価する。
授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（授業のテーマと講義での到達目標、キャリアデザインとは）
＜第1部＞キャリアデザインと自己理解
第02回　大学生のキャリアデザイン（ライフキャリアとワークキャリア）
第03回　自己理解（自己分析と自己理解の促進）
第04回　他者理解と相互理解（他者分析と他者理解の促進）
第05回　コミュニケーション能力（傾聴力・伝える力・グループ討議力）
＜第2部＞職業とキャリア形成
第06回　働き方の選択（雇用されて働く、正社員・非正規社員、起業する、フリーラン
ス）
第07回　様々な職業と業種（企業とは、業種、職種、公務員）
第08回　職業の選択（自己理解と業界・企業・行政研究、ブラック企業）
第09回　職業とキャリア形成（就職活動、キャリアビジョン、ワークライフバランス、転
職のメリット・デメリット）
＜第3部＞働く目的と自己実現
第10回　何のために働くのか（働く目的、ウエルビーイング）
第11回　内的キャリアと外的キャリア（エンゲージメント、ワーキングライフ）
第12回　職業と自己実現（自己実現・使命、人生の目的）
第13回　自己実現に必要な能力（社会人基礎力、ホランドタイプと職業）
＜第4部＞まとめ
第14回　キャリアデザインの設定（キャリアビジョンとキャリアプランの設定）
第15回　授業内容のまとめと理解度確認、授業全体の振り返り（学生受講結果アンケート
の実施）

使用教科書 必要に応じて資料を配布する。

授業の概要

授業は主にパワーポイントを用いて講義形式と演習形式で行い、個人ワーク、ペアワー
ク、グループワーク、グループディスカッション、問題・課題解決学習などのアクティブ
ラーニングの要素を取り入れ展開する。第1部＜キャリアデザインと自己理解＞は、「職
業と自己実現」の土台づくりとして、キャリアデザイン、自己理解、他者理解、コミュニ
ケーションの知識を講義と実践で学ぶ。第2部＜職業とキャリア形成＞は様々な職業や働
き方、業種・職業・行政研究、職業の選択、キャリア形成について学び、「職業と自己実
現」の実践に結びつける。第3・4部＜働く目的と自己実現・まとめ＞では働く目的や自己
実現の理解、社会人として必要な能力を認識し、まとめとして将来自己実現するための
キャリアビジョン・キャリアプランを明確にしてキャリアデザインを描く。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-2IND9-03

備考

授業のテーマ及び到達
目標

「職業と自己実現」の目標は、キャリアデザイン、自己理解・他者理解、コミュニケー
ション能力、職業選択、キャリア形成、働く目的、自己実現、使命、問題・課題解決のプ
ロセスの知識を基礎として、個人ワーク、ペアワーク、グループワーク、グループディス
カッションなどの演習を行うことにより、学生自らが「職業と自己実現」について考え、
取り組むことができる「思考力・判断力・想像力」「意欲・態度」を育むことである。さ
らにキャリアデザインを描くことで、何事にも興味を持ち自ら積極的にチャレンジしてい
くことができる主体性を醸成する。
＜到達目標＞

 ①キャリアデザインに関する基本的事項を理解する
 ②自己理解・他者理解を促進する
 ③コミュニケーションの基本を理解しグループ討議力を高める
 ④様々な職業や働き方について理解を深め、職業選択能力を高める
 ⑤職業・人生のキャリアビジョンを明確にする
 ⑥「職業と自己実現」について理解する

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・想像力」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 職業と自己実現

授業担当者名 石井　邦博

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・授業内容の復習と次回授業の題材について調べ、ノートにまとめる（週120分）
・「職業と自己実現」の授業内容だけに限らず、日ごろから新聞、経済、企業、行政、書
籍、雑誌、インターネットなどの情報に目を通し、社会経済環境のトレンドに興味を持
ち、ディスカッションやディベートができるようにノートにまとめる（週120分）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

①授業への参加度・受講態度（30％）、③各回に提出するジャーナル（20％）、④最終課
題レポート（50％）
以上を総合的に評価する。
体験学習(授業内での演習を通して学ぶ)で進めるため、極力欠席をしないことを求められ
る。授業に取り組む姿勢・態度も重視する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　この授業での学び方を知る「体験から学ぶということ」
第02回　コミュニケーションプロセス　実習「流れ星」
第03回　自身のコミュニケーションの特徴を知る「効果的コミュニケーションの5つの要
素」
第04回　コミュニケーション実習「たずね・こたえ・観察する」
第05回　自分らしさ生かすコミュニケーション「アサーショントレーニング」
第06回　自己概念の明確化「わたしMap」
第07回　物事を捉える２つの視点「コンテントとプロセス」 実習「名画鑑賞」
第08回　自他を尊重する合意形成の実践　コンセンサス実習Ⅰ「新説・桃太郎」
第09回　自他尊重の関係を築くには　「価値観と人間関係」
第10回　意思決定の影響を実感する　コンセンサス実習Ⅱ「月で遭難したら」
第11回　意思決定の仕方とその結果起こることを理解する「意思決定とコンセンサスの意
義」
第12回　自分が果たす役割を試みる　課題解決実習「ブロックモデル」
第13回　自分を活かし他者を生かす関係づくり「PM理論」「シェアードリーダーシップ」
第14回　これまでの学びを活かして、自分らしく動く　問題解決実習「ポーカーピョン
虫」
第15回　学びの整理・確認をする「私らしいコミュニケーションとは」
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

＊前半（第1〜6回）は、自分自身の理解を深めることや1対1のコミュニケーションについ
て学ぶことを中心に進める。後半（第7〜14回）は、グループで様々なグループワークを
行うことにより、生きていく上では必須である集団におけるコミュニケーションについて
学び、授業の中で実際に自分を活かすこと他者を生かすことを試みる。
＊クラスの状況などにより予定を変更して行うこともある。

授業の概要

コミュニケーションとは、社会生活を営む人間が互いに意思や感情、思考を伝達し合うこ
とである。その方法は、言語（ことば）によるものもあれば、非言語のものもある。ま
た、人と人が集団や組織、及び個人で関わることを人間関係というが、前述のような社会
生活中で、良好な人間関係を築くためには、コミュニケーション能力が必要不可欠なもの
になる。
本授業は、体験学習型の授業を通して、自分自身の体験からコミュニケーションのプロセ
スや自身のコミュニケーションの特徴、スキルなどを実感的に学ぶ。その上で、様々なコ
ミュニケーションに関する概念が、どのようなことを述べているかを、自身の実感に重ね
て自分のこととして理解する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 201-3IND9-04

備考 定員を最大３６名とする

授業のテーマ及び到達
目標

コミュニケーションとはどのようなものであり、人間関係にどのような意味や役割を果た
しているかを概念的、体験的に理解する。その上で、今後の人生で自身のコミュニケー
ションを活かし自己実現を目指す力を養う。また、その時々の状況の中で、自分の気持ち
や思いに気づき、自分の思いや考えを相手に伝えること、また相手の気持ちを言語及び非
言語で受けとめることなど、具体的に自分自身のコミュニケーションスキルの向上を図
り、日常生活の中で活かせるようになることを目標とする。また、このことを通して自分
自身の周りに、誰もが自分らしく生きられ、それぞれが尊重される自他尊重の環境をつく
りあげる一人となることを目指す。

ディプロマポリシーと
の関連

「協働力」◎、「意欲・態度」○

授業科目名 コミュニケーション演習

授業担当者名 杉山　郁子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自分自身に目を向け、自ら学ぶ意欲を持ち、日常の自分の言動から自分自身の課題や目標
を明確にして、授業に臨む準備をする。
授業では様々なことに気づけるよう、自らの能力を十分に使い、積極的に試みをする。
毎回ふりかえり用紙に記述したこと、わかちあいで気づいたことをもとに、学んだことを
日常で実践することを意識し行動する。
事前学習は、自分自身の状況や学んできたことをふまえて、次の授業で取り組みたい人間
関係における自分の課題を具体的に考えておく。
事後学習は、授業内容に該当するテキストを読み、概念に沿って理解を深める。
＊これだけの時間が必要というものではないが、毎授業ごとに気づいたこと学んだこと
を、授業だけのこととおいておくのではなく、自己学習として日常で意識していくこと
が、最も自分のこととして身につく学習となる。

使用教科書
「『今ここ』を生きる人間関係」　グループファシリテーターの会Seeds監修　杉山郁子
編　ナカニシヤ出版
※　テキストではないが、各自A4フラットファイルをこの授業専用に用意すること



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

(1)授業内容を基にした製作作品の提出(12〜13回目頃の予定)（75%）
(2)毎時間の授業での作業や考察などの様子（25%）
これらから評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　光と水槽の水で生まれる映像や虹、教室をピンホールカメラにして見える
　　　　外の映像、などを見る。
第02回　水プリズムによる光の屈折と虹の観察。
第03回　影絵とパースペクティブ(透視画法，遠近法)が、同じ空間配置であることを
　　　　知るための実験と工作。
第04回　影絵とパースペクティブが、同じ空間配置であることを知るための実験と工作(2
回目)。
第05回　見る方向を変えると、異なる姿を現すような絵や影絵の制作。
第06回  紙の切りこみと折りによる立体の製作 。
第07回　紙の切りこみと折りによる立体の製作(2回目)
第08回　多種の星型を描く。
第09回　植物の葉の付き方とフィボナッツィ数列。
第10回　黄金分割について。
第11回　音楽の音階やリズム、日本の五七調などに現れる、共通の数的規則性。
第12回　万華鏡の一端から光を入れて，他端から出る光の像をスクリーンに映す。
第13回　シャボン膜と針金が作る形。
第14回　提出作品を皆で見ながら、今後の技法開拓を展望する。
第15回　樹脂膜と針金が作る形。 授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実
施）

使用教科書

使用しない。
授業で使うテキストや資料はその都度配布する。
テキストや資料の内容は、次のURLにも載せる。
http://haniu.a.la9.jp/nuas/index.html

授業の概要

主な具体的テーマは、
(1) 映像と関係する光学的実験。ピンホールカメラ、影絵、パースペクティブ(遠近法)、
立体視、鏡、などの実験と工作を、光学の基礎知識と照らし合わせながら、行う。
(2) 紙を折ったり切り込みを入れて立体を作る。これは，(1)の影絵やパースペクティブ
に生かせる。
(3) 星型の描き方、植物の葉の付き方、音楽の音階やリズム、などを調べて、それらに共
通に現れる数の規則性を知る。

授業中に時々必要になる計算は、数同士の＋−×÷程度。電卓も使える。ただし、小学校
以来習った算数や理科の知識を当たり前とせず、まっさらなところから考え直すような頭
の使い方が望ましい。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 221-1LIT1-11

備考
選択
※教養一般開放科目（映像メディア学科以外）
受講申請者が多い場合、受講者の人数制限を行う場合がある

授業のテーマ及び到達
目標

映像、音響、造形などから成るアートは、光、音、物体などから組み立てられるので、そ
れらから作品を設計製作するためには、光、音、物体などの基本的な性質を知っておくこ
とが大いに役立つ。この点でアートは、同じく自然現象の観察、実験、研究と関わってき
た自然科学や数学と共有するところが大きい。 この授業では、手作業や実験観察を通し
て、アートと数学や自然科学との結ばれ方に気づき、新たな表現技法を生み出すことを目
指す。
講師の話しを聞くだけでなく、実際に手を動かし創意工夫する経験を多く積むことを促
し、学生が今後のアート作品制作において、数学や自然科学との自分なりのかかわり方の
糸口を見つけることを、目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 アートとしての数学

授業担当者名 大内　雅雄

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎週、授業で行った工作や実験の作業をふりかえり、それらと理論や知識について、自分
なりの理解を一歩ずつ進めようとしてほしい(30分程度)。
その過程で、新たな疑問やアイディアも生まれてくるだろう。その結果が、評価の方法
(1)にある作品制作となるはずだが、作品制作は授業時間内には行わないので、授業時間
外に試行錯誤しながら制作するための時間が必要である。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

興味のある映画監督・俳優・スタッフを見つけ、その全作品を年代順に鑑賞してもらいた
い。そうすることで、自分なりの映画史も発見してほしい。週に映画を3本、6時間鑑賞す
ることが望ましい。

学生に対する評価の方
法

毎回の課題の提出状況（70%）、学期末のミニレポート（30%）で評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　講義：映画の誕生〜「編集」が生まれるまで
第02回　参考上映：1800年代〜1910年代の映画
第03回　講義：無声映画芸術〜トーキーの発展まで
第04回　参考上映：1920年代の映画
第05回　講義：戦後の映画
第06回　参考上映：1940年代〜1950年代の映画
第07回　講義：映画の新しい波（ヌーヴェル・ヴァーグ、アメリカン・ニューシネマ）
第08回　参考上映：1960年代の映画
第09回　講義：映画の新しい波（ニュー・ジャーマン・シネマ、ニューヨーク・イン
ディーズ）
第10回　参考上映：1970年代〜1980年代の映画
第11回　講義：映画の新しい波（中国語圏映画）
第12回　参考上映：1980年代の映画
第13回　講義：映画の新しい波（中東、イギリス、デンマーク、韓国）
第14回　参考上映：1990年代〜2000年代の映画
第15回　講義：映画の危機と未来（2010年代・2020年代）・学期末のミニレポート
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書 『映画史を学ぶクリティカル・ワーズ』（村山匡一郎＝編　2013年　フィルムアート社）

授業の概要
映画史の流れを追いながら、関連作品を取り上げ上映、鑑賞します。
毎回、取り上げた時代と鑑賞した映画についての課題を出すので、それを提出してもら
う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 221-1LIT1-10

備考

授業のテーマ及び到達
目標

芸術であり、娯楽であり、大きな影響力を持つマスメディアの１つである、映画。1895年
にリュミエール兄弟により映画というものが観客の前に姿を表すことによって誕生してか
ら、130年になろうとしています。映画がいかにして発展してきたかを、技術的、経済
的、美的といった複数の側面から捉えつつ、歴史的な流れを把握していきたいと思いま
す。映画のこれまでを知り、考察を深め、感性を磨くことで、これからの映画のあり方を
考えるとともに、どのように歩んでいくかを見つけるきっかけになればと思います。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 映画史

授業担当者名 日向　朝子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

日常から映像・写真作品を鑑賞することを習慣として欲しい。
毎回授業の復習を週1時間程度行えるようにしたい。

学生に対する評価の方
法

受講態度 30%
理解度確認（レポート課題）70%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　写真黎明期_ 写真以前 / 以後
第02回　写真黎明期_19世紀
第03回　ピクトリアリズム
第04回　フォト・セセッション（写真分離派）
第05回　ストレート・フォトグラフィ
第06回　20世紀初頭の芸術運動
第07回　ダダからシュールレアリスムへ
第08回　ドキュメンタリー_1
第09回　ドキュメンタリー_2
第10回　Contemporary Photographyからコンポラ写真へ
第11回　カラー / ファッション
第12回　多様化する写真表現_1
第13回　多様化する写真表現_2
第14回　2000年代以降の写真_1
第15回　2000年代以降の写真_2
　　　　理解度確認とフィードバック
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書 特に使用しない

授業の概要
写真の発明から現代までの流れを技法・表現手法、制作された作品と共に学ぶ。様々な手
法による表現・技術だけでなく、系統立て、写真が撮られた時代背景も踏まえながら写真
を観ることで作品を理解する力を身につける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 221-1LIT1-09

備考
選択
※教養一般開放科目（映像メディア学科以外）

授業のテーマ及び到達
目標

写真の発明以降、技術の発展と共に世の中で写真が担う役割、表現手法は大きく形を変え
てきた。スマートフォンの普及に伴い誰もが写真を撮ることができるようになった今、
「かつて」と「いま」における写真の在り方を辿りながら、改めて写真が持ち得る意味と
魅力を再確認することを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 写真史

授業担当者名 村上　将城

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜4年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業時間外もデザインの世界へ視野を拡げ、あらゆる事柄へ興味と関心を抱き、観察（観
ること）と考察（考えること）の意識を持ち続けることが肝要である。
それらと授業で紹介する内容とに多くの接点を見出せるよう努め、予復習をおこなうこ
と。（週90分）

学生に対する評価の方
法

①授業参画態度｜10%
②毎週の小レポート（気づきや意見）｜70%
③授業の節目に行なうレポート｜20%
以上、3点から授業の理解度を確認し、総合的に評価をおこなう。
アクティブラーニングの一環として、毎授業最後に10〜15分のQ&A（質疑応答）をおこな
う。
積極的かつ自発的な質問は高く評価し採点に加味する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　イントロダクション／デザインとは何か？①
第02回　デザインプロデュース①（谷口）
第03回　◇スペースデザイン①（金）
第04回　◇ビジュアルコミュニケーションデザイン①（柴田）
第05回　◇プロダクトデザイン①（関）
第06回　◇ビジュアルコミュニケーションデザイン②（尹）
第07回　◇デザインプロデュース②（井垣）
第08回　デザインとは何か？②
第09回　◇スペースデザイン②（原）
第10回　◇プロダクトデザイン②（黄）
第11回　◇ビジュアルコミュニケーションデザイン③（小林）
第12回　◇スペースデザイン③（山本あつし）
第13回　◇ビジュアルコミュニケーションデザイン④（名木山）
第14回　◇デザインプロデュース③（冨安）
第15回　デザインとは何か？③、学生受講結果アンケートの実施

◇＝オムニバス（デザイン学科専任教員によるリレー講座）

使用教科書
教科書は特に指定しない。
授業内で積極的に推薦図書を紹介していく。
図書館にも多くの良書があるので積極的に借りて「観て」「読んで」ほしい。

授業の概要

第01回はオリエンテーション、第02〜07と09〜14回はオムニバス形式でデザイン学科の教
員がそれぞれの専門分野について講義をおこなう。
（オムニバスの授業内容は入れ替わる可能性あり）
第08、15回はオムニバスの箇所で紹介されたデザインの役割について、グループディス
カッションを通じて理解を深める。
受講者はノートPCか携帯端末を使用して、授業で提供されるコミュニケーションシステム
に随時、質問や意見を投げかけ、教員との双方向のやりとりを積極的におこなうこと。
その参加姿勢が授業を構成する要因であることを知り、その関係を意識すること。

教員担当形態
オムニバス
（主担当：谷口 友帆）

ナンバリングコード 222-1DLG1-01

備考
※教養一般開放科目
（デザイン学科以外1〜4年次）

授業のテーマ及び到達
目標

デザインの幅広い領域について、その実務や生活、社会、産業との関わり、社会的使命な
どを元に解説する。現代における広範なデザイン活動の全容を掴むことを到達目標とす
る。

ディプロマポリシーと
の関連

【デザイン理論系科目】
知識・技能・表現◎

授業科目名 デザイン論

授業担当者名 谷口　友帆

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度
②レポート……授業内容に即した数回の中間レポートと最終レポートを作成し提出。
評価ウエートは①20％ ＋ ②(40％＋40％)で、総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス(授業のねらいと目標、運営方法などの説明)
＜PartⅠ　子どもに注がれる眼差し(子ども社会の歴史的考察) ＞
第02回　子どもはどうイメージされていたか　—アリエスの『子どもの発見』等の内容紹
介—
第03回　昔の日本の子ども像　—近世(江戸期)の社会と子ども　概観的講義
第04回　戦前の日本社会と子どものくらし①　概観的講義
第05回　戦前の日本社会と子どものくらし②　事例の考察
＜PartⅡ　戦後日本社会の発展・変容と子ども＞
第06回　戦後日本社会の鳥瞰図　—戦後日本をウォッチングする—
第07回　都市化と生活の近代化は子どものくらしをどう変えたか？①　—子どものくらし
の全体的風景—
第08回　都市化と生活の近代化は子どものくらしをどう変えたか？②　—遊びと学びの変
容—
第09回　子どもの生活(遊び)再考—DVDの映像を通してあるべき子どもの姿を考える
 　　　　(映像の内容を踏まえたディスカッション)
第10回　情報化の進展と子どものくらしの変容
第11回　近年の子どもをめぐる諸問題　—インターネット・スマホと子どもたち—
＜PartⅢ　世界の子どもたち＞
第12回　北欧社会と子どもたち　—DVDによるデンマークの事例紹介—
第13回　途上国の子どもたちの現在①　—途上国の子どもをめぐる諸問題の鳥瞰図—
第14回　途上国の子どもたちの現在②　—援助の事例—(DVDによる紹介とそれに基づき簡単
な
 　　　　ディスカッションする)
第15回　まとめと発展学修のためのガイダンス、学生受講結果アンケートの実施
※パワーポイントを使って講義する。また、できる限り報道記録や映画などDVDの映像を
取り入れ、
　ビジュアルに説明する。なお、この計画に従って展開するが、進度状況によっては一部
変更する
　場合がある。

授業の概要

授業の全体構成・展開は次のとおり。まず、「子ども」のイメージの変化(「子ども観」
の変遷)にふれつつ、前近代的(封建的)慣習が残る戦前の日本社会における子どものあり
ように注目する(PartⅠ)。次に、50年代から現在に至る戦後日本社会の発展・変容とそれ
に伴う子どもの生活世界の変化を追究する(PartⅡ)。さらに、世界的視野にたち世界の子
どもが抱える問題を鳥瞰するとともに、途上国の子どもの置かれた状況も考察する(Part
Ⅲ)。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-2SOC1-01

備考
子どもケア学科共通科目
※教養一般開放科目（子どもケア学科以外1〜4年次）

授業のテーマ及び到達
目標

当講座のテーマ :「社会環境の変化と子ども」子どもを取り巻く社会環境に光をあて子ど
もの生活世界の変容を広く考察する。当講座の目標 : 15講の(歴史的)考察を通して、多
面的かつより深く「子ども」のイメージを持てるようになること(広い視野に立って子ど
もと子どもにかかわる諸問題を考えられるようになること)、これが当講座の目標であ
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 子どもと社会

授業担当者名 釜賀　雅史

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1年次後期（子ケア、幼児）
3年次後期（児童）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

復習すること。課題にはしっかり取り組むこと。《より深く学ぶために》授業時に紹介さ
れる文献や資料などにできる限りあたってみること。(60分以上)

使用教科書
授業は配布資料・教材にしたがって進める。教科書は指定しないが、それぞれ具体的テー
マに即してその都度参考図書や資料等を紹介する。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

（授業の理解を深めるために）
毎回の担当者より提示される授業資料に事前に目を通し、十分理解できない点や疑問点等
をもって授業に臨むこと。
担当者ごとに授業後に課題が課されるので、授業資料に基づきながらも、自分自身の考え
を深め、まとめること。　(１時間)

学生に対する評価の方
法

各レポート課題を中心に各担当教員が下す成績評価の合計点で総合評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

5名の教員がそれぞれ専門の立場から講義する。具体的な内容は以下の通りである。

第01回　津金美智子……ガイダンス
第02回　杉浦康夫……　基礎医学の立場から人間の健康問題を取り上げつつ広くケアにつ
いて考える。
第03回　杉浦康夫……　第2回の続き
第04回　杉浦康夫……   第3回の続き
第05回　杉浦康夫……   第4回の続き
第06回　遠山久美子…   保健の領域の立場から人間のこころとそのケアのあり方を考え
る。
第07回　遠山久美子…   第6回の続き
第08回　遠山久美子…   第7回の続き
第09回　石垣儀郎……   福祉の領域の立場からヒューマンケアのあり方を考える。
第10回　石垣儀郎……   第9回の続き
第11回　石垣儀郎……   第10回の続き
第12回　赤嶺亜紀……   心理の領域の立場から社会の安全を考えるとともにケアのあり
方を考える。
第13回　赤嶺亜紀……　第11回の続き
第14回　赤嶺亜紀……　第12回の続き
第15回　津金美智子…　まとめと発展的学習のためのアドバイス　　学生受講結果アン
ケートの実施

使用教科書
各回、各担当が作成する配布教材・資料に基づき講義する。
第02回〜第05回（杉浦）では、「痛みの教育コンテンツ」（大阪大学医学部付属病院疼痛
医療センター）を使用する。https://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/cpm/education/

授業の概要
当講座は、ヒューマンケア学部の人材養成目的、及び、ディプロマポリシーに示す保健
（医学を含む）、福祉、心理の諸領域から多面的にヒューマンケアのあり方が論じられ
る。

教員担当形態 オムニバス方式 ナンバリングコード 230-1BAS1-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

本講座は4年間のスタートに当たり学ぶべき当学部の象徴科目である。その目標は、「人
間」そのものについて、そしてそのケアの真のあり方についてよく考え、自分なりの基本
イメージをもつことができるようになることである。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 ヒューマンケア論

授業担当者名 津金　美智子、杉浦　康夫、石垣　儀郎、遠山　久美子、赤嶺　亜紀

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

（授業の理解を深めるために）
授業前にMoodleに提示される授業資料に事前に目を通して、理解に課題のある点や疑問点
等をもって授業に臨むこと。
受講後、担当者ごとに課題が課されるので、授業資料に基づいて、自分なりの考えをまと
めること。(１時間)

学生に対する評価の方
法

各担当教員が課すレポート課題の成績の合計点で評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

５名の教員がそれぞれ専門の立場から3時間講義する。具体的な内容は以下の通りであ
る。
第01回　津金美智子……ガイダンス
第02回　近森けいこ…… 健康教育の視点から子どもケアのあり方を考える。
第03回　近森けいこ…… 第02回の続き
第04回　近森けいこ…… 第03回の続き
第05回　大島光代　…… 特別支援教育の視点から子どもケアのあり方を考える。
第06回　大島光代　…… 第05回の続き
第07回　大島光代　…… 第06回の続き
第08回　津金美智子…… 保育・幼児教育の立場から子どもケアのあり方を考える。
第09回　津金美智子…… 第08回の続き
第10回　津金美智子…… 第09回の続き
第11回　遠山久美子…… 広く学校教育の観点から子どもケアのあり方を考える。
第12回　遠山久美子…… 第11回の続き
第13回　遠山久美子…… 第12回の続き
第14回　津金美智子……子どもケアに関するテーマに関する特別授業
第15回　津金美智子……まとめと発展的学習のためのアドバイス　学生受講結果アンケー
トの実施

使用教科書 各授業時、各担当者による資料に基づいて授業を行う。

授業の概要

本講座は「ヒューマンケア論」と同様、学部の象徴科目である。0歳から18歳までの子ど
ものケアのあり方を、健康教育の視点から、あるいは保育・幼児教育や特別支援教育の立
場から、さらに広く学校教育の観点から、多面的に考察する。それらの考察を通じて「子
どもとは何か」「子どもケアとは何か」を考える。

教員担当形態 オムニバス ナンバリングコード 230-1BAS1-02

備考

授業のテーマ及び到達
目標

本講座は前期開講の「ヒューマンケア論」を踏まえるもので、その主たるねらいは、主要
領域において子どもとそのケアをどう受け止めるかについて考えるとともに、あわせてそ
れら主要領域のカリキュラム全体における位置取りを理解することにある。それは当学部
の教育理念の理解に通じるものである。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子どもケア論

授業担当者名 津金　美智子、近森　けいこ、大島　光代、遠山　久美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習として、教科書をよく読んでおきましょう（各授業回に関連した教科書の対象章は、
授業計画に記載）。また、授業中はノートを用意して、板書だけでなく口頭での説明につ
いても書き取り、まとめておきましょう。復習として、リフレクションを提出しましょ
う。リフレクションでは、授業で学んだことを踏まえ、自分で考えたり調べたりしたこと
を記入しましょう(60分以上)。日常生活でも、子育てや子どもの教育に関する話題に目を
向け、新聞やニュース記事などを読みましょう。

学生に対する評価の方
法

ノート提出　60%
リフレクション　40%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　保育とは何か？（第1章，第7章）
第02回　日本の保育の現状と課題 子育てにまつわるデータから（第2章，第6章）
第03回　日本の保育制度の現状と課題 （第3章，第10章）
第04回　子育てと出会うとき
第05回　世界の子育て 日本の子育て 子育ての文化的差異について考える　DVD視聴
第06回　世界の子育て 日本の子育て 子育ての文化的差異について考える
第07回　日本の保育・幼児教育の歴史から現在の多様な保育制度について考える（第14
章）
第08回　日本の保育・幼児教育の歴史から現在の多様な保育制度について考える（第14
章）
第09回　日本の子育て支援制度
第10回　世界の保育・幼児教育の歴史から子育てや子ども観について考える（第12章）
第11回　世界の保育・幼児教育の歴史から子育てや子ども観について考える（第13章）
第12回　保育施設および保育者の役割（第6章，第15章）
第13回　社会的養護
第14回　保育者の職業倫理（第11章）
第15回　保育者の専門性（第11章）　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

教科書：吉田貴子他編著 「新・保育実践を支える 保育の原理」福村出版
参考書：厚生労働省編集「保育所保育指針解説」＜平成30年3月＞フレーベル館
　　　　文部科学省著「幼稚園教育要領解説」＜平成30年3月＞フレーベル館
　　　　内閣府・文部科学省・厚生労働省著「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解
説」＜平成30年3月＞フレーベル館

授業の概要

この授業は、パワーポイントを用いて資料を提示する講義形式を基本とするが、知識を詰
め込むだけでなく、教科書や資料等の情報をもとに自分の考えを言語化し、他者との意見
交換もおこなう。
第05回目までは、子育てに関する調査・研究のデータを読み解きながら授業を進める。第
06回〜第09回では、保育制度や子育て支援制度についての概要を理解する。第10回〜第12
回は、ヨーロッパ、アメリカ、中国、アフリカといった他国の子育てについて、視聴覚教
材等も利用しながら見識を深める。第13回〜第15回では、子どもの健やかな育ちを支える
教育者として必要な専門的知識や倫理観を身に付けていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1PED1-01

備考
子どもケア専攻：1年次
児童発達教育専攻：2〜3年次

授業のテーマ及び到達
目標

子どもを育てる営みをテーマに、日本の子育て世帯の現状や課題、保育制度の内容に加
え、世界における子育ての歴史や文化的背景、子育ての支援について学ぶ。また、これら
の知識をもとに、保護者や保育者、子どもといった多角的な視点で物事を捉え、子育てや
保育について自分の考えを持ちながらも、目の前の子どもとのかかわりにおいて、最善を
尽くすために試行錯誤する態度を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子育ての原理

授業担当者名 加藤　望

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習として、教科書をよく読んでおきましょう（各授業回に関連した教科書の対象章は、
授業計画に記載）。また、授業中はノートを用意して、板書だけでなく口頭での説明につ
いても書き取り、まとめておきましょう。復習としては、小テストのための勉強をした
り、課題レポートに取り組んだりしましょう。課題レポートでは、授業で学んだことだけ
でなく、自分で資料を調べてわかったことも記入しましょう(60分以上)。

学生に対する評価の方
法

ノート提出　60%
小テスト（授業内実施）　40％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　保育とは何か？（第1章，第7章）
第02回　日本の保育の現状と課題 子育てにまつわるデータから（第2章，第6章）
第03回　日本の保育制度の現状と課題 （第3章，第10章）
第04回　子育てと出会うとき
第05回　世界の子育て 日本の子育て 子育ての文化的差異について考える　DVD視聴
第06回　世界の子育て 日本の子育て 子育ての文化的差異について考える
第07回　日本の保育・幼児教育の歴史から現在の多様な保育制度について考える（第14
章）
第08回　日本の保育・幼児教育の歴史から現在の多様な保育制度について考える（第14
章）
第09回　日本の子育て支援制度
第10回　世界の保育・幼児教育の歴史から子育てや子ども観について考える（第12章）
第11回　世界の保育・幼児教育の歴史から子育てや子ども観について考える（第13章）
第12回　保育施設および保育者の役割（第6章，第15章）
第13回　社会的養護としての子育て
第14回　保育者の職業倫理（第11章）
第15回　保育者の専門性（第11章）　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

教科書：吉田貴子他編著 「新・保育実践を支える 保育の原理」福村出版
　　　　厚生労働省編集「保育所保育指針解説」＜平成30年3月＞フレーベル館
　　　　文部科学省著「幼稚園教育要領解説」＜平成30年3月＞フレーベル館
　　　　内閣府・文部科学省・厚生労働省著「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解
説」＜平成30年3月＞フレーベル館

授業の概要

この授業は、パワーポイントを用いて資料を提示する講義形式を基本とするが、知識を詰
め込むだけでなく、教科書や資料等の情報をもとに自分の考えを言語化し、他者との意見
交換もおこなう。
第05回目までは、子育てに関する調査・研究のデータを読み解きながら授業を進める。第
06回〜第09回では、保育制度や子育て支援制度についての概要を理解する。第10回〜第12
回は、ヨーロッパ、アメリカ、中国、アフリカといった他国の子育てについて、視聴覚教
材等も利用しながら見識を深める。第13回〜15回では、子どもの健やかな育ちを支える保
育者として必要な専門的知識や倫理観を身に付けていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1PED1-01

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

子どもを育てる営みをテーマに、日本の子育て世帯の現状や課題、保育制度の内容に加
え、世界における子育ての歴史や文化的背景、子育ての支援について学ぶ。また、これら
の知識をもとに、保護者や保育者、子どもといった多角的な視点で物事を捉え、子育てや
保育について自分の考えを持ちながらも、目の前の子どもとのかかわりにおいて、最善を
尽くすために試行錯誤する態度を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子育ての原理

授業担当者名 加藤　望

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習、復習により、学んだことを定着させるとともに、さらに自身での学習を深めるよう
にしてください。(60分以上)

学生に対する評価の方
法

①講義対象領域の理解度(80%)
②講義への参画態度など(20%)
以上２点から総合的に評価する

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　保健活動の意義と目的
第02回　子どもの出生と母子保健の意義
第03回　現代社会における子どもの健康に関する現状と課題
第04回　子どもの身体発育と運動機能の発達
第05回　子どもの生理機能の発達と生活習慣
第06回　子どもの健康状態の把握
第07回　子どもの体調不良への対応
第08回　子どもの感染症の特徴
第09回　感染症の特徴と予防
第10回　事故やケガ、急性疾患への対応
第11回　アレルギーに対する対応
第12回　先天性疾患、慢性疾患への対応と支援制度
第13回　保護者との情報共有と家族支援
第14回　子どもの健康診断と関係機関との連携
第15回　総括と追加、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
小林　美由紀　著　子どもの保健テキスト　　改訂第3版　診断と治療社
「母子健康手帳（教材用見本）」母子保健事業団

授業の概要
子どもの発育と発達、子どもの発達にかかわる保健の意義、かかわり方などについて基本
的事項を学ぶ

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1HEA1-02

備考 幼児保育専攻、児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

子どもたちが健全な身体と人間性を獲得し社会に巣立つ上で、保健活動の果たすべき役割
は大きい。子どもたちの健やかな成育を支援する上で、保育士や教諭による保育や学校の
現場での保健活動は非常に重要となる。子どもの健全な「成育」過程と、この時期に起こ
りがちな問題や障害を理解し、保育士・教諭として対応できるようになることが目標であ
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子どもの保健

授業担当者名 成瀬　美恵

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスあるいは授業時に示される次回授業で扱われる事項について予習する（週90分）
授業時に生じた疑問点等について自分で調べ、ノート等にまとめる（週90分）

学生に対する評価の方
法

①授業への出欠席、参画態度（30％）
②授業内容の理解度確認およびレポートなどの提出物（70％）
レポートは授業日に提出する。ただし、毎授業ではない。その内容は、授業内で取り扱っ
た事柄を中心に自分で考えた意見を述べることを心がけてほしい。授業態度は、参加の意
欲を評価の中心とする。グループワークや意見表出の際、積極的に取り組むことが望まし
い。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　社会福祉の理念と概念
第02回　社会福祉の歩み・歴史的変遷
第03回　福祉の歴史（1）日本の歩み
第04回　福祉の歴史（2）諸外国
第05回　社会福祉における子ども観の変遷
第06回　子どもの福祉と生活（1）子どもの施設と種類
第07回　子どもの福祉と生活（2）専門職と相談援助機関
第08回　前半のまとめと理解度確認
第09回　社会福祉の現状（1）貧困
第10回　社会福祉の現状（2）子ども虐待
第11回　障害児者の福祉
第12回　高齢者の福祉
第13回　社会福祉の援助と方法
第14回　福祉現場実践の動向と展望
第15回　まとめと理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 「援助者を目指す人の社会福祉」創成社

授業の概要

現代社会の福祉分野に関わる様々な課題について、その原因や背景を正しく理解して問題
点を抽出する力を身につける。また、子どもケア分野とのかかわりについて、各分野の専
門職連携を視野に入れながら実践的に理解し、専門職としての役割や機能を確認する。さ
らに、グローバル社会を見据えた福祉課題にも着目し、求められる社会的な役割について
も考察する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1WEL1-01

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

現代社会における福祉分野の課題について、その原因や背景を知るとともに、自分たちが
生活している暮らしとのかかわりを正しく理解できる力をつけることを目指す。そのうえ
で、子どもケアに関わる専門職としての役割や機能を認識し、どのように実践していくか
を考察する能力を獲得できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 社会福祉論

授業担当者名 石垣　儀郎

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

授業科目名 子どもの福祉

授業担当者名 石垣　儀郎

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1・3年次後期

授業の概要

授業の構成、並びに展開は次の通りである。
社会における「子ども」の実態を把握し、政策と事実を把握する。
次に、把握した事実をもとに子ども福祉の「概要」を学習し理解する。また、子ども福祉
の対象は「すべての子ども」であることが理解できるように展開する。その中においても
とりわけ、貧困児童、被虐待児童や発達障害児童など、専門的支援が必要な子どもに対し
て、どのような制度の活用と専門性が必要であるのかを講義を通して学習し実践で活用で
きるよう知識を習得する。
子どもの福祉は、子どもに特化した福祉の「講義」であるため社会的な「子ども」のあり
ようを意識して行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1WEL1-02

備考
幼児保育専攻：1年次
児童発達教育専攻：3年次

授業のテーマ及び到達
目標

ヒューマンケア学部の教育目標と対人援助（教師、保育士など）において社会に貢献でき
る人材となるため、下記の3つの到達目標を掲げる。
1.社会福祉領域における「子ども福祉」について、その内容と国の政策を理解する。
2.子ども福祉の実態と内容を理解し、実践応用可能な知識を身に着ける。
3.講義を通して、子どもと子育てを行う大人が福祉を必要とする実情を把握し理解するこ
とができるようになる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

レポートテーマに合わせて、週90分程度の学修。
テキスト、授業で配布する資料を良く読むこと。
専門用語を調べて、理解できるように事前学習すること。
子どもの問題は、大人を含む社会全体の問題であることを前提として「なぜ」「いかに」
と「考える」習慣と学習の仕方を身に着けるけるよう勧めます（週90分）。

学生に対する評価の方
法

授業への出欠席および、参画態度20％　　レポート提出30％　　理解度確認50％
レポートは授業日に提出する。ただし、毎授業ではない。その内容は、授業内で取り扱っ
た事柄を中心に自分で考えた意見を述べることを心がけてほしい。授業態度は、参加の意
欲を評価の中心とする。グループワークや意見表出の際、積極的に取り組むことが望まし
い。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　「子どもの福祉」とは何を学ぶのか　1.理念と概念
第02回　「子どもの福祉」とは何を学ぶのか　2.実態と実践
第03回　子ども福祉を担う支援者の倫理と責務
第04回　子ども福祉の構造と子ども観
第05回　子どもの悩み・子どもの暮らし
第06回　子ども福祉からみる、被虐待児童の理解と支援　1.虐待の実態
第07回　子ども福祉からみる、被虐待児童の理解と支援　2.被虐待児童の支援
第08回　前半までのまとめと理解度確認
第09回　子ども福祉からみる、発達障害児童の理解と支援　1.発達障害児童の実態
第10回　子ども福祉からみる、発達障害児童の理解と支援　2.発達障害児童の支援
第11回　「子ども」支援の方法　1.児童福祉施設
第12回　「子ども」支援の方法　2.児童福祉で働く職種と役割
第13回　子どもを育てる「親」への支援の方法　1.虐待に至らないために
第14回　子どもを育てる「親」への支援の方法　2.社会的養護との連関
第15回　理解度確認と全体のまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 「新・子ども家庭福祉」（教育情報出版）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度
②レポート……授業内容に即した数回の中間レポートと最終レポートを作成し提出。
評価ウエートは①20％ ＋ ②(40％＋40％)で、総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス(授業のねらいと目標、運営方法などの説明)
＜PartⅠ　子どもに注がれる眼差し(子ども社会の歴史的考察) ＞
第02回　子どもはどうイメージされていたか　—アリエスの『子どもの発見』等の内容紹
介—
第03回　昔の日本の子ども像　—近世(江戸期)の社会と子ども　概観的講義
第04回　戦前の日本社会と子どものくらし①　概観的講義
第05回　戦前の日本社会と子どものくらし②　事例の考察
＜PartⅡ　戦後日本社会の発展・変容と子ども＞
第06回　戦後日本社会の鳥瞰図　—戦後日本をウォッチングする—
第07回　都市化と生活の近代化は子どものくらしをどう変えたか？①　—子どものくらし
の全体的風景—
第08回　都市化と生活の近代化は子どものくらしをどう変えたか？②　—遊びと学びの変
容—
第09回　子どもの生活(遊び)再考—DVDの映像を通してあるべき子どもの姿を考える
 　　　　(映像の内容を踏まえたディスカッション)
第10回　情報化の進展と子どものくらしの変容
第11回　近年の子どもをめぐる諸問題　—インターネット・スマホと子どもたち—
＜PartⅢ　世界の子どもたち＞
第12回　北欧社会と子どもたち　—DVDによるデンマークの事例紹介—
第13回　途上国の子どもたちの現在①　—途上国の子どもをめぐる諸問題の鳥瞰図—
第14回　途上国の子どもたちの現在②　—援助の事例—(DVDによる紹介とそれに基づき簡単
な
 　　　　ディスカッションする)
第15回　まとめと発展学修のためのガイダンス、学生受講結果アンケートの実施
※パワーポイントを使って講義する。また、できる限り報道記録や映画などDVDの映像を
取り入れ、
　ビジュアルに説明する。なお、この計画に従って展開するが、進度状況によっては一部
変更する
　場合がある。

授業の概要

授業の全体構成・展開は次のとおり。まず、「子ども」のイメージの変化(「子ども観」
の変遷)にふれつつ、前近代的(封建的)慣習が残る戦前の日本社会における子どものあり
ように注目する(PartⅠ)。次に、50年代から現在に至る戦後日本社会の発展・変容とそれ
に伴う子どもの生活世界の変化を追究する(PartⅡ)。さらに、世界的視野にたち世界の子
どもが抱える問題を鳥瞰するとともに、途上国の子どもの置かれた状況も考察する(Part
Ⅲ)。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-2SOC1-01

備考
子どもケア学科共通科目
※教養一般開放科目（子どもケア学科以外1〜4年次）

授業のテーマ及び到達
目標

当講座のテーマ :「社会環境の変化と子ども」子どもを取り巻く社会環境に光をあて子ど
もの生活世界の変容を広く考察する。当講座の目標 : 15講の(歴史的)考察を通して、多
面的かつより深く「子ども」のイメージを持てるようになること(広い視野に立って子ど
もと子どもにかかわる諸問題を考えられるようになること)、これが当講座の目標であ
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 子どもと社会

授業担当者名 釜賀　雅史

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1年次後期（子ケア、幼児）
3年次後期（児童）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

復習すること。課題にはしっかり取り組むこと。《より深く学ぶために》授業時に紹介さ
れる文献や資料などにできる限りあたってみること。(60分以上)

使用教科書
授業は配布資料・教材にしたがって進める。教科書は指定しないが、それぞれ具体的テー
マに即してその都度参考図書や資料等を紹介する。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自己学習　（予習・復習等の内容・時間） 共通テーマについては事前に自分なりに検討
し、授業に臨んでほしい。(60分以上)

学生に対する評価の方
法

教員ごとに設定された評価基準(授業への参画態度＋レポート評価またはプレゼンテー
ション評価)で100点満点で評価し、その平均点をもって当演習の成績評価とする。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

〇講師ごとの授業のねらいと概要

・石井… 学びの基本スキル　大学でのPC活用　（電子黒板の使い方、ロイロノート・ス
クールの活用、生成AIの利用の仕方）
・石原 … 実践的学びの勧め　ボランティアへの誘い(ボランティアの実践例の紹介)
・酒井 … ディスカッションを通して教師としての基本姿勢(心構え)を考えさせる
・藤井… 学びの基本スキル　大学生活における健康管理、レポート作成上のマナー
・山本(恭)  … 学生生活と情報機器　SNSの留意点

〇授業展開
第01回　ガイダンス
第02回〜第13回　4名の教員が各グループを3時間ずつ担当し、指導する。
第14回　情報倫理とリテラシーに関して、特別指導を行う(山本担当)。
第15回　講座のまとめ、学生受講結果アンケートの実施

※ほとんどの回で事前準備(グループ作業)が求められる。なお、詳細な授業計画は初回の
ガイダンス時に配布する。

使用教科書 担当者ごとに配布する教材・資料に基づいて授業する。

使用教科書 担当者ごとに配布する教材・資料に基づいて授業する。

授業の概要
上記授業テーマ及び到達目標の達成のために、複数の教員がオムニバス方式で演習指導を
行う。

教員担当形態
オムニバス
（主担当：酒井多香子）

ナンバリングコード 230-4INT1-01

備考 子どもケア専攻、児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本授業は、子どもケア学科の導入教育として位置づくものである。その目標は、専門教育
に臨むにあたって前提となる、学習上の基本スキルの能力から、情報収集法、レポート作
成とそのマナー、プレゼンテーション、ディスカッションなどを習得するとともに、主体
的な学びの姿勢(心構え)を身に付けることにある。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 子どもケア基礎演習

授業担当者名 酒井　多香子、山本　恭子、石原　貴代、石井　鈴一、藤井　佳代子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

共通テーマについては事前に自分なりに検討し、授業に臨んでください。各回の授業にお
ける自己学習の時間は、おおよそ1時間程度です。予習と復習の内容は、ガイダンス時に
配付された資料やムードルで示します。(60分以上)

学生に対する評価の方
法

教員ごとに設定された評価基準(授業への参画態度＋レポート評価またはプレゼンテー
ション評価)で100点満点で評価し、その平均点をもって当演習の成績評価とする。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

〇講師ごとの授業のねらいと概要
・加古 … ワークショップ＜発想力を高めよう＞
　　　  　子どもケアセンターの見学＜子育て支援施設ならではの工夫を見つけよう＞
　　　  　図書館利用ガイダンス
・横井 … 対人援助の基礎　ロールプレイでコミュニケーションの基本を学ぶ
・藤井(佳) … コミュニケーションについて、レポートの書き方、感染症対策について
・石原 … 実践的学びの勧め　ボランティアへの誘い(ボランティアの実践例の紹介)
・山本(恭) … 学生生活と情報機器　SNSの留意点

〇授業展開
第01回　全体ガイダンス、子どもケアセンター利用ガイダンス
第02回〜第13回　4名の教員が各グループを3時間ずつ担当し、指導する。
第14回　情報倫理とリテラシーに関して、特別指導を行う(山本担当)。
第15回　講座のまとめ、学生受講結果アンケートの実施
詳細な授業計画は初回のガイダンス時に配布する。

使用教科書 担当者ごとに配付する教材・資料に基づいて授業する。

授業の概要
上記授業テーマ及び到達目標の達成のために、複数の教員がオムニバス方式で演習指導を
行う。

教員担当形態
オムニバス
（主担当：加古有子）

ナンバリングコード 230-4INT1-01

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本授業は、子どもケア学科の導入教育として位置づくものである。その目標は、専門教育
に臨むにあたって前提となる、学習上の基本スキル（ノートテーク[聞取り・読取り→ま
とめる]の能力から、情報収集法、レポート作成とそのマナー、プレゼンテーション、
ディスカッションなど）を習得するとともに、主体的な学びの姿勢(心構え)を身に付ける
ことにある。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 子どもケア基礎演習

授業担当者名 加古　有子、山本　恭子、石原　貴代、横井　直子、藤井　佳代子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

以下の5点で総合評価する。
①事前研修およびブリスベンでの講義やアクティビティなどへの取り組み（20%）
②現地での英語研修の評価（20%）
③チャイルドケアセンターまたはスペシャルスクールにおけるインターンシップの評価
（20%）
④SDGsに関する研修の評価（20％）
⑤現場体験の報告会と研修レポートの評価（20%）
再評価は実施しない。
事前研修（後期に実施）
英語レッスン（イングリッシュラウンジ など）（6回）＜鈴木薫＞
オーストラリア事情に関する事前研究・渡航に関する手続と準備（4回）＜鈴木薫・赤嶺
亜紀＞
前年度参加者によるアドバイス会（1回）＜鈴木薫・赤嶺亜紀＞
子どもおよび大学生との交流のための準備（1回）＜鈴木薫・赤嶺亜紀＞
危機管理セミナー・海外旅行保険説明・各種登録指導（3回）＜鈴木薫・赤嶺亜紀＞

海外研修（5週間）
グリフィス大学での研修
英語レッスン
講義 1.オーストラリアの教育制度(スクールナース制度も含む)
         2.オーストラリアの子どもケアシステム
         3.オーストラリアの生活文化
         4.エコセンターでの環境学習

視察・現場体験など
見学：小学校など(クラス運営、スクールナース制度の実際を見学)
現場体験:  チャイルドケアセンターまたはスペシャルスクールにおける現場体験(イン
ターンシップ) 約1週間
アボリジニ文化体験
現地大学生との交流
エコセンターでのアクティブラーニング
オーガニックファームでの体験学習
森林 ・ビーチ・サンゴ礁などにおける体験学習
動物保護区訪問

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

授業の概要

オーストラリアのブリスベンにあるグリフィス大学での英語レッスンや諸講義、現地の
チャイルドケアセンターまたはスペシャルスクールでの現場体験(インターンシップ)を織
り込んだ実践的研修、 SDGsに関わる研修からなる約5週間の海外研修を行う。事前授業で
は、留学生チューターと英語で交流するイングリッシュラウンジ、渡航の手続と準備、前
年度研修参加者からのアドバイス会、現地での実習や交流会のための準備、SDGs理解のた
めのアクティブラーニングなどを行う。また研修終了後には、現場体験の報告会と研修レ
ポートの提出が求められる。

教員担当形態 複数 ナンバリングコード 230-2PRA2-03

備考 後期終了後(5週間)、国内での事前および事後研修あり

授業のテーマ及び到達
目標

この海外特別演習は、グローバルな視野と多文化共生への理解に立った専門職業人を育成
するため、次の3点を目標としている。①現場見学及び諸施設での現場体験(インターン
シップ)を踏まえ、オーストラリアの教育制度・子どもケアのシステムを理解する。②
ホームステイを通して異文化体験を行い、オーストラリアの生活文化と日本のそれとの違
いを理解する。③持続可能な開発目標（SDGs: Sustainable Development Goals）を十分
に理解し、多文化共生社会においてSDGs達成に貢献できる能力を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、　「協働力」〇

授業科目名 子どもケア海外特別演習

授業担当者名 鈴木　薫、赤嶺　亜紀

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜2年次（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

現地での研修に先立ち、日頃から英語学習を心がけ、それぞれの問題に対する関心に即し
て文献等によりオーストラリアに関する理解を深めておくこと。(60分以上)

使用教科書 教材は、事前研修、現地での英語研修および講義、見学、実習ごとに配布される。

事後研修（海外研修後に実施）
現場体験の報告会と研修レポートの提出（学生受講結果アンケートの実施）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

日常の新聞記事などで関係する事項に注目し、時には話題を提供しながら進めていく。
授業後には授業内容の概要、感想、疑問点をレポートとして提出すること。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業内容の理解度により評価する。
参画態度（レポート内容）も考慮に入れる。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　衛生学概論（1）衛生学の歴史
第02回　衛生学概論（2）衛生・環境関連法令のあらまし
第03回　地球環境問題　地球温暖化、オゾン層破壊、生物多様性
第04回　母子保健　出生、乳児死亡、周産期死亡
第05回　母子保健活動と行政
第06回　化学物質の人体への影響（1）化学物質と環境評価　公害病、水俣病
第07回　化学物質の人体への影響（2）アスベスト、内分泌かく乱化学物質
第08回　放射線による健康障害、原子力の平和利用、原子力発電と事故、法的規制
第09回　疾病予防と健康管理　生活習慣病対策、予防接種（勧奨接種、任意接種）
第10回　疾病の予防（1）結核、HIV、ATL、ウイルス性肝炎、性感染症
第11回　疾病の予防（2）麻疹、風疹、新型インフルエンザ
第12回　動物と人とのかかわり　人畜共通伝染病、狂犬病、鳥インフルエンザなど
第13回　食品と健康（1）食中毒（自然毒、化学物質、病原微生物、寄生虫）
第14回　食品と健康（2）食の安全と安心　食品添加物、異常プリオン(BSE)
第15回　理解度確認と全体のまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
「シンプル衛生公衆衛生学」（南江堂）を基に、必要な資料、プリント等を配布して行
う。

授業の概要

衛生学の歴史から、地球、身の回りの自然環境、他の生物との関わりとそれにより起こる
病気、食中毒など日常の生活環境で欠かせない、また知っておかなければならない事を学
ぶ。養護教諭の教育現場ではこの知識を基にして教育内容を作ることができるようにす
る。授業の最初に学ぶべき課題を示し、内容の理解を図る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1HPM1-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

人が生活をするために関わっている環境とその対策はどのようなものなのかを学ぶことが
衛生学である。本講義では、人の生活が快適で健康的であるためには、なにが必要であ
り、何を求めていくのかを学ぶ。学校で養護教諭として教育現場で働くうえでの指標に
なっていることの根拠を知ることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」 ◎、「思考力・判断力・創造⼒」 〇

授業科目名 衛生学

授業担当者名 篠田　晃

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

新聞、雑誌、テレビなどのマスコミがとりあげる衛生学・公衆衛生学上のニュースやト
ピックスに関心をもって注目し、そのスクラップを作ったり、メモ書きをする習慣を身に
つける。
授業後には授業内容の概要、感想、疑問点をレポートとして提出すること。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

レポートと授業内容の理解度により総合評価する。
参画態度（レポート内容）も考慮する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　公衆衛生の概念（1）公衆衛生の考え方と活動
第02回　公衆衛生の概念（2）公衆衛生の歴史
第03回　環境と健康　健康の定義、生態的環境、生物学的環境
第04回　健康の指標（1）人口問題、国勢調査、人口静態統計、高齢化対策
第05回　健康の指標（2）母子保健、生殖医療
第06回　健康の指標（3）人口動態統計、出生、死亡、受療状況
第07回　生活習慣病の現状（1）悪性新生物、脳血管疾患
第08回　生活習慣病の現状（2）心疾患、肝疾患、糖尿病
第09回　感染症対策（1）人類と感染症の歴史、感染症の要因と伝播様式
第10回　感染症対策（2）新興・再興感染症、感染症の動向と予防、予防接種
第11回　疾病対策　難病対策、がん対策、移植医療、出生前診断
第12回　疾病対策　慢性腎臓病(CKD)、慢性閉塞性肺疾患(COPD)、禁煙（喫煙対策）
第13回　医療対策、医療保険、介護保険、薬事
第14回　食品保健　食中毒とその発生状況、食中毒の予防
第15回　理解度確認と全体のまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
国民衛生の動向2024/2025（厚生労働統計協会）を教科書にする．必要な資料、プリント
等は適宜配布する。

授業の概要
本授業は、公衆衛生学の歴史から始め、最新のデータと具体的な例を織り交ぜながら平易
な解説を行う。人類と感染症の歴史についても学習し、その教訓を現代に生かす。授業の
最初に学ぶべき課題を示し、内容の理解を図る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2HPM2-02

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も病気を抱えている人も社会で生活するすべての
人々を対象とするのが公衆衛生学である。本講義では、わが国が高齢化を迎えるなかで、
疾病を予防し、身体的・精神的健康を増進するためにはどうすれば良いかを学ぶ。学校で
養護教諭として教育現場で働くうえでの指標になっていることの根拠を知ることを目標と
する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能 」〇、「思考力・判断力・創造⼒」 ◎

授業科目名 公衆衛生学(予防医学）

授業担当者名 篠田　晃

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

体の名称を人体の白地図に記入しながら、構造と機能を理解することが大切。
予習よりも復習に重点を置くこと。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

随時行うレポート（20％）、授業内容の理解度（80％）を総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　人体の構造と組織  ① 人体の解剖学的呼称 ② 細胞の構造、組織の種類
第02回　免疫系とリンパ　胸腺、リンパ管、リンパ球、抗体産生、アレルギー反応
第03回　消化器系（1）消化器系の構成と構造
第04回　消化器系（2）消化吸収の生理 ①消化 ②吸収 ③ 肝臓、膵臓の構造と機能
第05回　循環器系（1）循環器系の種類 ①血管の構造 ②体循環 ③肺循環 ④胎児循環
第06回　循環器系（2）心臓の構造と機能（3）血液の組成、血液凝固
第07回　呼吸器系（1）呼吸器系の構造と機能 （2）ガス交換　内呼吸と外呼吸
第08回　泌尿器系（1）腎臓　ネフロンの構造と機能（2）尿管、膀胱、尿道
第09回　運動器系（1）骨格系 ①骨の形状と構造  ②主要骨格の役割 ③関節
第10回　運動器系（2）骨格系 ④骨の生理 ⑤骨形成（3）筋系 ①主要な筋 ②筋の生理
第11回　神経系    （1）中枢神経系の構成 （2）末梢神経系の構成
第12回　神経系    （3）神経興奮の伝達（4）自律神経系、視床下部
第13回　感覚器系（1）視覚、聴覚、平衡覚（2）味覚、嗅覚、体性感覚、深部感覚
第14回　内分泌系（1）内分泌線の種類 (2）脳下垂体 (3) ホルモンの種類と作用機序
第15回　生殖器系（1）男性生殖器（2）女性生殖器 （3）受精から出産
 　　　　理解度確認とまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
「人体の解剖生理学」木山ら（金芳堂）を教科書として用いる。適宜、必要な図、プリン
トを配布して説明する。

授業の概要

身体のしくみⅠでは、人の身体の構造と機能についての基本的な知識を中心に学習する。
人の身体を構成する細胞と呼吸、消化、吸収、循環、尿形成、生殖などの個々の器官系の
構造と機能を詳しく学習し、身につける。また人体の白地図に記入しながら名称を覚え
る。
毎回授業で学ぶべき課題を最初に示す。随時、課題の小テストを行い、授業の内容の理解
を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1HAF1-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

人体の基本的構造と機能を知り、理解することを目標とする。人の身体の構造を理解する
ことは機能を知る上で極めて重要である。人が生まれてから死に至るまで、変わらず働き
続ける人体の機構を学び、理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」 ◎、「思考力・判断力・創造力 」〇

授業科目名 身体のしくみⅠ

授業担当者名 篠田　晃

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

第13回　健康教育、保健教育

第08回　感染症の予防と予防接種
　　      ・学校における感染症対策の意義、関連法規ほか
第09回　子どもの心とからだの発育発達　　学校保健における子どもの人権

対応
第11回　学校環境衛生
　　　　・学校環境衛生の意義と目的　ほか
第12回　食育と学校給食　　小テスト④
　　　　・食育の意義と目的　　・学校給食に意義と留意点　　・学校給食の安全

第01回　オリエンテーション（授業の目的、内容と評価法など）
　　　　・「学校保健」の概念、領域と構造　・学校保健の歴史と制度
第02回　子どもの現代的な健康課題と学校保健
　　        ・心身の健康、事故や災害、貧困、いじめ、LGBTQなど
第03回　学校保健計画の意義と目的及び法的根拠、学校保健計画の策定・作成と運営
　　        ・学校保健を支える人々ほか

　　        心の発達とケアの在り方
第10回　インクルーシブ教育と学校保健　小テスト③
　　       ・病気や障害のある子どもと保護者の理解と支援　　・医療的ケア児への

第06回　健康診断の意義と目的
　　　　・児童生徒健康診断、就学時健康診断、教職員健康診断
　　　　・教職員の健康・メンタルヘルス
第07回　健康観察、健康相談と保健指導　小テスト②
　　　　・健康観察の目的と留意点

学生に対する評価の方
法

理解度確認、小テスト(40％)、グループ発表(30％)、協議・討論への参加度（20%）、授
業への参画態度（10％）を総合して評価する。

第04回　学校保健の組織活動　　小テスト①
　　         ・ヘルスプロモーションの定義と歴史
第05回　保健室及び保健室経営
　　      ・ 保健室の機能、保健室登校、保健室の施設設備、保健室経営計画の実際

　　　　・学校における健康相談と保健指導の捉え方、健康相談の基本的理解

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

　　       ・ 保健教育の現状
　　　　・小学校・中学校・高等学校における保健教育と養護教諭
第14回　理解度確認　　学校保健の現状と養護教諭（グループワーク）
第15回　学校安全と危機管理
　　　　学校保健のまとめ　　　　学生受講結果アンケートの実施
＊最新の学校保健の動向を授業に反映するため、必要に応じて追加情報を提示する。

授業の概要

学校保健の歴史的背景、行政における位置づけ、領域構造およびヘルスプロモーションの
考えを基礎に置いた学校保健に関わる基本的な事項について理解を深める。喫煙・薬物乱
用、いじめや自殺、LGBTQなど現代的健康課題から、学校保健が果たす役割と重要性を学
ぶ。養護教諭として、授業を行う機会があることから、グループで事前課題に取り組み、
PowerPointや電子黒板などを使った発表と、相互評価による学びを取り入れる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1SCH1-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校保健は、学校における保健教育と保健管理、組織活動からなる。保健教育と保健管理
を適切に機能させることによって、教育基本法にある「自主的精神に充ちた心身ともに健
康な国民の育成」に繋がると考えられる。そのため、学校保健はある意味で教育の根源に
関わるといえる。教職、とりわけ子どもたちの健康に関わる養護教諭を目指す学生にとっ
て必要な学校保健に関する考え方、概念と構造について、その基本的な知識および捉え
方、関連法規を修得することをテーマとする。これに基づき、自分なりの教育観、今日の
学校保健問題について、主体的に考える姿勢を身につける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 学校保健

授業担当者名 鈴木　かをる

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

事前に指示する関連法を、「学校保健実務必携」等で調べ、予習する。（約30分）
第4回からは、グループごとにプレゼンテーションを行うので、事前課題についてまと
め、発表に備える。第1回の授業で、発表日と時間を指示するので、準備には、十分な時
間がある。グループでよく相談し、個々の力を発揮して、発表に取り組んでほしい。
発表への評価コメントや質問事項は、次の授業回でフィードバックする。

使用教科書
「学校保健マニュアル」改訂10版　（南山堂）
「新訂版　学校保健実務必携　第5次改訂版」（第一法規）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

① 授業への参画態度（10％）
② 小テスト・レポート・課題（40％）
③ 授業内容の理解度（50％）
以上3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（授業の内容と目的・進め方など説明）
※随時、授業時にワークシートやレポート課題を課し、次回に確認作業を行った後、
フィードバックする。
第02回　養護教諭の歴史・養護教諭の配置
第03回　法律における養護教諭に関する規定
第04回　答申と学校保健安全法から見る養護教諭の役割
第05回　教育者として求められる資質能力・養護教諭に求められる力・職業倫理
第06回　【小テスト】・学校教育と学校保健-1（学校教育と学校保健関係法令）
第07回　学校教育と学校保健-2（教育課程と学習指導要領）
第08回　現代的な健康課題と対応-1(アレルギー等の健康問題の推移)
第09回　現代的な健康課題と対応-2(不登校・児童虐待等)
第10回　【小テスト】・養護教諭の職務内容（5領域保健管理、保健教育、健康相談、
　　　　保健室経営、組織活動）
第11回　保健管理-1（救急処置）
第12回　保健管理-2（健康診断）
第13回　保健管理-3（健康観察）
第14回　理解度確認とまとめ
第15回　理解度確認に対するフィードバック、及び授業で十分説明できなかった事項等に
　　　　関する解説、授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書
教科書：「新養護概説第13版」　編集代表　釆女智津江　少年写真新聞社　、「学習指導
要領解説体育・保健体育編」（小・中・高等学校）、「学習指導要領解説特別活動編」
（小・中・高等学校）

授業の概要

養護教諭に関する歴史、法律における規定、教育者として求められる資質、職務内容（保
健管理、保健教育、健康相談、保健室経営、組織活動）と役割及び現代的な健康課題と対
応等について、主にパワーポイントを用いて講義形式で学ぶ。

＜実務経験と本科目との関連＞
小・中学校に勤務した養護教諭の実務経験に基づき、養護教諭の職務は、児童生徒の健康
の保持増進にかかわるすべての活動であること、複雑・多様化した現代的な健康課題に対
応していくためには、学校、家庭、地域の関係機関等との連携が不可欠であることを具体
的な事例を示しながら学修する。これらの活動を通して、今求められている養護教諭の役
割や資質能力について理解を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1SCH1-05

備考
子どもケア専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

養護概論Ⅰは、養護教諭の職務に関する基礎的な事項について理解を深めることをテーマ
としている。そのため、学生自身がこれまで漠然と理解していた養護教諭観が現在教育現
場で求められている養護教諭像とどれほど相違があるのか、もしくは相違はないのかにつ
いて、客観視する態度を身につけるとともに、不足していた職務について理解することを
到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 養護概論Ⅰ

授業担当者名 近森　けいこ

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスや授業時に示す次回授業の内容について調べ、ノートにまとめる（週120分）
e-ラーニングの練習問題を解き、間違ったところを復習する。（週60分）
授業時に生じた疑問点等について自分で調べ、レポートにまとめる（週60分）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・シラバス計画を事前に学んで予習すること。また、小テスト及びレポート課題に対して
積極的に取り組むこと。
・児童生徒や学校に関する新聞等の記事を積極的に読むこと。（60分以上）
・授業計画は授業の進行状況に応じて前後することがある。

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（1０％）
②小テスト・レポート（5０％）
③理解度確認（４０％）
以上から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第１回　ガイダンス（授業の内容と目的、進め方などを説明）
第２回　保健管理１（学校における救急処置）
第３回　保健管理２（健康診断、健康観察）
第４回　保健管理３（疾病管理、感染症の予防）
第５回　保健管理４（学校におけるアレルギー対応）
第６回　【小テスト】保健管理５（学校環境衛生）
第７回　健康相談及び保健指導
第８回　保健教育
第９回　保健室経営、保健組織活動
第10回　【レポート】子どもの精神保健、心のケア
第11回　安全管理と危機管理
第12回　調査・研究、プレゼンテーションの進め方、職員の健康診断
第13回　学校保健と関係法令、中央教育審議会答申等の理解
第14回　理解度確認
第15回　理解度確認に対するフィードバック及び授業等で十分取り扱うことができなかっ
た内容や事項等の解説、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
「新養護概説第1３版」編集代表　采女智津江　少年写真新聞社
「小学校学習指導要領」
「小学校学習指導要領解説　体育編」

授業の概要

養護教諭としての職務内容である保健管理、保健教育、健康相談、保健室経営、保健組織
活動、安全管理等について、講義及びグループワークを通して学ぶ。

＜実務経験と本科目との関連＞
養護教諭としての実務経験により、教育現場を取り巻く現在の動向を解説し、学校組織に
おける養護教諭の具体的な役割について理解を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1SCH1-06

備考 子どもケア専攻　実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

養護概論Ⅱでは、養護概論Ⅰの継続として、養護教諭の職務に関する基礎的な内容につい
て理解する職務の理解を通して、養護教諭観、児童生徒観、教師観など、自分なりの教育
者としての理念を追求する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 養護概論Ⅱ

授業担当者名 戸澤　まゆみ

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

既習内容と関連づけて学習し、授業計画に記した次回の授業範囲を予習すること（週60
分）。また、授業の中で紹介する事例や参考書物等を読み、さらに実践的発展的な学習を
すること（週60分）。常に子どもの健康に関する話題やニュースなどに関心を持って学習
すること。

学生に対する評価の方
法

①授業への参加状況（40％）
②授業内容の理解度（60％）
 以上2点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回 ガイダンス、看護とは、看護の機能と役割
第02回 小児看護とは、子どもの成長・発達と健康課題（乳児期、幼児期）
第03回 子どもの成長・発達と健康課題（学童期、青年期）
第04回 母性看護とは、成人・老年看護とは、精神看護とは、地域看護とは
第05回 子どもの健康状態の把握①（ヘルスアセスメント・フィジカルアセスメント）
第06回 子どもの健康状態の把握②（健康の回復・健康の保持増進とケア）
第07回 子どもに多い症状と対応①（発熱、咳嗽、鼻汁等）
第08回 子どもに多い症状と対応②（腹痛、下痢、嘔吐当）
第09回 子どもに多い症状と対応③（頭痛、けいれん、意識障害等）
第10回 子どもに多い症状と対応④（創傷、打撲、捻挫、骨折等）
第11回 子どもに多い急性・慢性疾患①（感染症、感染予防）
第12回 子どもに多い急性・慢性疾患②（アレルギー疾患）
第13回 子どもに多い急性・慢性疾患③（腎・心疾患、糖尿病）
第14回 医療的ケアが必要な子ども、看護師の倫理綱領
第15回 理解度確認と授業全体の振り返り、学⽣受講結果アンケートの実施

使用教科書 藤井寿美子編 「養護教諭のための看護学 四訂版」（大修館出版）

授業の概要

子どもの発育・発達の特徴を学ぶとともに、子どもに多く見られる症状と具体的対応につ
いて学習する。また子どもに多い症状・疾患について、グループワークで資料を作成しグ
ループ毎に講義を行う。これは2年次の看護学Ⅱで学習する児童生徒に多い疾患に伴う看
護を理解する上での前提となる。さらに、自然災害や人的災害時における被災弱者である
子どもとその家族への対応について、養護教諭として必要な内容を学習する。

＜実務経験と本科目との関連＞
看護師として病気や障害をもつひとや子どもがより健康に生活してくためのケア、支援に
ついて、臨床での看護実践も踏まえて学び、養護教諭と看護の関連、視点、および医療者
との連携などを学習する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1NUR1-01

備考
子どもケア専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

養護教諭として的確な健康管理の実施をするための基礎的知識および技術について学修す
る。健康の概念や看護の概念・役割について理解し、児童生徒の心身の健康状態の観察、
判断、対応についての理解と実践ができることを目標とする。また、教職員や保護者、医
療機関などの地域関係機関との連携の必要性とその方法について理解することを目標とす
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 看護学Ⅰ

授業担当者名 成瀬　美恵

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

①各回講義での講義ノート(ミニテスト含)提出【14回分、各5点満点　計70点】
②レポート課題【30点満点】合計100点
によって評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、ワークショップ(SGE)、SWOTによる自己分析、教職入門の
位置付け
第02回　SWOTを加味した自己紹介、教員に求められる役割・資質(自分が考える理想の教
師像について協議)
第03回　SWOTを加味した自己紹介、教職の意義と教員の職務内容
第04回　SWOTを加味した自己紹介、学校を取り巻く諸課題(いじめ、不登校、外国にルー
ツのある子、LGBTQ等)
第05回　SWOTを加味した自己紹介、児童生徒の行動上の問題と発達の偏り
第06回　SWOTを加味した自己紹介、ワークショップ(SGE)、学級経営と学校運営
第07回　保護者対応と関係機関との連携，「保健カルタ」作成
第08回　保護者対応と関係機関との連携，「保健カルタ」発表
第09回　通常の学級に在籍する障害のある児童生徒と関連領域
第10回　教育関係法規、教育課程とカリキュラム・マネジメント(グループワーク，以下
GW)
第11回　GW発表、授業の構造と学習指導案
第12回　ワークショップ(SGE)、模擬授業
第13回　授業について考える(遠隔オンデマンド方式)
第14回　ICTを活用した教育(実践編・GW)
第15回　GW発表、学び続ける教師(教員の研究と修養)、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

参考書として薦める書籍
①「教育力」斎藤孝・岩波新書
②「教育とは何か」大田堯・岩波新書
③「教えることと学ぶこと」林竹二他・倫書房

授業の概要

教職の社会的意義を理解し、初等教育に関する現状と課題を把握するため、いじめ、不登
校、外国にルーツのある子ども、LGBTQ等の現状と対策について考え、保護者対応と関係
機関との連携についても協議し考察する。
自らの体験を振り返り、理想の教師像について討議する中で、教員の役割や求められる資
質・能力及び職務内容等について考察する。
ユニヴァーサルデザインの授業について基礎的な事項を把握するとともに、学校における
危機管理の在り方について具体例をもとに考察する。

＜実務経験と本科目との関連＞
特別支援学校教諭としての経験を活かし、教職の意義やその職務内容、学級経営や通常の
学級に在籍する障害のある児童生徒への対応、保護者との対応や関係機関との連携など、
具体的な事例を示しながら学修する。これらの活動を通して、今求められる教師の役割や
資質能力についての理解を図る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1PED1-01

備考
子どもケア専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

教職の社会的意義を理解し、初等教育に関する現状と課題を把握する。
教員の役割や求められる資質・能力及び職務内容等について、事例をもとに考察すること
ができる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 教職入門

授業担当者名 吉村　匡

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

①現代的な教育課題について新聞やウェブサイトを参照し、グループ討議やディスカッ
ションに備える(90分を目安とする)。
②講義内容の定着を確認するためのミニテストへの回答と、講義内容の感想や質問の記
入、及びフィードバックコメントに関する更なる検索等の作業（90分を目安とする）。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

障害の有無ではなくニーズがあれば特別な配慮を行う特別支援教育の考え方は、通常の幼
児教育施設・学校教育の現場でも浸透してきています。困難を感じている子どもたちに向
き合う気持ちや、取り組んでいく力が、これからは益々必要とされます。半期という短い
期間に学ぶべき内容は多岐にわたります。紹介する資料の他にも動画等を自ら調べ、進ん
で触れることにより、自己学習により知識を拡げてほしいと思います。新聞、ニュースや
ウェブサイトで報道される関連記事にも関心をもつようにしましょう。復習は、授業で活
用したプリントを中心に必ず行ってください。（１回の講義に際して90分以上の学習を推
奨します）

学生に対する評価の方
法

①各回講義での講義ノート(ミニテストを含む)提出　14回　各5点満点　計70点
②課題レポート　30点満点　合計100点

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、新しい障害観(障害の社会モデル)
第02回　障害観の歴史的変遷と障害の定義、インクルーシブ教育システム
第03回　特別支援教育の場（機関）と制度の現状
第04回　障害に関する基礎理解①（視覚障害と点字、ロービジョン体験）
第05回　障害に関する基礎理解②（聴覚障害1）
第06回　障害に関する基礎理解③  (聴覚障害2)
第07回　障害に関する基礎理解④（知的障害）
第08回　障害に関する基礎理解⑤（ADHD：注意欠如多動症）
第09回　障害に関する基礎理解⑥（SLD：限局性学習症）
第10回　障害に関する基礎理解⑦（ASD：自閉スペクトラム症）
第11回　障害に関する基礎理解⑧（ASD研究の歴史）
第12回　障害児教育実践の展開（アセスメントの意義と課題）
第13回　特別支援教育体制(個別の教育支援計画・個別の指導計画・校内委員会)
第14回　障害とテクノロジー(ATアシスティヴ・テクノロジー)
第15回　「講義のまとめ」「学生受講結果アンケートの実施」

使用教科書

参考資料として以下の書籍等を推薦する
①東田直樹著「自閉症の僕が飛び跳ねる理由」（角川文庫）
②ヨシタケシンスケ作「みえるとかみえないとか」（アリス館）
③千葉リョウコ作「うちの子は字が書けない」(ポプラ社)
④映画「ワンダー君は太陽」DVD　発売元　Happinet

授業の概要
障害児教育を実践する上での要となる幼児児童生徒の実態把握について理解する。障害や
疾病についての基本的な知識を身に付け、特別支援教育の基礎を学習する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1PED1-02

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により特別の支援を必要とする幼児
及び児童生徒の障害の特性や困難を理解する。障害のある幼児児童生徒が活動に参加して
いる実感や達成感をもちながら学び、生きる力を身に付けていくことができるよう、個別
の教育的ニーズに対して、他の教員や関係機関と連携しながら組織的に対応していくため
に必要な知識や支援方法を理解する。
1. 特別な教育的支援が必要な幼児児童生徒の障害の特性及び心身の発達を理解する。
2. 特別な教育的支援が必要な幼児児童生徒に対する教育課程や支援の方法を理解する。
3. 障害のある子どもの保護者との連携や支援方法、特別な教育的ニーズのある幼児児童
生徒の学習上又は生活上の困難とその対応について理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 特別支援基礎概論

授業担当者名 吉村　匡

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教育に関する専門用語や教育関係の法規・法令については、自主学習によって理解に努め
ること。常に学校教育に関するニュースを関心を持って視聴すること。（週90分）毎時、
授業の振り返りシートを提出する。その作成を通して疑問やさらに深く学ぶべきことを主
体的に復習する。（週90分）　中身の濃い振り返りや質問に対する回答などは次回の講義
冒頭でフィードバックする。授業計画は、授業の進行状況に応じて前後することがある。

学生に対する評価の方
法

授業への取り組みの意欲や姿勢を重視する。①平常の授業への参画態度（毎時提出の振り
返りシートの記述も評価する）（50％）②課題、理解度確認（50％）などで総合的に評価
する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（学校経営論を学ぶ目的と意義）
第02回　学校経営の基本概念（学校経営の概略と教職員の基本姿勢）
第03回　前近代の教育機関と近代的な学校制度
第04回　教育関係法規と学校経営（教育基本法で規定する学校、教育三法と学校経営）
第05回　近年の重要な教育関係法規と学校経営
第06回　学校の健全経営（学校が成立する条件、学校経営における「経営」の意味）
第07回　学校経営と教職員（全教職員による学校経営、学校内の組織化の必要性とその
 　　　　条件）
第08回　学校経営組織と構成原理（組織づくりと組織の運営、校務分掌の意義）
第09回　学校の教育組織と学校経営案（学校経営案の目的と内容及びその機能）
第10回　学校経営と主任制度（主任制度の必要性とその業務内容）
第11回　教職員のモラールと人間関係（経営参加の意味とモラール、学校経営と協働
 　　　　意欲）
第12回　学校に求められている教育課題（教育改革と学校改善に対応する学校経営）
第13回　新しい教育と学校経営（国際化社会、情報化社会への対応、開かれた学校）
第14回　学校経営の実際と学校改善
第15回　授業全体の振り返りと理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 なし（授業内で適宜、資料等を配付する）

授業の概要

教職を志すうえで理解すべき諸要件のうち、学校経営についてその特質や内容についての
基礎基本を学ぶ。本講は講義を中心に進めることになるが、受講生は授業の中で設定され
た学習課題について考察を加え、意見や考えを論述し発表するなど、積極的な学習活動を
展開しながら教員としての資質と素養を身に付ける。また、学校経営に関する具体的な内
容を取り上げ、教師の立場としての理解が深まるようにする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2PED2-03

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教職に就くために身に付けるべき基礎知識のうち、学校経営の基礎基本や様々な教育活動
を推進していくための学校経営組織とその機能等について学ぶ。また、これからの教育に
求められる学校経営の諸課題に対する教職員の取組について学び、実践に備えるための基
礎知識の充実を図る。さらに、これからの学校経営の推進者である教師にとって、欠かす
ことができない「教師力」についても深く考える。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 学校経営論

授業担当者名 細溝　典彦

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義内容を定着させるために、配付資料にて復習をする。次回の授業内容については、書
籍やインターネットを活用して予習をしておく。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

1.課題レポートの作成と提出（50％）
2.受講態度、関心意欲（30％）
3.グループワーク、ディスカッションでの活動（20％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の概要）
第02回　教育における方法・技術（主体的・対話的で深い学び）
第03回　学級の人間関係づくり（構成的グループエンカウンター・アサーショントレーニ
ング）
第04回　授業の基礎（教室環境・学級のルール・学習指導要領）
第05回　授業づくり（学習指導案・教材教具・模擬授業）
第06回　教科外の教育活動について①（いじめ・不登校）
第07回　教科外の教育活動について②（虐待・非行）
第08回　学び続ける教師　授業のまとめと振り返り（教育動向）、「学生受講結果アン
ケート」の実施

使用教科書

なし。資料は必要に応じて適宜、配布する。
＜参考＞「小学校学習指導要領」（文部科学省）　「中学校学習指導要領」（文部科学
省）
　　　　 「高等学校学習指導要領」（文部科学省）

授業の概要
教育方法の基礎的な理論と授業方法や学級経営の在り方について学ぶ。また、学校教育の
課題であるいじめ、不登校、虐待などを解決するための教科外教育活動の役割について、
グループ活動を通して考察する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2PED2-04

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

これからの社会を担う子どもたちの資質・能力について理解し、主体的・対話的で深い学
びを実現できるように教育方法と技術を学ぶ。また現在の子どもたちが抱える課題に着目
して、教員として必要とされる実践力を身につける。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎　「協働力」〇

授業科目名 教育方法論

授業担当者名 勝田　拓真

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業でのICT活用には どのような実践事例があるか ウェブサイトで 閲覧しておく。
プレゼンテーションの準備作成等。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業での発表と 授業への参画態度 40% 　レポート及び課題 60%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス　授業方針と 評価方法の説明、参考文献指示、
　　　　ICTに関する環境整備等
第02回　これからの社会を担う子供達に必要な資質・ 能力育成に適した指導技術
　　　　電子黒板、デジタル教科書の活用
第03回　ICTを活用した 授業の実際1 プレゼンテーションの準備とYouTube動画の作成と
　　　　活用
第04回　ICTを活用した 授業の実際2　プレゼンテーションと動画の作成
第05回　ICTを活用した 授業の実際3　評価と改善　ロイロノートスクール等を活用した
　　　　小テスト作成と資料提示
第06回　校務の情報化　校務支援ソフトの活用と個人情報の管理、QRコード等の活用
第07回　遠隔授業への対応（同時双方向型、オンデマンド型）　Zoomの活用や動画配信
　　　　の仕方　生成AIの活用
第08回　情報セキュリティーと情報モラル教育　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 参考 文部科学省 「教育の情報化に関する手引き 追補版」令和2年 6月

授業の概要
この授業ではICT活用の理論を理解して、 授業設計・実施・評価・改善にかかわる知識・
技術を習得することで 授業の実践力を形成する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2PED2-05

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業でのICT活用について、その効果を実践事
例から理解することができる。また、情報活用能力育成の必要性を理解し、その具体的な
教育方法を実践できるようにする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力 ・判断力・ 創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 ICT活用の理論と実践

授業担当者名 児玉　康彦、井澤　昌子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内容について、教科書の予習・復習をする（週30分）
授業時に生じた疑問点や興味をもったことについて自分で調べ、ノートにまとめる（週30
分）

学生に対する評価の方
法

①授業への主体的な参画態度（20％）
②レポート（40％）
③授業内容の理解度（40％）以上3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス：授業の目的や概要について
第02回　保育の基本と領域「健康」のねらいと意義
第03回　乳幼児の身体の発達（形態面での発達について）
第04回　乳幼児の身体の発達（機能面の発達について）
第05回　幼児期の運動発達と多様な身体活動
第06回　今日的課題と保育実践の動向
第07回　生活習慣形成の意義
第08回　乳幼児期の生活リズムについて
第09回　食事・排泄・睡眠の場面での環境構成と援助について
第10回　着脱衣・清潔の習慣に向けての環境構成と援助について
第11回　病気の予防と健康管理について
第12回　幼児期のけがの特徴と予防
第13回　安全管理と安全教育について
第14回　園行事と健康　理解度確認とフィードバック
第15回　まとめ  授業全体の振り返り　「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書

・津金美智子編著『新・保育実践を支える　健康』（福村出版）
・文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル館、平成30年）
・厚生労働省「保育所保育指針解説」（フレーベル館、平成30年）
・内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フ
レーベル館、平成30年）

授業の概要

領域「健康」のねらいと内容及び内容の取扱いについて、子どもの心と体の発達に関する
理論的背景を教科書や視聴覚教材を使用して学ぶ。また、乳幼児の心身の健康や生活習慣
における今日的課題を理解し、園での生活習慣の様々な場面を想定した事例を通して、基
礎的な知識について理解し、保育を改善する視点を学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI1-05

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

保育所保育指針や幼稚園教育要領の領域「健康」のねらいと内容及び内容の取扱いについ
て理解する。また、乳幼児期の心身の発達、基本的な生活習慣、安全な生活、運動発達な
どの専門的事項についての知識と、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養うために必
要な知識を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能 」◎　　「思考力・判断力・創造力」 〇

授業科目名 子どもと健康

授業担当者名 杉江　栄子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

テキストで重要なところを解説し、ノートにもまとめてもらいます。授業内容に対する理
解度を図るために小テストを実施するので、テキストとノートをしっかり確認しましょ
う。また、授業で多くの絵本を紹介しますが、自主的に優れた絵本と出会うようにしてく
ださい。絵本の特徴や工夫点を理解し、ミニ絵本の作成に活かしましょう。ミニ絵本の作
成においては、授業時間外に資料や材料・道具を収集・準備し、作成そのものにも取り組
む必要があります。各回、おおよそ1時間程度の自己学習に取り組み、授業に臨んでくだ
さい。

学生に対する評価の方
法

小テスト15％、受講態度20％でそれまでの授業内容への理解度を、ミニ絵本20％で学んだ
ことを活かし実践する力を、相互評価10％、自己評価10％、振り返りレポート25％で授業
全体に関する理解度および課題を分析・考察する力をはかり、それらを合計して評価す
る。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　保育や幼児教育における「言葉」(「保育所保育指針」「幼稚園教育要領」の理
解)、絵本の選び方
第02回　言葉の役割と機能、絵本の絵と言葉
第03回　３歳未満児の言葉の発達、絵本のめくりの効果
第04回　３歳以上児の言葉の発達、絵本の人物の向きと位置①めくりとの関係
第05回　小テスト①、言葉の発達の遅れと支援、絵本の人物の向きと位置②テーマとの関
係
第06回　外国籍の子どもに対する支援、園と家庭・関係機関の連携、絵本の色の効果①色
のイメージ
第07回　小テスト②、乳児の言葉指導、絵本の色の効果②特徴的な色の使い方
第08回　幼児前期の言葉指導、絵本の枠の効果
第09回　幼児後期の言葉指導、しかけ絵本
第10回　小テスト③、ミニ絵本の作成①作成の目的と方法の理解
第11回　ミニ絵本の作成②準備〜ストーリー考案・構成
第12回　ミニ絵本の作成③絵や仕掛けの作成〜完成
第13回　ミニ絵本の読み聞かせ発表と相互評価①クラス前半の発表
第14回　ミニ絵本の読み聞かせ発表と相互評価②クラス後半の発表
第15回　ミニ絵本の自己評価、授業のまとめと振り返りレポート
　　　　（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書

浅井拓久也編著「指導法もいっしょに学ぶ 保育内容『言葉』」教育情報出版
文部科学省「幼稚園教育要領・幼稚園教育要領解説」フレーベル館
厚生労働省「保育所保育指針」
その他、授業内で絵本などの言語教材を多く紹介する。

授業の概要

保育所保育指針や幼稚園教育要領の領域「言葉」のねらいと内容を理解したうえで、乳幼
児の言語発達に関する基礎的な知識を身につける。また、保育者の言葉かけを中心とした
援助や関わり方、言語教材である絵本の特徴を学び、絵本を活用した援助と関わり方を具
体的に学ぶ。授業展開として、「保育内容指導法(言葉)」で言葉指導の実際を学び指導方
法を工夫していくうえでの基礎的な力を養成する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI1-06

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

・保育所保育指針や幼稚園教育要領の領域「言葉」のねらいと内容を理解できる。
・乳幼児の言葉に関する発達過程、環境、援助についての基礎的な知識を獲得できる。
・言語教材である絵本の特徴を理解したうえで、ミニ絵本を作成できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子どもと言葉

授業担当者名 加古　有子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

各回のテーマについて興味をもち調べる。また、授業内容を振り返り感じたことや考えた
ことをまとめる。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業参画態度20％、提出物30％、技能・知識の達成度確認50％とし、総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　領域「表現」の位置づけについて
第02回　音楽的遊びに見る子どもの発達について
第03回　身近なモノを使った音・音楽表現について
第04回　声と音楽表現−子どもを取り巻く声の環境
第05回　自然の音を聴く活動−ICTを活用して
第06回　造形・言葉・身体表現と音楽表現の交わりについて
第07回　音楽の基礎的知識について
第08回　子どもと楽器（１）保育環境としての楽器
第09回　子どもと楽器（２）さまざまな楽器遊び
第10回　子どもと楽器（３）アンサンブル
第11回　子どもと歌（１）わらべうた遊び
第12回　子どもと歌（２）歌との出会い
第13回　子どもと歌（３）伴奏の技能
第14回　さまざまな音楽・芸術・文化的活動について
第15回　授業の振り返りと理解度の確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
適宜プリントを配布します。
参考文献：今川恭子・宇佐美明子・志民一成「子どもの音楽表現を見る、育てる−音楽と
造形の視点から」文化書房博文社

授業の概要

事例や資料から子どもの多様な表現の姿および音楽表現と発達との関係について学ぶ。ま
た、身近なものや五感を使った音・音楽に関する様々な遊びを体験的に学ぶことを通し
て、表現することの楽しさを実感するとともに、他者の表現を受容しながら豊かな表現力
を育む。

教員担当形態 クラス分け ナンバリングコード 232-1CHI1-08

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

領域「表現」の音楽的指導に関する様々な知識・技能、表現力、創造力を身に付ける。子
どもの表現の姿やその発達およびそれを促す要因について理解するとともに、子どもの感
性や創造性を豊かにする様々な表現遊びを通して、子どもの表現を支えるための感性や表
現力を養う。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 子どもと音楽表現

授業担当者名 岡田　暁子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教科書と並行し、新聞記事やニュースからも、現在の保育状況、子育て環境、乳児期の子
どもについての理解を深めるので、いろいろな新聞社の記事やニュースに目を通してお
く。新聞は事務室にて閲覧できます。(週60分)

学生に対する評価の方
法

授業態度(40％)、授業内容の理解度確認(30％)、提出物(30％)などにより総合評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　乳児保育の意義・目的
　           授業の目的と講義内容の概要説明。参考書の紹介
第02回　乳児保育の役割　養護と教育の一体性　ビデオ視聴
第03回　乳児の発達を保障する環境と援助　ビデオ視聴
第04回　乳児保育の現状と課題
第05回　保育所における乳児保育　ビデオ視聴
第06回　保育所以外の児童福祉施設における乳児保育
第07回　乳児とその家庭を取り巻く子育て支援の場
第08回　乳児の生活と環境
第09回　乳児の遊びと環境
第10回　3歳以上児の保育に移行する時期の保育
第11回　乳児の発育・発達を踏まえた保育士等による援助やかかわり
第12回　乳児保育における計画・記録・評価とその意義
第13回　乳児保育における職員間の連携・協働、保護者との連携・協働
第14回　理解度確認
第15回　理解度確認のフィードバック・授業全体の振り返り
　　　　(学生受講結果アンケートの実施)

使用教科書
志村聡子編　「はじめて学ぶ乳児保育」　（同文書院）
「保育所保育指針解説」　厚生労働省編　（フレーベル館）
※授業時必ず持参すること

授業の概要
乳児保育の意義や歴史的変遷等、乳児保育の原理・原則の部分を理解する。また、3歳未
満児の発育・発達を踏まえた保育の内容や職員間の連携・協働、保護者や地域の関係機関
との連携などについて具体事例やビデオ視聴によって理解を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI1-07

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割について理解する。
多様な保育の場における乳児保育の現状と課題について理解する。
3歳未満児の発育・発達を踏まえた保育の内容（乳児保育の3つの視点、1歳以上3歳未満児
の保育における5領域のねらいと内容、内容の取扱いと運営体制について理解する。
乳児保育における職員間の連携・協働及び保護者や地域の関係機関との連携について理解
する。
※「乳児保育」とは、3歳未満児を念頭に置いた保育を示す。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 乳児保育

授業担当者名 渡辺　桜

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習として、教科書をよく読んでおきましょう。また、授業中は、ノートを用意して、板
書だけでなく口頭での説明についても書き取ってまとめておきましょう。復習としては、
理解度確認小テストのための勉強をしたり、課題に取り組んだりしましょう。また、授業
内で分からなかった言葉についても、参考書等で確認しておくとよいでしょう（週60分程
度）。

学生に対する評価の方
法

理解度確認小テスト（授業内にて実施） 30％
課題（授業外学習として実施） 70％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　幼稚園・保育所・認定こども園の一日
第02回　幼児教育・保育の基本　ゲストスピーカーによる質疑応答
第03回　保育内容の国家的基準
第04回　遊びと保育内容
第05回　０歳児/１歳児の保育内容
第06回　２歳児の保育内容
第07回　３歳児の保育内容
第08回　４歳児の保育内容
第09回　５歳児の保育内容　理解度確認小テスト
第10回　保育の計画
第11回　保育の記録と評価
第12回　家庭や地域との連携
第13回　保育内容の変遷について
第14回　諸外国の保育内容
第15回　現代の保育の課題　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

教科書：津金美智子・新井美保子編著 「子どもの主体性を育む保育内容総論」
　　　　株式会社みらい
参考書：文部科学省著「幼稚園教育要領解説」＜平成30年3月＞ フレーベル館
　　　　厚生労働省編「保育所保育指針解説」 ＜平成30年3月＞フレーベル館
　　　　内閣府・文部科学省・厚生労働省著「幼保連携型認定こども園教育・
　　　　保育要領解説」＜平成30年3月＞ フレーベル館
　　　　中坪史典他編著 「保育・幼児教育・子ども家庭福祉辞典」 ミネルヴァ書房

授業の概要

就学前保育施設でおこなわれている幼児教育・保育について、その実際を幅広くDVD等の
視聴覚教材も利用しながら学ぶ。子どもの成長・発達と興味・関心に応じた養護と遊びの
展開ができるよう、環境を構成する方法を考えたり、保育の計画や記録、評価の概要とそ
の重要性を理解し、自己省察の方法を知って活用したりする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI1-17

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

この授業では、主に日本の就学前保育施設でおこなわれている幼児教育・保育について、
その基本的な内容を学ぶ。要領・指針の記載事項について確認するところから、実際に保
育を担う上で必要となる発達に応じた遊びや環境構成について理解を深める。また、子ど
もとのかかわりには正解がないからこそ、保育内容を一方向的に知識として学ぶだけでな
く、グループワークで事例について話し合ったり、資料を調べてまとめたりすることで、
多角的な視点から幼児教育・保育の内容や子ども理解を深めようとする態度を身につけ
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 保育内容総論

授業担当者名 加藤　望

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

模擬保育の構想と準備、指導案の作成　週60分
授業内容について教科書を用いて予習・復習をする　週30分

学生に対する評価の方
法

①授業への主体的な参画態度（20％）
②模擬保育の振り返り（40％）
③授業内容の理解度（40％）以上3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス 授業の目的と内容
第02回　模擬保育と意見交換①動線に配慮した環境と、多様な動きを引き出す環境の構成
第03回　模擬保育と意見交換②運動遊びについて、指導の留意点と教師の役割を考える
第04回　模擬保育と意見交換③現代的課題に応じた保育者の役割と園外活動
第05回　模擬保育と意見交換④生活習慣と安全に関する指導法
第06回　模擬保育と意見交換⑤学生同士による振り返りと保育構想の向上
第07回　保護者への情報発信と情報機器の活用・開かれた教育課程と小学校との接続
第08回　まとめ　授業全体の振り返り　「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書
・清水将之・相樂真樹子編著「実践例から学びを深める保育内容・領域健康指導法」（わ
かば社）

授業の概要

領域「健康」は「健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う」こ
とを目指すものであることについて、具体的な保育場面を想定して理解を深めていく。子
どもが遊びや生活といった直接的・具体的な体験を通して、自ら健康で安全な生活をつく
り出すことができるよう、実践事例や視覚的教材、模擬保育を通して、保育の着想や構想
を重ね、学生同士の協議や振り返りを行いながら、指導方法を学んでいく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI1-18

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

幼稚園教育要領や保育所保育指針の領域「健康」のねらい及び内容について、背景にある
専門領域と関連させて理解を深め、幼児の発達に即して、主体的・対話的で深い学びが実
現していく過程を踏まえ、具体的な指導場面を想定して保育を構想する方法を身に付け
る。

ディプロマポリシーと
の関連

〇知識・技能　◎思考力・判断力・創造力

授業科目名 保育内容指導法（健康）

授業担当者名 杉江　栄子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業では、パネルシアターを中心に取り上げますが、絵本や紙芝居、ペープサート、エプ
ロンシアターなど、その他の言語教材にも触れる機会を持つようにしましょう。パネルシ
アターの作成と練習には、授業外にも自主的に取り組んでください。また、模擬保育の動
画をムードルで共有できるようにします。自他の動画を確認し、課題や参考点を見つけま
しょう。動画へのコメント返信も授業外の課題とします。各回、おおよそ1〜2時間程度の
自己学習が必要になります。しっかり取り組んで授業に臨んでください。

学生に対する評価の方
法

受講態度20％、パネルシアター30％、指導案10％、相互評価10％、自己評価10％、振り返
りレポート20％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　領域「言葉」のねらいと内容を理解する。
第02回　言葉の発達を促すさまざまな言語教材(視聴覚教材を含む)の特徴を理解する。
第03回　パネルシアターの作成を通し、幼児の言葉の特性と言語教材の役割に関する
　　　　理解を深める。
第04回　パネルシアターの演じ方を考えることで、言葉の発達を促すための言語教材
　　　　の活用方法を身につける。
第05回　パネルシアターを活用した言語活動の指導案を作成する。
第06回　グループごとに1回目の模擬保育と相互評価をおこない、課題と改善案を
　　　　話し合う。
第07回　1回目の課題と改善案を踏まえ、グループごとに2回目の模擬保育と相互評価
　　　　をおこない、課題と改善案を話し合う。
第08回　授業の振り返りと自己評価を通し、領域「言葉」の総合的理解を図る。
　　　　学生受講結果アンケートの実施。

使用教科書
浅井拓久也編著「指導法もいっしょに学ぶ 保育内容『言葉』」教育情報出版
厚生労働省「保育所保育指針」
文部科学省「幼稚園教育要領」

授業の概要

保育所保育指針や幼稚園教育要領の領域「言葉」のねらいと内容を理解したうえで、さま
ざまな言語教材の特徴と活用方法を学ぶ。また、パネルシアターの特徴を活かした「言
葉」指導の方法を考え、教材を作成し、模擬保育をおこなう。さらに、模擬保育を通して
課題を見つけ、指導の内容と方法を改善する。なお、パネルシアターを活用した言語活動
の指導案と模擬保育の動画をMoodleから提出することを通し、Googleドライブに保存した
ファイルをクラスで共有する方法を獲得し、グループディスカッションやPDCAサイクルの
実践的学びに活用する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI1-19

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

保育所保育指針、幼稚園教育要領の領域「言葉」のねらいと内容をふまえ、乳幼児の発達
段階に応じた言語教材を選定・作成し、「言葉」の指導方法を考案・実践できる力を獲得
することをねらいとする。また、保育の内容を振り返り、課題を見つけ、指導方法を改善
していく力を身につけることをねらいとする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇　「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 保育内容指導法（言葉）

授業担当者名 加古　有子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業外課題レポートづくり（70分×２）　実施時期については、講義にて連絡する。
グループ討議を行う場合には事前に課題を提示し、そのための調査や自分の意見を明確に
まとめておくなど予習が必要（週20分）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（20％）
②授業外課題レポート（30％）
③授業内容のまとめや振り返り及び授業内容の理解度（50％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　教員に求められる役割
第03回　教員の職務の全体像・組織
第04回　教員に求められる資質・能力、服務義務や身分
第05回　学級づくりや学級経営①（教育のユニバーサルデザイン）
第06回　学級づくりや学級経営②（教育のユニバーサルデザイン）
第07回　学習指導①（授業づくりの基本）
第08回　学習指導②（授業づくりの留意点）
第09回　生徒指導
第10回　チーム学校運営（組織としての学校の在り方）
第11回　学校の管理と運営について（危機感の在り方）
第12回　子ども理解、保護者との関わり方、教員の研修
第13回　プログラミング学習など今後の教育の動向①
第14回　プログラミング学習など今後の教育の動向②
第15回　まとめ、理解度確認、受講結果アンケートの実施

使用教科書
テキスト：文部科学省「小学校学習指導要領解説　総則編」　東洋館出版
参考書・参考資料等:資料を適宜配付

授業の概要

授業は、初等教育についての具体的な事例を示し、実感性のある内容を扱うようにする。
授業形態については、講義を中心としながらもペアで考えるなど対話を有効に持ちながら
進める。内容としては、教員に求められる役割、使命、資質・能力についてつかみ、学級
づくりや学習指導、生徒指導など各分野について、実体験を振り返りながら理解を深め
る。また、危機管理を含めたチーム学校としての教員の柔軟な対応について協議、考察を
していく。

＜実務経験と本科目との関連＞
小学校教諭の経験を活かし、学級経営におけるユニバーサルデザインや組織としての学校
運営など具体的な事例をもとに対話的な学修を行う。具体的な事例を通して、教員の使
命、これからの社会に求められる教員の姿を明確にする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1PED1-01

備考
幼児保育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

教職は、人間の成長に携わる魅力的で重要な仕事である。教職の社会的意義や教員に求め
られる役割、使命、資質・能力について理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 教職入門

授業担当者名 中村　恵美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習として次回の授業内容について、事前に調べておくこと(30分)、復習として前回の内
容との関連付けを意識して、講義内容に関する課題のまとめ及び振り返りを行うこと(60
分)

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度(20%)、②課題に関するレポートなど(40%)、③授業内容の理解度
(40%)
以上の三点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　教育の本質と目標、人間に必要な「教育」とは
第02回　教育の意義と目的−子ども・教員・家庭・学校（教育の社会的機能）
第03回　子ども観の変遷（ペスタロッチ、ルソー等）
第04回　近代の教育理念と教授法の歴史（1）
　　　　 (ロック、ルソー、ペスタロチ等の教育理念や教授法）
第05回　近代の教育理念と教授法の歴史（2）
　　　　 (ヘルバルト、ツィラー、ライン等の教育理念や教授法）
第06回　近現代の教育理念と教授法の歴史
　　　  （デューイ、パーカースト、ヴィゴツキー等の教育理念や教授法）
第07回　日本の教育の歴史 (1) 江戸時代〜戦前の義務教育
第08回　日本の教育の歴史 (2) 戦後の義務教育と教育を受ける権利、教育改革
第09回　公教育としての現代社会における教育課題
　　　  （子どもの学びを支える学校制度の変遷と学力問題）
第10回　教育課程と学習指導要領、学力観とその変遷（子どもに保障する学力の課題）
第11回　学習指導と生徒指導、学級経営と集団づくりにおける課題
第12回　特別支援教育の歴史（理念と制度）、発達障害の理解と教育課題
第13回　子どもの成長・発達とその問題（いじめ・不登校・子ども虐待）
第14回　キャリア教育の必要性と人生設計の課題を考える
第15回　講義内容の振り返り、まとめ、理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

テキストは使用しない。教材資料は前週の講義後かまたは授業開始時に配布する。
参考として、「幼稚園教育要領」、「小学校学習指導要領」、池田隆英・楠本恭之・中原
朋生「なぜからはじまる教育原理」建帛社(2018年)、田嶋一、中野新之祐他「やさしい教
育原論」有斐閣アルマ(2019年)、広岡義之、北村信明「絵で読む教育学入門」などを活用
したり紹介する。

授業の概要

授業は主に講義形式で行い、適宜、関連資料を配布し質疑等を取り入れる。この講義で
は、教育の根本的な思想、制度、組織、運営、課題などの理解を図るとともに、常に「な
ぜ」とか「どうして」とかの疑問を重視し、教育そのものの本質や在り方などを再考でき
るように、授業展開を工夫する。受講生が説明を聞きつつも主体的・対話的で深い学びが
できるように、個人や小グループでのワークや振り返りも取り入れる。また、情報化に対
応する情報リテラシーの必要性について、可能な限りIT活用の意義や技能について、講
義・演習などを取り入れる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1PED1-02

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教育原理に関する専門的な知識及び技能を習得し、教育に関する思考力・判断力・表現力
を培う。具体的な目標は、人間と教育の関係を問い、教育思想、教育制度、学力と教育課
程、教育政策と学校教育関連法規、組織マネージメント、教職と今日の学校教育の課題な
ど、教育における幅広い領域や諸課題についての知識及び技能を活用して、教育課題につ
いて思考力・判断力・表現力等を養い、教育への意欲や前向きな考え方・態度を習得す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 教育原論

授業担当者名 西村　公孝

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義内容の定着を図るため、配布された資料（「重要事項」等を含む）などで復習する。
グループ討議や全体討論に参加できるようにすること。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

1,理解度確認、レポートの作成と提出（50％）
2,ワークシート(振り返り)から見る受講態度、関心意欲（25％）
3,グループワーク、ディスカッション等（25％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（教育方法を学ぶ意義、授業の進め方、授業に関する諸注意
等）
第02回　求められる資質・能力と教育動向、学びを引き出す教育技術
第03回　教師の話し方や指示の実例、教材・教具の工夫、学習過程
第04回　学習集団の人間関係づくり、学習環境
第05回　子どものつまずき事例とその対応、教育的瞬間
第06回　子どもから信頼される方策、評価
第07回　子どもの自尊感情を高める授業づくり　ケアの論理
第08回　理解度確認、授業の振り返りとまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
資料は適宜配布する。
（参考文献）29年告示　「小学校学習指導要領解説　総則編」　文部科学省

授業の概要

「教育方法」の基礎的理論と実態及び、資質・能力を育てるための「主体的・対話的で深
い学び」の視点からの授業改善、学習評価の基礎的な在り方や課題等を理解する。また、
子ども理解に基づいた発問・説明や板書等の指導技術、目標と内容構成、展開、評価規準
（基準）の視点等を踏まえた学習指導案作成を考えることができる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PED1-03

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

これからの社会を担う子どもたちに求められる資質・能力（コンピテンシー・新学習指導
要領等）を育成するために必要な「教育方法」を理解する。また、教育の目的に適した指
導技術を理解し、適切な教材の作成・活用に関する基本的な能力等を身につける。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 教育方法論

授業担当者名 石川　雅春

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業でのICT活用には どのような実践事例があるか ウェブサイトで 閲覧しておく。
プレゼンテーションの準備作成等。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業での発表と 授業への参画態度 40% 　レポート及び課題 60%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス　授業方針と 評価方法の説明、参考文献指示、
　　　　ICTに関する環境整備等
第02回　これからの社会を担う子供達に必要な資質・ 能力育成に適した指導技術
　　　　電子黒板、デジタル教科書の活用
第03回　ICTを活用した 授業の実際1 プレゼンテーションの準備とYouTube動画の作成と
　　　　活用
第04回　ICTを活用した 授業の実際2　プレゼンテーションと動画の作成
第05回　ICTを活用した 授業の実際3　評価と改善　ロイロノートスクール等を活用した
　　　　小テスト作成と資料提示
第06回　校務の情報化　校務支援ソフトの活用と個人情報の管理、QRコード等の活用
第07回　遠隔授業への対応（同時双方向型、オンデマンド型）　Zoomの活用や動画配信
　　　　の仕方　生成AIの活用
第08回　情報セキュリティーと情報モラル教育　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 参考 文部科学省 「教育の情報化に関する手引き 追補版」令和2年 6月

授業の概要
この授業ではICT活用の理論を理解して、 授業設計・実施・評価・改善にかかわる知識・
技術を習得することで 授業の実践力を形成する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PED1-04

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業でのICT活用について、その効果を実践事
例から理解することができる。また、情報活用能力育成の必要性を理解し、その具体的な
教育方法を実践できるようにする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力 ・判断力・ 創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 ICT活用の理論と実践

授業担当者名 石井　鈴一、児玉　康彦、田中　宏和

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義内容の定着を図るため、配付資料のなかに練習・確認問題を用意するので、解説を読
み問題に取り組むなど、予習・復習を欠かさないよう心掛けてほしい。グループワークで
は、活発に意見を交わし、お互いに学び合う姿勢を大切にしよう。さらに、自分の役割を
しっかりと果たし、社会性や協働力を身につけてほしい。授業時間外で学ぶ時間は、おお
よそ週に60分ほどと考えている。

学生に対する評価の方
法

協働的な活動への取り組み（グループワーク、ディスカッション等）　20％
作成した教材（ワークシート①10％、ワークシート②20％）　30%
日本語、国語科教育に関する理解度を確認する振り返りレポート　30％
授業全体に関わる、主体的で批評的な課題発見・解決能力をみる最終論述レポート　20％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業ガイダンス、教科書と絵本の比較
第02回　日本語の文法理解①文節と単語
第03回　日本語の文法理解②形容詞・形容動詞
第04回　日本語の文法理解③動詞
第05回　日本語の文法理解④副詞・連体詞・接続詞
第06回　日本語の文法理解⑤助動詞
第07回　日本語の文法理解⑥助詞
第08回　日本語の特徴理解　語彙・敬語
第09回　小学校低学年文学的文章教材の研究論文・実践論文
第10回　小学校国語科の目標と内容の理解
第11回　小学校低学年文学的文章教材を活用したワークシートの作成(ワークシート①)
第12回　ワークシートの相互評価と自己評価(グループディスカッション)
第13回　ワークシートの改善(ワークシート②)
第14回　ワークシート集の作成(グループワーク)
第15回　理解度確認レポートと授業全体の振り返りレポートの作成、学生受講結果アン
ケートの実施

使用教科書

文部科学省「小学校学習指導要領解説　国語編」（東洋館出版）
（参考文献）
文部科学省「小学校学習指導要領解説　総則編」（東洋館出版）
文部科学省検定教科書「国語」小学校一年〜六年」（光村図書出版ほか）
その他、適宜、資料を配付する。

授業の概要

まず、小学校低学年の文学的文章教材を使い、日本語の文法を学んだうえで、教材に関す
る研究論文や実践論文を読む。
次に、「小学校学習指導要領解説国語編」で国語科の目標や内容を理解する。
さらに、自らの力で国語科の目標・内容に即した教材を作成(ワークシート①)し、グルー
プディスカッションを通して相互評価・自己評価を行う。
最終的には、相互評価・自己評価の結果をふまえ、教材を改善(ワークシート②)し、学び
を深めることを目標とする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1EED1-01

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

日本語の文法や語彙に関する知識を獲得し、日本語の特徴を理解したうえで、国語の教材
を分析的に読む力を身につける。
小学校国語科教育の目標と内容を理解し、教育方法や教材研究の基礎・基本を学ぶ。
発達段階や単元の目標に応じた教材を作成する力を身につける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 国語

授業担当者名 加古　有子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

「算数数学用語」「授業構想」に向けた発表内容や実施時期については講義にて連絡す
る。（90分×4）
グループ討議を行う場合には前時に課題を提示し、予習として調査や自分の意見を明確に
まとめる。
新しい言葉や概念を学ぶため、実体験を含めた振り返りとしての復習が毎回必要である。
（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（20％）
②講義における発表（30％）
③毎回での授業でのまとめや振り返り及び理解度確認（50％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　算数・数学のよさ、算数・数学を学ぶ目的
第03回　算数・数学の歴史的と発展、論理的な思考力及び系統性
第04回　数の獲得と拡張①
第05回　数の獲得と拡張②、算数用語について
第06回　四則演算（加法と減法①)
第07回　四則演算（加法と減法②、乗法と除法①）
第08回　四則演算（乗法と除法②）
第09回　文字式の意味と有用性、授業構想に向けて
第10回　データの活用、平面図形①
第11回　平面図形②、立体図形、授業構想①
第12回　変化と関係①（事象と表、式、グラフ）、授業構想②
第13回　変化と関係②（正比例と反比例）、授業構想③
第14回　変換と関係③（図形と関数的な考え）、授業構想④
第15回　講義全体のまとめ、理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

文部科学省「小学校学習指導要領解説 算数編」（日本文教出版）
算数科教科書1年、3年（上・下）、5年
＜児童発達専攻１年は引き続き、幼児保育専攻１年は購入＞
（参考文献）柴田録治監修、岡崎市算数・数学教育研究部「算数指導の疑問これですっき
り」（黎明書房）
　　　　　　文部科学省「中学校学習指導要領解説「数学編」」（日本文教出版）
　　　　　　小学校算数科教科書「わくわく算数（2年、4〜6年）」（啓林館）
　　　　　　中学校数学科教科書「未来へひろがる数学（1〜3年）」（啓林館）

授業の概要

日常生活との関連をはかりながら算数のよさをつかみ、教科書理解を通して教材の取り扱
いや子どもの発達成長過程の把握を通して学ばせ方の要点をつかむ。算数科の指導内容や
算数用語、学ばせ方の工夫や設定の仕方に関して、小学校学習指導要領算数科の４領域
（「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定及び変化の関係」「Ｄデータの活用」）の内容と系
統性と論理性について、グループワークや意見交換、ディスカッションを通して体系的に
理解する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1EED1-03

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

算数を学ぶ目的やよさを実感しながら、教科としての有用性を理解する。小学校算数科の
目標や、算数科の４領域（「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定及び変化の関係」「Ｄデー
タの活用」）に関して、重要な指導内容とそれらの数学的背景について理解する。また、
算数科としての特徴である系統性や論理性について、教科書の内容の扱い方や子どもの考
え方を把握し、内容の理解をいっそう図る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 算数

授業担当者名 高鍬　利行

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

毎回の事後学習［授業の振り返り］と授業への参加態度（30％）、活動例の検討
（30％）、小論文（40％）等から総合的に判断して評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　自分が受けた生活科の授業を想起し、生活科の特質について学ぶ。＜講義・討議
＞
第02回　生活科の学習指導要領における目標と、内容（内容構成、9項目の内容）につい
て、具体例を交えて学ぶ。＜講義＞
第03回　生活科の指導計画作成の留意点（低学年児童の発達特性、他教科等との関連、幼
児期・中学年以降の教育との接続）について学ぶ。＜講義＞
第04回　生活科の指導計画作成の留意点（ＩＣＴ・教科書の活用、多様な人々との触れ合
い等）について学ぶ。＜講義＞
第05回　生活科の年間指導計画作成の留意点、学習素材の収集について、具体例を交えて
学ぶ。＜講義＞
第06回　生活科の単元計画作成の留意点、生活科の学習過程について、具体例を交えて学
ぶ。＜講義＞
第07回　生活科における主体的・対話的で深い学びを促す学習指導の進め方について学
ぶ。＜講義＞
第08回　活動例の検討①／「栽培」に関する活動例の単元展開等をグループで検討し、生
活科の指導計画・学習指導について具体的に学ぶ。＜講義・討議＞
第09回　活動例の検討②／「飼育」に関する活動例の単元展開等をグループで検討し、生
活科の指導計画・学習指導について具体的に学ぶ。＜講義・討議＞
第10回　活動例の検討③／「自然・季節」に関する活動例の単元展開等をグループで検討
し、生活科の指導計画・学習指導について具体的に学ぶ。＜講義・討議＞
第11回　活動例の検討④／「製作」に関する活動例の単元展開等をグループで検討し、生
活科の指導計画・学習指導について具体的に学ぶ。＜講義・討議＞
第12回　活動例の検討⑤／「町探検」に関する活動例の単元展開等をグループで検討し、
生活科の指導計画・学習指導について具体的に学ぶ。＜講義・討議＞
第13回　活動例の検討⑥／「自分の成長」に関する活動例の単元展開等をグループで検討
し、生活科の指導計画・学習指導について具体的に学ぶ。＜講義・討議＞
第14回　生活科の学習評価の在り方について学ぶ。＜講義＞
第15回　これまでの授業のまとめと振り返りをする。小論文を書く。学生受講結果アン
ケートの実施。＜講義・個別学習＞

使用教科書

・文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度告示）解説　生活編」東洋館出版社
・文部科学省検定済教科書（令和６年度版）「せいかつたんけんたい 上 はじめてがいっ
ぱい」「せいかつたんけんたい 下 はっけんだいすき」光村図書出版株式会社
＜参考書籍＞　文部科学省「幼稚園教育要領解説　平成30年3月」フレーベル館

授業の概要

生活科の目標と内容、年間指導計画・単元計画作成の留意点、学習指導の進め方について
具体例を交えながら学んだ上で、小学校生活科教科書の活動例や実践事例の動画を幾つか
見ながら教材・単元展開・指導方法についてグループで検討し、生活科の指導計画・学習
指導について理解を深める。そして、生活科の学習評価の在り方について学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1EED1-02

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

生活科の目標と内容、指導計画と学習指導
・生活科の目標と内容を理解する。
・生活科の年間指導計画・単元計画作成の留意点を理解する。
・生活科の学習指導・学習評価の進め方を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 生活

授業担当者名 児玉　康彦

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

使用教科書で毎回の授業内容に関するページを読み、疑問点をまとめておく。小学校生活
科教科書の活動例を見て教材・単元展開・指導方法について読み取っておく。毎回の事後
学習［授業の振り返り］をまとめる。（各回60分以上）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学習指導案等作成、グループワークのための準備（週90分）
模擬授業の準備や講義内容の着実な習得のためのレポート作成（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（20％）
授業で配付する資料、振り返りシート、学習指導案等への記述と提出（40％）
模擬授業、グループワーク（40％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（授業概要、進め方、評価方法・基準等）　学習指導要領
第02回　学習指導案の作成の仕方　教材研究
第03回　提案授業（ＤＶＤ視聴）に基づく授業方法の理解
第04回　「読むこと（文学的な文章）」の授業　教材分析と学習指導案作成
第05回　模擬授業とグループワーク
第06回　模擬授業とグループワーク
第07回　模擬授業とグループワーク
第08回　「読むこと（説明的な文章）」の授業　教材分析と学習指導案作成
第09回　模擬授業と授業体験（ＩＣＴの活用を含む）
第10回　「書くこと」の授業　教材分析と学習指導案作成
第11回　模擬授業と授業体験（ＩＣＴの活用を含む）
第12回　「話すこと・聞くこと」の授業　教材分析と学習指導案作成
第13回　模擬授業と授業体験（ＩＣＴの活用を含む）
第14回　書写の授業
第15回　授業全体の振り返りと省察、理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説国語編』（東洋館出版社）

授業の概要

小学校教諭の経験をもつ授業担当者の授業実践をとおして培った指導をもとに、小学校に
おける国語科学習指導の目標と内容、方法、授業構造、学習過程、指導計画など、学習指
導の各領域にわたる知識を理解する。また、教材研究をしたり指導計画を考えたりしなが
ら、学習指導案等を作成し、模擬授業をとおして実践的な指導力を高めていく。授業理解
等の状況に応じて、内容の変更もありうる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2EED2−11

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

国語科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された国
語科の目標や学習内容について背景となる学問領域と関連させて理解を深める。また、基
礎的な学習指導理論を踏まえて、具体的な授業場面を想定した授業設計を行い、学習指導
案等を作成し、模擬授業の実施と振り返りをとおして授業改善の視点を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等国語科教育法

授業担当者名 大野　邦彦

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

毎回の事後学習［授業の振り返り］と授業への参加態度（30％）、学習指導案と模擬授業
（30％）、小論文（40％）等から総合的に判断して評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　本授業の概要を知る。生活科の特質、主体的な活動を促す指導方法のポイントに
ついて、幼児期の教育を参考にして学ぶ。＜講義＞
第02回　「探検活動」の学習指導案例を基にして、単元構想について学ぶ。＜講義＞
第03回　「探検活動」の学習活動体験①／思いや願いを持ち、計画を立てる活動における
指導方法の実際について学ぶ。＜演習・講義＞
第04回　「探検活動」の学習活動体験②／体験活動を行い、振り返り表現する活動におけ
る指導方法の実際について学ぶ。＜演習・講義＞
第05回　「探検活動」の学習活動体験③／伝え合い、交流し、次の計画を立てる活動にお
ける指導方法の実際について学ぶ。＜演習・講義＞
第06回　「おもちゃ作り活動」を例にして、教材研究の方法について学ぶ。＜講義＞
第07回　「おもちゃ作り活動」の教材研究（環境構成、予備製作、教材選び）を行う。＜
グループワーク＞
第08回　「おもちゃ作り活動」の単元構想（活動展開、学習指導案作成①）を行う。＜グ
ループワーク＞
第09回　「おもちゃ作り活動」の本時の授業設計（学習指導案作成②）を行う。＜グルー
プワーク＞
第10回　ユニバーサルデザインによる授業のポイントについて学び、「おもちゃ作り活
動」の学習指導案の検討、模擬授業の準備を行う。＜講義・グループワーク＞
第11回　「おもちゃ作り活動」の模擬授業・授業改善①／模擬授業を行い、その相互評
価・自己評価を通して授業改善について検討する。＜グループワーク・討議＞
第12回　「おもちゃ作り活動」の模擬授業・授業改善②／模擬授業を行い、その相互評
価・自己評価を通して授業改善について検討する。＜グループワーク・討議＞
第13回　「おもちゃ作り活動」の模擬授業・授業改善③／模擬授業を行い、その相互評
価・自己評価を通して授業改善について検討する。＜グループワーク・討議＞
第14回　「おもちゃ作り活動」の模擬授業・授業改善④／模擬授業を行い、その相互評
価・自己評価を通して授業改善について検討する。＜グループワーク・討議＞
第15回　これまでの授業のまとめと振り返りをする。小論文を書く。学生受講結果アン
ケートの実施。＜講義・個別学習＞

使用教科書

・文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度告示）解説　生活編」東洋館出版社
・文部科学省検定済教科書（令和６年度版）「せいかつたんけんたい 上 はじめてがいっ
ぱい」「せいかつたんけんたい　下 はっけんだいすき」光村図書出版株式会社
＜参考書籍＞　文部科学省「幼稚園教育要領解説　平成30年3月」フレーベル館

授業の概要

生活科の指導方法のポイントについて学んだ上で、「探検活動」の学習指導案例を基にし
て学習活動を体験しながら指導方法の実際について理解する。ここでの学びを活用し、グ
ループで協働しながら「おもちゃ作り活動」の教材研究・単元構想・本時の授業設計を行
い、学習指導案を作成する。そして、模擬授業を行って授業改善について検討する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2EED2-12

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

生活科の指導方法、授業設計
・生活科の指導方法を理解する。
・生活科の学習指導案を作成し、授業設計の方法を身に付ける。
・生活科の模擬授業を行い、授業改善の視点を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

知識・技能○
思考力・判断力・創造力◎

授業科目名 初等生活科教育法

授業担当者名 児玉　康彦

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

使用教科書で毎回の授業内容に関するページを読み、疑問点をまとめておく。小学校生活
科教科書の活動例を見て、「おもちゃ作り活動」のおもちゃの材料集めをし、単元構想・
授業設計について考えておく。毎回の事後学習［授業の振り返り］をまとめる。（各回30
分以上）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

Moodleにアップされた授業資料を事前に確認し、「子ども」「子どもとかかわる仕事」
「保育」など、関連する内容を調べ、ノートにまとめる　(週30〜60分)
授業時に生じた疑問点などについて自分で調べ、レポートにまとめる　(週30〜60分)
また、講義や見学・体験から学んだこと、受講者と共有したこと等を踏まえて、更に自ら
の学びや気づきを深める。

学生に対する評価の方
法

 ①授業への参画態度　(20％)
 ②授業内で作成した振り返りレポート等　(40％)
 ③授業内容の理解度をはかる最終レポート　(40％)

以上3点から総合的に評価する。
授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス　子どもケアセンターでのふれあい体験・託児の補助・親子との交流
について【説明】　〈渡辺・横井〉
第02回　・子どもケアセンターでのふれあい体験や託児の補助への理解を深める。子ども
ケアセンター事業の見学／子どもケアセンターの保育映像視聴　〈渡辺・横井〉
第03回　子どもケアセンター見学及び、保育映像視聴の振り返り：オンデマンド　〈加
古・横井〉
第04回　第3回を踏まえたICTを活用したグループディスカッションにより子どもケアセン
ターでのふれあい体験や託児の補助への理解を深める：オンデマンド〈横井・加古〉
第05回　子どもケアセンターでのふれあい体験〈杉江・渡辺・横井〉
第06回　報告書作成　子どもケアセンターでの体験を振り返る報告書の作成・提出
〈渡辺・加古・杉江・横井〉
第07回　報告書についてグループディスカッション　〈横井・杉江〉
第08回　報告書に対するフィードバック　最終レポート作成・提出　学生受講結果アン
ケートの実施：オンデマンド〈渡辺・加古・杉江・横井〉

使用教科書
厚生労働省編「保育所保育指針解説」（フレーベル館）
文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル館）

授業の概要

全８回のうち、前半は子どもや子どもとかかわることについての理解を深める。
子どもケアセンターで過ごす親子のようすや保育士のかかわりを見学したり、４年生が地
域の親子を対象に遊びの実践をする映像を視聴することで、保育者として働くことを具体
的に理解する。
後半は、子どもケアセンターでの「親子とのふれあい体験」「保育者体験」などを通し
て、「子どもとは」「保育職に対するイメージ」を具体化すると共に受講者同士のグルー
プディスカッションにより「子ども」「保育者」への理解を深める。

教員担当形態 複数(主担当：横井直子) ナンバリングコード 232-4PRA1-01

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

「保育職キャリアデザインⅠ」の目標は、２年次前期に控えている実習の前に、保育職へ
のイメージを明確にすることである。
ここでいう保育職とは、保育所、幼稚園、認定こども園、児童養護施設、子育て支援施
設、病院等で保育する職を指す。
１年次は、保育者として働くというイメージを具体化するために、ヒューマンケア学部附
属の子どもケアセンターでの実践を撮影した映像の視聴や、子どもケアセンターにおける
乳児やその保護者と保育者のかかわりを観察・体験する等して「保育職を体感する第一
歩」とする。
保育者を目指すにあたり、求められる知識・技能を今後の４年間の学修や実習において意
欲的に修得する重要性を理解し振り返りのグループディスカッションでは、仲間との協働
力を体得する。

ディプロマポリシーと
の関連

D4「意欲・態度」◎、D3「協働力」〇

授業科目名 保育職キャリアデザインⅠ

授業担当者名 渡辺　桜、加古　有子、横井　直子、杉江　栄子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業態度（出席回数）50%
レポート等提出物（提出状況及び内容）50%
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

【保育所】（担当：加藤望、杉江栄子、鈴木聡美）
《1年次後期　事前指導　5回》
・保育実習の意義、目的の理解
・実習記録の意義、目的の理解
・基本的な実習記録の作成方法
・保育所及び幼保連携型認定こども園等実習施設の理解
・保育施設見学の実施（学外教育）

《2年次前期　事前事後指導　10回》
・保育実習の内容と実習の心得
・観察実習を通した子ども理解の方法について
・指導計画の作成方法
・自己の達成課題の明確化及び実習目標の作成
・指導案および実習目標の個別指導
・事後レポートの作成
・事後面談による実習の振り返り
・実習報告会の実施

【施設】（担当：石垣儀郎、杉江栄子、横井直子）
《2年次後期　事前事後指導　15回》
・施設実習の内容と意義の理解
・自らの実習課題の明確化
・実習記録の意義、記録方法の理解
・実習施設への理解
・実習施設および利用児・者についての理解
・実習報告会を通した事後指導

・学生受講結果アンケートの実施

授業の概要

保育実習Ⅰの実地実習に向けて、保育所及び幼保連携型認定こども園や居住型児童福祉節
等の役割を理解し、基礎的知識と心構えを学び、実習に必要な知識・技術を深める。実習
記録や保育計画の必要性を知り、具体的記述方法を学び、教員からの個別指導を通してさ
らに理解を深める。

＜実務経験と本科目との関連＞
保育士としての実務経験を踏まえ、保育を取り巻く課題と具体的な実践事例を通して、乳
幼児期の心身の発達の特性と子どもの姿を伝え、保育者による環境構成と援助、保育の展
開と改善方法について学生が理解を深められるよう指導する。

教員担当形態
オムニバス
（主担当：保育所 加藤、施
設 石垣）

ナンバリングコード 232-3PRA2-08

備考
幼児保育専攻　2025年度生
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

保育実習の意義と目的を理解し、保育所や児童福祉施設で実地実習を円滑に進めるための
知識・技術を習得することで、主体的に実地実習で学ぶべき内容や学ぶ方法を体得する。
実地実習を行うにあたって、自己の達成課題を明確にして臨むことを目的とする。また、
実習後には、自己の保育や子どもとのかかわり、指導担当保育者からの指導助言を振り返
り、今後の実習に向けての自己課題を確認する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇「協働力」◎

授業科目名 保育実習指導Ⅰ

授業担当者名 加藤　望、鈴木　聡美、杉江　栄子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期〜2年次



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

既習の教科全体の知識・技能を基礎とし、応用的実践力を身に付けるようにする（週60分
程度）。

使用教科書

《1年次後期・2年次前期》
厚生労働省編「保育所保育指針解説」＜平成30年3月＞（フレーベル館）
内閣府 文部科学省 厚生労働省著「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」＜平成
30年3月＞（フレーベル館）
保育所実習の手引き，実習記録簿
《2年次後期》
愛知県保育実習連絡協議会「福祉施設実習」編集委員会編「保育士を目指す人の福祉施設
実習」（株式会社みらい）
施設実習の手引き，実習記録簿
その他、必要に応じレジメ等を配布する。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業への取り組み・授業（15回）の振り返りシート（45％）、小レポート（15％）、期末
レポート（40％）
※出席は、10回以上すること。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　未来の教師
第02回　世界の教育動向ーEducation 2030 とその後ー
第03回　日本の教育動向ー教育振興基本計画—
第04回　令和の日本型教育—日本型教育の深化—
第05回　新しい時代に向けた資質・能力—学習指導要領—
第06回　学びの目標設定—教師としての力量を付けるためにー
第07回　教師の役割
第08回　教育動向　チーム学校
第09回　教育動向　教育DX
第10回　教育動向　キャリア教育
第11回　教育動向　インクルージブ教育、STEAM教育
第12回　教育動向　義務教育学校・小中一貫教育校、コミュニティスクール
第13回　地元の特色　第4期中期教育振興計画調査
第14回　地元の特色　調査結果の報告
第15回　大学における学修計画の立案、学生受講結果アンケートの実施

授業の概要

社会経済構造の変容に伴い、学校教育に期待される役割も大きく変容し、公教育の担い手
である教師の役割や専門性は、高度化、多様化しています。
教師の役割も知識伝達者から参加型学習のファシリテーターへの転換が迫られています。
また、人格形成としての役割では、教師は児童生徒の心理的支援の役割も期待されてお
り、この期待に応える上で、教師は保護者や外部の専門家と協働してチーム学校として児
童生徒を支援していく必要があります。
本講義では、教育現場を取り巻く最新動向を紹介し、教師の役割と意義を学修します。
その上で、大学生活を通じて教師としての自己のキャリアをデザインする意義や目的を理
解し、自分の学修を振り返りつつ，これからありたい自己の教師像を描けるよう，他者と
の対話や多様な価値観に触れながら考えていきます。

＜実務経験と本科目との関連＞
公立学校の教諭、教育センター指導主事、公立学校の管理職として教員研修や教育研究推
進をしてきた経験を活かし、これからの教育を支える教師としての職務内容や役割につい
て具体的な事例を提示します。さらに、世界・国・地方自治体の教育動向を取り上げ、変
化が激しく、不確かで複雑で曖昧なこれらの社会を生き抜く子どもを育てる教師像を明確
にしていきます。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PED1-01

備考
児童発達教育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

学校教育の中で、教師に求められる役割が大きく変わろうとしており、これまで以上に、
教師の資質・力量の向上が求められている。１年生の段階において、「教師」について検
討することは、教職についての知識獲得・理解、自分自身の教師観の形成、教職への動機
付けの向上のために、必要不可欠です。ここでは、教職の職務内容、現代の子ども及び学
校の現状について基本的問題から理解し、教職の意義及び役割について理解するととも
に、教職への関心や意欲を高め、今後の大学生活での学修目標を設定できるようにするこ
とを目的とします。
最終的には、教師の専門性についての理解を基に、自分自身が実現しようする教職観を明
らかにし、将来の自分の教師像に向けてこれを具体化するための学修目標を設定できるこ
とを到達目標とします。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 教職入門

授業担当者名 清水　克博

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

第01回　シラバスを読む、印象的な教師と自分との関係を振り返っておく
第02回　配布資料「OECD　Educatio2030」を事前に読んでおく
第03回　配布資料「教育振興計画概要版」を事前に読んでおく
第04回　配布資料「令和の日本型教育」を事前に読んでおく
第05回　配布資料「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善」を事前に読んでお
く
第06回　配布資料「教職員に求められる資質能力の再整理」を事前に読んでおく
第07回　配布資料「教職履修ノート」を完成させる
第08回　配布資料「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」を事前に読
んでおく
第09回　配布資料「教育DX」を事前に読んでおく
第10回　配布資料「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答
申）」を事前に読んでおく
第11回　配布資料「特別支援教育の在り方に関する特別委員会（報告）」を事前に読んで
おく
第12回　配布資料「小中一貫教育の成果と課題に関する調査研究」を事前に読んでおく
第13回　配布資料「愛知の教育ビジョン」を事前に読んでおく
第14回　地元あるいは気になる都道府県政令指定都市の「第４期中期教育振興計画」を調
査する
（週60分以上）

使用教科書

テキスト
講師が毎回、必要な資料を配布する

参考書
山﨑準二・矢野博之：編著（2020）「新・教職入門　改訂版」学文社
秋田喜代美・佐藤学：編著（2008）「新しい時代の教職入門」有斐閣
佐藤雅彰・齊藤英介：著（2015）「子どもと教室の事実から学ぶ　『学びの共同体』の学
校改革と省察」ぎょうせい
石井順治：著（1989）「『対話的学び』をつくるー聴き合い学び合う授業」ぎょうせい



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業態度（30％）、授業内で行うレポート（30％）、最終回に実施する理解度確認
（40％）などで総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、障害児保育・特別支援教育を支える理念と特別支援教育制
度の理念・仕組み
第02回　障害児保育・特別支援教育の歴史的変遷とインクルーシブ教育システム
第03回　障害児保育・特別支援教育の場（機関）と制度の現状
第04回　障害に関する基礎理解①（知的障害）
第05回　障害児への保育・特別支援教育における発達及び活動の援助①（知的障害）
第06回　障害に関する基礎理解②（発達障害：LD、ADHD）
第07回　障害児への保育・特別支援教育における発達及び活動援助②（発達障害：LD、
ADHD）
第08回　障害に関する基礎理解③（発達障害：自閉症スペクトラム）
第09回　障害児への保育・特別支援教育における発達及び活動の援助③　(発達障害：自
閉症スペクトラム)
第10回　障害に関する基礎理解④（聴覚・視覚・運動障害）
第11回　障害児への保育における発達及び活動の援助③（聴覚・視覚・運動障害）
第12回　障害児保育・特別支援教育実践の展開（1）生活づくり・遊びづくり・教育の支
援方法の具体例
第13回　障害児保育・特別支援教育実践の展開（2）個別の教育支援計画・指導計画と教
育課程上の位置づけ、障害はないが特別の教育的ニーズのある幼児、児童及び生徒の支援
（外国籍児童・貧困家庭・被虐待）
第14回　家族への支援・就学支援・地域との連携
第15回　特別の教育的ニーズのある幼児・児童・生徒と合理的配慮・理解度確認・授業全
体の振り返り、「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書
「特別支援学校　幼稚部教育要領　小学部・中学部学習指導要領」
「特別支援学校教育要領　総則編（幼稚部・小学部・中学部）」
「特別支援教育概論　花熊暁・川住隆一・苅田知則　編著（建帛社）」

授業の概要

障害児保育・障害児教育実践の要といえる子ども理解及び特別な配慮を要する幼児・児
童・生徒についての教育的指導・支援のあり方についての基本的な知識理解をはかりなが
ら特別支援教育の基礎を学修する。さらに、障害種別の障害に関する知識や、支援方法・
配慮事項を学ぶことにより、障害児者への理解を深める。また、教育現場における様々な
場面を想定しながら事例を考察するほか、講義科目ではあるがグループ学習や発表の活動
を行うことによって実践力を身につける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PED1-02

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により特別の支援を必要とする幼児
及び児童、生徒の障害の特性や困難性を理解し、活動に参加している実感・達成感をもち
ながら学び、生きる力を身に付けていくことができるよう、個別の教育的ニーズに対し
て、他の教師や関係機関と連携しながら組織的に対応していくために必要な知識や支援方
法を理解する。
1. 特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の障害の特性及び心身の発達を理解す
る。
2. 特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する教育課程や支援の方法を理解す
る。
3. 障害のある子どもの保護者との連携や支援方法、障害はないが特別の教育的ニーズの
ある幼児、児童及び及び生徒の学習上又は生活上の困難とその対応を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 特別支援基礎概論

授業担当者名 大島　光代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

障害の有無ではなくニーズがあれば特別の配慮を行う特別支援教育の考え方は、通常の学
校教育現場でも浸透してきました。困難を感じている子ども達に向き合う気持ちや、様々
な活動や学びの場面で教員として取り組んでいくための力は、今後益々重視され必要とさ
れます。半期という短い期間に学ぶべき内容は多岐に渡るため、講義用のプリントを活用
しながら復習をしたり、教科書や関連図書を読んだりして知識を深めるための学びを積極
的に行って欲しいと思います。新聞やニュースで報道される関連記事にも関心をもつよう
にしましょう。また、授業で配布する資料は、自己学習で積極的に活用して自己学習を
行ってください。週60分以上を目安とします。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義内容の定着を図るため、配布された資料（「重要事項」等を含む）などで復習する。
グループ討議や全体討論に参加できるようにすること。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

1,理解度確認、レポートの作成と提出（50％）
2,ワークシート（振り返り）から見る受講態度、関心意欲（25％）
3,グループワーク、ディスカッション等（25％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（教育方法を学ぶ意義、授業の進め方、授業に関する諸注意
等）
第02回　求められる資質・能力と教育動向、学びを引き出す教育技術
第03回　教師の話し方や指示の実例、教材・教具の工夫、学習過程
第04回　学習集団の人間関係づくり、学習環境
第05回　子どものつまずき事例とその対応、教育的瞬間
第06回　子どもから信頼される方策、評価
第07回　子どもの自尊感情を高める授業づくり、ケアの論理
第08回　理解度確認、授業の振り返りとまとめ、「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書
資料は適宜配布する。
（参考文献）29年告示　「小学校学習指導要領解説　総則編」　文部科学省

授業の概要

「教育方法」の基礎的理論と実態及び、資質・能力を育てるための「主体的・対話的で深
い学び」の視点からの授業改善、学習評価の基礎的な在り方や課題等を理解する。また、
子ども理解に基づいた発問・説明や板書等の指導技術、目標と内容構成、展開、評価規準
（基準）の視点等を踏まえた学習指導案作成を考えることができる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2PED2-03

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

これからの社会を担う子どもたちに求められる資質・能力（コンピテンシー・新学習指導
要領等）を育成するために必要な「教育方法」を理解する。また、教育の目的に適した指
導技術を理解し、適切な教材の作成・活用に関する基本的な能力等を身につける。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 教育方法論

授業担当者名 石川　雅春

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業でのICT活用には どのような実践事例があるか ウェブサイトで 閲覧しておく。
プレゼンテーションの準備作成等。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業での発表と 授業への参画態度 40% 　レポート及び課題 60%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス　授業方針と 評価方法の説明、参考文献指示、
　　　　ICTに関する環境整備等
第02回　これからの社会を担う子供達に必要な資質・ 能力育成に適した指導技術
　　　　電子黒板、デジタル教科書の活用
第03回　ICTを活用した 授業の実際1 プレゼンテーションの準備とYouTube動画の作成と
　　　　活用
第04回　ICTを活用した 授業の実際2　プレゼンテーションと動画の作成
第05回　ICTを活用した 授業の実際3　評価と改善　ロイロノートスクール等を活用した
　　　　小テスト作成と資料提示
第06回　校務の情報化　校務支援ソフトの活用と個人情報の管理、QRコード等の活用
第07回　遠隔授業への対応（同時双方向型、オンデマンド型）　Zoomの活用や動画配信
　　　　の仕方　生成AIの活用
第08回　情報セキュリティーと情報モラル教育　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 参考 文部科学省 「教育の情報化に関する手引き 追補版」令和2年 6月

授業の概要
この授業ではICT活用の理論を理解して、 授業設計・実施・評価・改善にかかわる知識・
技術を習得することで 授業の実践力を形成する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2PED2-04

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業でのICT活用について、その効果を実践事
例から理解することができる。また、情報活用能力育成の必要性を理解し、その具体的な
教育方法を実践できるようにする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力 ・判断力・ 創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 ICT活用の理論と実践

授業担当者名 田中　宏和

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義内容の定着を図るため、配布された資料の重要事項について、毎回マーキング等をす
る。プレゼンテーションの担当部分については、資料説明できるように準備する授業内の
指示に従い、予習復習をする。小冊子の完成に向けて、資料集めや補足作成をする。（週
60分以上）

学生に対する評価の方
法

協働的な活動への取り組み（グループワーク、ディスカッション等）　30％
授業内容の習得・理解度をみる課題（小冊子の作成）  30％
主体的で批評的な課題発見・解決能力をみる最終論述レポート　40％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　国語教育と国語科教育、専門の重要性—ガイダンス（授業目的・方法、内容、評
価等）—
第02回　言葉の機能、伝達・認識・創造と言語感覚—故事成語・慣用句・ことわざ等—
第03回　伝統文化と言葉、我が国の言語文化—漢字・俳句と短歌・古文—
第04回　「言葉による見方・考え方」を働かすとは何か—授業外課題①
第05回　情報の的確な理解・整理と考えの形成—情報リテラシー—（課題のフィ—ドバッ
ク）
第06回　硬筆書写の基本（水書を含む）—姿勢・鉛筆のもち方・筆順—書写１
第07回　毛筆書写の基本—筆の持ち方・姿勢・点画の書き方・筆圧—書写２
第08回　書写指導の実技—硬筆・水書と毛筆の関連・評価の方法—書写３
第09回　 「読むこと」の授業１—説明的文章の教材研究と指導—
第10回　伝記・ノンフィクションの指導法を考える—授業外課題②
第11回　「読むこと」の授業２—物語・小説の教材研究と指導—（課題のフィ—ドバック）
第12回　「読むこと」の授業３—昔話・民話・ファンタジーの魅力と指導法—
第13回　読書指導の意義とその進め方—読書で広がる自分の考え—
第14回　論述の書き方指導—「国語」の学びから自分の考えを形成—
第15回　理解度確認、授業全体の振り返り・学びの⼀般化、「学生受講結果アンケート」
への回答

使用教科書

資料は適宜配布する。
（参考文献）
文部科学省「小学校学習指導要領解説　国語編」（東洋館出版）
石川雅春著『優しさからの国語教室』（一粒書房2023.6）

授業の概要

「国語」の基礎・基本である、言葉の特性の理解やコミュニケーション・情報リテラ
シー、書写の考え方と実技、論理的文章や文学的文章の教材研究の在り方、具体的な指導
法、読書指導や論述レポートの書き方等をグループワーク、ディスカッションを通し楽し
く習得する。進度等により、内容の変更もありうる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1EED1-06

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

言語の機能と役割、文学・論説の構造や特質を学問領域の専門性を踏まえて学ぶととも
に、小学校国語科教育の目標と内容構成、教育方法、教材研究論等の基礎・基本を学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 国語

授業担当者名 石川　雅春

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業についての振り返りシート等（30％）、授業外課題レポート２本（30％）、数回の理
解度確認（40％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（使用テキストや授業の進め方、小学校社会科の内容
 　　　　構成）
第02回　小学校社会科の意義とねらい（「小学校学習指導要領解説 社会編」の活用と
 　　　　理解）
第03回　社会科学習の始まりと地域を見つめる視点（小学校３年生「身近な地域」）、
 　　　　生活科との関わり、フィールドワークに向けたグループ作り
第04回　「身近な地域」におけるフィールドワーク体験（グループワーク）
 　　　　授業外課題①
第05回　フィールドワークの発表（グループによるまとめと表現活動、ICT機器の
 　　　　活用）
第06回　発電の仕組みや電気の安定供給（小学校４年生「わたしたちのくらしと
 　　　　電気」）、インターネットや各種ホームページの活用
第07回　日本の国土（小学校５年生「日本の国土」）
第08回　産業の分類と日本の産業構造（小学校５年生「日本の農業や水産業」）
第09回　石油精製と石油の供給、需要と供給のバランス（小学校５年生「工業
 　　　　生産」）、統計資料の活用
第10回　日本国憲法と政治の仕組み（６年生「わが国の政治のはたらき」）
第11回　ICT機器とデジタル教科書の活用、地図の魅力と地図帳の利用
第12回　遺跡や遺物、遺産が語る歴史（６年生「日本のあゆみ」）
第13回　人物中心の歴史学習（６年生「日本のあゆみ」）授業外課題②
第14回　歴史体験（６年生「日本のあゆみ」）、授業全体の振り返り（学生受講結果アン
ケート）
第15回　授業全体のまとめと質疑応答、理解度確認

使用教科書

＜テキスト＞
教科用図書「新しい社会５年上・下」（東京書籍）
＜参考図書＞
文部科学省「小学校学習指導要領解説 社会編」

授業の概要

本授業は基本的に講義形式で行うが、フィールドワークなどの体験活動や話し合い、グ
ループワークなどを取り入れアクティブ・ラーニングの実現を図っていく。小学校社会科
全般についての知識等を身に付けることはもちろんのこと、教師として「社会的な見方・
考え方」を高められるように思考活動の場面を多く設定する。授業の中で調べ学習（追究
活動）やまとめ、表現活動を行うこともあるため、予告した内容についての資料集めやイ
ンターネットの活用ができるようにしておく（パソコンやスマートフォンの持参）。
教職を目指すことを目的とした授業であり、意欲的・積極的な授業参加を求める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1EED1-01

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

初等社会科の概要について主に教科内容面から学びを深め、小学校３年生から６年生まで
の社会科の内容構成や具体的な内容について理解する。また、「暗記教科」とされがちな
社会科だが、小学校社会科では知識の獲得とともにそのプロセスが重視され学習方法や追
究の仕方（調べ方や考え方等）を身に付けることが求められている。そもそも小学校社会
科は総合的な教科であり、知識だけでなく社会的事象の捉え方や考え方、問題や課題の解
決能力の高め方等についても理解を深めていく。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 社会

授業担当者名 西尾　一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業外課題レポートへの取組、フィールドワークのまとめ、各種資料探し（週60分）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

「算数数学用語」「授業構想」に向けた発表内容や実施時期については講義にて連絡す
る。（90分×4）
グループ討議を行う場合には前時に課題を提示し、予習として調査や自分の意見を明確に
まとめる。
新しい言葉や概念を学ぶため、実体験を含めた振り返りとしての復習が毎回必要である。
（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（20％）
②講義における発表（30％）
③毎回での授業でのまとめや振り返り及び理解度確認（50％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　算数・数学のよさ、算数・数学を学ぶ目的
第03回　算数・数学の歴史的と発展、論理的な思考力及び系統性
第04回　数の獲得と拡張①
第05回　数の獲得と拡張②、算数用語について
第06回　四則演算（加法と減法①)
第07回　四則演算（加法と減法②、乗法と除法①）
第08回　四則演算（乗法と除法②）
第09回　文字式の意味と有用性、授業構想に向けて
第10回　データの活用、平面図形①
第11回　平面図形②、立体図形、授業構想①
第12回　変化と関係①（事象と表、式、グラフ）、授業構想②
第13回　変化と関係②（正比例と反比例）、授業構想③
第14回　変換と関係③（図形と関数的な考え）、授業構想④
第15回　講義全体のまとめ、理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

文部科学省「小学校学習指導要領解説 算数編」（日本文教出版）
算数科教科書1年、3年（上・下）、5年
（参考文献）柴田録治監修、岡崎市算数・数学教育研究部「算数指導の疑問これですっき
り」（黎明書房）
　　　　　　文部科学省「中学校学習指導要領解説「数学編」」（日本文教出版）
　　　　　　小学校算数科教科書「わくわく算数（2年、4〜6年）」（啓林館）
　　　　　　中学校数学科教科書「未来へひろがる数学（1〜3年）」（啓林館）

授業の概要

日常生活との関連をはかりながら算数のよさをつかみ、教科書理解を通して教材の取り扱
いや子どもの発達成長過程の把握を通して学ばせ方の要点をつかむ。算数科の指導内容や
算数用語、学ばせ方の工夫や設定の仕方に関して、小学校学習指導要領算数科の４領域
（「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定及び変化の関係」「Ｄデータの活用」）の内容と系
統性と論理性について、グループワークや意見交換、ディスカッションを通して体系的に
理解する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1EED1-07

備考 児童発達専攻

授業のテーマ及び到達
目標

算数を学ぶ目的やよさを実感しながら、教科としての有用性を理解する。小学校算数科の
目標や、算数科の４領域（「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定及び変化の関係」「Ｄデー
タの活用」）に関して、重要な指導内容とそれらの数学的背景について理解する。また、
算数科としての特徴である系統性や論理性について、教科書の内容の扱い方や子どもの考
え方を把握し、内容の理解をいっそう図る

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 算数

授業担当者名 高鍬　利行

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自然現象のニュース・情報を基にした自己学習、シラバスと次回の授業で扱われる話題に
ついての予習、講義内容の深化学習（週90分以上）

学生に対する評価の方
法

小テストと振り返り60％・レポートと発表20％・授業への参画態度20％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　理科教育の目的　※第02回〜14回については提示された問題や課題について、
 　　　　資料や事前に調べた情報をもとに、グループディスカッション等を行い、
 　　　　解決を目指す。毎回PCを使用する。
第02回　生命・地球(1)　身近な自然の観察　生物とその環境
第03回　生命・地球(2)　自然に学ぶ　ネイチャー・テクノロジー
第04回　生命・地球(3)　眼のつくりと働きと動物の見ている世界
第05回　エネルギー・粒子(1)　光の正体は
第06回　エネルギー・粒子(2)　温度と熱
第07回　エネルギー・粒子(3)　電気と磁気のはたらき
第08回　エネルギー・粒子(4)   水の特異性
第09回　エネルギー・粒子(5)　重力
第10回　生命・地球(4)　地球内部の構造と資源
第11回　生命・地球(5)　大陸の移動とプルームテクトニクス
第12回　生命・地球(6)  生命誕生と生物の進化
第13回　生命・地球(7)  遺伝子組み換え、ゲノム編集
第14回　生命・地球(8)　極地の環境と生物、「学生受講結果アンケート」への回答
第15回　理解度確認と総合的な振り返り。授業で疑問が残った事項や質問が多かった事項
についての解説

使用教科書
テキスト：授業のPDF資料
　　　　　小学校学習指導要領解説　理科編

授業の概要

エネルギー・粒子・生命・地球の各領域における身近な自然事象や科学的な課題をテーマ
に、意見交換・議論をしながら授業を進める。科学的な知識を活用し、解決を図ることを
通して、自然のしくみやきまりの理解を深め、科学の有用性の認識や自然のもつ偉大さ、
巧みさ、しくみに共感し、自然と共生できる人間を追求する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1EED1-02

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

小学校教諭を志す学生にとって、科学的に探究する能力や態度は、不可欠である。本授業
では、科学的な知識を活用し、問題の解決を図ることを通して、自然のしくみやきまりの
理解を深め、科学の有用性を認識するとともに、自然に対する畏敬の念をもち、地球環境
に配慮し、命を大切にできる人間としての生き方を学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 理科

授業担当者名 石井　鈴一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

どんぐりごま等の遊ぶ物を作り、
　　　　季節の変化と生活や遊びについて考える。《内容⑸季節の変化と生活　⑹自然
や物を使った遊び》

を使った遊び》
第11回【体験活動⑥・グループワーク③】「動くおもちゃであそぼう」自分の作った動
くおもちゃを紹介し、一緒に遊ぶ。
　　　　《内容⑸季節の変化と生活　⑹自然や物を使った遊び　⑻生活や出来事の伝え
合い》
第12回【体験活動⑦】「自分はっけん」幼い頃の自分史を各自考えた方法でまとめる。
《内容⑼自分の成長　⑵家庭と生活》

第01回　講義オリエンテーション（本講義のねらいと学習の進め方）生活科内容の概
論、自己の生活科経験の想起
第02回【体験活動①】大学探検「大学のすてき」をフィールドワークで見つけよう《内
容⑴学校と生活》
第03回【グループワーク①】大学探検で見つけた「大学のすてき」を紹介し合い教材化
への検討をする。

第05回【体験活動②・グループワーク②】計画をもとにしたグループごとの調査・取
材・まとめをする。
　　　　《内容⑶地域と生活　⑷公共物や公共施設の利用》
第06回【体験活動②・グループワーク②】グループごとに「町のすてき」を紹介するプ
レゼンテーションを行う。

第10回【体験活動⑥】「動くおもちゃをつくろう」身近にある物を使って、遊びや遊び
に使うものを作ることを通して、
　　　　遊びを創り出すことについて考える。《内容⑸季節の変化と生活　⑹自然や物

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度やグループワークへの積極性と貢献度(30%)、活動ごとに提出する作品
や記録(40%)、最終課題レポートによる理解度確認(30%)により、総合的に判断して評価を
行う。やむを得ない理由以外は最終レポート提出日の欠席は認めない。

　　　　《内容⑴学校と生活　⑻生活や出来事の伝え合い》
第04回【体験活動②・グループワーク②】地域取材「町のすてき」を見つけよう、町探
検の計画を検討する。
　　　　《内容⑶地域と生活　⑷公共物や公共施設の利用》

　　　　《内容⑶地域と生活　⑷公共物や公共施設の利用　⑻生活や出来事の伝え合
い》
第07回【体験活動③】野菜の種まき等の栽培活動を体験《内容⑸季節の変化と生活　⑺
動植物の飼育・栽培》
第08回【体験活動④】身近な生き物に触れ飼育活動を体験《内容⑸季節の変化と生活　
⑺動植物の飼育・栽培》
第09回【体験活動⑤】「秋とあそぼう」秋の落ち葉や木の実を使って遊びを考えたり、

授業の概要

初めに生活科の目標を確認し、幼児・幼稚園教育のカリキュラムと連動していることを理
解し、生活科の学習内容の構成を調べる。具体的には学習内容が「学校、家庭及び地域の
生活に関する内容」、「身近な人々、社会及び自然と関わる活動に関すること」、「自分
自身の生活や成長に関する内容」の三点に分かれ、個別には9項目の学習内容が用意され
ていることを理解する。それぞれの学習内容について、具体的にどのような活動や体験が
有効となるのか、教材開発の視点から体験的に学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1EED1-08

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本授業では、生活科の学習内容に関する教材研究及び教材づくりをテーマとして、学習内
容に関する題材を収集したり、調査・研究をしたりしながら具体的な活動や体験により、
生活科の授業づくりに関する基礎的な知識や技能を身に付けることを到達の目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 生活

授業担当者名 金指　由香里

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第15回　これまでの講義のまとめ、最終課題レポート提出による理解度確認

第13回【体験活動⑦】幼い頃の自分史を振り、成長への気付きについて考える。《内容
⑼自分の成長　⑵家庭と生活》
第14回　スタートカリキュラムと幼保小連携について、「学生受講結果アンケート」へ
の回答

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

事前に学習指導要領の解説にある学習内容について該当する箇所を熟読する。（週30分以
上）該当する内容について生活科教科書を参考にして、具体的な教材について考える。
（週30分以上）

使用教科書
テキストとしては下記の資料等を使用するが、参考図書や文献、教材等は適宜紹介する。
・「小学校学習指導要領解説　生活科」（東洋館出版社）
・生活科教科書「たのしいせいかつ」上・下（大日本図書）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学習指導案の作成やグループ協議のための事前準備（週90分）
模擬授業の準備や講義の着実な習得のためのレポート作成（週60分）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（20％）
授業で配布する資料の記述や学習指導案による授業内容の理解度（40％）
模擬授業・グループワーク・ディスカッション等（40％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の進め方、授業に関する諸注意等、国語科教育の今日
的な課題）
第02回　学習指導案の作成の仕方・教材研究の方法
第03回　提案授業１（教員による模擬授業を通して授業の方法を学ぶ）
第04回　提案授業２（DVDで授業を視聴して授業技術を学ぶ）
第05回　教材研究と指導案の作成・検討（1年「読むこと」説明的な文章）
第06回　模擬授業とグループ協議（ICTの活用を含む）
第07回　教材研究と指導案の作成・検討（２年「話すこと・聞くこと」）
第08回　模擬授業とグループ協議（ICTの活用を含む）
第09回　教材研究と指導案の作成・検討（3年「書くこと」）
第10回　模擬授業とグループ協議（ICTの活用を含む）
第11回　教材研究と指導案の作成・検討（４年「読むこと」文学的な文章）
第12回　模擬授業とグループ協議（ICTの活用を含む）
第13回　教材研究と指導案の作成・検討（５年「伝統的な言語文化」）
第14回　模擬授業とグループ協議（ICTの活用を含む）
第15回　「書写」の授業（含：水書の指導）と全体の振り返り、省察、「学生受講結果ア
ンケート」への回答

使用教科書
資料は適宜、プレゼンテーション用の自作プリントを配布する。
（参考文献）29年告示　「小学校学習指導要領解説　国語編」　文部科学省
石川雅春著『優しさからの国語教室』（一粒書房2023.6）

授業の概要

小学校教諭の経験を持つ授業担当者が、自ら授業実践を通して培った指導をもとに、小学
校における国語科学習指導の目標と内容、方法、授業構造、学習過程、指導計画などの知
識を理解する。また、教材研究をしたり、指導計画を考えたりしながら、学習指導案を作
成し、模擬授業を通して、実践的な指導力を高めていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233−2EED2-03

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

国語科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された国
語科の目標や学習内容について背景となる学問領域と関連させて理解を深める。また、基
礎的な学習指導理論を踏まえて、具体的な授業場面を想定した授業設計を行い、学習指導
案を作成し、模擬授業の実践と振り返りを通して、授業改善の視点を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「知識・技能」〇

授業科目名 初等国語科教育法

授業担当者名 石川　雅春

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

教職を目指すことを目的とした授業であり、意欲的・積極的な授業参加を求める。
授業についての振り返りや授業外課題レポート（30％）、数回の理解度確認（30％）、模
擬授業の指導案の作成及び模擬授業への取組態度（40％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　初等社会科教育の意義やねらい、社会科の教材紹介と授業体験①
第02回　学習指導要領及び小学校社会科の歴史的変遷、社会科の教材紹介と授業体験②
第03回　問題解決学習の目的や方法（学習問題の設定、発問構成、「主体的、対話的で
 　　　　深い学び」の実現）、社会科の教材紹介と授業体験③
第04回　小学校社会科の指導計画（学年別内容、デジタル教科書の使用等）、社会科の
 　　　　教材紹介と授業体験④
第05回　社会科の教材研究と教材開発、教材を見付ける視点、社会科の教材紹介と授業
 　　　　体験⑤
第06回　各自で見付けた教材の紹介と検討（グループワーク）、発表
第07回　模擬授業に向けた準備（グループワーク：授業学年、授業内容、授業の概略、
 　　　　発問構成、評価方法等についての話し合い）
第08回　学習指導案の形式や内容、作成上の留意点、学習指導案の作成
第09回　模擬授業に向けた指導案作成（グループワーク）
第10回　作成した指導案の検討、模擬授業への準備（グループワーク）
第11回　作成した指導案を基にした模擬授業①、模擬授業の反省と協議
 　　　　（グループワーク：改善に向けた話し合いと提案）
第12回　模擬授業②、反省と協議
第13回　模擬授業③、反省と協議
第14回　模擬授業の振り返り、教師の授業力、授業の改善、授業全体の振り返り
 　　　　（学生受講結果アンケート）
 　　　　（カリキュラム・マネジメント、社会に開かれた教育課程等）
第15回　授業全体のまとめと質疑応答、理解度確認、「学生受講結果アンケート」の実施

授業の概要

本授業では初等社会科教育の意義やねらい、内容等についての理解及び社会科授業の根本
である問題・課題解決学習の指導法を学ぶ。また、教材研究や教材開発の仕方、学習指導
案の作成、模擬授業の実施を通して社会科の指導法（実践的な能力）を身に付けていく。
前半では小学校社会科の授業体験（地図指導、産業学習、歴史学習、憲法学習等）や社会
科教育についての基礎を学び、後半は指導案の作成とグループワークを中心にした実践化
を図るための模擬授業に向けた取組を行う。これらを通して問題解決的な学習のあり方と
「主体的、対話的で深い学び」を実現するための授業づくりについて理解を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2EED2-09

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

社会的事象の関係や原因を追究し、それを基にして将来の社会の方向性を見つめたり理想
とする未来像を構想したりしていくのが社会科である。単に教科書の内容を教えればよい
ということではなく、現実社会に存在する様々な社会的事象を取り上げ教材としていく力
や教科書の内容を深く分析したり追究したりしていく力が教師には求められる。また、社
会科授業では、児童が「社会的な見方・考え方」を働かせて思考・判断し、より高次で深
化した概念を習得していくことが求められている。教師が社会科の本質を理解し、児童に
真の社会科を学ばせていくことが重要である。初等社会科（小学校３〜６年生の社会科）
と向き合い、正しい社会科イメージをもつことは、これから教職を志す者にとっては不可
欠である。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「知識・技能」○

授業科目名 初等社会科教育法

授業担当者名 西尾　一

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業外課題レポートへの取組、身近な地域における教材探し、模擬授業に向けた教材研究
と指導案作成（週60分程度以上）

使用教科書

＜テキスト＞
教科用図書「新しい社会６年上・下」（東京書籍）
＜参考図書＞
文部科学省「小学校学習指導要領解説 社会編」



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学習指導案を作成し、それに基づいた模擬授業の準備、模擬授業の振り返り（９0分×
２）
探究的な学習への課題について前時に課題を提示し、予習として調査や自分の意見を明確
にまとめる。
毎回の講義について、内容の定着のため講義資料をもとに実体験に関連付け振り返りを行
う。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

 ①授業への参画態度（20％）
 ②単元計画・教材研究・模擬授業、学習指導案（30％）
 ③毎回の授業内容のまとめや振り返り及び理解度確認（50％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（算数を学ぶ意義、算数の領域、基本的な学習過程、子ども
理解）
第02回　学習指導要領の意義や変遷、授業づくりの考え方、学習指導案の書き方
第03回　算数科の授業づくりの在り方①（課題設定、自力解決）
第04回　算数科の授業づくりの在り方②（全体共有、確かめ、振り返りの場）
第05回　算数科の実践例と授業づくり①（主体的、対話的で深い学び）
第06回　算数科の実践例と授業づくり②（評価について）
第07回　算数科の実践例と授業づくり③（ＩＣＴ機器の利用）
第08回　算数科の実践例と授業づくり④（実態に応じた対応）
第09回　「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」領域の模擬授業①と分析・検討
第10回　「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」領域の模擬授業②と分析・検討
第11回　「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」領域の模擬授業③と分析・検討
第12回　「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」領域の模擬授業④と分析・検討
第13回　「Ｃ変化と関係」「Ｄデータの活用」領域の模擬授業⑤と分析・検討
第14回　「Ｃ変化と関係」「Ｄデータの活用」領域の模擬授業⑥と分析・検討
第15回　授業づくりについてのまとめ、理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

文部科学省「小学校学習指導要領解説 算数編」（日本文教出版）
算数科教科書1年、3年（上・下）、５年
（参考文献）柴田録治監修、岡崎市算数・数学教育研究部「算数指導の疑問これですっき
り」（黎明書房）

授業の概要

算数科を学ぶ意義や変遷について、授業の在り方を含め、社会の実態に応じて変化してい
ることを理解する。算数科の系統性を意識し、４領域（「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測
定及び変化の関係」「Ｄデータの活用」）の内容について、学習指導要領や教科書をもと
に理解する。指導方法については、多様性を生かした学びを形成する過程を通して、授業
づくりのポイントを探っていく。授業づくりの基本としての教材研究や評価の意義、効果
的な発問や板書、児童の考えの把握方法などについて、学習指導案を作成したうえで模擬
授業を行う。よりよい授業の在り方に迫るために、グループワークや意見交換、ディス
カッションを通した考察を行い、受容的応答的な支援について構想力、実践力を身に付け
ていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2EED2-04

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

小学校算数科について、指導する意義や変遷を知り、指導と評価の在り方や有用性を理解
する。子どもを多面的に理解し、教育とケアを一体化できるように一人一人の算数のとら
え方を生かした学びを身に付けるとともに、授業づくりの基本を身につけ、学習指導要領
算数科の目標や、４領域（「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定及び変化の関係」「Ｄデー
タの活用」）の内容と構成についてつかむ。その上で、実際の指導方法や授業を成り立た
せるための条件について、算数のよさやつながりを考察した学習指導案、模擬授業を通し
て実践的な力を身につけていく。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等算数科教育法

授業担当者名 高鍬　利行

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業後に実施する「授業のふりかえり」の記述及び授業への参加態度（20％）、理解度確
認（50％）、学習指導案等の課題レポートにもとづく評価（30％）等を総合的に判断して
評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

ICTを活用した指導法を習得するため、毎回PCを使用する。
第01回　理科教育の役割と目標を知る。＜講義・討議＞
第02回　学習指導要領における理科の目標と内容を知る。＜講義・討議＞
第03回　理科の問題解決の学習過程と各学年で育てたい能力と評価を理解する。
 　　　　＜講義・討議＞
第04回　理科の学習理論と指導法について学ぶ。＜講義・討議＞
第05回　理科授業におけるICTの活用とプログラミング教育について、実践事例を
 　　　　踏まえて学ぶ。＜講義・討議＞
第06回　Ａ区分「物質・エネルギー」各学年の目標と内容、指導上の留意点について、
 　　　　実践事例を踏まえて学ぶ。＜講義・討議＞
第07回　Ｂ区分「生命・地球」各学年の目標と内容、指導上の留意点について、
 　　　　実践事例を踏まえて学ぶ。＜講義・討議＞
第08回　理科学習指導案の形式・内容と作成の仕方と留意点を理解した上で、単元を
 　　　　設定して学習指導案を作成する＜独自学習・個別指導＞
第09回　模擬授業のための予備実験、教材研究を進める。＜独自学習・個別指導＞
第10回　作成した学習指導案をグループで検討して修正する。＜グループ学習・討議＞
第11回　作成した指導案による模擬授業Ⅰを実施、振り返りを通して、主体的・
 　　　　対話的な理科授業の在り方及び理科の授業評価について学ぶ。＜実習・討議＞
第12回　作成した指導案による模擬授業Ⅱを実施、振り返りを通して、主体的・
 　　　　対話的な理科授業の在り方及び理科の授業評価について学ぶ。＜実習・討議＞
第13回　理科施設の整備、実験器具と薬品の安全な取扱い方について学ぶ。
 　　　　＜講義・実習＞
第14回　主体的・対話的で深い学びを目指す授業改善の視点と評価の方法＜講義・討議＞
第15回　理解度確認と総合的な振り返り。授業での疑問点、質問の多かった事項の解説＜
講義・討議＞　「学生受講結果アンケート」への回答

授業の概要

教科の本質を踏まえた科学的な問題解決の能力を身に付させるための学習指導の在り方な
ど、講義内容についてディスカッションしたり発表したりして、自分自身の考えを深め、
学習指導案を作成し模擬授業を行う。また、教科書の実験を体験し、安全な実験方法や教
材についての理解を図る。これらの活動を通して、初等理科教育についての知識や技能、
指導法を身につける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2EED2-10

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

初等理科教育の指導法の体得
本授業では、学習指導要領に示された理科の目標と内容、理科の学習論や問題解決のプロ
セス等の理解を図る。さらに、具体的指導場面を想定して、学習指導案を作成し模擬授業
を行い、その効果的な指導法を追究する。これらを通して、自らの問題解決の能力を高め
るとともに、理科学習論に基づいて、授業設計を行う方法を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等理科教育法

授業担当者名 石井　鈴一

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

与えられた課題や、授業時に生じた疑問について、自ら調べたり、考えたりしたことを授
業の中で語ることによって、主体的に学ぶことを体得するようになる。模擬授業に向けた
学習指導案の作成準備や教材研究（週60分以上）

使用教科書

テキスト
・「小学校学習指導要領」
・「小学校指導要領解説理科編」
・「小学校理科教科書」
参考資料　授業の中で適宜配布する。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

毎回の事後学習［授業の振り返り］と授業への参加態度（30％）、学習指導案と模擬授業
（30％）、小論文（40％）等から総合的に判断して評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　本授業の概要を知る。生活科の特質について学ぶ。＜講義＞
第02回　生活科における主体的な活動を促す指導方法のポイントについて、幼児期の教育
を参考にして学ぶ。＜講義＞
第03回　「探検活動」の学習指導案例を基にして、単元構想について学ぶ。＜講義＞
第04回　「探検活動」の学習活動体験①／思いや願いを持ち、計画を立てる活動における
指導方法の実際について学ぶ。＜演習・講義＞
第05回　「探検活動」の学習活動体験②／体験活動を行い、振り返り表現する活動におけ
る指導方法の実際について学ぶ。＜演習・講義＞
第06回　「探検活動」の学習活動体験③／伝え合い、交流し、次の計画を立てる活動にお
ける指導方法の実際について学ぶ。＜演習・講義＞
第07回　「おもちゃ作り活動」を例にして、教材研究の方法について学ぶ。＜講義＞
第08回　「おもちゃ作り活動」の教材研究（環境構成、予備製作、教材選び）を行う。＜
グループワーク＞
第09回　「おもちゃ作り活動」の単元構想（活動展開、学習指導案作成①）を行う。＜グ
ループワーク＞
第10回　「おもちゃ作り活動」の本時の授業設計（学習指導案作成②）を行う。＜グルー
プワーク＞
第11回　ユニバーサルデザインによる授業のポイントについて学び、「おもちゃ作り活
動」の学習指導案の検討、模擬授業の準備を行う。＜講義・グループワーク＞
第12回　「おもちゃ作り活動」の模擬授業・授業改善①／模擬授業を行い、その相互評
価・自己評価を通して授業改善について検討する。＜グループワーク・討議＞
第13回　「おもちゃ作り活動」の模擬授業・授業改善②／模擬授業を行い、その相互評
価・自己評価を通して授業改善について検討する。＜グループワーク・討議＞
第14回　「おもちゃ作り活動」の模擬授業・授業改善③／模擬授業を行い、その相互評
価・自己評価を通して授業改善について検討する。＜グループワーク・討議＞
第15回　これまでの授業のまとめと振り返りをする。小論文を書く。学生受講結果アン
ケートの実施。＜講義・個別学習＞

使用教科書

・文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度告示）解説　生活編」東洋館出版社
・文部科学省検定済教科書（令和６年度版）「せいかつたんけんたい 上 はじめてがいっ
ぱい」「せいかつたんけんたい　下 はっけんだいすき」光村図書出版株式会社
＜参考書籍＞　文部科学省「幼稚園教育要領解説　平成30年3月」フレーベル館

授業の概要

生活科の指導方法のポイントについて学んだ上で、「探検活動」の学習指導案例を基にし
て学習活動を体験しながら指導方法の実際について理解する。ここでの学びを活用し、グ
ループで協働しながら「おもちゃ作り活動」の教材研究・単元構想・本時の授業設計を行
い、学習指導案を作成する。そして、模擬授業を行って授業改善について検討する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2EED2-05

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

生活科の指導方法、授業設計
・生活科の指導方法を理解する。
・生活科の学習指導案を作成し、授業設計の方法を身に付ける。
・生活科の模擬授業を行い、授業改善の視点を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○　「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等生活科教育法

授業担当者名 児玉　康彦

単位数 1単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

使用教科書で毎回の授業内容に関するページを読み、疑問点をまとめておく。小学校生活
科教科書の活動例を見て、「おもちゃ作り活動」のおもちゃの材料集めをし、単元構想・
授業設計について考えておく。毎回の事後学習［授業の振り返り］をまとめる。（各回30
分以上）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・Moodleの資料を参照し、キーワードを予習する（30分〜／週）。
・授業の内容や日常の経験をもとに自ら問いをたて、調べる。授業時に関連する書籍を紹
介するが、図書館などを利用して、自ら興味のある書籍を選んで読む（60分〜／週）。
・履修にあたっての注意： 授業中は写真を撮るのではなく、目と耳、手をはたらかせて
ノートを取る（PC等を利用することはかまわない）。

学生に対する評価の方
法

毎回の授業時に課すレポート（講義の要約とコメント）と期末の理解度確認課題の達成度
により評価する。評価の配分はおよそ、レポート：期末の理解度確認課題＝1：2 を想定
しているが、受講者の課題達成度により若干変動することがありうる。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　導入：心理学とは何か
第02回　生物としてのヒト
第03回　心と脳
第04回　感覚
第05回　知覚
第06回　記憶
第07回　学習(1) 古典的条件づけ
第08回　学習(2) オペラント条件づけ
第09回　思考と言語
第10回　知能
第11回　情動
第12回　動機づけ
第13回　心理学の最近のトピックス：行動の科学としての心理学
第14回　理解度確認課題
第15回　まとめ（理解度確認課題のフィードバック、学生受講結果アンケートの実施な
ど）
※第13回は外部講師による授業を計画しているが、時間割配当等の都合上、日程および
テーマを変更することがあるかもしれない。

使用教科書
指定の教科書はなし。資料（主に授業時に提示するスライド）はMoodleにアップロードす
る。各自それらのファイルをダウンロードして、ノートPCやタブレット端末で利用する。

授業の概要
心理学 psychologyは、psycho「精神、心」の ology「科学、学問」である。この講義で
は感覚・知覚、学習、記憶、情動などの領域の基礎的な内容を取り上げ、実証的データに
基づいてヒトの行動の仕組みと働きを概説する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-01

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

心理学入門。
1．心理学が科学的なアプローチによって探求されてきたこと理解する。
2．さまざまな領域の心理学があることを理解する。
3．認知心理学や学習心理学領域の概要を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 心理学概論Ⅰ

授業担当者名 赤嶺　亜紀

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・Moodleの資料を参照し、キーワードを予習する（30分〜／週）。
・授業の内容や日常の経験をもとに自ら問いをたて、調べる。授業時に関連する書籍を紹
介するが、図書館などを利用して、自ら興味のある書籍を選んで読む（60分〜／週）。
・履修にあたっての注意：授業中は写真を撮るのではなく、目と耳、手をはたらかせて
ノートを取る（PC等を利用することはかまわない）。

学生に対する評価の方
法

毎回の授業時に課すレポート（講義の要約とコメント）と期末の理解度確認の達成度によ
り評価する。評価の配分はおよそ、レポート：期末の理解度確認＝1：2 を想定している
が、受講者の課題達成度により若干変動することがありうる。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　導入：社会的存在としての人間
第02回　パーソナリティ（1）：個人差
第03回　パーソナリティ（2）：自己認知
第04回　個人と社会（1）：対人認知
第05回　個人と社会（2）：社会的影響
第06回　個人と社会（3）：集団
第07回　生涯発達（1）：人間の発達の特徴
第08回　生涯発達（2）：子ども時代の発達
第09回　生涯発達（3）：青年期の発達
第10回　生涯発達（4）：障がい児教育
第11回　健康（1）：心理的障害
第12回　健康（2）：睡眠
第13回　心理学の最近のトピックス：ライフサイクルと心理学
第14回　理解度確認課題
第15回　まとめ（理解度確認課題のフィードバック、学生受講結果アンケートの実施な
ど）
※第13回は外部講師による授業を計画しているが、時間割配当等の都合上、日程および
テーマを変更することがあるかもしれない。

使用教科書
指定の教科書はなし。資料（主に授業時に提示するスライド）はMoodleにアップロードす
る。各自でそれらのファイルをダウンロードして、ノートPCやタブレット端末で利用す
る。

授業の概要
心理学psychologyとは、psycho「精神、心」のology「科学、学問」である。この講義で
は社会心理学や発達心理学、臨床心理学の領域について基礎的な内容を取り上げ、心理的
事象に関する実証的データに基づいて、人間の行動の特徴を概説する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-03

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

心理学入門。
1．心理学が科学的なアプローチによって探求されてきたこと理解する。
2．さまざまな領域の心理学があることを理解する。
3．社会心理学や発達心理学、臨床心理学領域の概要を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 心理学概論Ⅱ

授業担当者名 赤嶺　亜紀

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスあるいは授業時に示される次回の授業で扱われるテーマについて予習する（30分
/週）。
授業の内容をもとに自ら問いをたて、自分で調べる。授業時に関連する書籍や論文を紹介
するが、与えられたものだけでなく、図書館などを利用し、自ら興味のある文献を選んで
読む（60分〜/週）。
授業の進行に応じて、実験データの整理など、課すことがある（20〜30分）。
課題ごとにレポートを作成する（60分〜）。

学生に対する評価の方
法

評価は4つのレポートに基づくが、実験参加の状況や態度も考慮する。
この授業は実験の参加体験を重視する科目であるため、欠席・遅刻は厳禁である。
全ての課題のレポートを提出しなければ、単位認定は困難となる（提出期日厳守）。な
お、1課題でもレポートの不正（他者の著作物（友人のレポート等も含む）の剽窃・盗用
等）があった場合、失格とする。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

下記の4つのテーマの実験を行う。課題1・3を金田、課題2・4を赤嶺が担当する。学生は2
グループに分かれ、3週ごとに各テーマに取り組み、その都度レポートを提出する。

課題 1： ミュラー・リヤーの錯視
課題 2： 自由再生法
課題 3： 鏡映描写
課題 4： 反応時間の測定

授業のスケジュール
第01回　　　　　オリエンテーション（授業の概要説明，レポート作成の注意点など）
第02・03・04回　A班-課題1，B班-課題2
第05・06・07回　A班-課題2，B班-課題1
第08回　　　　　レポートのまとめ方など
第09・10・11回　A班-課題3，B班-課題4
第12・13・14回　A班-課題4，B班-課題3
第15回　　　　　まとめ： 心理学における実証の重要性、学生受講結果アンケートの実
施など

使用教科書 テーマごとに必要なプリントを配布する。参考文献等はその都度紹介する。

授業の概要
人間の適応、生存にかかわる行動の科学として、心理学の特徴は実験という方法論にあ
る。この授業では、心理学の幅広い分野から選抜された基礎的かつ興味ある心理現象につ
いて実験的探索を試みる。

教員担当形態 複数、クラス分け ナンバリングコード 233-1PSY1-02

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

実験の参加体験とデータ整理、レポート作成を通して行動の科学としての心理学の特徴を
理解し、その研究法を習得する。
この授業は卒業必修科目であり、認定心理士資格取得の必須科目である（基礎科目c領域
心理学実験・実習）。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 心理学実験演習Ⅰ

授業担当者名 赤嶺　亜紀、金田　宗久

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

評価は4つのレポートに基づくが、実験参加の状況や態度も考慮する。
この授業は実験の参加体験を重視する科目であるため、欠席・遅刻は厳禁である。
全ての課題のレポートを提出しなければ、単位認定は困難となる（提出期日厳守）。な
お、1課題でもレポートの不正（他者の著作物（友人のレポート等も含む）の剽窃・盗用
等）があった場合、失格とする。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

下記の4つのテーマの実験を行う。課題1・3を金田、課題2・4を赤嶺が担当する。学生は2
グループに分かれ、3週ごとに各テーマに取り組み、その都度レポートを提出する。

課題 1： 同調
課題 2： プライミング効果
課題 3： メンタルローテーション
課題 4： ストループ効果

授業のスケジュール
第01回　　　　　オリエンテーション（授業の概要説明など）
第02・03・04回　A班-課題1，B班-課題2
第05・06・07回　A班-課題2，B班-課題1
第08回　　　　　レポートのまとめ方など
第09・10・11回　A班-課題3，B班-課題4
第12・13・14回　A班-課題4，B班-課題3
第15回　　　　　まとめ： 心理学研究の最近のトピックス、学生受講結果アンケートの
実施など

※ 第15回は外部講師による授業を計画しているが，時間割等の都合上，テーマを変更す
ることがあるかもしれない。

使用教科書 テーマごとに必要なプリントを配布する。参考文献等はその都度紹介する。

授業の概要
人間の適応、生存にかかわる行動の科学として、心理学の特徴は実験という方法論にあ
る。この授業では、心理学の幅広い分野から選抜された基礎的かつ興味ある心理現象につ
いて実験的探索を試みる。

教員担当形態 複数、クラス分け ナンバリングコード 233-1PSY1-04

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

実験の参加体験とデータ整理、レポート作成を通して行動の科学としての心理学の特徴を
理解し、その研究法を習得する。
この授業は卒業必修科目であり、認定心理士資格取得のための必須科目である（基礎科目
c領域　心理学実験・実習）。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 心理学実験演習Ⅱ

授業担当者名 赤嶺　亜紀、金田　宗久

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスあるいは授業時に示される次回の授業で扱われるテーマについて予習する（30分
/週）。
授業の内容をもとに自ら問いをたて、自分で調べる。授業時に関連する書籍や論文を紹介
するが、与えられたものだけでなく、図書館などを利用し、自ら興味のある文献を選んで
読む（60分〜/週）。
授業の進行に応じて、実験データの整理など、課すことがある（20〜30分）。
課題ごとにレポートを作成する（60分〜）。



授業概要（シラバス）

授業科目名 子育ての原理

授業担当者名 加藤　望

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜3年次前期

授業の概要

この授業は、パワーポイントを用いて資料を提示する講義形式を基本とするが、知識を詰
め込むだけでなく、教科書や資料等の情報をもとに自分の考えを言語化し、他者との意見
交換もおこなう。
第05回目までは、子育てに関する調査・研究のデータを読み解きながら授業を進める。第
06回〜第09回では、保育制度や子育て支援制度についての概要を理解する。第10回〜第12
回は、ヨーロッパ、アメリカ、中国、アフリカといった他国の子育てについて、視聴覚教
材等も利用しながら見識を深める。第13回〜第15回では、子どもの健やかな育ちを支える
教育者として必要な専門的知識や倫理観を身に付けていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1PED1-01

備考
子どもケア専攻：1年次
児童発達教育専攻：2〜3年次

授業のテーマ及び到達
目標

子どもを育てる営みをテーマに、日本の子育て世帯の現状や課題、保育制度の内容に加
え、世界における子育ての歴史や文化的背景、子育ての支援について学ぶ。また、これら
の知識をもとに、保護者や保育者、子どもといった多角的な視点で物事を捉え、子育てや
保育について自分の考えを持ちながらも、目の前の子どもとのかかわりにおいて、最善を
尽くすために試行錯誤する態度を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習として、教科書をよく読んでおきましょう（各授業回に関連した教科書の対象章は、
授業計画に記載）。また、授業中はノートを用意して、板書だけでなく口頭での説明につ
いても書き取り、まとめておきましょう。復習として、リフレクションを提出しましょ
う。リフレクションでは、授業で学んだことを踏まえ、自分で考えたり調べたりしたこと
を記入しましょう(60分以上)。日常生活でも、子育てや子どもの教育に関する話題に目を
向け、新聞やニュース記事などを読みましょう。

学生に対する評価の方
法

ノート提出　60%
リフレクション　40%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　保育とは何か？（第1章，第7章）
第02回　日本の保育の現状と課題 子育てにまつわるデータから（第2章，第6章）
第03回　日本の保育制度の現状と課題 （第3章，第10章）
第04回　子育てと出会うとき
第05回　世界の子育て 日本の子育て 子育ての文化的差異について考える　DVD視聴
第06回　世界の子育て 日本の子育て 子育ての文化的差異について考える
第07回　日本の保育・幼児教育の歴史から現在の多様な保育制度について考える（第14
章）
第08回　日本の保育・幼児教育の歴史から現在の多様な保育制度について考える（第14
章）
第09回　日本の子育て支援制度
第10回　世界の保育・幼児教育の歴史から子育てや子ども観について考える（第12章）
第11回　世界の保育・幼児教育の歴史から子育てや子ども観について考える（第13章）
第12回　保育施設および保育者の役割（第6章，第15章）
第13回　社会的養護
第14回　保育者の職業倫理（第11章）
第15回　保育者の専門性（第11章）　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

教科書：吉田貴子他編著 「新・保育実践を支える 保育の原理」福村出版
参考書：厚生労働省編集「保育所保育指針解説」＜平成30年3月＞フレーベル館
　　　　文部科学省著「幼稚園教育要領解説」＜平成30年3月＞フレーベル館
　　　　内閣府・文部科学省・厚生労働省著「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解
説」＜平成30年3月＞フレーベル館



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習、復習をする事で、正確な知識による学習内容の定着に努めて下さい。(目標60分)

学生に対する評価の方
法

講義対象領域の理解度(80%)、講義への参画態度等(20%)、以上2点から総合的に評価す
る。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　はじめに、子どもの病気の特徴、乳幼児健診
第02回　症状からみる小児の疾患　発熱
第03回　症状からみる小児の疾患　咳、喘鳴、呼吸困難
第04回　症状からみる小児の疾患　腹痛、嘔吐、下痢
第05回　症状からみる小児の疾患　痙攣
第06回　症状からみる小児の疾患　皮疹、不定愁訴
第07回　感染症
第08回　成長発育代謝に関する疾患
第09回　泌尿器、性器に関する疾患
第10回　血液疾患、悪性腫瘍
第11回　アレルギー疾患
第12回　発達障害
第13回　発達障害
第14回　理解度確認と解説
第15回　全体のまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
「ナースとコメディカルのための小児科学　改訂第6版」 白木和夫・高田哲　　ヘルス出
版

授業の概要
「子どもの保健」の講義と共に、子どもがよくかかる病気(common disease)や重要な病気
も取り上げます。病気の原因、症状、治療、予後(病気の経過や結果)と共に、予防法や生
活上の注意点についても学習する予定です。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1HEA1-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

少子化が社会的な問題となっている中、数少ない子どもたちの健全な成育は喫緊の社会的
要請であると考えられます。また、病気や障害を持つ子どもの社会復帰やQOL(生活の質)
の向上も重要な視点となります。将来、保育士、幼稚園、小中学校教諭など、子どもの健
康に関する支援、教育の中心的役割を担う学生として、子どもの健康と教育についての基
本を正確に理解し、病気への対応ができるようになる事を目標とします。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識、技能」◎、「思考力、判断力、創造力」〇

授業科目名 子どもの病気Ⅰ

授業担当者名 星野　伸

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習、復習をする事で、正確な知識による学習内容の定着に努めて下さい。(目標60分)

学生に対する評価の方
法

講義対象領域の理解度(80%)、講義への参画態度等(20%)、以上2点から総合的に評価す
る。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　はじめに、子どもの病気の特徴、乳幼児健診
第02回　症状からみる小児の疾患　発熱
第03回　症状からみる小児の疾患　咳、喘鳴、呼吸困難
第04回　症状からみる小児の疾患　腹痛、嘔吐、下痢
第05回　症状からみる小児の疾患　痙攣
第06回　症状からみる小児の疾患　皮疹、不定愁訴
第07回　感染症
第08回　成長発育代謝に関する疾患
第09回　泌尿器、性器に関する疾患
第10回　血液疾患、悪性腫瘍
第11回　アレルギー疾患
第12回　発達障害
第13回　発達障害
第14回　理解度確認と解説
第15回　全体のまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 「最新育児小児病学　改訂7版」黒田ヤス弘・香美祥二・森健治　　南江堂

授業の概要
「子どもの保健」の講義と共に、子どもがよくかかる病気(common disease)や重要な病気
も取り上げます。病気の原因、症状、治療、予後(病気の経過や結果)と共に、予防法や生
活上の注意点についても学習する予定です。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1HEA1-01

備考 幼児保育専攻、児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

少子化が社会的な問題となっている中、数少ない子どもたちの健全な成育は喫緊の社会的
要請であると考えられます。また、病気や障害を持つ子どもの社会復帰やQOL(生活の質)
の向上も重要な視点となります。将来、保育士、幼稚園、小中学校教諭など、子どもの健
康に関する支援、教育の中心的役割を担う学生として、子どもの健康と教育についての基
本を正確に理解し、病気への対応ができるようになる事を目標とします。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識、技能」◎、「思考力、判断力、創造力」〇

授業科目名 子どもの病気Ⅰ

授業担当者名 星野　伸

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習、復習により、学んだことを定着させるとともに、さらに自身での学習を深めるよう
にしてください。(60分以上)

学生に対する評価の方
法

①講義対象領域の理解度(80%)
②講義への参画態度など(20%)
以上２点から総合的に評価する

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　子どもの健康と保健の意義
第02回　子どもの身体発育と生理機能の発達　１
第03回　子どもの身体発育と生理機能の発達　２
第04回　子どもの健康状態の把握
第05回　子どもの体調不良などに対する対応
第06回　体調不良・ケガその他緊急事態に対する適切な対応
第07回　健康安全管理　保育、教育現場環境
第08回　子どもの主な疾病の特徴とその予防・対応①
第09回　子どもの主な疾病の特徴とその予防・対応②
第10回　保育、教育現場における保健的対応　１
第11回　保育、教育現場における保健的対応　２
第12回　保育、教育現場における保健的対応　３
第13回　子どもの疾患への国の対応
第14回　健康安全管理の実施体制
第15回　総括と追加、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
大澤眞木子 監修「子どもの保健〜健康と安全〜」へるす出版
「母子健康手帳（教材用見本）」母子保健事業団

授業の概要
子どもの発育と発達、子どもの発達にかかわる保健の意義、かかわり方などについて基本
的事項を学ぶ

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1HEA1-02

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

子どもたちが健全な身体と人間性を獲得し社会に巣立つ上で、保健活動の果たす役割は大
きい。子どもたちの健やかな成育を支援する上で、養護教諭が家庭や地域住民、医療従事
者と協力して果たすべき役割は大きい。子どもの健全な「成育」過程と、この時期に起こ
りがちな問題や障害が分かり、それに対応できるようになることが目標である。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子どもの保健

授業担当者名 成瀬　美恵

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義の範囲について、あらかじめマニュアル等を読んで確認しておく。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

①授業内容の理解度（60％）
②指定テーマによるレポート（20％）
③受講・授業への参画態度（20%）
以上により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　感染症と学校における衛生管理
第02回　学校環境衛生活動の法的根拠と学校環境衛生基準
第03回　第１ 教室等の環境に係る学校環境衛生基準①
第04回　　　 教室等の環境に係る学校環境衛生基準②
第05回　第２ 飲料水の水質及び施設・設備に係る学校環境衛生基準
第06回　第３ 学校の清潔、ネズミ、衛生害虫等及び教室等の備品の管理に係る
　　　　学校環境衛生基準
第07回　第４ 水泳プールに係る学校環境衛生基準
第08回　第５ 日常における環境衛生に係る学校環境衛生基準、第６ 雑則、その他
第09回　学校環境衛生検査実習（室内空気環境の測定とその評価①）
第10回　学校環境衛生検査実習（室内空気環境の測定とその評価②）
第11回　学校環境衛生検査実習（照度、まぶしさ、黒板面の色彩、騒音）
第12回　学校環境衛生検査実習（水質の測定とその評価）
第13回　学校環境衛生検査実習（ATP測定とその評価、学校給食の衛生管理）
第14回　保健室のセルフメディケーション（「医薬品」に関する教育と薬品管理、
　　　　薬物乱用防止教育について）
第15回　理解度確認とまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

学校環境衛生管理マニュアル「平成３０年度改訂版（文部科学省）」（日本学校保健会）
＜参考書籍＞
学校環境衛生活動教本2023（愛知県学校薬剤師会）
学校環境衛生活動を生かした保健教育（日本学校保健会）
学校環境衛生試験法（金原出版）2018.9

授業の概要

学校保健安全法の施行に合わせて、「学校環境衛生基準」が策定、施行されている。
この「基準」がH30年、Ｒ02年、R04年に一部改訂されるとともに、新型コロナウイルス感
染症対策として文部科学省より発出された「学校における新型コロナウイルス感染症対策
に関する衛生管理マニュアル（ver.1〜9） 〜「学校の新しい生活様式」〜」において
も、「換気」や「消毒」等、衛生管理の重要性が謳われ、学校における学校環境衛生活動
のさらなる充実が求められたことから、「基準」に基づく「環境衛生検査」や「日常点
検」とはどういったものか、それが児童生徒及び職員の健康、安心安全にどう関わってい
るかについて実習を交えて学ぶ。
また、環境と人間の関わりは双方向性であることから、健康を保持増進するためには心身
の健康に対する環境の影響について理解するとともに、どうしたら安全で豊かな施設環境
と児童生徒等の安心・安全を確保できるかを学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1HPM2-03

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校は、環境からの影響を受けやすい発達段階の児童生徒が、1日の多くの時間を集団で
過ごす場であり、また学習活動を行う際には学校の環境衛生が児童生徒等の健康及び学習
能率等に大きな影響を及ぼすことから、統一した学校環境衛生水準を確保するための「基
準」が法制化されている。
養護教諭として、学校における「環境衛生管理」の実際とその重要性を学ぶとともに、ど
うすればそういった環境が維持できるのか、また、その必要な理由とは何か、について自
ら気付くことができるよう働きかける保健教育の視点を取得する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 学校環境衛生

授業担当者名 木全　勝彦

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスや授業時に示す次回授業の内容について調べ、ノートにまとめる（週120分）
授業時に生じた疑問点等について自分で調べ、レポートにまとめる（週120分）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（20％）
②レポート（30％）
③理解度確認（50％）
以上3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　授業の進め方
第02回　健康管理学①　健康の概念　保健統計と疫学
第03回　健康管理学②　ライフスタイルと健康づくり運動
第04回　生活習慣病の基礎知識①　人体を構成する様々な臓器　がん　肥満
第05回　生活習慣病の基礎知識②　糖尿病　脂質異常症　高血圧　動脈硬化
第06回　生活習慣病の基礎知識③　虚血性心疾患　脳血管疾患　肺疾患
第07回　生活習慣病の基礎知識④　腎臓病　肝臓病　アレルギー　認知症等
第08回　心の健康管理①　メンタルヘルスとストレス　心の病気とは
第09回　心の健康管理②　さまざまな心の病気　エゴグラムで自己理解を深める
第10回　生活を守る栄養学①　栄養と健康　栄養学の基本生活習慣病を予防する食生活
第11回　生活を守る栄養学②　時間栄養学　ライフステージ別栄養学　病気と栄養
第12回　生活を守る栄養学③　食育　健康食品　食の安全と環境
第13回　生活環境と健康　体を守る健康知識
第14回　理解度確認と解説
第15回　理解度確認に対するフィードバック、及び授業で十分説明できなかった事項や
　　　 　質問の多かった事項を解説
　　　 　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書
特定非営利活動法人　日本成人病予防協会　監修
健康管理士一般指導員　テキスト１〜６巻（養成指定校専用教材）

授業の概要
本講義は、健康を考える上で基盤となる概念に触れ、現代における我が国の健康問題を取
り上げつつ、社会ではどのような対策がなされているか、また自分自身の生活を振り返
り、どんなことを心がければよいのかを考え、追求していく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1HPM1-04

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本講義は「健康管理士一般指導員」取得に必要な科目である。
健康管理士一般指導員は、健康管理の正しい知識を体系的に身につけ、年齢・性別・生活
習慣に合わせた健康管理指導やアドバイスができる資格である。
本講義は、3年次の夏休みに予定している試験に向けての対策講座である。事前に購入し
たテキスト1〜6に基づいて、健康管理、生活習慣病の基礎知識、心の健康管理、生活を守
る栄養学、生活環境と健康、体を守る健康知識について学習するが、その内容（要点）に
ついて理解し、他人にアドバイスできるようになることが到達目標である。　原則とし
て、1年次にテキストを購入した者が受講できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 健康管理学

授業担当者名 近森　けいこ

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教科書や関連書籍・文献・インターネット等で関係する問題について理解を深める．
予習：60分　復習：30分

学生に対する評価の方
法

次の2点を総合して評価する
①授業内容の理解度　80％
②授業中に行う課題・小テストなど　20％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス　総論　精神保健・メンタルヘルスについて
第02回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．現病歴・生育歴・病前性格
第03回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．既往歴・家族構成
第04回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．統合失調症①
第05回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．統合失調症②
第06回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．うつ病
第07回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．双極性障害
第08回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．PTSD・適応障害
第09回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．身体症状症・自傷行為
第10回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．パーソナリティ障害
第11回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．てんかん
第12回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．カウンセリング①
第13回　精神疾患，精神保健について症例をもとに理解する．カウンセリング②
第14回　理解度確認とまとめ
第15回　授業全体の振り返り、受講結果アンケートの実施

使用教科書
「精神医学（PT・OTビジュアルテキスト専門基礎）（羊土社）
「養護教諭の精神保健術」（北大路書房）

授業の概要
精神医学・メンタルヘルスの基本的な問題について講義する．担当者の自験例を紹介しな
がら，理解を深める．

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1DCP1-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

養護教諭に必要とされる精神医学・メンタルヘルスの基本について理解し説明できる．
児童・生徒のメンタルヘルスについて理解し説明できる．
児童・生徒，家族の抱える精神的問題について理解し適切な対応ができる．

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 精神保健

授業担当者名 外ノ池　隆史

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

診断の会場設営③
第07回　小テスト④

          　≪心臓の疾病及び異常の有無・尿検査・腎臓疾患・寄生虫卵検査≫
第09回　小テスト⑥
　　　　児童生徒健康診断　方法と技術的基準　≪歯及び口腔の疾病及び異常の有無》
　　　　健康診断票（歯・口腔）の記入

第01回　オリエンテーション
　　　　・授業の進め方・授業参加時の服装・小テスト・レポート・評価・班編成他
　　　　・健康診断の目的及び種類と法的根拠
第02回　定期健康診断の流れと全体計画（役割分担）　保健調査　健康診断実施上の留
意点
第03回　児童生徒健康診断　方法と技術的基準　≪身長・体重≫　健康診断の会場設営

　　　　児童生徒健康診断　方法と技術的基準　≪皮膚疾患の有無・結核の有無≫　学
校医との連携①
第08回　小テスト⑤
　　　　児童生徒健康診断　方法と技術的基準

第05回　小テスト②
　　　　児童生徒健康診断　方法と技術的基準　≪視力・色覚・眼の疾病及び異常の有
無≫
              健康診断の会場設営②

学生に対する評価の方
法

実習意欲・参画態度（40％）、小テスト（20%）、実技試験（30%）、理解度確認（10%）
の総合によって評価する。

①
第04回　小テスト①
　　　　児童生徒健康診断　方法と技術的基準
             ≪栄養状態・脊柱及び胸郭の疾病及び異常の有無・四肢の状態≫

第06回　小テスト③
　　　　児童生徒健康診断　方法と技術的基準　≪聴力・耳鼻咽喉疾患の有無≫　健康

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

授業の概要

本授業は、学校保健の管理の部分にあたる児童生徒及び教職員の健康診断の実施につい
て、学校保健安全法並びに学校保健安全法施行規則、その他審議会答申等の法的根拠から
学ぶ。各種検査等の目的や方法、事前事後指導を中心に、理論と技術を習得する。また、
養護教諭として、健康診断の測定結果を保健指導、保健管理に活かすことができるように
する。そのため、学校組織の中で、担任や管理職にも根拠をもって話せる力や表現力につ
いても実習する。養護教諭として赴任した時から、確実な計画や測定技術が求められるこ
とから、小テストや実技テストを行い、実践力をつける。また、グループ活動を通して、
測定練習を行ったり、相互評価を行ったりして学びを深める。

＜実務経験と本科目との関連＞
養護教諭として、小学校、中学校、特別支援学校における実務経験に基づき、健康診断の
計画・立案、実施の具体例を示しながら解説する。また、健康診断に関わる掲示物や学校
医、保護者との連携事例など学生がイメージできるように具体的資料を提示する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1SCH2-02

備考
子どもケア専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

学校保健は、保健管理と保健指導などから構成される。その中でも、児童生徒及び教職員
の健康診断は、保健管理の重要な部分にあたる。養護教諭は、児童生徒、教職員の健康を
守り、育てていくことを職務としており、この健康診断の実施に至る計画立案、実施して
いくための知識、理解、技能等について実習を通して習得することが必要である。また、
健康診断の事前指導、事後措置、記録の管理など総合的な実習をめざす。
教育現場では、様々な価値観やニーズをもった児童生徒や保護者がいることから、プライ
バシーを守り、健康意識を育む健康診断の実施が望まれる。そこで、法的根拠に基づいた
健康診断を行うことができる知識と技能を身につけること、児童生徒及び教員に、事前事
後の指導ができることを目標とする。また、本授業を通して、自分の考える養護教諭観、
子ども観、健康観等を培い、目の前の子どもの健康課題の発見と健康支援を図るために、
学校や地域の実態に応じた指導にあたることができるようになることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 学校保健実習

授業担当者名 鈴木　かをる

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

確認
第15回　授業全体の振り返り　健康診断実施上の留意点のまとめ　学生受講結果アン

第10回　実技試験、保護者への文書作成
第11回　健康診断票の記入と管理、電子データの利用と管理　健康診断にかかわる文書

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

「児童生徒等の健康診断マニュアル」及び日本学校保健会のホームページ「健康診断」に
関する映像資料を見て、予習しておく。（約15分）
「学校保健実務必携」（ぎょうせい）を活用して、健康診断の法的根拠を予習する。（約
15分）
第3回以降は、身長測定など各健康診断の測定技法を学習する。一人で、正しく測定でき
るように授業のまとめを行い、復習する。（20分）

使用教科書
・「児童生徒等の健康診断マニュアル平成27年度改訂」日本学校保健会
・学校保健・安全実務研究会 編著「新訂版　学校保健実務必携第5次改訂版」（第一法
規）（1年次「学校保健」で使用したもの）

ケートの実施

作成と手順
第12回　職員健康診断　就学時健康診断　臨時の健康診断　事後措置と欠席者の扱い
第13回　健康診断の事後措置　健康相談及び保健指導の実際
第14回　特別支援学校の健康診断、配慮を必要とする児童生徒の健康診断　　　理解度



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

第4回から、学級活動における保健指導を計画する。それまでに、現代的健康課題につい
て、今までの学習を振り返りまとめておき、その中から、各自で学級活動の題材を選ぶよ
う準備すること。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業参画態度（30％）、提出物、作品（30％）、発表・グループワーク（30％)　、小テ
スト（10％）を基に総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の目的と概要の説明)  　学校保健領域と保健教育
第02回　保健教育①　健康課題の捉え方と保健教育、保健教育の事例、5分間指導の視聴
第03回　保健教育②　学級活動（指導案、教材・教具　他）　指導案の作成①
第04回　保健教育③　指導案作成②と指導計画、教材作成・指導準備
第05回　保健教育④　教材作成・発表準備
第06回　保健教育⑤　個人発表Ⅰ（相互評価）、指導案の提出
第07回　保健教育⑥　個人発表Ⅱ（相互評価）、指導案の提出
第08回　保健教育⑦　個人発表Ⅲ（相互評価）、指導案の提出保
第09回　保健教育（特別活動）のまとめ、グループ討議
第10回　スポーツ振興センターの業務と手続き（外部講師招聘の予定）
第11回　保健室における対応演習①　小テスト
第12回　保健室における対応演習②
第13回　保健室での対応についてグループ協議　　振り返りカード（レポート）
第14回　歯科保健指導、組織活動と養護教諭
第15回　学校保健委員会の運営、児童生徒保健委員会の実際
 　　　　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
采女智津江（編集）『新養護概説〈第11版〉』（少年写真新聞社）「養護概論」で使用し
たものでよい。

授業の概要

「学校保健」を構成する「保健教育」と「組織活動」について、養護教諭として必要な実
践的な学習を行う。「保健教育」では、特別活動（学級活動）における保健指導を演習す
る。各自が決めた健康課題を題材に、指導計画・教材作成、指導、評価までを体験する。
また、組織活動として児童生徒保健委員会活動、学校保健委員会を取り上げる。その他、
日本スポーツ振興センターについて学び、パソコンを使って申請手続き業務を体験する。
保健室での総合実習などを含め、養護教諭としての実務を総合的に学習する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2SCH2-03

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校保健は、児童生徒の健康の保持増進のために重要であり、学校全体で学校保健が推進
されるようにするために養護教諭の実践力とコーディネート力が求められている。「学校
保健演習」科目は、「学校保健」、「学校保健実習」など既習知識を総合的に使って、自
ら創造し、実践力をつけるものである。
本授業では、現代的健康課題を把握して、学校保健についての知識と具体的に指導できる
技能を培う。また、体験的な学習や発表形態により、自ら考えたり、グループで話し合っ
たりすることで、児童生徒に伝わる表現力と実践的能力を身につけることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 学校保健演習

授業担当者名 鈴木　かをる

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

提出物・発表（50％）、授業態度（20％）、レポート（15％）、理解度確認（15％）など
で総合的に評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　養護教諭の職務と役割、学校保健活動と養護教諭
　　　　 学校経営案と学校組織、校務分掌、組織の中の養護教諭
第02回　健康実態の把握と課題　学校保健情報とは　現代的健康課題とは
　　　　健康課題を解決するための保健管理・保健教育の方法
第03回　保健室の経営と運営①　保健室経営とは、保健室経営の構造と進め方
 　　　　養護教諭の職務・役割と保健室経営
 　　　　学校教育目標・学校経営方針等との関連
 　　　　学校経営案と保健室経営計画
第04回　保健室の経営と運営②　保健室経営計画立案までの流れ（計画・実践・評価）
第05回　保健室の経営と運営③　保健室経営計画の作成（健康課題・重点目標）
第06回　保健室の経営と運営④　保健室経営計画の作成（具体的方策）
第07回　保健室の経営と運営⑤　保健室経営計画の作成（評価）
第08回　保健室の経営と運営⑥　保健室経営計画の発表
第09回　理解度確認と解説
第10回　保健室経営目標達成の具体的方策①
 　　　　保健だより（目的と意義　発行手順　起案書）
第11回　保健室経営目標達成の具体的方策②　保健だよりの作成
第12回　保健室経営目標達成の具体的方策③　保健だよりの掲示（グループでの検討）
第13回　保健室経営目標達成の具体的方策④　保健だよりを用いての保健指導
 　　　　（個人・3分間保健指導）
第14回　保健室経営目標達成の具体的方策④　保健だよりを用いての保健指導
 　　　　（個人・3分間保健指導）
第15回　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

授業の概要

養護教諭の実践が日々展開される保健室は、学校の教育活動を進めるためのセンター的な
役割があり、保健室経営は学校教育目標を具体的に実現させることを目指して行われる。
保健室経営が円滑に実施できるために保健室経営計画について学び、計画案を作成する。
また、保健室経営目標達成のための具体的な方策のひとつである保健だよりを作成する。
作成にあたり「学校・地域の実態や健康課題をどのようにつかむか」について理解し実践
できる力をつける。
本演習での学びを３年次の養護実習での実践に活かす。

＜実務経験と本科目との関連＞
養護教諭としての実務経験を活かし、養護教諭の活動の実際について模擬体験しながら学
びを深める。学校経営案をもとに保健室経営計画を作成し、健康課題への取り組み、保護
者への対応、児童生徒への集団・個別指導のあり方、教職員や関連機関との連携について
学校現場と関連させて学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2SCH2-07

備考
子どもケア専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

養護教諭の専門領域である「保健管理」、「保健教育」、「健康相談」、「保健室経
営」、「保健組織活動」について、一年次に概論を学ぶ。その学びを基盤に養護教諭の職
務と役割の理解を深め、養護活動において実践できる力を培う。具体的には、保健室の経
営と運営について理解し実践できることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 養護活動演習

授業担当者名 伊藤　琴恵

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

一年次に学んだ概論を復習し、授業時に示される次回の授業で扱われる内容について予習
する(週90分）。授業後は、授業時に生じた疑問をそのままにせず、深めたい内容ととも
に調べ学習をし、整理してノートにまとめる（週90分）。

使用教科書
「新訂版　学校保健実務必携　第5次改訂版」
采女智津江（編集）「新養護概説＜第13版＞」（少年写真新聞社）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業前半で実施する小テスト４回（40％）、学習ノート・課題等の提出物（60％）で総合
的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（授業の目的・概要等）
第02回　健康相談の法的根拠および関連法規
第03回　養護教諭の職務の特質・保健室の機能を生かした健康相談
第04回　健康相談に生かす諸理論①発達段階別身体の健康問題の特徴と理解
第05回　健康相談に生かす諸理論②発達段階別心の健康問題の特徴と理解
第06回　健康相談に生かす諸理論③心身医学の基礎知識と理解
第07回　健康相談に生かす諸理論④カウンセリングの技法の理解（ペアワーク）
第08回　健康相談に生かす諸理論⑤カウンセリングの技法の実際（ペアワーク）
第09回　健康相談に生かす諸理論⑥初期対応・タッチングの技法の理解（ペアワーク）
第10回　健康相談に生かす諸理論⑥初期対応・タッチングの技法の実際（ペアワーク）
第11回　健康相談の実際①基本的対応（グループワーク）
第12回　健康相談の実際②腹痛・頭痛の対応（グループワーク）
第13回　健康相談の実際③その他の不定愁訴への対応（グループワーク）
第14回　健康相談の進め方と支援体制づくり（外部講師）
第15回　授業の振り返り、まとめ、「学生受講結果アンケート」の実施

授業の概要

授業の前半は、これまでに学習した子どもの成長発達・心身医学等の基礎理論と健康相談
を結びつけて理解を深める。具体的には、関係法規・子どもの心身の発達・心身医学・カ
ウンセリング理論・タッチング理論等を健康相談に生かす方法について考察していく。授
業毎に小テストを行い、必要な知識を習得しているか確認しながら進めていく。
授業の後半は、基礎理論を生かした健康相談の基本的な対応について学習する。具体的に
は、腹痛・頭痛等の訴えで来室した児童生徒への対応から、養護教諭の職務の特質や保健
室の機能を生かした健康相談について考察していく。さらに、健康相談における学内外の
連携や組織活動についても学びを深める。

＜実務経験と本科目との関連＞
養護教諭・相談員としての実務経験を活かし、具体的な事例を示しながら学びを深める。
これまでに学んだ理論を学校における健康相談の実際に活かす方法について、健康課題の
背景要因や環境の調整、関係者との連携など、実際の学校現場を想定しながら理解できる
よう学修を展開する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1SCH1-08

備考
子どもケア専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

近年、社会環境の急激な変化により、子どもの抱える課題は複雑化・多様化している。子
どもをとりまく社会や家庭環境の変化に伴い、生活習慣の乱れ・いじめ・不登校・児童虐
待・心身症など、子どもの抱える心身の健康課題は深刻化し、養護教諭の役割はますます
重要となってきている。養護教諭が行う健康相談は、子どもの発達段階や心身医学等の基
礎理論を理解した上で、職務の特性や保健室の機能を生かして行う必要がある。本講義で
はこれまでに学修した法規や基礎理論を健康相談と結びつけて考察し、健康相談を行うた
めに必要な知識・技能を身につけることを目標とする。
具体的な到達目標は以下の3つとする。
１．健康相談に関する法規や基礎理論等を理解する
２．養護教諭の職務の特性や保健室の機能を生かした健康相談について理解する
３．健康相談に必要な知識・技能を身につける

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 健康相談の理論と方法

授業担当者名 井澤　昌子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業の前半（第03〜06回）は、前回の授業内容に関する小テストを実施するため、各自で
指定の内容を復習をしておく（週90分）。
授業の後半（第07〜14回）は、テキストや事前に配布された資料等を読み、専門用語を調
べる等の予習をしておく（週30分）。
授業内容は、授業内に配布される学習ノートにまとめ、提出する（週60分）。

使用教科書

使用教科書は、授業時に説明する。
以下、参考図書
文部科学省「教職員のための子どもの健康相談及び保健指導の手引」（日本学校保健会）
文部科学省「現代的健康課題を抱える子供たちへの支援ー養護教諭の役割を中心とし
てー」
大谷尚子・鈴木美智子・森田光子編「養護教諭の行う健康相談」（東山書房）
三木とみ子・徳山美智子編「新訂　養護教諭が行う健康相談・健康相談活動の理論と実
践」（ぎょうせい）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

既習科目と関連づけて学習し、授業計画に記した次回の授業範囲を予習すること（週60
分）。また、授業の中で紹介する事例や参考書物等を読み、さらに実践的発展的な学習を
すること（週60分）。常に子どもの健康に関する話題やニュースなどに関心を持って学習
すること。

学生に対する評価の方
法

授業への取り組み姿勢（20%） 小テストおよび事例検討レポート（20%） 授業の理解度
（60%）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス 子どもの慢性的な健康障害
第02回　慢性的な健康障害をもつ子どもの状況・生活 そして教育
第03回　慢性疾患の子どもを理解する視点、心臓疾患の子どもの学校生活と支援
第04回　腎疾患の子どもの学校生活と支援
第05回　アレルギー疾患の子どもの学校生活と支援
第06回　糖尿病の子どもの学校生活 と支援
第07回　小児がんの子どもの学校生活と支援①
第08回　小児がんの子どもの学校生活と支援② 　血液疾患の子どもの学校生活と支援
第09回　膠原病の子どもの学校生活と支援、てんかんの子どもの学校生活と支援
第10回　頭痛に悩む子どもの学校生活と支援、起立性調節障害の子どもの学校生活と支援
第11回　摂食障害の子どもの学校生活と支援、発達・行動に問題のある子どもの学校生活
と支援
第12回　慢性的な身体障害をもつ子どもの学校生活と支援、ICFの理解と活用
第13回　医療的ケアを必要とする子どもの学校生活
第14回　貧困が招く子どもの健康課題と支援
第15回　理解度確認とまとめ、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書
満留昭久編；「学校の先生にも知ってほしい慢性疾患の子どもの学校生活」（慶應義塾大
学出版会）

授業の概要

小児慢性疾患や現代的健康課題をもつ子どもの教育の現状と教育面の配慮や自己管理支援
について学習する。代表的な慢性疾患および現代的健康課題をとりあげて、それぞれにつ
いて、①基本的知識②学校生活上の留意点について学習する。

＜実務経験と本科目との関連＞
看護師としての実務経験を活かし、慢性疾患や障害を持つ子どもの症状や治療から、養護
教諭としての具体的支援について考え、学修する。さらに教職員、養護教諭と医療者との
連携について学習する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2NUR1-02

備考
子どもケア専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

養護教諭として児童生徒の健康管理を実践できる力を身につけることをテーマとする。児
童生徒の発育発達段階の理解、看護に関する基礎的基本的知識をもとに、養護教諭として
健康管理を実践できる力を身に付けることを目標とする。慢性疾患もしくは健康課題をも
つ児童生徒の発育発達および学習活動を保障するために、養護教諭が実施する疾病管理を
実践できる力を身につけることを目標とする。また、健康管理に必要な保護者および関係
職種・関係機関との連携の必要性について理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 看護学Ⅱ

授業担当者名 成瀬　美恵

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

グループで十分検討し、講義・デモンストレーションができるように準備をする。担当し
た授業（講義・演習）の振り返りを行う。
技術の前提となる知識に関して、事前学習をして臨む。各自で繰り返し練習をし、技術を
習得する。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

①授業への参加状況（20％）、②レポート：授業資料など（40％）、③実技試験（40％）
以上3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、看護とは、看護技術とは、コミュニケーションについて
第02回　感染とは　感染予防の技術　スタンダードプリコーション
第03回　生命徴候の観察（呼吸・脈拍・体温・意識　記録）
第04回　感染予防の技術実技試験
第05回　感染予防の技術実技試験の振り返り
　　　　生命徴候の観察（血圧　記録）
第06回　生活環境調整（環境整備、ベッドメーキング）
第07回　よい姿勢と安楽な体位（体位変換）
第08回　活動・移動（車椅子移送・松葉杖移動）
第09回　食事援助　清潔の援助（食事援助、口腔ケア、整容　衣服の着脱）
第10回　排泄援助（吐物処理）
第11回　罨法（温冷罨法）
第12回　診察の補助技術（創傷処置・包帯法）
第13回　感染予防の技術（滅菌法・消毒法）
第14回　診察の補助技術（与薬）
第15回　生命徴候の観察の実技試験、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
藤井寿美子編「養護教諭のための看護学　四訂版」（大修館出版）
角濱春美・梶谷佳子編「看護実践のための根拠がわかる基礎看護技術　第3版」（メヂカ
ルフレンド社）

授業の概要

担当項目ごとにグループで資料を作成し、講義を行う。その後演習を行い、知識と実践が
統合することを目指す。授業の内容は、感染予防や生命徴候を観察するための知識・技
術、養護教諭として必要な日常生活援助技術および診療の補助技術を中心に学習する。主
体的に繰り返し技術練習を行うことで、実践能力を身につける。

教員担当形態 複数 ナンバリングコード 231-1NUR2-03

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

養護活動に必要な援助が実践できるために、基礎となる看護技術を修得する
・養護教諭として必要な看護技術に関連する知識（目的、方法、根拠等）を理解するがで
きる
・援助を実践する過程において、安全・安楽の確保を考え実施することができる
・援助を実践する過程において、対象の状況に合わせた方法で援助を行うことができる
・援助を実践した成果、影響を客観的に評価することができる
・担当課題にそった知識や技術の教授が実施できる

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 看護学実習

授業担当者名 藤井　佳代子、成瀬　美恵

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業態度（20％）、課題発表・レポート（30％）、実技技術確認（25％）、理解度確認
（25％）で総合的に評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　学校における救急処置活動　　救急処置体制、組織づくりの実際
　　　　 救急車の要請と対応、心肺蘇生法とAED
第02回　フィジカルアセスメントとは　　養護教諭にとってのフィジカルアセスメント
　　　　 養護教諭の行うフィジカルアセスメントの基本技術（問診、視診、バイタル
 　　　　サイン）
第03回　三角巾法、包帯法
第04回　学校現場で遭遇する機会の多い傷病別対応①　頭部打撲、眼部打撲
第05回　学校現場で遭遇する機会の多い傷病別対応②　胸部打撲、腹部打撲
第06回　学校現場で遭遇する機会の多い傷病別対応③　四肢打撲・骨折、関節捻挫、
　　　　 突き指
第07回　学校現場で遭遇する機会の多い傷病別対応④　歯牙損傷(打撲、破切、脱臼)、
 　　　　鼻出血
第08回　学校現場で遭遇する機会の多い傷病別対応⑤　皮膚疾患、虫刺され、火傷
第09回　学校現場で遭遇する機会の多い傷病別対応⑥　けいれん、熱中症
第10回　学校現場で遭遇する機会の多い傷病別対応⑦　頭痛、発熱、咽頭痛
第11回　学校現場で遭遇する機会の多い傷病別対応⑧　腹痛、虫垂炎
第12回　学校現場で遭遇する機会の多い傷病別対応⑨　ぜんそく
第13回　アナフィラキシーショック、エピペンの使い方　（外部講師）
第14回　実技の技術確認
第15回　理解度確認
　　　　実技の技術確認および理解度確認に対するフィ一ドバック
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書

「ここがポイント　学校救急処置」新版（農文協）
学校保健・安全実務研究会 編著　「新訂版学校保健実務必携　《第5次改訂版》」（第一
法規）
采女智津江　新養護概説＜第13版＞（少年写真新聞社）

授業の概要
本授業では、グループによる課題学習と実習の形態を基本とする。知識や技術だけでなく
実際の事例をもとに判断・行動・指導方法をロールプレイ等で体験しながら学ぶ。

教員担当形態 複数 ナンバリングコード 231-2NUR2-04

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校現場における救急処置は、身体不調の訴えや心の健康問題をはじめ、授業や部活動に
おけるけが、事故、感染症の流行、学校給食の衛生、その他学校管理下におけるすべてを
対象としている。また、事後措置が予防教育、安全教育、保健教育等へと発展していくこ
とから、専門的知識と技術を身につけた養護教諭に期待されるところが大きい。養護教諭
の多くは、救急処置に際して一人で判断・行動しなければならない。児童生徒が健康で安
全な生活を送ることができるための基礎的知識・技術を獲得し、それをもとに判断・行動
できる能力、指導できる教育力を養うことを到達目標とし、学校現場における養護教諭が
行う救急処置をテーマとする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 救急処置

授業担当者名 伊藤　琴恵、藤井　佳代子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスや授業時に示す次回授業の題材について調べ、レポートにまとめる。(週90分)
まとめたレポートを次回授業に持参し授業に参加する。
授業時に生じた疑問点等について自分で調べ、持参したレポートにまとめる。（振り返り
30分）
各回の授業後レポートを提出する。
発表班(4人〜5人）は、パワーポイント資料を作成してプレゼンテーションの準備をす
る。（週90分）
三角巾法、包帯法について、自分の三角巾、包帯を用意し繰り返し練習する。



授業概要（シラバス）

　　　　事前オリエンテーション①

【後期】
第01回　後期授業の進め方、事務連絡、小テスト①；医療用語の読み方・意味

第05回　目標個別指導　後期課題グループワーク
第06回　慢性疾患をもつ子どもの理解と連携①（発表）
第07回　慢性疾患をもつ子どもの理解と連携②（発表）
第08回　後期課題発表まとめ　〔グループワーク〕
第09回　後期課題発表まとめ　〔グループワーク〕、臨床実習実施要項の説明

【前期】
第01回　臨床実習報告会
第02回　臨床実習報告会
第03回　オリエンテーション（授業の概要、確認事項）　予防接種について
第04回　保健医療福祉施設について　役割と機能、働く職種の役割や連携
第05回　学校・養護教諭と連携が必要な保健医療福祉施設と職種[グループワーク]

第02回　ICFに基づいた慢性疾患をもつ子どもの観方・援助
第03回　目標個別指導　後期課題グループワーク
第04回　写真撮影

第10回　医療倫理、患者の権利、医療安全（ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ・ｱｸｼﾃﾞﾝﾄ）
第11回　前期課題発表まとめ　〔グループワーク〕
第12回　個人情報保護・守秘義務、電子カルテ、ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｺﾝｾﾝﾄ、ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｱｾﾝﾄ
第13回　チーム医療とカンファレンス、カンファレンスの種類と方法
第14回　カンファレンスを実施してみよう

学生に対する評価の方
法

授業の参加状況（20％）、課題レポート（30％）、グループワークへの取り組み（50％）
から総合的に判断する。
再評価は実施しない。

第06回　学校・養護教諭と連携が必要な保健医療福祉施設と職種[グループワーク]
第07回　国民の健康動向　我が国の医療政策・システム・医療制度（外部講師）
第08回　学校、養護教諭と連携が必要な保健医療福祉施設と職種（発表①）
第09回　学校、養護教諭と連携が必要な保健医療福祉施設と職種（発表②）

第15回　臨床実習とは何をどう学ぶのか、実習目標の書き方　実習病院発表

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第10回　事前オリエンテーション②
第11回　事前オリエンテーション③
第12回　事前オリエンテーション④
第13回　事前オリエンテーション⑤
第14回　臨床実習報告会
第15回　臨床実習報告会、学生受講結果アンケートの実施

授業の概要

臨床実習を円滑に行うために必要な知識・技術・態度を身につけていく。
臨床実習のカンファレンスを想定し、個人課題、グループワークおよび発表について主体
的に行う。
臨床実習後は報告会を通してさらに学びを深める。

教員担当形態 複数 ナンバリングコード 231-2NUR2-05

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

臨床実習に臨むにあたり必要な知識・技術を習得し、実習で学ぶ内容や目標を明確にす
る。そのために、保健医療福祉施設の概要を知り、機能・役割について理解を深める。
・臨床実習を行う意義と目的を理解し、目標を明確にする
・各保健医療福祉施設の機能と、働く人々の役割について理解できる
・保健医療福祉施設と学校の連携について考えることができる
・臨床実習に必要なマナーや行動を身につけることができる
・臨床実習でのカンファレンスを想定しグループワークを主体的に行うことができる
・臨床実習報告会を通して臨床実習での学びを深め、養護教諭として活用できる支援につ
いて考えることができる

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 臨床実習指導

授業担当者名 藤井　佳代子、成瀬　美恵

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前・後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自分に必要な予防接種を計画的に実施すること。グループワークに必要な事前学習に取り
組むこと。（60分以上）

使用教科書
臨床実習実施要項：名古屋学芸大学
そのほか配布資料



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

オリエンテーションおよび臨床実習実施要項にそって事前学習を進める。

学生に対する評価の方
法

実習施設の責任者が行った評価（50%）、実習記録および担当者が課したレポート等
(50%）
以上2点から総合的に評価する。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

１．病院での実習
２．実習内容
　・対象に応じたコミュニケーション方法
　・様々な症状・疾患に応じた観察方法
　・対象への検査・治療方法と援助
　・感染予防や医療事故防止のための対策・体制
　・医療チームのそれぞれの役割と連携
３．実習方法
　・各病院が立案した実習計画に則り、学生は日々の実習目標・計画を立て、毎朝実習指
導者に提示する。
　　指導者の指導のもとで実習を行う。
　　観察・実施・臨床講義を通して学習する。
　　実習終了後、実習での学びを毎日記録し、指導者に提出し、助言を受ける。
　・実習期間中の指導：実習施設の指導者が担当する。教員は巡回指導を行う。
　・事後指導：臨床実習報告会、実習記録・レポート等

使用教科書 臨床実習実施要項：名古屋学芸大学

授業の概要
原則として２週間の臨床実習を実施する。
学生は、実習前に実習先を事前訪問し、オリエンテーションを受けた後、各施設の実習計
画に基づき実習を行う。

教員担当形態 複数 ナンバリングコード 231-3NUR3-06

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

養護活動の基礎となる医療、看護に関する知識・技術・態度について臨床実習を通して学
ぶ。
そして養護教諭活動での活用について考える。
１．健康問題をもつ人とのコミュニケーション方法について理解する。
２．健康問題をもつ人の症状・疾患に応じた観察方法について理解する。
３．健康問題をもつ人の状態に応じた治療・処置・看護の方法について理解する。
４．感染予防及び感染症い発生時の拡大防止活動について理解する。
５．医療における事故防止対策について理解する。
６．病院の機能と役割について理解する

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 臨床実習

授業担当者名 成瀬　美恵、藤井　佳代子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習：授業内で提示した課題を行う。関連事象について文献などで調べたり、発表がある
場合は発表用資料の作成をする（週60分）。
復習：授業で習った内容を復習すると同時に、授業内で紹介した本などを読む（週20
分）。

学生に対する評価の方
法

授業の中での小テスト、リアクションペーパーの内容、授業態度（30％）と授業内容の理
解度（70％）で総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション：生涯発達心理学とは何か
第02回　発達するとはどういうことか
第03回　親子の関係の発達
第04回　アタッチメントの発達
第05回　傷ついた子どもの回復とは
第06回　他者の心の理解の発達
第07回　友達関係の発達
第08回　社会性の発達
第09回　ここまでのまとめ
第10回　青年期の発達的変化とアイデンティティの発達
第11回　仲間関係・恋愛関係の発達
第12回　働くことによる発達
第13回　人生を振り返る
第14回　老いるとはどのようなことか
第15回　理解度確認と授業のまとめ、受講結果アンケートの実施

使用教科書
毎回配布資料によって授業を進める。
参考図書は随時紹介する。

授業の概要

生涯発達心理学の観点から、各発達段階で人はどのように発達していくのかについて知識
を習得できるように授業すすめる。また、発達過程において、どのような問題や障害が生
じるのか理解し、その対応を考える。特に、幼児や児童への教育やケアをしていく職業で
役に立つ発達の知識を習得し、現場で子どもや親への支援をするために必要な基礎力を養
う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1PSY1-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

受胎から死に至るまでの生体の心身の形態や機能の成長・変化の過程を発達という。発達
には、遺伝的・生得的に保有される因子と、環境因子が関わっている。つまり環境と相互
的に関わりながら多様な側面について発達していくのである。特に、人間関係という環境
の中で育まれる社会的存在としての生涯発達を考えていく。また、発達障害といわれる定
型発達（一般的な発達）とは異なる発達過程もある。生涯発達の知識に基づきながら発達
過程で生じる問題や発達障害等の理解もすすめ、子どもを多面的にみることのできるよう
になることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 生涯発達心理学Ⅰ

授業担当者名 藤井　真樹

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

小学校体育（保健領域）の学習指導案、教材等を作成する。なお、自分の担当以外の内容
についても理解するために、予め学習指導要領の解説および教科書をよく読んで予習して
おくこと。(60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度(20％)、課題レポート(20％)、模擬授業のプレゼンテーション(30％)、
授業内容の理解度（30％）により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　現代社会における保健科教育への期待
第02回　学習指導要領と保健科教育
第03回　学習指導要領と保健科教育
第04回　模擬授業をやってみよう　ー教科書を活用した授業プランー
第05回　模擬授業をやってみよう　ー授業づくりと評価ー
第06回　模擬授業をやってみよう　—学習指導案の作成ー
第07回〜第10回　教材研究と指導案・資料作成について実践及び討議①〜④
第11回〜第14回　模擬授業の実践及び講評①〜④
第15回  理解度確認と解説、授業全体の振り返り（学生受講結果アンケート）

使用教科書
文部科学省「小学校学習指導要領解説 体育編」
小学校教科書「新しいほけん　３・４年」「新しい保健　５・６年」（東京書籍）
小学校教科書「たのしいほけん　３・４年」「たのしい保健　５・６年」（大日本図書）

授業の概要

この授業では、養護教諭が教科保健を担当する理由や、養護実習を充実したものにするた
めの準備として、保健科の教育内容及び指導法、指導案作成（細案）などの能力を身に付
ける。小学校（体育科保健領域）の授業案を作成し、発表し、評価するといった⼀連の流
れを学習し、後のⅡ〜Ⅳの学習へとつなげる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2HEE2-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

養護教諭は、授業を通して児童生徒の健康づくりを指導できる⼒量が求められている。
本講義では、指導案作成から模擬授業までを通して、授業づくりにおける知識や考え方及
び実践力を培うことを到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 保健科教育法Ⅰ

授業担当者名 酒井　多香子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習として次回の授業内容について、事前に調べておくこと(30分以上)、復習として前回
の内容との関連付けを意識して、講義内容に関する課題のまとめ及び振り返りを行うこと
(60分以上)

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度(20%)、②課題に関するレポートなど(40%)、③授業内容の理解度
(40%)
以上の三点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　教育の本質と目標、人間に必要な「教育」とは
第02回　教育の意義と目的−子供・教員・家庭・学校（教育の社会的機能）
第03回　子ども観の変遷（ペスタロッチ、ルソー等）
第04回　近代の教育理念と教授法の歴史（1）
　　　　 (ロック、ルソー、ペスタロチ等の教育理念や教授法）
第05回　近代の教育理念と教授法の歴史（2）
　　　　 (ヘルバルト、ツィラー、ライン等の教育理念や教授法）
第06回　近現代の教育理念と教授法の歴史
　　　  （デューイ、パーカースト、ヴィゴツキー等の教育理念や教授法）
第07回　日本の教育の歴史 (1) 江戸時代〜戦前の義務教育
第08回　日本の教育の歴史 (2) 戦後の義務教育と教育を受ける権利、教育改革
第09回　公教育としての現代社会における教育課題
　　　  （子どもの学びを支える学校制度の変遷と学力問題）
第10回　教育課程と学習指導要領、学力観とその変遷（子どもに保障する学力の課題）
第11回　学習指導と生徒指導、学級経営と集団づくりにおける課題
第12回　特別支援教育の歴史（理念と制度）、発達障害の理解と教育課題
第13回　子どもの成長・発達とその問題（いじめ・不登校・子ども虐待）
第14回　キャリア教育の必要性と人生設計の課題を考える
第15回　講義内容の振り返り、まとめ、理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

テキストは使用しない。教材資料は前週の講義後かまたは授業開始時に配布する。
参考として、「幼稚園教育要領」、「小学校学習指導要領」、池田隆英・楠本恭之・中原
朋生「なぜからはじまる教育原理」建帛社(2018年)、田嶋一、中野新之祐他「やさしい教
育原論」有斐閣アルマ(2019年)、広岡義之、北村信明「絵で読む教育学入門」などを活用
したり紹介する。

授業の概要

授業は主に講義形式で行い、適宜、関連資料を配布し質疑等を取り入れる。この講義で
は、教育の根本的な思想、制度、組織、運営、課題などの理解を図るとともに、常に「な
ぜ」とか「どうして」とかの疑問を重視し、教育そのものの本質や在り方などを再考でき
るように、授業展開を工夫する。受講生が説明を聞きつつも主体的・対話的で深い学びが
できるように、個人や小グループでのワークや振り返りも取り入れる。また、情報化に対
応する情報リテラシーの必要性について、可能な限りIT活用の意義や技能について、講
義・演習などを取り入れる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1PED1-06

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教育原理に関する専門的な知識及び技能を習得し、教育に関する思考力・判断力・表現力
を培う。具体的な目標は、人間と教育の関係を問い、教育思想、教育制度、学力と教育課
程、教育政策と学校教育関連法規、組織マネージメント、教職と今日の学校教育の課題な
ど、教育における幅広い領域や諸課題についての知識及び技能を活用して、教育課題につ
いて思考力・判断力・表現力等を養い、教育への意欲や前向きな考え方・態度を習得す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 教育原論

授業担当者名 西村　公孝

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学習指導要領解説総則編の「改訂の経緯及び基本方針」「学習指導要領等の改定の経緯」
について熟読しておく（週60分〜）
次時に取り上げるテーマ・課題について事前に検討しておく（週30分〜）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度（20％）
論述レポート、グループワーク、ディスカッション等（30％）
毎時間のまとめと振り返り、授業内容の理解度（50％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業概要、進め方等）
第02回　資質・能力の育成と学習指導要領
第03回　教育課程の意義と位置づけ
第04回　教育課程をめぐる現状と問題点
第05回　学習指導要領の歴史的変遷➀
第06回　学習指導要領の歴史的変遷②
第07回　学習指導要領改訂のポイントと具体的な方向性、子どもをめぐる問題
第08回　カリキュラム・マネジメントの意義と考え方➀
第09回　カリキュラム・マネジメントの意義と考え方②
第10回　デジタル教材とICTの効果的な活用、指導計画・構想➀
第11回　食育について、指導計画・構想②
第12回　教育現場の実際➀、指導計画・構想③
第13回　教育現場の実際②、指導計画・構想④
第14回　教育現場の実際③、指導計画・構想⑤
第15回　授業全体の振り返り、理解度確認、受講結果アンケートの実施

使用教科書
文部科学省「小学校学習指導要領解説　総則編」　東洋館出版
参考書・参考資料等：資料は適宜配布する

授業の概要

学習指導要領の位置づけやその内容、教育課程の編成、カリキュラム・マネジメント等の
教育課程の基礎的な知識を関連資料やグループワーク等を通して理解する。また、具体的
に単元や授業を想定して、教育課程の編成の仕方を習得するために指導計画を立案し考察
する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2PED1-07

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学習指導要領を基準として、各学校で編制される教育課程が有する役割・機能・意義や学
校の教育実践に即した編成の方法を理解するとともに、各学校の実情にあわせて行われる
教科等横断的なカリキュラム・マネジメントの意義や重要性を理解することができる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 教育課程

授業担当者名 中村　恵美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義内容の定着を図るため、配布された資料（「重要事項」等を含む）などで復習する。
グループ討議や全体討論に参加できるようにすること。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

ワークシートから見る受講態度・関心意欲（約30％）、授業案作成とその話し合い（約
30％）、理解度確認（約40％）などで、総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（道徳教育の意義、授業の進め方、授業に関する諸注意等）
第02回　道徳教育の意義と歴史　「今、思う道徳教育について」グループ討議
第03回　子どもの心の成長と道徳性の発達について
第04回　道徳教育及び道徳科の目標と内容について
第05回　道徳教育の全体計画と年間指導計画、各教科との関連について
第06回　道徳科の授業づくり（１）授業構造と様々な指導法について
第07回　道徳科の授業づくり（２）教材選定、教材提示、範読について
第08回　道徳科の授業づくり（３）効果的な展開、発問について
第09回　道徳科の授業づくり（４）「考え、議論する道徳」について
第10回　道徳科の授業づくり（５）問題解決的な学習や体験的な学習等の指導法について
第11回　道徳科の授業づくり（６）学習指導案の作成①模範的な学習指導案の分析
第12回　道徳科の授業づくり（７）学習指導案の作成②主題設定の理由や発問展開
第13回　道徳科の授業づくり（８）グループに分かれて学習指導案検討会
第14回　模擬授業の展開①　グループ討議
第15回　模擬授業の展開②　めざすべき道徳科の授業を考える　講義総括
 　　　　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
資料は適宜配布する。
（参考文献）29年告示　「中学校学習指導要領解説　特別の教科　道徳編」　文部科学省
石川雅春著『優しさからの道徳教育』（一粒書房2023.9）

授業の概要

学習指導要領「特別の教科　道徳」の事項を基本に置き、学校現場の立場に立って、子ど
もたちに何をどのように指導すればよいかについて、具体的な事例を取り上げながら学ぶ
こととする。その後、ペアワーク、グループ討議、を用いて、より実践的な活動を通して
の理解を深め、定着を図る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231−2PED2-08

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校の教育活動全体を通して行う道徳教育及びその要となる道徳科の目標や内容、指導方
法、指導計画等を理解することを主たる目標とする。さらに、学校現場の様子を理解でき
るよう、教材研究や学習指導案の作成にもふれ、教師としての基本的な力を身に付けるこ
とをめざす。現在、小・中学校で実施されている道徳科の実態や課題についての理解を深
め、実践的な指導力の定着を図る。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 道徳教育の指導法

授業担当者名 石川　雅春

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内容に併せて小学校学習指導要領解説特別活動編（文部科学省）および特別活動指導
資料「学級・学校文化を創る特別活動　小学校編、中学校編」（文部科学省・国立教育政
策研究所）を読んでくること（毎回45分以上）
授業後に再度、授業内容に該当する小学校学習指導要領解説特別活動編（文部科学省）お
よび特別活動指導資料「学級・学校文化を創る特別活動　小学校編、中学校編」（文部科
学省・国立教育政策研究所）を読みなおすこと（毎回45分以上）

学生に対する評価の方
法

（1）受講態度（グループ・ディスカッションへの取り組み、意欲・態度など）15％
（2）授業後に実施するリフレクションペーパーの提出30％
（3）授業分析レポート（2回×10％）20%
（4）指導案提出：学級活動（2）の指導案検討と指導案提出 15％
（5）授業課題レポート・小テスト・理解度確認　20%
（6）遅刻は2回で欠席1回としてカウントします
（7）リフレクションペーパーを含め、授業ではロイロノートを使用します。パソコンを
持参してください。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　特別活動の意義と意味
第02回　学習指導要領から見る特別活動の目的と方法
第03回　合意形成
第04回　学級活動（1）の内容
第05回　学級活動（2）の内容
第06回　学級活動（3）の内容
第07回　養護教諭として関わる学級活動の授業デザイン
第08回　養護教諭として関わる学級活動の準備
第09回　養護教諭として関わる学級活動の検討
第10回　養護教諭として関わる学級活動の再考
第11回　学校行事と養護教諭としてのかかわり方
第12回　児童会活動・生徒会活動と養護教諭としてのかかわり方
第13回　クラブ活動・委員会活動と養護教諭としてのかかわり方
第14回　キャリア教育の要としての特別活動と養護教諭としてのかかわり方
第15回　理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度公示）解説特別活動編」
文部科学省・国立教育政策研究所 特別活動指導資料「学級・学校文化を創る特別活動 小
学校編」
講師が準備したプリント

授業の概要
特別活動の指導に必要な資質・能力を理解し、生徒に自主的・実践的な態度を育てるため
の授業実践力を、学習指導案作成や全校に向けた配布資料作成等を通じて身に付ける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2PED2-09

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

（1）学校教育全体における特別活動の意義を理解する。
（2）「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の三つの視点から特別活動の意義を理
解し、これを実現
　　  するための授業計画を立案することができるようになる。
（3）「チームとしての学校」の視点を持ちながら校種の違いによる活動の変化、各教科
等との往還的な
　　  関連、地域住民や他校の教職員と連携した組織的な対応等の特別活動の特質を踏ま
えた指導に必要な
　　  知識や素養を身に付ける。
（4）養護教諭として、特別活動におけるかかわり方、具体的活動方策を具体化できるよ
うになる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 特別活動の指導法

授業担当者名 清水　克博

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

扱った内容をよりよく理解するために積極的な参加をしていただきたい。
予習：次回の授業内容について、事前に調べておくこと（30分以上）
復習：その日に学んだ内容について振り返り、関連する事項や授業内で提示した参考文献
や引用文献を自分で調べ、理解すること（60分以上）

学生に対する評価の方
法

受講態度・小レポート：40％　　授業内容の理解度：60％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　教育心理学とは何か
第02回　ひとの発達
第03回　やる気とは何か
第04回　学習のメカニズム
第05回　記憶のメカニズム
第06回　授業の心理学
第07回　知的能力を考える
第08回　パーソナリティの捉え方
第09回　道徳性を育む
第10回　社会性の発達
第11回　発達特性の理解
第12回　思春期・青年期の発達
第13回　集団の心理学
第14回　理解度確認
第15回　全体の振り返り、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 教科書は使用せず、適宜、資料を配布する。

授業の概要

学校における学習、適応を中心に、教育心理学の基礎知識を学ぶ。子どもの発達、学習の
ためのメカニズムの理解、集団および個別の理解を通して、子どもがどのように学習して
いくのか、その過程でどのような問題が起こり得るのか、問題を解決するにはどのような
援助が必要かなどについての基礎的知識を学習する。知識の定着を確認するために、毎回
小レポートの提出を求める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1PED1-10

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教育心理学は、発達心理学や学校心理学、臨床心理学、学習心理学などと関連した学問で
ある。教える—学ぶという両者の立場から、学校における授業及び指導・学習に関する基
礎的知識を習得し、問題解決能力など教育実践に生かすための専門知識を獲得することを
目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造⼒」○

授業科目名 教育心理

授業担当者名 中島　卓裕

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

養護実習の目標をしっかりともって実習の準備に臨むこと。身だしなみや社会生活上の
ルールを身につけるよう努力すること。
事前学習：養護概説、学校保健など既習内容を復習しておく。特に、定期健康診断の実施
方法、救急処置の実際、保健室の役割、保健教育に関する準備等、事前によく学習してお
くこと。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度（30%）、提出物（50%）、グループワークや話し合いへの取組（20％）
などで総合的に評価を行う。再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

【2年次後期】
第01回　養護実習指導について（オリエンテーション）
第02回　養護実習に対する基本的心構え（実習生としてとしての取り組み）
第03回　養護実習に向けて①　ー学校組織と教職員との協働についてー
第04回　養護実習に向けて②　ー子どもが過ごす学校生活と環境についてー
第05回　養護実習に向けて③　ー保健室来室者への対応についてー
第06回　養護実習に向けて④　ー保健室来室者への対応についてー
第07回　養護実習に向けて⑤　ー集団対象の健康教育ー
第08回　養護実習の目標の明確化と、グループ内での発表。

【3年次前期】
第09回　実習に向けての準備・打ち合わせについての留意事項（事前訪問指導）
第10回　実習目標と実習内容について（実習校の計画とのすり合わせ）
第11回　実習に臨む姿勢・心構えについて（個別指導を交えて、再確認をする）
第12回　実習記録・提出物および実習評価について（実習直前指導）
 　　　　養護実習
第13回　養護実習での学びの振り返りと報告会への準備（報告会冊子作り）
第14回　養護実習からの学びについて
第15回　報告会　　養護実習のまとめ　　学生受講結果アンケートの実施

その他、養護実習に関するガイダンス、個別指導等を実施する。
※この科目では、最新の動向を授業内容に反映するため、必要に応じてシラバスの内容を
更新する。

使用教科書 「改訂　養護実習ハンドブック」（東山書房）

授業の概要

養護実習指導は、２年次後期の養護実習前の指導と、３年次前期の養護実習後の指導から
成る通年の授業である。
２年次後期は、養護実習の意義と目標、実習の内容とその準備について理解する。また、
チーム学校の一員としての養護教諭の職務の在り方や、教員としての姿勢についても深め
ていく。実習を有意義なものにしていくために、資料の準備や記録の取り方、法令等の理
解などの事前準備も行う。

教員担当形態
複数（主担当：鈴木かを
る）

ナンバリングコード 231-2TCP2-01

備考
子どもケア専攻
※2024年度入学生（2025年度後期第01回〜08回、2026年度前期第09回〜15回）

授業のテーマ及び到達
目標

養護実習指導は、養護教諭免許状を取得するための必須科目である。また、自らが目指す
養護教諭像に近づくためにこれまでの大学での学びから目標を立て、実際の現場に臨む実
習でもある。それぞれの実習校において実践的に展開して、学校保健活動及び養護教諭の
職務を教育活動の一環として捉え、保健室の在り方および養護教諭の果たす役割を理解す
る。
そのために、本授業の前半(実習前)では、養護実習の意義と目標を明確にし、教育現場で
実習生として必要な基礎知識および教育職員としての理解と態度を養う。養護実習に備え
ての事前指導、および事後指導において養護実習での学びからの振り返りを踏まえ、目指
す養護教諭像に必要な資質能力や力量を育成することを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 養護実習指導

授業担当者名 鈴木　かをる、酒井　多香子、戸澤　まゆみ

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期〜3年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業及び協議等への参画態度（主体性・協働性）30％
授業内容の理解度をチェックする振り返り　30％
指導計画作成・レポート等　40％
以上３点から総合的に評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の目標・内容等の概要説明）
　　　　幼児期の教育の基本「環境を通して行う教育」「遊びを通した総合的な指導」
第02回　「小学校学習指導要領」「幼稚園教育要領」等の基本理念
               （「社会に開かれた教育課程」「学校教育において育みたい資質・能
力」
                 「主体的・対話的で深い学び」）
第03回　幼児期の教育と小学校教育との接続
               （「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」①−⑤）
第04回　幼児期の教育と小学校教育との接続
               （「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」⑥−⑩）
第05回　全体的な計画・教育課程の役割及び編成上の基本事項
                「カリキュラム・マネジメント」の考え方
第06回　教育課程に基づく指導計画の作成の基本的な考え方
第07回　幼保連携型認定こども園・保育所等における全体的な計画
第08回　指導計画作成上の基本的な事項について
第09回　指導計画作成上の留意事項について
第10回　小テストとフィードバック
第11回　短期指導計画作成の実際　(週案作成の実際)
第12回　短期指導計画（週案）の作成・協議
第13回　短期指導計画作成の実際　(日案作成の実際)
第14回　短期指導計画（日案）の作成・協議
第15回　幼児理解に基づく評価　まとめ　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

『教育課程論』　(中央法規出版株式会社)
『幼稚園教育要領解説』文部科学省　(フレーベル館)
『保育所保育指針解説』厚生労働省編　(フレーベル館)
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』  内閣府　文部科学省　厚生労働省
(フレーベル館)

授業の概要

幼児期の教育の目的・目標の達成に向けた全体的な計画及び教育課程の編成、それらに基
づく指導計画の作成の意義や原則等、基本的な考え方について学習する。
計画的・組織的に編成する手順、教育課程に基づいた指導計画の作成と展開、指導の過程
における幼児理解に基づいた評価・改善等、カリキュラム・マネジメントの考え方につい
て学習する。

＜実務経験と本科目との関連＞
幼稚園教諭としての実務経験を生かし、幼児教育を行う施設の具体例を通して、全体的な
計画や教育課程編成の考え方や方法、それに基づく指導計画 (長期・短期)の作成、カリ
キュラム・マネジメントの在り方について理解を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI1-01

備考 実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園等における全体的な計画・教育課程及び指導計
画の基本原則、その編成及び作成の実際について学ぶことを目標とする。そのために、そ
れらの基準である「幼稚園教育要領」等の基本理念、「幼児期に育みたい資質・能力」
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」「主体的・対話的で深い学び」の理解を深め
る。さらに幼児期にふさわしい生活や遊びの展開とともに小学校教育への接続を見通した
教育課程の編成及び実施、実践後の反省・評価を通してさらなる改善を図り、保育・教育
活動の質の向上を目指す「カリキュラム・マネジメント」への理解を深める。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 幼児・児童教育課程論

授業担当者名 津金　美智子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教育課程の編成・指導計画の作成には、その基準である「幼稚園教育要領」等の理解が必
須であることから、幼稚園教育要領等の解説を熟読すること。(1時間)
指導計画の作成には幼児理解が基となることから、子どもケアセンター等でのボランティ
アを通して幼児の言動に潜む「幼児なりの見方・考え方」「幼児の遊びを通した学びの
姿」を実際に捉えておくこと。また、具体的な遊びのイメージがもてるよう、幼児と一緒
に関わる場面も積極的につくること。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスや授業時に示す次回授業の題材について調べ、自分なりの「幼児理解」ノートを
作成していく（週40分）
授業内で行ったグループワークにおける気づき（他者の子ども理解や子ども援助のあり
方）を自分の言葉でまとめる（週20分）
その他、ボランティアやアルバイト等における子どもとの関わりがあれば、その体験の中
での子どもへの気づきをまとめる（週20分）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（特に理解を深めようとする積極的な態度や発表を重視する）30％、レ
ポート20％、最終の理解度確認50％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（「子どもを理解する」とは）
第02回　保育における子ども理解とは
第03回　子どもを見る「まなざし」
第04回　乳児期前半の幼児理解と援助
第05回　乳児期後半の幼児理解と援助
第06回　幼児期前期の幼児理解と援助
第07回　幼児期中期の幼児理解と援助
第08回　幼児期後期の幼児理解と援助
第09回　観察・記述による理解①人を観察・記述することについて
第10回　観察・記述による理解②人を観察・記述する実践
第11回　ここまでの学びのまとめ
第12回　実習からの学び①「気になる子」について
第13回　実習からの学び②子どもの立場に立って考える
第14回　ここまでの理解度確認
第15回　理解度確認に対するフィードバック、授業全体の振り返り、
　　　　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 特に指定しない。適宜、参考文献の紹介や必要な資料を配布する。

授業の概要

「子どもを理解する」ためには、どのような視点から何を捉えていく必要があるのか、ま
たそれらの「理解」がどのように子どもへの「援助」に関係してくるのか。さらに、理解
を深めるための手段としてどのようなことが必要とされるのか等、具体的な子どもの姿や
保育現場の事例を通して「理解に基づいた援助」についての学びを深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI1-02

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

保育は、「子どもを理解する」ことから始まると言われている。子どもの豊かな育ちのた
めには、保育者として、一人一人の子どもの思いや育ちを丁寧に捉え、その内実を理解し
た上で、そこで援助のあり方を考えていくことが求められている。そのため、子どもを理
解するとはどういうことなのかを学び、幼児一人一人を理解しようとする態度をもつよう
になることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 幼児理解

授業担当者名 藤井　真樹

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業態度(40％)、授業内容の理解度把握(30％)、提出物(30％)などにより総合評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的と講義内容の概要説明。参考書の紹介。
第02回　保育者の役割・倫理
 　　　　おはなしの実演  グループディスカッション
第03回　遊び保育の重要性 養護と教育の一体性　保育者の制度的位置づけ
 　　　　おはなしの実演　　 グループディスカッション
第04回　遊び保育の構成の基盤　集団保育における保育者と子どもの関係Ⅰ
第05回　集団保育における保育者と子どもの関係Ⅱ　あつまり場面のビデオ視聴→遊び
 　　　　状況の読み取り
第06回　集団保育における保育者と子どもの関係Ⅲ　あつまり場面のビデオ視聴→
 　　　　環境・援助・幼児理解　　グループディスカッション・発表
第07回　集団保育における保育者と子どもの関係Ⅳ　指導案作成・発表準備
 　　　　グループワーク
第08回　指導案作成・発表資料作成・発表準備　グループワーク→発表リハーサル
第09回　保育職への理解を深める　ゲストスピーカー
第10回　発表と発表に対するコメントⅠ
第11回　発表と発表に対するコメントⅡ
第12回　発表と発表に対するコメントⅢ
第13回　集団保育における保育者のモデル性　保育者の連携・協働
第14回　授業内容の理解度把握
第15回　授業内容の理解度把握フィードバック　保育者の資質向上とキャリア形成
 　　　　半期の授業を振り返る
　　　　(学生受講結果アンケートの実施)

使用教科書

渡辺桜編「保育者論」(みらい)
厚生労働省編「保育所保育指針解説」（フレーベル館）
文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル館）
※授業時必ず持参すること

授業の概要

近年の社会背景、子育て家庭の状況を踏まえ、保育者に求められる役割、倫理について学
ぶ。
また、具体的な保育援助のあり方として、集団保育における幼児の主体的な遊びを保障す
る人的・物的環境の相互規定性について具体事例をもとに考察し、理解を深める。

＜実務経験と本科目との関連＞
保育士としての実務経験により、保育を取り巻く課題と具体的な事例を通して、保育者の
役割、倫理、制度的な位置づけについて理解を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI1-03

備考
幼児保育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、保育者の役割・倫理・制度的な位置づけ,保育者同士の連携・協働
について学ぶことである。また、保育者の専門性について遊び保育論をもとに理解を深
め、理論に基づいた資質向上とキャリア形成への学びを深める。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「意欲・態度」〇

授業科目名 保育者論

授業担当者名 渡辺　桜

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教科書と並行し、現在の保育や子どもについての理解を深めるので、いろいろな新聞社の
記事やニュースに目を通しておく。
新聞は事務室で閲覧できます。(週60分)
指導案作成に向け、グループ内で情報共有を図り、授業外でも各自で準備すること。(7回
〜9回　週60分)



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業はパワーポイントや映像を用いながら講義形式で進んでいきます。授業理解を促すた
めに、
①重要なところを自らの理解を言葉にしてノートにまとめる
②板書のみでなく、口頭で重要な点に対してはメモをとる
③授業後に今日やったことを振り返り、自分なりの理解として整理し直す
等、自分の「子どもと人間関係」専用のノートをつくることが重要である（週60分）。

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度30％、課題30％、最終の理解度確認40％で総合評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　本講義のねらいと内容の説明
第02回　「人とかかわる」力について考えよう①：グループ活動を通して
第03回　「人とかかわる」力について考えよう②：園での子どもの体験から
第04回　人とのかかわりが育むものとは（「自分」はどうして「自分」になった？）
第05回　子どもをかかわりの中で捉える：関係の中での心の育ち
第06回　事例から学ぶ子どもの人間関係の成長
第07回　領域「人間関係」の育ち①（自立心／協同性）
第08回　領域「人間関係」の育ち②（道徳性・規範意識の芽生え／社会生活との関わり）
第09回　幼稚園教育要領における領域「人間関係」の重要点とは
第10回　幼稚園教育要領における領域「人間関係」の重要点とは（続）
第11回　言葉のない世界の人間関係の育ち（乳児期）
第12回　3歳以上の子どもの人間関係
第13回　３歳以上の子どもの人間関係（続）
第14回　ここまでの理解度確認
第15回　理解度確認のフィードバックとまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 適宜資料を配布し、必要に応じて参考文献も紹介する。

授業の概要

人は世界との関係を豊かにすることを通じて、自分を成長させていく。中でも人との関係
は、社会性の発達においてだけでなく、自分自らの成長をも豊かにする大事なものであ
り、その基盤は乳幼児期に形作られる。
本授業では乳幼児期の人間関係の発達を①自己に気づき自己を育む側面と、②他者に気づ
き他者を育む側面から考え、人間関係が成長する複雑さと面白さを考えていくことが中核
となる。
さまざまな保育の現場での事例を通して、乳児期から幼児期にかけて、子どもたちが周囲
の他者とどのような人間関係を営み、一個の主体として自分の世界を広げていくのか、乳
幼児の人間関係を「育てる」ということはどのような営みなのかということを、具体的に
考えていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI1-12

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

・５領域の一つである「人間関係（保育内容）」のねらいをおさえることができるように
なる。
・０歳から就学前までの人間関係の発達をおさえることができるようになる。
・人間関係の発達に応じた援助のあり方を考えることができるようになる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子どもと人間関係

授業担当者名 藤井　真樹

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

領域「環境」を理解する上で、周囲の環境(自然や様々な事象、文化や伝統、地域におけ
る出来事、情報等)に好奇心や探究心をもって関わることが重要になる。
子どもと関わる保育者には、こうした環境に対する感性や感覚の豊かさが必要となる。
幼稚園教育要領等の理念を理解するとともに、自分の周囲の様々な環境に感性を研ぎ澄ま
し、目を凝らし、耳を傾け、心が動く体験を積み重ねてほしい。(１時間)

学生に対する評価の方
法

 ①授業及び協議等への参画態度（主体性・協働性）30％
 ②レポート等　40％
 ③授業内容の理解度をチェックする振り返り　30％

以上３点から総合的に評価を行う。
授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　幼児教育・保育の基本理念と保育内容の領域「環境」
第02回　領域「環境」のねらい・内容について
第03回　領域「環境」の内容の取扱い・保育者の援助と環境の構成　−子どもと自然との
触れ合い−
第04回　領域「環境」の内容の取扱い・保育者の援助と環境の構成　−子どもの思考力の
芽生え−
第05回　領域「環境」の内容の取扱い・保育者の援助と環境の構成　−文化や伝統に親し
む−
第06回　領域「環境」の内容の取扱い・保育者の援助と環境の構成　−数量や図形等への
関心・感覚−
第07回　保育内容「環境」と小学校教育との接続　(幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿)
第08回　領域「環境」の具体的な保育の展開　−自然との触れ合い・生命尊重−
第09回　領域「環境」の具体的な保育の展開　−子どもの思考力の芽生え−
第10回　領域「環境」の具体的な保育の展開　−文化や伝統に親しむ・情報の意識−
第11回　領域「環境」の具体的な保育の展開　−数量や図形等への関心・感覚−
第12回　領域「環境」の具体的な保育場面を想定した指導計画の構想
第13回　領域「環境」の具体的な保育場面を想定した保育の実際
第14回　領域「環境」の保育の実際を通した評価及び改善について
第15回　まとめ　　授業の振り返り、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

『幼稚園教育要領解説』　文部科学省　（フレーベル館）
『保育所保育指針解説』　厚生労働省編　（フレーベル館）
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』　内閣府・文部科学省・厚生労働省
（フレーベル館）

授業の概要

①幼稚園教育要領等に示された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「環境」の「ねらい」や
「内容」、その内容を指導する重点を示した「内容の取扱い」について理解する。
②幼児の発達や学びの過程を理解し、領域「環境」に関わる具体的な指導場面を想定した
保育内容を構想する力を身に付ける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI1-09

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

領域「環境」は「周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関わり、それらを生活に取
り入れていこうとする力を養う」ことを目指すものである。
幼児教育において育みたい資質・能力について理解し、幼稚園教育要領等に示された領域
「環境」のねらい及び内容(本授業においては３歳以上児)について背景となる専門領域と
関連させて理解を深める。
幼児の発達に即して、主体的・対話的で深い学びが実現する過程を踏まえて、領域「環
境」の具体的な指導場面を想定し保育を構想する力を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子どもと環境

授業担当者名 津金　美智子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスや授業時に⽰す次回授業の題材について予習する。授業時に⽣じた疑問点につい
て調べノートにまとめる（週90分）

学生に対する評価の方
法

課題（30％）、レポート（30％）、授業への参画態度（40％）として評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の概要と進め方・子どもの造形表現と保育者の役割・子どもの表現への援助
　　　　と指導方法の理解・素材や道具の種類と扱い方
第02回　子どもの発達と造形表現の特徴
第03回　子どもと鑑賞活動
第04回　素材から展開する造形活動（紙素材と表現の関わり）
第05回　立体表現の研究（身近な素材を活用した粘土遊び）
第06回　素材から展開する造形活動（色砂）
第07回　素材から展開する造形活動（砂絵）
第08回　写す行為と素材の研究（コラグラフ）
第09回　平面表現の研究（マーブリング）
第10回　平面表現の研究（折り染め）
第11回　平面表現の研究（吹き絵・玉転がし）
第12回　平面表現の研究（糸引き絵・デカルコマニー）
第13回　平面表現の研究（スクラッチ）
第14回　平面表現の研究（フロッタージュ）
第15回　平面表現の研究（ローラー遊び）・造形表現指導の課題とまとめ・学生受講結果
　　　　アンケートの実施

使用教科書 樋口一成「幼児造形の基礎-乳幼児の造形表現と造形教材-」（萌文書林）

授業の概要

子どもの造形表現の発達過程を理解し、造形指導の理論や方法、技術を学ぶ。多様な造形
表現に触れることで指導の基盤となる造形表現の基礎技能を身に付け、指導実践に活かす
ことのできる基礎的な能力を培う。演習を通して表現する喜びを味わい、子どもの造形表
現を深く理解する心を養う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI1-11

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

子どもの造形表現に必要な専門的知識と表現に関わる技能を理解することをテーマとす
る。多様な造形表現について体験的に理解し指導実践に活かすことのできる能力を身に付
け、子どもの自己表現を受容できる豊かな感性を培うことを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子どもと造形表現

授業担当者名 水谷　誠孝

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業態度（30％）、授業内で行うレポート（30％）、最終回に実施する理解度確認
（40％）などで総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、障害児保育・特別支援教育を支える理念と特別支援教育制
度の理念・仕組み
第02回　障害児保育・特別支援教育の歴史的変遷とインクルーシブ教育システム
第03回　障害児保育・特別支援教育の場（機関）と制度の現状
第04回　障害に関する基礎理解①（知的障害）
第05回　障害児への保育・特別支援教育における発達及び活動の援助①（知的障害）
第06回　障害に関する基礎理解②（発達障害：LD、ADHD）
第07回　障害児への保育・特別支援教育における発達及び活動援助②（発達障害：LD、
ADHD）
第08回　障害に関する基礎理解③（発達障害：自閉症スペクトラム）
第09回　障害児への保育・特別支援教育における発達及び活動の援助③　(発達障害：自
閉症スペクトラム)
第10回　障害に関する基礎理解④（聴覚・視覚・運動障害）
第11回　障害児への保育における発達及び活動の援助③（聴覚・視覚・運動障害）
第12回　障害児保育・特別支援教育実践の展開（1）生活づくり・遊びづくり・教育の支
援方法の具体例
第13回　障害児保育・特別支援教育実践の展開（2）個別の教育支援計画・指導計画と教
育課程上の位置づけ、障害はないが特別の教育的ニーズのある幼児、児童及び生徒の支援
（外国籍児童・貧困家庭・被虐待）
第14回　家族への支援・就学支援・地域との連携
第15回　特別の教育的ニーズのある幼児・児童・生徒と合理的配慮・理解度確認・授業全
体の振り返り、「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書 特に指定しない。適宜、資料を配付する。

授業の概要

障害児保育・障害児教育実践の要といえる子ども理解及び特別な配慮を要する幼児・児
童・生徒についての教育的指導・支援のあり方についての基本的な知識理解をはかりなが
ら特別支援教育の基礎を学修する。さらに、障害種別の障害に関する知識や、支援方法・
配慮事項を学ぶことにより、障害児者への理解を深める。また、教育現場における様々な
場面を想定しながら事例を考察するほか、講義科目ではあるがグループ学習や発表の活動
を行うことによって実践力を身につける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI1-10

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により特別の支援を必要とする幼児
及び児童、生徒の障害の特性や困難性を理解し、活動に参加している実感・達成感をもち
ながら学び、生きる力を身に付けていくことができるよう、個別の教育的ニーズに対し
て、他の教師や関係機関と連携しながら組織的に対応していくために必要な知識や支援方
法を理解する。
1. 特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の障害の特性及び心身の発達を理解す
る。
2. 特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する教育課程や支援の方法を理解す
る。
3. 障害のある子どもの保護者との連携や支援方法、障害はないが特別の教育的ニーズの
ある幼児、児童及び及び生徒の学習上又は生活上の困難とその対応を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 特別支援基礎概論

授業担当者名 大島　光代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

障害の有無ではなくニーズがあれば特別の配慮を行う特別支援教育の考え方は、通常の幼
児教育（保育）現場でも浸透してきました。困難を感じている子ども達に向き合う気持ち
や、様々な活動や学びの場面で教員として取り組んでいくための力は、今後益々重視され
必要とされます。半期という短い期間に学ぶべき内容は多岐に渡るため、講義用のプリン
トを活用しながら復習をしたり、教科書や関連図書を読んだりして知識を深めるための学
びを積極的に行って欲しいと思います。新聞やニュースで報道される関連記事にも関心を
もつようにしましょう。また、授業で配布する資料は、自己学習で積極的に活用して自己
学習を行ってください。週60分以上を目安とします。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

 ①指導計画案の作成30％
 ②授業及び協議等への参画態度（主体性・協働性）30％
 ③模擬保育における実践力・協働する力　40％

以上３点から総合的に評価を行う。
授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　授業の進め方、模擬保育を行うに当たって、前期「子ども
と環境」の学習内容の再確認
第02回　領域「環境」の内容に基づく体験を通した保育の構想　−秋の自然との触れ合い−
第03回　領域「環境」の内容に基づく模擬保育　−秋の自然を子どもに伝えよう−
第04回　領域「環境」の内容に基づく保育の構想と指導計画の作成　−秋の自然を使って
遊ぼう−
第05回　領域「環境」の内容に基づく模擬保育　−秋の自然を使って遊ぼう−
第06回　模擬保育の反省・評価、及び、指導計画の改善
第07回　予想される子どもの姿の読み取り　ー資質・能力の視点からの評価ー
第08回　領域「環境」の内容に基づく指導法のまとめ　　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

『幼稚園教育要領解説』 文部科学省 （フレーベル館）
『保育所保育指針解説』 厚生労働省編  (フレーベル館）
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』 内閣府・文部科学省・厚生労働省 （フ
レーベル館）

授業の概要

この授業においては、第1回のオリエンテーションはクラス全体で行うが、第2回目以降は
指導法を確実に学ぶ上で、各組、隔週で実施する。
授業のない週は、領域「環境」の活動を具体的に構想し指導計画を作成したり、模擬保育
のための教材を準備し、指導計画に沿って実践するにあたり必要な環境の構成や援助の在
り方を具体的に考えたりする。
授業のある週には、その構想や指導計画を通して、協議検討する。
模擬保育においては、各組をさらにグループに分け、グループで協働して指導計画の作
成、及び、実践を行う。
実践後はグループで振り返り、改善の方向を考える。
詳細については、オリエンテーション時に説明する。

　①「子どもと環境」で理解した専門的な領域「環境」の内容を踏まえ、領域「環境」に
関わる具体的な指導場面を想定した保育を構想する。
　②構想した具体的な場面に対する指導計画を作成する。
　③指導計画に基づき、実践をする。
　④実践を通して、指導の在り方を振り返り、改善を図る。　(カリキュラム・マネジメ
ント)

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI1-22

備考 幼児保育専攻専門科目

授業のテーマ及び到達
目標

「子どもと環境」における領域に関する専門的知識を基に、幼児の発達や学びの過程を理
解し、領域「環境」に関わる具体的な指導場面を想定して保育を構想する力、実践力を身
に付ける。
　以下、具体的に身に付けたい力である。
　①幼児の心理、認識、思考及び動き等を視野に入れた保育構想の重要性を理解すること
ができる。
　②領域「環境」の特性及び幼児の体験との関連を考慮した情報機器及び教材の活用法を
理解し、保育の構想に活用することができる。
　③指導計画の構造を理解し、具体的な保育を想定した指導計画案を作成することができ
る。
　④模擬保育とその振り返りを通して、実践力、及び保育を改善する視点を身に付けてい
る。
　⑤領域「環境」の特性に応じた現代的課題や保育実践の動向を知り、保育構想の向上に
取り組むことができる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇　「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 保育内容指導法（環境）

授業担当者名 津金　美智子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

領域「環境」を理解する上で、周囲の環境(自然や様々な事象、文化や伝統、地域におけ
る出来事、情報等)に好奇心や探究心をもって関わることが重要になる。
子どもと関わる保育者には、こうした環境に対する感性や感覚の豊かさが必要となる。
幼稚園教育要領等の理念を理解するとともに、自分の周囲の様々な環境に感性を研ぎ澄ま
し、目を凝らし、耳を傾け、心が動く体験を積み重ねてほしい。(1時間以上)



授業概要（シラバス）

第15回　授業内容の理解度把握フィードバック・授業のまとめと授業全体の振り返り
　　　　(学生受講結果アンケートの実施)

               乳児のスキンシップ遊び発表
第05回　月齢別発達0・1歳児　ビデオ視聴　乳児のスキンシップ遊び発表
第06回　月齢別発達1・2歳児　ビデオ視聴　乳児のスキンシップ遊び発表

第12回　実習での学びを共有しよう　グループディスカッション
第13回　実習での学びを発表しよう　グループ発表

 　　　　生活の場、室内遊びの場、外遊びの場

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第10回　赤ちゃんおもちゃ発表Ⅱ⇒学内展示⇒実習または子どもケアセンターで活用
 　　　　赤ちゃんおもちゃは、各自で製作しておくこと
               乳児の心身の発達を促し、安全・衛生面にも配慮したものであること
               子どもケアセンターでのボランティア体験やセンターのおもちゃから
ヒントをもらうとよい
第11回　実習での学びを振り返ろう

               乳児のスキンシップ遊び発表
第08回　乳児保育の人的環境
 　　　　保育者と子どもの関係　子ども相互の関係　職員間のチームワーク
　　　　 保育所・家庭・地域・社会との連携
               乳児のスキンシップ遊び発表
第09回　赤ちゃんおもちゃ発表Ⅰ

               乳児のスキンシップ遊び発表

学生に対する評価の方
法

授業態度(40％)、授業内容の理解度把握(30％)、提出物(30％)などにより総合評価する。

第03回　乳児保育の意義Ⅱ
　           乳児の発達を保障する環境と援助
               乳児のスキンシップ遊び発表
第04回　個々の子どもに応じた援助や受容的・応答的なかかわり

第01回　乳児保育を学ぶにあたって
 　　　　授業の目的と講義内容の概要説明。参考書の紹介
               乳児のスキンシップ遊び実演
第02回　乳児保育の意義Ⅰ
 　　　　保護者の就労や女性の社会進出から乳児保育の重要性について考える

第07回　乳児保育の物的環境
　　　　 安全と情緒の安定

第14回　授業内容の理解度把握

授業の概要

自分の要求を言葉で表現できない乳児期。泣く、笑う、体を動かす、ぐずるなどの表現を
受け止め、代弁しながらあやす、なだめるという関わりが主となる。このような乳児期の
発達過程の実際やそれに対する具体的援助や環境について学ぶ。

＜実務経験と本科目との関連＞
保育士としての実務経験により、3歳未満児の心身の発達の特性を踏まえた援助や関わり
方について、保育者間の連携も含め具体的な事例を通して理解を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI1-20

備考
幼児保育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、めざましい3歳未満児の心身の発達の特性を踏まえた援助や関わり
の基本的な考え方について理解する。
具体的には、乳児保育の3つの視点、1歳以上3歳未満児の保育における5領域のねらいと内
容、
養護と教育の一体性を踏まえ、3歳未満児の子どもの生活や遊びと保育の方法や環境につ
いて具体的に理解する。
以上を踏まえた、3歳未満児における計画の作成について具体的に理解する。
※「乳児保育」とは、3歳未満児を念頭に置いた保育を示す。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 乳児保育演習

授業担当者名 渡辺　桜

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教科書と並行し、新聞記事やニュースからも、現在の保育状況、子育て環境、乳児期の子
どもについての理解を深めるので、いろいろな新聞社の記事やニュースに目を通してお
く。
新聞は事務室で閲覧できます。(週60分)
赤ちゃんおもちゃ作成やスキンシップ遊びの発表に向け、自身が取り組む内容についての
自主学習も進めておくこと。　(週60分)

使用教科書
志村聡子編　「はじめて学ぶ乳児保育」（同文書院）　※1年次後期に使用した教科書で
す
厚生労働省編　「保育所保育指針解説」（フレーベル館）※授業時必ず持参すること



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

障害の有無ではなくニーズがあれば特別の配慮を行う特別支援教育の考え方は、通常の学
校教育現場でも浸透してきました。困難を感じている子ども達に向き合う気持ちや、様々
な活動や学びの場面で教員や保育者として取り組んでいくための力は、今後益々重視され
必要とされます。特別支援教育の知識やスキルを学ぶことによって、教育や保育の現場
で、子どもの成長・発達を保障するための支援が積極的に行えるようになりたいもので
す。そのためには、授業内で配布した関連資料をしっかり読む、さらに関連図書を探して
読むなど自ら学びを深めてください。自己学習は、週60分以上を目安とします。

学生に対する評価の方
法

授業態度（30％）、授業内で行うレポートや制作物（30％）、最終回に実施する理解度確
認（40％）などで総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション・障害児教育・保育の歴史的変遷
第02回　我が国における特別支援教育の歴史と制度及び教育課程の現状と課題
第03回　幼児教育施設における障害幼児の実態と連携機関・幼小接続の課題
第04回　教育・保育のユニバーサルデザインー幼児の困難性を軽減するー
第05回　幼児児童の障害特性に対する特別支援教育のスキル活用①　肢体不自由児・重症
心身障害児
第06回　幼児児童の障害特性に対する特別支援教育のスキル活用②　知的障害児
第07回　幼児児童の障害特性に対する特別支援教育のスキル活用③　感覚障害児（視覚障
害・聴覚障害）
第08回　幼児児童の障害特性に対する特別支援教育のスキル活用④　発達障害児
第09回　遊びや活動を通した障害幼児への支援と遊び教材の実際と合理的配慮
第10回　遊び教材・支援教材の制作①　計画と制作
第11回　遊び教材・支援教材の制作②　制作・発表
第12回　遊び教材・支援教材の制作③　制作・発表
第13回　インクルーシブ教育システムと「個別の教育支援計画」
第14回　多文化共生と外国籍の子どもの支援・保護者支援
第15回　学習のまとめ・理解度確認・授業全体の振り返り・学生受講結果アンケートの実
施

使用教科書 テキストは使用しない。資料は適宜配付する。

授業の概要

特別な配慮を要する子どもは幼児教育施設にも在籍し、特別支援教育スキルのニーズは幼
児期から高まっている。共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築を目
指し、特別支援教育の基本的な考え方、制度やその対象、教育課程、支援・指導の方法に
ついて、知識とスキルを学ぶと共に、障害に対する知識や医療・福祉との連携、合理的配
慮など特別支援教育の基本理解と幼児の困難性を軽減する遊び教材・支援教材の制作に取
り組む。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI2-23

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

特別支援教育・保育の歴史や背景、現在の制度や理念について理解するとともに、各障害
種別の教育・保育の現状、障害の特性と教育的な対応及びインクルーシブ教育システム、
障害児への具体的な支援方法・保護者支援について理解する。
1. 障害についての基礎知識やその支援・指導の方法を理解する。
2. 診断はついていないが困難をかかえる幼児が活動や遊びを通して困難の軽減を目指す
特別支援教育のスキルを理解する。
3. 個に応じた支援教材の制作や保護者支援の方法を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 特別支援基礎演習

授業担当者名 大島　光代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

　事前に、特別支援学校幼稚部教育要領、小学部・中学部学習指導要領を予習しておくこ
と。また、日常的に障害児・者に関するニュース、話題、映画などに触れ、自分自身の
「問い」や考えを持つように心がけること。事後学修としては、指示されたレポート等の
課題に必ず取り組むこと。（週60分程度）

学生に対する評価の方
法

　授業態度30％、授業内でのレポート等に基づく評価30％ 、授業内容の理解度40％など
で総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション・障害児教育・保育の歴史的変遷
第02回　我が国における特別支援教育の歴史と制度及び教育課程の現状と課題（グループ
ワーク、ディスカッション）
第03回　幼児教育施設における障害幼児の実態と連携機関・幼小接続の課題
第04回　教育・保育のユニバーサルデザインー幼児の困難性を軽減するー
第05回　幼児の障害特性に対する特別支援教育のスキル活用①　肢体不自由児・重症心身
障害児（グループワーク、プレゼンテーション）
第06回　幼児の障害特性に対する特別支援教育のスキル活用②　知的障害児（グループ
ワーク、プレゼンテーション）
第07回　幼児の障害特性に対する特別支援教育のスキル活用③　感覚障害児（視覚障害・
聴覚障害）（グループワーク、プレゼンテーション）
第08回　幼児の障害特性に対する特別支援教育のスキル活用④　発達障害児（グループ
ワーク、プレゼンテーション）
第09回　遊びや活動を通した障害幼児への支援と遊び教材の実際と合理的配慮
第10回　遊び教材・支援教材の制作①　計画と制作
第11回　遊び教材・支援教材の制作②　制作・発表
第12回　遊び教材・支援教材の制作③　制作・発表
第13回　インクルーシブ教育システムと「個別の教育支援計画」（グループワーク、ディ
スカッション）
第14回　多文化共生と外国籍の子どもの支援・保護者支援（グループワーク、プレゼン
テーション）
第15回　学習のまとめ、理解度確認、授業全体の振り返り（学生受講結果アンケート）

使用教科書
テキストは使用しない。
資料は適宜配布する。

授業の概要

　特別な配慮を要する子どもは幼児教育施設にも在籍し、特別支援教育スキルのニーズは
幼児期から高まっている。共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築を
目指し、特別支援教育の基本的な考え方、制度やその対象、教育課程、支援・指導の方法
について、知識とスキルを学ぶと共に、障害に対する知識や医療・福祉との連携、合理的
配慮など特別支援教育の基本理解と幼児の困難性を軽減する遊び教材・支援教材の制作に
取り組む。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI2-23

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ
    特別支援教育・保育の歴史や背景、現在の制度や理念について理解するとともに、各
障害種別の教育・保育の現状、障害の特性と教育的な対応及びインクルーシブ教育システ
ム、障害児への具体的な支援方法・保護者支援について理解する。

授業の到達目標
１．障害についての基礎知識やその支援・指導の方法を理解する。
２．診断はついていないが困難をかかえる幼児が活動や遊びを通して困難の軽減を目指す
特別支援教育のスキルを理解する。
３．個に応じた支援教材の制作や保護者支援の方法を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 特別支援基礎演習

授業担当者名 小川　純子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

平生点（受講態度・自習態度）50％　技能の達成度確認50％
学生一人一人が自分の目標を持ち、地道に授業外での自学自習を積み重ねることに期待を
込めた配点とする。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の進め方と練習方法）・ おはよう・おかえりのう
た・
 　　　　さようならのうた・とんぼのめがね
第02回　手遊びの歌／（弾き歌い）大きな栗の木の下で／かたつむり・まつぼっくり・
 　　　　めだかのがっこう・しゃぼんだま
第03回　マーチのリズムにのって／（弾き歌い）ながぐつマーチ／おもちゃのマーチ・
 　　　　うちゅうせんのうた・カレンダーマーチ・ミッキーマウスマーチ
第04回　付点のリズムに注意して／（弾き歌い）おべんとう／おつかいありさん・
 　　　　せんせいとおともだち・かわいいかくれんぼ・はをみがきましょう
第05回　行事のうた／（弾き歌い）たなばたさま／こいのぼり・とけいのうた・おしょう
がつ・
 　　　　うれしいひなまつり
第06回　様々な伴奏楽器①／むすんでひらいて／（弾き歌い）あめふりくまのこ
第07回　様々な伴奏楽器②／てをたたきましょう・十人のインディアン
第08回　動物のうたをアレンジしてみよう／こぎつね／（弾き歌い）ぞうさん
第09回　歌いやすい高さに移調してみよう／ジングルベル・ぶんぶんぶん・つき・ゆき
第10回　リズム楽器を用いて／（弾き歌い）やまのおんがくか／さんぽ
第11回　これまでの学習を振り返り、実際の保育現場での音楽表現や授業で培った技能の
活用について
 　　　　考える。
第12回〜13回　Storyのあるうた／あわてんぼうのサンタクロース・おもちゃのチャチャ
チャ
　　　　・もりのくまさん・とんでったバナナ
第14回　弾き歌い発表会の準備
第15回　弾き歌い発表会、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
小林美実　編「こどものうた２００」（チャイルド本社）
小林美実　編「続　こどものうた２００」（チャイルド本社）

授業の概要
課題曲の歌と振り付け、弾き歌いに取り組む。課題曲の個人指導などを通し実技力を養
う。また、毎週新しい曲に取り組むことにより読譜力を高め、場合によっては、自分の演
奏技術に合った簡易伴奏を工夫する力を培う。

教員担当形態 クラス分け ナンバリングコード 232-1CHI1-21

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

子どもの歌を数多く知り、自らもそれらを楽しみ、子どもと共に歌ったり伴奏したりする
ことが自然にできる実技力をつける。具体的には、明瞭な発音で語るように歌う、振り付
けしながら歌う、伴奏を弾きながら歌うことや、それに伴う発声や表情の注意点を体得す
る。子どもの歌の伴奏や弾き歌いに相応しい演奏力を身につける。また、各回の課題を受
け身にこなすのではなく、子どもと共に音楽を楽しむことを想定して、子どもの表現に寄
り添い、感性を育み得る音楽活動が展開できるよう研鑚を積む。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」〇

授業科目名 音楽表現基礎演習

授業担当者名 岡田　暁子、鵜飼　文代

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

１日15〜30分程度の練習を前提として課題を出しています。短時間でも毎日習慣づけると
練習効果が上がります。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次の授業までに教科書を使用し事前学習を行う（90分）
事後学習として、授業時に生じた疑問点を教科書等で復習する。その他、児童虐待等の社
会的養護に関連するニュースや新聞記事に目を通す（90分）

学生に対する評価の方
法

授業態度（30％）、授業内で提出するレポート（30％）、第14回に実施する理解度確認
（40％）から総合的に評価する

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　社会的養護の意義
第02回　社会的養護の歴史的変遷と理念
第03回　社会的養護における児童の権利擁護と倫理及び責務
第04回　社会的養護の基本原理と支援展開
第05回　施設養護の実際（乳児院、児童養護施設）
第06回　施設養護の実際（母子生活支援施設、児童心理治療施設、児童自立支援施設）
第07回　施設養護の実際（障害児支援施設）
第08回　社会的養護にかかわる機関・専門職　倫理と責務
第09回　施設の運営管理
第10回　社会的養護に関わる法令・実施体制
第11回　家庭養護の実際（里親、ファミリーホーム）
第12回　支援の実際（被虐待児童対応等）
第13回　支援の実際（自立支援、家族支援）
第14回　理解度確認
第15回　社会的養護と地域・在宅支援（授業全体の振り返り）学生受講結果アンケートの
実施

使用教科書 石垣儀郎　「援助者を目指す人の社会福祉」(株)創成社

授業の概要
社会的養護とは何かを歴史的変遷や理念から理解する。子どもケアに携わる専門職として
必要な社会的養護の制度や体形等の知識を学ぶ。また、子どもの権利擁護を踏まえた取り
組みと養育の在り方について理解する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1WEL1-01

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

社会的養護とは「保護者のいない児童や、保護者に監護させることが適当ではない児童
を、公的責任で社会的に養育し、保護するとともに、養育に大きな困難を抱える家庭への
支援を行う」ことであり、保育者はその役割を担っている。この授業では、次の2点を目
標とする。①社会的養護の制度や実施体系、対象や形態、専門職等について理解する。②
子どもの人権擁護、虐待防止等の社会的養護の現状と課題について理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 社会的養護

授業担当者名 横井　直子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習：授業内で提示した課題を行う。関連事象について文献などで調べたり、発表がある
場合は発表用資料の作成をする（週60分）。
復習：授業で習った内容を復習すると同時に、授業内で紹介した本などを読む（週20
分）。

学生に対する評価の方
法

授業の中での小テスト、リアクションペーパーの内容、授業態度（30％）と授業内容の理
解度（70％）で総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション：生涯発達心理学とは何か
第02回　発達するとはどういうことか
第03回　親子の関係の発達
第04回　アタッチメントの発達
第05回　傷ついた子どもの回復とは
第06回　他者の心の理解の発達
第07回　友達関係の発達
第08回　社会性の発達
第09回　ここまでのまとめ
第10回　青年期の発達的変化とアイデンティティの発達
第11回　仲間関係・恋愛関係の発達
第12回　働くことによる発達
第13回　人生を振り返る
第14回　老いるとはどのようなことか
第15回　理解度確認と授業のまとめ、受講結果アンケートの実施

使用教科書
毎回配布資料によって授業を進める。
参考図書は随時紹介する。

授業の概要

生涯発達心理学の観点から、各発達段階で人はどのように発達していくのかについて知識
を習得できるように授業すすめる。また、発達過程において、どのような問題や障害が生
じるのか理解し、その対応を考える。特に、幼児や児童への教育やケアをしていく職業で
役に立つ発達の知識を習得し、現場で子どもや親への支援をするために必要な基礎力を養
う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1PSY1-01

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

受胎から死に至るまでの生体の心身の形態や機能の成長・変化の過程を発達という。発達
には、遺伝的・生得的に保有される因子と、環境因子が関わっている。つまり環境と相互
的に関わりながら多様な側面について発達していくのである。特に、人間関係という環境
の中で育まれる社会的存在としての生涯発達を考えていく。また、発達障害といわれる定
型発達（一般的な発達）とは異なる発達過程もある。生涯発達の知識に基づきながら発達
過程で生じる問題や発達障害等の理解もすすめ、子どもを多面的にみることのできるよう
になることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 生涯発達心理学Ⅰ

授業担当者名 藤井　真樹

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業についての振り返りシート等（30％）、授業外課題レポート２本（30％）、数回の理
解度確認（40％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（使用テキストや授業の進め方、小学校社会科の内容
 　　　　構成）
第02回　小学校社会科の意義とねらい（「小学校学習指導要領解説 社会編」の活用と
 　　　　理解）
第03回　社会科学習の始まりと地域を見つめる視点（小学校３年生「身近な地域」）、
 　　　　生活科との関わり、フィールドワークに向けたグループ作り
第04回　「身近な地域」におけるフィールドワーク体験（グループワーク）
 　　　　授業外課題①
第05回　フィールドワークの発表（グループによるまとめと表現活動、ICT機器の
 　　　　活用）
第06回　発電の仕組みや電気の安定供給（小学校４年生「わたしたちのくらしと
 　　　　電気」）、インターネットや各種ホームページの活用
第07回　日本の国土（小学校５年生「日本の国土」）
第08回　産業の分類と日本の産業構造（小学校５年生「日本の農業や水産業」）
第09回　石油精製と石油の供給、需要と供給のバランス（小学校５年生「工業
 　　　　生産」）、統計資料の活用
第10回　日本国憲法と政治の仕組み（６年生「わが国の政治のはたらき」）
第11回　ICT機器とデジタル教科書の活用、地図の魅力と地図帳の利用
第12回　遺跡や遺物、遺産が語る歴史（６年生「日本のあゆみ」）
第13回　人物中心の歴史学習（６年生「日本のあゆみ」）授業外課題②
第14回　歴史体験（６年生「日本のあゆみ」）、授業全体の振り返り（学生受講結果アン
ケート）
第15回　授業全体のまとめと質疑応答、理解度確認

使用教科書

＜テキスト＞
教科用図書「新しい社会５年上・下」（東京書籍）
＜参考図書＞
文部科学省「小学校学習指導要領解説 社会編」

授業の概要

本授業は基本的に講義形式で行うが、体験活動や話し合い、グループワークなどを取り入
れアクティブ・ラーニングの実現を図っていく。小学校社会科全般についての知識等を身
に付けることはもちろんのこと、教師として「社会的な見方・考え方」を高められるよう
に思考活動の場面を多く設定する。授業の中で調べ学習（追究活動）やまとめ、表現活動
を行うこともあるため、予告した内容についての資料集めやインターネットの活用ができ
るようにしておく（パソコンやスマートフォンの持参）。
教職を目指すことを目的とした授業であり、意欲的・積極的な授業参加を求める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1EED1-04

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

初等社会科の概要について主に教科内容面から学びを深め、小学校３年生から６年生まで
の社会科の内容構成や具体的な内容について理解する。また、「暗記教科」とされがちな
社会科だが、小学校社会科では知識の獲得とともにそのプロセスが重視され学習方法や追
究の仕方（調べ方や考え方等）を身に付けることが求められている。そもそも小学校社会
科は総合的な教科であり、知識だけでなく社会的事象の捉え方や考え方、問題や課題の解
決能力の高め方等についても理解を深めていく。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 社会

授業担当者名 西尾　一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業外課題レポートへの取組、フィールドワークのまとめ、各種資料探し（週60分）



授業概要（シラバス）

　　　　についての解説　学生受講結果アンケートの実施

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

の
　　　　地球温暖化を考える
第13回　生命・地球(7) 遺伝子組み換えとゲノム編集　DNAとゲノム編集、
　　　　クリスパー・キャス９がもたらすもの
第14回　生命・地球(8)　極地の環境と生物　南極と北極の違い
第15回　理解度確認と総合的振り返り、授業で疑問が残った事項や質問が多かった事項

性質
第09回　エネルギー・粒子(5)　重力とは何か　ニュートンとアインシュタイン

　　　　の活用

第11回　生命・地球(5)　大陸の移動とプルームテクトニクス　地震や褶曲をどう扱うか

　　　　目指す。
第02回　生命・地球(1)　身近な自然の観察　生物とその環境　理科授業での身近な自然

学生に対する評価の方
法

理解度確認と小テスト60％・レポートと発表20％・授業への参画態度20％

第01回　理科教育について※第02回〜14回については提示された問題や課題について、
　　　　資料や事前に調べた情報をもとに、グループディスカッション等を行い、解決
を

　　　　での実験
第08回　エネルギー・粒子(4) 水の特異性を探る　特異性が分かる実験観察と水溶液の

使用教科書
テキスト：小学校学習指導要領解説　理科編
　　　　　小学校理科教科書
　　　　　配付資料

第07回　エネルギー・粒子(3)　電気と磁気のはたらき　磁石の進化で変わるべき小学校

第12回　生命・地球(6) 生命誕生と生物の進化　スノーボール・アースがもたらしたも

第10回　生命・地球(4)　地球内部の構造と資源　地球内部はどこまで分かったか、
　　　　その構造がもたらす現象

第03回　生命・地球(2)　自然に学ぶ　ネイチャー・テクノロジー　探究的な活動に
　　　　繋げる教材の提示
第04回　生命・地球(3)　眼のつくりと働きと動物の見ている世界、理科教育で扱う
　　　　「人の体のつくり」

　　　　　　　　　　　　　　  文脈での理解と先行オーガナイザーの働き

第05回　エネルギー・粒子(1)　光の正体は　理科教育で扱う光の性質に関する実験
第06回　エネルギー・粒子(2)　温度と熱　教材提示の順序が及ぼす理解の変容

授業の概要

エネルギー・粒子・生命・地球の各領域における身近な自然事象や科学的な課題をテーマ
に、意見交換・議論をしながら授業を進める。科学的な知識を活用し、解決を図ることを
通して、自然のしくみやきまりの理解を深め、科学の有用性の認識や自然のもつ偉大さ、
巧みさ、しくみに共感し、自然と共生できる人間を追求する。また、教員としてのICT活
用能力の向上のため、資料配付や情報交換、意見発表等はPCと電子黒板を活用する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1EED1-05

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

小学校教諭を志す学生にとって、科学的に探究する能力や態度は、不可欠である。本授業
では、、小学校理科の学習で扱われる事物現象をテーマに、１年次「自然のしくみ」等で
学習した科学的な知識を活用し問題の解決を図ることを通して、自然のしくみやきまりの
理解を深め、理科教育で涵養する人間性と資質能力について学修する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 理科

授業担当者名 鷲尾　順一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

指導要領解説理科編に記された教材の配列と内容、自然現象のニュース・情報を基にした
自己学習、シラバスと次回の授業で扱われる話題についての予習、講義内容の深化学習
（週90分以上）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

さまざまなジャンルの音楽鑑賞、ピアノ伴奏や弾き歌いなどの実技練習を各自積極的に行
うことで音楽表現力の向上に努めること。

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度　４０％
活動発表　３０％
小レポート　３０％
以上３点から総合的に判断し評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、自分と音・音楽との関連について考える
第02回　小学校の教科「音楽」とは？
第03回    歌唱について①　／　低学年の共通教材と伴奏
第04回    歌唱について②　／　中学年の共通教材と伴奏
第05回    器楽について①　／　高学年の共通教材と伴奏
第06回    器楽について②　／　リコーダーの奏法①
第07回    音楽づくりについて①　／　リコーダーの奏法②
第08回    音楽づくりについて②　／　ピアノを用いない伴奏
第09回    鑑賞について①　／　指揮法
第10回    鑑賞について②　／　ボディパーカッションなど
第11回    日本や海外の音楽について・ICTを活用した音楽について
第12回    音楽による表現活動①（以下、グループワーク）
第13回    音楽による表現活動②
第14回    音楽による表現活動③（発表）
第15回    小レポートとまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

・改訂版　初等科音楽教育研究会編「最新 初等科音楽教育法 2017年告示「小学校学習指
導要領」準拠 小学校教員養成課程用」音楽之友社、2021年。
・ソプラノリコーダー　（過去に使用したものがあれば、それをお持ちください）

その他、必要に応じて授業内で配布する。

授業の概要

授業は、講義を通して、子どもの発達と音・音楽との関連について学ぶことを基盤としな
がら、「表現」および「鑑賞」の内容について理解を図る。また授業の後半には伴奏法や
リコーダー奏法、指揮法などの演習を通して、実践技能の向上も目指す。全体をとおして
受講生自身がざまざまな音楽に触れられる場を多く設けることで、音楽表現の多様性や、
その教育的性質について体験的に学び、考えを深められるようにする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1EED1-06

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

[テーマ]子どもの音楽表現は多様である。その多様性と真摯に向き合い、個々に寄り添い
ながら導いていけるような小学校音楽科の授業について考え、理解を深める。
[到達目標]テーマを念頭におきながら、学習指導要領に示されている目標や内容を理解す
ると共に、小学校音楽科で必要とされる基礎的な知識・技能を身につけられるようにす
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 音楽

授業担当者名 鵜飼　文代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・次回の授業内容について、教科書などを参照し、予習を行うこと。（週30分以上）
・授業での学習内容を授業ノート（スケッチブック）にまとめる。（週30分以上）

学生に対する評価の方
法

課題・レポートに基づく評価70％　授業態度30％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション・造形遊びをする活動（第１学年及び第２学年）
第02回　造形遊びをする活動（第３学年及び第４学年）
第03回　造形遊びをする活動（第５学年及び第６学年）
第04回　絵に表す活動（第１学年及び第２学年）
第05回　絵に表す活動（第３学年及び第４学年）
第06回　絵に表す活動（第５学年及び第６学年）
第07回　立体に表す活動（第１学年及び第２学年）
第08回　立体に表す活動（第３学年及び第４学年）
第09回　立体に表す活動（第５学年及び第６学年）
第10回　工作に表す活動（第１学年及び第２学年）
第11回　工作に表す活動（第３学年及び第４学年）
第12回　工作に表す活動（第５学年及び第６学年）
第13回　鑑賞の活動（第１学年及び第２学年）
第14回　鑑賞の活動（第３学年及び第４学年）
第15回　鑑賞の活動（第５学年及び第６学年）・総括
　　　　「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書 樋口一成 編著「幼児造形の基礎」（萌文書林）

授業の概要
学習指導要領が示す「造形遊びをする活動」「絵や立体、工作に表す活動」「鑑賞の活
動」などの領域における各学年の内容を演習する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1EED1-07

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

小学校学習指導要領が示す「造形遊びをする活動」「絵や立体、工作に表す活動」「鑑賞
の活動」などの領域における各学年の内容を学ぶ。演習を通して小学校図画工作科に関す
る基本的な知識や表現方法について理解を深め、実践的な指導力を習得する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 図画工作

授業担当者名 水谷　誠孝

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度やグループ活動への積極性、プレゼンテーション30％、活動ごとに提出
する作品や記録30％、小論文40％を総合的に判断して評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　小学校の家庭科の授業を振り返るとともに、家庭科の
 　　　　目標を知る。
第02回　子どもの生活実態を知る。ビデオ教材、新聞記事等を活用する。
 　　　　（グループワーク）
第03回　衣食住、消費や環境などについて、必要な知識・技能を確認する。
 　　　　（グループワーク）
第04回　家庭科の内容「A家族・家庭生活」について、解説と予想される日常生活の
 　　　　課題を考える。
第04回〜第06回（講義・グループ討議）
第05回　日本社会に根差した家族の在り方、諸外国との比較から見える課題を確認する。
第06回　家庭科の内容「B衣食住の生活」について、解説と予想される日常生活の課題を
考える。
第07回　日本社会に根差した衣食住の在り方、諸外国との比較から見える課題を確認す
る。
第08回　家庭科の内容「C消費生活と環境」について、解説と予想される日常生活の課題
を考える。
第09回　18歳成年引き下げに関わる消費者教育の課題を確認する。
第10回　テーマを決めて今日的な課題に取り組む（グループワーク）
第11回　グループワークの発表と考察をする。
第12回　袋物「エコバッグ」の製作計画
第13回　袋物「エコバッグ」の製作。エコバッグを使用して検証する。（グループ討議）
第14回　持続可能な社会の構築に向けての取り組みを確認する。
第15回　まとめと振り返りの小論文、受講結果アンケートの実施

使用教科書
テキスト：開隆堂出版発行の教科書「わたしたちの家庭科5・6」、文部科学省「小学校学
習指導要領解説（家庭編）」
参考書・参考資料等：資料を適宜配布する。

授業の概要
授業計画に沿って、実践的・体験的活動を取り入れた授業である。子どもたちの日常生活
に関わる課題をもとに、グループで話し合ったり、実習したりして解決策を探る。その中
で、家庭科の意義を学び、小学校における楽しい学びを構想できるスキルを養う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1EED1-08

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

家庭科では、家庭生活の多様化や消費生活の変化、グローバル化や少子高齢化の進展等、
社会の急激な変化に主体的に対応することができる資質・能力の育成が求められている。
そこで、子どもの日常生活に関わる課題を中心に、環境問題や家族・近隣の人々との関わ
り等を考え、生活をよりよくしようとする資質・能力を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 家庭

授業担当者名 中村　恵美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学習指導要領の内容、指導計画作成と内容の取扱いについて熟読しておく。（週60分〜）
次時に取り上げるテーマ・課題について事前に検討しておく。（週30分〜）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業への取り組みや態度（30％）、グループワークなどの自主的活動と発表（30％）、課
題等の提出物（40％）を総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の⽬的と概要、成績評価、⾃⼰学習について、これまでの「体育」：学習者
の経験を振り返って
第02回　現在の「体育」、⼩学校学習指導要領の⽬標と内容について、体育における「共
⽣」、これからの体育について
第03回　実技：ニュースポーツ・アダプテッドスポーツ・インクルーシブ体育
第04回　主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善
第05回　「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に取り組む態度」をいかに評価す
るか
第06回   A〜D各領域の指導内容と教材研究
　　　　　A「体つくりの運動遊び」・「体つくり運動」
　　　　　B「器械・器具を使っての運動遊び」・「器械運動」の指導内容と教材研究
　　　　　C「⾛・跳の運動遊び」・「⾛・跳の運動」・「陸上運動」
　　　　　D「⽔遊び」・「⽔泳運動」の指導内容と教材研究
第07回   E〜G各領域の指導内容と教材研究
　　　　　E「ゲーム」・「ボール運動」の指導内容と教材研究
　　　　　F「表現リズム遊び」「表現運動」の指導内容と教材研究
　　　　　G「保健」の指導内容と教材研究、
第08回   グループワーク：各領域の教材研究
第09回   グループワーク：資料準備
第10回   グループワーク：実技発表準備
第11回　グループ発表と実技演習：A領域
第12回   グループの発表と実技演習：B・C領域
第13回   グループの発表と実技演習：E・F領域
第14回　グループの発表と実技演習：D・G領域
第15回　振り返りとまとめ、学生受講結果アンケートの実施

授業の概要

はじめに、これまでの初等教育における「体育」について、資料および学習者自身の経験
を基に考える。続いて、小学校学習指導要領の「体育」の目標、内容、指導論について、
資料や映像を用いた講義・解説および実技を通して、基礎的知識と技能を身につける。授
業内でのグループディスカッションを経て知見を拡げることで改めて「体育」の意義につ
いて自分なりに考え、新しい時代にふさわしい「体育」のあり方について学生同士で討議
する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1EED1-09、233-1EED1-16

備考 幼児保育専攻・児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学習指導要領の基本的な考え方を踏まえ、小学校学習指導要領の「体育」の目標、内容お
よび指導法について理解する。
小学校の体育授業の構想・実践に必要な基礎的知識・技能を身につける。
初等教育における「体育」の意義を理解し、体育の授業のあり方について考えを深める。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 体育

授業担当者名 林　麗子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業前後に、授業テーマに関する参考資料や動画を抄読・視聴し、運動領域の指導内容と
指導方法について調べる（週30分〜1時間）。
授業後に、自身の理解や技術の習得が難しい内容について、資料や動画を視聴したり、実
技の練習を行う（適宜30分〜1時間）。
授業内での！や？について、自分なりにさらに調べる、仲間と議論を交わす、任意レポー
トにまとめる。

使用教科書

1）文部科学省 『小学校学習指導要領解説体育編』東洋館出版社、2018
2）文部科学省『小学校体育（運動領域）まるわかりハンドブック』2011
3）文部科学省『小学校体育（運動領域）デジタル教材』2015
4）梅澤秋久・苫野一徳編著『真正の「共生体育」をつくる』大修館書店、2020
5）スポーツ庁『小学校体育（運動領域）指導の手引きー楽しく身に付く体育の授業』東
洋館出版社、2023

１）2）3）いずれも授業内でリンクを案内します。
3）は授業でも一部視聴しますが、自己学習にも利用しましょう。
4）は参考図書として自己学習に使用しましょう。
5）はグループ活動時に使用します。他にも、適宜紹介、配布します。



授業概要（シラバス）

　　　　The Very Hungry Caterpillar（異文化理解）　The Foot Book（児童文学の理

　　　　子音（摩擦音・破擦音・半母音）の解説　Peter Piper（異文化理解）
第09回　Hello, English Unit 14＆15       CLIL
　　　　英語子音（摩擦音・破擦音・半母音）の発声練習　The Very Hungry
Caterpillar（児童文学の理解）
第10回　小学校英語概説　第二言語習得に関する基本的な事柄について解説

第01回　授業の目的・内容・日程・課題・理解度確認などについての説明
              Hello, English Unit 1　 小学校英語の歴史
第02回　Hello, English Unit 2＆3　 言語習得とバイリンガル
　　　　正書法の演習　Mother Gooseや遊び歌について概説（児童文学の理解）
第03回　Hello, English Unit 4＆5　 世界の英語
　　　　Hickory Dickory Dock（児童文学の理解）

第06回　Hello, English Unit 10&11        Reflection Cards
　　　　子音（閉鎖音・鼻音・側音）の解説　Hey Diddle Diddle（異文化理解）
第07回　Hello, English Unit 1-9 理解度確認①    Unit 12
　　　　英語子音（閉鎖音・鼻音・側音）の発声練習　 Peter Piper（児童文学の理
解）

　　　　Phonicsの復習
第15回　Hello, English Unit 1〜15総括　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケー
トの実施）

学生に対する評価の方
法

授業の準備状況と参画態度（10％）理解度確認（90％）を総合して評価する。

第04回　Hello, English Unit 6&7　  Chants
　　　　母音の解説　Hickory Dickory Dock（異文化理解）
第05回　Hello, English Unit 8&9          Games/ TPR
　　　　英語母音の発声練習　Hey Diddle Diddle（児童文学の理解）

第08回　Hello, English Unit 1-9 理解度確認②    Unit 13

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

解）
第11回　Hello, English Unit 10-15 理解度確認
　　　　 The Foot Book（異文化理解）
第12回　Phonics①
第13回　Phonics②
第14回　小学校英語概説の復習

授業の概要

基礎的な日常会話表現やクラスルームイングリッシュが自然に発話できるリズムの獲得の
ための練習を行う。音声・語彙・文法・文構造に関する基本的な知識を獲得し、四技能
（聞く・話す・読む・書く）を総合的に修得するために、教員養成のため開発された教材
を用いて学習し、教師として求められる英語力を身に付ける。さらに毎回の授業で、教育
学・言語学・音声学などの専門分野に関する解説を行い、英語教育に必要となる知識を獲
得する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1EED1-10

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：小学校英語教育に必要な知識と実践への応用力の育成
到達目標：英語を使用するために必要となる基礎的な聞く力・話す力・読む力・書く力を
総合的に培うとともに、小学校における外国語活動・外国語科の授業を担当するために必
要な実践的英語運用能力と背景的な知識を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 英語

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

マザー・グースの世界（南雲堂）、またはThe Very Hungry CaterpillarやThe Foot Book
などの代表的な絵本を参考にして学ぶ。（週60分）
毎回の授業で扱う教材を、繰り返し発話して英語のリズムとイントネーションを修得す
る。言語教育や言語研究について、ノートにまとめる。（週60分）

使用教科書
英語教育に関する解説については、随時プリントを配布する。
Hello, English —English for Teachers of Children—
相羽千州子・藤原真知子・Brian Byrd・Jason Barrows著（成美堂）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

教職をめざす学生を対象とした講義であるので、授業への参加態度を重視する。
①毎回のワークシートへの記述内容・提出された予習ワークシートの内容（約40％）
②学習指導案の完成度・模擬授業の内容（約40％）
③理解度の確認（約20％）などを総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の目標・内容・進め方、楽しい社会科授業・スピーチ
体験）
第02回　学習指導要領の変遷、その背景、内容の比較分析（文部科学省資料より）
第03回　小学校の授業づくりで大切にしたいこと（3年　はてな？こそ社会科授業の根本
プレゼン資料）
第04回　問題解決的学習の授業体験（4年　地域素材を活かした実践事例　プレゼン資
料）
　　　　（課題：模擬授業を実施したい学年、単元の検討を各自進める）
第05回　日本の農業の授業体験（5年　地理分野の教材開発について　プレゼン資料）
第06回　歴史学習の進め方（6年　１枚の写真・絵図から：問題づくり体験）・デジタル
教科書を用いた公民的分野
　　　　（課題：模擬授業を実施したい学年、単元の検討を各自進める）
第07回　「教科用図書地図」の使い方指導とその体験（デジタル教科書を用いた指導方法
帝国書院のプリント活用）
第08回　学習指導案作り①（示されている社会科目標との関連づけ、教科書教材の利用・
選定）
第09回　学習指導案作り②（主発問・補助発問作り・その工夫、教師支援のあり方、評価
方法）
第10回　学習指導案作り③（板書計画、各種資料選定・準備等）
第11回　学習指導案の事前協議（よりよい授業をめざしての意見交換、授業内容の確認）
第12回　模擬授業とその分析・検討・その１（内容・学年でグループに分かれて）
第13回　模擬授業とその分析・検討・その２（内容・学年でグループに分かれて）
第14回　模擬授業とその分析・検討・その３（内容・学年でグループに分かれて）
第15回　講義全体の総括、「めざすべき社会科授業像」とは　理解度確認　学生受講結果
アンケートの実施

授業の概要

講義の冒頭では、小学校学習指導要領の新旧対象表をもとに内容の変遷、その背景につい
て理解する。授業づくりの基盤である子ども理解、問題発見力「はてな？」や発言力を培
うための朝のスピーチ等の模擬体験を通して、運営方法や意義を理解する。その後、3年
生から6年生まで、学年ごとに、問題解決的な実践事例を通して授業づくりの方法を学
ぶ。「教科用図書地図」の学習では、デジタル教科書を用いて具体的な指導法を学ぶ。後
半は、学習指導案の作成及び模擬授業を実施する。授業案の事前協議会を経た後に模擬授
業を実施し、授業後検討会をもち、話し合いをする中で、自らの考えや指導技術・教材理
解について多面的・多角的に考察するとともに、コミュニケーション能力を高める。加え
て、対話的な学びが得られるような話し合い活動にするための指導法やその留意点につい
ても考察する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2EED2-14

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

小学校学習指導要領に示された社会科の目標を理解した上で、教材研究をし、授業設計が
できる実践的な力量の育成を目標とする。特に「社会的な見方・考え方を働かせ、課題を
追究したり、解決したりする活動」とはどのようなものかについて、基本的な実践事例を
もとに学ぶこととする。その際、「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざした問題解
決的な授業実践をふれることで、より理解を深めることができるようにする。さらに、デ
ジタル教科書を用いての具体的な授業づくりや、ICT機器を利用した発表学習の体験を取
り入れていく。これらの学びを活かした模擬授業の実践、その振り返りを通して教員とし
ての力量をつけていくことを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等社会科教育法

授業担当者名 白井　博司

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・社会科学習指導要領目標及び内容等について、読んで理解しておくこと（文部科学省よ
りダウンロードできるので、各自準備して予習すること。特に模擬授業をしようとする学
年については、入念に読み、理解しておくこと）
・毎回、次回学習内容について課題を出すので、それについてワークシートにまとめたも
のを持ってこれるようにすること。（授業内での発言に生かす・評価の一部とすることも
あり）
・社会科に興味・関心が持てるよう。新聞やニュース番組を見て教養を高めること。
・授業開始10分をスピーチの時間を設定するため、日常生活で見つけた「はてな？」につ
いて各自語れる準備を。（詳しくはオリエンテーションで）
（週180分）

使用教科書
『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説社会編』平成29年7月　文部科学省（購入す
るのが望ましいが、必要に応じて文部科学省よりダウンロードし、印刷することが可能）
講義に必要なものは資料として配付する。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学習指導案を作成し、それに基づいた模擬授業の準備、模擬授業の振り返り（９0分×
２）
探究的な学習への課題について前時に課題を提示し、予習として調査や自分の意見を明確
にまとめる。
毎回の講義について、内容の定着のため講義資料をもとに実体験に関連付け振り返りを行
う。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

 ①授業への参画態度（20％）
 ②単元計画・教材研究・模擬授業、学習指導案（30％）
 ③毎回の授業内容のまとめや振り返り及び理解度確認（50％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（算数を学ぶ意義、算数の領域、基本的な学習過程、子ども
理解）
第02回　学習指導要領の意義や変遷、授業づくりの考え方、学習指導案の書き方
第03回　算数科の授業づくりの在り方①（課題設定、自力解決）
第04回　算数科の授業づくりの在り方②（全体共有、確かめ、振り返りの場）
第05回　算数科の実践例と授業づくり①（主体的、対話的で深い学び）
第06回　算数科の実践例と授業づくり②（評価について）
第07回　算数科の実践例と授業づくり③（ＩＣＴ機器の利用）
第08回　算数科の実践例と授業づくり④（実態に応じた対応）
第09回　「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」領域の模擬授業①と分析・検討
第10回　「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」領域の模擬授業②と分析・検討
第11回　「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」領域の模擬授業③と分析・検討
第12回　「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」領域の模擬授業④と分析・検討
第13回　「Ｃ変化と関係」「Ｄデータの活用」領域の模擬授業⑤と分析・検討
第14回　「Ｃ変化と関係」「Ｄデータの活用」領域の模擬授業⑥と分析・検討
第15回　授業づくりについてのまとめ、理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

文部科学省「小学校学習指導要領解説 算数編」（日本文教出版）
算数科教科書1年、3年（上・下）、５年
（参考文献）柴田録治監修、岡崎市算数・数学教育研究部「算数指導の疑問これですっき
り」（黎明書房）

授業の概要

算数科を学ぶ意義や変遷について、授業の在り方を含め、社会の実態に応じて変化してい
ることを理解する。算数科の系統性を意識し、４領域（「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測
定及び変化の関係」「Ｄデータの活用」）の内容について、学習指導要領や教科書をもと
に理解する。指導方法については、多様性を生かした学びを形成する過程を通して、授業
づくりのポイントを探っていく。授業づくりの基本としての教材研究や評価の意義、効果
的な発問や板書、児童の考えの把握方法などについて、学習指導案を作成したうえで模擬
授業を行う。よりよい授業の在り方に迫るために、グループワークや意見交換、ディス
カッションを通した考察を行い、受容的応答的な支援について構想力、実践力を身に付け
ていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2EED2-13

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

小学校算数科について、指導する意義や変遷を知り、指導と評価の在り方や有用性を理解
する。子どもを多面的に理解し、教育とケアを一体化できるように一人一人の算数のとら
え方を生かした学びを身に付けるとともに、授業づくりの基本を身につけ、学習指導要領
算数科の目標や、４領域（「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定及び変化の関係」「Ｄデー
タの活用」）の内容と構成についてつかむ。その上で、実際の指導方法や授業を成り立た
せるための条件について、算数のよさやつながりを考察した学習指導案、模擬授業を通し
て実践的な力を身につけていく。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等算数科教育法

授業担当者名 高鍬　利行

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

　授業後に実施する「授業のふりかえり」の記述内容および授業への参加態度(20%)、理
解度確認(50%)、学習指導案等の課題レポートに基づく評価(30%)等を総合的に判断して評
価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　理科教育の目的について考える。〈講義・討議〉
第02回　学習指導要領に示された理科の目標と内容を知る。〈講義・討議〉
第03回　理科の問題解決の学習過程と各学年で育てたい能力、働かせる見方・考え方を理
解する。〈講義・討議〉
第04回　理科の学習理論と指導法について学ぶ。〈講義・討議〉
第05回　学習指導要領に示された理科の内容項目と内容構成について学ぶ。〈講義・討
議〉
第06回　理科学習指導案の形式と内容、書き方を知り、作成のための予備実験を行うこと
を通して学習過程を検討するとともに、指導の手順と指導上の留意点を考える。〈講義・
実習・討議〉
第07回　観察実験を安全に指導するために、薬品や実験器具の取り扱い方および指導上の
留意事項について学ぶ。〈講義・討議〉
第08回　学習指導案（本時案）を作成する。〈独自学習・個別指導〉
第09回　学習指導案（単元案）を作成する。〈独自学習・個別指導〉
第10回　模擬授業のための予備実験を行い、学習指導案作成等の準備を進める。〈実習・
グループ学習・討議〉
第11回　模擬授業の学習指導案の作成と授業準備をする。〈グループ学習・グループ別指
導〉
第12回　作成した指導案による模擬授業Ⅰの実施、ふりかえりを通して、主体的・対話的
な理科授業のあり方と理科の授業評価について学ぶ。〈講義・実習・討議〉
第13回　作成した指導案による模擬授業Ⅱの実施、ふりかえりを通して、主体的・対話的
な理科授業のあり方と理科の授業評価について学ぶ。〈講義・実習・討議〉
第14回　作成した指導案による模擬授業Ⅲの実施、ふりかえりを通して、主体的・対話的
な理科授業のあり方と理科の授業評価について学ぶ。〈講義・実習・討議〉
第15回　半期のまとめ。「学生受講結果アンケート」への回答。〈講義・理解度確認〉

使用教科書
・小学校学習指導要領 解説 理科編
・小学校理科教科書
・参考資料は授業の中で適宜配布する。

授業の概要

　教科の本質を踏まえた科学的な問題解決の能力を児童に身に付けさせるための学習指導
のあり方など、講義内容についてディスカッションしたり発表したりして自分自身の考え
を深め、学習指導案を作成して模擬授業を行う。また、教科書の実験を体験し、安全な実
験方法や教材についての理解を図る。これらの活動を通して、初等理科教育についての知
識や技能、指導法を身につける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2EED2-15

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

初等理科教育の指導法の体得
　本授業では、学習指導要領に示された理科の目標と内容、理科の学習論や問題解決のプ
ロセス等の理解を図る。さらに、具体的に授業場面を想定して、学習指導案を作成して模
擬授業を行い、その効果的な指導法を追究する。これらを通して自らの問題解決能力を高
めるとともに、理科学習論に基づいて授業設計を行う方法を身につける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」○、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等理科教育法

授業担当者名 八木　弘幸

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

　与えられた課題や、授業時に生じた疑問、模擬授業に向けた取り組み等について、自ら
調べたり、考えたりしたことを授業の中で語ることによって、主体的に学ぶことを体得す
るようになる。（各回60分以上）



授業概要（シラバス）

 　　　　学習指導要領「図画工作」の理解と小テスト、総括。
 　　　　学生受講結果アンケートの実施。

 　　　　する。
第06回　小学校での授業の実践映像の視聴、外部講師の講話、題材の選定と教材研究
（実践研究を参照

第14回　模擬授業　高学年「Ｂ鑑賞」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践
 　　　　する。）

 　　　　する。）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第11回　模擬授業　中学年「Ａ表現」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践
 　　　　する。）
第12回　模擬授業　中学年「Ｂ鑑賞」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践
 　　　　する。）
第13回 　模擬授業　高学年「Ａ表現」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践
 　　　　する。）

第08回　授業計画と準備（グループで作成した学習指導案に沿って教材研究を
 　　　　深める。）
第09回　模擬授業　低学年「Ａ表現」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践
 　　　　する。）
第10回　模擬授業　低学年「Ｂ鑑賞」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践
 　　　　する。）

 　　　　ついて

学生に対する評価の方
法

課題・レポート・小テスト（70％）、模擬授業の発表内容と授業への参画態度（30％）と
して評価する。

第03回　内容の構成　「Ｂ鑑賞」、「共通事項」、「指導計画の作成と内容の取扱い」
 　　　　について
第04回　図画工作科の学習評価と学習指導案について
第05回　事例を通した情報機器及び教材の活用法について学び、授業への活用を考案

第01回　授業の概要と進め方、学びの連続性や指導上の留意点について（幼・小・中・
 　　　　高等学校の表現・図画工作科・美術科の目標と内容、児童の造形表現の発
 　　　　達）、小学校図画工作教育の歴史的変遷と動向、学習指導要領「図画工作」
　　　　の概要と目標および内容について
第02回　内容の構成「Ａ表現」（造形遊びをする活動と絵や立体・工作に表す活動）に

 　　　　して動向について知見を深め、授業の構想や教材研究に取り組む。）
第07回　授業計画と準備（これまでの学びを踏まえ、学習指導案をグループで作成

第15回　模擬授業の授業評価と自己評価による振り返り、学習指導案の改善と再計画、

授業の概要

児童の造形表現の発達と特徴を学び、幼・小・中・高等学校での表現・図画工作科・美術
科の目標と内容を理解することで、発達に応じた指導の留意点、小学校の役割や連携、学
びの連続性を学ぶ。小学校図画工作教育の変遷と動向について知見を深め、学習指導要領
の目標や内容などの概要を理解する。授業観察・授業体験・模擬授業を実施し、模擬授業
の計画・準備・実施を授業評価と自己評価によって振り返えることで、授業の改善・再計
画を図る力を身に付ける。これらの学びを総括し、小学校の授業実践に必要な基礎的な力
を習得する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2EED2-16

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

小学校図画工作科の学習・指導・評価に関する基本的な知識や指導技術を身に付ける。小
学校図画工作教育に係る背景や教材の知識、幼・小・中・高等学校における小学校の役
割、児童の造形表現の発達に応じた指導を学び、授業実践に必要な基本的な力を習得す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「知識・技能」〇

授業科目名 初等図画工作科教育法

授業担当者名 水谷　誠孝

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスや授業時に示す次回授業の題材について予習する。授業時に生じた疑問点につい
て調べノートにまとめる（週90分）

使用教科書 図画工作科・美術科教育法研究会「小学校図画工作科・美術科教育法」（建帛社）



授業概要（シラバス）

授業の概要

保育実習Ⅰの実地実習に向けて、保育所及び保幼保連携型認定こども園や居住型児童福祉
節等の役割を理解し、基礎的知識と心構えを学び、実習に必要な知識・技術を深める。実
習記録や保育計画の必要性を知り、具体的記述方法を学び、教員からの個別指導を通して
さらに理解を深める。

＜実務経験と本科目との関連＞
保育士としての実務経験により、保育を取り巻く課題と具体的な事例を通して、保育者の
役割について理解を深める。

学生に対する評価の方
法

授業態度（出席回数）50%
レポート等提出物（提出状況及び内容）50%
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

【保育所】（担当：加藤望、杉江栄子、小森奈保子）
《1年次後期　事前指導　5回》
・保育実習の意義、目的の理解
・実習記録の意義、目的の理解
・基本的な実習記録の作成方法
・保育所及び幼保連携型認定こども園等実習施設の理解
・保育施設見学の実施（学外教育）

《2年次前期　事前事後指導　10回》
・保育実習の内容と実習の心得
・観察実習を通した子ども理解の方法について
・指導計画の作成方法
・自己の達成課題の明確化及び実習目標の作成
・指導案および実習目標の個別指導
・事後レポートの作成
・事後面談による実習の振り返り
・実習報告会の実施

【施設】（担当：石垣儀郎、杉江栄子、横井直子）
《2年次後期　事前事後指導　15回》
・施設実習の内容と意義の理解
・自らの実習課題の明確化
・実習記録の意義、記録方法の理解
・実習施設への理解
・実習施設および利用児・者についての理解
・実習報告会を通した事後指導

・学生受講結果アンケートの実施

授業のテーマ及び到達
目標

保育実習の意義と目的を理解し、保育所や児童福祉施設で実地実習を円滑に進めるための
知識・技術を習得することで、主体的に実地実習で学ぶべき内容や学ぶ方法を体得する。
実地実習を行うにあたって、自己の達成課題を明確にして臨むことを目的とする。また、
実習後には、自己の保育や子どもとのかかわり、指導担当保育者からの指導助言を振り返
り、今後の実習に向けての自己課題を確認する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇「協働力」◎

教員担当形態
オムニバス
（主担当：保育所 加藤、施
設 石垣）

ナンバリングコード 232-3PRA2-08

備考
幼児保育専攻　2024年度生
実務経験のある教員担当科目

授業科目名 保育実習指導Ⅰ

授業担当者名 加藤　望、杉江　栄子、小森　奈保子、鈴木　聡美、横井　直子、石垣　儀郎

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1年次後期〜2年次



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

既習の強化全体の知識・技能を基礎とし、応用的実践力を身に付けるようにする（週60分
程度）

使用教科書

《1年次後期・2年次前期》
厚生労働省編「保育所保育指針解説」＜平成30年3月＞（フレーベル館）
内閣府 文部科学省 厚生労働省著「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」＜平成
30年3月＞（フレーベル館）
保育所実習の手引き，実習記録簿
《2年次後期》
愛知県保育実習連絡協議会「福祉施設実習」編集委員会編「保育士を目指す人の福祉施設
実習」（株式会社みらい）
施設実習の手引き，実習記録簿
その他、必要に応じレジメ等を配布する。



授業概要（シラバス）

の実地実習の総括を行う。具体的には実習で学んだ事や反省点の振り返り、実習課題の
達成度の評価を行い、新たな学習目標を明確にする。学生受講結果アンケートの実施。

・職員間の役割分担とチームワークについて理解する。
・記録や保護者とのコミュニケーションなどを通して家庭や地域社会について理解す
る。

・保育士としての倫理を具体的に学ぶ

２施設実習

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

・実地施設の一日の流れを理解し、参加する。
・子ども、利用者の観察や、関わりを通して，対象児（者）のニーズを理解する。
・支援計画について理解する。
・安全及び疾病予防への配慮について理解する。
・職員間の役割分担とチームワークについて理解する。
・記録や実践活動の参加等を通して、家庭や地域社会について理解する。

①ねらい
・居住型児童福祉施設等における実地実習をとおして、子ども・利用者への理解を深め
る
　と共に、居住型児童福祉施設等の機能とそこでの保育士の職について学ぶ。
②内容
・実地施設について理解を深める。

・実習についての理解を深める。

学生に対する評価の方
法

保育所・認定こども園及び居住型児童福祉施設等における実習実地実習の成績及びその事
前指導、事後指導などの状況を考慮して、総合的に評価する。詳細な単位認定条件に関し
ては、授業で配布する「保育所実習手引き」及び「施設実習手引き」に記載する。
再評価は実施しない。

・保育の一日の流れを理解し、参加する。
・子どもの観察や関わりを通して、乳幼児の発達を理解する。
・全体的な計画および指導計画について理解する。
・生活や遊びなどの一部を担当し、保育技術を習得する。

１保育所実習
①ねらい
・保育所における実地実習を通して、乳幼児の理解を深めるとともに保育所の機能と
　保育士の職務について学ぶ。
②内容

・安全及び疾病予防への配慮について理解する。

各実習終了後にレポート作成、報告会、教員とのスーパービジョン等を通してそれぞれ

授業の概要 保育実習Ⅰでは、学外にて保育所実習、施設実習の2つを行う。

教員担当形態
複数（主担当：保育所・加
藤望　施設・石垣儀郎）

ナンバリングコード 232-3PRA2-09

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

保育所・認定こども園及び居住型児童福祉施設等の実地実習を通して、保育所・認定こど
も園、児童福祉施設の内容、機能を理解する。既習の教科全般の知識・技能を基礎とし、
これらを総合的に実践する応用力を身に付ける。さらに保育士として職業倫理と各年齢の
子どもの最善の利益の具体化について学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「協働力」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 保育実習Ⅰ

授業担当者名 加藤　望、横井　直子、石垣　儀郎、鈴木　聡美、杉江　栄子

単位数 4単位 開講期（年次学期） 2年次（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

積極的に取りくみ実践力の向上を目指すこと。実習指導の学びを基に実習に臨む事（週60
分程度）。

使用教科書
保育所実習の手引き・施設実習の手引き　（保育実習指導Ⅰの授業内で配布する）
厚生労働省編「保育所保育指針解説」＜平成30年3月＞（フレーベル館）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業態度(50％)、提出物(50％)などにより総合評価する。
欠席・提出期限が守れない等が3回になった場合は、原則実習を実施できない。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

2年次後期：第1回〜第8回
3年次前期：第9回〜第15回

■事前指導
第01回　幼稚園教育の基本と学校教育の始まりとしての幼稚園の役割　幼小の接続
　　　　幼稚園実習の意義と目的　幼稚園実習の目的
第02回　観察について—目的・観点・記録の取り方—
第03回　参加について—方針・記録の取り方—　菱野幼稚園の概要について
第04回　実技指導(クラス別)
第05回　菱野幼稚園訪問　観察
第06回　菱野幼稚園訪問　参加
第07回　個別指導　菱野幼稚園の観察実習記録
第08回　菱野幼稚園の観察記録についての学びを深める
第09回　個人票等園へ送付する書類についての事務連絡
　　　　部分・１日実習について—内容・指導計画の作成—研究保育について—内容・
 　　　　指導計画の作成—
第10回　実習目標について、園へ送付する書類回収指導計画の具体例から、幼児の年齢
 　　　　や時期に合った指導計画の作成及び援助の在り方を学ぶ
 　　　　幼稚園実習に際しての基本的な心構え、態度
第11回　個別指導　部分指導計画
第12回　クラス内意見交換会

■事後指導
第13回　幼稚園実習の反省会
第14回　実習成果を踏まえての実践発表
　　　　実践発表に対するグループ討議及び質疑応答
第15回　幼稚園実習全体のまとめ

授業の概要

幼稚園教育実習を円滑に進めていくために、幼稚園教育実習の意義、記録や指導計画作成
の考え方について再確認する。

＜実務経験と本学科との関連＞
幼稚園教諭としての実務経験により、幼稚園における教師と幼児とで織りなす園生活の具
体を通し、実習への心構えや意欲を高めるとともに、幼稚園教諭に求められる資質能力の
理解を深める。

教員担当形態 複数、クラス分け ナンバリングコード 232-3PRA2-10

備考
幼児保育専攻、幼稚園教育実習指導用
※2024年度入学生（幼免希望者のみ）
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、教育実習Ⅰ・Ⅱ（幼稚園）を円滑に進めていくための知識・技術を
習得し、学習内容・課題を明確にするとともに、実習体験を深化させることである。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 教育実習指導　〔幼・小〕 （幼免のみの学生）

授業担当者名 渡辺　桜、津金　美智子、岡田　暁子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期〜3年次



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

各自で手引きを熟読し、実習に備える。(週60分)
指導案等は、幼児の年齢毎に準備しておく。(週60分)

使用教科書
文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル館）、幼稚園実習の手引き、記録簿ファ
イルは毎回持参すること。



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

　　　　SNSとの付き合い方について部分指導計画
第15回　〔小〕教育技術①（話法、板書、学習形態、ICTの活用等）
第16回　クラス内意見交換会
第17回　〔小〕教育技術②（学習過程、授業展開、学習規律や環境構成等）
第18回　〔小〕学習指導案の個別指導
第19回　〔小〕学習指導案（修正案）の作成

　　　　部分・１日実習について—内容・指導計画の作成—研究保育について—内容・
 　　　　指導計画の作成—

2年次後期：第1回〜第10回
3年次前期：第11回〜第18回、第20回〜第22回
3年次後期：第19回、第23回

第01〜03回、第05〜08回、第11〜14回、第16回、第20〜22回：岡田・渡辺・津金
第4回、第09〜10回、第15回、第17〜19回、第23回：松崎・中村

第02回　観察について—目的・観点・記録の取り方—
第03回　参加について—方針・記録の取り方—　菱野幼稚園の概要について
第04回　〔小〕教育実習の内容について（学習指導、生徒指導、学級経営、校務分掌等
について）
第05回　菱野幼稚園訪問　参加

第13回　実習目標について、園へ送付する書類回収指導計画の具体例から、幼児の年齢
 　　　　や時期に合った指導計画の作成及び援助の在り方を学ぶ
 　　　　幼稚園実習に際しての基本的な心構え、態度

学生に対する評価の方
法

授業態度(50％)、提出物(50％)などにより総合評価する。
欠席・提出期限が守れない等が3回になった場合は、原則実習を実施できない。
再評価は実施しない。

■事前指導
第01回　幼稚園教育の基本と学校教育の始まりとしての幼稚園の役割　幼小の接続
　　　　幼稚園実習の意義と目的　幼稚園実習の目的

第06回　菱野幼稚園訪問　観察

第14回　幼稚園教育要領解説から幼稚園教育の要点を学ぶ

第07回　個別指導　菱野幼稚園の観察実習記録
第08回　実技指導(クラス別)
第09回　〔小〕学級経営と児童理解
第10回　〔小〕授業づくり・授業の評価、学習指導案の作成
第11回　菱野幼稚園の観察記録についての学びを深める
第12回　個人票等園へ送付する書類についての事務連絡

授業の概要

教育実習Ⅰ・Ⅱ〔幼・小〕を円滑に進めていくために、それぞれの教育実習の意義、記録
や指導計画作成の考え方について再確認する。

＜実務経験と本科目との関連＞
幼稚園教諭としての実務経験により、幼稚園における教師と幼児とで織りなす園生活の具
体を通し、実習への心構えや意欲を高めるとともに、幼稚園教諭に求められる資質能力の
理解を深める。

教員担当形態 複数、クラス分け ナンバリングコード 232-3PRA2-10

備考
幼児保育専攻、教育実習〔幼・小〕指導用
※2024年度入学生（幼免・小免希望者）
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、教育実習Ⅰ・Ⅱ〔幼・小〕を円滑に進めていくための知識・技術を
習得し、学習内容・課題を明確にするとともに、実習体験を深化させることである。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」○、「協働力」◎

授業科目名 教育実習指導　〔幼・小〕 （幼免と小免の学生）

授業担当者名 渡辺　桜、津金　美智子、松崎　利美、中村　恵美子、岡田　暁子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期〜3年次



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第23回　〔小〕教育実習の事後指導（書類やお礼状の作成）・反省会

■事後指導
第20回　幼稚園実習の反省会
第21回　実習成果を踏まえての実践発表
　　　　実践発表に対するグループ討議及び質疑応答
第22回　幼稚園実習全体のまとめ　学生受講結果アンケートの実施

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

〔幼〕各自で手引きを熟読し、実習に備える。(週60分)　指導案等は、幼児の年齢毎に準
備しておく。(週60分)
〔小〕単元指導計画と学習指導案の作成（週90分）

使用教科書

〔幼〕文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル館）、幼稚園実習の手引き、記録
簿ファイルは毎回持参すること。
〔小〕文部科学省「小学校学習指導要領解説　総則編」（東洋館出版社）、教育実習の手
引き、教育実習記録



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業外課題レポートづくり（70分×２）実施時期については、講義にて連絡する。
グループ討議を行う場合には事前に課題を提示し、そのための調査や自分の意見を明確に
まとめておくなど予習が必要（週20分以上）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（20％）
②授業外課題レポート（30％）
③授業内容のまとめや振り返り及び授業内容の理解度（50％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業概要、進め方等）
第02回　資質・能力の育成と新しい教育課程
第03回　学びのデザイナーとしての教師
第04回　カリキュラムをデザインする基礎知識
第05回　教育課程の意義と位置づけ
第06回　学習指導要領の変遷と資質・能力目標の展開
第07回　学習指導要領改訂のポイント
第08回　カリキュラム・マネジメントの意義と考え方
第09回　単元指導計画のデザイン（学習活動の構想）
第10回　単元を通して育みたい資質・能力目標
第11回　学力形成と評価の３観点
第12回　クリティカルシンキングと創造性、資質・能力
第13回　真正の評価の考え方・進め方
第14回　「個人的・社会的に幸福になるWell-being」のための教育観
第15回　理解度確認とまとめ、受講結果アンケートの実施

使用教科書
テキスト：文部科学省「小学校学習指導要領解説　総則編」　東洋館出版
参考書・参考資料等：資料は適宜配布する

授業の概要

学習指導要領や、「次期教育振興基本計画」を基に、毎回の意見交換、振り返りシートの
記載等を行う。カリキュラム・マネジメントの観点から教育課程編成の意義や方法、授業
診断・分析、評価方法を理論的・実践的に検討する。

＜実務経験と本科目との関連＞
教諭としての経験を活かし、これまで学校で編成してきた「教育課程」について、意義や
編成方法などの具体例を示した指導を行う。また、学校の特色、教科領域の特性など学習
活動の構想での留意点を具体的に示す。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PED1-05

備考
児童発達教育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

学習指導要領を基準として各学校で編成される「教育課程」について、意義や編成方法を
理解し、各学校・教科や領域の特色、授業者等の熟達段階等に合わせたカリキュラム・マ
ネジメントを行うことの意義を理解できるようになる（学習指導案の作成方法や評価、授
業分析・診断方法等の理解も含む）

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 児童教育課程論

授業担当者名 中村　恵美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎時間、授業の振り返りを行う。
授業外課題に対するレポート作成に真摯に向き合う（180分(60分×3)）。また、特別活動
がよりよい自己や集団の育成を目指しているように、授業における積極的な参加（発言・
発表等）ができるよう教科書を事前に読んでおく（毎週30分）。

学生に対する評価の方
法

授業への意欲向上と応用を目指した授業外課題3本（30％）、グループワークやディス
カッションへの参加姿勢、毎時間の振り返り（30％）、数回の理解度確認（40％）を総合
的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の目的・方法、使用教科書、評価方法等）
 　　　　授業外課題①
第02回　特別活動の構成（特別活動の経験を発表・整理、特別活動の構成の把握）
第03回　特別活動の変遷、諸外国との比較
第04回　特別活動における「見方・考え方」「資質・能力」
第05回　学級活動(1)「学級や学校における生活づくりへの参画」①
 　　　　（学級会・集会：生活上の諸問題の解決、集団生活の向上）
第06回　学級活動(1)「学級や学校における生活づくりへの参画」②
　 　　　（当番活動・係活動：学級内の組織づくりや役割の自覚）
第07回　学級活動(2)「日常の生活や学習への適応、自己の成長及び健康安全」
 　　　　（問題意識や目標達成への意欲の向上）
第08回　学級活動(2)の指導展開つくり　授業外課題②
第09回　学級活動(3)「キャリア形成と自己実現」
 　　　　（キャリア教育の要としての役割と期待）
第10回　グループ内での指導展開例の発表
第11回　児童会活動・クラブ活動
 　　　　（児童会活動やクラブ活動を通して創る楽しく豊かな学校生活）
第12回　学校行事の目的・構成（学校行事の5分類とその内容）
第13回　学校行事の工夫・改善（卒業式や野外活動、修学旅行等の改善方法）
 　　　　授業外課題③
第14回　特別活動と教室経営との関わり、家庭や地域、関係機関との関わり、授業全体の
振り返り（学生受講結果アンケート）
第15回　授業全体のまとめ、理解度確認

使用教科書

（教科書）
国立教育政策研究所教育課程研究センター『みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる
特別活動 小学校編』（文溪堂）
（参考文献）
文部科学省『小学校学習指導要領解説特別活動編』（東洋館出版社）

授業の概要
これまでに経験・体験してきた特別活動の活動内容や様子を想起しながら、授業を実施す
る。また、学級活動や児童会活動、学校行事などの事例を多く取り上げ、その指導の在り
方をグループワークやディスカッションを通して学んでいく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2PED2-07

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

特別活動はよりよい集団や学校生活を目指すとともに、「人間関係形成」「社会参画」
「自己実現」の三つの視点をもち、各教科との関連を図りながら自治的能力や人間関係形
成力を育む活動である。「なすことによって学ぶ」という基本理念から「キャリア教育の
要」としての在り方など、総論理解から具体的な活動で育成する資質・能力や指導のポイ
ント、学級経営との関わり等の細部まで学びを深める。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 特別活動の指導法

授業担当者名 西尾　一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義内容の定着を図るため、配布された資料（「重要事項」等を含む）などで復習する。
グループ討議や全体討論に参加できるようにすること。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

ワークシートから見る受講態度・関心意欲（約30％）、授業案作成とその話し合い（約
30％）、理解度確認（約40％）などで、総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（道徳教育の意義、授業の進め方、授業に関する諸注意等）
第02回　道徳教育の意義と歴史　「今、思う道徳教育について」グループ討議
第03回　子どもの心の成長と道徳性の発達について
第04回　道徳教育及び道徳科の目標と内容について
第05回　道徳教育の全体計画と年間指導計画、各教科との関連について
第06回　道徳科の授業づくり（１）授業構造と様々な指導法について
第07回　道徳科の授業づくり（２）教材選定、教材提示、範読について
第08回　道徳科の授業づくり（３）効果的な展開、発問について
第09回　道徳科の授業づくり（４）「考え、議論する道徳」について
第10回　道徳科の授業づくり（５）問題解決的な学習や体験的な学習等の指導法について
第11回　道徳科の授業づくり（６）学習指導案の作成①模範的な学習指導案の分析
第12回　道徳科の授業づくり（７）学習指導案の作成②主題設定の理由や発問展開
第13回　道徳科の授業づくり（８）グループに分かれて学習指導案検討会
第14回　模擬授業の展開①　グループ討議
第15回　模擬授業の展開②　めざすべき道徳科の授業を考える　講義総括　理解度確認
　　　　「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書
資料は適宜配布する。
（参考文献）29年告示　「小学校学習指導要領解説　特別の教科　道徳編」　文部科学省
石川雅春著『優しさからの道徳教育』（一粒書房2023.9）

授業の概要

学習指導要領「特別の教科　道徳」の事項を基本に置き、学校現場の立場に立って、子ど
もたちに何をどのように指導すればよいかについて、具体的な事例を取り上げながら学ぶ
こととする。その後、ペアワーク、グループ討議を用いて、より実践的な活動を通しての
理解を深め、定着を図る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2PED2-06

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校の教育活動全体を通して行う道徳教育及びその要となる道徳科の目標や内容、指導方
法、指導計画を理解することを主たる目標とする。さらに、学校現場の様子を理解できる
よう、教材研究や学習指導案の作成にもふれ、教師としての基本的な力を身に付けること
もめざす。現在、小・中学校で実施されている道徳科の実態や課題についての理解を深
め、実践的な指導力の定着を図る。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 道徳教育の指導法

授業担当者名 石川　雅春

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業の最後に適宜、指示します。
授業は第１回からの積み重ねです。授業内だけでなく、予習と復習、音楽のプロや音楽の
学生でもやっている自主的な練習を推奨します。自分で目標を立てて練習に取り組む習慣
をつけてください。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業時間内の活動の様子・参加意欲・授業態度（小テスト）50％、課題に基づく評価
30％、グループ内でのディスカッションへの参加意欲・発表意見の内容20％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス／学習指導要領の示す内容の理解
第02回　共通事項について／＊共通教材を弾こう＊自分の好きな曲をプレゼンしよう
第03回　歌唱①／低学年の共通教材・拍とリズム
第04回　歌唱②／低学年の共通教材・テンポの維持や共有
第05回　器楽①／中学年の共通教材＊共通教材を弾こう相互評価
第06回　器楽②／中学年の共通教材・リコーダーの奏法
第07回　高学年の共通教材／コードネームの理解と活用
第08回　高学年の共通教材／器楽合奏
第09回　ICTやデジタル教科書の活用＊共通教材を弾こう中間発表／器楽合奏
第10回　音楽づくり①／ボディパーカッション
第11回　音楽づくり②／我が国や諸外国の音楽
第12回　鑑賞①／特別な配慮を必要とする児童への指導・表現活動
第13回　鑑賞②／表現活動のまとめ＊共通教材を弾こう発表会
第14回　音楽科の評価／表現活動のまとめ
第15回　総括と振り返り、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書

＊テキスト（全員購入して下さい）「初等音楽科教育」(ミネルヴァ書房)
＊ソプラノ・リコーダーを持参してください。

＊参考図書
「平成29年版　小学校新学習指導要領の展開・音楽編」（明治図書）
「平成29年改訂　小学校教育課程実践講座　音楽」(ぎょうせい)

＊その他の資料は適宜配布する。

授業の概要

授業の前半では、歌唱やリコーダー及び鍵盤楽器の演奏を通じて小学校音楽科「共通教
材」を学習するとともに、基礎的な読譜技術と演奏技術を身に付けます。
後半は、その日に取り上げたトピックについて、グループ単位で活動に取り組みます。授
業の中で適宜、小テスト（活動発表会）を実施します。
前半後半のいずれの活動においても「できた、できない」等の受講者自身の技能の問題に
止まることなく、子供の立場に立って活動の意味や目的について考えていけるよう、「教
える立場からの“自分ごと”」として捉えることができるようになってください。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1EED1-11

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

小学校音楽科の授業の中で取り扱われている活動や教材を実際に体験することで、その難
しさやその活動に込められた意味等を再確認します。またそれらを指導する際に必要な知
識と技術を身に付け、音楽教育の意義を理解し、その視座で音楽を考えていける力を身に
付けます。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 音楽

授業担当者名 辻花　真由美

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・次回の授業内容について、教科書などを参照し、予習を行うこと。（週30分以上）
・授業での学習内容を授業ノート（スケッチブック）にまとめる。（週30分以上）

学生に対する評価の方
法

課題・レポートに基づく評価70％　授業態度30％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション・造形遊びをする活動（第１学年及び第２学年）
第02回　造形遊びをする活動（第３学年及び第４学年）
第03回　造形遊びをする活動（第５学年及び第６学年）
第04回　絵に表す活動（第１学年及び第２学年）
第05回　絵に表す活動（第３学年及び第４学年）
第06回　絵に表す活動（第５学年及び第６学年）
第07回　立体に表す活動（第１学年及び第２学年）
第08回　立体に表す活動（第３学年及び第４学年）
第09回　立体に表す活動（第５学年及び第６学年）
第10回　工作に表す活動（第１学年及び第２学年）
第11回　工作に表す活動（第３学年及び第４学年）
第12回　工作に表す活動（第５学年及び第６学年）
第13回　鑑賞の活動（第１学年及び第２学年）
第14回　鑑賞の活動（第３学年及び第４学年）
第15回　鑑賞の活動（第５学年及び第６学年）・総括
　　　　「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書 樋口一成 編著「幼児造形の基礎」（萌文書林）

授業の概要
学習指導要領が示す「造形遊びをする活動」「絵や立体、工作に表す活動」「鑑賞の活
動」などの領域における各学年の内容を演習する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1EED1-12

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

小学校学習指導要領が示す「造形遊びをする活動」「絵や立体、工作に表す活動」「鑑賞
の活動」などの領域における各学年の内容を学ぶ。演習を通して小学校図画工作科に関す
る基本的な知識や表現方法について理解を深め、実践的な指導力を習得する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 図画工作

授業担当者名 浅尾　知子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度やグループ活動への積極性、プレゼンテーション30％、活動ごとに提出
する作品や記録30％、小論文40％を総合的に判断して評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　小学校の家庭科の授業を振り返るとともに、家庭科の
 　　　　目標を知る。
第02回　子どもの生活実態を知る。ビデオ教材、新聞記事等を活用する。
 　　　　（グループワーク）
第03回　衣食住、消費や環境などについて、必要な知識・技能を確認する。
 　　　　（グループワーク）
第04回　家庭科の内容「A家族・家庭生活」について、解説と予想される日常生活の
 　　　　課題を考える。
第04回〜第06回（講義・グループ討議）
第05回　日本社会に根差した家族の在り方、諸外国との比較から見える課題を確認する。
第06回　家庭科の内容「B衣食住の生活」について、解説と予想される日常生活の課題を
考える。
第07回　日本社会に根差した衣食住の在り方、諸外国との比較から見える課題を確認す
る。
第08回　家庭科の内容「C消費生活と環境」について、解説と予想される日常生活の課題
を考える。
第09回　18歳成年引き下げに関わる消費者教育の課題を確認する。
第10回　テーマを決めて今日的な課題に取り組む（グループワーク）
第11回　グループワークの発表と考察をする。
第12回　袋物「エコバッグ」の製作計画
第13回　袋物「エコバッグ」の製作。エコバッグを使用して検証する。（グループ討議）
第14回　持続可能な社会の構築に向けての取り組みを確認する。
第15回　まとめと振り返りの小論文、受講結果アンケートの実施

使用教科書
テキスト：開隆堂出版発行の教科書「わたしたちの家庭科5・6」、文部科学省「小学校学
習指導要領解説（家庭編）」
参考書・参考資料等：資料を適宜配布する。

授業の概要
授業計画に沿って、実践的・体験的活動を取り入れた授業である。子どもたちの日常生活
に関わる課題をもとに、グループで話し合ったり、実習したりして解決策を探る。その中
で、家庭科の意義を学び、小学校における楽しい学びを構想できるスキルを養う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1EED1-15

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

家庭科では、家庭生活の多様化や消費生活の変化、グローバル化や少子高齢化の進展等、
社会の急激な変化に主体的に対応することができる資質・能力の育成が求められている。
そこで、子どもの日常生活に関わる課題を中心に、環境問題や家族・近隣の人々との関わ
り等を考え、生活をよりよくしようとする資質・能力を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 家庭

授業担当者名 松崎　利美

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学習指導要領の内容、指導計画作成と内容の取扱いについて熟読しておく。（週60分〜）
次時に取り上げるテーマ・課題について事前に検討しておく。（週30分〜）



授業概要（シラバス）

授業科目名 体育

授業担当者名 林　麗子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期

授業の概要

はじめに、これまでの初等教育における「体育」について、資料および学習者自身の経験
を基に考える。続いて、小学校学習指導要領の「体育」の目標、内容、指導論について、
資料や映像を用いた講義・解説および実技を通して、基礎的知識と技能を身につける。授
業内でのグループディスカッションを経て知見を拡げることで改めて「体育」の意義につ
いて自分なりに考え、新しい時代にふさわしい「体育」のあり方について学生同士で討議
する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1EED1-09、233-1EED1-16

備考 幼児保育専攻・児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学習指導要領の基本的な考え方を踏まえ、小学校学習指導要領の「体育」の目標、内容お
よび指導法について理解する。
小学校の体育授業の構想・実践に必要な基礎的知識・技能を身につける。
初等教育における「体育」の意義を理解し、体育の授業のあり方について考えを深める。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

学生に対する評価の方
法

授業への取り組みや態度（30％）、グループワークなどの自主的活動と発表（30％）、課
題等の提出物（40％）を総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の⽬的と概要、成績評価、⾃⼰学習について、これまでの「体育」：学習者
の経験を振り返って
第02回　現在の「体育」、⼩学校学習指導要領の⽬標と内容について、体育における「共
⽣」、これからの体育について
第03回　実技：ニュースポーツ・アダプテッドスポーツ・インクルーシブ体育
第04回　主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善
第05回　「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に取り組む態度」をいかに評価す
るか
第06回   A〜D各領域の指導内容と教材研究
　　　　　A「体つくりの運動遊び」・「体つくり運動」
　　　　　B「器械・器具を使っての運動遊び」・「器械運動」の指導内容と教材研究
　　　　　C「⾛・跳の運動遊び」・「⾛・跳の運動」・「陸上運動」
　　　　　D「⽔遊び」・「⽔泳運動」の指導内容と教材研究
第07回   E〜G各領域の指導内容と教材研究
　　　　　E「ゲーム」・「ボール運動」の指導内容と教材研究
　　　　　F「表現リズム遊び」「表現運動」の指導内容と教材研究
　　　　　G「保健」の指導内容と教材研究、
第08回   グループワーク：各領域の教材研究
第09回   グループワーク：資料準備
第10回   グループワーク：実技発表準備
第11回　グループ発表と実技演習：A領域
第12回   グループの発表と実技演習：B・C領域
第13回   グループの発表と実技演習：E・F領域
第14回　グループの発表と実技演習：D・G領域
第15回　振り返りとまとめ、学生受講結果アンケートの実施



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業前後に、授業テーマに関する参考資料や動画を抄読・視聴し、運動領域の指導内容と
指導方法について調べる（週30分〜1時間）。
授業後に、自身の理解や技術の習得が難しい内容について、資料や動画を視聴したり、実
技の練習を行う（適宜30分〜1時間）。
授業内での！や？について、自分なりにさらに調べる、仲間と議論を交わす、任意レポー
トにまとめる。

使用教科書

1）文部科学省 『小学校学習指導要領解説体育編』東洋館出版社、2018
2）文部科学省『小学校体育（運動領域）まるわかりハンドブック』2011
3）文部科学省『小学校体育（運動領域）デジタル教材』2015
4）梅澤秋久・苫野一徳編著『真正の「共生体育」をつくる』大修館書店、2020
5）スポーツ庁『小学校体育（運動領域）指導の手引きー楽しく身に付く体育の授業』東
洋館出版社、2023

１）2）3）いずれも授業内でリンクを案内します。
3）は授業でも一部視聴しますが、自己学習にも利用しましょう。
4）は参考図書として自己学習に使用しましょう。
5）はグループ活動時に使用します。他にも、適宜紹介、配布します。



授業概要（シラバス）

               Hickory Dickory Dock・Hey Diddle Diddle・Peter Piper（復習）
第13回　解説（言語習得/バイリンガル/ 世界の英語）

第08回　教室英語（ほめる・励ます）　 Hello, English Unit 8
　　　    英語子音（摩擦音・破擦音・半母音）の発声練習
               The Very Hungry Caterpillar（児童文学の理解）
第09回　教室英語（注意・発言を促す） Hello, English Unit 9
               Phonicsの概説　The Very Hungry Caterpillar（異文化理解）

第01回　教室英語（授業の開始）　 Hello, English Unit 1
　　　　正書法の演習　　Mother Gooseや遊び歌について概説（児童文学の理解）
第02回　教室英語（挨拶）　　　　 Hello, English Unit 2
　　　　第二言語習得に関する基本的な事柄について解説
               Hickory Dickory Dock（児童文学の理解）
第03回　教室英語（活動の開始・グループ分け）  Hello, English Unit 3

第10回　教室英語（カードゲーム）     Hello, English Unit 1-9 Review

　　　　子音（閉鎖音・鼻音・側音）の解説  Hey Diddle Diddle（異文化理解）
第06回　教室英語（時間・発表・順番についての指示）  Hello, English Unit 6
               英語子音（閉鎖音・鼻音・側音）の発声練習　 Peter Piper（児童文
学の理解）
第07回　教室英語（活動の指示）    　 Hello, English Unit 7
　　　　子音（摩擦音・破擦音・半母音）の解説   Peter Piper（異文化理解）

　　　　 The Very Hungry Caterpillar・The Foot Book（復習）

学生に対する評価の方
法

授業の準備状況と参画態度（10％）テスト（60％）課題（30％）を総合して評価する。

　　　　母音の解説　　　Hickory Dickory Dock（異文化理解）
第04回　教室英語（移動・回収）　　　 Hello, English Unit 4
　　　　英語母音の発声練習  Hey Diddle Diddle（児童文学の理解）
第05回　教室英語（復習・理解確認）　 Hello, English Unit 5

第14回　解説（Chants/ Games/ Reflection Cards/ TPR）
第15回　解説（小学校英語の歴史）
　　　　 授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

               Phonicsの復習　The Foot Book（児童文学の理解）
第11回　教室英語（ボードゲーム）     Hello, English Unit 1-9 理解度確認①
　　　　 The Foot Book（異文化理解）
第12回　教室英語（まとめ・終了）　  Hello, English Unit 1-9 理解度確認②

授業の概要

基礎的な日常会話表現やクラスルームイングリッシュが自然に発話できるリズムの獲得の
ための練習を行う。音声・語彙・文法・文構造に関する基本的な知識を獲得し、四技能
（聞く・話す・読む・書く）を総合的に修得するために、教員養成のため開発された教材
を用いて学習し、教師として求められる英語力を身に付ける。さらに毎回の授業で、英語
の絵本や童謡を利用して、英語の音声特徴とその表現法について第二言語習得を意識して
学びつつ、作品の背景にあるテーマに触れることで異文化理解を促す。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1EED1-17

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：小学校英語教育に必要な知識と実践への応用力の育成
到達目標：英語を使用するために必要となる基礎的な聞く力・話す力・読む力・書く力を
総合的に培うとともに、小学校における外国語活動・外国語科の授業を担当するために必
要な実践的英語運用能力と背景的な知識を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 小学校英語Ａ

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

マザー・グースの世界（南雲堂）、またはThe Very Hungry CaterpillarやThe Foot Book
などの代表的な絵本を参考にして学ぶ。（週60分）
毎回の授業で扱う教材を、繰り返し発話して英語のリズムとイントネーションを修得す
る。言語教育や言語研究について、ノートにまとめる。（週60分）

使用教科書

教室英語・英語の絵本・童謡については、随時プリントを配布する。
随時、遠隔課題を使用する。

Hello, English —English for Teachers of Children—
相羽千州子・藤原真知子・Brian Byrd・Jason Barrows著（成美堂）



授業概要（シラバス）

 　　　　する。）

第09回　模擬授業　低学年「Ａ表現」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践
 　　　　する。）
第10回　模擬授業　低学年「Ｂ鑑賞」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践
 　　　　する。）
第11回　模擬授業　中学年「Ａ表現」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践

第01回　授業の概要と進め方、学びの連続性や指導上の留意点について
 　　　　（幼・小・中・高等学校の表現・図画工作科・美術科の目標と内容、
 　　　　児童の造形表現の発達）、小学校図画工作教育の歴史的変遷と動向、
 　　　　学習指導要領「図画工作」の概要と目標および内容について
第02回　内容の構成　「Ａ表現」（造形遊びをする活動と絵や立体・工作に表す活動）
 　　　　について

第06回　小学校での授業の実践映像の視聴、題材の選定と教材研究（実践研究を参照
 　　　　して動向について知見を深め、授業の構想や教材研究に取り組む。）
第07回　授業計画と準備（これまでの学びを踏まえ、学習指導案をグループで作成
 　　　　する。）
第08回　授業計画と準備（グループで作成した学習指導案に沿って教材研究を

第15回　模擬授業の授業評価と自己評価による振り返り、学習指導案の改善と再計画、
 　　　　学習指導要領「図画工作」の理解と小テスト。
　　　　「総括、学生受講結果アンケート」への回答。

学生に対する評価の方
法

課題・レポート・小テスト（70％）、模擬授業の発表内容と授業への参画態度（30％）と
して評価する。

第03回　内容の構成　「Ｂ鑑賞」、共通事項、指導計画の作成と内容の取扱いについて
第04回　図画工作科の学習評価と学習指導案について
第05回　事例を通した情報機器及び教材の活用法について学び、授業への活用を考案
 　　　　する。

 　　　　深める。）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第12回　模擬授業　中学年「Ｂ鑑賞」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践
 　　　　する。）
第13回　模擬授業　高学年「Ａ表現」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践
 　　　　する。）
第14回　模擬授業　高学年「Ｂ鑑賞」（グループで模擬授業を学習指導案に沿って実践
 　　　　する。）

授業の概要

児童の造形表現の発達と特徴を学び、幼・小・中・高等学校での表現・図画工作科・美術
科の目標と内容を理解することで、発達に応じた指導の留意点、小学校の役割や連携、学
びの連続性を学ぶ。小学校図画工作教育の変遷と動向について知見を深め、学習指導要領
の目標や内容などの概要を理解する。授業観察・授業体験・模擬授業を実施し、模擬授業
の計画・準備・実施を授業評価と自己評価によって振り返えることで、授業の改善・再計
画を図る力を身に付ける。これらの学びを総括し、小学校の授業実践に必要な基礎的な力
を習得する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2EED2-18

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

小学校図画工作科の学習・指導・評価に関する基本的な知識や指導技術を身に付ける。小
学校図画工作教育に係る背景や教材の知識、幼・小・中・高等学校における小学校の役
割、児童の造形表現の発達に応じた指導を学び、授業実践に必要な基本的な力を習得す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等図画工作科教育法

授業担当者名 浅尾　知子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・次回の授業内容について、前週にお知らせしますので、該当箇所の予習をしてくださ
い。（週60分）

使用教科書 樋口一成 編著「幼児造形の基礎」（萌文書林）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学習指導要領の内容、指導計画作成と内容の取扱いについて熟読しておく（週60分〜）
次時に取り上げるテーマ・課題について事前に検討しておく（週30分〜）

学生に対する評価の方
法

授業内容の理解度50％　課題レポートに基づく評価30％　グループワーク・プレゼンテー
ション等20％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　今日の生活課題と家庭科の意義（グループディスカッション）
第02回　学習指導要領と小学校家庭科の学習概要（ガイダンス）　学習評価と授業改善
 　　　　について
第03回　家庭科における授業のユニバーサルデザインと個別の配慮、評価について
 　　　　（教材の工夫と効果的な配置について）
第04回　基礎的な技能の習得について（調理、布を使った製作、ミシンの取り扱い方）
第05回　Ａ内容　家族・家庭生活について　目標と内容、指導上の留意点、授業例
第06回　Ｂ内容　衣食住の生活について　目標と内容、指導上の留意点、授業例
第07回　Ｃ内容　消費生活・環境について　目標と内容、指導上の留意点、授業例
第08回　家庭科授業におけるＩＣＴの活用と教材の活用方法について
第09回　学習指導案の作成（事例を紹介）と情報機器及び教材の効果的な活用法
第10回　学習指導案の検討修正と教具・ワークシート作り
第11回　学習指導案による模擬授業（1）授業分析の視点について
第12回　模擬授業（2）授業分析と授業内容の振り返り
第13回　実践的・体験的な学びと授業分析の視点について
第14回　「子どもと家庭と食」　外部講師による
第15回　家庭科学習の評価、授業での疑問点の解説とまとめ、受講結果アンケートの実施

使用教科書
テキスト：文部科学省「小学校学習指導要領解説 家庭編」、開隆堂出版発行の教科書
「わたしたちの家庭科５・６」

授業の概要

授業計画に沿って、実践的・体験的な活動を重視した講義を行い、ディスカッション、発
表を積極的に取り入れ、初等家庭科教育に対して、自分自身の明確な教育目標をもって臨
めるようにする。また、衣・食・住に関わる基礎的な技能の習熟を図るとともに、指導力
の向上に努める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2EED2-13

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

家庭科では児童・生徒が直面する生活課題を取り上げ、課題解決の方法を模索し、行動す
ることが求められている。そこで、現代社会における諸課題を家族や地域・社会との関係
性の中で捉え、その課題を小学校の家庭科の授業でどのように取り扱うとよいか考えるこ
とができる力を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等家庭科教育法

授業担当者名 松崎　利美

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

第01回〜06回は小学校教育体育編の関連頁を確認する(予習60分）
第07回〜15回は講義プリントをもとに復習する（復習60分）

学生に対する評価の方
法

「理解度確認」（100%）を実施する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　制度的条件
第03回　学習指導要領
第04回　優れた体育授業の特徴
第05回　教材教具論
第06回　四大教師行動
第07回　組織的観察法
第08回　学習評価
第09回　学習者
第10回　ICT機器の活用
第11回　各論　ボール運動
第12回　各論　体つくり運動
第13回　各論　器械運動
第14回　各論　水泳運動
第15回　各論　陸上運動、理解度確認、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書
テキスト　特になし
参考書　小学校学習指導要領解説(平成29年告示）体育編
他、講義内で適宜紹介する

授業の概要
小学校の体育科教育に関する基本的な知識について理解するとともに、自身が実施した授
業を批判的に分析できる手法を習得する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2EED2-14

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

・現行の学習指導要領に準拠した教育課程を理解することができる。
・小学校体育の具体的な事例に則した計画・実践・評価の方法を理解できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等体育科教育法

授業担当者名 西村　三郎

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義用のプリントを活用しながら復習をしたり、教科書や関連図書を読んだりして知識を
深めるための学びを積極的に行いましょう。新聞やニュースで報道される関連記事にも関
心をもつようにしたいものです。また、授業で配布する資料は、自己学習で積極的に活用
してください。教科書は、前期に履修した「特別支援基礎概論」と同じ「特別支援教育概
論」（建帛社）を使用します。引用文献を自分で探し読むなどして、学びを拡げてくださ
い。時間は週60分以上を目安とします。

学生に対する評価の方
法

授業態度（30％）、授業内で行うレポート（30％）、最終に実施する筆記試験（40％）な
どで総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、我が国の特別支援教育の歴史
第02回　特別支援教育の制度と理念
第03回　特別支援教育の学習指導要領、教育課程
第04回　障害に関する基礎的な理解①（知的障害）
第05回　障害に関する基礎的な理解②（発達障害：LD、ADHD）
第06回　障害に関する基礎的な理解③（発達障害：自閉症スペクトラム障害）
第07回　障害に関する基礎的な理解④（聴覚・視覚・運動障害）
第08回　重複障害・二次障害
第09回　福祉・医療・教育の連携と自立活動及び個別の教育支援計画
第10回　個別の指導計画
第11回　保護者支援・家族支援
第12回　合理的配慮と支援教材・教具
第13回　就学支援・地域との連携
第14回　アセスメントの方法と実際
第15回　授業のまとめ・理解度確認・授業全体の振り返り、
　　　　「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書
「特別支援学校　幼稚部教育要領　小学部・中学部学習指導要領」
「特別支援学校教育要領　総則編（幼稚部・小学部・中学部）」
「特別支援教育概論　花熊暁・川住隆一・苅田知則　編著（建帛社）」

授業の概要

特別な配慮を要する子どもは、通常の教育や保育を行う幼児教育施設にも在籍し、特別支
援教育のスキルのニーズは幼児期から高くなっている。共生社会の形成に向けたインク
ルーシブ教育システムの構築を目指し、特別支援教育の基本的な考え方、制度やその対
象、教育課程、支援・指導の方法は特別支援学校教員のみならず幼稚園・保育園等・小学
校・中学校・高等学校・大学に至るまで教員や保育者がその知識とスキルを学ぶことが期
待されている。障害に対する知識や医療・福祉との連携、合理的配慮など特別支援教育の
基本について学ぶ。
＜実務経験と本科目との関連＞
特別支援学校教諭としての経験を活かし、特に第５回から第８回の授業において、発達障
害、聴覚・視覚・運動障害、重複障害などの具体的な事例を挙げて指導に当たる。

教員担当形態
オムニバス（主担当：大島
光代）

ナンバリングコード 233-1SED2-01

備考
児童発達教育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

「特別支援基礎概論」での知識をベースに学びを深める。特別支援教育の歴史や背景を踏
まえ、現在の制度や理念について理解するとともに、各障害種別の教育の現状や課題、障
害の特性と教育的な対応、教育課程、インクルーシブ教育システム等の基本的な知識を理
解する。
１．障害児教育の歴史と特別支援教育の制度・理念を理解する。
２．特別支援教育の課題や教育的な対応について、事例を通して理解する。
３．特別支援教育の障害種別の教育課程やインクルーシブ教育システムについて理解す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 特別支援教育論

授業担当者名 大島　光代、伊藤　佐奈美

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習としては、教科書の該当箇所に目を通しておいてください（週20分以上）。授業で学
んだことは、教科書と配布したプリントなども参照しながら、記憶が新鮮なその日のうち
に（少なくとも2〜3日以内に）きっちり復習しておきましょう（週45分以上）。〔中島〕
授業で学んだことは、教科書と配布したプリントなども参照しながら、記憶が新鮮なその
日のうちに（少なくとも2〜3日以内に）きっちり復習しておきましょう（週45分以上）。
日頃から知的障害や発達障害に関する新聞記事やメディアでの報道などに興味を持ってく
ださい。〔大橋〕

学生に対する評価の方
法

心理・生理：レポート（70%）、授業中の受講態度やリアクションペーパーの内容（30%）
により総合的に評価する。
病理：レポート（70%）、授業中の受講態度等（30%）により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　知的障害の概念と歴史（病理）
第02回　知的障害の原因① 遺伝病（病理）
第03回　知的障害の原因② 中枢神経疾患（病理）
第04回　知的障害の原因③ その他の要因（病理）
第05回　知的障害と発達障害 どこまでわかったか（病理）
第06回　乳幼児期の知的障害と関連する障害（自閉スペクトラム症）（病理）
第07回　学童期の知的障害と関連する障害（注意欠如･多動症、他の発達障害）（病理）
第08回　知的障害のある子どもの問題行動（病理）
第09回　知的障害のある子どもの乳幼児期における発達特性（心理・生理）
第10回　知的障害のある子どもの学童期における発達特性（心理・生理）
第11回　乳幼児期・学童期の知的障害と関連する障害（自閉スペクトラム症、注意欠如･
多動症、他の発達障害）（生理）
第12回　知的障害のある子どもの感覚･知覚･認知特性（心理・生理）
第13回　知的障害のある子どもの言語・コミュニケーション特性（心理・生理）
第14回　知的障害のある子どもの運動･動作特性（心理・生理）
第15回　知的障害のある子どもの問題行動（心理）
　　　　「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書
心理・生理：教科書は使用しない。講義内で参考文献を提示する。（参考　国立特別支援
教育総合研究所 「特別支援教育の基礎・基本（新訂版）」（ ジアース教育新社））
病理：特になし（配布資料に従って講義を行う）

授業の概要

（１）知的障害のある児童・生徒の教育や支援に必要な最新の知識を習得する。
（２）知的障害のある児童・生徒の行動を心理・生理・病理学的に理解する。
（３）知的障害・発達障害の脳科学的基盤について学び、教育上の指導や教育的配慮の
　　　必要性を理解する。
（４）特別支援教育を含め保育・初等教育に携わる者に必要な最低限の知識を習得する。
※心理・生理の領域を中島，病理の領域を大橋が担当する。

教員担当形態
オムニバス（主担当：中島
卓裕）

ナンバリングコード 233-1SED2-02

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

知的障害の概念・要因・特性に関する基礎的な知識を学ぶ。知的障害が神経発達障害の一
つと見做されつつある世界的趨勢を鑑み、本授業では、知的障害とともに発達障害の心
理・生理・病理の知識についても学ぶ。とりわけ知的障害の生物学的知見について学び、
それらの身体・生理的側面、心理的側面、社会的側面におよぼす影響を学ぶ。もって知的
障害児とその家族にとって適切な指導と支援ができる教員としての資質を培う。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎，「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 知的障害者の心理・生理・病理Ⅰ

授業担当者名 中島　卓裕、大橋　圭

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

多くの書籍や論文を読み、心理学に関する理解を深める。授業で取り上げるテーマに関連
する書籍や研究論文を精読する（60分以上）、そのテーマの疑問点やさらなる検討課題を
整理する（30分以上）。
読むべき書籍や論文は授業時に具体的に紹介するが、学生自ら図書館やインターネットの
文献検索システムなどを利用して、新しい情報を見つけることも重要である。

学生に対する評価の方
法

①授業課題や授業への参加度（30%）
②3つの研究法それぞれについての確認テスト（70%）
両者から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

＜第1部＞心理学実験法
第01回　心理学実験の特徴
第02回　独立変数と従属変数
第03回　実験手続きの統制
第04回　実験計画の立て方
第05回　心理学実験における問題点（理解度確認）
＜第2部＞心理学調査法
第06回　調査研究法の特徴
第07回　心理尺度の作成
第08回　質問紙法における統計的手法
第09回　信頼性と妥当性の検討
第10回　調査系論文を読み解く（理解度確認）
＜第3部＞心理学観察法
第11回　観察法の特徴
第12回　観察法の種類
第13回　観察法の理論と技法
第14回　観察と記述
第15回　観察法を用いた研究の実際（理解度確認）
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書 特定の教科書は使用しない。各授業において資料を配布する。

授業の概要

授業は、すべてパワーポイントを用いて行う。その際にさまざまな研究法の事例や手続き
を、図表や動画を用いて紹介することで視聴覚的な理解をうながす。
心理学研究の代表的な研究法（実験法・調査法・観察法）の基礎を学ぶ。それぞれの研究
法や手続きを概説し、心理学的知見がどのような方法によって導き出されたものなのかに
ついて理解できるようにする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-05

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

この授業の到達目標は、心理学の研究法（実験法・調査法・観察法）の基礎を修得するこ
とである。
実験実習などでは、時間的な制約もあり、研究方法についての説明は詳しく学べないこと
も多い。この授業では、研究方法を解説するだけではなく、なぜそういう研究方法をとる
のかという原理的な面について解説を加えていく。
原理（ロジック）が理解できれば、その研究方法の利点や限界もわかるようになる。これ
が本授業のテーマである。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 心理学研究法

授業担当者名 福本　和哉

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

① 授業への参加態度（20%）、② 授業課題（40%）、③ 授業内容の理解度（40%）の 3点
により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション：授業概要および心理学研究における統計学の意義について
第02回　心理データと尺度水準
第03回　記述統計：代表値と散布度、データの視覚化
第04回　推測統計 1：母集団と標本
第05回　推測統計 2：統計的推定
第06回　統計的仮説検定の考え方
第07回　統計的仮説検定の注意点
第08回　2群の平均値の比較 1：対応なしの t 検定
第09回　2群の平均値の比較 2：対応ありの t 検定
第10回　3群以上の平均値の比較 1： 1要因分散分析
第11回　3群以上の平均値の比較 2： 2要因分散分析
第12回　無相関検定
第13回　独立性の検定と適合度の検定：カイ2乗検定
第14回　理解度確認と解説
第15回　理解度確認に対するフィードバックおよび質疑応答、授業全体の振り返り（学生
受講結果アンケートの実施）

使用教科書

【教科書】
清水 優菜・山本 光　(2022).　JASPで今すぐはじめる統計解析入門：心理・教育・看
護・社会系のために　講談社［ISBN：9784065292945］

【参考文献】
板口 典弘・森 数馬　(2017).　ステップアップ心理学シリーズ　心理学統計入門：わ
かって使える検定法　講談社［ISBN：9784061548107］

鈴木 公啓　(2021).　やさしく学べる心理統計法入門〈増補版〉：こころのデータ理解へ
の扉その2　ナカニシヤ出版［ISBN：9784779514968］

授業の概要

心理学では、実験法や調査法などによって得られたデータから人間のこころの特徴を理解
しようとする。その際、さまざまな統計手法を用いながらデータの分析が行われている。
この授業では、心理学研究で用いられている統計学の基礎的な内容を理解するだけでな
く、受講生自身の手でデータ分析を行いながら統計解析の手法についても学習する。
データ分析では教科書で使用されているサンプルデータだけでなく、 1年次開講「心理学
実験演習 I / II 」のテーマで収集されたデータを用いる。そのため、各テーマの配布資
料やレポートなどで実験内容について復習しておくこと。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-08

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

心理学研究において用いられている統計学の基礎知識を学習するとともに、統計解析ソフ
トウェアを活用したデータ分析を行いながら心理統計の考え方を習得する。また、自らが
扱うデータに適した統計的処理の選択と得られた統計結果の適切な読み取りができるよう
になる。
この授業は卒業必修科目であり、認定心理士資格取得のための科目である（基礎科目ｂ領
域　心理学研究法）。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 心理統計学

授業担当者名 金田　宗久

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

【自己学習のための準備（任意）】　この授業では、無償で利用可能な統計解析ソフト
ウェア JASP を活用します。自己学習にも利用できますので、各自所有PCへのインストー
ルを検討してみてください。インストール方法については教科書（pp. 1-8）を参照して
ください。

【自己学習の内容】
1. シラバスあるいは授業時に示される次回授業のテーマについて教科書や参考文献など
で調べ、キーワードをまとめる（45分/週）。
2. 提出済みの授業課題（例．データ分析の実施など）について、教科書や授業ノートを
確認しながら繰り返し取り組む（45分〜/週）。
3. 各自が興味・関心のある心理学研究の論文を読み、その研究で用いられている分析手
法や結果についてまとめる（60分〜/週）。
4. 上記3. の学習において不明な点や疑問点が生じた場合は、心理学関連の辞典や事典で
調べてノートにまとめる（30分〜）。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・Moodleの資料を参照し、キーワードを予習する（30分〜／週）。
・授業の内容や日常の経験をもとに自ら問いをたて、調べる。授業時に関連する書籍を紹
介するが、図書館などを利用して、自ら興味のある書籍を選んで読む（60分〜／週）。
・履修にあたっての注意： 授業中は写真を撮るのではなく、目と耳、手をはたらかせて
ノートを取る（PC等を利用することはかまわない）。

学生に対する評価の方
法

毎回の授業時に課すレポート（おもに講義の要約とコメント）と期末の理解度確認課題の
達成度により評価する。評価の配分はおよそ レポート：期末の理解度確認課題＝1：2 を
想定しているが、受講者の課題達成度により若干変動することがありうる。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　導入：認知心理学の特徴
第02回　環境の認知（1）：　視覚のはたらき①　形、色の知覚
第03回　環境の認知（2）：　視覚のはたらき②　空間、運動の知覚
第04回　環境の認知（3）：　聴覚のはたらき
第05回　環境の認知（4）：　注意のはたらき
第06回　環境の認知（5）：　注意と脳波
第07回　認知と情動（1）：　認知と情動の相互作用
第08回　認知と感情（2）：　表情の認知
第09回　日常の認知（1）：　目撃記憶
第10回　日常の認知（2）：　子どもの証言能力
第11回　日常の認知（3）：　子どもの司法面接
第12回　日常の認知（4）：　虚偽検出
第13回　認知心理学の最近のトピックス ※
第14回　理解度確認課題
第15回　まとめ（理解度確認課題のフィードバック、学生受講結果アンケートの実施な
ど）
※第13回は外部講師による授業を計画しているが、時間割配当等の都合上、日程および
テーマを変更することがあるかもしれない。

使用教科書
指定の教科書はなし。資料（主に授業時に提示するスライド）はMoodleにアップロードす
る。各自でそれらのファイルをダウンロードして、ノートPCやタブレット端末で利用す
る。

授業の概要
本講義では、認知心理学の主要なパラダイムである情報処理アプローチによって「心のは
たらき」を概説する。そして、心理学の研究成果と実社会の応用を示し、エビデンス（科
学的根拠）に基づく実践の価値や重要性を論じる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-06

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

ヒトの心のはたらきを科学的にとらえ、人間の行動の特性を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 認知心理学

授業担当者名 赤嶺　亜紀

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・授業計画に示した内容について調べてみる(予習)
・授業で展開した内容を振り返り、整理する(復習)
＊予習時間目安:60分以上、復習時間目安:60分以上

学生に対する評価の方
法

① 理解度確認（60%）
② 振り返り・自己学習の課題（30％）
③ 平常点（授業参加態度など）（10％）
＊振り返りの課題は、授業内で適宜実施します。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第1回　オリエンテーション:発達とは何か
第2回　発達理論
第3回　発達段階と発達課題
第4回　生涯発達心理学とは何か
第5回　乳児期:人生への旅立ち(1)：胎児・新生児・乳児の能力、乳児の自己感の発達
第6回　乳児期:人生への旅立ち(2)：愛着(アタッチメント)と母子関係の成立、基本的信
頼感、乳児期の発達的つまずきとケア
第7回　幼児期:三つ子の魂
第8回　児童期:学びと社会化
第9回　思春期:子どもから大人へ
第10回　青年期:自分との出会いと格闘
第11回　成人初期:人生本番への関門
第12回　中年期:人生の曲がり角
第13回　老年期:人生をまとめる
第14回　人生を展望する
第15回　理解度確認 ／受講結果アンケートの実施

使用教科書
岡本 祐子・深瀬 裕子(編著)『エピソードでつかむ生涯発達心理学』　（ミネルヴァ書
房）　2013年

授業の概要

生涯発達心理学とは、受胎・誕生から死に至るまでの生涯を通じて、どのような心理的特
性が存在するかを明らかにしようとする学問です。発達についての考え方（理論）を出発
点としながら、人間の発達を理解するために、乳児期から老年期までの心理的特性を概括
します。
授業は、教科書を中心にした展開を予定していますが、適宜、資料に基づく授業内容とな
ることがあります。また、授業計画は授業進行の状況により修正、または変更することが
あリます。口頭による説明が中心となるので、受講においてはノートをとることを心がけ
てください。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-07

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

授業のテーマは、人の「命の誕生から死に至るまで」どのように発達し、変化するのかを
理解することにあります。従来の発達心理学における知見を概括しながら、発達に関する
心理学的な視点の理解を目指します。そして、(1)生涯発達の視点を理解する。 (2)発達
段階や発達過程についての理解を深める。 (3)「人間とは何か」との問いに対し、心理学
の立場から考察できるようになる、ことを到達目標とします。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 生涯発達心理学Ⅰ

授業担当者名 菅田　達也

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・授業計画に示した内容について調べてみる(予習)
・授業で展開した内容を振り返り、整理する(復習)
＊予習時間目安:60分以上、復習時間目安:60分以上

学生に対する評価の方
法

① 理解度確認（60%）
② 振り返り・自己学習の課題（30％）
③ 平常点（授業参加態度など）（10％）
＊振り返りの課題は、授業内で適宜実施します。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　赤ちゃんはいかに有能か（１）
第03回　赤ちゃんはいかに有能か（２）
第04回　子どもは変わる・大人も変わる
第05回　母子相互作用の不思議（１）
第06回　母子相互作用の不思議（２）
第07回　世界認識の始まり（１）
第08回　世界認識の始まり（２）
第09回　個性の育ち
第10回　ことばを獲得し意味世界に生きる
第11回　ことばで交わり・考える
第12回　記憶し想起する心の発達
第13回　思いやる心（１）
第14回　思いやる心（２）
第15回　理解度確認／受講結果アンケートの実施

使用教科書 内田 伸子（編）『よくわかる乳幼児心理学』　（ミネルヴァ書房）　2008年

授業の概要

生涯発達心理学とは、受胎・誕生から死に至るまでの生涯を通じて、どのような心理的特
性が存在するかを明らかにしようとする学問です。本講義では、人生初期の発達をより深
く理解するために、乳児期から児童期までの心理的特性に着眼し、考察していきます。
授業は、教科書を中心にした展開を予定していますが、適宜、資料に基づく授業内容とな
ることがあります。また、授業計画は授業進行の状況により修正、または変更することが
あリます。口頭による説明が中心となるので、受講においてはノートをとることを心がけ
てください。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-09

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本講義では、生涯発達における人生初期の発達についての理解を深めることを目的としま
す。（１）新生児期から児童期までの心理学の知見を総覧し、生涯発達心理学に関する基
礎的知識を深めること、（２）脳科学的な知見を身につけること、（３）それらの知見を
踏まえて、主観的な意見や感想ではなく、客観的なデータに基づいた「心理学」の視点
で、身の回りの子どもたちを見つめなおす力を持つことを到達目標とします。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 生涯発達心理学Ⅱ

授業担当者名 菅田　達也

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習：次回の授業内容について事前に調べておく（30分以上）
復習：学んだ内容を振り返り、関連する事項や疑問点を調べておく（60分以上） 

学生に対する評価の方
法

受講態度・レポート：50%　最終の理解度確認：50％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、臨床心理学の歴史、基本概念
第02回　診断・見立て・アセスメント
第03回　臨床心理学のアプローチ：精神分析的アプローチ
第04回　臨床心理学のアプローチ：行動論・認知論的アプローチ
第05回　臨床心理学のアプローチ：ヒューマニスティック・アプローチ
第06回　臨床心理学のアプローチ：システミック・アプローチ
第07回　臨床心理学のアプローチ：非言語的アプローチ
第08回　気分の変化の理解と支援：うつ、躁
第09回　不安な気持ちの理解と支援：社交不安症、場面緘黙
第10回　統合失調症の理解と支援
第11回　パーソナリティ障害の理解と支援
第12回　ひきこもりの理解と支援
第13回　依存・嗜癖の理解と支援
第14回　臨床心理学の研究
第15回　全体の振り返り、理解度確認および学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

教科書は使用しない。講義内で参考文献を提示する。
参考
丹野義彦・石垣琢麿・毛利伊吹・佐々木淳・杉山明子 著
「臨床心理学　Clinical Psychology: Evidence-Based Approach」（有斐閣）
野島一彦・岡村達也 編「臨床心理学概論』（公認心理師の基礎と実践３」（遠見書房）

授業の概要

前半は、臨床心理学を構成する概念やさまざまな学派の考え方とそれに基づく実践アプ
ローチについて説明する。後半は、精神疾患や心理社会的問題の臨床心理学的な理解およ
び支援について説明する。講義を中心とするが、理解を深めるために、授業内で話し合い
の時間を設けたり、レポートを課したりすることがある。

＜実務経験と本科目との関連＞
臨床心理士としての実務経験を活かし、子どもから大人にわたる発達過程において生じや
すいメンタルヘルスの問題やリスクを解説し、支援の理論や技法について講義をする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-10

備考
児童発達教育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

臨床心理学は、苦しみ悩む人である支援対象者の抱える問題を理解し、軽減・解消してい
くための実践的学問である。臨床心理学を構成する概念やさまざまな実践アプローチ、心
理社会的問題のメカニズムを理解することが本授業のテーマである。次の2点を到達目標
とする。
(1)臨床心理学の代表的な理論とそれに基づく心理アプローチの考え方を理解し、
　 説明できる。
(2)臨床心理学が対象とする心理社会的問題のメカニズムを理解し、説明できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 臨床心理学

授業担当者名 中島　卓裕

単位数 2単位 開講期（年次学期） 2年次後期



授業概要（シラバス）

授業の概要

この授業は、パワーポイントを用いて資料を提示する講義形式を基本とするが、知識を詰
め込むだけでなく、教科書や資料等の情報をもとに自分の考えを言語化し、他者との意見
交換もおこなう。
第05回目までは、子育てに関する調査・研究のデータを読み解きながら授業を進める。第
06回〜第09回では、保育制度や子育て支援制度についての概要を理解する。第10回〜第12
回は、ヨーロッパ、アメリカ、中国、アフリカといった他国の子育てについて、視聴覚教
材等も利用しながら見識を深める。第13回〜第15回では、子どもの健やかな育ちを支える
教育者として必要な専門的知識や倫理観を身に付けていく。

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習として、教科書をよく読んでおきましょう（各授業回に関連した教科書の対象章は、
授業計画に記載）。また、授業中はノートを用意して、板書だけでなく口頭での説明につ
いても書き取り、まとめておきましょう。復習として、リフレクションを提出しましょ
う。リフレクションでは、授業で学んだことを踏まえ、自分で考えたり調べたりしたこと
を記入しましょう(60分以上)。日常生活でも、子育てや子どもの教育に関する話題に目を
向け、新聞やニュース記事などを読みましょう。

学生に対する評価の方
法

ノート提出　60%
リフレクション　40%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　保育とは何か？（第1章，第7章）
第02回　日本の保育の現状と課題 子育てにまつわるデータから（第2章，第6章）
第03回　日本の保育制度の現状と課題 （第3章，第10章）
第04回　子育てと出会うとき
第05回　世界の子育て 日本の子育て 子育ての文化的差異について考える　DVD視聴
第06回　世界の子育て 日本の子育て 子育ての文化的差異について考える
第07回　日本の保育・幼児教育の歴史から現在の多様な保育制度について考える（第14
章）
第08回　日本の保育・幼児教育の歴史から現在の多様な保育制度について考える（第14
章）
第09回　日本の子育て支援制度
第10回　世界の保育・幼児教育の歴史から子育てや子ども観について考える（第12章）
第11回　世界の保育・幼児教育の歴史から子育てや子ども観について考える（第13章）
第12回　保育施設および保育者の役割（第6章，第15章）
第13回　社会的養護
第14回　保育者の職業倫理（第11章）
第15回　保育者の専門性（第11章）　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

教科書：吉田貴子他編著 「新・保育実践を支える 保育の原理」福村出版
参考書：厚生労働省編集「保育所保育指針解説」＜平成30年3月＞フレーベル館
　　　　文部科学省著「幼稚園教育要領解説」＜平成30年3月＞フレーベル館
　　　　内閣府・文部科学省・厚生労働省著「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解
説」＜平成30年3月＞フレーベル館

授業のテーマ及び到達
目標

子どもを育てる営みをテーマに、日本の子育て世帯の現状や課題、保育制度の内容に加
え、世界における子育ての歴史や文化的背景、子育ての支援について学ぶ。また、これら
の知識をもとに、保護者や保育者、子どもといった多角的な視点で物事を捉え、子育てや
保育について自分の考えを持ちながらも、目の前の子どもとのかかわりにおいて、最善を
尽くすために試行錯誤する態度を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1PED1-01

備考
子どもケア専攻：1年次
児童発達教育専攻：2〜3年次

授業科目名 子育ての原理

授業担当者名 加藤　望

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1〜3年次前期



授業概要（シラバス）

授業科目名 比較教育

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期

授業の概要

多文化共生社会である英語圏の国や地域について、その歴史的背景・文化・教育制度など
について学び、日本との比較を通して教育や文化の違いを認識する。異文化コミュニケー
ション・第二言語学習・非言語情報伝達などの専門的研究を概観し、多文化共生の教育・
保育・社会福祉の現場で求められる知識や技能を獲得する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1PED1-04

備考

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ： 多文化共生社会の教育現場に対する理解の促進と対応力の育成
到達目標：多文化共生の教育現場で求められる異文化に対する知識、異文化の理解、さら
に異文化への対応力を養成することにより、多文化共生社会における生きる力を獲得す
る。さらに海外と日本の特別支援教育の状況を比較して、障がい者に対する理解を深め、
SDGs達成に貢献する教育者としての素養を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回の講義内容をノートにまとめて復習する。授業で提示された教育における問題につい
て、自分の考えをノートにまとめて解決策を検討する。（週60分）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度（10％）理解度確認（90％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的・内容・日程・課題・理解度確認などについての説明
　　　　多文化共生社会における教育
第02回　英語圏の国や地域の歴史的背景
第03回　英語圏の国や地域における教育の比較
第04回　多文化共生社会の問題点
第05回　異文化コミュニケーションにおけるカルチャーショック
第06回　異文化コミュニケーションにおける隠れた次元
第07回　第二言語学習とイマ—ジョンプログラム
第08回　英語圏の国や地域の多文化教育
第09回　日本における多文化教育
第10回　海外の特別支援学校とインクルージョン教育
第11回　日本の特別支援教育における多文化共生とコミュニケーション
第12回　教育における非言語情報伝達
第13回　第１〜６回の理解度確認
第14回　第７〜12回の理解度確認
第15回　第１〜12回の総括　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書 随時、プリント資料および遠隔課題を利用する。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスあるいは授業時に示される次回授業で扱われる事項について予習する（週90分）
授業時に生じた疑問点等について自分で調べ、ノート等にまとめる（週90分）

学生に対する評価の方
法

①授業への出欠席、参画態度（30％）
②授業内容の理解度確認およびレポートなどの提出物（70％）
レポートは授業日に提出する。ただし、毎授業ではない。その内容は、授業内で取り扱っ
た事柄を中心に自分で考えた意見を述べることを心がけてほしい。授業態度は、参加の意
欲を評価の中心とする。グループワークや意見表出の際、積極的に取り組むことが望まし
い。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　社会福祉の理念と概念
第02回　社会福祉の歩み・歴史的変遷
第03回　福祉の歴史（1）日本の歩み
第04回　福祉の歴史（2）諸外国
第05回　社会福祉における子ども観の変遷
第06回　子どもの福祉と生活（1）子どもの施設と種類
第07回　子どもの福祉と生活（2）専門職と相談援助機関
第08回　前半のまとめと理解度確認
第09回　社会福祉の現状（1）貧困
第10回　社会福祉の現状（2）子ども虐待
第11回　障害児者の福祉
第12回　高齢者の福祉
第13回　社会福祉の援助と方法
第14回　福祉現場実践の動向と展望
第15回　まとめと理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 「援助者を目指す人の社会福祉」創成社

授業の概要

現代社会の福祉分野に関わる様々な課題について、その原因や背景を正しく理解して問題
点を抽出する力を身につける。また、子どもケア分野とのかかわりについて、各分野の専
門職連携を視野に入れながら実践的に理解し、専門職としての役割や機能を確認する。さ
らに、グローバル社会を見据えた福祉課題にも着目し、求められる社会的な役割について
も考察する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1WEL1-01

備考 子どもケア専攻、児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

現代社会における福祉分野の課題について、その原因や背景を知るとともに、自分たちが
生活している暮らしとのかかわりを正しく理解できる力をつけることを目指す。そのうえ
で、子どもケアに関わる専門職としての役割や機能を認識し、どのように実践していくか
を考察する能力を獲得できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 社会福祉論

授業担当者名 石垣　儀郎

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

授業のテーマ及び到達
目標

授業科目名 子どもの福祉

授業担当者名 石垣　儀郎

単位数 2単位 開講期（年次学期） 1・3年次後期

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1WEL1-02

備考
幼児保育専攻：1年次
児童発達教育専攻：3年次

「新・子ども家庭福祉」（教育情報出版）

ヒューマンケア学部の教育目標と対人援助（教師、保育士など）において社会に貢献でき
る人材となるため、下記の3つの到達目標を掲げる。
1.社会福祉領域における「子ども福祉」について、その内容と国の政策を理解する。
2.子ども福祉の実態と内容を理解し、実践応用可能な知識を身に着ける。
3.講義を通して、子どもと子育てを行う大人が福祉を必要とする実情を把握し理解するこ
とができるようになる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

レポートテーマに合わせて、週90分程度の学修。
テキスト、授業で配布する資料を良く読むこと。
専門用語を調べて、理解できるように事前学習すること。
子どもの問題は、大人を含む社会全体の問題であることを前提として「なぜ」「いかに」
と「考える」習慣と学習の仕方を身に着けるけるよう勧めます（週90分）。

学生に対する評価の方
法

授業への出欠席および、参画態度20％　　レポート提出30％　　理解度確認50％
レポートは授業日に提出する。ただし、毎授業ではない。その内容は、授業内で取り扱っ
た事柄を中心に自分で考えた意見を述べることを心がけてほしい。授業態度は、参加の意
欲を評価の中心とする。グループワークや意見表出の際、積極的に取り組むことが望まし
い。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　「子どもの福祉」とは何を学ぶのか　1.理念と概念
第02回　「子どもの福祉」とは何を学ぶのか　2.実態と実践
第03回　子ども福祉を担う支援者の倫理と責務
第04回　子ども福祉の構造と子ども観
第05回　子どもの悩み・子どもの暮らし
第06回　子ども福祉からみる、被虐待児童の理解と支援　1.虐待の実態
第07回　子ども福祉からみる、被虐待児童の理解と支援　2.被虐待児童の支援
第08回　前半までのまとめと理解度確認
第09回　子ども福祉からみる、発達障害児童の理解と支援　1.発達障害児童の実態
第10回　子ども福祉からみる、発達障害児童の理解と支援　2.発達障害児童の支援
第11回　「子ども」支援の方法　1.児童福祉施設
第12回　「子ども」支援の方法　2.児童福祉で働く職種と役割
第13回　子どもを育てる「親」への支援の方法　1.虐待に至らないために
第14回　子どもを育てる「親」への支援の方法　2.社会的養護との連関
第15回　理解度確認と全体のまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

授業の概要

授業の構成、並びに展開は次の通りである。
社会における「子ども」の実態を把握し、政策と事実を把握する。
次に、把握した事実をもとに子ども福祉の「概要」を学習し理解する。また、子ども福祉
の対象は「すべての子ども」であることが理解できるように展開する。その中においても
とりわけ、貧困児童、被虐待児童や発達障害児童など、専門的支援が必要な子どもに対し
て、どのような制度の活用と専門性が必要であるのかを講義を通して学習し実践で活用で
きるよう知識を習得する。
子どもの福祉は、子どもに特化した福祉の「講義」であるため社会的な「子ども」のあり
ようを意識して行う。



授業概要（シラバス）

授業の概要

授業の全体構成・展開は次のとおり。まず、「子ども」のイメージの変化(「子ども観」
の変遷)にふれつつ、前近代的(封建的)慣習が残る戦前の日本社会における子どものあり
ように注目する(PartⅠ)。次に、50年代から現在に至る戦後日本社会の発展・変容とそれ
に伴う子どもの生活世界の変化を追究する(PartⅡ)。さらに、世界的視野にたち世界の子
どもが抱える問題を鳥瞰するとともに、途上国の子どもの置かれた状況も考察する(Part
Ⅲ)。

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度
②レポート……授業内容に即した数回の中間レポートと最終レポートを作成し提出。
評価ウエートは①20％ ＋ ②(40％＋40％)で、総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス(授業のねらいと目標、運営方法などの説明)
＜PartⅠ　子どもに注がれる眼差し(子ども社会の歴史的考察) ＞
第02回　子どもはどうイメージされていたか　—アリエスの『子どもの発見』等の内容紹
介—
第03回　昔の日本の子ども像　—近世(江戸期)の社会と子ども　概観的講義
第04回　戦前の日本社会と子どものくらし①　概観的講義
第05回　戦前の日本社会と子どものくらし②　事例の考察
＜PartⅡ　戦後日本社会の発展・変容と子ども＞
第06回　戦後日本社会の鳥瞰図　—戦後日本をウォッチングする—
第07回　都市化と生活の近代化は子どものくらしをどう変えたか？①　—子どものくらし
の全体的風景—
第08回　都市化と生活の近代化は子どものくらしをどう変えたか？②　—遊びと学びの変
容—
第09回　子どもの生活(遊び)再考—DVDの映像を通してあるべき子どもの姿を考える
 　　　　(映像の内容を踏まえたディスカッション)
第10回　情報化の進展と子どものくらしの変容
第11回　近年の子どもをめぐる諸問題　—インターネット・スマホと子どもたち—
＜PartⅢ　世界の子どもたち＞
第12回　北欧社会と子どもたち　—DVDによるデンマークの事例紹介—
第13回　途上国の子どもたちの現在①　—途上国の子どもをめぐる諸問題の鳥瞰図—
第14回　途上国の子どもたちの現在②　—援助の事例—(DVDによる紹介とそれに基づき簡単
な
 　　　　ディスカッションする)
第15回　まとめと発展学修のためのガイダンス、学生受講結果アンケートの実施
※パワーポイントを使って講義する。また、できる限り報道記録や映画などDVDの映像を
取り入れ、
　ビジュアルに説明する。なお、この計画に従って展開するが、進度状況によっては一部
変更する
　場合がある。

授業のテーマ及び到達
目標

当講座のテーマ :「社会環境の変化と子ども」子どもを取り巻く社会環境に光をあて子ど
もの生活世界の変容を広く考察する。当講座の目標 : 15講の(歴史的)考察を通して、多
面的かつより深く「子ども」のイメージを持てるようになること(広い視野に立って子ど
もと子どもにかかわる諸問題を考えられるようになること)、これが当講座の目標であ
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-2SOC1-01

備考
子どもケア学科共通科目
※教養一般開放科目（子どもケア学科以外1〜4年次）

授業科目名 子どもと社会

授業担当者名 釜賀　雅史

単位数 2単位 開講期（年次学期）
1年次後期（子ケア、幼児）
3年次後期（児童）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

復習すること。課題にはしっかり取り組むこと。《より深く学ぶために》授業時に紹介さ
れる文献や資料などにできる限りあたってみること。(60分以上)

使用教科書
授業は配布資料・教材にしたがって進める。教科書は指定しないが、それぞれ具体的テー
マに即してその都度参考図書や資料等を紹介する。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業で扱われる内容について予習する（週90分）
授業の復習と授業で生じた疑問点等について自分で調べる（週90分）

学生に対する評価の方
法

授業に対する取り組み、授業中に実施する小テスト、及び試験などにより総合的に評価す
る。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　栄養と健康、日本人の食生活
第02回　植物性食品①（穀類、いも類、豆類）
第03回　植物性食品②（種実類、野菜類、果実類、きのこ類、藻類）
第04回　動物性食品①（食肉類、牛乳）
第05回　動物性食品②（卵類、魚介類）
第06回　栄養素の体内代謝（糖質）
第07回　栄養素の体内代謝（たんぱく質）
第08回　栄養素の体内代謝（脂質）
第09回　栄養素の役割（ビタミン、ミネラル）
第10回　病気と栄養①（肥満、糖尿病、高血圧）
第11回　病気と栄養②（脂質異常症、高尿酸血症・痛風）
第12回　食物アレルギーの基礎
第13回　食物アレルギーの社会的対応
第14回　理解度確認と解説
第15回　理解度に対するフィードバック、授業全体の振り返り
 　　　　「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書 必要に応じて資料を配布する。

授業の概要
食品に含まれる栄養素、栄養素の体内代謝、主に栄養の過不足を成因とする疾患について
解説する。また、小児期・学童期に多くみられる食物アレルギーについて解説する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1NUT1-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

人は食品から生きていくために必要な栄養素を摂っている。この科目では、各種の食品に
はどのような栄養素が含まれているのか、その栄養素が体内でどのように利用されている
のかを理解することを目標とする。さらに、栄養と関わりの深い疾患の成因を理解し、食
に関する情報を的確に判断できることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 栄養学（食品学）

授業担当者名 内藤　宙大

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

書籍・新聞・テレビ・インターネット等で、子どもと「食」・「栄養」に関して調査し、
ノートにまとめる（週90分）
授業時に生じた疑問点等について自分で調べ、ノートにまとめる（週90分）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（20％）
②課題提出（50％）
➂授業内容の理解度（30％）
以上３点から総合的に評価する

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、授業の進め方と評価について
第02回　栄養と食事・食生活
第03回　食の安全と食生活
第04回　食育基本法と子ども
第05回　子どもの食生活と食環境
第06回　ライフステージと栄養・食生活①　乳児期
第07回　ライフステージと栄養・食生活②　幼児期
第08回　ライフステージと栄養・食生活➂　学童期
第09回　ライフステージと栄養・食生活④　思春期
第10回　児童福祉施設における食育
第11回　学校における食育
第12回　特別な配慮を必要とする子どもの栄養・食生活①　食物アレルギーのある子ども
 　　　　への対応
第13回　特別な配慮を必要とする子どもの栄養・食生活②　障害のある子どもへの対応
第14回　理解度確認と解説
第15回　理解度に対するフィードバック、及び授業で十分説明できなかった事項や質問の
 　　　　多かった事項を解説、授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書
なし
教材資料は、講義で配付する。（moodleにデータを掲載）

授業の概要

授業は、パワーポイントを用いて基本的な栄養と食に関する知識をもとに、現在、食に関
する課題とされている事柄に対する解決の手立てに対しての理解を深めたり、授業内では
Googleフォーム等を用いて学生の知識や理解を学生同士及び教員と共有して意見交換し、
子どもの食生活や食環境改善につながる方法を考える機会を提供する。なお、養護教諭と
して児童生徒に食生活についてアドバイスするための案を共有し意見交換する機会も設定
する。また、各自の調べた子どもの食に関する課題に対しての解決策を考え提案する課題
の作成を通して課題発見及び課題解決能力を身に付ける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2NUT2-02

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本講義で対象とする子どもは0から18歳である。これは、健康増進法の規定に基づき、国
民の健康の保持増進を図る上で摂取することが望ましいエネルギー及び栄養素の量の基準
を厚生労働大臣が定める「日本人の食事摂取基準」における乳児と小児の年齢区分であ
り、「児童福祉法」における児童（乳児、幼児、少年）に該当する。本講義では、子ども
が心身ともに健やかに成長・発達するための適切な栄養の摂取と食生活及び食育について
基礎的な知識を習得し、養護教諭として児童生徒の指導に活かすためにできることを考え
ることをテーマとし、子どもの健全な発育における食事の重要性と食に関する課題を抱え
る子どもを支援する学校における指導体制と他職種との連携について理解することを到達
目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力 」◎　「協働力」〇

授業科目名 子どもの栄養と食生活

授業担当者名 髙田　尚美

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

神経系のしくみを実感するようなテーマ、話題を見つけて自主学習すること。
予習・復習、特に復習を行うことが重要である。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業内容の理解度で評価する。
レポートの内容も評価に加える。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　神経科学の歴史
第02回　神経細胞の形態と機能
第03回　神経系の構造と機能 1）中枢神経系
第04回　神経系の構造と機能 2）末梢神経系（脳神経、脊髄神経）
第05回　神経系の構造と機能 3）自律神経系
第06回　体性感覚、内臓感覚
第07回　感覚器系 1）視覚　目の構造と機能
第08回　感覚器系 2）聴覚　耳の構造と機能： 音の伝道
第09回　感覚器系 3）平衡覚　内耳の構造と機能、4）嗅覚、5）味覚
第10回　運動器系　骨格系、筋系
第11回　脳と内分泌系、脳と病気
第12回　人類と感染症の歴史 1)　天然痘の根絶　ペスト　ポリオ
第13回　人類と感染症の歴史 2)　結核　麻疹　風疹　エイズ
第14回　人類と感染症の歴史 3)　インフルエンザ　新興・再興感染症　感染症に備える
第15回　理解度確認と全体のまとめ、受講結果アンケートの実施

使用教科書
ぜんぶわかる人体解剖図（成美堂出版）を教科書にして、その他必要な資料や図はプリン
トとして配布する．
人類と感染症の歴史（丸善）も参考書として用いる．

授業の概要

感覚、情報伝達、運動などの働きを担う、神経系、感覚器系、運動器系などの個々の器官
の構造と機能を詳しく学習し、身に付け、子どもの発達を見守る上での重要な知識を獲得
する。さらに、人類と感染症の歴史についても学習し、現代人が感染症にどう対応すべき
かを学ぶ。
毎回授業で学ぶべき課題を最初に示し、その内容の理解を図り、それを深める形で授業を
行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2HAF2-02

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

人体の基本的構造と機能を神経（脳）という視点から理解することを目標とする。人の身
体の構造を理解し機能を知る上で、ある視点から見ることは極めて重要である。1年前期
に行った身体のしくみ I の理解の上に立ってもう一歩知識を広げる内容である。人類と
感染症の歴史についても学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」 〇、「思考力・判断力・創造力」 ◎

授業科目名 身体のしくみⅡ

授業担当者名 篠田　晃

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・授業内容に関連した事柄について、新聞を読んだり、ニュースを聞いたりして、社会で
起きている出来事に関心を持つ(週60分)
・授業内で出た課題について各自で調べ、まとめておく（週60分）
・発表で使用する資料を作成する（週60分）

学生に対する評価の方
法

課題レポート（40％）、授業の理解度（50%）、授業への参加態度（10%）を総合して評価
する

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、思春期とは
第02回　思春期の発達課題と特徴（身体的特徴・心理的特徴の理解）
第03回   リプロダクティブ・ヘルツ/ライツ、プレコンセプションケア （学部講師）
第04回　性の多様性と社会、生殖医療と不妊、ライフプラン（課題レポート）
第05回   包括的性教育と国際セクシュアリティー教育ガイダンス
第06回　性教育の現状と課題（歴史的変遷、性意識・性行動・性感染症・人工妊娠中絶の
現状等）
第07回　性教育の内容と展望（学習指導要領、生命の安全教育、生と死の教育等）
第08回　思春期の健康課題への対応（グループワーク）
第09回　思春期（出現前）の健康教育の実際（発表・討議）
第10回　思春期（前期）の健康教育の実際（発表・討議）
第11回　思春期（後期）の健康教育の実際（発表・討議）
第12回　思春期（全般）の健康教育の実際（発表・討議）
第13回　思春期の健康課題と課題解決の方法（グループディスカッション）
第14回　理解度確認、受講結果アンケートの実施
第15回　振り返り、まとめ

使用教科書
使用する資料は授業内で説明する（指定のURLよりダウンロードする資料あり）。
その他、必要なプリントを適時配布する。

授業の概要

思春期における心身の変化に関する基礎的な知識を身に付けるとともに、思春期に多い複
雑・多様な健康課題の解決方法について、グループワーク・ディスカッション・発表・討
議を通して主体的に学ぶ。
授業前半では、リプロダクティブ・ヘルツ/ライツの構成要素の一つである思春期教育
（性教育）を取り上げ、思春期における性徴の発現、生殖と性行動の生物学的・心理社会
学的側面について理解し、「性教育」が行える資質を養う。
授業後半では、思春期の心身の健康課題を取り上げ、その解決方法をグループで検討し、
発表・討議を通して主体的に学ぶ。自己に対しては適切な選択ができるように、他者に対
しては必要な選択肢が示せるような思考力を培う。
各回の講義内容については、資料を随時提示をしながら授業を進める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1DCP1-02

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

思春期における心身の変化や思春期に多い健康課題の解決方法について理解を深める。具
体的な到達目標は、以下の二つとする。
1．リプロダクティブ・ヘルツ/ライツの構成要素の一つである思春期教育（性教育）を取
り上げ、思春期における性徴の発現、生殖と性行動の生物学的・心理社会学的側面につい
て理解し、「性教育」が行える資質を養う。
2．思春期の心身の健康課題に対する解決方法を理解し、適切な選択をするための思考力
を培う。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 思春期保健

授業担当者名 井澤　昌子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業で学んだことは、教科書と配布したプリントなども参照しながら、記憶が新鮮なうち
にきっちり復習しておきましょう。（60分以上）予習は、必要ありません。

学生に対する評価の方
法

授業内容の理解度（80％）で判断し、
授業への参画態度（20％）も考慮する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　感染防御機構：自然免疫と獲得免疫、抗原と抗体
第02回　免疫担当細胞：抗原提示細胞、リンパ球（B細胞とT細胞）
第03回　液性免疫と細胞性免疫、胸腺、自己寛容
第04回　補体、サイトカイン、腸内細菌と免疫
第05回　免疫不全症、ワクチン
第06回　リウマチ性疾患・膠原病・自己免疫疾患
第07回　移植免疫、がんと免疫
第08回　理解度確認と解説
第09回　微生物の生物学的特徴、消毒と滅菌
第10回　細菌感染症
第11回　ウイルス感染症
第12回　真菌・原虫感染症
第13回　食中毒
第14回　性感染症、感染症に関する法律
第15回　理解度確認とまとめ、受講結果アンケートの実施

使用教科書 「イラストでわかる微生物学超入門」（南山堂）

授業の概要

前半の8回では免疫の基本原理（免疫担当細胞の種類、自然免疫、獲得免疫）を学んだの
ち、免疫の異常であるアレルギー疾患や免疫関連疾患（リウマチ性疾患、免疫不全など）
について病気の症状、予防法や生活上の注意点について学習する。また、輸血や臓器移
植、がん、妊娠と移植についても取り上げる。後半の7回は病原微生物の生物学的特徴と
感染症の症状と予後、食中毒の予防などについて学習する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1DCP1-03

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校など集団生活の場では未だに感染症の流行は後を絶たず、ヒトにとっての脅威であり
続けている。病原微生物の特徴、感染経路、これに対する生体の防御機構（免疫など）に
ついての基本原理が分かった上で、ヒトにとって重要な感染症の症状と予防や治療が分か
り、学校現場で適切に対応できるようになることが目標である。また、免疫異常としての
アレルギー疾患や自己免疫疾患（リウマチ性疾患）、移植・輸血やがんと免疫についても
分かるようになり、適切な対応ができるようになることも目標である。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能 」◎、「思考力・判断力・創造力 」〇

授業科目名 微生物学・免疫学

授業担当者名 篠田　晃

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義の範囲についてあらかじめ教科書を読んでおく。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

①授業内容の理解度（60％）
②指定テーマによるレポート（20％）
③受講・授業への参加態度（20%）
以上により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　はじめに
　　　　くすり教育及び保健体育科・特別活動・総合的な学習においての薬物乱用防止教
育の考え方と課題
第02回　薬の基礎知識①（薬の基礎知識、法令等について）
第03回　薬の基礎知識②（薬物の作用、適用、事故防止等について）
第04回　疾病治療薬の概要１−１（感染症について）
第05回　疾病治療薬の概要１−２（抗感染症薬）
第06回　疾病治療薬の概要２（抗悪性腫瘍薬、免疫抑制薬）
第07回　疾病治療薬の概要３（中枢神経系に作用する薬物）
第08回　疾病治療薬の概要４（末梢神経系に作用する薬物）
第09回　疾病治療薬の概要５（抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬、抗炎症薬、解熱鎮痛
薬、痛風治療薬）
第10回　疾病治療薬の概要６（物質代謝に作用する薬物・外用薬 、心臓・血管・血液系
に作用する薬物）
第11回　疾病治療薬の概要７（呼吸器・消化器系及び泌尿器・生殖器系に作用する薬物）
第12回　疾病治療薬の概要８（STD・眼科用薬・耳鼻科用薬・輸液・漢方薬）
第13回　疾病治療薬の概要９（消毒薬）
第14回　保健教育・保健指導・薬害防止教育、他
第15回　理解度確認とまとめ、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書

新看護学 ２　栄養　薬理（医学書院）
＜参考書籍＞
学校における医薬品管理マニュアル（日本学校保健会）
興味を持って取り組める医薬品の教育（日本学校保健会）
薬物乱用防止教室マニュアル（令和5年度改訂）（日本学校保健会）

授業の概要
薬についての基本的な知識を学び、病気と薬物治療の全体像を把握することで、校内及び
保健室で様々な症状を訴える子どもたちと向かい合った時、冷静に正しく観察、援助、医
療機関との連携等、的確な対処ができる方法を学ぶ

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1DCP1-04

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

養護教諭として、保健室等で必要となる医薬品の基礎知識及びその管理方法を学ぶととも
に、病態生理から見た基本となる医薬品の使われ方を通じて、使われている薬剤の意義や
役割を正しく理解し、保健室において子どもたちへの的確な観察や安全な援助を行えるこ
とを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 薬理学

授業担当者名 木全　勝彦

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

各回の講義テーマについて、実際の事故や災害の事例等をwebや新聞、雑誌等から授業前
に入手しておくことが望ましい。また、授業で学んだ内容をノート等にまとめ、日々報道
される児童生徒の事故被害や安全対策事例等を加筆していくとよい。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

講義への取組態度（1割）、各講義の提出レポートおよび小テスト（3割）、最終講義内で
の理解度確認（6割）などを目処に総合的に評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　学校保健安全法、学校安全の定義、安全教育の意義等
第02回　学校安全計画の作成、安全管理と安全教育、安全と安心等
第03回　学校生活・教育活動等による傷害の防止（事故の現状、災害共済給付）
第04回　学校生活・教育活動等による傷害の防止（熱中症、体育実技、部活動）
第05回　自然災害による傷害の防止（安全管理）
第06回　自然災害による傷害の防止（安全教育）
第07回　犯罪被害による傷害の防止（犯罪防止理論）
第08回　犯罪被害による傷害の防止（防犯教育、防犯活動）
第09回　交通安全教育（交通事故の現状等）
第10回　交通安全教育（安全教育）
第11回　新たな危機事象
第12回　地域安全マップ（グループ学習①）
第13回　地域安全マップ（グループ学習②）
第14回　地域安全マップ（グループ発表と評価）
第15回　レポート作成及び理解度確認、まとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

必要に応じてプリントを配布もしくは配信する

参考書：学校・子どもの安全と危機管理　戸田芳雄編著（少年写真新聞社）
　　　　学校事故　知っておきたい！養護教諭の対応と法的責任　入澤充著（時潮社）

授業の概要

近年、「子どもの安全」は社会の大きなテーマとなっている。
特に学校現場においては、日常の教育活動中の事故防止に加えて、自然災害、犯罪被害、
交通事故等から児童生徒の安全を確保する大きな責務があり、教師全員が安全教育や危機
管理についての十分な知識を有し、効果的な実践を行うことが強く求められている。
本講義では、学校および教師に求められる安全教育および危機管理について、学校生活・
教育活動等での事故防止、防災、防犯、交通事故防止、情報セキュリティなど幅広い観点
から学んでいく。また、小グループでの活動や発表等を同時に行い、学んだ知識を実践に
つなげる方法について体験する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1SCH1-04

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校安全及び危機管理の基礎的な事項について講義を通じて学習することによって、学
校・子どもの安全や危機管理に対する最新の知見を学び、安全意識を高めることができ
る。また、グループ活動やマップ作成などの実践を通じて、効果的な学習方法について実
践的に考えることができる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 学校安全

授業担当者名 木宮　敬信

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

課題（40％）、学習ノート等の提出物（40％）、授業への参画態度（20％）等で総合的に
評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、危機管理的対応・継続的対応の基本
第02回　事例検討1：情報の収集（PBL①調べ学習）
第03回　事例検討2：資料の作成（PBL②調べ学習）
第04回　事例検討3：支援計画の立案（PBL③個人ワーク）
第05回　事例検討4：支援計画の検討（PBL④グループワーク）
第06回　実践演習1：保健室来室者への対応（ロールプレイ①課題別）
第07回　実践演習2：保健室来室者への対応（ロールプレイ②課題別）
第08回　実践演習3：保健室来室者への対応（ロールプレイ③総合）
第09回　実践演習4：保健室来室者への対応（ロールプレイ④総合）
第10回　事例検討発表１（プレゼンテーション・ディスカッション）
第11回　事例検討発表２（プレゼンテーション・ディスカッション）
第12回　危機管理的対応・継続的対応のまとめ
第13回　保護者への対応・学内外の連携・協働
第14回　チーム学校を生かした健康相談（外部講師）
第15回　課題のフィードバック、まとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

教科書：大谷尚子・鈴木美智子・森田光子編「養護教諭の行う健康相談」（東山書房）

参考書：文部科学省「教職員のための子どもの健康相談及び保健指導の手引」（日本学校
保健会）
文部科学省「現代的健康課題を抱える子供たちへの支援ー養護教諭の役割を中心とし
てー」
三木とみ子／徳山美智子編集「新訂　養護教諭が行う健康相談・健康相談活動の理論と実
践」ぎょうせい

授業の概要

本授業では①危機管理的対応・継続的対応が必要な事例、②保健室来室者・保護者・学内
外の関係者等への対応の二つから健康相談の学びを深めていく。
一つ目の危機管理的対応・継続的対応が必要な事例については、PBL（Project Based
Learning）を通して支援に必要な情報をまとめ、支援計画を立てる。立案した支援計画を
基に、プレゼンテーション・ディスカッション等を行い、組織的な対応や有効な支援方法
について考察を深めていく。
二つ目の保健室来室者・保護者・学内外の関係者等への対応については、多様な理由で来
室する児童生徒に対し、健康相談の必要性を見極め、養護教諭の職務の特質や保健室の機
能を生かした健康相談を行い、保健指導に繋げる方法を身につける。ロールプレイ等の手
法を用い、養護教諭のみでなく、児童生徒・保護者役を通して相手の立場を考慮した支援
方法を学ぶとともに、担任・管理職・専門職等の役割を通して連携・協働の方法や組織的
な対応について考察を深めていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2SCH2-09

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

近年、社会環境の急激な変化により、子どもの抱える課題は複雑化・多様化している。子
どもをとりまく社会や家庭環境の変化に伴い、生活習慣の乱れ・いじめ・不登校・児童虐
待・心身症など、子どもの抱える心身の健康課題は深刻化し、養護教諭の役割はますます
重要となってきている。本講義では、2年次の「健康相談の理論と方法」の講義で習得し
た知識・技能をもとに、健康相談の組織的な対応や健康相談・保健指導の実践について学
びを深める。具体的には、危機管理的対応・継続的対応が必要な事例の検討を通して組織
的な対応について理解を深めるとともに、保健室来室者や保護者・学内外の関係者への対
応に関する実践的な演習を通して健康相談・保健指導の技能を高めていく。
具体的な到達目標は以下の二つである。
1．健康相談の組織的な対応について理解を深める
2．健康相談・保健指導の技能を高める

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 健康相談演習

授業担当者名 井澤　昌子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

事例検討は、収集した情報をよく吟味し、他の教職員や保護者にも分かりやすいように工
夫した資料を作成し、支援計画を立案するようにする（週90分）。
グループディスカッション・プレゼンテーションは、効果的な提示方法を自己学習してお
く（週30分）。
事例検討を通して学んだことを学習ノートにまとめる（週60分）。
実践演習では、養護実習やボランティア等の体験をもとに、養護教諭の職務・保健室の機
能を生かした健康相談について自分なりの考えをまとめておくとともに、健康相談から繋
がる保健指導ついても自己学習しておく（週30分）。
実践演習を通して学んだことを学習ノートにまとめる（週60分）。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習：次回の授業内容について事前に調べておく（30分以上）
復習：学んだ内容を振り返り、関連する事項や疑問点を調べておく（60分以上） 

学生に対する評価の方
法

受講態度・レポート：50%　理解度確認：50％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、臨床心理学の歴史、基本概念
第02回　診断・見立て・アセスメント
第03回　臨床心理学のアプローチ：精神分析的アプローチ
第04回　臨床心理学のアプローチ：行動論・認知論的アプローチ
第05回　臨床心理学のアプローチ：ヒューマニスティック・アプローチ
第06回　臨床心理学のアプローチ：システミック・アプローチ
第07回　臨床心理学のアプローチ：非言語的アプローチ
第08回　気分の変化の理解と支援：うつ、躁
第09回　不安な気持ちの理解と支援：社交不安症、場面緘黙
第10回　統合失調症の理解と支援
第11回　パーソナリティ障害の理解と支援
第12回　ひきこもりの理解と支援
第13回　依存・嗜癖の理解と支援
第14回　臨床心理学の研究
第15回　全体の振り返り、受講結果アンケートの実施

使用教科書

教科書は使用しない。講義内で参考文献を提示する。
参考
丹野義彦・石垣琢麿・毛利伊吹・佐々木淳・杉山明子 著
「臨床心理学　Clinical Psychology: Evidence-Based Approach」（有斐閣）
野島一彦・岡村達也 編「臨床心理学概論』（公認心理師の基礎と実践３」（遠見書房）

授業の概要

前半は、臨床心理学を構成する概念やさまざまな学派の考え方とそれに基づく実践アプ
ローチについて説明する。後半は、精神疾患や心理社会的問題の臨床心理学的な理解およ
び支援について説明する。講義を中心とするが、理解を深めるために、授業内で話し合い
の時間を設けたり、レポートを課したりすることがある。

＜実務経験と本科目との関連＞
臨床心理士としての実務経験を活かし、子どもから大人にわたる発達過程において生じや
すいメンタルヘルスの問題やリスクを解説し、支援の理論や技法について講義をする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1PSY1-02

備考
子どもケア専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

臨床心理学は、苦しみ悩む人である支援対象者の抱える問題を理解し、軽減・解消してい
くための実践的学問である。臨床心理学を構成する概念やさまざまな実践アプローチ、心
理社会的問題のメカニズムを理解することが本授業のテーマである。次の2点を到達目標
とする。
(1)臨床心理学の代表的な理論とそれに基づく心理アプローチの考え方を理解し、
　 説明できる。
(2)臨床心理学が対象とする心理社会的問題のメカニズムを理解し、説明できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 臨床心理学

授業担当者名 中島　卓裕

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

各回で学習した統計手法を自分の身近な、あるいは学校現場における保健関連の現象の分
析に応用できないか考えてみる（週30分程度）。講義内容の深化学習（週30分程度）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度と平素の課題やレポートなどの課題提出物（30%程度），理解度確認な
ど(70%程度)により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション(講義概要と受講上の諸注意、成績評価の方法など）
 　　　　データの種類と代表値　データの種類
第02回　データの種類と代表値　代表値
第03回　人口統計　人口静態統計
第04回　人口動態統計と生命表
第05回　保健統計調査　基幹統計
第06回　保健統計調査　基礎的な統計調査
第07回　保健統計調査　医療経済統計
第08回　保健統計調査　疾病・障害の定義と分類　情報処理
第09回　表と図の利用
第10回　代表的な確率分布
第11回　２種類のデータの関係性　相関　解説
第12回　２種類のデータの関係性　相関　練習
第13回　２種類のデータの関係性　回帰
第14回　理解度確認と質疑応答
第15回　理解度確認の問題の解説と間違えた問題の復習，授業全体の振り返り
 　　　　（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書
「ていねいな保健統計学」第2版　羊土社　白戸亮吉他著
参考図書，文献等はその都度紹介する。必要に応じてプリントを配布する。

授業の概要

保健学における実証的研究方法の基礎知識の一つとして，保健学領域の研究法の特徴と統
計学の基礎を解説し，また，演習する。自分自身で得たデータを使い，統計に関する計算
手順を知り，受講者自らが順を追って計算し，結果が出せるようになるのと同時に，なぜ
そのような過程を経る必要があるのかを考えていく。また毎回、統計の基礎学習や演習を
行い、高校までの復習も行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1STA1-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

この授業では，保健統計手法の選択，計算過程や結果の解釈の仕方などを習得するため，
自分自身で計算を進めながら，保健統計の考え方を身につけていく。解説や練習問題を通
じ，理論を理解したうえで，各自が保健に関係する調査を行い，データを収集し，必要な
統計処理を行い，結果を算出し，保健統計学様式のレポートを作成できるようになること
が目標である。毎回、統計の基礎学習や演習を行い、高校までの復習も行う。基礎から学
習するが，学生各自が課題に取り組み，計算し，結果を算出することができるようにな
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 保健統計学

授業担当者名 濱島　秀樹

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度(20％)
②レポート（指導案）(30％)
③授業内容の理解度(50％)
以上3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　中学校保健学習の目標及び主な内容　講義内容の説明と計画等について
　　　　 課題割り当て
第02回　学習指導要領とその解説，評価のあり方　中学校で求められる保健の学力
第03回　魅力ある保健の授業①　授業が成立するということ　アクティブラーニングと
　　　　授業づくり
第04回　魅力ある保健の授業②　教材づくりの視点　導入を意識する　発問と討論
第05回　保健授業の教育内容と教材づくり①　保健科の学力と教育内容　教科内容と
　　　　教材
第06回　保健授業の教育内容と教材づくり②　指導案づくりと授業の展開　授業に
　　　　おける教師の技量
第07回　教材研究と指導案・資料作成について実践及び討議①　題材の目標，捉え方、
　　　　題材の組立
第08回　教材研究と指導案・資料作成について実践及び討議②　本時のねらい，
　　　　授業のヤマ場、導入
第09回　教材研究と指導案・資料作成について実践及び討議③　指導案作成，評価の
　　　　あり方
第10回　模擬授業の実践及び講評①（心身の発達と心の健康）
第11回　模擬授業の実践及び講評②（健康と環境）
第12回　模擬授業の実践及び講評③（傷害の防止）
第13回　模擬授業の実践及び講評④（健康な生活と病気の予防１ 生活行動・習慣と
　　　　健康）
第14回　模擬授業の実践及び講評⑤（健康な生活と病気の予防２ 感染症の予防）
第15回　理解度確認とまとめ（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書

中学校教科書「新版中学校保健体育」大日本図書，「新・中学保健体育」学研
文部科学省「中学校の学習指導要領」
文部科学省「中学校の学習指導要領の解説（保健体育編）」
【参考図書】日本学校保健会「中学校保健学習の指導と評価」

授業の概要

保健科教育法Ⅱは，中学校・高等学校教諭一種免許状（保健）を取得するための必修科目
である。４年次の教育実習に参加する者は必ず受講すること。
異なる２社の教科書を用いて，それぞれの指導内容・方法を学習指導要領に照らし合わせ
ながら比較検討し，教材研究・指導案作成を通して，自分なりの教育観を身につける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2HEE2-02

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の開講が養護実習の時期に当たっているため，実習に出かける前に中学校における
保健科教育の目標，内容，方法，評価について学習指導要領や教科書に書かれた内容を中
心に分析検討し，中学校で求められる保健の学力について昨今の考え方とその背景につい
て考察することとした。また，その上で実習後には，指導案および資料等を作成し，実際
に楽しくて、わかる授業を実施することができることを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、　「知識・技能」〇

授業科目名 保健科教育法Ⅱ

授業担当者名 近森　けいこ

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスや授業時に示す次回授業の内容について調べ、ノートにまとめる（週120分）
e-ラーニングの（学習指導要領解説に関する）練習問題を解き、間違ったところを復習す
る（週60分）
授業時に生じた疑問点等について自分で調べ、レポートにまとめる（週60分）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業態度（10％）、指導案（40％）、試験（50％）により総合評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　高等学校保健学習の目標及び内容　講義内容の説明と計画等について
　　　 　課題割り当て
第02回　学習指導要領とその解説、評価のあり方　高等学校で求められる保健の学力
第03回　保健授業の展開事例① 模倣から創造へ  ｢授業書｣方式による授業
第04回　保健授業の展開事例② 課題学習による授業 ライフスキル形成を意図した授業
第05回　教材研究と指導案・資料作成について実践及び討議①題材の目標、捉え方、題
               材の組立
第06回　教材研究と指導案・資料作成について実践及び討議②本時のねらい、導入
第07回　教材研究と指導案・資料作成について実践及び討議③指導案作成、評価のあり
　　　　方
第08回　模擬授業の実践及び講評①　1現代社会と健康
　（1.健康の考え方と成り立ち　4.がんの原因と予防　8.休養・睡眠と健康）
第09回　模擬授業の実践及び講評②　1現代社会と健康
　（12.精神疾患の特徴　15.現代の感染症　18.健康に関する意思決定・行動選択）
第10回　模擬授業の実践及び講評③　2安全な社会生活
　（2.安全な社会の形成　4.応急手当の意義とその基本　6.心肺蘇生法）
第11回　模擬授業の実践及び講評④　3生涯を通じる健康
　（1.ライフステージと健康　3.性意識と性行動の選択　5.避妊法と人工妊娠中絶）
第12回　模擬授業の実践及び講評⑤　4健康を支える環境づくり
　（3.環境と健康にかかわる対策　5.食品の安全性　7.保健サービスとその活用）
第13回　情報通信ネットワーク等を活用した保健学習①　メディアが健康に及ぼす影響
第14回　情報通信ネットワーク等を活用した保健学習②　メディアリテラシーの育成
第15回　理解度確認と解説及びまとめ、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書
文部科学省「高等学校学習指導要領」及び「高等学校学習指導要領解説（保健体育
編）」、高等学校教科書　大修館書店「現代高等保健体育」

授業の概要

保健科教育法Ⅲは、中学校及び高等学校教諭１種免許状（保健）を取得するための選択科
目である。各自、領域を選定して指導目標・内容・方法を学習指導要領に照らし合わせて
検討し、学習指導案及び教材を作成するとともに模擬授業を実施する。模擬授業実施後は
ディスカッションを行い、授業内容の改善を図る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2HEE2-03

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

高等学校における保健科教育の目標、内容、方法、評価について学習指導要領や教科書に
書かれた内容を中心に分析検討し、高等学校で求められる保健の学力について理解を深め
る。また、小・中・高等学校の指導内容の系統性や学習指導案の作成方法・評価方法につ
いて具体的に検討し、模擬授業を行うことにより実践力を養う。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 保健科教育法Ⅲ

授業担当者名 遠山　久美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスあるいは授業時に示される次回の授業で扱われる内容について予習する。授業時
に生じた疑問点についてまとめる。模擬授業の指導案を作成したり、発表後、指摘された
改善点について指導案を作成し直したりして提出する。授業前後に各120分程度自己学習
する。授業計画は、授業の進行状況により前後することがある。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスあるいは授業時に示される次回の授業で扱われる内容について予習する。授業時
に生じた疑問点等について調べ復習をしたり、レポート課題を作成したりする。授業の前
後で各120分程度自己学習を行う。
なお、授業計画は授業の進行状況に応じて前後することがある。評価については小テスト
や理解度確認の結果により、評価の割合を多少変更することがある。

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度・レポート15％　②小テスト30％　③理解度確認55％
以上3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（授業の内容と目的・進め方）・グループワーク（自己理解）
　　　　※随時、授業時にワークシートやレポート課題を課し、次回に確認作業を
　　　　　行った後、フィードバッ クする。
第02回　教育相談の今日的意義・幼児期・児童期における発達課題と対応
第03回　思春期・青年期における発達課題と対応
第04回　いじめ・不登校・児童虐待等の現状及び理解と支援
第05回　発達障害の理解と支援
第06回　精神疾患の理解と支援
第07回　小テスト・  教育相談・カウンセリングの理論
第08回　カウンセリングの技法と実際①（受容・傾聴・共感的理解）
第09回　カウンセリングの技法と実際②（ロールプレイング）
第10回　学校で使えるアセスメント
第11回　多様な生徒への理解と支援（外部講師）
第12回　保護者への理解と支援
第13回　事例から学ぶ教育相談（グループワーク）
第14回　理解度確認と解説
第15回　理解度確認に対するフィードバック、及び授業で十分説明できなかった
　　　　事項や質問等に関する解説
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書 『教育相談の理論と方法』　会沢信彦編著　北樹出版

授業の概要
授業のはじめに、対人援助に必要な「自己理解」を目的としたワークを実施する。学校現
場で発現しやすい不適応や問題行動等に対して適切にアセスメントし、支援できるよう教
育相談やカウンセリングに関する基礎的な知識や技法を学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1PED2-11

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教育相談の意義と今日的課題を理解する。また、対人援助を行うために必要な「自己理
解」を深めるとともに、教育相談・カウンセリングに関する基礎的な知識・技能を身に付
け、適切な支援ができる実践力を養う。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 教育相談とカウンセリング

授業担当者名 遠山　久美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業の終末で次の授業の事前課題を示す。その事前課題を十分に行ってくる（週60分）。
また、そのうちの2本を「授業外課題レポート」として作成し提出する（90分×2）。

学生に対する評価の方
法

授業への積極的な参加、話し合いへの意欲など、主体的で自主的な態度を重視する。これ
らを「授業外課題レポート2本」と授業の振り返り（30％）、グループワークや話し合い
への積極的な参加（30％）、数回の理解度確認（40％）で評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（教育行政とは、授業の進め方など）
第02回　学校制度と教育の中立（政治や宗教からの中立）
第03回　義務教育制度、公教育の役割（我が国の公教育全体の基本的性格：日本国憲法・
 　　　　教育基本法、教科書、学級担任制と学級経営、授業時数の標準を定めている
 　　　　法規など）
第04回　私教育と公教育の違い、公教育の原理
第05回　就学前教育と就学（保育園・幼稚園行政）
第06回　学校体系
第07回　教育・学校教育・小学校教育の目的や目標と学習指導要領の関係
第08回　学習指導要領の変遷と今期学習指導要領の特徴（教育課程行政）
第09回　文部科学省と教育委員会の役割（中央と地方の教育行政）と学校の管理・運営
第10回　教員の職務（服務義務、規律）
第11回　教員免許と教員養成・研修制度（法定研修制度、教員育成指標）
第12回　学校経営の改善（「チームとしての学校」、学校評価、教職員評価制度、
 　　　　カリキュラムマネジメント、社会に開かれた教育課程等）
第13回　我が国の教育行政の課題①（開かれた学校、学校選択制、学校Ver.3等）
第14回　我が国の教育行政の課題②（学校評議員制度、学校運営協議会、
 　　　　コミュニティスクール等）、授業全体の振り返り（学生受講結果アンケート）
第15回　授業全体についてのまとめと質疑応答、理解度確認

使用教科書
「ポケット教育小六法2025年版」（晃洋書房）
（参考図書）
「教育法規便覧2025年版」（学陽図書）

授業の概要

私教育と公教育の成立過程からそれぞれの役割の違いについて考えたり、学校教育を支援
する教育行政の在り方や学校と教育委員会との関わり、実際の教育課題等について教育関
連法規を基にして捉え直したりしていく。また、具体的な事例に対し、自分の考えを明確
にしたり話し合ったりしながら授業を進める。教育法規等については実際の条文にあた
り、それを解釈することで理解を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-1PED1-12

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

我が国は明治期になり近代教育制度を欧米から導入し、国や地方公共団体は教育法規や教
育制度などを整えながら、現在の「公教育制度（学校教育の仕組み）」を形成してきた。
教育行政はその取組であり、教育行政の仕組みや教育法規等を学ぶことは、我が国の教育
の在り方の基礎・根本を理解し教育の問題点や将来の教育について考える機会となる。ま
た、教職を志す者として、公教育の仕組みや学級・学校経営等について理解しておくこと
は重要なバックボーンとなる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 教育行政学

授業担当者名 西尾　一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業への取り組み意欲や姿勢を重視する。①平常の授業への参画態度(毎時提出の振り返
りシートの記述も評価する）（50％）、②課題、理解度確認（50％）などで総合的に評価
を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、グループワーク（自己理解）、人間関係づくりトレーニング
第02回　生徒指導の意義と理念（教育課題と生徒指導、「社会的なリテラシー」の
 　　　　育成）
第03回　生徒指導の機能（教育課程全体における生徒指導、学習指導と生徒指導の
 　　　　一体的機能化、新しい指導体制のポイント）
第04回　生徒指導の現状と課題（生徒指導の現状、これからの生徒指導の展開に関する
 　　　　課題）
第05回　児童生徒理解の在り方（児童生徒理解に求められる教師の基本姿勢、児童生徒
 　　　　理解と教育相談）
第06回　包括的・全校的生徒指導の展開（教科指導と生徒指導、道徳教育と生徒指導、
 　　　　総合的な学習と生徒指導、特別活動と生徒指導、キャリア教育と生徒指導、
 　　　　特別支援教育と生徒指導）
第07回　生徒指導の実践的展開（生徒指導計画の進め方、学校経営、学級経営における
 　　　　生徒指導、生徒指導組織体制）
第08回　生徒指導の実践的展開（外部諸機関との連携・協働、スクールカウンセラー、
 　　　　スクールソーシャルワーカー等の支援と協働）
第09回　生徒指導に関する主要法令と運用課題
第10回　問題行動の理解と指導の進め方（問題行動の理解、問題行動に対する指導の
 　　　　進め方）
第11回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（いじめ）
第12回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（不登校）
第13回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（暴力行為）
第14回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（虐待、ネット問題）
第15回　授業全体の振り返りと理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

授業の概要

生徒指導は学校の教育目標を達成するうえで重要な機能を果たすものであり、学習指導と
並んで学校教育において重要な意義がある。さらに、現在の教育現場では、いじめ、不登
校、暴力行為、虐待など生徒指導に関する課題が山積しているので、すべての教師に生徒
指導の実践力が求められている。
そこで、教職を志す学生を対象にして、生徒指導に関する基礎理論と実践方法について講
義し、教育者としての資質・能力と実践的指導力の向上をめざす。また、可能な限り具体
的な課題や事例をとりあげるとともに、双方向型、アクティブ・ラーニング型の授業とす
る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2PED2-13

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

社会が大きく変動する中で、今日的な教育問題に対応するとともに、子どもたちの将来に
わたる自己実現と社会づくりの担い手としての成長支援を進めるうえで、生徒指導が果た
す役割は非常に大きい。そこで、これからの生徒指導が目指す理念と意義や実践方法につ
いての基礎的な知識及び考え方を習得することをテーマとし、それに基づき主体的かつ実
践的な指導力を身に付けることを到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 生徒指導論

授業担当者名 細溝　典彦

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業範囲をテキスト（「生徒指導提要（改訂版）」）で予習しておくこと。（週90
分）毎時、授業の振り返りシートを提出する。その作成を通して疑問やさらに深く学ぶべ
きことを主体的に復習する。（週90分）なお、中身の濃い振り返りや質問に対する回答な
どは次回講義の冒頭でフィードバックする。
授業計画は授業の進行状況に応じて前後することがある。

使用教科書
文部科学省「生徒指導提要（改訂版）」
授業内で適宜、資料を配付



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内容に併せて小学校キャリア教育の手引き（文部科学省）を読んでくること（毎回60
分）。
授業後に再度、講師の配布した資料とあわせて小学校キャリア教育の手引き（文部科学
省）を読み直し、重要ポイントをまとめること（毎回60分）。

学生に対する評価の方
法

1. 受講態度（グループ・ディスカッションへの取り組み、意欲・態度など）30％
2. 毎授業後に実施するリフレクションペーパーの提出  15％
3. 授業分析（小学校、中高学校キャリア教育実践、先進的授業実践の分析）  30％
4. キャリア・ポートフォリオ作成　10％
5. 理解度確認  15％
6. 意欲と態度を重要視します。正当な理由なき遅刻や途中退出は認めません。
7. 3分の2（10回）以上の授業出席が単位認定の前提となり、遅刻は3回で欠席1回として
カウントします。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション：進路指導とキャリア教育の教育的意義と必要性
第02回　進路指導の理論と実践（1）　歴史的変遷　職業指導から進路指導
第03回　進路指導の理論と実践（2）　進路指導の役割、組織的指導体制
第04回　進路指導の理論と実践（3）　進路指導の課題、家庭や関係機関と連携
第05回　草創期のキャリア教育
第06回　これからの教育とキャリア教育
第07回　現在のキャリア教育
第08回　各学校段階のキャリア教育と要としての特別活動の関係
第09回　小学校キャリア教育の実践分析
第10回　中学校キャリア教育の実践実践
第11回　先進的キャリア教育実践から見るキャリア教育と学校カリキュラムとの関係
第12回　特別活動におけるキャリア教育
第13回　ガイダンス機能を生かしたキャリア・カウンセリング
第14回　キャリア教育の基礎理論
第15回　理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
文部科学省「小学校キャリア教育の手引き 」
文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度公示）解説特別活動編」
講師が準備したプリント

授業の概要

進路指導の指導に必要な資質・能力を理解し、生徒に自主的・実践的な態度を育てるため
の授業実践力を、模擬授業や学習指導案作成を通じて身に付ける。
リフレクション・ペーパーを含め、授業ではパソコンを用いて評価シート等を回収しま
す。パソコンを持参してください。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2PED2-14

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

（1）学校教育全体における進路指導の意義を理解する。
（2）「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の三つの視点から進路指導の意義を理
解し、これを実現
　　  するための授業計画を立案することができるようになる。
（3）「チームとしての学校」の視点を持ちながら学年の違いによる活動の変化、各教科
等との往還的な
　　  関連、地域住民や他校の教職員と連携した組織的な対応等の進路指導の特質を踏ま
えた指導に必要な
　　  知識や素養を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 進路指導論

授業担当者名 清水　克博

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

養護実習の目標をしっかりともって実習の準備に臨むこと。身だしなみや社会生活上の
ルールを身につけるよう努力すること。
事前学習：養護概説、学校保健など既習内容を復習しておく。特に、定期健康診断の実施
方法、救急処置の実際、保健室の役割、保健教育に関する準備等、事前によく学習してお
くこと。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度（30%）、提出物（50%）、グループワークや話し合いへの取組（20％）
などで総合的に評価を行う。再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

【2年次後期】
第01回　養護実習指導について（オリエンテーション）
第02回　養護実習に対する基本的心構え（実習生としてとしての取り組み）
第03回　養護実習に向けて①　ー学校組織と教職員との協働についてー
第04回　養護実習に向けて②　ー子どもが過ごす学校生活と環境についてー
第05回　養護実習に向けて③　ー保健室来室者への対応についてー
第06回　養護実習に向けて④　ー保健室来室者への対応についてー
第07回　養護実習に向けて⑤　ー集団対象の健康教育ー
第08回　養護実習の目標の明確化と、グループ内での発表。

【3年次前期】
第09回　実習に向けての準備・打ち合わせについての留意事項（事前訪問指導）
第10回　実習目標と実習内容について（実習校の計画とのすり合わせ）
第11回　実習に臨む姿勢・心構えについて（個別指導を交えて、再確認をする）
第12回　実習記録・提出物および実習評価について（実習直前指導）
 　　　　養護実習
第13回　養護実習での学びの振り返りと報告会への準備（報告会冊子作り）
第14回　養護実習からの学びについて
第15回　報告会　　養護実習のまとめ　　学生受講結果アンケートの実施

その他、養護実習に関するガイダンス、個別指導等を実施する。
※この科目では、最新の動向を授業内容に反映するため、必要に応じてシラバスの内容を
更新する。

使用教科書 「改訂　養護実習ハンドブック」（東山書房）

授業の概要

養護実習指導は、２年次後期の養護実習前の指導と、３年次前期の養護実習後の指導から
成る通年の授業である。
２年次後期は、養護実習の意義と目標、実習の内容とその準備について理解する。また、
チーム学校の一員としての養護教諭の職務の在り方や、教員としての姿勢についても深め
ていく。実習を有意義なものにしていくために、資料の準備や記録の取り方、法令等の理
解などの事前準備も行う。

教員担当形態
複数（主担当：鈴木かを
る）

ナンバリングコード 231-2TCP2-01

備考
子どもケア専攻
※2023年度入学生（2024年度後期第01回〜08回、2025年度前期第09回〜15回）

授業のテーマ及び到達
目標

養護実習指導は、養護教諭免許状を取得するための必須科目である。また、自らが目指す
養護教諭像に近づくためにこれまでの大学での学びから目標を立て、実際の現場に臨む実
習でもある。それぞれの実習校において実践的に展開して、学校保健活動及び養護教諭の
職務を教育活動の一環として捉え、保健室の在り方および養護教諭の果たす役割を理解す
る。
そのために、本授業の前半(実習前)では、養護実習の意義と目標を明確にし、教育現場で
実習生として必要な基礎知識および教育職員としての理解と態度を養う。養護実習に備え
ての事前指導、および事後指導において養護実習での学びからの振り返りを踏まえ、目指
す養護教諭像に必要な資質能力や力量を育成することを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 養護実習指導

授業担当者名 鈴木　かをる、戸澤　まゆみ、酒井　多香子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期〜3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

大学での学習内容を実習校において実践的に展開できるために、学習内容を復習し各自目
標を持って養護実習に臨むこと。特に健康診断は計画から事後措置まで熟知して臨むこ
と。学校環境衛生は基準値の理解が望ましい。更に、学習指導案や保健だよりについて
は、事前によく学習し、準備しておく。
養護実習期間中、養護教諭になることをめざして、自らの資質を高める努力を惜しまず臨
むこと。実習終了後は、振り返りの機会を通じて学びを深める。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

実習校における評価（50%）、実習に関する提出物（50%）等で総合的に評価する。
なお、本科目は再評価を実施できない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

１．実習期間：原則として、3週間
２．実習校：養護実習指導で説明
３．養護実習の内容
（１）実習校についての理解（学校組織を体系的及び校務分掌を通して理解する。）
（２）学校保健に関する理解（教育目標や学校保健計画から理解する。）
（３）養護教諭の活動①（保健室経営・健康観察・救急処置・健康診断・健康相談・組織
 　　　活動・学校環境衛生・学校安全）
　　　 養護教諭の活動②（学校組織・校務分掌と養護教諭及び保健的行事）
（４）保健主事との関係（学校保健委員会の企画、運営、評価を通して理解する。）
（５）特別支援教育・普通学級に在籍している発達障害の児童生徒理解
（６）その他
４．提出物：実習記録、養護実習レポート、自己評価票等
５．その他：養護実習指導を必ず履修し、養護実習に関するガイダンスには必ず出席をす
　　ること。詳細については、ガイダンスで配布される実習要綱を参照すること。

※この科目では、最新の動向を授業内容に反映するため、必要に応じてシラバスの内容を
更新する。

使用教科書 「養護実習ハンドブック」（東山書房）

授業の概要

養護実習は、原則として３年次前期に、小学校で3週間の実習を行う。実習では、「講
話」・「観察」・「参加」・「実習」を通して、養護教諭として必要な課題のとらえ方や
判断、提言の仕方に加え、専門職としての知識・技術を体得する。また、学校組織及び関
係機関を含め系統的に学ぶことを通して、教職員の一員として学校を担うという自覚を高
める。

教員担当形態
複数（主担当：鈴木かを
る）

ナンバリングコード 231-3TCP3-02

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

養護実習は、養護教諭免許を取得するための必須科目である。養護実習では、それぞれの
実習校において養護教諭として必要な専門的知識や技術を体験的に学習すると同時に、学
校組織の一員としての役割や立場を学ぶ。保健室、学級、行事等を通して子ども理解を深
め、望ましい養護教諭像の確立を目指す。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 養護実習

授業担当者名 鈴木　かをる、酒井　多香子、戸澤　まゆみ

単位数 4単位 開講期（年次学期） 3年次前期（集中）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

（理解度確認やレポートの評価基準など）
・３要領・指針の理念を理解している。
・幼保小の接続の必要性を幼児や児童の具体的な姿を通して理解している。
・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿、育みたい資質・能力について、幼児の姿を根拠
にして伝えることができる。
第01回　オリエンテーション　なぜ、幼児教育と小学校教育の接続が必要か
第02回　３要領・指針における幼児教育の基本について　ー環境を通して行う教育・遊び
を通した総合的な指導ー
第03回    幼児教育と小学校教育の連携・接続に関する歴史的経過について
第04回   ３要領・指針の改訂(定)における幼小接続に関する変遷、及び、最近の動向
第05回    幼保小の架け橋プログラムについて
第06回    幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き、及び、手引きの参考資料
について
第07回    幼保小における「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の共通理解について
第08回    幼児教育から小学校教育へとつながる「資質・能力」について　−事例を通し
てー
第09回    架け橋期のカリキュラムとスタート・カリキュラムについて　ー具体的なカリ
キュラムから学ぶー
第10回    幼保小の接続の取組について　ー外部講師による幼稚園・小学校における取
組ー
第11回    架け橋期のカリキュラムについて

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

授業の概要

①幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領(以下、３
要領・指針)、及び、小学校学習指導要領における教育の目的や目標等における理念、及
び、発達の特性に応
　じた指導の違いと共通性を知る。
②幼児教育と小学校教育との連携や接続に関する歴史的背景や、現在の国の動向を知る。
③令和５年２月に示された報告書「幼保小の架け橋プログラム」の審議内容について知
り、幼保小の接続の重要性を考える。
④「幼保小の架け橋プログラム」で示された手引き(初版)及び手引きの参考資料(初版)を
理解する。
⑤「幼保小の架け橋プログラム」を参考に、小学校・幼児教育施設において重視すべきこ
とを理解する。

＜実務経験と本科目との関連＞
幼稚園教諭としての実務経験を生かし、実践事例等を通して、幼児期から児童期への発達
や学びの連続性を見通した保育の展開、幼児教育と小学校教育との円滑な接続の在り方、
「架け橋カリキュラム」等についての理解を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI2-04

備考
幼児保育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

教育は、教育基本法や学校教育法、こども基本法等が掲げる目的や目標の達成を目指し、
子ども一人一人の生涯にわたる発達や学びの連続性を見通して行われるものである。特
に、義務教育開始前の５歳児と義務教育の初年度となる小学校１年生の２年間は、生涯に
わたる学びや生活の基盤をつくる重要な時期である。
こうしたことから、令和５年２月、中央教育審議会初等中等教育分科会「幼児教育と小学
校教育の架け橋特別委員会」における審議がまとめられ、この２年間を「架け橋期」と
し、幼児教育の施設類型や学校種を超えて保育・教育の円滑な接続を図る「幼保小の架け
橋プログラム」が示された。このプログラムでは、幼児教育では遊びを通して小学校以降
の学びの芽生えを培うこと、小学校ではその学びの芽生えをさらに伸ばしていくことで、
「育みたい資質・能力」、その資質・能力の育成に向けた「主体的・対話的で深い学
び」、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の考え方を一貫してつなぐ必要性、重要性
等が示された。
本科目では、この「幼保小の架け橋プログラム」の内容を通して、幼児期の自発的な活動
としての遊びを通して育まれたことが、小学校における各教科等の学習に円滑に接続され
るよう、カリキュラムの在り方や指導について考えることを目的とする。
［到達目標］
・幼児教育と小学校教育の円滑な接続の必要性について理解する。
・幼児期の５歳児と小学校１年生の「架け橋期」におけるカリキュラムの在り方について
考える。
・子どもの発達や学びの連続性の姿を見通し、円滑な接続に向けた具体的な内容や方法に
ついて工夫する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」　◎　「協働力」　〇

授業科目名 幼小接続論

授業担当者名 津金　美智子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

令和６年12月25日　「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」諮問が
あり、その際、『「幼保小の架け橋プログラム」の成果と課題を踏まえつつ、幼児教育と
小学校教育との円滑な接続の改善』について検討の必要なことが挙げられた。この諮問を
受け、今後、中央教育審議会において、様々な審議が行われていくこととなる。
幼児教育・学校教育に関わる専門職業人として、幼保小の架け橋期の教育を考えることは
必要不可欠なことと意識し、この審議の内容にも関心を高くもち、普遍的に重視すべきこ
とを確実に理解すると共に、今後、重視しなければならないことは何か、自分なりに情報
収集したり、調べたり、考えたりする。　(１時間以上)

使用教科書

『幼児教育と小学校教育がつながるってどういうこと』　文部科学省　(東洋館出版社)
『幼稚園教育要領解説』　文部科学省　(フレーベル館)
『小学校学習指導要領解説　総則』文部科学省　(東洋館出版社)

[参考図書・資料]
『教育課程論』(中央法規出版株式会社)
令和３年１月　「令和の日本型学校教育」の構築を目指して　〜全ての子供たちの可能性
を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現〜（答申）
令和５年２月　学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について 〜幼保
小の協働による架け橋期の教育の充実〜　(幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会)
　　　　  　　 幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き(初版)
　　　　          幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引きの参考資料(初版)
令和５年10月  今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の在り方に関する有識者検討会
最終報告
令和６年12月  初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について　(諮問)
等

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第12回    遊びを通して育まれる学びを小学校の各教科等の学習へつなぐとは　ー幼児・
児童の理解を通して−
第13回    遊びを通して育まれる学びを小学校の各教科等の学習へつなぐとは　ー指導の
具体を通してー
第14回    授業内容の理解度確認　　振り返り
第15回    まとめ　　今後の幼保小の円滑な接続に向けて　　　受講結果アンケートへの
回答



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・身近な子ども達の表現を観察、共有し、その動きやリズムの特徴を知り、それらに身を
馴染ませる。
・学外実習等において、「身体表現」の視点から、保育現場の観察や実践を試み、考察を
深める。
・教科書を基に、授業テーマと関連する章について、予習・復習を行う（週30分程度）。
・グループ活動では、授業外で集まり、発表に向けた制作や準備を行う（1〜2時間）。グ
ループ活動において進んで自らの役割を見出し、自分なりのアイデアを提案する。
・その他、自己学習について、都度、授業内で説明する。任意による自由形式のレポート
のテーマについても授業内に問いを投げかける。

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（25％）、グループワークなどの自主的活動と発表（50％）提出物
（25％）などで総合的に評価する。任意提出のレポートは追加ポイント（Max10点）とす
る。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の概要説明（授業の目標と内容、留意事項、参考書紹介、評価など）
 　　　　序論（子どもの身体表現とは何か−表出と表現）
第02回　保育所保育指針、幼稚園教育要領における領域「表現」と身体表現、小学校教育
への接続
第03回　からだ遊びと多様な動き、手遊び・わらべ歌から身体表現へ
第04回　身体表現遊びの体験（１）イメージ・ファンタジーから
第05回　身体表現遊びの体験（２）音・リズムから
第06回　身体表現遊びの体験（３）モノや自然物、人との関わりから
第07回　動きの要素（１）身体・動作について理論と実技
第08回　動きの要素（２）動きの質について理論と実技
第09回　動きの要素（３）空間性・関係性について理論と実技
第10回　子どもの身体表現の実際（実習の振り返り）
第11回　作品発表会の企画運営（発表会の構造と役割分担）
第12回　グループによる創作（1）テーマと動き
第13回　グループによる創作（2）空間・音・即興表現と枠組み
第14回　作品発表会の運営と鑑賞、講評と授業のまとめ
第15回　授業の振り返り、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

池田裕恵・猪崎弥生編著『保育内容「表現」−からだで感じる・表わす・伝える−』杏林書
院、2019
厚生労働省『保育所保育指針解説』フレーベル館、2018
文部科学省『幼稚園教育要領解説』フレーベル館、2018
文部科学省『小学校学習指導要領解説体育編』東洋館出版社、2018

授業の概要

言語的であるよりもしばしば「からだ」で生きているといわれる子どもにとっての「身体
表現」は、感情やイメージの自己表現であり、無意識の内的リズムの発露でもあり、さら
に身近な他者とのコミュニケーションでもある。これらを踏まえて、「からだ」の動きに
伴う時空間的要素を理解するとともに、実際にさまざまな音リズムやイメージに伴う身体
表現を体験する中で自己の身体表現技能の向上と、援助・指導のための工夫する能力を養
うことを目標とする。前半の授業では主に多様な身体表現の体験を、後半ではグループに
よる創作活動を行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI1-13

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

幼児期及び児童期における心身の発達的特徴を踏まえ、「身体表現」の意味を理解する。
また、動きを通しての表現活動におけるからだと心の関連性、身体の動きに関連する時空
間的要素について知識を深める。多様な表現活動を通して、保育者に必要な感性と表現力
の涵養を目指すとともに、グループ創作を通して、他者と協働する上で必要な表現力やコ
ミュニケーション能力を洗練させる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」○

授業科目名 子どもと身体表現

授業担当者名 林　麗子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業で学ぶトピックについて予習をする。
授業時に理解が不十分であった項目について復習をする。（週60分程度）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（30％）
②講義での質問や提出用紙に自分なりの見解内容が記載されている（30％）
③課題発表（40％）
以上の3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス・子どもの権利
第02回　医療保育の理念とあゆみ
第03回　保育士に必要な医学的知識
第04回　病気や障害のある子どもと家族の理解と支援
第05回　医療を必要とする子どもの社会支援体制
第06回　医療保育実践①　医療を要する子どもの遊びの意義（日常的な遊び）
第07回　医療保育実践②　治癒的な遊び（セラピューティックプレイ）
第08回　医療保育実践③　子どもの健康支援
第09回　医療保育実践④　治療・療育支援　プレパレーション
第10回　医療保育実践⑤　治療・療育支援　ディストラクション
第11回　医療保育実践⑥　治療・療育支援　子どもの病気の理解
第12回　医療機関と児童福祉施設の連携
第13回　地域子育て支援の中の医療保育①　医療的ケア児の保育の現状
第14回　地域子育て支援の中の医療保育②　放課後等デイサービス
第15回　課題発表　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 特定の教科書は使用しない。各授業において資料プリントを配布する。

授業の概要

子どもにとっての遊びの発達的意義、遊びの果たす心理的な効果に関する知識の基本を学
び、その上で子どもの痛みや苦痛の軽減に役立つセラピューティック・プレイ（治癒的な
遊びの支援方法）を習得する。また、小児医療の現場における保育士の役割や医療を要す
る子どもを支える保育について学ぶ。さらに、苦痛や不安を言葉でうまく表現できない病
児の代弁者としての「保育者」の役割を理解し、治療・療養のサポート方法を体得する。
病児だけではなく、その家族である親やきょうだいに寄り添う支援の方法も習得する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI2-14

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

医療を要する子ども及びその家族を対象として、子どもの成長発達を踏まえ、病気や怪
我、障害に立ち向かう力を引き出すために「遊び」を中心とした保育を通じて支援する方
法を体得すること及び地域における医療保育の必要性や子育て支援について理解すること
を目的とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識及び技能」◎、 「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 医療保育概論

授業担当者名 横井　直子、澤部　啓子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

いわゆる音楽技能（読譜力・ピアノ演奏力など）は必要としないが、音・音楽を通して子
どもとコミュニケーションをとるスキルを求める分野である。あらゆるジャンルの音楽を
聴き、自身の音楽表現力の向上に努めること。（週６０分程度）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度　４０％、活動発表　３０％、レポート　３０％
以上３点から総合的に判断し評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第１回　オリエンテーション
第２回　音・音楽と心身機能
第３回　音楽療法の基礎知識（歴史、対象、方法論など）
第４回　子どもの音楽療法（療育）の対象と専門性
第５回　音楽療育のアプローチとその特性
第６回　音楽療育の計画、環境設定
第７回　音楽療育で活用される楽器
第８回　音楽療育の実際①障害児支援施設など
第９回　音楽療育の実際②保育所など
第10回　音・音楽を通したユニバーサルデザイン
第11回　音楽療育の計画・ロールプレイ①
第12回　音楽療育の計画・ロールプレイ②
第13回　音楽療育の計画・ロールプレイ③
第14回　レポート作成
第15回　レポートの振り返りとまとめ　「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書 授業内で適宜配布する。

授業の概要

授業は、主に講義を通して、子ども音楽療育の意義や背景といったものを学ぶことから始
め、関心を高める。その上で、音楽療育の基礎的な理論や実践について具体的に学ぶこと
で、受講生自身の経験と結びつけて考えられるよう理解を深めていく。音楽の特性上、座
学だけでなく演習も織り交ぜながら、体験的な学びの場を提供する。なお、「子ども音楽
療育演習」を受講する場合は、本講義を受講していることが望ましい。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI2-15

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

【テーマ】
本講義では、子ども、とくに障害児を対象とした音・音楽を用いた発達援助（療育）に関
する基礎的な知識・技能を習得することを目標とする。保育者・教育者としてのスキル
に、付加価値をつけられるようにすることを目指す。
【到達目標】
①子どもの音楽療育に関心をもち、基礎的な知識・技能を理解できるようにする。
②「音楽療育とは何か」「どのようなことをするのか」といった問いに、自分なりの考え
をもって説明できるようにする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子ども音楽療育概論

授業担当者名 鵜飼　文代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回の授業内容をノートにまとめて復習する。授業で提示された教育における問題につい
て、自分の考えをノートにまとめて解決策を検討する。インターネットを利用して、多文
化理解のための資料や教材を調査する。（週60分）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度（10％）理解度確認（40％）課題発表（50％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の目的・内容・日程・課題・理解度確認などについての説明
 　　　　海外における言語獲得研究
第02回　ワーキングメモリと言語の発達・意識学習と潜在意識学習の比較
第03回　多文化共生社会における言語獲得
第04回　地域や経済による教育の格差・様々な教育理念の比較
第05回　ナーサリーライムによる言葉の発達・マザーグースを活用した異文化教育
第06回　教材としての英語の絵本
第07回　海外の教育現場の事例研究
第08回　日本の教育現場の事例研究
第09回　第１〜6回の理解度確認
第10回　発表課題の立案
第11回　多文化理解の課題作成①
第12回　多文化理解の課題作成②
第13回　多文化理解の課題作成③
第14回　多文化理解の課題発表
第15回   総括のためのディスカッション　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケー
トの実施）

使用教科書 随時、資料および課題を配布する。

授業の概要

言語発達に関する海外の研究を紹介し、社会環境が幼児の言語獲得に与える影響について
学ぶ。海外の進歩主義の教育理念を概観し、日本と比較することで、グローバル社会にお
けるより良い教育とは何かを考える。さらに、英語の童謡や絵本について分析し、海外と
日本の教育現場の事例を学ぶことにより、多文化共生の教育・保育・社会福祉の現場で求
められる知識や技能を獲得する。さらに、教育者としての問題意識を育成し、教育現場で
の問題対応力を身に付ける。多文化理解を目的とした教材開発を行い、プレゼンテーショ
ンを行う。PC教室を利用する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI2-16

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ： 多文化共生社会における人間の発達や環境に対する知識の獲得と問題解決力の
育成
到達目標：多文化共生社会における子どもの発達について、言語獲得のしくみや異文化の
影響に関する知識を深め、教育活動に応用する技術を修得する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」〇

授業科目名 多文化理解と保育

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業では、乳児期・幼児期前半を経て、人間関係の力がついてい来る５歳児の製作あそび
や集団遊びを通して領域「人間関係」における指導法への学びを深めていきますが、領域
「人間関係」の要ともいえる自立性や協同性、道徳心等は５歳に急に成立するわけではあ
りません。５歳児のそうした姿に結びつくための乳児期からの過程で、他者とのどのよう
な関わりを体験してほしいか、その道筋も常に考えるようにしてください。具体的には、
同じ遊びを３歳児とする場合はどのようなねらいでどのような体験をしてもらうのか、４
歳児であればどうか、など具体的に考えてみるように自己学習を進めてください。
各回の復習を丁寧に行い、指導案の作成も同時期に予定されている幼稚園実習でも使える
ものとなるはずですので、しっかり取り組んで授業に臨んでください（１〜２時間）。

学生に対する評価の方
法

受講態度30％、指導案10％、相互評価20％、自己評価20％、振り返りレポート20％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　領域「人間関係」のねらいと内容を理解する。
第02回　グループでの製作遊び（５歳児疑似体験）を行い、当該体験におけるねらいと内
容を討議する。
第03回　グループごとに各自が持参した指導案を発表し、実際の模擬保育で行う指導案を
なぜこの指導案にするのかを討議し根拠を挙げてみんなで選ぶ。模擬保育への準備も進め
る。
第04回　グループごとの指導案をもとにした模擬保育及び指導案の評価・反省
第05回　集団遊びを行い、当該体験におけるねらいと内容を討議する。
第06回　グループごとに各自が持参した指導案を発表し、実際の模擬保育で行う指導案を
なぜこの指導案にするのかを討議し根拠を挙げてみんなで選ぶ。模擬保育への準備も進め
る。
第07回　グループごとの指導案をもとにした模擬保育及び指導案の評価・反省
第08回　授業の振り返りと自己評価を通し、領域「言人間関係」の総合的理解を図る。
　　　　学生受講結果アンケートの実施。

使用教科書
授業時にその都度紹介する。
厚生労働省「保育所保育指針」
文部科学省「幼稚園教育要領」

授業の概要

保育所保育指針や幼稚園教育要領の領域「人間関係」のねらいと内容を理解したうえで、
さらに、模擬保育を通して課題を見つけ、指導の内容と方法を改善する。前半は小グルー
プでの製作を通して、幼児に体験してほしい領域「人間関係」に関する活動内容やねらい
についての討議を行い、各自指導案を作成する。また、それらの指導案をもとにグループ
で一つの指導案にまとめ模擬保育を行う。さらに模擬保育への評価・反省を通して、課題
を見つけ、指導の内容と方法について改善を試みる。授業後半では、集団遊びについて同
様の流れ（体験⇒指導案作成⇒模擬保育⇒評価・反省による改善）で行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI1-24

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

領域「人間関係」は、「他の人々と親しみ、支え合って生活するために、自立心を育て、
人と関わる力を養う」ことを目指すものである。本授業は、幼稚園教育要領および保育所
保育指針に示された領域「人間関係」のねらい及び内容について理解を深め、幼児の発達
や学びの過程を理解し、領域「人間関係」に関わる具体的な指導場面を想定した保育を構
想し実践する力を獲得することが到達目標である。また、保育の内容を振り返り、課題を
発見し、より良い指導方法へ改善していく力を身に付けることも目標である。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇　「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 保育内容指導法（人間関係）

授業担当者名 藤井　真樹

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（20％）、グループワークなどの自主活動と発表（40％）、授業内容の
確認・提出物（40％）などで総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス：授業のねらい、模擬保育の準備・発表方法、成績評価、自己学習に
ついて理解する。 領域「表現」のねらいと内容：各領域のねらい及び内容並びに全体構
造を理解し、幼児が経験し身につけていく内容と指導上の留意点を理解する。模擬保育の
グループ分けも行う。（水谷・林・鵜飼）
第02回　領域「表現」の保育内容と小学校教育との接続：評価の考え方や、領域ごとに幼
児が経験し身に付けていく内容の関連性や乳児期の3つの視点、小学校の教科等とのつな
がりを理解する。（鵜飼）
第03回　情報機器の活用と教材研究：各領域の特性や乳幼児の体験との関連を考慮した情
報機器及び教材の活用法を理解し、保育の構想に活用する。（水谷）
第04回　保育実践の実際：国内外の保育実践の動向を知り、保育構想の向上に取り組む。
（林）
第05回　授業内容の確認、指導計画の立案：はじめに授業内容の確認を行う。乳幼児の認
識・思考、動き等を視野に入れた保育の構想の重要性を理解した上で、指導計画をグルー
プで立案する。（水谷・林・鵜飼）
第06回　指導計画に基づいた指導案の作成：指導計画をもとに具体的な保育を想定した指
導案をグループで作成する。（水谷・林・鵜飼）
第07回　模擬保育の実践と振り返り、指導計画の改善：模擬保育の実践および観察とその
振り返りを通して、保育を観る視点および改善する視点を身につける。実践の振り返りか
ら、指導計画および実践方法を改善する。（水谷・林・鵜飼）
第08回　模擬保育の実践と振り返り、指導計画の改善、まとめ：模擬保育の実践および観
察とその振り返りを通して、保育を観る視点および改善する視点を身につける。実践の振
り返りから、指導計画および実践方法を改善する。当授業での学びを通して、自身の課題
と成果を振り返り、今後の学修について考える、「学生受講結果アンケート」の実施。
（水谷・林・鵜飼）

授業の概要

領域「表現」を中心に、乳幼児の実態に応じた保育内容の展開や指導・援助方法を学ぶ。
身体の動きや五感、音やリズム、ものの色や形や質感など様々な表現のツールを用いて表
現活動の特徴や面白さを確認し、応用や発展を考え実践を重ね、総合的な表現活動を構
想、計画、指導、実践する力を養う。

教員担当形態
オムニバス・複数の混合
（主担当： 水谷誠孝  ）

ナンバリングコード 232-2CHI1-25

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

【授業のテーマ】
乳幼児期に育みたい資質・能力を理解し、保育内容の「視点」および領域「表現」のねら
い及び内容について背景となる専門領域と関連させて理解を深めるとともに、乳幼児の発
達に即して、主体的・対話的で深い学びが実現する過程を踏まえて具体的な指導・援助場
面を想定して保育を構想する方法を身につける。
【到達目標】
・幼稚園教育および保育の基本を踏まえた上で、領域「表現」のねらい及び内容を理解し
ている。
・子どもの発達を3つの視点及び5つの領域から捉え、子どもが生活や遊びにおいて体験し
ていることを理解するとともに、保育者が留意、配慮すべき事項を理解している。
・領域「表現」の観点から、幼児の発達や学びの過程を理解し、具体的な指導・援助場面
を想定して保育を構想、実践、省察、評価、改善する方法を身につけている。
・養護と教育の一体的展開について、その具体的な方法や技術、子どもの実態や状況に即
した援助や関わりを、領域「表現」の観点から身につけている。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 保育内容指導法（表現）

授業担当者名 林　麗子、水谷　誠孝、鵜飼　文代

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業で示された課題に積極的に取り組み自ら学び、演習を振り返り、疑問点について調べ
る。 （週60分程度）

使用教科書

島田由紀子・駒　久美子「感じる・考える・工夫する　保育内容「表現」—すべての子ど
もの表現を支えるために」ミネルヴァ書房（2025）、文部科学省「幼稚園教育要領」、厚
生労働省「保育所保育指針」、 内閣府・厚生労働省・文部科学省「幼保連携型認定こど
も園教育・保育要領」

《参考図書》 池田裕恵・猪崎弥生編著「保育内容「表現」—体で感じる・表す・伝える
—」（杏林書院）2019 今川恭子・宇佐美明子・志民一成編著「子どもの表現を見る、育て
る　音楽と造形の視点から」 （文化書房博文社）2005



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスに沿って授業展開を行うため、次の授業までに事前学習を行う。授業外学習の方
法は「課題」を提示するので「思考：考えること」「自分の意見を持つこと」を意識して
取り組んでほしい。専門用語などは事前に調べて授業内で理解すると良い。また、演習問
題の多いテキストを採用しているのでよく読んで検討することを勧めます(週90分)。

学生に対する評価の方
法

レポート (30％)、授業態度 (30％)、理解度確認 (40％)
※授業態度は、授業形態が演習のため積極的に取り組む姿勢を評価します。
レポートは授業日に提出する。ただし、毎授業ではない。その内容は、授業内で取り扱っ
た事柄を中心に自分で考えた意見を述べることを心がけてほしい。授業態度は、参加の意
欲を評価の中心とする。グループワークや意見表出の際、積極的に取り組むことが望まし
い。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　社会的養護内容における「子ども」の支援　1.権利擁護
第02回　社会的養護内容における「子ども」の支援　2.生存と発達の保障
第03回　保育士の倫理と責務
第04回　児童養護の体系と児童福祉施設の概要　1.施設養護
第05回　児童養護の体系と児童福祉施設の概要　2.家庭的養護
第06回　被虐待児童の理解と支援　1.虐待の実態
第07回　被虐待児童の理解と支援　2.被虐待児童の支援
第08回　前半のまとめと理解度確認
第09回　発達障害児童の理解と支援　1.発達障害児童の実態
第10回　発達障害児童の理解と支援　2.発達障害児童の支援
第11回　社会的困難を抱える「子ども」支援の方法　1.社会資源の活用
第12回　社会的困難を抱える「子ども」支援の方法　2.社会的治療の方法・実践
第13回　社会的困難を抱える子どもを育てる「親」への支援の方法　1.社会資源の活用
第14回　社会的困難を抱える子どもを育てる「親」への支援の方法　2.社会的治療の方
法・実践
第15回　理解度確認と全体のまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 「援助者を目指す人の社会福祉」：石垣儀郎（創成社）

授業の概要

授業の構成、並びに展開は次の通りである。
社会的養護における「子ども」の実態を把握し、政策と事実を把握する。次に、把握した
事実をもとに、社会的養護の「内容」を学習し理解する。このことを通して、被虐待児童
や発達障害児童など、とりわけ専門的支援と対応が必要な子どもに対して、どのような
「介入＝支援」が有効であるのかを演習を通して学習する。

＜実務経験と本科目との関連＞
児童養護施設および、児童心理治療施設の基幹的職員、児童指導員としての実務経験によ
り、福祉の現場で実際に起こりうる必要な対応や対策を本授業で具体的に検討する。社会
資源の活用方法と実態について理解を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2WEL2-02

備考
幼児保育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

ヒューマンケア学部の教育目標と対人援助（保育士、児童指導員など）において社会に貢
献できる人材となるため、下記の3つの到達目標を掲げる。
1.国（子ども家庭庁）が掲げる社会的養護の政策を理解する。
2.社会的養護の実態と内容を理解し、実践応用可能な知識を身に着ける。
3.演習を通して、現場（臨床）実践に活用可能な技術（スキル）を身に着けることができ
る。
4.社会的養護における子ども虐待の防止と家庭支援について理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「知識・技能」〇

授業科目名 社会的養護内容

授業担当者名 石垣　儀郎

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次の授業までに教科書を使用し事前学習を行う（90分）
事後学習として、授業時に生じた疑問点を教科書等で復習する。その他、子ども家庭支援
に関連するニュースや新聞記事に目を通す。地域の社会資源について調べる。（90分）

学生に対する評価の方
法

授業態度（30％）、授業内で提出するレポート（40％）、第14回に実施する理解度確認
（30％）から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、家庭・家族とは
第02回　子ども家庭を取り巻く環境
第03回　子ども家庭支援の基本的考え方
第04回　子ども家庭支援に関する法・制度、施策の流れ
第05回　子ども家庭支援を支える社会資源
第06回　地域の子育て支援と関係機関
第07回　保育所等の特性を生かした支援
第08回　保育者に求められる基本的態度と技術
第09回　保護者との信頼関係形成
第10回　多様なニーズを抱えた子ども家庭へ支援（1）様々な形の家庭
第11回　多様なニーズを抱えた子ども家庭へ支援（2）子どもの貧困
第12回　多様なニーズを抱えた子ども家庭へ支援（3）不適切な養育環境の家庭
第13回　多様なニーズを抱えた子ども家庭へ支援（4）障害児支援
第14回　理解度確認
第15回　授業全体の振り返り、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 石動瑞代、中西遍彦、隣谷正範『保育と子ども家庭支援論』(株)みらい

授業の概要
子どもの最善の利益を保障し、保育士の専門性を活かした社会的支援を行う為に必要な法
律や制度等基本的な知識を学ぶ。また、支援者としての基本的態度や援助技術について理
解する。次に、子ども家庭が抱える課題を理解し、具体的な支援方法について学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1WEL2-03

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

少子化社会の中で、子育てへの社会的支援の必要性が高まっている。それらを担う専門職
として、保育士は子どもと子育て家庭の両方の支援が求められる。この授業では、次の２
つを目標としている。①子ども家庭に対する支援の意義と基本知識・技術について理解す
る。②子育て家庭の現状と課題、多様化するニーズに応じた支援展開について理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子ども家庭支援論

授業担当者名 横井　直子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業外学習として、新聞やラジオ、雑誌などの子育て相談を読み、相談内容の傾向を把握
するとともに、その解答内容について精査する。日常生活で出会う子どもとその保護者の
様子から、子育ての楽しさや困難さを理解し、今の自分に実行可能な子育て支援を考え、
実践する。また、本学部併設の子どもケアセンターや各自在住地区の地域子育て支援拠点
にて積極的に見学やボランティアを行い、学んだこと、考えたことを記録にとる。（週60
分程度）

学生に対する評価の方
法

授業の振り返り　40%
課題レポート　40%
発表　20%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　子育て支援とは何か？　子育て支援はなぜ必要か？
第02回　子育て支援制度の歴史
第03回　子育て支援制度の変遷
第04回　子育て支援の制度内容
第05回　保護者の状況把握とニーズに対する多面的理解
第06回　日常的・継続的なかかわりを通じた保護者との相互理解と信頼関係構築
第07回　断続的・一時的なかかわりを通じた保護者と子どもへの支援　支援の計画と環境
構成
第08回　子どもの虐待予防と対応　多様な支援ニーズを抱える子育て家庭への支援
第09回　多様な保育ニーズに応える多様な保育事業
第10回　子育て支援の実践・記録・評価・カンファレンス
第11回　子育て支援の基本的技術　保護者との面談
第12回　子どもや保護者が多様な他者とかかわる機会の提供
第13回　社会資源の活用と自治体・関係機関や専門職および同僚との連携・協働
第14回　世界の子育て環境
第15回　世界の子育て支援　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 教科書は特に指定しない。必要に応じて授業内で資料を配布し、参考文献を紹介する。

授業の概要

この授業では、子育て支援の制度についての知識を得るだけてなく、実際に子どもや保護
者とかかわることを想定して、ロールプレイや事例検討をおこなったり、適切な情報提供
をおこなうためのパンフレット作りをしたりする。また、子育てに関する様々な情報を収
集して記録や振り返りをおこなったり、ディスカッションを通して子育てに寄り添う姿勢
を体験的に身に付ける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2WEL2-04

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

子育て支援の特性と展開を具体的に理解し、保護者からの相談に対して、適切な助言や情
報提供を行う際に必要な保育者としての専門的知識を得る。また、保育者として行動見本
を提示したり、親子の肯定的なかかわりを育む遊びを考えたりする等、様々な場や対象に
則した支援の内容と方法及び技術を、実践事例等を通して具体的に理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎「協働力」〇

授業科目名 子育て支援

授業担当者名 加藤　望

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

日々の自分自身の食生活と授業で学んだ知識を照らしあわせ自身の食生活に関して考え
る。（毎日5分）
授業を振り返り教科書やノートを見直し、疑問点などについて調べ、ノートにまとめる。
（週60分）
子どもと食事に関する本を読む。（週60分）

学生に対する評価の方
法

課題発表（15％）、授業の取り組み（30％）授業内容の理解度を確認するためのテスト
(55％）などを総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　第１章　子どもの健康と食生活の意義
　　　　第２章　子どもの発育・発達と食生活
　　　　第６章　食育の基本と内容
第02回　第３章　栄養に関する基本的知識
第03回　第３章　栄養に関する基本的知識
第04回　第３章　栄養に関する基本的知識
第05回　第３章　栄養に関する基本的知識
　　　　第４章　食の衛生と安全
第06回　第５章　胎児期・乳児期　発育・発達と食育、食生活
第07回　第５章　幼児期　発育・発達と食育、食生活
第08回　第５章　幼児期　発育・発達と食育、食生活
　　　　第５章　学童期・思春期〜生涯　発育・発達、食生活
第09回　第７章　家庭や児童福祉施設における食事と栄養
　　　　第８章　特別な配慮を必要とする子どもの食と栄養
第10回　第９章　食物アレルギー
第11回　第９章　食物アレルギー
第12回　第９章　食物アレルギー
第13回　理解度確認とまとめ
第14回　食育発表
第15回　食育発表、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書 「イラスト 子どもの食と栄養」森脇千夏、他（東京教学社）

授業の概要

栄養や食品に関する基礎知識をもとに、望ましい食習慣、安全な調理方法、正しい食卓作
法、日本の伝統的な食文化の継承、毎日の栄養を満たした食事内容などを学ぶ。また、こ
どもへのわかりやすい食育の内容や指導方法を考え、それをプレゼンテーションし、グ
ループワークで深化させる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1HEA2-02

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

子どもの食生活のあり方は、身体の成長はもとより、心身の発達に深い影響を及ぼす。正
しい栄養の摂取に対する教育方法や指導方法を学び、考え、子どもの健全な発達を食生活
の面から支えていく心がまえとその実践力を身につける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子どもの栄養と食生活

授業担当者名 寺倉　里架

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

扱った内容をよりよく理解するために積極的な参加をしていただきたい。
予習：次回の授業内容について、事前に調べておくこと（30分以上）
復習：その日に学んだ内容について振り返り、関連する事項や授業内で提示した参考文献
や引用文献を自分で調べ、理解すること（60分以上）

学生に対する評価の方
法

受講態度・小レポート：40％　　最終の理解度確認：60％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　教育心理学とは何か
第02回　ひとの発達
第03回　やる気とは何か
第04回　学習のメカニズム
第05回　記憶のメカニズム
第06回　授業の心理学
第07回　知的能力を考える
第08回　パーソナリティの捉え方
第09回　道徳性を育む
第10回　社会性の発達
第11回　発達特性の理解
第12回　思春期・青年期の発達
第13回　集団の心理学
第14回　理解度確認
第15回　全体の振り返り、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書 教科書は使用せず、適宜、資料を配布する。

授業の概要

学校における学習、適応を中心に、教育心理学の基礎知識を学ぶ。子どもの発達、学習の
ためのメカニズムの理解、集団および個別の理解を通して、子どもがどのように学習して
いくのか、その過程でどのような問題が起こり得るのか、問題を解決するにはどのような
援助が必要かなどについての基礎的知識を学習する。知識の定着を確認するために、毎回
小レポートの提出を求める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1PSY1-04

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教育心理学は、発達心理学や学校心理学、臨床心理学、学習心理学などと関連した学問で
ある。教える—学ぶという両者の立場から、学校における授業及び指導・学習に関する基
礎的知識を習得し、問題解決能力など教育実践に生かすための専門知識を獲得することを
目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考・判断・創造力」○

授業科目名 教育心理

授業担当者名 中島　卓裕

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

知識の理解だけではなく、自分が保育・教育に携わることになった際に保護者・子どもか
ら信頼される者となれるように問題意識をもって授業に臨んでほしい。
そのために、「子ども家庭支援の心理学」用のノートを作成し、現代の家族・家庭を取り
巻く環境やそこで生じている問題について少なくとも一つ取り上げ、どのような問題なの
か、その背景とともにその問題への理解をまとめていく（週30分）。

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（リアクションペーパーを含め、特に理解を深めようとする積極的な態
度や発表を重視する）30％、レポート20％、最終理解度確認50％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　家族・家庭とは何か（１）現代社会における子育ての困難さ
第03回　家族・家庭とは何か（２）子どもの育ちをめぐる様々な異変
第04回　家族の形成期Ⅰ：独身期
第05回　家族の形成期Ⅱ：家族をつくることへの意識の変化
第06回　家族の発達Ⅰ：新婚期
第07回　家族の発達Ⅱ：乳幼児と家族
第08回　子育てを取り巻く社会的問題Ⅰ（小グループでの発表・討議）
第09回　子育てを取り巻く社会的問題Ⅰ（小グループでの問題共有）
第10回　子育てを取り巻く社会的問題Ⅰ（全体発表）
第11回　現代の育児不安と家族の機能
第12回　家族の多様性とその理解
第13回　家庭支援における保育者の役割
第14回　ここまでの理解度確認
第15回　理解度確認のフィードバック、まとめ、
　　　　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
参考文献：「子ども家庭支援の心理学入門」（大倉得史・新川泰弘編著），ミネルヴァ書
房
その他、授業時に必要な資料を随時配布する。

授業の概要

生涯発達心理学の基礎的な知見を踏まえた上で、家族の意義や機能を理解するとともに、
生涯過程における家族関係や親子関係の形成・発達を学び、子どもの育ちとそれを支える
家庭を包括的に捉える視点を習得する。また、子どもの精神保健とその課題について理解
する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1PSY2-02

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

・生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得し、初期経験の重要性、発達課題等につ
いて理解する。
・家族・家庭に意義や機能を理解し、子どもとその家庭を包括的に捉える視点を習得す
る。
・子育て家庭をめぐる現代に社会的状況と課題を理解する。
・子どもの精神保健とその課題について理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子ども家庭支援の心理学

授業担当者名 藤井　真樹

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

教科書を活用しながら授業を進める。予習・復習（週90分程度）として教科書の該当章を
読み深めていくこと（自己学習ノート等の作成を推奨する）。授業レジュメのみに依存せ
ず教科書や聴講内容を踏まえて関連書籍等でも理解を深めながら、乳幼児期の発達障害に
関する理解と保育支援のありかたについて考察していくこと。

学生に対する評価の方
法

最終レポート(70％)および授業内課題(30%)をもとに総合評価する。
※授業への参画態度や課題への取り組み状況は総合評価における加減点の対象となる。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　乳幼児期における発達障害(1)障害のとらえかた
第02回　乳幼児期における発達障害(2)乳幼児期の障害特性
第03回　乳幼児期における発達障害(3)発達障害の理解と支援（概説）
第04回　知的発達症(1)障害特性の理解
第05回　知的発達症(2)保育における発達支援
第06回　自閉症スペクトラム(1)障害のとらえかた
第07回　自閉症スペクトラム(2)心理・行動特性の理解
第08回　自閉症スペクトラム(3)保育における発達支援
第09回　注意欠如多動症(1)障害のとらえかた
第10回　注意欠如多動症(2)心理・行動特性の理解
第11回　注意欠如多動症(3)保育における発達支援
第12回　限局性学習症(1)障害のとらえかた
第13回　限局性学習症(2)心理・行動特性の理解
第14回　限局性学習症(3)保育における発達支援
第15回　総括（全体の振り返り / 学生受講結果アンケート実施）

使用教科書
尾崎康子・小林真・水内豊和・阿部美穂子(編)『よくわかる障害児保育　第2版』ミネル
ヴァ書房

授業の概要

インテグレーションの理念のもと、幼児保育においても発達障害のある子どもの理解と支
援が求められている。だが乳幼児期ならではの障害特性の理解や対応の難しさが指摘され
ており、子どものメンタルヘルスや発達保障に関する保育者の理解と対応スキルの向上が
急務となっている。本科目では臨床発達心理学の観点から発達障害のある乳幼児期の子ど
もの心理・行動特性や基本的な支援のあり方を学び、幼児保育における発達支援について
考察する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1PSY2-03

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

授業のテーマ：臨床発達心理学の観点から乳幼児期の発達障害の理解と支援について学
ぶ。
到達目標：乳幼児期の主要な発達障害の心理・行動特性ならびに保育における発達支援の
基本を理解・習得し、発達障害のある子どものメンタルヘルスや発達保障について説明・
論考できるようになる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 子どものメンタルヘルス

授業担当者名 塚本　恵信

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義内容の定着を図るため、配布された資料（「重要事項」等を含む）などで復習する。
グループ討議や全体討論に参加できるようにすること。（週60分）

学生に対する評価の方
法

授業への参加度（約20％）、授業案作成とその話し合い（約40％）、理解度確認（約
40％）などで、総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（道徳教育の意義、授業の進め方、授業に関する諸注意等）
第02回　道徳教育の意義と歴史　「今、思う道徳教育について」グループ討議
第03回　子どもの心の成長と道徳性の発達について
第04回　道徳教育及び道徳科の目標と内容について
第05回　道徳教育の全体計画と年間指導計画、各教科との関連について
第06回　道徳科の授業づくり（１）授業構造と様々な指導法について
第07回　道徳科の授業づくり（２）教材選定、教材提示、範読について
第08回　道徳科の授業づくり（３）効果的な展開、発問について
第09回　道徳科の授業づくり（４）「考え、議論する道徳」について
第10回　道徳科の授業づくり（５）問題解決的な学習や体験的な学習等の指導法について
第11回　道徳科の授業づくり（６）学習指導案の作成①模範的な学習指導案の分析
第12回　道徳科の授業づくり（７）学習指導案の作成②主題設定の理由や発問展開
第13回　道徳科の授業づくり（８）グループに分かれて学習指導案検討会
第14回　模擬授業の展開①　グループ討議
第15回　模擬授業の展開②　めざすべき道徳科の授業を考える　講義総括
　　　　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
資料は適宜配布する。
（参考文献）29年告示　「小学校学習指導要領解説　特別の教科　道徳編」　文部科学省
石川雅春著『優しさからの道徳教育』（一粒書房2023.9）

授業の概要

学習指導要領「特別の教科　道徳」の事項を基本に置き、学校現場の立場に立って、子ど
もたちに何をどのように指導すればよいかについて、具体的な事例を取り上げながら学ぶ
こととする。その後、ペアワーク、グループ討議を用いて、より実践的な活動を通しての
理解を深め、定着を図る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PED2-05

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校の教育活動全体を通して行う道徳教育及びその要となる道徳科の目標や内容、指導方
法、指導計画等を理解することを主たる目標とする。さらに、学校現場の様子を理解でき
るよう、教材研究や学習指導案の作成にもふれ、教師としての基本的な力を身に付けるこ
とをめざす。現在、小学校で実施されている道徳科の実態や課題についての理解も深め、
実践的な指導力の定着を図る。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・表現力等」◎、「意欲・態度」〇

授業科目名 道徳教育の指導法

授業担当者名 石川　雅春

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

第15回　これまでの授業のまとめと振り返り　最終課題レポートの提出
　　　　 学生受講結果アンケートの実施

　　　　検討する。全体協議で提案するための整理分析とプレゼンの準備
第05回　【グループワーク①・全体協議】グループで検討した「地域や学校の特色に応
じた課題」を学習課題や教材と

のプレゼンと討論
第14回　総合的な学習の時間における主体的・対話的で深い学びについて　総合的な学

第06回　現代的な諸課題に対応する学習課題の実践事例について具体的事例から学ぶ

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

成
第11回　【グループワーク②】総合的な学習の時間の単元計画・目標・展開の作成と検
討
第12回　【グループワーク②・全体協議】総合的な学習の時間の単元計画・目標・展開
のプレゼンと討論
第13回　【グループワーク②・全体協議】総合的な学習の時間の単元計画・目標・展開

第07回　地域や学校の特色に応じた学習課題の実践事例について具体的事例から学ぶ
第08回　各教科等との関連を図る年間指導計画の作成、主体的・対話的で深い学びを促
す単元計画の作成について
第09回　総合的な学習の時間における単元構想と探究的な学習の過程と指導のポイント
について
第10回　【グループワーク②】総合的な学習の時間の単元計画・目標・展開の構想と作

　　　　グループワーク①（身近な地域素材の研究・開発）についての事前学習

学生に対する評価の方
法

毎回の事後学習［授業の振り返り］と授業への参加態度（40％）、単元計画案（30％）、
最終課題レポート（30％）等から総合的に判断して評価を行う。

第03回　【グループワーク①・フィールドワーク① 】大学内で地域や学校の特色に応じ
た課題を見つける。
第04回　【グループワーク①】大学内や地域で見つけた「地域や学校の特色に応じた課
題」を学習課題や教材として

第01回　授業オリエンテーション（本講義のねらいと学習の進め方）総合的な学習の時
間の指導法の概要
　　　　自己の総合的な学習の時間の経験の振り返り
第02回　総合的な学習の時間の創設と経緯　総合的な学習の時間の目的・目標実現にふ
さわしい探究課題について

　　　　してプレゼンする。各グループのプレゼンをもとに、全体で探究的な学習過程
や学習課題のあり方について協議する。

習の時間の可能性と課題

授業の概要

総合的な学習の時間の意義と創設の経緯、教育課程に果たす役割、目標と内容、年間指導
計画と単元計画の作成、探究的な学習の指導方法について学ぶとともに、幾つかの実践事
例の動画や資料を見ながら総合的な学習の時間における探究的な学習について理解を深め
る。そして、グループで協働して単元計画案を作成する活動に取り組む。最後に、学習状
況の評価方法について具体例を交えて学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PED2-06

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

総合的な学習の時間の意義と原理、指導計画の作成、指導と評価
・総合的な学習の時間の意義と創設の経緯、教育課程に果たす役割、目標と内容を理解す
る。
・総合的な学習の時間の年間指導計画と単元計画の作成に必要な基礎的能力を身に付け
る。
・総合的な学習の時間における探究的な学習の指導方法、学習状況の評価方法を理解す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」○

授業科目名 総合的な学習の時間の指導法

授業担当者名 金指　由香里

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

使用教科書で毎回の授業内容に関するページを読み、疑問点をまとめておく。第10回以降
で単元計画等を作成する教材の候補と単元目標・展開案を考えておく。毎回の事後学習
［授業の振り返り］をまとめる。（各回60分程度）

使用教科書

・文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度告示）解説　総合的な学習の時間編」東
洋館出版社
・文部科学省「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）　令和
３年３月」株式会社アイフィス



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内容に併せて小学校学習指導要領解説特別活動編（文部科学省）および特別活動指導
資料「学級・学校文化を創る特別活動　小学校編、中学校編」（文部科学省・国立教育政
策研究所）を読んでくること（毎回60分）
授業後に再度、授業内容に該当する小学校学習指導要領解説特別活動編（文部科学省）お
よび特別活動指導資料「学級・学校文化を創る特別活動　小学校編、中学校編」（文部科
学省・国立教育政策研究所）を読みなおし、重要ポイントをまとめること（毎回60分以
上）

学生に対する評価の方
法

（1）受講態度（個人の発言、ディスカッションへの取り組み、意欲・態度など）15％
（2）授業後に実施するリフレクションペーパーの提出15％
（3）授業分析レポート（3回×10％）30%
（4）最終指導案：学級活動（1）（2）（3）のいずれかの指導案 (１回×20%)20％
（5）理解度確認　20%
（6）遅刻は3回で欠席1回としてカウントします

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　特別活動の意義と意味
第02回　学習指導要領から見る特別活動の目的と方法
第03回　合意形成
第04回　学級活動（1）の内容
第05回　学級活動（2）の内容
第06回　学級活動（3）の内容
第07回　学級活動の授業デザイン
第08回　学級活動（模擬授業）の準備
第09回　学級活動（模擬授業）の検討
第10回　学級活動（模擬授業）の再考
第11回　学校行事とかかわり方
第12回　児童会活動・生徒会活動とかかわり方
第13回　クラブ活動・委員会活動とかかわり方
第14回　キャリア教育の要としての特別活動とのかかわり方
第15回　理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度公示）解説特別活動編」
文部科学省・国立教育政策研究所 特別活動指導資料「学級・学校文化を創る特別活動 小
学校編」
講師が準備したプリント

授業の概要
特別活動の指導に必要な資質・能力を理解し、生徒に自主的・実践的な態度を育てるため
の授業実践力を、模擬授業や学習指導案作成を通じて身に付ける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PED2-07

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

（1）学校教育全体における特別活動の意義を理解する。
（2）「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の三つの視点から特別活動の意義を理
解し、これを実現
　　  するための授業計画を立案することができるようになる。
（3）「チームとしての学校」の視点を持ちながら学年の違いによる活動の変化、各教科
等との往還的な
　　  関連、地域住民や他校の教職員と連携した組織的な対応等の特別活動の特質を踏ま
えた指導に必要な
　　  知識や素養を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 特別活動の指導法

授業担当者名 清水　克博

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

さまざまなジャンルの音楽鑑賞、ピアノ伴奏や弾き歌いなどの実技練習を各自積極的に行
うことで音楽表現力の向上に努めること。

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度　４０％
模擬授業の発表内容及び学習指導案の内容　３０％
小レポート　３０％
以上３点から総合的に判断し評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（初等音楽科教育の意義・目標の理解について、共通事項について）
第02回　表現領域①歌唱、②器楽について
第03回    表現領域③音楽づくりについて　／　ICT活用について
第04回    鑑賞について、日本の伝統音楽について
第05回    音楽科における評価、特別な配慮を必要とする児童への配慮
第06回    授業実践に向けた準備と学習指導案の作成①
第07回    授業実践に向けた準備と学習指導案の作成②
第08回    第１学年の模擬授業と振り返り
第09回    第２学年の模擬授業と振り返り
第10回    第３学年の模擬授業と振り返り
第11回    第４学年の模擬授業と振り返り
第12回    第５学年の模擬授業と振り返り
第13回    第６学年の模擬授業と振り返り
第14回    授業の振り返りと小レポート作成
第15回    レポートのフィードバックとまとめ　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

・改訂版　初等科音楽教育研究会編「最新 初等科音楽教育法 2017年告示「小学校学習指
導要領」準拠 小学校教員養成課程用」音楽之友社、2021年。
・ソプラノリコーダー
※昨年度「音楽」の授業で購入された方は、購入の必要はありません。

そのほか必要に応じて授業内で適宜資料を配布したり参考文献を紹介したりする。

授業の概要

授業は、講義を通して、小学校音楽科における目標や意義、学習指導要領の内容等への理
解を図ると共に、教材研究などを行う。さらに学習指導案の立案および模擬授業の実施と
いった演習も行うことで実践的指導力を養う。全体をとおして受講生自身がさまざまな音
楽に触れられる場を多く設けることで、音楽表現の多様性や、その教育的特質について体
験的に学び、考えを深められるようにする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2EED2-17

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

[テーマ]子どもの音楽表現は多様である。その多様性と真摯に向き合い、個々に寄り添い
ながら導いていけるような小学校音楽科の授業について考え、理解を深める。
[到達目標]テーマを念頭におきながら、学習指導要領に示されている目標や内容を理解
し、それに沿って授業を運営できるような実践的指導力を身につけられるようにする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「知識・技能」○

授業科目名 初等音楽科教育法

授業担当者名 鵜飼　文代

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学習指導要領の内容、指導計画作成と内容の取扱いについて熟読しておく（週60分〜）
次時に取り上げるテーマ・課題について事前に検討しておく（週30分〜）

学生に対する評価の方
法

授業内容の理解度50％　課題レポートに基づく評価30％　グループワーク・プレゼンテー
ション等20％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　今日の生活課題と家庭科の意義（グループディスカッション）
第02回　学習指導要領と小学校家庭科の学習概要（ガイダンス）　学習評価と授業改善
 　　　　について
第03回　家庭科における授業のユニバーサルデザインと個別の配慮、評価について
 　　　　（教材の工夫と効果的な配置について）
第04回　基礎的な技能の習得について（調理、布を使った製作、ミシンの取り扱い方）
第05回　Ａ内容　家族・家庭生活について　目標と内容、指導上の留意点、授業例
第06回　Ｂ内容　衣食住の生活について　目標と内容、指導上の留意点、授業例
第07回　Ｃ内容　消費生活・環境について　目標と内容、指導上の留意点、授業例
第08回　家庭科授業におけるＩＣＴの活用と教材の活用方法について
第09回　学習指導案の作成（事例を紹介）と情報機器及び教材の効果的な活用法
第10回　学習指導案の検討修正と教具・ワークシート作り
第11回　学習指導案による模擬授業（1）授業分析の視点について
第12回　模擬授業（2）授業分析と授業内容の振り返り
第13回　実践的・体験的な学びと授業分析の視点について
第14回　「子どもと家庭と食」　外部講師による
第15回　家庭科学習の評価、授業での疑問点の解説とまとめ、「学生受講結果アンケー
ト」の実施

使用教科書
テキスト：文部科学省「小学校学習指導要領解説 家庭編」、開隆堂出版発行の教科書
「新しい家庭５・６年」

授業の概要

授業計画に沿って、実践的・体験的な活動を重視した講義を行い、ディスカッション、発
表を積極的に取り入れ、初等家庭科教育に対して、自分自身の明確な教育目標をもって臨
めるようにする。また、衣・食・住に関わる基礎的な技能の習熟を図るとともに、指導力
の向上に努める。

教員担当形態 クラス分け ナンバリングコード 232-2EED2-18

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

家庭科では児童・生徒が直面する生活課題を取り上げ、課題解決の方法を模索し、行動す
ることが求められている。そこで、現代社会における諸課題を家族や地域・社会との関係
性の中で捉え、その課題を小学校の家庭科の授業でどのように取り扱うとよいか考えるこ
とができる力を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等家庭科教育法

授業担当者名 松崎　利美

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学習指導要領の内容、指導計画作成と内容の取扱いについて熟読しておく（週60分〜）
次時に取り上げるテーマ・課題について事前に検討しておく（週30分〜）

学生に対する評価の方
法

授業内容の理解度50％　課題レポートに基づく評価30％　グループワーク・プレゼンテー
ション等20％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　今日の生活課題と家庭科の意義（グループディスカッション）
第02回　学習指導要領と小学校家庭科の学習概要（ガイダンス）　学習評価と授業改善
 　　　　について
第03回　家庭科における授業のユニバーサルデザインと個別の配慮、評価について
 　　　　（教材の工夫と効果的な配置について）
第04回　基礎的な技能の習得について（調理、布を使った製作、ミシンの取り扱い方）
第05回　Ａ内容　家族・家庭生活について　目標と内容、指導上の留意点、授業例
第06回　Ｂ内容　衣食住の生活について　目標と内容、指導上の留意点、授業例
第07回　Ｃ内容　消費生活・環境について　目標と内容、指導上の留意点、授業例
第08回　家庭科授業におけるＩＣＴの活用と教材の活用方法について
第09回　学習指導案の作成（事例を紹介）と情報機器及び教材の効果的な活用法
第10回　学習指導案の検討修正と教具・ワークシート作り
第11回　学習指導案による模擬授業（1）授業分析の視点について
第12回　模擬授業（2）授業分析と授業内容の振り返り
第13回　実践的・体験的な学びと授業分析の視点について
第14回　「子どもと家庭と食」　外部講師による
第15回　家庭科学習の評価、授業での疑問点の解説とまとめ、「学生受講結果アンケー
ト」の実施

使用教科書 テキスト：開隆堂出版発行の教科書「わたしたちの家庭科５・６」

授業の概要

授業計画に沿って、実践的・体験的な活動を重視した講義を行い、ディスカッション、発
表を積極的に取り入れ、初等家庭科教育に対して、自分自身の明確な教育目標をもって臨
めるようにする。また、衣・食・住に関わる基礎的な技能の習熟を図るとともに、指導力
の向上に努める。

教員担当形態 クラス分け ナンバリングコード 232-2EED2-18

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

家庭科では児童・生徒が直面する生活課題を取り上げ、課題解決の方法を模索し、行動す
ることが求められている。そこで、現代社会における諸課題を家族や地域・社会との関係
性の中で捉え、その課題を小学校の家庭科の授業でどのように取り扱うとよいか考えるこ
とができる力を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等家庭科教育法

授業担当者名 中村　恵美子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

第01回〜06回は小学校教育体育編の関連頁を確認する(予習60分）
第07回〜15回は講義プリントをもとに復習する（復習60分）

学生に対する評価の方
法

「理解度確認」（100%）を実施する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　制度的条件
第03回　学習指導要領
第04回　優れた体育授業の特徴
第05回　教材教具論
第06回　四大教師行動
第07回　組織的観察法
第08回　学習評価
第09回　学習者
第10回　ICT機器の活用
第11回　各論　ボール運動
第12回　各論　体つくり運動
第13回　各論　器械運動
第14回　各論　水泳運動
第15回　各論　陸上運動、理解度確認、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書
テキスト　特になし
参考書　小学校学習指導要領解説(平成29年告示）体育編
他、講義内で適宜紹介する

授業の概要
小学校の体育科教育に関する基本的な知識について理解するとともに、自身が実施した授
業を批判的に分析できる手法を習得する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2EED2-19

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

・現行の学習指導要領に準拠した教育課程を理解することができる。
・小学校体育の具体的な事例に則した計画・実践・評価の方法を理解できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等体育科教育法

授業担当者名 西村　三郎

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスに示す次回授業で扱う内容について予習する。（週90分）
授業時に出された課題、授業時に生じた疑問点等について自分で調べてレポートにまとめ
る。（週90分）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度、課題レポート、小テスト、レッスンプラン（学習指導案）作成、模擬
授業などで総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　小学校外国語活動・外国語の導入の経緯と現状、小学校外国語教育の目標
第02回　小学校・中学校・高等学校の連携と小学校の役割、様々な学習環境への対応
第03回　子どもの学び方の特徴、子どもの外国語学習者としての特徴
第04回　外国語教授法、児童に適したした外国語教授法および指導法
第05回　小学校外国語活動・外国語に関する知識（授業環境など）
第06回　外国語活動教材『Let's Try!』の特徴
第07回　外国語教科の特徴（主に『New Horizon Elementary』）
第08回　カリキュラムマネージメント、年間指導計画・単元計画の立て方
第09回　学習指導案の立て方、評価の意義と評価方法
第10回　授業体験
第11回　外国語活動模擬授業計画
第12回　外国語活動模擬授業実施およびフィードバック
第13回　外国語模擬授業計画
第14回　外国語模擬授業実施
第15回　外国語模擬授業フィードバック、「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書

教科書は使用せず、適宜資料を配布する。
参考図書：文部科学省『小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック』
　　　　：文部科学省『小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　外国語活動・外国語
編』
　　　　：樋口忠彦・加賀田哲也他 編著『新編　小学校英語教育法入門』（ 研究社）
　　　　：佐藤一嘉・矢後智子編著(2018)『英語が好きな子供を育てる魔法のタスク』
NUFS出版会

授業の概要

この授業では、小学校外国語活動および外国語の授業に関する知識や指導技術を身につけ
ていく。小学校における外国語教育の目標を、中学校・高等学校の目標と較することで理
解を深める。実際の小学校で使用されいる外国語の教科書や文部科学省作成の外国語活動
教材『Let's Try!』を使用し、学習指導案を作成し模擬授業を行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2EED2-20

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：小学校外国語教育における学習指導要領の理解および実践力の育成
到達目標：
小学校外国語活動および外国語のそれぞれの目標だけでなく、英語教育全体における小学
校外国語教育の役割を理解する。
また小学校外国語活動および外国語の授業を行う環境や教材（検定教科書、文部科学省作
成外国語活動教材『Let's Try!』)の特徴も理解する。
グループで模擬授業を計画、実施することで外国語・外国語活動の授業における指導力を
身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等英語科教育法

授業担当者名 矢後　智子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

ク）
第10回　レクリエーション支援理論③
　　　　自主的・主体的にレクリエーション活動を楽しむ力やる気の変化とやる気が生
じる
　　　　心の仕組み成功体験を支え合う対象者のかかわりあい
第11回　レクリエーション支援の方法⑤
　　　　自主的、主体的に楽しむ力を育てる活動の展開方法

第01回　オリエンテーション
　　　　レクリエーションの言葉の主旨、レクリエーション支援の目的、レクリエー
ション
　　　　インストラクターの役割
第02回　楽しさと心の健康作りの理論 ①
　　　　レクリエーション活動の楽しさを感じる心の仕組み・活動を心の元気づくりに

　　　　アイスブレーキングの効果を高める支援技術（アイスブレーキングのテクニッ

　　　　レクリエーション支援におけるコミュニケーション対象者と支援者の信頼関係
　　　　および信頼関係作りの方法
第05回　レクリエーション支援の方法①
　　　　ホスピタリティ・トレーニング
第06回　レクリエーション支援の方法②
第07回　レクリエーション支援理論②
　　　　良好な集団およびレクリエーション活動を通した良好な集団作り。集団内の

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（10%）、小ゲームでの成績（20%）、理解度確認（70%）で総合的に評
価する。
そのほか、自由課題のレポートが出た場合や発言には若干の考慮をする。

　　　　活かす２つの視点ライフステージに応じた心の元気作り
第03回　楽しさと心の健康作りの理論②
　　　　子どもや高齢者を支える地域のきずなづくりとレクリエーション
第04回　レクリエーション支援理論①

　　　　コミュニケーションの促進
第08回　レクリエーション支援の方法③
　　　　良好な集団作りの方法　（アイスブレーキング）
第09回　レクリエーション支援の方法④

授業の概要

毎回、レクリエーションに興味を持つような”遊び”、”楽しさ”、”教育”というもの
に関連した体験を行います。
本講義では、レクリエーション理論としてのレクリエーションとは何かを考え、指導から
支援への考え方の変化、集団を中心に一方に個人、また子どもたちとのコミュニケーショ
ンのとり方、遊び方などをテーマにレクリエーションの基礎を学習することを目的とす
る。
コミュニケーションづくり、コンセンサス形成の意義を体験できるゲーム化されたＧ.Ｗ.
Ｔ.（グループ・ワーク・トレーニング）も体験してもらう。
”遊び” ”楽しさ”がどれだけ人間としての成長に、社会化への能力習得に大切なもの
か、さらに、人への教育にどれだけ役に立っているかを明らかにしたい。
出来る限り、レクリエーションを楽しく理解できるように授業を進めたいし、学生からの
積極的な発言も期待しています。（“これまで得てきた知識を自分で考えてまとめて、自
分の考えを発言する”）という授業を目指したい。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1PRA2-02

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

ホスピタリティートレーニングとアイスブレーキングを通して、個人や集団とのコミュニ
ケーションをとる能力、集団のコミュニケーションを促進する方法を身につけることがで
きる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 レクリエーション概論

授業担当者名 岡田　摩紀

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第14回　レクリエーション支援のプログラム③

第12回　レクリエーション支援のプログラム①
　　　　リスクマネジメントの方法
第13回　レクリエーション支援のプログラム②
　　　　プログラムの立案方法

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

地域等でのレクリエーション活動に関心を持つ。
積極的に事業参加に取り組むこと。グループワークを取り入れる事が多いので、自ら積極
的に行い事前準備や授業後に復習しておくとなお良い。（週60分）

使用教科書

『楽しさをとおした心の元気づくり〜レクリエーション支援の基本の理論と方法〜』
（日本レクリエーション協会）
必要な資料などはすべて配布する。
「レクリエーション」に強い興味がある場合、良い本を紹介するので、聞くこと。

　　　　プログラムの立案
第15回　まとめ
　　　　レクリエーション活動の必要性の確認　学生受講結果アンケートの実施



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回必ず事前に練習してから受講すること。毎日練習することが望ましい。（週90分程度
以上）
採用試験の内容は地域や公立・私立によって異なる。各自で志望する園の試験内容につい
て調べ、それに対応した選曲をするとよい。

学生に対する評価の方
法

授業態度（30%）、自習態度（30%）、技能の達成度確認（40%）などを総合的に評価す
る。なお、技能の達成度確認には合格することが求められる。授業時のみに練習するだけ
では十分な上達は望めない。各自が立てた計画に沿って地道な自学自習を積み重ねること
に期待を込めた配点とする。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、進度確認、各自練習計画の作成
　　　　　※進度を把握するため、一人1曲演奏してもらいます。
第02回　個人レッスン①
第03回　個人レッスン②
第04回　リズムワーク①　個人レッスン③
第05回　リズムワーク②　個人レッスン④
第06回　リズムワーク③　個人レッスン⑤
第07回　リズムワーク④　個人レッスン⑥
第08回　リズムワーク⑤　個人レッスン⑦
第09回　初見視唱①　個人レッスン⑧
第10回　初見視唱②　個人レッスン⑨
第11回　簡易伴奏法①　個人レッスン⑩
第12回　簡易伴奏法②　個人レッスン⑪
第13回　個人レッスン⑫
第14回　個人レッスン⑬
第15回　最終発表
　　　　授業全体の振り返り　学生受講結果アンケートの実施

※全ての授業を藤井、鵜飼で行う。

使用教科書
ピアノ曲の教科書は各自の進度によって異なる。現在練習中の教則本または曲集（バイエ
ル・ソナチネ等）を用いる。弾き歌いについては、「こどものうた200」「続こどものう
た200」（ともにチャイルド本社）を使用する。

授業の概要

ピアノ個人レッスンでは、ピアノ演奏と童謡弾き歌いについて、学生自らが立てた学習計
画に沿って取り組む。また、リズム読みや初見視唱などを通して、譜読み能力や視唱能力
の向上を目指すとともに、童謡弾き歌いのレパートリーを広げる。さらに、採用試験を想
定した最終発表に取り組む。

教員担当形態 グループ分け ナンバリングコード 232-1PRA2-03

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

ピアノ実技試験は、保育職採用試験で課されることが多い。ピアノ特別演習Ⅰでは、現在
の試験内容の傾向を踏まえて基礎的な力をつけることを目標とする。学生各々が取り組ん
できたこれまでの練習を継続し、実習園で出された課題に取り組むことにより上達を目指
す。さらに、採用試験を想定した演習や対策課題にも取り組む。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」〇

授業科目名 ピアノ特別演習Ⅰ

授業担当者名 藤井　正子、鵜飼　文代

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

 ①授業への参画態度(30％)
 ②授業内で作成したレポートや課題等(30％)
 ③授業内容の理解度をはかる最終レポート(40％)

以上3点から総合的に評価する。
授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

※オンデマンド

第01回　特別講座(外部講師)１に参加しそこで得たキャリアデザインについてのレポート
提出【杉江】
第02回　1回目レポートの共有からの学び【※杉江】
第03回　特別講座(外部講師)２に参加しそこで得たキャリアデザインについてのレポート
提出【横井】
第04回　3回目レポートの共有からの学び【※横井】
第05回　保育職キャリアデザインとは【渡辺・横井】
第06回　仕事に対する価値観の多様性…働き方・働く場・連携して働くということ等【加
古・杉江】
第07回　特別講座(外部講師)３に参加しそこで得たキャリアデザインについてのレポート
提出【加古】
第08回　７回目レポートの共有からの学び【※加古】
第09回　特別講座(外部講師)４に参加しそこで得たキャリアデザインについてのレポート
提出【渡辺】
第10回　9回目レポートの共有からの学び【※渡辺】
第11回　職場見学の対象についての絞り込み【渡辺・加古・杉江・横井】
　　　　 子育て支援センター、児童館、インクルーシブ保育（日本語支援、放課後等デ
イ 等）
第12回　11回目の報告書作成【※渡辺】
第13回　受講者が作成した報告書を見て意見交換【渡辺・横井】
第14回　13回目のレポート【※加古・杉江】
第15回　自身のキャリアデザインをまとめる　振り返り　「学生受講結果アンケート」の
実施【渡辺・加古・杉江・横井】

使用教科書 適宜配付・紹介

授業の概要
仕事に関する価値観の多様性について学び、就職講話を聞いた上で受講者が自身の職場体
験活動の対象を絞り込む。職場体験活動での気づきや学びを受講者同士で共有し、自身の
キャリアデザインを具体化し理解を深める。

教員担当形態 単独、複数、オムニバス ナンバリングコード 232-４PRA2-05

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

保育職キャリアデザインⅠや３実習(保育所・幼稚園・施設)を踏まえ、保育にかかわる職
種・働き方等の選択肢を得ることで、自身の就職活動の見通しを持ち、キャリアデザイン
を実感・体感することを目的とする。具体的には、保育所・幼稚園・施設保育士等、様々
な現場の保育者の講話を聞き、就職先についての自身の選択肢の情報を調べ、保育者とし
て自身がどう働きたいのかを考える機会を設ける。そのことを踏まえ、受講者が自身で開
拓した職場体験先での学びを授業内で共有し、キャリアデザインを具体化することを到達
目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「意欲・態度」◎、「協働力」〇

授業科目名 保育職キャリアデザインⅡ

授業担当者名 渡辺　桜、加古　有子、横井　直子、杉江　栄子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

Moodleにアップされた授業資料を事前に確認し、「子ども」「子どもとかかわる仕事」
「保育」など、関連する内容を調べ、ノートにまとめる(週30分〜60分)
授業時に生じた疑問点などについて自分で調べ、レポートにまとめる(週30分〜60分)
また、講義や職場体験活動から学んだこと、受講者と共有したことなどを踏まえ、さらに
自らの学びや気づきを深める。



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業態度(50％)、提出物(50％)などにより総合評価する。
欠席・提出期限が守れない等が3回になった場合は、原則実習を実施できない。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

2年次後期：第1回〜第8回
3年次前期：第9回〜第15回

■事前指導
第01回　幼稚園教育の基本と学校教育の始まりとしての幼稚園の役割　幼小の接続
　　　　幼稚園実習の意義と目的　幼稚園実習の目的
第02回　観察について—目的・観点・記録の取り方—
第03回　参加について—方針・記録の取り方—　菱野幼稚園の概要について
第04回　菱野幼稚園訪問　参加
第05回　菱野幼稚園訪問　観察
第06回　個別指導　菱野幼稚園の観察実習記録
第07回　実技指導(クラス別)
第08回　菱野幼稚園の観察記録についての学びを深める
第09回　個人票等園へ送付する書類についての事務連絡
　　　　部分・１日実習について—内容・指導計画の作成—研究保育について—内容・
 　　　　指導計画の作成—
第10回　実習目標について、園へ送付する書類回収指導計画の具体例から、幼児の年齢
 　　　　や時期に合った指導計画の作成及び援助の在り方を学ぶ
 　　　　幼稚園実習に際しての基本的な心構え、態度
第11回　個別指導　部分指導計画
第12回　クラス内意見交換会

■事後指導
第13回　幼稚園実習の反省会
第14回　実習成果を踏まえての実践発表
　　　　実践発表に対するグループ討議及び質疑応答
第15回　幼稚園実習全体のまとめ　学生受講結果アンケートの実施

授業の概要

幼稚園教育実習を円滑に進めていくために、幼稚園教育実習の意義、記録や指導計画作成
の考え方について再確認する。

〈実務経験と本科目との関連〉
幼稚園教諭としての実務経験により、幼稚園における教師と幼児とで織りなす園生活の具
体を通し、実習への心構えや意欲を高めるとともに、幼稚園教諭に求められる資質能力の
理解を深める。

教員担当形態 複数、クラス分け ナンバリングコード 232-3PRA2-10

備考
幼児保育専攻、幼稚園教育実習指導用
※2023年度入学生（幼免希望者のみ）
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、教育実習Ⅰ・Ⅱ（幼稚園）を円滑に進めていくための知識・技術を
習得し、学習内容・課題を明確にするとともに、実習体験を深化させることである。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 教育実習指導　〔幼・小〕 （幼免のみの学生）

授業担当者名 岡田　暁子、津金　美智子、渡辺　桜

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期〜3年次



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

各自で手引きを熟読し、実習に備える。(週60分)
指導案等は、幼児の年齢毎に準備しておく。(週60分)

使用教科書
文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル館）、幼稚園実習の手引き、記録簿ファ
イルは毎回持参すること。



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第13回　クラス内意見交換会
第14回　〔小〕教育技術①（話法、板書、学習形態、ICTの活用等）
第15回　〔小〕教育技術②（学習過程、授業展開、学習規律や環境構成等）
第16回　〔小〕学習指導案の個別指導
第20回　〔小〕学習指導案（修正案）の作成

第12回　個別指導　部分指導計画

第05回　菱野幼稚園訪問　観察
第06回　個別指導　菱野幼稚園の観察実習記録
第07回　実技指導(クラス別)
第08回　菱野幼稚園の観察記録についての学びを深める
第09回　〔小〕教育実習の事前指導（学習指導、学級経営、校務分掌等について）
第10回　個人票等園へ送付する書類についての事務連絡
　　　　部分・１日実習について—内容・指導計画の作成—研究保育について—内容・
 　　　　指導計画の作成—
第11回　実習目標について、園へ送付する書類回収指導計画の具体例から、幼児の年齢
 　　　　や時期に合った指導計画の作成及び援助の在り方を学ぶ
 　　　　幼稚園実習に際しての基本的な心構え、態度

第04回　菱野幼稚園訪問　参加

学生に対する評価の方
法

授業態度(50％)、提出物(50％)などにより総合評価する。
欠席・提出期限が守れない等が3回になった場合は、原則実習を実施できない。
再評価は実施しない。

2年次後期：第1回〜第9回
3年次前期：第10回〜第19回
3年次後期：第20回〜第21回

第01回〜第08回、第10回〜第13回、第17回〜第19回：岡田・渡辺・想厨子・津金
第9回、第14回〜第16回、第20回〜第21回：松崎

■事前指導
第01回　幼稚園教育の基本と学校教育の始まりとしての幼稚園の役割　幼小の接続
　　　　幼稚園実習の意義と目的　幼稚園実習の目的
第02回　観察について—目的・観点・記録の取り方—
第03回　参加について—方針・記録の取り方—　菱野幼稚園の概要について

授業の概要

教育実習Ⅰ・Ⅱ〔幼・小〕を円滑に進めていくために、それぞれの教育実習の意義、記録
や指導計画作成の考え方について再確認する。

〈実務経験と本科目との関連〉
幼稚園教諭としての実務経験により、幼稚園における教師と幼児とで織りなす園生活の具
体を通し、実習への心構えや意欲を高めるとともに、幼稚園教諭に求められる資質能力の
理解を深める。

教員担当形態 複数、クラス分け ナンバリングコード 232-3PRA2-10

備考
幼児保育専攻、教育実習〔幼・小〕指導用
※2023年度入学生（幼免・小免希望者）
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、教育実習Ⅰ・Ⅱ〔幼・小〕を円滑に進めていくための知識・技術を
習得し、学習内容・課題を明確にするとともに、実習体験を深化させることである。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」○、「協働力」◎

授業科目名 教育実習指導　〔幼・小〕 （幼免と小免の学生）

授業担当者名 岡田　暁子、津金　美智子、渡辺　桜、松崎　利美、中村　恵美子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 2年次後期〜3年次



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第21回　〔小〕教育実習の事後指導（書類やお礼状の作成）・反省会

使用教科書

〔幼〕文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル館）、幼稚園実習の手引き、記録
簿ファイルは毎回持参すること。
〔小〕文部科学省「小学校学習指導要領解説　総則編」（東洋館出版社）、教育実習の手
引き、教育実習記録

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

〔幼〕各自で手引きを熟読し、実習に備える。(週60分)　指導案等は、幼児の年齢毎に準
備しておく。(週60分)
〔小〕単元指導計画と学習指導案の作成（週９０分）

第19回　幼稚園実習全体のまとめ　学生受講結果アンケートの実施

■事後指導
第17回　幼稚園実習の反省会
第18回　実習成果を踏まえての実践発表
　　　　実践発表に対するグループ討議及び質疑応答



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

規定の提出書類の他に、担当学級の幼児個々の記録を記載し、実習における幼児理解の省
察につなげる。(週70分)

学生に対する評価の方
法

教育実習における実地実習の成績およびその事前・事後指導の状況等を考慮して総合的に
評価する。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

１）　実習園についての理解を深める
２）　保育の流れを理解し、生活や遊びの連続性を生かした環境の構成や教師の援助を
　　　考える。
３）　幼児の観察や活動への参加を通して幼児の発達を理解する。
４）　全体的な計画に基づく、教育課程編成・指導計画作成の具体について理解する
５）　集団での生活や遊びなどの指導の一部を担当し、保育技術を習得する
６）　職員間の役割分担とチームワークについて理解する
７）　家庭・地域社会の実態に応じた連携について理解する
８）　幼児の最善の利益の具体について学ぶ
９）　幼稚園教師としての倫理を具体的に学ぶ
１０）安全および疾病予防への配慮について理解する　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
「幼稚園実習の手引き」、文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル館）
実習指導での学び等を基に実習に臨むこと。

授業の概要
幼稚園における実地実習を通して、幼児への理解を深めるとともに、幼稚園の役割とそこ
での幼稚園教諭・保育教諭の職務について学ぶ。

教員担当形態 複数 ナンバリングコード 232-3PRA2-11

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、教育実習までに学んだ知識や技能を基礎にして、幼稚園での実際の
保育場面に身を置き、教師としての能力を養うこと、つまり幼児・保護者へ直接働きかけ
ることを体験する中で、保育の理論と実践との関係に習熟し、さらにいろいろな体験等を
理論の中に投影していくことである。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 教育実習Ⅰ　〔幼・小〕 （幼免のみの学生）

授業担当者名 岡田　暁子、渡辺　桜、津金　美智子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

規定の提出書類の他に、担当学級の幼児・児童個々の記録を記載し、実習における幼児・
児童理解の省察につなげる。(週70分)

学生に対する評価の方
法

教育実習における実地実習の成績およびその事前・事後指導の状況等を考慮して総合的に
評価する。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

１）　実習を行う幼稚園および小学校についての理解を深める
２）　学校生活の流れを理解し、生活や遊びの連続性を生かした環境構成や児童の多様な
学びの環境整備を考える
３）　幼児・児童の観察や活動への参加を通して幼児・児童の発達を理解する
４）　全体的な計画に基づく、教育課程編成・指導計画作成の具体について理解する
５）　幼稚園での生活・遊びや小学校でのアクティブラーニングなどの指導の一部を担当
し、保育技術および教育技術を習得する
６）　職員間の役割分担とチームワークについて理解する
７）　家庭・地域社会の実態に応じた連携について理解する
８）　幼児・児童の最善の利益の具体について学ぶ
９）　教師としての倫理を具体的に学ぶ
１０）疾病予防を含めた健康および安全への配慮について理解する　学生受講結果アン
ケートの実施

使用教科書
「幼稚園実習の手引き」、文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル館）
「小学校実習の手引き」、文部科学省「小学校学習指導要領解説」（東洋館出版社）
実習指導での学び等を基に実習に臨むこと。

授業の概要
幼稚園および小学校における実地実習を通して、幼児・児童への理解を深めるとともに、
幼稚園・小学校の役割とそこでの教師の職務について学ぶ。

教員担当形態 複数 ナンバリングコード 232-3PRA2-11

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、教育実習までに学んだ知識や技能を基礎にして、幼稚園および小学
校での実際に身を置き、教師としての能力を養うこと、つまり幼児・児童および保護者へ
直接働きかけることを体験する中で、保育の理論と実践との関係に習熟し、さらにいろい
ろな体験等を理論の中に投影していくことである。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 教育実習Ⅰ　〔幼・小〕 （幼免と小免の学生）

授業担当者名 岡田　暁子、渡辺　桜、津金　美智子、松崎　利美、中村　恵美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

規定の提出書類の他に、担当学級の幼児・児童個々の記録を記載し、実習における幼児・
児童理解の省察につなげる。(週90分)

学生に対する評価の方
法

教育実習における実地実習の成績およびその事前・事後指導の状況等を考慮して総合的に
評価する。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

１）保育・授業等に参加し、集団生活や遊びにおける保育技術や学校生活全般における教
育技術を習得する
２）幼児・児童の個人差について理解し、一人一人の特性に応じた指導の方法を会得する
３）全体的な計画、教育課程に基づいて指導計画を立案し、実際に実践する
４）幼児・児童の保護者とのコミュニケーションを通し、相互理解を図る方法を具体的に
習得する
５）地域社会の資源の活用、幼稚園・小学校・中学校間の教育の接続について具体的に学
ぶ
６）幼児・児童理解に基づく評価について学び、カリキュラムマネジメントの具体を理解
する
７）教師としての職業倫理を理解する
８）教師に求められる資質・能力・専門性に照らし合わせて、自己の課題を明確化する
学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
「幼稚園実習の手引き」、文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル社）
「小学校実習の手引き」、文部科学省「小学校教育指導要領解説」（東洋館出版社）
実習指導での学び等を基に実習に臨むこと。

授業の概要
幼稚園および小学校の教育を実際に実践し、教師として必要な資質・能力・技術を習得す
る。

教員担当形態 複数 ナンバリングコード 232-3PRA2-12

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、以下の3点である。
（１） 学習したことを確認し統合する
（２） 体験を通して、幼児・児童を理解する
（３） 社会人としての行動・考え方を身につける

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 教育実習Ⅱ　〔幼・小〕 （幼免と小免の学生）

授業担当者名 岡田　暁子、渡辺　桜、津金　美智子、松崎　利美、中村　恵美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

規定の提出書類の他に、担当学級の幼児個々の記録を記載し、実習における幼児理解の省
察につなげる。(週90分)

学生に対する評価の方
法

教育実習における実地実習の成績およびその事前・事後指導の状況等を考慮して総合的に
評価する。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

１）保育全般に参加し、集団での生活や遊びにおける保育技術を習得する
２）幼児の個人差について理解し、一人一人の特性に応じた指導の方法を会得する
３）全体的な計画、教育課程に基づいて指導計画を立案し、実際に実践する
４）幼児の家族とのコミュニケーションを通し、相互理解を図る方法を具体的に習得する
５）地域社会の資源の活用、小学校教育との接続について具体的に学ぶ
６）幼児理解に基づく評価について学び、カリキュラムマネジメントの具体を理解する
７）幼稚園教師としての職業倫理を理解する
８）幼稚園教師に求められる資質・能力・専門性に照らし合わせて、自己の課題を明確化
　　する　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
「幼稚園実習の手引き」、文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル社）
実習指導での学び等を基に実習に臨むこと。

授業の概要 幼稚園の教育を実際に実践し、教師として必要な資質・能力・技術を習得する。

教員担当形態 複数 ナンバリングコード 232-3PRA2-12

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、以下の3点である。
（１） 学習したことを確認し統合する
（２） 体験を通して、幼児を理解する
（３） 社会人としての行動・考え方を身につける

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 教育実習Ⅱ　〔幼・小〕 （幼免のみの学生）

授業担当者名 岡田　暁子、渡辺　桜、津金　美智子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

既習の教科全体の知識・技能を復習する。（週30〜60分程度）
これまでの実習を振り返り、今後の実習に向けて、記録、指導案の作成について見直しを
行い、記録してまとめる。（週30〜60分程度）

学生に対する評価の方
法

主体的な受講態度（出席状況等）50％、提出物（提出状況と内容）50％により総合評価す
る。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

《3年次前期後期》
第01回　オリエンテーション
第02回　実習記録の復習
第03回　実習に向けて必要な知識と学び
第04回　児童福祉の理解を深める①
第05回　児童福祉の理解を深める②
第06回  課題の明確化（子ども理解・環境構成と保育者の関わり）
第07回　関連書類の作成
第08回　実地実習に向けて実践的学びを深める①（5歳児）
第09回　実地実習に向けて実践的学びを深める②（4歳児）
第10回　実地実習に向けて実践的学びを深める③（3歳児）
第11回　実地実習に向けて実践的学びを深める③（3歳未満児）
第12回　実践的学びを振り返る
第13回　実習準備（記録簿記載内容・実習前後の流れ）
第14回　直前指導
第15回　報告会、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書

・2025年度保育所実習の手引き
・厚生労働省編「保育所保育指針解説」（フレーベル館、平成30年3月）
・内閣府・文部科学省・厚生労働省編「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」
（フレーベル館、平成30年3月）
※授業時必ず持参する　※その他、必要に応じてその都度レジメ等配布

授業の概要

保育実習Ⅱの実地実習に向けて保育施設の役割を理解し、基礎的知識と心構えを学び、実
習に必要な知識、技術を深める。
・乳幼児の年齢の発達をふまえ、子ども理解から環境構成の工夫、保育者の援助をとらえ
保育実習Ⅱの充実を図る。
・保育の計画の必要性を知り指導案の具体的記述の習得を学びグループ指導を通して理解
を深める。
・保育実習に向けた事前指導及び実地事後指導を行う。

教員担当形態 複数（主担当：杉江栄子） ナンバリングコード 232-3PRA3-14

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

保育実習Ⅱを円滑に進めていくための知識、技術をさらに向上し習得し、学習内容課題を
一層深めるとともに、実習体験を深化する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 保育実習指導Ⅱ

授業担当者名 鵜飼　文代、鈴木　聡美、杉江　栄子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次前・後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業態度（60％）、レポート等提出物（40％）などにより総合的に評価する。
レポートは授業日に提出する。ただし、毎授業ではない。その内容は、授業内で取り扱っ
た事柄を中心に自分で考えた意見を述べることを心がけてほしい。授業態度は、参加の意
欲を評価の中心とする。グループワークや意見表出の際、積極的に取り組むことが望まし
い。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

【3年次後期】
第01回　オリエンテーション
第02回　今後の課題の明確化①発達障害対応について
第03回　今後の課題の明確化②被虐待対応について
第04回　実地実習を想定した保育の計画立案①被虐待・発達障害対応についてのケアプラ
ン作成
第05回　実地実習を想定した保育の計画立案②養護・障害対応についてのケアプラン作成
第06回　実習的学びの振り返り（情報交換会）

【4年次前期】
第07回　施設実習の意義と心構え
第08回　実習目標について・実習記録の書き方
第09回　施設実習に向けて必要な知識・援助・態度の学び①被虐待・発達障害系
第10回　施設実習に向けて必要な知識・援助・態度の学び②養護・障害系
第11回　施設実習で起こりうる事例の検討①養護・発達障害の検討
第12回　施設実習で起こりうる事例の検討②精神遅滞・障害の検討
第13回　事後指導について
第14回　直前指導
第15回　報告会　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 「施設実習の手引き」（4年次授業時に配布）

授業の概要

1. 実地実習に向けて、自己の課題を明確化する。
2. 保育現場で求められる計画について演習を通じて理解を深める。
3. 実習施設で起こりうる事案を想定した実践的な事前学習を行う。
4. 施設実習で学んだことを共有化し、保育専門職として必要な知識・技術・倫理観を高
める。

＜実務経験と本科目との関連＞
児童養護施設、および児童心理治療施設における児童指導員・基幹的職員・家庭支援専門
相談員、並びに個別対応職員としての実務経験を生かし、福祉の現場で実際に起こりうる
事例を課題としてとり上げる。必要な対応や対策について症例を基に、本授業で検討す
る。また、個別の支援計画の作成を通して、ケースマネジメントのあり方について理解を
深める。

教員担当形態 複数（主担当：石垣儀郎） ナンバリングコード 232-2PRA3-14

備考
幼児保育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

実地実習前は、実地実習を円滑に進めていくための知識、技術を習得し、実習において学
ぶべき内容および自己の達成課題を明確にする。実地実習後は、実習体験をふり返り深化
させる。

ディプロマポリシーと
の関連

「協働力」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 保育実習指導Ⅲ

授業担当者名 横井　直子、石垣　儀郎、杉江　栄子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次後期〜4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

既習の教科全体の知識・技能を基礎とし、応用的実践力を身につけるようにする（週90
分）。
グループ指導等を通じて、実習に向けての実践的学びを深める。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

積極的に取り組み、実践力の向上を目指すこと。実習指導での学びを基に実習に臨むこ
と。（週60分程度）

学生に対する評価の方
法

保育所における実地実習の成績及びその事前指導、事後指導の状況を考慮して総合的に評
価する。詳細な単位認定の条件については、授業内で配布する。「保育所実習の手引き」
に記載する。
　再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

・養護と教育を一体とした保育所の社会的な役割や機能の理解。
・子どもの心理状況の理解、保育者の援助、生活の流れ等、展開の観察に基づく子ども理
解。
・子どもの保育及び保護者、家庭への支援や地域と連携した子育て支援。
・指導計画の作成、実践、観察、記録、自己評価と保育課程の理解。
・多様な保育の展開と保育者の職業倫理。
・自己課題の明確化。学生受講結果アンケートの実施。

使用教科書

・2025年度保育所実習の手引き
・厚生労働省編「保育所保育指針解説」（フレーベル館、平成30年3月）
・内閣府・文部科学省・厚生労働省編「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」
（フレーベル館、平成30年3月）

授業の概要

保育所における保育実習Ⅱでは、保育の計画の立案、実践、省察を主体的に行うととも
に、多様な保育ニーズや保育所における子育て支援の理解を深め、保育士の職業倫理につ
いて学び、今後の自己課題を明確化する。
　事前指導では、これまでの実習の学びを踏まえて、主体的に保育を展開できるよう、ま
た、保育において幅広い視野を持って理解することができるよう事前準備を行う。事後指
導では、実地実習での学びを整理し、学生相互に発表する活動を通して学びを深めてい
く。

教員担当形態 複数（主担当：杉江栄子） ナンバリングコード 232-3PRA3-15

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

保育実習Ⅰ（保育所）の学びを踏まえ、保育所における実地実習を通して、保育所の役割
や機能の理解を深め、保育や保護者支援などを総合的に学ぶ。保育の計画、実践、観察、
自己評価などへの主体的な取り組みを通して、乳幼児への理解と保育力を高める。保育士
としての職務を学び、職業倫理と子どもの最善の利益の具体化について学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇　「協働力」◎

授業科目名 保育実習Ⅱ (保育所実習)

授業担当者名 杉江　栄子、鵜飼　文代、鈴木　聡美、渡辺　桜

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習として次回の授業内容について、事前に調べておくこと(30分)、復習として前回の内
容との関連付けを意識して、講義内容に関する課題のまとめ及び振り返りを行うこと(60
分)

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度(20%)、②課題に関するレポートなど(40%)、③授業内容の理解度
(40%)
以上の三点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　教育の本質と目標、人間に必要な「教育」とは
第02回　教育の意義と目的−子供・教員・家庭・学校（教育の社会的機能）
第03回　子ども観の変遷（ペスタロッチ、ルソー等）
第04回　近代の教育理念と教授法の歴史（1）
　　　　 (ロック、ルソー、ペスタロチ等の教育理念や教授法）
第05回　近代の教育理念と教授法の歴史（2）
　　　　 (ヘルバルト、ツィラー、ライン等の教育理念や教授法）
第06回　近現代の教育理念と教授法の歴史
　　　  （デューイ、パーカースト、ヴィゴツキー等の教育理念や教授法）
第07回　日本の教育の歴史 (1) 江戸時代〜戦前の義務教育
第08回　日本の教育の歴史 (2) 戦後の義務教育と教育を受ける権利、教育改革
第09回　公教育としての現代社会における教育課題
　　　  （子どもの学びを支える学校制度の変遷と学力問題）
第10回　教育課程と学習指導要領、学力観とその変遷（子どもに保障する学力の課題）
第11回　学習指導と生徒指導、学級経営と集団づくりにおける課題
第12回　特別支援教育の歴史（理念と制度）、発達障害の理解と教育課題
第13回　子どもの成長・発達とその問題（いじめ・不登校・子ども虐待）
第14回　キャリア教育の必要性と人生設計の課題を考える
第15回　講義内容の振り返り、まとめ、理解度確認、「学生受講結果アンケート」への回
答

使用教科書

テキストは使用しない。教材資料は前週の講義後かまたは授業開始時に配布する。
参考として、「幼稚園教育要領」、「小学校学習指導要領」、池田隆英・楠本恭之・中原
朋生「なぜからはじまる教育原理」建帛社(2018年)、田嶋一、中野新之祐他「やさしい教
育原論」有斐閣アルマ(2019年)、広岡義之、北村信明「絵で読む教育学入門」などを活用
したり紹介する。

授業の概要

授業は主に講義形式で行い、適宜、関連資料を配布し質疑等を取り入れる。この講義で
は、教育の根本的な思想、制度、組織、運営、課題などの理解を図るとともに、常に「な
ぜ」とか「どうして」とかの疑問を重視し、教育そのものの本質や在り方などを再考でき
るように、授業展開を工夫する。受講生が説明を聞きつつも主体的・対話的で深い学びが
できるように、個人や小グループでのワークや振り返りも取り入れる。また、情報化に対
応する情報リテラシーの必要性について、可能な限りIT活用の意義や技能について、講
義・演習などを取り入れる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PED2-10

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教育原理に関する専門的な知識及び技能を習得し、教育に関する思考力・判断力・表現力
を培う。具体的な目標は、人間と教育の関係を問い、教育思想、教育制度、学力と教育課
程、教育政策と学校教育関連法規、組織マネージメント、教職と今日の学校教育の課題な
ど、教育における幅広い領域や諸課題についての知識及び技能を活用して、教育課題につ
いて思考力・判断力・表現力等を養い、教育への意欲や前向きな考え方・態度を習得す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 教育原論

授業担当者名 西村　公孝

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業の終末で次の授業の事前課題を示す。その事前課題を十分に行ってくる（週60分）。
また、そのうちの2本を「授業外課題レポート」として作成し提出する（90分×2）。

学生に対する評価の方
法

授業への積極的な参加、話し合いへの意欲など、主体的で自主的な態度を重視する。これ
らを「授業外課題レポート2本」と授業の振り返り（30％）、グループワークや話し合い
への積極的な参加（30％）、数回の理解度確認（40％）で評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（教育行政とは、授業の進め方など）
第02回　学校制度と教育の中立（政治や宗教からの中立）
第03回　義務教育制度、公教育の役割（我が国の公教育全体の基本的性格：日本国憲法・
教育基本法、教科書、学級担任制と学級経営、授業時数の標準を定めている法規など）
第04回　私教育と公教育の違い、公教育の原理
第05回　就学前教育と就学（保育園・幼稚園行政）
第06回　学校体系
第07回　教育・学校教育・小学校教育の目的や目標と学習指導要領の関係
第08回　学習指導要領の変遷と今期学習指導要領の特徴（教育課程行政）
第09回　文部科学省と教育委員会の役割（中央と地方の教育行政）と学校の管理・運営
第10回　教員の職務（服務義務、規律）
第11回　教員免許と教員養成・研修制度（法定研修制度、教員育成指標）
第12回　学校経営の改善（「チームとしての学校」、学校評価、教職員評価制度、カリ
キュラムマネジメント、社会に開かれた教育課程等）
第13回　我が国の教育行政の課題①（開かれた学校、学校選択制、学校Ver.3等）
第14回　我が国の教育行政の課題②（学校評議員制度、学校運営協議会、コミュニティス
クール等）、授業全体の振り返り（学生受講結果アンケート）
第15回　授業全体についてのまとめと質疑応答、理解度確認

使用教科書
「ポケット教育小六法2025年版」（晃洋書房）
（参考図書）
「教育法規便覧2025年版」（学陽図書）

授業の概要

私教育と公教育の成立過程からそれぞれの役割の違いについて考えたり、学校教育を支援
する教育行政の在り方や学校と教育委員会との関わり、実際の教育課題等について教育関
連法規を基にして捉え直したりしていく。また、具体的な事例に対し、自分の考えを明確
にしたり話し合ったりしながら授業を進める。教育法規等については実際の条文にあた
り、それを解釈することで理解を深める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PED2-11

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

我が国は明治期になり近代教育制度を欧米から導入し、国や地方公共団体は教育法規や教
育制度などを整えながら、現在の「公教育制度（学校教育の仕組み）」を形成してきた。
教育行政はその取組であり、教育行政の仕組みや教育法規等を学ぶことは、我が国の教育
の在り方の基礎・根本を理解し教育の問題点や将来の教育について考える機会となる。ま
た、教職を志す者として、公教育の仕組みや学級・学校経営等について理解しておくこと
は重要なバックボーンとなる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 教育行政学

授業担当者名 西尾　一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業への取り組み意欲や姿勢を重視する。①平常の授業への参画態度(毎時提出の振り返
りシートの記述も評価する）（50％）、②課題、理解度確認（50％）などで総合的に評価
を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、グループワーク（自己理解）、人間関係づくりトレーニング
第02回　生徒指導の意義と理念（教育課題と生徒指導、「社会的なリテラシー」の
 　　　　育成）
第03回　生徒指導の機能（教育課程全体における生徒指導、学習指導と生徒指導の
 　　　　一体的機能化、新しい指導体制のポイント）
第04回　生徒指導の現状と課題（生徒指導の現状、これからの生徒指導の展開に関する
 　　　　課題）
第05回　児童生徒理解の在り方（児童生徒理解に求められる教師の基本姿勢、児童生徒
 　　　　理解と教育相談）
第06回　包括的・全校的生徒指導の展開（教科指導と生徒指導、道徳教育と生徒指導、
 　　　　総合的な学習と生徒指導、特別活動と生徒指導、キャリア教育と生徒指導、
 　　　　特別支援教育と生徒指導）
第07回　生徒指導の実践的展開（生徒指導計画の進め方、学校経営、学級経営における
 　　　　生徒指導、生徒指導組織体制）
第08回　生徒指導の実践的展開（外部諸機関との連携・協働、スクールカウンセラー、
 　　　　スクールソーシャルワーカー等の支援と協働）
第09回　生徒指導に関する主要法令と運用課題
第10回　問題行動の理解と指導の進め方（問題行動の理解、問題行動に対する指導の
 　　　　進め方）
第11回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（いじめ）
第12回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（不登校）
第13回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（暴力行為）
第14回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（虐待、ネット問題）
第15回　授業全体の振り返りと理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

授業の概要

生徒指導は学校の教育目標を達成するうえで重要な機能を果たすものであり、学習指導と
並んで学校教育において重要な意義がある。さらに、現在の教育現場では、いじめ、不登
校、暴力行為、虐待など生徒指導に関する課題が山積しているので、すべての教師に生徒
指導の実践力が求められている。
そこで、教職を志す学生を対象にして、生徒指導に関する基礎理論と実践方法について講
義し、教育者としての資質・能力と実践的指導力の向上をめざす。また、可能な限り具体
的な課題や事例をとりあげるとともに、双方向型、アクティブ・ラーニング型の授業とす
る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2PED2-08

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

社会が大きく変動する中で、今日的な教育問題に対応するとともに、子どもたちの将来に
わたる自己実現と社会づくりの担い手としての成長支援を進めるうえで、生徒指導が果た
す役割は非常に大きい。そこで、これからの生徒指導が目指す理念と意義や実践方法につ
いての基礎的な知識及び考え方を習得することをテーマとし、それに基づき主体的かつ実
践的な指導力を身に付けることを到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 生徒指導論

授業担当者名 細溝　典彦

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業範囲をテキスト（「生徒指導提要（改訂版）」）で予習しておくこと。（週90
分）毎時、授業の振り返りシートを提出する。その作成を通して疑問やさらに深く学ぶべ
きことを主体的に復習する。（週90分）なお、中身の濃い振り返りや質問に対する回答な
どは次回講義の冒頭でフィードバックする。
授業計画は授業の進行状況に応じて前後することがある。

使用教科書
文部科学省「生徒指導提要（改訂版）」
授業内で適宜、資料を配付



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスあるいは授業時に示される次回の授業で扱われる内容について予習する。授業時
に生じた疑問点等について調べ復習をしたり、レポート課題を作成したりする。授業の前
後で各120分程度自己学習を行う。
なお、授業計画は授業の進行状況に応じて前後することがある。評価については小テスト
や理解度確認の結果により、評価の割合を多少変更することがある。

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度・レポート15％　②小テスト30％　③理解度確認55％
以上3点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（授業の内容と目的・進め方）・グループワーク（自己理解）
　　　　※随時、授業時にワークシートやレポート課題を課し、次回に確認作業を
　　　　　行った後、フィードバックする。
第02回　教育相談の今日的意義・幼児期・児童期における発達課題と対応
第03回　思春期・青年期における発達課題と対応
第04回　いじめ・不登校・児童虐待等の現状及び理解と支援
第05回　発達障害の理解と支援
第06回　精神疾患の理解と支援
第07回　小テスト・  教育相談・カウンセリングの理論
第08回　カウンセリングの技法と実際①（受容・傾聴・共感的理解）
第09回　カウンセリングの技法と実際②（ロールプレイ）
第10回　学校で使えるアセスメント
第11回　多様な児童生徒への理解と支援（外部講師）
第12回　保護者への理解と支援
第13回　事例から学ぶ教育相談
第14回　理解度確認と解説
第15回　理解度確認に対するフィードバック及び授業で十分説明できなかった
　　　　事項等に関する解説
　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書 『教育相談の理論と方法』　会沢信彦編著　北樹出版

授業の概要
授業のはじめに、対人援助に必要な「自己理解」を目的としたワークを実施する。学校現
場で発現しやすい不適応や問題行動等に対して適切にアセスメントし、支援できるよう教
育相談やカウンセリングに関する基礎的な知識や技法を学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PED2-13

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教育相談の意義と今日的課題を理解する。また、対人援助を行うために必要な「自己理
解」を深めるとともに、教育相談・カウンセリングに関する基礎的な知識・技能を身に付
け、適切な支援ができる実践力を養う。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 教育相談とカウンセリング

授業担当者名 遠山　久美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

第15回　これまでの授業のまとめと振り返り　最終課題レポートの提出
　　　　 学生受講結果アンケートの実施

　　　　検討する。全体協議で提案するための整理分析とプレゼンの準備
第05回　【グループワーク①・全体協議】グループで検討した「地域や学校の特色に応
じた課題」を学習課題や教材と

のプレゼンと討論
第14回　総合的な学習の時間における主体的・対話的で深い学びについて　総合的な学

第06回　現代的な諸課題に対応する学習課題の実践事例について具体的事例から学ぶ

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

成
第11回　【グループワーク②】総合的な学習の時間の単元計画・目標・展開の作成と検
討
第12回　【グループワーク②・全体協議】総合的な学習の時間の単元計画・目標・展開
のプレゼンと討論
第13回　【グループワーク②・全体協議】総合的な学習の時間の単元計画・目標・展開

第07回　地域や学校の特色に応じた学習課題の実践事例について具体的事例から学ぶ
第08回　各教科等との関連を図る年間指導計画の作成、主体的・対話的で深い学びを促
す単元計画の作成について
第09回　総合的な学習の時間における単元構想と探究的な学習の過程と指導のポイント
について
第10回　【グループワーク②】総合的な学習の時間の単元計画・目標・展開の構想と作

　　　　グループワーク①（身近な地域素材の研究・開発）についての事前学習

学生に対する評価の方
法

毎回の事後学習［授業の振り返り］と授業への参加態度（40％）、単元計画案（30％）、
最終課題レポート（30％）等から総合的に判断して評価を行う。

第03回　【グループワーク①・フィールドワーク① 】大学内で地域や学校の特色に応じ
た課題を見つける。
第04回　【グループワーク①】大学内や地域で見つけた「地域や学校の特色に応じた課
題」を学習課題や教材として

第01回　授業オリエンテーション（本講義のねらいと学習の進め方）総合的な学習の時
間の指導法の概要
　　　　自己の総合的な学習の時間の経験の振り返り
第02回　総合的な学習の時間の創設と経緯　総合的な学習の時間の目的・目標実現にふ
さわしい探究課題について

　　　　してプレゼンする。各グループのプレゼンをもとに、全体で探究的な学習過程
や学習課題のあり方について協議する。

習の時間の可能性と課題

授業の概要

総合的な学習の時間の意義と創設の経緯、教育課程に果たす役割、目標と内容、年間指導
計画と単元計画の作成、探究的な学習の指導方法について学ぶとともに、幾つかの実践事
例の動画や資料を見ながら総合的な学習の時間における探究的な学習について理解を深め
る。そして、グループで協働して単元計画案を作成する活動に取り組む。最後に、学習状
況の評価方法について具体例を交えて学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PED2-12

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

総合的な学習の時間の意義と原理、指導計画の作成、指導と評価
・総合的な学習の時間の意義と創設の経緯、教育課程に果たす役割、目標と内容を理解す
る。
・総合的な学習の時間の年間指導計画と単元計画の作成に必要な基礎的能力を身に付け
る。
・総合的な学習の時間における探究的な学習の指導方法、学習状況の評価方法を理解す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」○

授業科目名 総合的な学習の時間の指導法

授業担当者名 金指　由香里

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

使用教科書で毎回の授業内容に関するページを読み、疑問点をまとめておく。第10回以降
で単元計画等を作成する教材の候補と単元目標・展開案を考えておく。毎回の事後学習
［授業の振り返り］をまとめる。（各回60分程度）

使用教科書

・文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度告示）解説　総合的な学習の時間編」東
洋館出版社
・文部科学省「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）　令和
３年３月」株式会社アイフィス



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

　　　　会話表現（One-Shot Visitの共同授業）音の脱落（練習）　From Head to Toe
（異文化理解）
第09回   Phonics①

　　　　会話表現（授業内容）音の同化（解説・練習）  Swimmy（異文化理解）
第11回　CLILにおける教師と児童のやり取りについて理解度確認
　　　　会話表現（授業フィードバック）  Pease Porridge Hot・Three Blind Mice・
One, Two, Buckle My Shoe（復習）
第12回　教室英語理解度確認①
　　　　会話表現（授業改善・検討）　 From Head to Toe・Swimmy（復習）

第01回　Hello, English Unit 10
　　　　会話表現（自己紹介）　第二言語のリズム習得について解説　Pease Porridge
Hot（児童文学の理解）
第02回　Hello, English Unit 11
　　　　会話表現（学校案内）  英語リズムの練習　Pease Porridge Hot（異文化理
解）

　　　　会話表現（学校行事・教科外活動）英語イントネーション（練習）　Three
Blind Mice（異文化理解）
第05回　Hello, English Unit 14
　　　　会話表現（生徒指導・クラスの説明）音の連結（解説）　One, Two, Buckle
My Shoe（児童文学の理解）

　　　　会話表現（Regular Visitの共同授業） 音の弱化（解説・練習）  Swimmy（児
童文学の理解）
第10回　Phonics②

学生に対する評価の方
法

授業の準備状況と参画態度（10％）理解度確認（60％）発表（30％）を総合して評価す
る。

第03回　Hello, English Unit 12
　　　　会話表現（教育方針・業務分掌） 英語イントネーション（解説）　Three
Blind Mice（児童文学の理解）
第04回　Hello, English Unit 13

第06回　Hello, English Unit 15
　　　　会話表現（授業計画・目標）音の連結（練習）　One, Two, Buckle My Shoe
（異文化理解）
第07回　Hello, English Unit 10-15 Review
　　　　会話表現（授業準備）音の脱落（解説）　From Head to Toe（児童文学の理
解）
第08回   Hello, English Unit 10-15 理解度確認

授業の概要

ALTとの事前協議や共同授業に必要となる表現や日常会話表現が自然に発話できるリズム
の獲得のための練習を行う。音声・語彙・文法・文構造に関する基本的な知識を獲得し、
四技能（聞く・話す・読む・書く）を総合的に修得するために、総合英語学習用に開発さ
れた教材を用いて学習し、社会で求められる英語力を身に付ける。さらに毎回の授業で、
英語の絵本や童謡を利用して、英語の音声特徴とその表現法について第二言語習得を意識
して学びつつ、作品の背景にあるテーマに触れることで異文化理解を促す。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1EED1-19

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：小学校英語教育に必要な知識と実践への応用力の育成
到達目標：英語を使用するために必要となる基礎的な聞く力・話す力・読む力・書く力を
総合的に培うとともに、小学校における外国語活動・外国語科の授業を担当するために必
要な実践的英語運用能力と背景的な知識を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 小学校英語Ｂ

授業担当者名 鈴木　薫

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

　　　　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

第13回　教室英語理解度確認②
　　　　異文化交流授業の事例研究①
第14回　教室英語のまとめ
　　　　異文化交流授業の事例研究②
第15回　会話表現のまとめ

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

マザー・グースの世界（南雲堂）、From Head to ToeやSwimmyなどの代表的な絵本を参考
にして学ぶ。（週60分）
毎回の授業で扱う教材を、繰り返し発話して英語のリズムとイントネーションを修得す
る。英語教育や英語音声の解説について、ノートにまとめる。（週60分）

使用教科書

授業運営業務に関わる会話表現・英語の絵本・童謡については、随時プリントを配布す
る。
随時、遠隔課題を利用する。

Hello, English —English for Teachers of Children—
相羽千州子・藤原真知子・Brian Byrd・Jason Barrows著（成美堂）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内、及び授業の最後に適宜指示します。音楽の活動は毎回の積み重ねです。自分で目
標を立てて予習・復習に取り組み、少しずつスモールステップで練習に取り組む習慣を身
に付けてください。プロ演奏者や音楽大学生がやっている自主的な練習を期待していま
す。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業時間内の活動の様子・参加意欲・受講態度（出席状況を含む）50％、ディスカッショ
ン及び模擬授業などの真剣度30％、最終課題（発表会・模擬授業）の内容20％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス：毎回の授業の流れと課題、評価の方法について説明します
第02回　共通教材の復習、１年生の教材の指導ポイント、リコーダーの基本奏法
第03回　共通教材の復習、１年生の教材の指導ポイント、リコーダー
第04回　共通教材の復習、２年生の教材の指導ポイント、リコーダーアンサンブル
第05回　共通教材の復習、２年生の教材の指導ポイント、リコーダーアンサンブル
第06回　共通教材の復習、３年生の教材の指導ポイント、音楽づくり（創作）の指導ポイ
ント
第07回　共通教材の復習、３年生の教材の指導ポイント、音楽づくり（創作）
第08回　共通教材の復習、４年生の教材の指導ポイント、音楽づくり（創作）の発表会
第09回　共通教材の復習、４年生の教材の指導ポイント、鑑賞の指導ポイント
第10回　５年生の教材の指導ポイント、鑑賞の指導ポイント
第11回　５年生の教材の指導ポイント、鑑賞の指導ポイント
第12回　５年生の教材の指導ポイント、授業案作成と評価のポイント
第13回　５年生の教材の指導ポイント、授業案作成のポイント（授業案及び模擬授業を含
む）
第14回　６年生の教材の指導ポイント、授業案作成のポイント（授業案及び模擬授業を含
む）
第15回　６年生の教材の指導ポイント、授業案作成のポイント（授業案作成を含む）
　　　　「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書

＊『小学校の音楽　3年生の教科書』（教育芸術社）
＊テキスト『初等音楽科教育』（ミネルヴァ書房）：２年次「音楽」で使用した本
＊『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 音楽編』（文部科学省・東洋館出版社）
＊ソプラノ・リコーダー（必ず用意してください）

授業の概要

２年次「音楽」で学んだ文科省学習指導要領「共通教材（歌曲）」の復習から始めて、次
に各学年で扱う教材の指導ポイントと、文科省指導要領の〔共通事項〕について概説しま
す。後半は演習形式で、リコーダー、音楽づくり（創作）、鑑賞、授業案作成などを体験
しながら学びます。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2EED2-20

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

小学校音楽科授業の内容を理解するとともに、授業を組み立てる際に留意すべき点を確認
します。また文科省学習指導要領「音楽」で示された各学年の「共通教材」及び〔共通事
項〕の「音楽を形づくっている要素」について、何を教えるのかを理解し、その指導方法
を考えます。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等音楽科教育法

授業担当者名 辻花　真由美

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

シラバスに示す次回授業で扱う内容について予習する。（週90分）
授業時に出された課題、授業時に生じた疑問点等について自分で調べてレポートにまとめ
る。（週90分）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度、課題レポート、小テスト、レッスンプラン（学習指導案）作成、模擬
授業などで総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　小学校外国語活動・外国語の導入の経緯と現状、小学校外国語教育の目標
第02回　小学校・中学校・高等学校の連携と小学校の役割、様々な学習環境への対応
第03回　子どもの学び方の特徴、子どもの外国語学習者としての特徴
第04回　外国語教授法、児童に適したした外国語教授法および指導法
第05回　小学校外国語活動・外国語に関する知識（授業環境など）
第06回　外国語活動教材『Let's Try!』の特徴
第07回　外国語教科の特徴（主に『New Horizon Elementary』）
第08回　カリキュラムマネージメント、年間指導計画・単元計画の立て方
第09回　学習指導案の立て方、評価の意義と評価方法
第10回　授業体験
第11回　外国語活動模擬授業計画
第12回　外国語活動模擬授業実施およびフィードバック
第13回　外国語模擬授業計画
第14回　外国語模擬授業実施
第15回　外国語模擬授業フィードバック、「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書

教科書は使用せず、適宜資料を配布する。
参考図書：文部科学省『小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック』
　　　　：文部科学省『小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　外国語活動・外国語
編』
　　　　：樋口忠彦・加賀田哲也他 編著『新編　小学校英語教育法入門』（ 研究社）
　　　　：佐藤一嘉・矢後智子編著(2018)『英語が好きな子供を育てる魔法のタスク』
NUFS出版会

授業の概要

この授業では、小学校外国語活動および外国語の授業に関する知識や指導技術を身につけ
ていく。小学校における外国語教育の目標を、中学校・高等学校の目標と較することで理
解を深める。実際の小学校で使用されいる外国語の教科書や文部科学省作成の外国語活動
教材『Let's Try!』を使用し、学習指導案を作成し模擬授業を行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2EED2-21

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ：小学校外国語教育における学習指導要領の理解および実践力の育成
到達目標：
小学校外国語活動および外国語のそれぞれの目標だけでなく、英語教育全体における小学
校外国語教育の役割を理解する。
また小学校外国語活動および外国語の授業を行う環境や教材（検定教科書、文部科学省作
成外国語活動教材『Let's Try!』)の特徴も理解する。
グループで模擬授業を計画、実施することで外国語・外国語活動の授業における指導力を
身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 初等英語科教育法

授業担当者名 矢後　智子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

小論文やグループワークやディスカッションのための事前準備（週60分以上）
単元指導計画と模擬授業のための準備、指導案の作成（週90分）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度（20％）指導案の作成や模擬授業（50％）小論文、グループワーク・
ディスカッション等（30%）などを総合的に評価する。再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（教育実習の意義と課題、必要な準備の計画等）
第02回　教育実習の内容（学習指導、学級経営、校務分掌等）
第03回　教育実習の事前指導
　　　　（勤務・服務・服装等の留意事項、実習校との打ち合わせ等）
第04回　実習校の学校経営方針や教育活動並びに組織体制を調べ発表する
第05回　児童理解（教科指導以外の様々な活動場面における児童との関わり等）
第06回　学級経営（学級担任の役割と給食指導を含む職務内容等）
第07回　教育技術①（話法・板書・学習形態・ＩＣＴの活用等）
第08回　教育技術②（学習過程・授業展開・学習規律や環境構成等）
第09回　学習指導要領及び児童の実態を踏まえた学習指導案の作成
＊第10回〜第14回は、グループディスカッション、模擬授業を行い実践力を高める。
第10回　授業参観と学級経営（参観の観点と記録、担任の補助等）
第11回　場面指導の実践と考察・発表等
第12回　教科研究と研究授業（学習指導案の意義と作成）
第13回　模擬授業の実践と考察・発表等
第14回　教育実習の事後指導（各礼状の作成や書類の提出及び事務手続き等）
第15回　実習の振り返りと採用試験に向けて、「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書 「教育実習の手引き」「教育実習記録」（名古屋学芸大学）

授業の概要

事前指導では、教育実習生として学校教育活動に参画する意識を高め、事後指導では、教
育実習を経て得られた成果と課題等を省察する。児童や学習環境等に対する適切な観察や
学校実務の補助的な役割を通して、学校経営及び教育活動の特色を理解するとともに、学
習指導要領及び児童の実態を踏まえた学習指導案を作成し、授業を実践することができる
ようにする。

教員担当形態 複数（主担当：松崎利美） ナンバリングコード 233-2EED2-22

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教育実習は、観察・参加・実習という方法で教育実践に関わることを通して、教育者とし
ての愛情と使命感を深め、将来教師になるうえでの能力や適性を考えるとともに課題を自
覚する機会である。学校教育の実際を体験的・総合的に理解し、教育実践ならびに教育実
践研究の基礎的な能力と態度を身に付けることができる。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎　「協働力」〇

授業科目名 教育実習指導（小）

授業担当者名 松崎　利美、田中　宏和、鷲尾　順一

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

実習校のホームページを事前に確認し、校訓や学校経営の指針を把握する。公共交通機関
での通勤となるため、時間に余裕をもって行動し、遅刻や欠席をしないように規則正しい
生活を送ること。また、非常時の連絡先や連絡方法を確認し、必要に応じて大学にも連絡
を入れることができるよう準備を整えること。実習後は実習の記録を読み返し、自分なり
の成果を確認する。また、学習指導案は初稿から完成までの稿を残すようにし、修正の過
程を確認する。

学生に対する評価の方
法

巡回指導時の研究授業や学習指導案、実習校の評価、実習記録、実習終了後の報告資料等
をもとに総合的に評価する。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

教育実習は、「観察」、「参加」、「実習」の三つの領域から構成される。これらの領域
は実習期間を通して適切に行われるが、すべて実習校の教師の指導のもとに行われる。事
前の打ち合わせや受け入れ校の指導計画を基に、グループワークを取り入れ、自主的、積
極的に取り組ませる。
実習校において行われる内容は、およそ以下の通りである。
登校指導、職員朝礼、朝のショートタイム、指導者の講話（オリエンテーションや生徒指
導、職員分掌業務ついて）、指導教員や他の教師の授業参観、教材研究、学習指導案の作
成,研究授業の実施（実習生が授業を行い指導教員などが参観し指導する)　、指導教員と
のティームティーチング、学級活動、職員の校務分掌の補助、下校指導、クラブ・部活動
指導等

使用教科書 「教育実習の手引き」「教育実習記録」（名古屋学芸大学）

授業の概要
実習生を受け入れる学校では、主として中堅教員が、後継者育成という使命感をもって指
導に当たる。また、児童生徒にとっては実習生も「教員」である。学生としてではなく、
社会人としての立場と責任を自覚して、健康に留意して実のある実習としたい。

教員担当形態 複数 ナンバリングコード 233-3EED3-23

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教育実習は、大学で学んできた教育原理をはじめとする教職に関する科目、並びに一般教
養科目からなる基礎知識を、統合して教育実践に生かすことを目的に行う。この実習を通
して、授業における実践力を身につける手立てと、自らに不足している事柄を明らかにす
る。さらに、理論と学校現場における実践との違いを肌で感じながら、教師に求められる
資質と能力について考察することを到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇「協働力」◎

授業科目名 教育実習Ⅰ（小）

授業担当者名 松崎　利美、田中　宏和、鷲尾　順一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期〜3年次後期（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

実習校のホームページを事前に確認し、校訓や学校経営の指針を把握する。公共交通機関
での通勤となるため、時間に余裕をもって行動し、遅刻や欠席をしないように規則正しい
生活を送ること。また、非常時の連絡先や連絡方法を確認し、必要に応じて大学にも連絡
を入れることができるよう準備を整えること。実習後は実習の記録を読み返し、自分なり
の成果を確認する。また、学習指導案は初稿から完成までの稿を残すようにし、修正の過
程を確認する。

学生に対する評価の方
法

巡回指導時の研究授業や学習指導案、実習校の評価、実習記録、実習終了後の報告資料等
をもとに総合的に評価する。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

教育実習は、「観察」、「参加」、「実習」の三つの領域から構成される。これらの領域
は実習期間を通して適切に行われるが、すべて実習校の教師の指導のもとに行われる。事
前の打ち合わせや受け入れ校の指導計画を基に、グループワークを取り入れ、自主的、積
極的に取り組ませる。
実習校において行われる内容は、およそ以下の通りである。
登校指導、職員朝礼、朝のショートタイム、指導者の講話（オリエンテーションや生徒指
導、職員分掌業務ついて）、指導教員や他の教師の授業参観、教材研究、学習指導案の作
成,研究授業の実施（実習生が授業を行い指導教員などが参観し指導する)　、指導教員と
のティームティーチング、学級活動、職員の校務分掌の補助、下校指導、クラブ・部活動
指導等

使用教科書 「教育実習の手引き」「教育実習記録」（名古屋学芸大学）

授業の概要
実習生を受け入れる学校では、主として中堅教員が、後継者育成という使命感をもって指
導に当たる。また、児童生徒にとっては実習生も「教員」である。学生としてではなく、
社会人としての立場と責任を自覚して、健康に留意して実のある実習としたい。

教員担当形態 複数 ナンバリングコード 233-3EED3-24

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教育実習は、大学で学んできた教育原理をはじめとする教職に関する科目、並びに一般教
養科目からなる基礎知識を、統合して教育実践に生かすことを目的に行う。この実習を通
して、授業における実践力を身につける手立てと、自らに不足している事柄を明らかにす
る。さらに、理論と学校現場における実践との違いを肌で感じながら、教師に求められる
資質と能力について考察することを到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇「協働力」◎

授業科目名 教育実習Ⅱ（小）

授業担当者名 松崎　利美、田中　宏和、鷲尾　順一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期〜3年次後期（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

日頃より、知的障害や発達障害に関する報道等に興味を持ち、視聴したり読むことが求め
られる。授業が終わったら、配布資料等を見直し、復習に努めること（週40分以上）

学生に対する評価の方
法

授業内容の理解度（70%）、授業中の受講態度やリアクションペーパーの内容（30%）によ
り総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス・知的障害のある子どもの病因と個別性①（病理・生理）
第02回　知的障害のある子どもの病因と個別性②（病理・生理）
第03回　知的障害の診断(病理・生理)
第04回　知的障害のある児童生徒の実際【ダウン症候群】（病理・生理）
第05回　知的障害のある児童生徒の実際【ソトス症候群等】（病理・生理）
第06回　知的障害のある児童生徒の実際【アンジェルマン症候群等】（病理・生理）
第07回　知的障害のある児童生徒の実際【発達性協調運動障害】（病理・生理）
第08回　知的障害のある児童生徒の実際【感染症によるもの】（病理・生理）
第09回　早産・超低体重児とＮＩＣＵについて（病理・生理）
第10回　出生前診断について（病理・生理）
第11回　知的障害と知能検査・療育手帳について（病理・生理）
第12回　知的障害への医療の介入と教育の役割について（病理・生理）
第13回　知的障害に併存する情緒障害・精神障害（病理・生理）
第14回　理解度確認と解説
第15回　まとめ・振返り、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書 特に指定しない。適宜講義の中で参考となる書籍を紹介する。

授業の概要

 (1)知的障害のある子どもの病因や個別性について理解する。
 (2)知的障害のある子どもに対する医療と教育の役割を考える。
 (3)知的障害のある子どもにかかわる上での必要最低限の知識を習得する。
 (4)知的障害と他の障害との重複や、その程度に関する知識を習得する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1SED2-03

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

知的障害のある児童・生徒の行動を心理・生理・病理学的に理解し、合理的配慮に基づき
適切な指導をすることは、特別支援教育はもとより、就学前教育、初等教育の通常教育に
通じる有効な指導であることを学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 知的障害者の心理・生理・病理Ⅱ

授業担当者名 篠田　晃

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習よりも復習に時間をかけて下さい。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業内容の理解度70％　課題レポートに基づく評価等30％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　人体の構造・生理からみた運動障害の理解〜神経系
第02回　人体の構造・生理からみた運動障害の理解〜筋系
第03回　人体の構造・生理からみた運動障害の理解〜骨格系
第04回　脳の働きと身体の動き
第05回　中枢神経系の発生
第06回　中枢神経系の障害と病理（病態生理）
第07回　染色体異常・遺伝性疾患の理解　ダウン症、ターナー症候群、神経皮膚症候群
第08回　神経・筋疾患の病態生理（病理）の理解　進行性筋ジストロフィー、水頭症、て
んかん、
　　　　 脳性まひ、二分脊椎
第09回　脳炎後遺症、髄膜炎後遺症、急性脳症、頭部外傷、脊髄損傷の病態生理（病理）
第10回　軟骨無形成症、先天性股関節脱臼、ペルテス病の病態生理（病理）
第11回　肢体不自由児・者における障害の受容とセルフケア：心理学的分析
第12回　肢体不自由児・者の心理学的理解、教育・社会的理解
第13回　肢体不自由児・者の心理的サポート：医療・福祉との連携
第14回　病気、障害のある子どもを支える社会保障制度・医療制度
第15回　理解度確認とまとめ、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書
「肢体不自由児、病弱・身体虚弱児教育のためのやさしい医学・生理学」竹田一則（ジ
アース教育新社）
必要に応じてプリントを配布し、その他の参考資料等はその都度配布する。

授業の概要

肢体不自由のある幼児児童生徒の教育実践のためには、肢体不自由児・者の心理・生理・
病理の特性について理解しておく必要がある．そのために，本授業では，まず医学的な観
点や学校教育の観点から肢体不自由の定義について学修する．次に，肢体不自由の主な原
因疾患の特徴と配慮事項として，いくつかの疾患を取り上げながら病理・心理学的観点か
ら学修する．最後に，それらの理解の上で，肢体不自由児・者の心理についていくつかの
観点から学修を深めていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1SED2-04

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本授業では，肢体不自由のある幼児児童生徒に関する心理・生理・病理に関する内容を概
観し，教育的かかわりのために必要な基本的な知識の理解と態度の育成を図ることを目指
す．最終的には，肢体不自由のある幼児児童生徒に関する心理・生理・病理に関する内容
を理解し，自らの言葉で説明できるようになった上で，肢体不自由教育実践を観察する際
に，子どもの実態や教職員によるかかわりの意図を理解できるようになることを目標とす
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能 」◎、「思考力・判断力・創造力」 〇

授業科目名 肢体不自由者の心理・生理・病理

授業担当者名 篠田　晃

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業で学んだことは、教科書と配布したプリントなども参照しながら、記憶が新鮮なその
日のうちに（少なくとも2〜3日以内に）きっちり復習しておきましょう（週30分以上）。
日頃から子どもの病気に関する新聞記事やメディアでの報道などに興味を持ってくださ
い。

学生に対する評価の方
法

レポート（70%）、授業中の受講態度等（30%）により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　医学・医療の基本 - ① 健康とは、病気とは、障害とは
第02回　医学・医療の基本 - ② コメディカルの役割、医療制度
第03回　小児慢性疾患（総論） 統計データ
第04回　小児慢性疾患（各論）- ① 染色体異常/遺伝子疾患：ダウン症
第05回　小児慢性疾患（各論）- ② 神経疾患/神経筋疾患：てんかん、脳性麻痺
第06回　小児慢性疾患（各論）- ③ 筋ジストロフィー、脊髄性筋萎縮症
第07回　小児慢性疾患（各論）- ④ 内分泌疾患：１型糖尿病
第08回　小児慢性疾患（各論）- ⑤ 循環器疾患：先天性心疾患、不整脈、川崎病
第09回　小児慢性疾患（各論）- ⑥ 腎疾患：ネフローゼ症候群、慢性腎炎、
第10回　小児慢性疾患（各論）- ⑦ 腫瘍性疾患：血液腫瘍、脳腫瘍、固形腫瘍
第11回　小児慢性疾患（各論）- ⑧ アレルギー性疾患：食物アレルギー、気管支喘息・
第12回　小児慢性疾患（各論）- ⑨ 感染症/予防接種
第13回　小児慢性疾患（各論）- ⑩ 発達障害関連-1：摂食障害、吃音、チック症
第14回　小児慢性疾患（各論）- ⑪ 発達障害関連-2：ASD、ADHD、LD
第15回　まとめ、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書 特になし

授業の概要
病弱者教育に必要な小児慢性疾患の医学的知識を、発達と障害の観点を踏まえて学ぶ。ま
た、医療・医学に関するリテラシーの獲得を目指す。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1SED2-07

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

病弱者の支援を進めていくために必要となる教育・保健・医学の基礎知識を習得し、その
理解に基づき「生涯教育（ライフステージ）にそった一貫した教育と医療・保健福祉分野
との連携支援」の視点を深める。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 病弱者の心理・生理・病理

授業担当者名 大橋　圭

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

　授業態度３０％、授業内でのレポート等に基づく評価３０％ 、筆記テスト４０％など
で総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、知的障害のある幼児、児童又は生徒の教育の歴史
第02回　知的障害のある幼児、児童又は生徒の障害特性の理解と教育的ニーズ
第03回　知的障害のある幼児、児童又は生徒の理解と障害の状況の把握
 　　　　（グループワーク・ディスカッション）
第04回　愛知の特別支援教育
第05回　知的障害のある幼児、児童又は生徒の教育における学習上の特性と
 　　　　合理的配慮の観点
第06回　知的障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程、学習指導要領改訂
 　　　　のポイント
第07回　知的障害者である幼児、児童又は生徒に対する教育を行う特別支援学校
 　　　　の各教科の目標及び内容
第08回　「自立活動」の概要
第09回　個別の指導計画と個別の教育支援計画（個別の教育支援計画等の作成）
第10回　「各教科別の指導」の実際　　「作業学習」の実際
第11回　「日常生活の指導」の実際（作成・発表）
第12回　「遊びの指導」の実際（制作・発表）
第13回　「生活単元学習」の実際（作成・発表）
第14回　「知的障害教育の課題」、（グループワーク・ディスカッション）、授業全体の
振り返り
 　　　　（学生受講結果アンケート）
第15回　校内の支援体制、授業づくりと学習評価、「理解度確認」

使用教科書

テキストは使用しない。
資料は適宜配布する。

（参考）
特別支援学校 幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領
特別支援学校学習指導要領解説　総則編（幼稚部・小学部・中学部）
特別支援学校学習指導要領解説　自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）
特別支援学校学習指導要領解説　各教科等編（小学部・中学部）
「教育支援資料」文部科学省初等中等教育局特別支援教育課 文部科学省webﾍﾟｰｼﾞ
「特別支援教育の基礎・基本 2020」　著作：独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所
学習指導要領Ｑ＆Ａ　特別支援教育[知的障害教育]　2020　東洋館出版社

授業の概要

　特別支援学校学習指導要領等を踏まえ、知的障害のある幼児、児童又は生徒の発達特
性、学習や生活技能などの指導法や不適応行動への対応について、授業の実践例などを通
して広く学ぶことにより、知的障害のある幼児、児童又は生徒の教育方法に対する理解を
深め、適切な指導及び支援ができるようにする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2SED2⁻08

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ
　知的障害のある幼児、児童又は生徒の発達特性を理解するとともに、特別支援学校学習
指導要領等を踏まえ、知的障害のある幼児、児童又は生徒の教育方法について幅広く学
ぶ。

到達目標
１．特別支援学校学習指導要領等を踏まえ、知的障害のある幼児、児童又は生徒の教育に
関する教育制度、教育課程の基本を理解する。
２．知的障害のある幼児、児童又は生徒の発達特性、また、学習上や生活上の困難及び不
適応行動などへの対応を理解し、まとめたり発表したりする。
３．知的障害のある幼児、児童又は生徒、及び保護者に対する教育内容・方法、及び対応
の基本を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・表現力等」◎　「協働力」〇

授業科目名 知的障害者教育方法論Ⅰ

授業担当者名 小川　純子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

　事前に、特別支援学校幼稚部教育要領、小学部・中学部学習指導要領を予習しておくこ
と。また、日常的に障害児・者に関するニュース、話題、映画などに触れ、自分自身の
「問い」や考えを持つように心がけること。事後学修としては、指示されたレポート等の
課題に必ず取り組むこと。（週60分以上）



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業態度とミニテストの回答・感想・質問に対して毎回５点満点で評価する。14回で70
点。レポートに30点を配当する。合計100点満点で評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　肢体不自由教育の歴史と課題(新しい障害観：ICIDHからICFへ，特別支援教育の
課題)
第02回　肢体不自由特別支援学校の教育課程(在籍児童生徒の病因・疾患，教育課程の編
成とカリキュラム・マネジメント，GW「時間割作成」)
第03回　教育課程Ａ（準ずる指導）の基本的な考え方(ＩＣＴ機器の活用と内容の精選)
第04回　教育課程Ｂ（知的障害の教育課程代替）の基本的な考え方（生活単元学習、作業
学習等）
第05回　教育課程Ｃ（重度・重複障害）の基本的な考え方（自立活動を主とした指導の内
容）
第06回　個別の教育支援計画と個別の指導計画，校内委員会，SST
第07回　バリアフリーを考える，中途障害について(岡崎愛子さんの例)，スロープ設計
ワーク，車いすでの移動と斜度チェック，学内バリアチェック
第08回　自立活動について，肢体不自由児童生徒の自立活動について，透明文字盤による
コミュニケーション
第09回　医療的ケアについて，医療的ケアの歴史，医療的ケアの具体的行為，福祉制度
第10回　肢体不自由児童生徒の摂食指導Ⅰ，摂食・嚥下のメカニズム，誤嚥について
第11回　肢体不自由児童生徒の摂食指導Ⅱ，食形態と形態加工，摂食指導の実際(実技の
準備)
第12回　障害の重い児童生徒の感覚・運動遊び
第13回　支援技術(AT:Assistive Technology)の活用とAACの現状と課題
第14回　キャリア支援教育の実際と課題
第15回　特別支援学校のセンター的機能と今後の課題　「学生受講結果アンケート」への
回答
※外部講師による講演を計画している(期日未定)。講師は障害者スポーツ関係者や障害の
ある子どもを育てる保護者等を予定している。

授業の概要

肢体不自由教育の歴史から現代の課題を俯瞰する。教育課程とそれに付随する個別の教育
支援計画・個別の指導計画、自立活動の指導の実際についてワークショップ形式も取り混
ぜて実践力を養う。更に摂食指導の基本と、医療的ケア、キャリア教育、特別支援学校の
センター的機能等について学修し、肢体不自由児童生徒の指導・支援全般にわたる基礎
的・基本的知識・技能を習得し、指導及び支援に必要な能力や態度を育てる。

＜実務経験と本科目との関連＞
特別支援学校教諭としての経験を活かし、特に、肢体不自由特別支援学校における個別の
教育支援計画、個別の指導計画と自立活動の実際について、具体的な事例を示しながら、
その理解を図る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2SED2-09

備考
児童発達教育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

①肢体不自由教育における教育課程に関する知識を学習指導要領に照らして理解する
②肢体不自由児童生徒の障害特性を理解し、個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成
する上での要点を把握する
③肢体不自由特別支援学校における教科指導の工夫と自立活動の実践例を通して、指導内
容・方法に関する実践的な知識を習得する

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 肢体不自由者教育方法論

授業担当者名 吉村　匡

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回、講義ノート(スプレッドシート)にミニテストの回答と感想・質問を記入して提出す
ること(30分相当)。講義内容に関する論文や記事を精査し自己学習として定着させるこ
と。(各回60分相当)

使用教科書

参考図書として以下の書籍を推薦する
①特別支援学校小学部・中学部学習指導要領，同総則編（小・中学部）
②肢体不自由教育の基本とその展開．2007，慶應義塾大学出版会
③子どもの見方がかわるＩＣＦ．2009，クリエイツかもがわ
④最新摂食コミュニケーション．2004，㈱エポックアート



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（30%）、発表（指導案作成10%、模擬授業発表20％、授業前発表
10%）、小テスト（30%）により総合的に判断する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、病弱児とは
第02回　病弱教育の変遷及び現状と課題
第03回　病気の子どもが教育を受ける場（訪問教育、病院にある学校における教育）
第04回　地域の園・学校、特別支援学校に在籍する病気のある子どもの病因と特性
第05回　病弱教育に必要な手続きと関連法令等
第06回　病気の子どもが抱える不安の理解とその解消　※AL（グループワーク）
第07回　学習指導要領から考える病弱児の教育課程
第08回　病弱教育における各教科の指導
第09回　病弱教育における自立活動の指導
第10回　病気の状態に応じた授業づくり（指導案の作成、教材・教具の検討）
 　　　　※AL（グループワーク）
第11回　病気の状態に応じた授業づくり（模擬事業の発表・交流）
 　　　　※AL（プレゼンテーション）
第12回　病気の状態に応じた授業づくり（授業づくりのポイント）
第13回　病気の子ども達への関わり（担任の役割）・復学支援
第14回　病気の子どものキャリア教育（病気の子どもの事例検討）
 　　　　※AL（グループワーク）
第15回　本講義のまとめ（小テスト）、「学生受講結果アンケート」への回答
　　　 　障害・病気の子どもの生活を理解する（医療的ケア、きょうだい児、
　　　 　死との葛藤、保護者支援）

※課題に対するフィードバックは授業内で随時行う

使用教科書

教科書は特に指定しない。

（参考資料）
・特別支援学校幼稚部教育要領・小学部・中学部学習指導要領（平成29年4月公示 文部科
学省）

授業の概要

病弱教育に関する基礎的な知識の習得から、実際の学校現場における指導方法および支援
の方策について学ぶ。参加者同士で体験したり、検討したりする中で、特別支援教育教員
として必要な力量について考察する。
学校現場における具体的な指導方法、指導計画および指導案の作成方法について検討を行
う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2SED2-10

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

１．病弱教育の理念や課題、また対象となる幼児児童生徒の特徴を理解している。
２．病・虚弱児への支援・指導のあり方について仲間と協働して検討できる。
３．病・虚弱教育に携わる教員として必要な知識・技能・態度の基本を身につけている。
テーマ：病・虚弱児の教育的ニーズ・教育内容・方法などについて幅広く学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 病弱者教育方法論

授業担当者名 小柳津　和博

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回の授業後に次回の予習課題を提示する。予習課題について事前に調べ、各自の考えを
まとめてくること。（予習・復習時間目安90分）
第１回にグループ分けを行う。毎回の授業開始時に予習課題に対して担当グループによる
発表を行う。提示する予習課題についてメンバーと協力してプレゼンテーションできるよ
うに準備をすること。
病気のある方、障害児・者に係る文献、ニュース、映画などに普段から着目しておくこ
と。これまでかかわった病気や障害のある子ども、障害の疑いのある子ども等について、
自分のかかわり方をまとめ、考えを整理しておくこと。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内では様々な書籍や映像教材を紹介します。授業内容をより深く理解するために、授
業時間外に参考書籍を読んだり、参考動画をみたりするようにしてください。（週60分以
上）

学生に対する評価の方
法

課題レポートに基づく評価60％　授業態度40％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　視覚器の構造
第02回　視覚器各部のはたらき
第03回　視機能（視力、視野、色覚）とその評価
第04回　視覚障害の定義と実態
第05回　視覚障害原因の主な眼疾患と心理的配慮（前編：未熟児網膜症、網膜色素変性
症）
第06回　視覚障害原因の主な眼疾患と心理的配慮（後編：緑内障、白内障、強度屈折異
常）
第07回　視覚障害児・者の触知覚
第08回　触察教材
第09回　点字教材
第10回　弱視児の見え方
第11回　弱視児の教材
第12回　視覚障害児・者の心理支援の実際（自助努力と援助依頼、パッシング）
第13回　視覚障害児・者の心理支援の実際（中途障害に伴う落胆、先天障害に伴う気づ
き）
第14回　視覚障害児・者の心理支援の実際（バーバリズム、進路支援）
第15回　まとめと受講結果アンケートの実施

使用教科書 特になし

授業の概要
視覚障害児・者の障害特性、心理・生理・病理、視覚障害児・者に対する支援方法の基
礎、視覚障害を取り巻く諸問題について学習する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2SED2-11

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

視覚障害児・者の心理・生理及び病理学的特徴及び家族の心理についての知識を習得する
とともに、支援の基礎に関する理解を深める。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 視覚障害者の心理・生理・病理

授業担当者名 長﨑　龍樹

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業の予習・復習に取り組んでください。授業内で紹介した資料を熟読したり、関連資料
を図書館で探して読むなど、各自学びを深めるようにしましょう。自己学習の目安は週60
分以上です。

学生に対する評価の方
法

授業態度２０％、課題レポートに基づく評価２０％、授業内容の理解度６０％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、障害児の「障害」の概念と特別支援教育【担当:大島】
第02回　疾患のある児童生徒の指導・支援での留意点と教育実践の事例【担当:大島】
第03回　言語障害の定義と診断・状態把握［アセスメントの実際］【担当:大島】
第04回　重複障害の定義と診断(病理・生理)【担当:篠田】
第05回　発達障害の原因と分類［診断基準改冬の概略、早期発見・支援、二次的な問題］
(病理・生理)【担当:篠田】
第06回　障害の背景要因①出生前の要因（染色体異常、遺伝子異常、環境要因）【担当:
篠田】
第07回　発達障害の定義と診断・状態把握［アセスメントの実際］【担当:篠田】
第08回　情緒障害児の支援(病理・生理) 【担当:篠田】
第09回　障害の背景要因②出生後の要因（仮死、早産、子ども虐待）【担当:篠田】
第10回　自閉スペクトラム症［社会性・コミュニケーション、興味・行動の限定等］(病
理・生理)【担当:篠田】
第11回　注意欠如多動症（ADHD）［不注意、多動、衝動性、脳機能と治療薬］(病理・生
理)【担当:篠田】
第12回　障害のある子どもに多い合併・併存症(てんかん、抗てんかん薬)【担当:篠田】
第13回　限局性学習症（SLD）［ディスレクシア、算数障害と脳機能］(病理・生理)【担
当:篠田】
第14回　聴覚情報処理障害(APD)、聞き取り困難(LD)(病理・生理) 【担当:篠田】
第15回　授業のまとめ・理解度確認・授業全体の振り返り・学生受講結果アンケートの実
施【担当:大島】

使用教科書 特に指定しない。適宜、資料を配付する。

授業の概要

本授業は、オムニバス形式ですすめる。授業担当者により、授業内容の概要は以下のとお
りである。
１ 障害のある児童生徒の教育や支援に必要な知識を習得する。
２ 障害のある児童・生徒の行動等を心理・生理・病理学的に理解する。
３ 障害のある児童生徒の生理・病理・心理を踏まえつつ、その支援について、具体的な
事例検討を通して学びを深める。

教員担当形態 オムニバス ナンバリングコード 233-2SED2-12

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

特別な教育的支援を必要とする障害児（者）を対象に、それらの障害に関する概念、種
類、原因と生理・病理、及び心理についての基礎的な知識を広く得る。さらに、この授業
での学びを通して、特別な支援ニーズを持つ子どものアセスメントをし、支援・指導する
ことの重要性を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 障害者の心理・生理・病理

授業担当者名 大島　光代、篠田　晃

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義用のプリントを活用しながら復習をしたり、教科書や関連図書を読んだりして知識を
深めるための学びを積極的に行いましょう。新聞やニュースで報道される関連記事にも関
心をもつようにしてください。また、授業で配布する資料は、自己学習で積極的に活用し
てください。時間は週60分以上を目安とします。

学生に対する評価の方
法

授業態度（30％）、授業内で行うレポート（30％）、最終回に実施する理解度確認
（40％）などで総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、我が国の障害児者家族への支援制度の歴史
第02回　障害児者家族への支援制度と基本理念
第03回　障害児者家族のストレス、障害受容について
第04回　障害児者家族支援①（幼児期：気になる子ども）
第05回　障害児者家族支援②（児童期：知的障害）
第06回　障害児者家族支援③（児童期：自閉症スペクトラム）
第07回　障害児者家族支援④（児童期：発達障害）
第08回　障害児者家族支援⑤（青年期：就労と社会参加）
第09回　子どもへの説明（診断名の告知）と家族支援
第10回　教師から保護者へのコンサルテーション
第11回　母親への支援・ペアレントトレーニング
第12回　相談支援と保護者へのカウンセリング
第13回　権利擁護（アドボカシー）の理論と取組
第14回　地域支援システムと今後の課題
第15回　授業のまとめ・理解度確認・授業全体の振り返り・学生受講結果アンケートの実
施

使用教科書 教科書は使用しない。適宜、資料を配付する。

授業の概要

障害児者の家族を取り巻く環境は、法制度の整備と共に変化してきた。文部科学(2005）
の答申「特別支援教育を推進するための制度の在り方について」、厚生労働省(2014)の報
告書「今後の障害児支援の在り方について」の基本理念の理解をすすめるとともに、家族
支援に関する制度や行政の取組、家族の障害受容、家族支援の実際を知り今後の課題につ
いて考察する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1SED2-05

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

障害児者の家族支援の制度についての歴史や背景を知り、現在の医療的、福祉的、教育的
意義や制度・理念について理解するとともに、障害児者の家族の現状、家族支援の実際と
地域支援システムの構築等の課題について基本的な知識を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 障害と家族支援

授業担当者名 大島　光代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習：次回の授業内容について事前に調べておくこと（30分以上）
復習：学んだ内容や体験を振り返り、関連する事項を調べたり気づきを書き記したりして
おくこと（30分以上）。レポート課題がある場合にはその作成に2時間程度を要する。

学生に対する評価の方
法

受講態度・レポート：50%　　最終レポート：50%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、アセスメントの活用と目的
第02回　発達検査概論
第03回　新版K式発達検査の評価と活用
第04回　知能検査概論
第05回　WISC-Ⅳの実施と評価：言語理解、知覚推理
第06回　WISC-Ⅳの実施と評価：ワーキングメモリ、処理速度
第07回　WISC-Ⅳの活用
第08回　適応行動概論
第09回　Vineland-Ⅱ適応行動尺度の実施
第10回　Vineland-Ⅱ適応行動尺度の実践
第11回　Vineland-Ⅱ適応行動尺度の活用
第12回　パーソナリティ検査概論、質問紙法：Big Five
第13回　投影法：バウムテスト
第14回　発達障害に関するアセスメント
第15回　行動評価の方法と活用　「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書
教科書は使用しない。講義内で参考文献を提示する。
参考　滝吉美知香・名古屋恒彦（2015）特別支援教育に生きる心理アセスメントの基礎知
識. 東洋館出版社

授業の概要

さまざまなアセスメントの中から代表的な検査について概論を説明し、実施しながら学
ぶ。実施方法を単に知るだけではなく、それぞれの検査の効果と限界を踏まえて、現場で
の活用を考える。自分の理解と不明点等を明確にするために、レポートの提出を求める。

＜実務経験と本科目との関連＞
臨床心理士としての実務経験を活かし、障害児・者のアセスメントの基礎を解説する。特
に発達障害については障害種別の特性や対応・支援のあり方について事例を挙げながら理
解できるようにする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1SED2-06

備考
児童発達教育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

本授業では、アセスメント方法として、いくつかの基本的な発達検査・心理検査を学び、
結果の見方や活用の仕方を理解するともに、各検査の限界や問題点を理解する。アセスメ
ントの結果をいかに本人や保護者と共有し、学校臨床の場に生かしていくかがわかるよう
になることが目標である。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 障害アセスメントの基礎

授業担当者名 中島　卓裕

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習：次回の授業内容について事前に調べておくこと（30分以上）
復習：学んだ内容や体験を振り返り、関連する事項を調べたり気づきを書き記したりして
おくこと（30分以上）。レポート課題がある場合にはその作成に2時間程度を要する。

学生に対する評価の方
法

受講態度：20%　　毎回のレポート：40%　最終レポート：40％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション：心理面接とは何か
第02回　自分の気持ちに気づく：自分の感情を知る（フェルトセンス）
第03回　自分の気持ちに気づく：自分の感覚を知る（マインドフルネス）
第04回　自分の気持ちに気づく：自分の考え方を知る
第05回　人の話を聴く：環境設定
第06回　人の話を聴く：心理面接の開始、インテイク面接
第07回　人の話を聴く：援助的態度（さまざまな応答技法を知る）
第08回　人の話を聴く：援助的態度（心理面接の実際を視聴覚教材で学ぶ）
第09回　人の話を聴く：援助的態度（応答技法の練習）
第10回　人の話を聴く：援助的態度（応答技法の練習）
第11回　人の話を聴く：援助的態度（応答技法の実践）
第12回　非言語を聴く：箱庭体験
第13回　対応する：友達作りをどのように支援するか？
第14回　対応する：保護者をどのように支援するか？
第15回　対応する：ストレスマネジメント　「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書 教科書は使用しない。授業内で参考文献を提示する。

授業の概要

心理面接の基礎的な知識、理論と技法について説明し、体験演習（ロールプレイ）や実践
を行う。
授業内のみで体験を終わらせないために、ほぼ毎回、授業外での体験課題を課す。さら
に、体験における自分の感覚や実践から得た考察を言語化できるようになることを目指す
ため、毎回、体験課題に基づくレポートの提出を求める。

＜実務経験と本科目との関連＞
臨床心理士としての実務経験を活かし、面接時の基本やインテーク面接のポイントなどを
解説する。その後事例を設定してロールプレイを繰り返し、面接時の知識・技能の向上を
図る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-14

備考
児童発達教育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

支援対象者の心理や気持ちに沿った面接や話の聴き方は、対人援助場面で必須となるスキ
ルである。相手を理解するためには話を聴く際の自分のクセや感情を理解することも欠か
せない。よって、効果的な支援の基盤を作るために必要な心理面接の基礎を習得すること
が本授業のテーマである。次の3点を到達目標とする。
(1) 自分の感情や考え方のクセに気づくための方法を知り、実践できる。
(2) 心理面接の基礎的な技術を習得し、実践できる。
(3)　支援のための方法を知り、説明できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力、判断力、創造力」○

授業科目名 心理面接演習

授業担当者名 中島　卓裕

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習：シラバスに記載されているテーマについて，事前に調べておくこと（週30分以上）
復習：授業内容について日頃の自分自身の経験とともに振り返り，気づいたことや疑問点
等についてまとめておくこと（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度および授業内課題（40％），レポート（60％）から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション，パーソナリティとは
（第02回から第14回までは，講義内で小レポートを課し，次回講義内でフィードバックを
行う）
第02回　パーソナリティの諸理論①：類型論
第03回　パーソナリティの諸理論②：特性論
第04回　近年の諸理論：ビッグファイブ
第05回　パーソナリティの測定①：質問紙法，観察法
　　　　※質問紙法の体験
第06回　パーソナリティの測定②：投影法，面接法
　　　　※投影法の体験
第07回　遺伝と環境
第08回　パーソナリティの発達①：青年期まで
第09回　パーソナリティの発達②：成人期移行
第10回　パーソナリティと対人関係
第11回　パーソナリティと組織
第12回　パーソナリティと社会的認知
第13回　パーソナリティと健康
第14回　パーソナリティと病理
第15回　授業全体の振り返り、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 教科書は使用しない。必要な資料は，授業時に配布する。

授業の概要

　授業はパワーポイントもしくは板書を使用し，講義形式で行う。また，パーソナリティ
についての理解を深められるよう，体験学習も適宜取り入れていく。
　パーソナリティに関する基礎知識や研究の歴史について概観し，実証的研究をもとに
パーソナリティの形成や変容過程について学んでいく。また，パーソナリティをどのよう
に捉えるのか，実際にその手法を体験しながら理解を深めていく。さらには，日常生活を
営む上でわれわれの身の周りにも起こりうる問題とパーソナリティの関係などについても
解説していく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-16

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

　私たちは一人一人違った個性をもっている。パーソナリティ心理学は，人間の個人差に
着目し，パーソナリティの視点から人の心について探求する学問領域である。
　本授業では，パーソナリティについての基礎的な諸理論や研究の方法について理解し，
自己や身近な他者，社会的な問題についてパーソナリティ心理学の視点から理解を深める
ことを目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 パーソナリティ心理学

授業担当者名 三ツ村　美沙子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・授業計画に示した内容について調べてみる(予習)
・授業で展開した内容を振り返り、整理する(復習)
＊予習時間目安:60分以上、復習時間目安:60分以上

学生に対する評価の方
法

① 理解度確認（６0%）
② 振り返り・自己学習の課題（30％）
③ 平常点（授業参加態度など）（１０％）
✳振り返りの課題は、授業内で適宜実施します。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション：障がい（障害）とは
第02回　障害概念の歴史的変遷と現在の課題
第03回　保育・教育現場における障害児への対応
第04回　知的障害（知的能力障害）の理解と支援
第05回　自閉スペクトラム症の理解と支援
第06回　コミュニケーション障害の理解と支援
第07回　限局性学習症／注意欠如・多動症の理解と支援
第08回　身体障害・運動障害の理解と支援
第09回　視覚障害・聴覚障害の理解と支援
第10回　パラスポーツ について
第11回　高次脳機能障害とは
第12回　高次脳機能障害の理解と支援
第13回　発達障害と併存する精神障害の理解と支援
第14回　障害者の就労支援・地域での支援
第15回　理解度確認・受講結果アンケートの実施

使用教科書
本郷 一夫・大伴 潔 (編)　『 障害者・障害児心理学』（公認心理学スタンダードテキス
トシリーズ13）　ミネルヴァ書房、2022年

授業の概要

　障がい（障害）に関する定義や法制度などの基礎知識を学び、障害者・障害児が抱える
心理的・社会的困難について理解をするための手がかりや支援制度ならびに支援施設につ
いての概括を行います。そして障害者・障害児を支援するにあたって求められる心構えや
支援のあり方を考えることを試みます。
　授業は、教科書を中心にした展開を予定していますが、適宜、資料に基づく授業内容と
なることがあります。また、授業計画は授業進行の状況により修正、または変更すること
があリます。口頭による説明が中心となるので、受講においてはノートをとることに心が
けてください。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-15

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

「障がい（障害）」についての理解を深めること、障がい児・者や対象者の環境について
考えこと、そして、その支援についての心理学的に考察することを目的とします。そし
て、①「障がい（障害）」のある子どもや成人の心理的・行動的特性について説明できる
こと、②「障がい（障害）児・者」への支援について説明できることを到達目標としま
す。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 障がい児・者心理学

授業担当者名 菅田　達也

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

毎回テーマを設けるので，それについて予め学習し発表する．その発表をもとに全員で討
論し，最後に各自レポートにまとめ提出する．問題を理解したうえで，自分の考えをまと
め，わかりやすくかつ簡潔に発表してください．日頃から新聞・ＴＶのニュース等で関連
分野に関心を持っておくこと．いろいろな考えがあるのが当たり前ですから，自由に意見
を述べましょう．（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（発表、討論など）、レポートなどにより総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　人類と感染症の歴史 1) イントロダクション　天然痘の根絶
第02回　人類と感染症の歴史 2) ペスト　ポリオ　産褥熱
第03回　人類と感染症の歴史 3) 結核　麻疹　風疹　エイズ
第04回　人類と感染症の歴史 4) インフルエンザ　COVID-19　感染症に備える
第05回　人類と感染症の歴史 5) ハンセン病・障害者と人権障害
第06回　出生前診断（羊水診断、絨毛診断、NIPT）に関するミニレクチャー
第07回　生殖補助医療に関するミニレクチャー
第08回　先天異常とはなにか？
第09回　染色体異常について
第10回　学生による発表と討論Ⅰ
第11回　臓器移植に関するミニレクチャー　1) 腎移植，角膜移植
第12回　臓器移植に関するミニレクチャー　2) 肝臓移植，肺移植，幹細胞移植
第13回　脳死とは何か？
第14回　学生による発表と討論Ⅱ
第15回　まとめと講評、受講結果アンケートの実施

使用教科書
「遺伝医学への招待」（南江堂），「人類と感染症の歴史」（丸善）を参考書として用い
る．必要に応じ、プリントを配布し，その他の参考資料等は、その都度配布･紹介する．

授業の概要

人類と感染症の歴史 を病気の例を挙げて考察し，今後の新興感染症対策に生かす．
生殖補助医療や出生前診断とそれに関する生命倫理的問題についても考察を加える．
さらに，臓器移植やそれに関する医療心理的テーマについて発表し、受講者全員で討論を
行う．

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2SSI2-01

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

医学や医療技術が進歩し医療上の選択肢が増え、価値観の多様性と相俟って、医師へのお
任せ医療から患者が自己決定する医療へと変化してきた。しかし、自己決定は時として患
者・家族の心理的問題を引き起こす。このような状況へのアプローチについて学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 特別演習Ａ（保健医療領域）

授業担当者名 篠田　晃

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

「次時の課題」への取組（30分以上）に前向きに取り組んだり、指文字や簡単な手話の復
習（30分以上）を行なったりすることにより、指文字・簡単な手話をマスターして欲し
い。

学生に対する評価の方
法

授業態度・課題への取組（30％）、制作発表（30％）、レポート（40％）等を総合的に評
価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の目的、評価方法、手話・指文字について）
第02回　聴覚障害児・者のコミュニケーション
第03回　手話の種類（日本手話・日本語対応手話）と歴史
第04回　指文字を覚えよう（清音）
第05回　指文字を覚えよう（濁音・半濁音・特殊音節）
第06回　指文字を覚えよう（指文字を使ったゲーム）
第07回　日本語対応手話を覚えよう（幼児の使う手話）
第08回　日本語対応手話を覚えよう（生活言語）
第09回　日本語対応手話を覚えよう（手話で歌おう）
第10回　障害児・者のコミュニケーション支援とは
第11回　コミュニケ—ション支援の教材
第12回　手話・指文字を活用した支援教材の制作①
第13回　手話・指文字を活用した支援教材の制作②
第14回　発表と評価
第15回　授業のまとめ・理解度確認（発表）・授業全体の振り返り・学生受講結果アン
ケートの実施

使用教科書 教科書は使用しない。適宜、資料を配付するとともに、授業終末で次時の課題を提示する

授業の概要

聴覚障害児・者のコミュニケーションツールとなる指文字や手話について、日本手話と日
本語対応手話の違いを含め歴史的に理解するとともに、実際に簡単な手話が使えるように
する。また、聴覚障害児・者だけではなく、コミュニケーション支援の重要性を理解し、
視覚的な補助手段を用いた支援方法を考える。さらにユニバーサル・デザインについて学
ぶことにより、発達段階や障害特性に応じたコミュニケーション支援教材を制作する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-3SSI2-02

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

意思の疎通を行うコミュニケーションは、社会生活を送るための重要なスキルとなる。コ
ミュニケーションには、バーバルコミュニケーション・ノンバーバルコミュニケーション
があり、バーバルコミュニケーションは母語を基本とする。聴覚障害児・者には、日本手
話が母語である場合があるが、健聴者とのコミュニケーションには日本語対応手話が用い
られることが多い。また、健聴者であっても脳性麻痺等で音器に麻痺がある場合、音声に
よる言語コミュニケーションが困難であることが多い。本授業では、障害者を含めた社会
における様々なコミュニケーションについて考え、福祉領域の学びとして、手話や指文字
を覚えることにより聴覚障害児・者だけではなく多くの障害児・者への援助に役立つコ
ミュニケーション支援の方法を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 特別演習Ｂ（福祉領域）

授業担当者名 大島　光代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

復習として毎回授業の振り返り（30分以上）を課します。
課題点及び授業への積極性として評価します。

学生に対する評価の方
法

授業中等の課題への取り組み（30％）、グループ討議やディスカッションへの参加意欲、
発言量など（30％）、理解度確認（40％）とする。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の目的、評価方法、発達段階について）
　　　　 発達とは
第02回　時代と発達　〜発達は普遍的なもの？〜
第03回　社会・文化と発達　〜社会・文化に応じた人材育成〜
第04回　教育とは　公教育における考え方　〜発達という視点・一律な人材育成・
　 　　　ギフテッド〜
第05回　子どものこころの問題・性格の変化・相性
第06回　愛着
第07回　言葉の発達と教育
第08回　認知発達
第09回　遊びの発達
第10回　道徳性の発達
第11回　人間関係の発達
第12回　思春期のゆらぎ・第二次性徴
第13回　不登校はどうして起こる？
第14回　理解度確認、学生受講結果アンケートの実施
第15回　振り返りと授業のまとめ

使用教科書
なし。
適宜、資料を配布する。

授業の概要

心身の発達をベースに、「教育」と「学習」についての理解を深める。
また、経済活動としての「教育/学習」と公教育としての「学校教育」の異同について考
察する。
さまざまな立場から出る教育ニーズや現代日本社会の抱える学習に関する課題や現状を取
り上げ、問題意識を高めながら能動的に解決の糸口を考えていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-3SSI2-03

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校教育で行われることだけでは不足していると捉え、公教育以上の学習や教育を求める
家庭も多い。果たして、公教育は本当に不十分なのであろうか。
本科目では、発達という視点から教育を捉え、子どもたちにとってより良い教育とは何か
を考え、教育・学習を進めるための計画力、実践力を養い、「子どものための教育」を常
に能動的に模索する姿勢を身に着けることを目的とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」○、「協働力」◎

授業科目名 特別演習Ｃ（発達・教育領域）

授業担当者名 桑村　幸恵

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

毎回の振り返り：40％
最終レポート：60％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業についての説明

━ テーマ①　多文化共生概説 ━
第02回　①−１：多文化共生とは何か
第03回　①−2：人権教育

━　テーマ②　差別論 ━
第04回　②-1: あからさまな差別と曖昧な差別
第05回　②-2: マジョリティ特権と抑圧

━ テーマ③　在日外国人 ━
第06回　③-1: 自然災害と外国人
第07回　③-2: 外国人労働者の受け入れと課題

━ テーマ④　在日コリアン ━
第08回　④-1: 在日コリアンの歴史と現状
第09回　④-2: 在日コリアンとインターセクショナリティ

━ テーマ⑤　外国ルーツをもつ子どもたち ━
第10回　⑤-1:多文化保育・多文化教育

━ テーマ⑥　多文化共生 ━
第11回　⑥-1: 日本の多文化政策
第12回　⑥-2: インクルーシブ教育とは何か
第13回　⑥-3: ジェンダー分野における多様性
第14回　⑥-4: ポリティカル・コレクトネス
第15回　授業のまとめ、最終レポート提出、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書 指定テキスト：なし　（授業で適宜紹介する）

授業の概要
本授業では、毎回異なるテーマを設定し、そのテーマに沿って授業を進めていく。
更なる理解のために、必要に応じてディスカッションでブレインストーミングを行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-3SSI2-04

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

【授業テーマ】
「多文化共生」の概念や歴史的背景を学び、「多文化共生」とはどのような社会なのか、
何が必要なのかを考える。日本社会におけるマジョリティの立場として、多文化共生を実
現する上でどのようなことを考えなければならないのかについても理解を深める。外国
ルーツをもつ子どもたちにもフォーカスすることで教育支援の在り方についても考えてい
く。

【到達目標】
① 多文化共生に関する基本的な概念と歴史的背景を理解する
② 多文化共生を多様な側面から捉え、理解する
③ 様々なバックグラウンドを持つ子どもたちに対する教育的支援のあり方について理解
する
　 多文化共生を実現する上での自分自身の立ち位置について理解する

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 特別演習Ｄ（多文化共生）

授業担当者名 駒田　笑奈

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・予習：次回の授業内容について事前に調べ、基礎知識や情報をまとめる　(90分)
・復習：授業内容に対しての考え、疑問点、質問等をまとめる
授業内容で理解が浅かった点などを調べ、理解を深める（120分）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

ゼミナールは卒業研究に取り組む場であるが、授業時間内だけで研究をやり遂げることは
難しい。就職活動や教育実習など多忙を極める時期と察せられるが、適切にスケジュール
を調整して、主体的に取り組むことが望まれる。
この時期はとくに研究テーマを決定するために、これまでに履修した授業や日常の体験を
もとに自ら問いをたて、情報を収集する。授業時に紹介する書籍や論文のほか、図書館な
どを利用し、各自興味のある心理学の研究論文や関連する資料を読む（90分〜／週）。

学生に対する評価の方
法

授業の参加態度（発表、レジメの作成、討論への関与など）と授業目標の到達度（約
60％）、心理学の研究倫理に関するレポート、期末レポート（今後の卒業研究の計画等）
（約40％）により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　　　  オリエンテーション（卒業研究の計画、スケジュールなど）
第02-03回　　文献・資料の収集（図書館ガイダンスを含む）
第04回　　　  論文の読み方
第05回　　　  心理学研究の倫理
第06-12回　　個人発表とグループ討論
　　　　　　　　 毎回2・3名が各自の選択したテーマについて報告し、受講者間で討論
する。
　　　　　　 　　期間中ローテーションをくり返し、卒業研究のテーマを決定する。
第13回　　　  外部講師による講義：心理学研究の特徴、心理学研究と実社会のつながり
等
第14回　　　  卒業研究発表会へ参加
第15回　　　  まとめ（卒業研究の計画、スケジュールなど再検討）、学生受講結果アン
ケートの実施
※第13回は外部講師による授業を計画しているが、時間割等の都合上、日程を変更するこ
とがあるかもしれない。

使用教科書
指定の教科書はなし。テキスト・参考文献等はその都度紹介する。
参考図書：小塩真司・宅 香菜子　(2015).　心理学の卒業研究ワークブック 発想から論
文完成までの10ステージ　金子書房

授業の概要
授業ではレポーター（担当学生）が自ら興味のある事象について話題を提供し、そのテー
マについてグループ討論を行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

心理学の研究課題は人間の行動を理解することであるが、私たちの行動は感情や経験、
パーソナリティなど単に個人の状態や特性によって規定されるものではなく、物理的また
は心理・社会的環境によってもさまざまに変容するものである。ここでは知覚や注意、記
憶、情動、動機づけ、認知面接法（司法面接）や大学生のメンタルヘルスと適応など、心
理学の領域から各自が興味あるテーマを選び、文献資料を精査して、卒業研究のテーマを
決定する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」○、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 赤嶺　亜紀

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

課題の取り組み状況（60％）、授業への参画状況（40％）を総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス
第02回　研究の意義
第03回　研究の種類・方法
第04回　研究課題の見つけ方
第05回　文献・資料の検索方法①データベースの利用
第06回　文献・資料の検索方法②図書館の利用
第07回　文献・資料の入手と活用の方法
第08回　文献レビューと資料作成①
第09回　文献レビューと資料作成②
第10回　プレゼンテーションの技術（外部講師）
第11回　プレゼン資料の作成
第12回　卒業研究テーマの発表・討議①
第13回　卒業研究テーマの発表・討議②
第14回　研究倫理に関するe-learning受講
第15回　振り返りとまとめ（卒業研究発表会への参加）
　　　　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 プリントを配布する。参考文献は適宜紹介する。

授業の概要

ゼミナールⅠでは、研究の基礎を学ぶために、興味関心のある研究分野の文献・資料を検
索し、研究背景や先行研究の動向についてまとめます。具体的には、研究の種類や方法に
ついて理解し、データベースや図書館等を利用して文献を入手し、研究論文の文献レ
ビューを行い、発表・討議を通して卒業研究のテーマを絞り込んでいきます。これまでの
卒業研究のテーマは「養護教諭が行う健康相談の現状と課題」「不登校・学校適応感・援
助要請等に関する研究」「発達障害の支援、二次障害の予防」「性の多様性への支援、性
教育の在り方」「レジリエンスを高める指導」「ストレスマネジメント教育」「いじめ対
策プログラムの検討」「非言語的対応の実際」「タッチング効果の検討」「場面緘黙に対
する支援」「ICTを活用した健康観察・健康相談・保健教育等」「SNSの心身への影響」
「医療的ケア」「熱中症等の学校事故の未然防止」「養護教諭のワーク・ライフ・バラン
スに関する研究」などで、個人の興味関心・疑問に沿いながら研究の問いを設定していき
ます。養護学の確立や養護教諭のアイデンティティに関する研究、養護教諭の複数配置や
幼稚園配置等に関するテーマも歓迎します。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

ゼミナールⅠでは、研究導入として、研究の意義や方法・文献や資料の活用方法等につい
て理解し、卒業研究のテーマ設定を行うことを目標とする。本ゼミナールの主なテーマ
は、子どもの心身の健康に関すること、養護教諭の実践（健康相談・保健指導、保健教育
等）に関する内容等で、子ども一人ひとりが自己実現を目指し、個々の特性を活かし、幸
せに生きるための環境づくりや支援の方法などについて、仲間と共に考える。卒業研究の
テーマは、これまでの学修内容や各自の興味関心・疑問をもとに分野を絞り、先行研究の
動向等について検討した上で、ゼミ内でのディスカッション・個別相談等を通じて設定し
ていく。主な内容は、子どもの心身症に関すること（不定愁訴・頻回来室・不登校等）、
心身の健康課題に関する健康相談（慢性疾患・発達障がい・いじめ・性の多様性・心の問
題等）、科学的根拠に基づく保健指導（熱中症・アナフィラキシー対応・ストレス対処・
性教育等）、ICT活用した保健教育・保健管理（Web健康観察・保健室利用カルテの検討
等）、非言語表現や非言語コミュニケーション・スキルに着目した支援（タッチング・色
彩感覚・距離や動作等）などで、テーマによっては、保健指導の教材（リーフレット等の
コンテンツ作成、カード・タブレットを活用した教材など）の開発にも取り組んでいる。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 井澤　昌子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

データベースや図書館で入手した論文を精読し、発表資料をまとめていきます。自らの興
味・関心・疑問に沿って研究の問いを追究していく過程は、自分自身と向き合う時間でも
あり、時には困難を感じることもあると思いますが、同じ志をもつ仲間と切磋琢磨しなが
ら向きあっていく過程は、皆さんが社会に出て活躍するために必要な力や示唆を与えてく
れる活動となると思います。私自身は子供の心身の健康と関連する意思決定の在り方につ
いて関心を持ち、科学的根拠に基づく保健指導や健康相談、養護教諭の職務に関する研究
などをしています。近年は、ICTを活用した健康教育・健康管理についても研究を進めて
います。また、非言語の表現に着目した支援や保健指導の教材（各種リーフレット・カー
ド・動画等のコンテンツ、タブレット教材など）の開発などにも興味を持っています。ゼ
ミ生一人ひとりの自主性を大切にしながら、新しいことにも挑戦していきたいと思ってい
ます。ゼミナール・卒業研究を通して、研究活動の深さと時間を忘れて没頭してしまう楽
しさを知ってもらえたら嬉しく思います。(60分以上)



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自己学習（予習・復習等の内容・時間）として、文献研究での担当部分の資料作成（90分
〜×３回）、個人のテーマに沿った教材研究の準備とまとめ（120分〜）、動画作成(60分
〜×２回)等

学生に対する評価の方
法

１　授業外課題レポートの作成など授業への関心・意欲（20％）
２　グループワークやプレゼンテーションの内容及びディスカッションへの貢献度
　　（30％）
３　各自が設定したテーマについての研究とまとめ（50％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　「令和の日本型教育」が目指すものとその背景
第02回　「問題発見力」を高める「知識システム」の作り方とは
第03回　ICTの授業への位置づけ、動画の撮影と編集の方法
第04回　授業理論の変遷
第05回　授業から離れない研究　教材研究のテーマ決定のための6つの視点
第06回　グループ（個人）研究のテーマの選択と決定
第07回　グループ（個人）研究１
第08回　グループ（個人）研究２
第09回　グループ（個人）研究３
第10回　グループ研究の中間報告作成
第11回　わかりやすく伝えるプレゼンの方法
第12回　中間報告会と検討、レポート・論文を書きなおす視点
第13回　グループ（個人）研究のまとめとプレゼン作成
第14回　グループ（個人）研究の報告と質疑・応答
第15回　総合的な振り返りと理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

使用教科書：適宜紹介する。参考文献：「Learn Better」「先生たちのリフレクション」
「わかるのしくみ」「プロジェクト学習とは」「理科教育学のすすめ」「ヤモリの指から
不思議なテープ」「PowerPointでかんたん！動画作成」「レポート・論文をさらによくす
る書き直しガイド」など

授業の概要

『令和の日本型学校教育』など文科省が目指す学校教育の姿や学校現場の対応など、事例
や研究についてディスカッションし、学び合うことを通して、ゼミナールⅡ・Ⅲで必要と
なるテーマ設定の観点、文献調査と批評スキル、論述方法の技術などの習得を目指す。さ
らに、個々のテーマに沿って、実験・観察、野外調査、デジタル教材の作成などの教材研
究を行い、その効果的な指導法について検討する。また、教師として求められるICT活用
や発表技法の習得も重視する。与えられた時間の中で、プレゼンソフトや機材を活用して
わかりやすい発表ができる力をつけてもらいたい。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01、233-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

本授業では、今求められる小学校教育の在り方について、文科省施策、研究論文・著書を
探索し、読解しながらディスカッションを行うことにより、専門的な文献を批判的に読み
取る能力や卒業研究に必要な考え方の修得を図る。また、小学校での実践に向けての教材
研究や試行を行い、本学での学びの集大成としてふさわしい卒業研究の課題を見つけられ
るようにする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」○、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 石井　鈴一

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

興味、関心のあることを調べます（週90分）。
研究の視点は、既存の枠にはまらない自由な発想で取り組みましょう。
研究してみたい、と思うことはゼミの仲間と教員としっかり語らい深めていきましょう。

学生に対する評価の方
法

1.授業への参画態度（30％）
2.課題の提出（30％）
3.プレゼンテーション、意見交換（40％）
フィールドワークなどを総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02〜04回　研究テーマの検討。「グループ」話し合い、特定のテーマを設定。
第05〜06回　「グループ」で設定したテーマのプレゼンテーション。
第07〜10回　プレゼンテーションを通して得られた課題意識、研究方法の検討。
第11〜12回　「個別」で興味、関心のある研究テーマの設定。
第13〜14回　「個別」でプレゼンテーション。
第15回　まとめ、研究テーマに関するディスカッション、学生受講結果アンケートの実
施。

使用教科書
テキストは使用しない。
参考文献など、適宣紹介する。必要な資料は、授業ごとに配布する。

授業の概要

テーマのもと授業展開を行うが、その内容と形態は次の通りである。
1.「個人」「グループ」で、「研究について」を理解する。
2.自由で活発な意見交換を通して問題意識や問題探索力を高めていく。
3.個々の研究について「発表」と「討論」を行う。
4.卒業研究で必要となる文献、調査、分析の方法を習得できるようになる。
全体を通して、常識を上手く手放し、当たり前を疑ってみる視点を獲得していくよう多面
的に物事を考察する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

社会学、社会福祉学領域。
ゼミナールⅠでは、研究の方法と意義を理解する。
テーマは社会的困難を抱える子どもとの支援。そのほか、「愛着」「発達障害」「虐待の
メカニズム」など社会関係（人間関係）を通して生じる事象を主軸とするが、子ども支援
を探求する試みであればほかのテーマでも構わない。
フィールドワークなど、社会的困難を抱える子どもの支援を現役専門職の指導を受けなが
ら現場で実践する。
卒業研究に必要な文献検索や調査方法そして、研究手法などの自らが関心を持つあるテー
マを通して習得することを目標にする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 石垣　儀郎

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

使用教科書を読んだり、関心のあるテーマに関する書籍・論文を調べたり、インターネッ
トや新聞等から新しい教育情報を集めたりして、「ポートフォリオ」に整理・集積し、自
身の研究活動に生かす。（各回60分以上）

学生に対する評価の方
法

毎回の授業への参加態度（40％）、研究課題・計画の作成（60％）等から総合的に判断し
て評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　本授業の概要を知る。研究の意義・進め方について学ぶ。
第02回　教育研究の文献例を見て、研究論文の書き方について学ぶ。
第03回　先行研究の調べ方・文献講読の仕方について学ぶ。
（教育研究の文献や教育実習等の経験から、関心のあるテーマを見つける。）
第04回　関心のあるテーマについての先行研究を調べ、文献講読をする①。
第05回　関心のあるテーマについての先行研究を調べ、文献講読をする②。
第06回　研究課題の設定について学ぶ。
第07回　研究課題を設定し、交流・検討する。
第08回　研究計画の立て方について学ぶ。
第09回　研究課題に応じた、研究の対象・方法を検討する。

 第10回　研究計画を作成する。
第11回　研究計画の発表準備をする。
第12回　研究計画を発表（プレゼンテーション）し、検討する①。
第13回　研究計画を発表（プレゼンテーション）し、検討する②。
第14回　研究計画を改善する。
第15回　授業のまとめと振り返りをし、今後の研究活動の見通しをもつ。
　　　　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
＜参考書籍＞　小熊英二「基礎からわかる論文の書き方」講談社現代新書
　　　　　　　小笠原喜康「最新版　大学生のためのレポート・論文術」講談社現代新書

授業の概要

本ゼミナールⅠ（研究導入）は、４年次前期のゼミナールⅡ（研究展開）、後期のゼミ
ナールⅢ（卒業研究）へつながっていく。卒業研究に向けて、教育研究の具体例を見なが
ら、研究の意義や進め方、研究論文の書き方について学んだ上で、関心のあるテーマにつ
いて先行研究を調べて「研究課題」を設定し、研究の対象・方法を検討して「研究計画」
を立てる。
【テーマ】国語科、道徳科の指導法や教育方法、指導技術など、学校現場の授業実践につ
ながるテーマを中心にして、研究活動に取り組んでいきたい。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

卒業研究に向けた研究課題・研究計画
　・研究の意義や進め方、研究論文の書き方を理解する。
　・卒業研究の研究課題を設定する。
　・研究計画を立てる。

ディプロマポリシーと
の関連

思考力・判断力・創造力○
意欲・態度◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 石川　雅春

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

日頃から「なぜだろう？」「なぜかしら？」をそのままにせず、まずは自分で調べましょ
う。（週60分以上）
ゼミでは、自分の意見をもって、積極的に討論に参加してください。
お互いの研究内容を高め、研究をワクワクするものにしていきましょう。

学生に対する評価の方
法

授業への参画、課題レポート、プレゼンテーションなどを総合して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　研究の意義と論文の書き方
第03回　研究倫理について
第04回　文献検索・情報収集と整理の仕方、先行研究の熟読について
第05回　討論①　取り組みたい研究内容と先行研究（プレゼンテーション・討論）
第06回　討論②　先行研究を読んだ結果、研究の手法など参考になるところ、
 　　　　まだ手が付けられていないところなどの確認（プレゼンテーション・討論）
第07回  討論③　研究の意義を検討する
第08回　討論④　研究の目的を検討する
第09回　討論⑤　研究目的を具現化するために、どのような方法で調べるか
(プレゼンテーション・討論)
第10回　討論⑥　研究方法の確認(その方法で研究が遂行できるか)
第11回　討論⑦　研究仮設の確認(研究に仮説があるか)
第12回　引用・参考文献の確認
第13回　個別指導　研究計画書の作成
第14回　個別指導　研究計画書の作成
第15回　全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書
教科書は使用しない。
必要な文献・資料については、その都度紹介する。

授業の概要

自身が今、感じていることや疑問、取り組んでみたい事柄などを問題にしてテーマを設定
する。その問題について先行研究、文献・資料収集による調べ活動をする。得られた結果
について分析し考察する。これらについてそれぞれの段階において、ゼミ内において話し
合い、意見交換、討論などを行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

ゼミナールⅠでは、4年次での卒業研究論文を作成するために必要となる「研究論文執筆
の基礎」を学ぶ。研究の意義・目的を理解し、研究の設計図である「研究計画書」を作成
するまでの手順・内容を習得し、作成できることを到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 伊藤　琴恵

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

日頃から自分の関心や問いに対して意識的になり、関連する情報、出来事についてニュー
スや本、SNSなどを通して確認すること。また、必要に応じてそれらを文章等にしてまと
め、ゼミ仲間や教員に伝えることが望ましい。（週60分程度）

学生に対する評価の方
法

参画態度５０％、提出物・発表内容５０％　これらを中心に総合的に判断する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

     第１回オリエンテーション　
     第２回音・音楽レクリエーション
     第３回さまざまな音楽表現を知る①
     第４回さまざまな音楽表現を知る②
     第５回文献・データ収集の方法
     第６回音楽関連のさまざまな研究テーマ①
     第７回音楽関連のさまざまな研究テーマ②
     第８回本の読み方・まとめ方・発表の仕方
     第９回グループor個人によるワーク①
     第10回グループor個人によるワーク②
     第11回グループor個人によるワーク③　発表
     第12回先行研究・研究方法・研究倫理について
     第13回現在の問いについて考察
     第14回現在の問いについて発表
 第15回授業全体の振り返り、受講結果アンケート

使用教科書 授業内で適宜配布・紹介する。

授業の概要
授業では、多様な論文や著作物、作品などに触れると共に、それらを整理し考察すること
により、自身の問いを絞り込んでいく。研究成果は、論文および作品制作、作品演奏など
を通して発表することを目指す。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

【テーマ】
本ゼミナールは、音楽教育・音楽療法（療育）を中心に、幅広く音楽表現、創作などを
テーマとして扱う。これまでに培ってきた知識や技能、体験、思考をもとに、自身の関心
と向き合い、卒業研究の糸口を探ることを目標とする。
【到達目標】
①卒業研究に向けて、研究の意義や目的を理解する。
②文献調査方法、研究方法など研究に関する基礎を理解し、実践する。
③自身の関心や問いを探り、アウトプットする。

ディプロマポリシーと
の関連

「意欲・態度」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 鵜飼　文代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自ら課題をみつけ、積極的に取り組む姿勢を大切にしてほしいと思います。自己学習の時
間は、週30分以上を目安とします。

学生に対する評価の方
法

受講態度（５０%）、課題への取り組み・提出物（５０%）などから総合的な評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（演習の展開のしかた・評価方法など）
第02回　研究の意義・研究方法・文献や資料の検索方法など
第03回　指文字を体験しよう（指文字をつかったゲーム・遊び）
第04回　手話をつかってみよう（手話をつかった歌遊び・絵本の読み聞かせ）
第05回　課題図書を読む（子ども理解・障害理解・発達支援等）
第06回　教材開発に取り組もう（課題研究）①
第07回　教材開発に取り組もう（課題研究）②
第08回　教材開発に取り組もう（課題研究）③
第09回　発表・討議
第10回〜11回　ESDについて学ぼう（幼児・児童向けESD実践に向けて）
第12回〜14回　発表・討議及び実践（アクティブ・ラーニング）
第15回　まとめ・授業全体の振り返り、学生受講結果アンケートの実施
※学生の学習状況やニーズに応じて、特別支援教育現場等における学外研修（学校または
施設等の見学）やインクルーシブ保育現場での学外研修（活動・実践等）を行う。学外研
修は、先方の都合により授業計画の中で前後する可能性がある。

使用教科書 テキストは使用しない。参考文献等は適宜紹介する。

授業の概要

上記の目標・テーマに即して以下のように演習をすすめる。
①研究の意義、文献・資料収集、調査、分析、観察の方法を学ぶ。
②絵本を用いた遊びの体験、教材作りの体験、手話・指文字をつかったゲームをとおし
て障害児への支援を学ぶとともに、ESD（持続可能な社会の担い手を育む教育）について
知る。
③個人またはグループで課題に取り組み、先行研究・文献・資料をもとに発表や討議を行
う。
④幼児向けESDの取組をとおして、アクティブ・ラーニングによる学びを体験する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-4SEM3-01

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

幼小接続期の保育・教育にかかわる内容及び特別支援教育にかかわる内容：幼小接続期に
おける支援、保育環境の整備、障害を併せもつ子どもの言語獲得、感覚統合、自己肯定感
の向上、子どもの支援・指導、教材開発、絵本創作等。
(1)　卒業研究に向けて、研究の意義や研究方法を理解する。
(2)　幼児・児童向けのESD実践を幼児教育の現場等で行うことにより、自然環境やインク
ルーシブ保育等を意識したアクティブ・ラーニングによる学びを体験する。
(3)　グループによる研究や教材開発をとおして、卒業研究のテーマをみつける。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 大島　光代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

必要に応じて授業テーマに関する予習（資料収集など）を行うこと。また、グループ研究
の際は偏りのないように分担して行い、必要に応じて自己学習に努めること。（週60分）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度、課題、レポート等を総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　楽器を用いた活動①《ウクレレ》
第03回　楽器を用いた活動②《アンサンブル》
第04回　身近な素材と楽器との関連
第05回　他分野と音楽表現の関連について
第06回　他分野に発想を得た音楽表現活動について（外部講師）
第07回　世界の多様な音楽文化と楽器について
第08回　さまざまな研究テーマと方法について
第09回　研究倫理について
第10〜14回　グループ研究
　　　　　　（テーマを設定し、協働して資料収集、分析やまとめ、創作あるいは練習
　　　　　　　等を行う）
第15回　グループ研究の発表・授業全体の振り返り、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 授業時に適宜資料等を配布する。

授業の概要

楽器演奏、歌唱、鑑賞、創作表現、また文献、資料などを通して、音や音楽にかかわる
様々なことに触れ、ディスカッションしながら多様な音楽と表現について学ぶ。グループ
で研究テーマを設定し、発表に向けて協働して資料収集、調査、分析、創作、練習などを
行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

音楽、子ども、表現をテーマとする。テーマに関連する多様な音楽に触れ、受容すること
で、卒業研究の導入とすることを目的とする。文献や資料の収集、発表・演奏やそれに関
するディスカッションを通して、研究に向かう態度を身に付け、研究の意義や方法を理解
する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 岡田　暁子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

普段から、研究テーマに関する資料を集め考えを深めるようにしましょう。考えがうまく
まとまらないときでも、話すことで自分の考えが明確になることがあります。また、人の
考えを聞くことで、視野が広がり、多角的に物事を捉えられるようになります。ゼミナー
ルの時間を有意義にするためには、まずは、自主的に研究に取り組むことが大切です。そ
して、その成果をゼミナールの時間に発表することで、学びを深めていきましょう。な
お、「絵本のひみつ」に関する発表資料の収集と発表レジュメの作成、学外授業等は時間
外の取り組みになります。よって、自己学習の時間は、合計20時間程度になります。

学生に対する評価の方
法

課題ノート(30％)、議論への参加態度(30％)、発表・レポート(40％)

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス
第02回　卒業研究中間発表への参加
第03回〜07回　知識の獲得(「絵本のひみつ」を参考とした発表と意見交換）学外授業の
計画・準備・練習
第08回〜09回　研究の手法理解(論文理解)　学外授業の練習
第10回　学外授業のリハーサル
学外授業1〜2回実施
第11回　学外授業の振り返りと意見交換
第12回　研究テーマの決定
第13回　資料の収集と整理
第14回　卒業研究発表会への参加
第15回　研究計画レポートの作成、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
余郷裕次「絵本のひみつ—絵本の知と読み聞かせの心」(沖縄タイムス社)
課題ノート、その他の資料を配付する。

授業の概要

テキスト「絵本のひみつ」の課題ノートに取り組み、各自が深めた考察を発表したり、意
見を交換したりしながら、絵本と絵本の読み聞かせに関する知識を身につける。また、絵
本の絵を分析した論文や語彙分析の論文を読み、課題にアプローチする手法を理解する。
個人やグループでの学びを通して卒業研究のテーマを見つけ、関連のある文献資料を収集
し、研究計画を立案する。その他、ゼミ生の興味・関心に応じ、言語能力の向上を目指し
たり、言語関連のテーマで討論・分析・検証・考察したりする場合がある。また、レジュ
メをまとめるにあたり、論理的な文章を書く力を身につけ、参考文献や引用文献の書き方
を学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

4年次のゼミナールⅡや卒業研究に向け、課題を見つけ、研究の方法を考えたり、文献資
料を読み解いたりする能力を養う。本ゼミナールでは、主に絵本を中心に、児童文学作品
の表現を分析し、作品の世界を深く読み解くことができるようになることを目的とする。
また、子どもたちの豊かな育ちに結びつくような読み聞かせや読書指導の方法を考察し実
践できるような力を身につける。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇　「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 加古　有子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

各自の研究テーマに関連する先行研究を適宜調べてまとめておく。
リサーチクエスチョンに適したデータ収集および分析の方法を考えておく。
研究計画書を作成する。(60分以上)

学生に対する評価の方
法

議論への参加（発言頻度やその内容）40%
資料やレポートの作成と発表60%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ゼミとは何か？研究とは何か？授業方法と研究の意義について
第02回　研究の進め方と文献検索および資料収集の方法について
第03回　研究テーマの設定と文献検索および資料収集の実際
第04回　論文の読み方と書き方について
第05回　先行研究レビューのまとめ
第06回　先行研究レビューのまとめ
第07回　研究テーマの問題背景について（発表）
第08回　データ収集の方法
第09回　データ分析の方法（量的研究の場合：アンケート調査）
第10回　データ分析の方法（質的研究の場合：うえの式質的分析法）
第11回　データ分析の方法（質的研究の場合：SCAT）
第12回　データ分析の方法（質的研究の場合：TEM）
第13回　インタビューの実際　ゲストスピーカーを招聘してのインタビュー練習
第14回　研究計画書の作成
第15回　研究計画書の発表、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 参考書：上野千鶴子（2018）『情報生産者になる』ちくま書房

授業の概要

本ゼミナールでは、子どもと遊び、子どもの文化、子育て、子どもを取り巻く環境、保育
内容といった子どもや幼児教育・保育に関するテーマについて、幅広く取り扱う。また、
SDGsやジェンダーといったテーマについても指導可能である。研究方法では、主に、イン
タビュー調査やフィールドワークといった質的研究を行う。卒業研究だけでなく、調査や
実験を踏まえた玩具作りや遊びの提案といった卒業制作についても取り扱う。この授業で
は、各自で興味のあるテーマを設定し掘り下げて学ぶが、調べてわかったことや進捗状況
の報告などを適宜おこない、ゼミ生同士が情報を共有しあいながら研究を進める。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

ゼミナールⅠでは、研究の意義や方法を学ぶ。基本的な研究の作法について学び、自身の
興味関心があるテーマについて、何がどこまで明らかにされているかを把握し、リサーチ
クエスチョンを立てる。主として量的研究の方法ではアンケート調査を、質的研究の方法
ではインタビュー調査の方法を学ぶ。卒業研究に向けて、各自、研究テーマを設定し、先
行研究のレビューを丹念に行った上で研究の計画を立てる。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 加藤　望

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

使用教科書を読んだり、関心のあるテーマに関する書籍・論文を調べたり、インターネッ
トや新聞等から新しい教育情報を集めたりして、「ポートフォリオ」に整理・集積し、自
身の研究活動に生かす。（各回60分以上）

学生に対する評価の方
法

毎回の授業への参加態度（40％）、研究課題・計画の作成（60％）等から総合的に判断し
て評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　本授業の概要を知る。研究の意義・進め方について学ぶ。
第02回　教育研究の文献例を見て、研究論文の書き方について学ぶ。
第03回　先行研究の調べ方・文献講読の仕方について学ぶ。
（教育研究の文献や教育実習等の経験から、関心のあるテーマを見つける。）
第04~05回　関心のあるテーマについての先行研究を調べ、文献講読をする。
第06回　研究課題の設定について学ぶ。
第07回　研究課題を設定し、交流・検討する。
第08回　研究計画の立て方について学ぶ。
第09回　研究課題に応じた、研究の対象・方法を検討する。

 第10~11回　研究計画を作成する。
第12~13回　研究計画を交流し、検討する。
第14回　研究計画を改善する。
第15回　授業のまとめと振り返りをし、今後の研究活動の見通しをもつ。学生受講結果ア
ンケートの実施。

使用教科書

・山田剛史・林創「大学生のためのリサーチリテラシー入門」ミネルヴァ書房
＜参考書籍＞　小熊英二「基礎からわかる論文の書き方」講談社現代新書
　　　　　　　石井俊行「教員・学生のためのはじめての教育論文の書き方」電気書院
　　　　　　　小笠原喜康「最新版　大学生のためのレポート・論文術」講談社現代新書

授業の概要

本ゼミナールⅠ（研究導入）は、４年次前期のゼミナールⅡ（研究展開）、後期のゼミ
ナールⅢ（卒業研究）へつながっていく。卒業研究に向けて、教育研究の具体例を見なが
ら、研究の意義や進め方、研究論文の書き方について学んだ上で、関心のあるテーマにつ
いて先行研究を調べて「研究課題」を設定し、研究の対象・方法を検討して「研究計画」
を立てる。
【テーマ】生活科や総合的な学習、個に応じた指導の教材・授業づくりなど、教育現場の
授業実践につながるテーマを中心にして、研究活動に取り組む。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01、233-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

卒業研究に向けた研究課題・研究計画
・研究の意義や進め方、研究論文の書き方を理解する。
・卒業研究の研究課題を設定する。
・研究計画を立てる。

ディプロマポリシーと
の関連

思考力・判断力・創造力○
意欲・態度◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 児玉　康彦

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

これまで履修した授業や自らの体験をもとに、自らの課題を見つけ、積極的に取り組むよ
うにする。(60分以上)

学生に対する評価の方
法

①授業への参加態度（40％）
②課題レポート及び発表（60％）
以上により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　研究の意義
第03回　研究の方法①（文献検索の仕方について）
第04回　研究の方法②（調査研究の仕方について）
第05回〜第11回
　　　　個人発表とグループ討議
　　　　毎回2〜3名が各自の選択したテーマについて話題提供し、グループで討議する。
　　　　期間中ローテーションを繰り返し、卒業研究のテーマを明確にする。
第12回〜第14回
　　　　各自が設定した研究テーマについて発表し、ディスカッションする。
第15回　まとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 テキストは使用しない。参考文献等はその都度紹介する。

授業の概要

前半は、研究の意義、文献検索の方法や先行研究の読み方等、研究に必要な基本的な知
識・技能について学ぶ。後半は、各自の関心のあるテーマについて文献検索を行い、レ
ポートにまとめて発表、ディスカッションすることを通して、卒論研究のテーマを明確に
する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

ゼミナールⅠでは、卒業研究に向けて研究の意義を理解し、テーマの設定や文献、資料収
集研究の方法を習得することを目的とする。また、養護教諭の専門性や役割、現代的な健
康課題等の様々な事象の中から、研究テーマを設定するプロセスを学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 酒井　多香子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

共通テーマに関しては、事前に予習をし授業に臨んでほしい。積極的にテーマに関わって
学習することが重要です。最初から研究テーマを一つに絞る必要はない。ゼミナール I
が終わる頃までに卒業研究のテーマを決定すればよい。

学生に対する評価の方
法

授業への参画意欲・態度、発表の内容、レポート等により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の進め方等）
第02回　先天異常（概説）、先天異常の歴史
第03回　研究の意義、研究の進め方
第04回　文献、資料の検索・蒐集の方法
第05回〜第08回　学生による発表と討論（グループディスカッション）
　　　　与えられたテーマについてグループで調べて発表する。
　　　　その内容に基づき全員でディスカッションする。
第09回〜第13回　学生による発表と討論（個別発表）
　　　　各自が設定した個別テーマに関してレジメにして発表する。
　　　　その内容に基づき全員でディスカッションする。
第14回　まとめと講評
第15回　まとめとレポート提出、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書
「遺伝医学への招待」（南江堂），飯沼和三、大泉　純、塩田浩平 著「先天異常を理解
する」（日本評論社），「人類と感染症の歴史」（丸善）．
その他の参考資料，プリント等は、必要に応じてその都度配布･紹介する．

授業の概要

最初に大きなテーマを与えるので、その中から各自が興味を持てる小テーマを設定し、調
べて発表する。発表に対してゼミ生全員で討論を行う。これを繰り返すことで、問題点を
浮き彫りにして、さらに同一テーマに関して深く学習する。並行して、社会的偏見をなく
すために重要な科学的思考能力を身に着ける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード
231-4SEM3-01、232-4SEM3-01、233-
4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

当ゼミのテーマは「先天異常」である。先天異常とは、出生時に存在する構造、行動、機
能、および代謝の異常を意味する用語である。当ゼミににおいては、主として形態的異常
（先天奇形）について学習し理解を深め、卒業研究のテーマを設定することを目標とす
る。さらに、先天異常に関して社会的・医学的視点から考察し理解を深めることも目標で
ある。もう一つのテーマは「人類と感染症の歴史」である。
先天異常（成因と予防、治療、社会的背景）に関して、幾つかのテーマから選ぶ。
例えば下記のようなテーマがある。
①環境要因による先天異常（医薬品、化学物質による異常　サリドマイド、水俣病）
②環境要因による先天異常（アルコールによる異常　胎児性アルコール症候群：FAS）
③環境要因による先天異常（病原微生物による異常　風疹、その予防法　葉酸投与）
④遺伝因子による先天異常（染色体異常　ダウン症、18トリソミー、ターナー症候群）
⑤遺伝因子による先天異常（単一遺伝子の異常）
⑥生殖発生毒性に関する研究（生殖毒性試験とその代替法）
⑦出生前診断（体外受精、羊水検査、絨毛検査、NIPT等）
⑧人類と感染症の歴史（痘瘡、麻疹、結核、ハンセン病、AIDS、インフルエンザ等）

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 篠田　晃

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自己学習（予習・復習等の内容・時間） として、文献研究での担当部分の資料作成（90
分〜×3回）個人のテーマに沿った教材研究の準備とまとめ（120分〜）、グループワー
ク、プレゼンテーション等のための準備、レジュメ作成を行う（90分〜×2回） 等。

学生に対する評価の方
法

１　授業外課題レポートの作成など授業への関心・意欲（20％）
２　グループワークやプレゼンテーションの内容及びディスカッションへの貢献度
（30％）
３　各自が設定したテーマについての研究とまとめ（50％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　未来の教育が目指すエージェンシーと学びの羅針盤
第02回　2030年に求められるエージェンシーとコンピテンシー
第03回　研究資料の収集に関する学習・実践
第04回　第1回研究構想報告
第05回　関連する先行研究の報告・検討（１）
第06回　関連する先行研究の報告・検討（２）
第07回　関連する先行研究の報告・検討（３）
第08回　関連する先行研究の報告・検討（４）
第09回　関連する先行研究の報告・検討（５）
第10回　関連する先行研究の報告・検討（６）
第11回　第2回研究構想報告
第12回　研究構想実現に向けた研究計画の立案
第13回　研究計画の発表と質疑・応答
第14回　研究計画の発表と質疑・応答
第15回　振り返りと学生受講アンケート等

使用教科書

使用教科書：適宜紹介する。
参考文献：「OECD Education2030　プロジェクトが描く教育の未来」「未来の学校」「授
業づくりの深め方　『よい授業』をデザインするための５つのツボ」「OECD　社会情動的
スキル　学びに向かう力」「大学生のためのリサーチリテラシー入門」「GIGAスクール時
代の学校」「GIGAスクールで実現する新しい学び」「「『主体的・対話的で深い学び』を
デザインする『学びの再構成』」

授業の概要

「『令和の日本型学校教育』での学びの成果を学習者のキャリア形成に結び付けるための
授業の在り方」を、初等中等教育を基盤に研究します。テクスト購読とディスカッション
を通じて世界並びに日本の教育動向を学んだ上で、令和の日本型学校教育として求められ
る教科等の学びの成果を自己のキャリア形成につなげるための在り方を検討します。その
上で、個々のテーマに沿ってデジタル教材など教材研究等の開発を行いながら学びの成果
をキャリア形成につなげる具体的方策を検討します。また、ICT活用や発表技法の習得も
重視し、パワーポイント等を用いた効果的な発表技能の育成も目指します。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-4SEM3-01

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

ゼミナールⅠは、Ⅱ（4年次前期・研究展開）・Ⅲ（4年次後期・卒業研究）につながる基
礎科目です。Ⅰでは、これからの学校教育の在り方について、文献や情報を探索し読解し
ながらディスカッションを行うことを通じて、専門的な文献の収集、解釈、批判的評価な
ど研究に必要な思考能力や技能の習得を図ります。また、教育実践に向けて教材開発・試
行を行い、ゼミナールⅡ・Ⅲで追求する研究課題の同定と、研究計画の立案を行うことが
できるようにします。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 清水　克博

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自分のテーマに関する文献や資料を探し、ノートにまとめる（週30分）
次回授業の題材について調べ、レポートにまとめる（週30分）
授業時に生じた疑問やさらに興味をもったことを自分で調べ、ノートにまとめる（週30
分）

学生に対する評価の方
法

主体的な議論への参加態度（50％）、提出物・発表（50％）
以上2点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（ゼミの目的や進め方について）
第02回　研究の意義について
第03回　研究の方法について
第04回　論文の書き方
第05回　研究の実際（先行研究・文献の紹介）
第06回〜09回　グループでの論文の抄読と発表
第10回　各自のテーマの決定について
第11回〜13回　研究計画書の作成
第14回　各自の興味・関心に沿った論文テーマの個人発表
第15回　まとめ　授業全体の振り返り　「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書 特に指定しない。必要に応じて資料を配布する。

授業の概要

上記の目標を達成するために、研究の目的や意義、方法について学び、グループおよび個
人での研究を進める。また学生同士の自由な意見交換を通して、各自の問題意識や問題追
究能力を高めていく。卒業研究を行う上で必要となる資料の収集や調査方法と考察の基本
的方法を理解し、自身のテーマを決定し、テーマ設定理由を発表する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

ゼミナールⅠでは、4年次のゼミナールⅡや卒業研究で行う個別研究に先立ち、研究の意
義を理解し、テーマの設定や文献・資料収集、研究の方法を習得することを目的とする。
本ゼミナールでは、主として子どもの健康や遊びと学び、子育てに関する領域をテーマと
して扱う。各自の関心による内容について情報収集とディスカッション等アクティブラー
ニングをし、卒業研究のテーマを明確にする。

ディプロマポリシーと
の関連

思考力・判断力・創造力〇　意欲・態度◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 杉江　栄子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

初回に、研究のテーマ設定方法や発表方法を示すので、各自で研究テーマについて調べ、
まとめておくこと。(約60分)
ゼミナールでは、自分で考え、相手に伝わる話し方ができるようにしていきます。日頃か
ら、児童生徒に関する情報を集めておきましょう。（30分）

学生に対する評価の方
法

レポートおよび発表50％　授業への参加意欲、参加度、ディスカッションへの貢献度50％
などを総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　研究の意義と方法
第03回　現代的健康課題と対応（学校実践から学ぶ）
第04回　文献調査・資料収集について
第05回　保健教育について　グループワーク
第06回　保健教育について　グループディスカッション
第07回　学校におけるソーシャルスキル教育①
第08回　学校におけるソーシャルスキル教育②
第09回　保健室対応（演習と話し合い）
第10回　課題図書を基にした討論①
第11回　課題図書を基にした討論②
第12回　課題図書を基にした討論③
第13回　研究計画と方法（4年生から学ぶ）
第14回　グループ討議　（テーマの設定と討論の質について考える）
第15回　研究主題、計画の発表とまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
毎回、資料を配布・紹介する。
課題図書については、ゼミナール内で連絡する。

授業の概要

主に、養護教諭の行う保健教育、ソーシャルスキル教育、コミュニケーション能力につい
て扱う。学生の希望に応じ、保健室登校や不登校児童生徒の増加に伴う個別の指導につい
ても対象とする。学習指導要領の理念となっている「生きる力（確かな学力）（豊かな人
間性）（健康と体力）」の育成のためには、小学校から高等学校へと段階的な保健教育が
重要である。その指導方法は、常に研究され、改良されていくことが望まれる。そこで、
行動コミュニケーションや脳科学に基づいた各種理論を学び、研究テーマの設定を目指
す。また、養護教諭として、日々の実践を研究論文にすることは、価値が大きい。研究論
文の基本について、理解し、執筆できるようにする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

主に、養護教諭の行う保健教育、ソーシャルスキル教育、コミュニケーション能力につい
て研究する。教育現場で経験した児童生徒の健康実態や授業例をもとに、児童生徒への指
導法、対応法などをディスカッションを通して理解していくことをめざす。また、卒業研
究に向けて、科学研究の意義・役割・ルールを理解する。また、現代的な健康課題をはじ
めとする様々な時事の中から、研究テーマを設定するプロセスを学ぶ。先行研究や文献収
集、調査方法を習得するし、自らの学びを表現する力を養う。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 鈴木　かをる

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

①授業への参画態度（発表など）(20％)
②レポート(40％)
③話し合い等の内容の理解度（40％）
以上3点から総合的に評価します。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　研究の意義
第03回　研究の方法①　（文献検索の進め方について）
第04回　研究の方法②　（調査研究の進め方について）
第05回　文献・資料の収集
第06回　論文・資料の読み方①　今話題となっているテーマの論文・資料を紹介する
第07回　論文・資料の読み方②　今話題となっているテーマの新聞記事を紹介する
第08回　論文・資料の読み方③　今話題となっているテーマの健康関連の図書を紹介
　　　　する
　　　　※第09〜14回は子どもに関する情報で関心のある問題を各自がpick upして要約
し、
　　　　　発表・提出し、次回にフィードバックする。
第09-11回　グループ発表
　　　　　 与えられたテーマについてグループで調べて、まとめ、発表する。それに
　　　　　 基づき他のゼミのメンバーで話し合いをする。
第12-14回　個別発表
　　　　　 各自が関心のあるテーマについて調べてきた資料を基にレジュメに要約し、
　　　　　 発表し、ゼミのメンバーで話し合いをする。
第15回　まとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
ＪＫＹＢライフスキル教育研究会：代表　川畑徹朗編「第30回JKYB健康教育ワークショッ
プ報告書」
また、ゼミの時間に適時資料を配付します。

授業の概要

主として、現代的健康課題に対応する健康教育に関する研究。対象は小学生から高校生ま
でだが、厳密には問わない。内容は不健康な生活行動（≒危険行動）の防止を中心に扱
う。米国のCDC（疾病予防管理センター）が定義する危険行動には、故意または不慮の事
故に関する行動（自殺、いじめの問題等を含む）、性の逸脱行動、喫煙、飲酒および薬物
乱用、運動不足、不健康な食生活等が当てはまる。が、これ以外のテーマについても相談
に応じる。ちなみに昨年の卒業研究には、「『性の多様性』に関する教育の現状と課
題」、「高校生の摂食障害の早期発見と支援」および「いじめと自己効力感との関連」
「学校における睡眠教育のあり方」等があった。
危険行動は、どのような要因が関連して起きるのか、防止するために学校で行う健康教育
の内容・方法・具体的な進め方はどのようにすればよいのか。つまり、養護教諭としてど
のように支援すればよいのかを追究する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-4SEM3-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

ゼミナールⅠでは、４年次のゼミナールⅡ、Ⅲにおいて行う個人研究に先立ち、研究の意
義・進め方・発表の仕方を理解するとともに、テーマの設定から文献・資料収集、要約、
調査実施方法、統計的分析の仕方を習得することを目的とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「意欲・態度」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 近森　けいこ

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

危険行動の根底には共通して、自己肯定感などの生きる力（ライフスキル）が欠如してい
ると言われています。生きる力とは何なのか、どのように育てていけばよいのか等につい
ても考えていきます。ただし、関連する論文や著書等の文献については各自が調べて、読
み進め、最終的にまとめる作業をしてもらいます。
各自が設定したテーマについて、調査・研究できるようにサポートしますが、あくまでも
学生の主体的な姿勢・態度が前提ですので、そのつもりで臨んでください。
そのため、次に示す通り予習・復習に励んでください。
ゼミの時間に示すテーマについて調べ、ノートにまとめる（週120分）
ゼミの時間に生じた疑問点等について自分で調べ、レポートにまとめる（週120分）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

幼児理解、遊びの中の学びへの理解等は、卒業研究だけでなく、卒業後の幼児教育現場に
おける重要課題であると同時に、保育者の専門性の向上を図る上で不可欠なことであるこ
とを意識して、本ゼミナールでの学習に臨むこと。自己の感性を磨き、幼児理解の楽しさ
と奥深さを学びましょう。(１時間)

学生に対する評価の方
法

主体的な受講態度　３０％　　　協働的に学び合う態度　３０％　　レポート４０％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　幼児理解について　　　グループによるワークショップ
 　　　　事例の提示、ビデオ・写真等の視聴を通して、幼児の言動から内面を理解し、
 　　　　遊びを通して学ぶとはどのようなことか意見交換する。
第03回　幼児理解について　　　グループによるワークショップ
第04回　幼児教育現場等における参観・観察　＊
第05回　幼児理解について　　　グループによるワークショップ
第06回　幼児教育現場等における参観・観察　＊
第07回　幼児理解について　　　グループによるワークショップ
第08回　研究テーマに沿った個人の課題研究
第09回　研究テーマに沿った個人の課題研究
第10回　研究テーマに沿った個人の課題研究
第11回　研究テーマに沿った個人の課題研究発表・討議
第12回　研究テーマに沿った個人の課題研究発表・討議
第13回　研究テーマに沿った個人の課題研究発表・討議
第14回　研究テーマに沿った個人の課題研究発表・討議
第15回　まとめ、学生受講結果アンケートの実施

＊学外研修は先方都合により、授業計画の中で前後する可能性がある。

使用教科書 特に使用しない。参考文献等は適時、紹介する。

授業の概要

幼児教育の基本となる幼児理解を深めること、特に幼児の自発的な活動としての遊びの価
値やその遊びの中で学ぶ過程の質を捉えることのできる目を養うことは、どのような研究
を行う上でも重要な土台となる。卒業研究に向けて、幼児理解、幼児期の遊びへの理解を
深め、その上で研究テーマを設定する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

卒業研究に向けて、研究の意義や研究方法を学び、自分にとって本学での学びの集大成と
してふさわしい卒業研究のテーマを見付ける。
【テーマ】
幼児理解と評価、遊びの中の学び、協同的な学び、思考力の芽生え、　環境を通して行う
教育    幼児教育における主体的・対話的で深い学び　幼児期の教育と小学校教育の接続
等

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 津金　美智子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

文献検索を行っていくプロセスの中で、自分の関心・興味のあることについてテーマを
絞っていき、卒業研究の素地を形成していけるよう、積極的に取り組む姿勢を期待する。
授業前後に主体的に自己学習を行う。

学生に対する評価の方
法

 ①授業への参画態度30％
 ②課題レポート70％

以上により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、ゼミの進め方
第02回　研究の意義・文献検索の方法
第03回　先行研究の読み方・論文の書き方
第04回　研究の分野ごとに文献を紹介
第05回〜11回　各自の関心のある研究テーマについて文献検索を行い、発表し、ディス
カッションする。
第12回　養護教諭の職務に関する研究（外部講師を招聘）
第13回　研究計画の素案を発表する。①
第14回　研究計画の素案を発表する。②
第15回　卒業研究発表会への参加・まとめ・「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書 特に指定しない。参考文献は、その都度紹介する。

授業の概要

前半は研究の意義、研究の種類、文献検索の方法や先行研究の読み方、論文の書き方など
研究に必要な基本的な知識について学び、研究的思考や態度を養う。後半は各自の関心の
あるテーマで文献検索を行い、レポートにまとめて発表し、ディスカッションする。この
プロセスを繰り返して、各自の研究テーマを設定し、卒業論文に関する研究計画を作成す
る。研究テーマについては、養護教諭の職務5領域（健康相談、保健室経営、保健管理、
保健教育、保健組織活動）に関することや、現代的健康課題に関すること、各自が興味関
心・問題意識を持っていること等について設定する。一昨年の研究テーマのキーワードを
紹介すると「養護教諭の役割、性の多様性、インターネット依存、保健室登校」などであ
る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-4SEM3-01

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

ゼミナールⅠでは、卒業研究に向けて研究の意義を理解するとともに、文献検索の方法や
先行研究の読み方、論文の書き方など研究に必要な基本的な知識・技術を習得することを
目的とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 遠山　久美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習：前半は担当する章の発表準備、発表者以外も内容の理解をしておく。また、初回の
発表に向けて、授業に先立って資料準備を求める。後半は論文を事前に読み、わかったこ
と・わからないことを明らかにしておく。
復習：授業で得た内容やディスカッションの振り返り、および、自分が明らかにしたい問
いや研究テーマを明確にするために日々の生活の中でさまざまな出来事、情報、ニュー
ス、本、SNSなどに関心を持つ。
日常の中で自分が興味を惹かれ、面白いと感じたり疑問に思ったりすることに意識的にな
り、収集し、言語化することを求める。(60分以上)

学生に対する評価の方
法

授業内の発表：40% ディスカッションの参加：30% レポート：30%

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ゼミナールの進め方、発表者決め、現在の関心の発表１：自分の関心は何か
第02回　アカデミック・スキルズとは
第03回　情報収集の基礎：図書館に行こう
第04回　情報収集の基礎：集めた資料を読み込む
第05回　本を読む：クリティカルリーディングの手法
第06回　情報を整理する
第07回　研究成果の発表
第08回　プレゼンテーションのやり方
第09回　論文・レポートをまとめる
第10回　現在の関心の発表２：自分の問いは何か
第11回　論文を読む：論文の構成要素を知る
第12回　論文を読む：先行研究とは何かを知る
第13回　論文を読む：研究の方法を知る
第14回　ディスカッション
第15回　現在の関心の発表３：明らかにしたい問いとその背景をまとめる
　　　　学生受講結果アンケートの実施
ゼミナールの時間帯以外にも活動がある場合、他授業と重ならない範囲で参加が必要であ
る。

使用教科書 特に使用しない。参考文献は適宜紹介する。

授業の概要

まず、現在の各自の興味・関心・疑問をその理由も含めて明らかにする。前半は、共通の
書籍について担当者を決めてまとめて発表することを通して、自分なりの問いの立て方、
情報の探し方、発表の仕方といった研究課題を設定するための基礎について学ぶ。後半
は、実際に論文を読み、ディスカッションすることを通して、研究の方法やテーマを決め
ていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

本授業では、これまで大学で学んできた知識やそれぞれの体験に基づいて、各自の興味・
関心・疑問を広げ、卒業研究に向けた適切な課題設定を行う。物事を考えることや自分の
考えを伝えることができるようにその基礎的な枠組みを学び、実践することがテーマであ
る。次の3点を到達目標とする。
(1) これまで学んだ知識や体験を振り返り、その意味や意義を理解できる。
(2) (1)を基礎として自分の興味・関心・疑問を言葉で表現することができる。
(3) (2)を研究課題として扱えるように、研究の意義、書籍や先行研究の読み方・探し方
を理解し、活用できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 中島　卓裕

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

これまで履修した授業や自らの体験をもとに、自らの課題を見つけ、積極的に取り組むよ
うにする。(60分以上)

学生に対する評価の方
法

①授業への参加状況（40％）
②授業内容の理解度（60％）
 以上2点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回 オリエンテーション
第02回 研究の意義
第03回 研究の方法①（文献検索の仕方について）
第04回 研究の方法②（調査研究の仕方について）
第05回 文献・資料の収集
第06回 文献検討①　各自持参した文献紹介し、ディスカッションする。
第07回 文献検討②
第08回〜第12回 研究テーマについてゼミメンバーでディスカッションする。
第13回 テーマの沿った研究計画書と研究方法
第14回 研究の実際の進め方
第15回 まとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 使用しない。参考文献等はその都度紹介する。

授業の概要

前半は、研究の意義、文献検索の方法や先行研究の読み方等、研究に必要な基本的な知
識・技能について学ぶ。後半は、各自の関心のあるテーマについて文献検索を行い、レ
ポートにまとめて発表、ディスカッションすることを通して、卒論研究のテーマを明確に
する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

ゼミナールⅠでは、卒業研究に向けて研究の意義を理解し、テーマの設定や文献、資料収
集研究の方法を習得することを目的とする。また、養護教諭の専門性や役割、現代的な健
康課題等の様々な事象の中から、研究テーマを設定するプロセスを学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 成瀬　美恵

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

卒業研究の取り組みには、これまでの知識や体験、日常での疑問や発見、自分の資質や可
能性など、色々なものを統合させたり、発揮させたりする楽しさがあります。けれども、
その道中では混沌の世界に行くこともあります。混沌の世界を楽しむ位のユーモアと、何
でも書き記す卒論ノートを用いると良いですよ。(60分以上)

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（30％）、授業内での発表やレジュメ作成内容（40％）、最終レポート
（30％）等で総合的に行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（授業の概要、運営方法について）
第02回　グループディスカッションを活発にするためのグループワーク（１）
第03回　研究テーマを拡げるための表現あそび
第04回　研究論文とは、研究倫理について
第05〜07回　発表Ⅰとグループ討議
（興味あることについて、レジュメ作成→発表→ゼミ内で意見交換）
第08回　情報検索演習
第09〜11回　発表Ⅱとグループ討議
（学会発表抄録集から興味ある内容を検索→レジュメ作成発表→ゼミ内で意見交換）
第12回　文献紹介、論文の抄読
第13回　グループディスカッションを活発にするためのグループワーク（２）
第14回　4年生の卒業研究発表会の運営と参加
第15回　ゼミナールⅡへ向けてまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 特に指定しない。適宜、紹介する。

授業の概要
4年次のゼミナールⅡおよび卒業研究で行う個別またはグループ研究に先立ち、まずは研
究論文にふれ、研究方法の実際について演習を通して学ぶ。各自の興味・関心から文献や
資料を収集し、それらを抄録にまとめて個人発表を行い、ゼミ生と意見交換を行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

【到達目標】
・研究の意義を理解し、研究に対する基本的姿勢を身につける。
・卒業研究に必要な基礎能力である文献検索・収集方法を身につける。
・まず文献抄読を通して、いくつかの研究手法（調査・観察・実験・創作・アクションリ
サーチ等）を知り、次に、演習を通してその具体的方法を体験する。
・各自の興味、関心から、実践課題や問いを明確にして、研究テーマを見出す。
・ゼミ生同士の交流や意見交換、グループワークを通して、多様なものの見方や考え方に
ふれ、互いに学び合える関係をつくる。
【研究テーマ】
①子どもの表現②子どものコミュニケーション③子どもの遊びの領域を中心に、各自で絞
り込む。
成人や高齢者など総じて人間への洞察を深めようとする試みであればその対象は「子ど
も」に限らなくてもよい。

ディプロマポリシーと
の関連

「意欲・態度」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 林　麗子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自らの興味・関心から先行研究にふれ、自分が何を研究したいのかを主体的取り組む。自
分の意見を発信し、意見交換をすることでお互いを高めていく。（60分以上）

学生に対する評価の方
法

授業への参画状況（30％）　課題への取り組み（30％）　課題レポート（40％）により総
合的に評価する

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、研究とは
第02回　文献とは　文献検索の方法（図書館ガイダンス）
第03回　研究の種類、研究の進め方
第04回　文献のまとめ方、文献ノートの作成について
第05回　研究倫理について
第06回　先行研究から取り組みたいテーマについて（プレゼンテーション、討論）
第07回　先行研究からわかっていること、まだわかっていないこと（プレゼンテーショ
ン、討論）
第08回　先行研究からわかっていること、まだわかっていないこと（プレゼンテーショ
ン、討論）
第09回　研究のテーマ　目的・意義の確認（プレゼンテーション、討論）
第10回　研究目的を具現化するために、どのような方法で調べるか（プレゼンテーショ
ン、討論）
第11回　研究方法の確認（プレゼンテーション、討論）
第12回　研究計画書の作成①
第13回　研究計画書の作成②
第14回　研究計画書の作成③
第15回　卒業研究発表の参加　まとめ　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
教科書は使用しない
必要に応じて資料を提供する

授業の概要

研究の意義、研究の方法、文献の検索方法を学ぶ。その後、自分の興味関心のある内容に
ついて文献検討を実施し、ゼミ内で討論する過程で研究のテーマ、内容について深めてい
く。主な研究テーマとして、養護活動に必要な緊急時のトリアージ、症状別にアセスメン
トするために必要な観察内容・処置などの救急処置、学校における危機管理、医療的ケア
児の支援方法など養護教諭に必要な看護学の内容とする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

卒業研究に向けて、研究の意義を理解し、研究テーマの設定、文献検討の方法、先行研究
の読み解き方、研究の習得を目標とする。主体的に問題を解決するために必要な知識とス
キルを身につける。ゼミ生同士のディスカッションを通して、さまざまな考え方にふれ、
学びを深めていく関係性をつくる。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 藤井　佳代子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

いろいろなことに興味はあっても、最終的に自分のテーマとなっていくことは、これまで
の生活の中で意識的であれ無意識であれ、「わからない！」、でも「面白い！」、でも
やっぱり「難しい！」、などどこか自分の中に「ひっかかっている」問題だといえます。
つまり、「研究」とはいえ、自分の生活という身近な場所に研究テーマはあるのです。
「何か」を感じてはいても日常では通り過ぎてしまっていることについて、どんな小さな
ことでもあらためて取り上げてメンバーと語り合う場は、新しい自分や他者を知り、柔軟
な考え方を得る機会となります。(60分以上)

学生に対する評価の方
法

議論への主体的な参加態度（50％）、発表やレジュメ内容（50％）で総合的に行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（ゼミの目的や進め方について）
第02回　研究の意義について・本ゼミの方向性
第03回　先行文献の収集方法
第04回　研究の実際・文献の紹介
第05回〜第08回　グループ研究
第09回　グループ研究の発表
第10回　個々のテーマの決定について
第11回〜第14回　各自の興味・関心に沿った論文の個人発表
第15回　まとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 特に指定しない。適宜、参考文献等を紹介する。

授業の概要

卒業研究に先立つ上記の目標を達成するために、まずは研究論文に触れ、研究の実際につ
いて学ぶ。具体的にはまず、各自の興味関心に沿った文献・資料を収集し、まとめ、発表
する。その上で、ゼミ生同士の自由な意見交換を行い、各々の「問い」の明確にしてい
く。また一方で、関心のあるテーマについて、自分で調べる力、調べたことをもとに考え
抜く力、まとめる力をつけていくことも重視する。それと並行して、ゼミメンバーで一つ
関心のある「問い」を立て、少人数グループでそれぞれの方法を用いながらこの「問い」
を明らかにしていくグループ研究を通して、研究のおもしろさ、奥深さを知っていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

ゼミナールⅠでは、卒業研究に向けて、研究とはどのようなものなのか、論文の書き方や
先行研究の調べ方など論文執筆の基本的な作法を学ぶことを目的とする。その上で、人と
人との「関係」にかかわるテーマに対して「問い」を立て、各自の興味関心を絞っていく
ことを目指す。なお、研究対象は、自らの体験の中で疑問をもち、探求しようというもの
であれば、「子ども」に限らず、「青年期」、「成人期」、「高齢期」等、どの年代の人
であれ構わない。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 藤井　真樹

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

主体的に研究を進め、ノートにまとめる。（週90分）

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度、レポート等により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション／⽬的・概要・授業計画について／研究の意義について
第02回〜第03回　⾊・形・空間について（調査・製作・発表・美術館やアートプロジェク
トの視察・ゼミナールメンバーに
 　　　　　　　 　よるディスカッション）
第04回〜第05回　アートと素材（調査・製作・発表・美術館やアートプロジェクトの視
察・ゼミナールメンバーによる
 　　　　　　　 　ディスカッション）
第06回〜第07回　アートと人（調査・製作・発表・美術館やアートプロジェクトの視察・
ゼミナールメンバーによる
 　　　　　　　 　ディスカッション）
第08回〜第09回　⾳と造形（調査・製作・発表・外部講師とのワークショップ・
 　　　　　　　 　ゼミナールメンバーによるディスカッション）
第10回〜第11回　⾃然素材と場（調査・製 作・発表・美術館やアートプロジェクトの視
察・ゼミナールメンバーによる
 　　　　　　　 　ディスカッション）
第12回〜第14回　グループで研究内容を設定し、資料の収集・⽂献の調査・制作活動を
 　　　　　　　 　⾏う
第15回　発表とゼミナールメンバーによるディスカッション・まとめ、学生受講結果アン
ケートの実施

使用教科書 必要な参考⽂献・テキストを、その都度紹介する。

授業の概要
教員の提⽰する造形活動や⽂献、資料について、実際の演習を通してゼミナールメンバー
で考察する。それらを基盤として、各⾃のテーマを設定し、資料の収集・⽂献の調査・制
作活動を⾏い、研究内容をまとめ、発表する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

４年次のゼミナールⅡ・卒業論⽂(または卒業制作)での研究に先⽴ち、創作表現と研究⼿
法の基礎能⼒を培う。テーマの設定から、資料の収集・⽂献の調査・創作活動を⾏い、表
現する能⼒を⾼めるとともに、表現された作品から内容を感受し、客観的に分析する能⼒
を養うことを⽬的とする。
〈研究テーマ〉
⼦どもと造形活動の関わりをふまえたものとする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 水谷　誠孝

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

研究も対人援助も、「なぜ」「知りたい」と心が動くことから始まると思います。自分の
心のアンテナを磨くことに努めてください。
・興味・関心のあることを日頃から意識して情報収集する。
・自分自身の感情や意見を省察し、言語化することを習慣づける。(60分以上)

学生に対する評価の方
法

授業への取り組みや態度（40％）、レポートや発表等まとめ（60％）を総合して評価す
る。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02〜04回　研究の意義、研究倫理、文献・資料の収集方法等基本的な作法
第05回　研究テーマ絞り込み　グループ検討
第06〜09回　研究テーマについて深める（資料を基にディスカッション）
第10〜13回　個別の研究テーマの検討（研究計画作成に向けて調査）
第14回　研究計画経過報告
第15回　まとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 教科書は使用しない。　参考文献は適宜紹介する。

授業の概要

各回の題材を基にグループディスカッションを行う。学生同士の意見交換をする中で、自
分に足りていない視点や気づきを得て、当事者理解をするために必要な力を養う。また、
他者の意見を聞く姿勢、フィードバックなどを通じて支援者としての基本的な構えを養
う。こうしたディスカッションを通じて、自分の興味・関心のあることを掘り下げてい
き、当事者の支援課題の発見や研究へ繋げていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

社会福祉領域
社会的養護を中心とした、適切な養育の在り方、寄り添い等。また、養育困難を抱えた家
族への支援課題を主なテーマとしている。
卒業研究に向けて、研究の意義や方法を学ぶ。ゼミ生同士の意見交換や情報共有の中で、
多面的に捉える思考を研鑽し、自身の研究課題を明確にしていく。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 横井　直子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自分が関心を強くもつ課題について、積極的に調査してまとめる習慣を身に付けてほしい
と思います。自己学習の時間は、週あたり90分を目安とします。

学生に対する評価の方
法

理解度確認方法として、受講態度（５０%）、課題への取り組み・提出物（５０%）等を総
合的に評価して把握する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（演習の展開のしかた・評価方法など）
第02回　研究の意義・研究方法・文献や資料の検索方法など
第03回　学習障害と協調性運動障害の疑似体験
第04回　視覚障害の疑似体験
第05回　文献研究（障害の理解・発達支援について等）
第06回　教材開発に取り組もう（課題研究）①
第07回　教材開発に取り組もう（課題研究）②
第08回　教材開発に取り組もう（課題研究）③
第09回　発表・討議
第10回〜11回
第12回〜14回　自己の課題意識に基づいて調査してまとめた事柄を発表し討議する（アク
ティブ・ラーニング）
第15回　まとめ、学生受講結果アンケートの実施
※学生の学習状況やニーズに応じて、特別支援教育の学校現場等における学外研修（学校
または施設等の見学）を行う。学外研修は、先方の都合により授業計画の中で前後する可
能性がある。

使用教科書 テキストは使用しない。参考文献等は適宜紹介する。

授業の概要

上記の目標・テーマに即して以下のように演習をすすめる。
①研究の意義の確認、文献・資料収集の方法、調査の進め方、分析の方法を学ぶ。
②ユニヴァーサルデザインの授業を想定して教材開発を行う。
③関心の高い事柄について、先行研究及び文献の調査を行い、個別に発表する場を設け
る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

【テーマ】
特別支援教育にかかわる内容：通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒の
支援について、障害児教員全般の課題
(1)　卒業研究に向けて、研究の意義や研究方法を理解する。
(2)　ユニヴァーサルデザインの授業を想定した教材開発やアクティブ・ラーニングによ
る学びを体験する。
(3)　グループ討議や教材制作を通じて、卒業研究のテーマを探究する。
(4)　先行研究を主として「Cinii」を活用して精査し、その内容を簡潔にまとめ発表し合
う。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 吉村　匡

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業態度(40％)、提出物(60％)などにより総合評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　自身の関心について語り合う
第03回　研究の方法
第04回　文献・資料の収集
第05回　グループ発表　ディスカッション　前半
第06回　グループ発表　ディスカッション　後半
第07回　グループワーク　一人ひとりが主役になる活動
 　　　　ゼミ運動会等
第08回　フィールドワーク１
 　　　　保育園・幼稚園・小学校等に行き、実践を体感する
第09回　フィールドワーク２
 　　　　保育園・幼稚園・小学校等に行き、感じたことや疑問について現場の先生方と
 　　　　ディスカッション
第10回　グループワーク　一人ひとりが主役になる活動
 　　　　多角的に議論できるテーマを絞りこみ、ディスカッション
第11回　個人発表　前半
第12回　個人発表　後半
 　　　　各自が設定した個別テーマについて調べてきたことをレジメにして発表し、
 　　　　それに基づきゼミナールメンバーでディスカッションをする。
第13回　　フィールドワーク３
 　　　　保育園・幼稚園・小学校等に行き、実践を体感する
第14回　フィールドワーク４
 　　　　保育園・幼稚園・小学校等に行き、感じたことや疑問について現場の先生方と
 　　　　ディスカッション
第15回　まとめ　(学生受講結果アンケートの実施)

使用教科書 その都度紹介する。

授業の概要

エスノグラフィー研究を主に行う。エスノグラフィーとは、研究対象とするフィールドで
の参加や観察、インタビュー、つまりフィールドワークの方法を用いた調査研究である。
このフィールドとは、例えば「幼保小の接続/小学校」｢子育て中の親も子も幸せに過ごす
/子育て支援施設｣｢リズム共有で目指すインクルーシブ保育/保育園・幼稚園｣「子どもの
主体性を尊重する環境/保育園・幼稚園」などである。受講者それぞれの関心や疑問につ
いてゼミで語り合い、自身が追究していく内容をしぼりこんでいく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-4SEM3-01

備考

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、４年次のゼミナールⅡ、卒業研究において行う研究に先立ち、研究
の意義を理解するとともに、テーマの設定から文献・資料収集、エスノグラフィー研究を
行うことである。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「意欲・態度」◎

授業科目名 ゼミナールⅠ（研究導入）

授業担当者名 渡辺　桜

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

子ども・ひと・社会などをテーマに自身で考え、動き、大学の外の様々な世界を観て、感
じたことを記録しておく。(週60分)



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

レポートテーマに合わせて、週90分程度の学修。
テキスト、授業で配布する資料を良く読むこと。
専門用語を調べて、理解できるように事前学習すること。
子どもの問題は、大人を含む社会全体の問題であることを前提として「なぜ」「いかに」
と「考える」習慣と学習の仕方を身に着けるけるよう勧めます（週90分）。

学生に対する評価の方
法

①授業への出欠席、参画態度（30％）
②授業内容の理解度確認およびレポートなどの提出物（70％）
レポートは授業日に提出する。ただし、毎授業ではない。その内容は、授業内で取り扱っ
た事柄を中心に自分で考えた意見を述べることを心がけてほしい。授業態度は、参加の意
欲を評価の中心とする。グループワークや意見表出の際、積極的に取り組むことが望まし
い。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　「子どもの福祉」とは何を学ぶのか　1.理念と概念
第02回　「子どもの福祉」とは何を学ぶのか　2.実態と実践
第03回　子ども福祉を担う支援者の倫理と責務
第04回　子ども福祉の構造と子ども観
第05回　子どもの悩み・子どもの暮らし
第06回　子ども福祉からみる、被虐待児童の理解と支援　1.虐待の実態
第07回　子ども福祉からみる、被虐待児童の理解と支援　2.被虐待児童の支援
第08回　前半までのまとめと理解度確認
第09回　子ども福祉からみる、発達障害児童の理解と支援　1.発達障害児童の実態
第10回　子ども福祉からみる、発達障害児童の理解と支援　2.発達障害児童の支援
第11回　「子ども」支援の方法　1.児童福祉施設
第12回　「子ども」支援の方法　2.児童福祉で働く職種と役割
第13回　子どもを育てる「親」への支援の方法　1.虐待に至らないために
第14回　子どもを育てる「親」への支援の方法　2.社会的養護との連関
第15回　理解度確認と全体のまとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

「新・子ども家庭福祉」（教育情報出版）
「援助者を目指す人の『社会福祉』」（創成社）
教科書は上記2冊を使用する。
3年時に「社会福祉論」を履修し、「援助者を目指す人の『社会福祉』」（創成社）を所
持している場合は別途購入せず持参する。

授業の概要

授業の構成、並びに展開は次の通りである。
社会における「子ども」の実態を把握し、政策と事実を把握する。
次に、把握した事実をもとに子ども福祉の「概要」を学習し理解する。また、子ども福祉
の対象は「すべての子ども」であることが理解できるように展開する。その中においても
とりわけ、貧困児童、被虐待児童や発達障害児童など、専門的支援が必要な子どもに対し
て、どのような制度の活用と専門性が必要であるのかを講義を通して学習し実践で活用で
きるよう知識を習得する。
子どもの福祉は、子どもに特化した福祉の「講義」であるため社会的な「子ども」のあり
ようを意識して行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1WEL1-02

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

ヒューマンケア学部の教育目標と対人援助（教師など）において社会に貢献できる人材と
なるため、下記の3つの到達目標を掲げる。
1.社会福祉領域における「子ども福祉」について、その内容と国の政策を理解する。
2.子ども福祉の実態と内容を理解し、実践応用可能な知識を身に着ける。
3.講義を通して、子どもと子育てを行う大人が福祉を必要とする実情を把握し理解するこ
とができるようになる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子どもの福祉

授業担当者名 石垣　儀郎

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

準備学習の内容：
毎週のミニテストの勉強をすること（180分）

学生に対する評価の方
法

成績は、毎授業で行う前週の復習内容である択一問題式の小テストで100％評価する。各
小テストは、10問の4択問題から構成されたものとする。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　近代化とジェンダー：　啓蒙主義と婦人問題—１８・１９世紀西洋における女性
の社会的地位
第03回　近代化とジェンダー：　日本国家誕生と男女の形成
第04回　第一波フェミニズム：　参政権獲得までの国際的な道のり
第05回　第二波フェミニズム：　誕生までの歴史的背景
第06回　第二波フェミニズム：　第二次世界大戦後に誕生したフェミニズムの古典
第07回　第二波フェミニズム：　ウーマンリブ運動の誕生
第08回　第二波フェミニズム：　ウーマンリブ運動の日本参入
第09回　第二波フェミニズム：　日本における労働問題に対する意識の変化
第10回　第三波フェミニズム：　セクシュアリティの理論化
第11回　第三波フェミニズム：　ポピュラー・カルチャー分析
第12回　第三波フェミニズム：　フェミニズムにおけるシスターフッドの検証
第13回　戦争とジェンダー：　従軍慰安婦問題—概要、歴史、諸問題点
第14回　従軍慰安婦問題を事例に　人種の表象
第15回　授業の復習、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 授業の配布物

授業の概要
レジュメに基づき、パワーポイントを使って講師は講義をする。その講義内容に関する４
択問題を学生たちは作成し、それら提出された問題に基づいたミニテストを次週の授業の
冒頭でムードル経由で行う。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 230-1SOC2-02

備考

授業のテーマ及び到達
目標

〈ジェンダー（Gender）〉の一般的な定義文は「文化的・社会的性差」である。もう少し
かみ砕いていうならば、ジェンダーとは、「男はXXするべきだ」、「女はOOあるべきだ」
などと表現されるような偏見・常識　を指す用語である。
　この授業では、今日の〈ジェンダー〉という概念が形成されるに至るまでの歴史をフェ
ミニズムの視点から捉える。男女にまつわるさまざまな現象を、決して自然発生的なもの
ではない、文化的・社会的特殊性を帯びたものとして捉えたとき、違った何かが見えてく
るかもしれない。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 ジェンダー論

授業担当者名 鶴本　花織

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習、復習をする事で、正確な知識による学習内容の定着に努めて下さい。講義内容にと
どまらず、自身で学習を深めて下さい。(目標60分)

学生に対する評価の方
法

講義対象領域の理解度(80%)、講義への参画態度等(20%)、以上2点から総合的に評価す
る。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　救急蘇生法の実際、よくある事故とその対応
第02回　熱中症、やけど、外傷等の応急処置
第03回　発熱、関節痛、四肢の痛み
第04回　腹痛、嘔気、嘔吐、下痢
第05回　咳、喘鳴、呼吸困難、胸痛
第06回　頭痛、痙攣
第07回　感染症、食中毒
第08回　免疫、アレルギー、アナフィラキシー
第09回　血液疾患
第10回　内分泌、代謝疾患
第11回　泌尿器、性器の病気
第12回　発達障害
第13回　発達障害
第14回　理解度確認と解説
第15回　全体のまとめ、救急対応についての補充、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

「最新Ｑ＆Ａ 教師のための救急百科　第２版」　衞藤隆・田中哲郎・横田俊一郎・渡辺
博　　大修館書店
「ナースとコメディカルのための小児科学　改訂第6版」 白木和夫・高田哲　　ヘルス出
版

授業の概要

子どもの病気Iで抗議した内容を発展させ、保育現場で応用できる知識を身に着ける事を
目標に講義します。真剣に学習する姿勢を持った学生の参加を奨励します。講義内容に
沿った国内外の関連論文を紹介し、教科書からステップアップした討論型の授業を行う場
合もあり得ます。実習、その他の影響により、授業計画の一部変更(順番の入れ替え)、
moodleによる講義をする可能性もあります。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2AAP2-03

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

これまでの保健等、関連の講義で習得した、子どもの保健や発達についての基礎知識を応
用して、不慮の事故や体調不良、病気に対して実際に即した対応ができるように、疾患や
子どもの発達に対する正しい知識を持って保育ができるようになる事を目標とします。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識、技能」〇、「思考力、判断力、創造力」◎

授業科目名 子どもの病気Ⅱ

授業担当者名 星野　伸

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

本授業の受講にあたっては、これまでに学修した教科教育法・保健科教育法・特別支援教
育に関する授業等の復習をしておく（週90分）。授業前半では、主体的に模擬授業づくり
に携われるよう各自で教材研究を行っておく（週60分）。模擬授業実施後は、討議内容を
踏まえ、自分の考えや学びをまとめた課題レポートを作成する（週30分）。授業後半で
は、ICTの活用方法について、公開されている授業動画や学習指導案・資料等を利用して
各自で教材研究を進める（週60分）。ICTを活用した授業の技術を習得できるよう方法等
をまとめた課題レポートを作成する（週30分）。

学生に対する評価の方
法

模擬授業等の発表（40％）、課題レポート等の提出物（40％）、授業への参画状況
（20％）により総合評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、授業の目的及び概要の説明
第02回　特別支援教育と保健教育
第03回　ICT活用教育と保健教育
第04回　ICTを活用した指導例①：電子黒板・ロイロノートの活用
第05回　ICTを活用した指導例②：動画・フォーム・Zoom等の活用
第06回　学習指導計画の検討①：単元計画の作成（グループワーク1）
第07回　学習指導計画の検討②：学習指導案の作成（グループワーク2）
第08回　学習指導計画の検討③：教材研究（グループワーク３）
第09回　模擬授業の実践及び討議①：発達特性に対応した指導等
第10回　模擬授業の実践及び討議②：認知特性に対応した指導等
第11回　模擬授業の実践及び討議③：心身の特性に対応した指導
第12回　模擬授業の実践及び討議④：多言語に対応した指導等
第13回　模擬授業の実践及び討議⑤：ハイブリッド型遠隔授業
第14回　健康情報リテラシーと保健教育（外部講師）
第15回　振り返り、まとめ、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
文部科学省「特別支援学校学習指導要領」及び「特別支援学校学習指導要領解説」
文部科学省「中学校学習指導要領」及び「中学校学習指導要領解説 保健体育編」
保健科教育法Ⅱで使用した中学校教科書（保健）

授業の概要

中学校の学習指導要領や教科書をもとに、特別支援が必要な児童生徒に対する指導内容・
指導方法の工夫、ICTを活用した指導内容・指導方法の工夫について、模擬授業の実践や
ディスカッション・グループワーク・プレゼンテーション等を通して、分析・検討してい
く。模擬授業では、個人の発達特性・身体特性等を考慮した学習指導案を作成し、特性に
対応した内容になっていたか評価・検討し、改善を行う。UD化を考慮した教材の開発も試
みる。また、学習指導要領からICT活用により指導効果が向上すると予測される内容を抽
出して学習指導案を作成し、模擬授業における指導効果について評価・検討する。遠隔や
多言語に対応した指導方法の工夫も試みる。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2HEE2-04

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

近年、社会環境は大きく変化し、子どもの抱える課題は多様化・複雑化している。保健教
育においても、子どもの生活環境や個人の持つ特性に応じた教育方法の工夫が求められて
いる。本授業では、保健科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの内容を踏まえ、特別支援およびICT活用教
育を中心とした保健教育について理解し、模擬授業の実践・討議（ディスカッション）、
指導方法の検討（グループワーク）・発表（プレゼンテーション）等を通して、保健科教
育の効果的な教育方法について理解を深めていく。
具体的な到達目標は以下の二つとする。
1．特別支援における保健教育ついて理解を深める
2．ICTを取り入れた保健教育について理解を深める

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 保健科教育法Ⅳ

授業担当者名 井澤　昌子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業で学習した統計用語や公式をまとめる（週30分程度）。授業時に生じた疑問点等に対
して自分で調べノートにまとめる（週30分程度）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度と平素の課題への取り組み（70%程度），レポートなどの提出物(30%程
度)により総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション(講義概要と受講上の諸注意，成績評価の方法など）
 　　　　推測と検定　推測について
第02回　推測と検定　検定について
第03回　対応のあるt検定
第04回　対応のないt検定
第05回　無相関の検定と回帰係数の検定
第06回　順序があるデータの検定
第07回　分類されたデータの検定
第08回　相関に関する調査とデータ処理
第09回　相関に関する調査のレポート執筆
第10回　生命表
第11回　保健統計調査
第12回　データの収集と入力・保存
第13回　Excelによる記述統計と検定
第14回　Excelによる分散分析と因子分析
第15回　統計結果の分析とレポート作成および授業全体の振り返り、学生受講結果アン
ケートの実施

使用教科書

（WEB教科書）向後 千春他著「統計学がわかる」「統計学がわかる【回帰分析・因子分析
編】」（技術評論社）
参考図書：白戸亮吉他著「ていねいな保健統計学　第２版」（羊土社）
参考文献等はその都度紹介する。必要に応じてプリントを配布する、また、WEBを紹介す
る。

授業の概要

実証的研究方法の基礎知識の一つとして，主に統計学に関する統計の基礎と応用を解説
し，また，演習する。例題，練習問題および自分自身で得たデータを使い，Excelに関し
て受講者自らが順を追って操作し，結果が出せ，その結果を読み取ることができるように
なるのと同時に，なぜそのような過程を経る必要があるのかを考えていく。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 231-2OTH2-03

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

この授業では，統計における要約統計量および検定の基礎と応用，人口統計，保健統計調
査の知識を身につける，Excelを使用する統計手法について，入力と操作，また，結果の
見方や解釈の仕方などを習得するため，自分自身でPC操作を行いながら，統計の考え方を
身につけていくことになる。解説や練習問題を通じ，Excelの操作の仕方や統計理論を理
解したうえで，必要な統計処理を行い，結果を算出し，レポートを作成できるようになる
ことが目標である。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 保健統計学演習

授業担当者名 濱島　秀樹

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（20％）、発表（20％）、レポート等の提出（30％）、模擬授業
（30％）等を総合的に判断して評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の進め方、履修カルテなどの資料整理）

＜以下、教職関係＞
第02回　履修カルテを省みて（レポート課題）
第03回　レポート発表（発表の仕方・相互評価）
第04回　教育現場における課題1（生徒指導・生活指導、事例検討）
第05回　教育現場における課題2（保健室経営、グループ討議と発表）
第06回　教育現場における課題3（教師・保護者・地域等との人間関係作り 、

ロールプレイング）
第07回　学校での諸問題と対応（チーム学校・法規・教育の変容、集団討議）
第08回　授業全体の振り返り

＜以下、養護教諭関係＞
第09回　学校における危機管理（対応・応急処置・事例検討）
第10回　保護者への対応（ロールプレイング）
第11回　養護教諭が行う保健教育
第12回　現代的健康課題への対応1（アナフィラキシー対応、シミュレーション）
第13回　現代的健康課題への対応2（実践計画作成・発表）
第14回　現代的健康課題への対応3（5分間保健指導指導案および教材作成、

保健指導の実際）
第15回　授業全体の振り返り（学生受講結果アンケートの実施）

使用教科書
河田史宝 監修、岩崎保之 大川尚子 塚原加寿子 編著「学校教育の現代的課題と養護教
諭」
（大学図書出版）

授業の概要

教職と養護に関する科目の実践演習を半々に実施する。教職関係の授業を先に行い、養護
関係を後に行うグループと、反対に養護関係を先に行い、教職関係を後に行うグループが
ある。具体的な内容は、グループ討議、ロールプレイング、事例研究、模擬授業などを盛
り込み、更には健康課題や保護者・子どもへの対応など、養護教諭としての使命感・責任
感・教育愛、社会性、指導力、専門性などを培う。

＜実務経験と本科目との関連＞
養護教諭としての実務経験を活かし、養護活動の実際について模擬体験等を取り入れなが
ら、大学で学んだ知識と養護実習等で得られた実践力とのさらなる統合を図る。新たな健
康課題解決のために、具体的な事例を取り入れながら、連携協働して効果的に解決するた
めの実践的指導力を有する養護教諭としての資質の向上を目指す。

教員担当形態 オムニバス、クラス分け ナンバリングコード 231-3YOG3-04

備考
子どもケア専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

大学で学んだ知識と養護実習等で得られた実践力とのさらなる統合を図り、新たな健康課
題解決のために、他の教職員、各関係機関、保護者と連携協働して効果的に解決するため
の実践的指導力を有する養護教諭としての資質の構築とその確認を行うことを目標とす
る。
テーマ：➀使命感や責任感、教育的愛情の育成

②社会性や対人関係力の育成
③表現力・発信力の育成
④養護教諭としての実践的指導力の育成

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 教職実践演習（養護教諭）

授業担当者名 伊藤　琴恵、井澤　昌子、高鍬　利行、小川　純子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業の課題（ホームワーク）については、幅広い資料分析を行って予習（週180
分）し、自分なりの考えをもって授業に臨むこと。また、レポート等は、読み手に自分の
考えがより明確に伝わるような書き方やまとめ方を工夫すること。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

よりよい授業実践を目指して、問題意識をもって話し合うための指導案の作成や資料づく
りを行う。実習中に使用したものの見直しも含め、毎回のテーマに沿って資料を準備す
る。（週120分）
指導案作成や資料作りの完成後は助言をもとにさらに改良を加えていく。（週120分）

学生に対する評価の方
法

①授業への参加姿勢（20％）
②発表内容（40％）
③レポート（10％）
④理解度確認（30％）
以上4点を総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業の進め方、履修カルテなど資料の整理
（以下、教職関係）
第02回　履修カルテを省みて→グループ討議（よい授業とは）
第03回　ロールプレイング（アイスブレイクの実際 ）
第04回　事例研究１（例；問題提起）
第05回　事例研究２（例；実験等で調べて、その結果何が言えるか）
第06回　模擬授業１（例；体験的活動を通して）
第07回　模擬授業２（例；納得させる資料の提示方法）
第08回　理解度確認と解説
（以下、保健関係）
第09回　教員としての必要な資質・能力についての自己評価（シートに記入）
第10回　今後も養護教諭が保健教育を取り組むために（理想の養護教諭像を目指して）
第11回　健康教育における保健行動　健康教育における科学の意味　健康教育の基本構造
第12回　健康のための行動を実現させるものは何か
第13回　社会心理学的発想・社会学的発想・学習理論的発想からみた保健行動
第14回　自己管理技術と保健行動　健康教育のさまざまな手法
第15回　理解度確認とまとめ（学生受講結果アンケート実施）

使用教科書
資料等は適宜配布する。
（参考図書）教育実習（保健）で使用した教科書、中学校学習指導要領ほか

授業の概要

教職と教科保健に関する科目の実践演習を半々に実施する。教職関係を先に学習する組
と、教科保健を先に学習する組に分かれて実施する。授業では、グループ討議、ロールプ
レイング、事例研究、模擬授業などを盛り込み、教員としての使命感、責任感、教育愛、
社会性、指導力、専門性などを培う。状況により、内容の変更や繰り返しもあり得る。

教員担当形態 オムニバス、クラス分け ナンバリングコード 231-3HEE3-05

備考 子どもケア専攻

授業のテーマ及び到達
目標

大学で学んだ知識と教育実習等で得られた実践力とのさらなる統合を図り、使命感や責任
感に裏打ちされた確かな実践的指導力を有する教員としての、資質の構築とその確認を行
うことを目標とする。
テーマ：①使命感や責任感、教育的愛情の育成　②社会性や対人関係力の育成　③表現
力・発信力の育成　④保健指導者としての生徒理解・専門力の育成

ディプロマポリシーと
の関連

「協働力」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 教職実践演習（中・高）

授業担当者名 近森　けいこ、勝田　拓真

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

ホスピタルプレイ論で学んだ内容が実際の現場ではどのように行われているかを演習の中
で学び、保育と医療のつながりや必要性を理解できるように予習・復習を行う。（週60分
程度）

学生に対する評価の方
法

①授業への積極的な取り組み意欲・姿勢があるか（70％）
②課題や提出物において自分なりの見解内容が記載されているか（30％）
以上の2点から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

医療と保育のつながりを通して保育士として必要な知識を学ぶ。
第01回　ガイダンス
第02回　保育士として必要な医療知識と情報収集についての演習
第03回　医療を要する子どもへのアプローチ方法や遊びの演習
第04回　実際の事例を通した保育士の役割についての考察
第05回　プレパレーション・ディストラクション演習
第06回　日常生活支援（食事・歯磨き・入浴・寝かしつけなど）演習
第07回　医療を要する子どもと家族の精神的サポート演習
第08回　まとめ　学生受講結果アンケートの実施
※医療を要する子どもが通所する施設での実習を希望する学生には別途アナウンスをしま
す。

使用教科書 特定の教科書は使用しない。必要時に資料プリントを配布する。

授業の概要

上述の目標に基づき、医療を要する子どもたちのＱＯＬおよび療養環境の向上の重要性を
理解する。保育士として治療・処置や手術に苦しむ子どもへ何が支援できるかを考え、ま
た一方では、健康な部分への成長・発達支援をすることが必要であることを学び、地域に
おける保育のニーズについて理解する。さらに、多様な専門職種と連携しながら、チーム
医療における専門性について理解する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI2-26

備考
幼児保育専攻
「ホスピタルプレイ論（3年次後期）」履修者を対象とする。

授業のテーマ及び到達
目標

「医療保育」という病院や施設で働く保育士の存在を知り、保育内容など地域の幼稚園・
保育所などとの相違点を考える。また、「医療保育」に興味関心を持つことで、入院を余
儀なくされた子どもとその家族について知識を得る。さらに、保育士として地域社会で活
躍するために「創造・柔軟・感動」ができる社会人を目指す。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「協働力」〇

授業科目名 ホスピタルプレイ演習

授業担当者名 澤部　啓子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

自己学習（予習・復習等の内容・時間）　授業内で様々な絵本や児童文学作品、専門書を
紹介します。それらを、手に取って読んでみましょう。作品に対する感想や評価をメモに
残すことを推奨します。授業ごとに授業内容の定着度を確認するための小テストを実施し
ます。ムードルの授業資料やノートを参考に、予習・復習をして小テストに臨んでくださ
い。また、パロディ本の作成は授業時間外にも取り組みましょう。自己学習の時間は、15
回合計で15〜20時間程度になります。

学生に対する評価の方
法

小テスト40％、パロディ本20％、相互評価20％、期末レポート20％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　授業ガイダンス
第02回　伝承文学
第03回　わらべうたと詩
第04回　絵本
第05回　ノンフィクションと伝記
第06回　童話と幼年文学
第07回　冒険物語
第08回　家庭物語と学校物語
第09回　パロディ本の作成①もとになる昔話や童話の決定、材料・道具の収集と準備、土
台の作成
第10回　パロディ本の作成②プロットの作成、下書き、下絵の作成
第11回　パロディ本の作成③仕上げ(ペン入れ、彩色など)
第12回　パロディ本の読み聞かせ動画の作成
第13回　発表(前半学生)と相互評価①
第14回　発表(後半学生)と相互評価②
第15回　学習のまとめと振り返りレポートの作成　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 三宅興子・多田昌美「児童文学12の扉をひらく」（翰林書）

授業の概要

児童文学を理解するための基礎的な知識を身につける。その確認のために、授業の進行に
合わせて小テストを実施する。また、代表的な児童文学作品を読み、それらの魅力や特徴
について分析・考察したことを話し合う。学んだことを活かし、昔話や童話などのパロ
ディ本を作る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1CHI2-27

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

近代から現代にかけて、子どもたちが親しんできた代表的な児童文学作品(絵本を含む)を
読み、作品に対する理解を深めるとともに、時代的な背景を踏まえたうえで、これらの作
品を評価できるような力量を身につけることをねらいとする。さらに、これからの子ども
の文学はどうあるべきか、自分の考えがもてるようになることをねらいとする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 子ども文学

授業担当者名 加古　有子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・様々なジャンルのダンス表現や身体表現に興味を拡げ、動画視聴や舞台観覧をしたり、
実際に自身も踊ったり、ダンスのワークショップに参加したりする。
・ダンスに関する様々な文献資料や映像資料を紹介するので、それらを抄読・視聴する。
（週60分程度）

学生に対する評価の方
法

授業への参加態度（30％）、授業内での課題（発表、ミニレポートなど）（40％）、最終
レポート（30％）等により、総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（授業の目的、内容、方法等について）
第02回　リラクセーションとボディワーク（１）からだへの気づき
第03回　リラクセーションとボディワーク（２）表現に向けて
第04回　コミュニケーションワークからダンスへ
第05回　子どもとダンス①※
第06回　日常の動きや仕草からダンスへ
第07回　モノと遊ぶ、空間と遊ぶ
第08回　インプロヴィゼーション（即興）
第09回　子どもとダンス②※
第10回　コレオグラフ（創作）①
第11回　コレオグラフ（創作）②
第12回　コレオグラフ（創作）③
第13回　子どもとダンス③※
第14回　ミニ発表会
第15回　振り返りと最終レポート作成、まとめ、学生受講結果アンケートの実施
※第05・09・13回は、子どもケアセンターと連携し、幼児〜学童期の子ども達と共にダン
スを楽しむ時間を計画しています。ただし、センター事業や参加者の状況により、予定を
変更する可能性があります。

使用教科書 特になし。必要に応じて、紹介する。

授業の概要

古来より私たち人間は、喜びや悲しみ、感謝や祈りの念を舞や踊りにしてきたように、舞
踊をもたない民族や文化はないといわれます。そして現在も、テレビやSNSで「ダンス」
している人を観ない日はないほどに「ダンス」は私たちにとって身近なもの（でありなが
ら、ある人にとっては「観るもの」）であります。ダンスには様々なジャンルや技法があ
りますが、本授業では、遊びとしてのダンス、コミュニケーションとしてのダンス、創造
的なダンスを取り上げ、ダンスの経験・未経験や様々な心身の状況にかかわらず、誰もが
楽しんで参加できる授業を目指します。心身のリラクセーションや様々な動きの体験か
ら、動きを創り出し、表現が生まれるプロセスを楽しみます。本学の子どもケアセンター
と連携し、子ども達と共にダンスを楽しむ時間も計画しています。15週の授業を通して、
ダンスの楽しさや喜び、奥深さを体感します。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2CHI2-28

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

・身体感覚を研ぎ澄ませ、心身のつながりを感じながら、心身ともにリラックスする感覚
を身につける。
・心と身体の多様な動きを経験し、身体が感じ、身体で表現する力を涵養する。
・他者との関わりの中で、表現が生まれ、表現が拡がる体験を楽しむ。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎　「知識・技能」〇

授業科目名 ダンス

授業担当者名 林　麗子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業への関心・意欲・態度、課題レポート、発表の内容及び授業内容の理解度把握などで
総合的に評価する。教職領域５０点、専門領域５０点とする。授業内容の理解度把握の欠
席は原則として認めないので注意すること。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス及びリフレクション　〈全員〉
授業の位置づけ、進め方の説明、履修カルテの資料整理、課題の整理

（以下、教職関係)
第02回　学校組織と教師の職務について（講義・事例研究・グループ討議）
第03回　児童生徒理解と学級経営について(講義・演習)
第04回　教育問題の実践的対応(生徒指導の事例研究)-①　(グループ討議・演習)
第05回　教育問題の実践的対応(生徒指導の事例研究)-②　(ロールプレイング・ディベー
ト等)
第06回　教育課題の実践的対応(時事問題の事例研究)-③ (グループ討議・演習）
第07回　事例研究のまとめ及び授業内容の理解度把握
第08回　教職実践演習授業のまとめ(振り返り）と評価（講義とグループ討議）
（以下、保育関係)
第09回　「遊び保育とは」集団保育における乳幼児の自発性を保障する環境と援助につい
てグループ討議
第10回　模擬保育またはケアセンターでの実践活動に向けた指導案作成・教材研究
第11回　模擬保育、またはケアセンターでの実践
第12回　模擬保育またはケアセンターでの実践について、同調性と応答性の視点より討議
第13回　12回の討議を踏まえたグループ発表・質疑応答・・保育現場における諸課題につ
いて
第14回　授業内容の理解度把握及び授業のまとめ

ポートフォリオファイルの回収・点検
第15回　保育実践演習授業のまとめ（振り返り）と評価、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
資料等適宜配付
(参考図書は演習の中で適宜紹介）

授業の概要

この授業では、①教職に関する科目、②専門教科に関する科目について前半・後半に分か
れて実施する。演習を中心とした授業のため、事例研究、子どもケアセンターにおける親
子ふれあい遊びの実践、模擬授業、グループ討論、ロールプレイング、プレゼンテーショ
ン等の体験活動を重点的に実施する。評価シートにより、到達度を確認する。状況に応じ
て、内容の繰り返しや変更もありうる。

＜実務経験と本科目との関連＞
教諭や教育センターでの教育相談経験を生かして、特に学級経営や生徒指導の事例研究に
おいて具体的な事例を示し、これまで学んできた専門教科と教職教科の知識・技能を活用
し、実践力の強化を図る。

教員担当形態 オムニバス、クラス分け ナンバリングコード 232-3CHI3-29

備考
幼児保育専攻
※前半と後半で保育・教職入れ替わる。
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

教師は、教育の専門家として絶えず研究と研修に励み、その職責の遂行に努めなければな
らない。つねに優れた専門性と豊かな人間性を身に付ける努力が必要である。これまで、
専門科目や教職科目等で学んだ知識・技能の深化・統合・補完を図ることと、集団活動や
実践演習を通して生きて働く指導方法・指導技術の習熟及び教育の今日的課題に対処でき
る実践能力を身に付けることを到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇、「協働力」◎

授業科目名 保育・教職実践演習(幼・小)

授業担当者名 加古　有子、渡辺　桜、細溝　典彦、中村　恵美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内で示された課題について自学自習し、提出を指示された課題については、期限を厳
守すること。また、今までの学習の整理をしておくこと。保育・教育現場における今日的
課題についても新聞などで情報収集してノート等にまとめておくこと（週６０分程度）。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

事前学習として、今まで学修してきた子どもの福祉や子ども家庭支援論等の内容を復習す
る（90分）
事後学習として、授業時に生じた疑問点や新たに得た視点を自分の考えとしてまとめる。
その他、子育て支援に関連するニュースや新聞記事に目を通す（90分）

学生に対する評価の方
法

授業態度（30％）、授業内で提出するレポート（50％）、第14回に実施する理解度確認
（20％）から総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（授業の進め方、課題及び評価について）
第02回　保育に関する相談・援助とソーシャルワーク
第03回　ソーシャルワークの視点、基本的姿勢と倫理
第04回　信頼関係形成の為の技術
第05回　ソーシャルワークにおける面接技術
第06回　ソーシャルワークの理論と展開
第07回　アセスメント等の技術
第08回　子どもソーシャルワークの事例から考える（個別援助）
第09回　グループワーク
第10回　コミュニティワーク
第11回　子どもソーシャルワークの事例から考える（課題を抱える子ども・家庭への支援
①）
第12回　子どもソーシャルワークの事例から考える（課題を抱える子ども・家庭への支援
②）
第13回　保育関連領域の社会資源と制度
第14回　理解度確認
第15回　全体の振り返り、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 使用しない。適宜資料を配布する

授業の概要

ソーシャルワークの方法や技術について具体的に学ぶことで、保育士として子どもケアを
実践する視点と子育て支援の実践をする子どもソーシャルワークの視点を理解する。事例
等を通して、個々のケースに応じた支援とは何か考える力を身につける。また、多職種と
協働する為の関連領域の理解と保育士の専門性を活かした連携とは何かを考える。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1WEL2-05

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

今日、保育所等におけるソーシャルワーク機能の発揮や保育士の専門性としてソーシャル
ワーク能力が期待されている。この授業では、様々な課題を抱える子どもや子育て家庭へ
の支援を理解し、保育士に求められる社会福祉領域の知識と技術について学びを深める。
また、地域の社会資源や関係機関について理解し、連携・協働する能力を身につける事を
目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」〇

授業科目名 子どもソーシャルワーク

授業担当者名 横井　直子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習、復習をする事で、正確な知識による学習内容の定着に努めて下さい。講義内容にと
どまらず、自身で学習を深めて下さい。(目標60分)

学生に対する評価の方
法

講義対象領域の理解度(80%)、講義への参画態度等(20%)、以上2点から総合的に評価す
る。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　救急蘇生法の実際、よくある事故とその対応
第02回　熱中症、やけど、外傷等の応急処置
第03回　発熱、関節痛、四肢の痛み
第04回　腹痛、嘔気、嘔吐、下痢
第05回　咳、喘鳴、呼吸困難、胸痛
第06回　頭痛、痙攣
第07回　感染症、食中毒
第08回　免疫、アレルギー、アナフィラキシー
第09回　血液疾患
第10回　内分泌、代謝疾患
第11回　泌尿器、性器の病気
第12回　発達障害
第13回　発達障害
第14回　理解度確認と解説
第15回　全体のまとめ、救急対応についての補充、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
「ナースが知っておきたい小児科でよく見る症状、疾患ハンドブック」　横田俊一郎、山
本淳、湧水理恵　　照林社
「最新育児小児病学、改訂第7版」南江堂　黒田ヤス弘、香美祥二、森健治

授業の概要

子どもの病気Iで抗議した内容を発展させ、保育現場で応用できる知識を身に着ける事を
目標に講義します。真剣に学習する姿勢を持った学生の参加を奨励します。講義内容に
沿った国内外の関連論文を紹介し、教科書からステップアップした討論型の授業を行う場
合もあり得ます。実習、その他の影響により、授業計画の一部変更(順番の入れ替え)、
moodleによる講義をする可能性もあります。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2HEA2-03

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

これまでの保健等、関連の講義で習得した、子どもの保健や発達についての基礎知識を応
用して、不慮の事故や体調不良、病気に対して実際に即した対応ができるように、疾患や
子どもの発達に対する正しい知識を持って保育ができるようになる事を目標とします。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識、技能」〇、「思考力、判断力、創造力」◎

授業科目名 子どもの病気Ⅱ

授業担当者名 星野　伸

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

第12回　理論と技法トレーニング④
　　　　・ロールプレイ（制限設定）

第07回　理論と技法トレーニング①
　　　　・療法に活かす技法トレーニングとボディワークの紹介
　　　　・素のからだが感じることを確かめてみよう
第8回　　理論と技法トレーニング②
　　　　・ロールプレイ（言語的/非言語的応答）

第01回　オリエンテーション
　　　　・授業の目的と概要、参考図書の紹介、授業日程の説明
第02回　「遊戯」と「遊戯療法」について
　　　　・遊戯・遊びとは何か
　　　　・遊びの治療的機能について
第03回　遊びの体験−心身の変化に着目して−

　　　　・ボディワーク（生気情動と呼吸）

　　　　・パペットを用いて
　　　　・「言語」を用いずに
　　　　映像資料：ラポール形成の過程
第05回　受容・共感の諸理論
　　　　・相互交流における明示的様式と暗黙的様式
第06回　療法の基本原則、セラピストとは

第13回　特別講義

学生に対する評価の方
法

平常の授業態度（25％）、授業内で行うレポートや発表による内容の理解度（40％）、最
終的に行うレポート（35％）などにより、総合的に評価する。

　　　　・「リズム」と「空間」と「からだ」が交錯する遊び
             ・色や形で想いを表現して遊ぶ
　　　　・表現と気づき
第04回　遊びの体験−関係性の始まり−

　　　　・子どもの心理療法の実際
第14回　最終振り返りとレポート作成
第15回　レポートの返却と講評、最終まとめ、学生受講結果アンケートの実施

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第9回　　理論と技法トレーニング③
　　　　・ロールプレイ（言語的/非言語的応答）
第10回　中間まとめ：各自体験レポートの提出
第11回　保育・福祉現場における療法的遊びと療法的関わり—事例から学ぶ—

授業の概要

子どもたちの遊びにはその自由さ、楽しみそして精一杯の創意工夫があり、まさに心と身
体が統合された「生きていること」の原点を示す活動であるといわれる。しかし近年、子
どもたちは遊ばない、遊べない状況の中で心身の不協和が問題となっている。本演習で
は、心身の安定や健やかさのための「遊び」を体験・経験・工夫し、人間にとっての遊び
の意味とその本質に対する理解を深める。特に、身体性を重視して遊びを考える。また、
セラピスト役と子ども役によるロールプレイや技法の演習を通して、自らの身体感覚を研
ぎ澄ませるとともに、他者受容や身体的共感を体感し、理解を深めることをめざす。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PSY2-06

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

・遊びの意味とその本質に対する理解を深め、遊びの精神療法的機能について説明でき
る。
・セラピストと保育者との役割の共通点と相違点について自分なりの考えを述べることが
できる。
・保育・福祉現場における保育者の療法的関わりの在り方と遊戯療法の応用可能性につい
て、具体的場面や例を挙げて述べることができる。
・子どもの存在を受容し、共感する心身の在り方について、演習を通して気づき、省察す
ることで、その基礎的態度・技能を身につける。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎
「協働力」〇

授業科目名 遊戯療法

授業担当者名 林　麗子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

・理論・技法ともに、保育系科目のみならず、心理系科目との連関を念頭におき、資料を
横断して復習する。
・授業内で配布した資料やノートを基に復習を行う（週30分〜1時間）。
・実習等で保育者の「療法的な」関わりや「療法的な」遊びについて、実践・考察する。

使用教科書

必要に応じて資料を配布する。
参考書：東山紘久著「遊戯療法の世界」（創元社）、M.ジョルダーノ著「プレイセラピー
実践の手引き—治療関係を形成する基礎的技法」（誠信書房）、平井タカネ著「ダンスセ
ラピー入門」（岩崎学術出版社）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義内容の定着を図るため、配布された資料（「重要事項」等を含む）などで復習する。
グループ討議や全体討論に参加できるようにすること。（週60分）

学生に対する評価の方
法

授業への参加度（約20％）、授業案作成とその話し合い（約40％）、理解度確認（約
40％）などで、総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション（道徳教育の意義、授業の進め方、授業に関する諸注意等）
第02回　道徳教育の意義と歴史　「今、思う道徳教育について」グループ討議
第03回　子どもの心の成長と道徳性の発達について
第04回　道徳教育及び道徳科の目標と内容について
第05回　道徳教育の全体計画と年間指導計画、各教科との関連について
第06回　道徳科の授業づくり（１）授業構造と様々な指導法について
第07回　道徳科の授業づくり（２）教材選定、教材提示、範読について
第08回　道徳科の授業づくり（３）効果的な展開、発問について
第09回　道徳科の授業づくり（４）「考え、議論する道徳」について
第10回　道徳科の授業づくり（５）問題解決的な学習や体験的な学習等の指導法について
第11回　道徳科の授業づくり（６）学習指導案の作成①模範的な学習指導案の分析
第12回　道徳科の授業づくり（７）学習指導案の作成②主題設定の理由や発問展開
第13回　道徳科の授業づくり（８）グループに分かれて学習指導案検討会
第14回　模擬授業の展開①　グループ討議
第15回　模擬授業の展開②　めざすべき道徳科の授業を考える　講義総括
　　　　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
資料は適宜配布する。
（参考文献）29年告示　「小学校学習指導要領解説　特別の教科　道徳編」　文部科学省
石川雅春著『優しさからの道徳教育』（一粒書房2023.9）

授業の概要

学習指導要領「特別の教科　道徳」の事項を基本に置き、学校現場の立場に立って、子ど
もたちに何をどのように指導すればよいかについて、具体的な事例を取り上げながら学ぶ
こととする。その後、ペアワーク、グループ討議を用いて、より実践的な活動を通しての
理解を深め、定着を図る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PED2-04

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校の教育活動全体を通して行う道徳教育及びその要となる道徳科の目標や内容、指導方
法、指導計画等を理解することを主たる目標とする。さらに、学校現場の様子を理解でき
るよう、教材研究や学習指導案の作成にもふれ、教師としての基本的な力を身に付けるこ
とをめざす。現在、小学校で実施されている道徳科の実態や課題についての理解も深め、
実践的な指導力の定着を図る。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「意欲・態度」〇

授業科目名 道徳教育の指導法

授業担当者名 石川　雅春

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内容に併せて小学校学習指導要領解説特別活動編（文部科学省）および特別活動指導
資料「学級・学校文化を創る特別活動　小学校編、中学校編」（文部科学省・国立教育政
策研究所）を読んでくること（毎回60分）
授業後に再度、授業内容に該当する小学校学習指導要領解説特別活動編（文部科学省）お
よび特別活動指導資料「学級・学校文化を創る特別活動　小学校編、中学校編」（文部科
学省・国立教育政策研究所）を読みなおし、重要ポイントをまとめること（毎回60分以
上）

学生に対する評価の方
法

（1）受講態度（個人の発言、ディスカッションへの取り組み、意欲・態度など）15％
（2）授業後に実施するリフレクションペーパーの提出15％
（3）授業分析レポート（3回×10％）30%
（4）最終指導案：学級活動（1）（2）（3）のいずれかの指導案 (１回×20%)20％
（5）理解度確認　20%
（6）遅刻は3回で欠席1回としてカウントします

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　特別活動の意義と意味
第02回　学習指導要領から見る特別活動の目的と方法
第03回　合意形成
第04回　学級活動（1）の内容
第05回　学級活動（2）の内容
第06回　学級活動（3）の内容
第07回　学級活動の授業デザイン
第08回　学級活動（模擬授業）の準備
第09回　学級活動（模擬授業）の検討
第10回　学級活動（模擬授業）の再考
第11回　学校行事とかかわり方
第12回　児童会活動・生徒会活動とかかわり方
第13回　クラブ活動・委員会活動とかかわり方
第14回　キャリア教育の要としての特別活動とのかかわり方
第15回　理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度公示）解説特別活動編」
文部科学省・国立教育政策研究所 特別活動指導資料「学級・学校文化を創る特別活動 小
学校編」
講師が準備したプリント

授業の概要
特別活動の指導に必要な資質・能力を理解し、生徒に自主的・実践的な態度を育てるため
の授業実践力を、模擬授業や学習指導案作成を通じて身に付ける。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PED2-05

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

（1）学校教育全体における特別活動の意義を理解する。
（2）「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の三つの視点から特別活動の意義を理
解し、これを実現
　　  するための授業計画を立案することができるようになる。
（3）「チームとしての学校」の視点を持ちながら学年の違いによる活動の変化、各教科
等との往還的な
　　  関連、地域住民や他校の教職員と連携した組織的な対応等の特別活動の特質を踏ま
えた指導に必要な
　　  知識や素養を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 特別活動の指導法

授業担当者名 清水　克博

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業への取り組み意欲や姿勢を重視する。①平常の授業への参画態度(毎時提出の振り返
りシートの記述も評価する）（50％）、②課題、理解度確認（50％）などで総合的に評価
を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス、グループワーク（自己理解）、人間関係づくりトレーニング
第02回　生徒指導の意義と理念（教育課題と生徒指導、「社会的なリテラシー」の
 　　　　育成）
第03回　生徒指導の機能（教育課程全体における生徒指導、学習指導と生徒指導の
 　　　　一体的機能化、新しい指導体制のポイント）
第04回　生徒指導の現状と課題（生徒指導の現状、これからの生徒指導の展開に関する
 　　　　課題）
第05回　児童生徒理解の在り方（児童生徒理解に求められる教師の基本姿勢、児童生徒
 　　　　理解と教育相談）
第06回　包括的・全校的生徒指導の展開（教科指導と生徒指導、道徳教育と生徒指導、
 　　　　総合的な学習と生徒指導、特別活動と生徒指導、キャリア教育と生徒指導、
 　　　　特別支援教育と生徒指導）
第07回　生徒指導の実践的展開（生徒指導計画の進め方、学校経営、学級経営における
 　　　　生徒指導、生徒指導組織体制）
第08回　生徒指導の実践的展開（外部諸機関との連携・協働、スクールカウンセラー、
 　　　　スクールソーシャルワーカー等の支援と協働）
第09回　生徒指導に関する主要法令と運用課題
第10回　問題行動の理解と指導の進め方（問題行動の理解、問題行動に対する指導の
 　　　　進め方）
第11回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（いじめ）
第12回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（不登校）
第13回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（暴力行為）
第14回　個別の課題を抱える児童生徒への指導（虐待、ネット問題）
第15回　授業全体の振り返りと理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

授業の概要

生徒指導は学校の教育目標を達成するうえで重要な機能を果たすものであり、学習指導と
並んで学校教育において重要な意義がある。さらに、現在の教育現場では、いじめ、不登
校、暴力行為、虐待など生徒指導に関する課題が山積しているので、すべての教師に生徒
指導の実践力が求められている。
そこで、教職を志す学生を対象にして、生徒指導に関する基礎理論と実践方法について講
義し、教育者としての資質・能力と実践的指導力の向上をめざす。また、可能な限り具体
的な課題や事例をとりあげるとともに、双方向型、アクティブ・ラーニング型の授業とす
る。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PED2-07

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

社会が大きく変動する中で、今日的な教育問題に対応するとともに、子どもたちの将来に
わたる自己実現と社会づくりの担い手としての成長支援を進めるうえで、生徒指導が果た
す役割は非常に大きい。そこで、これからの生徒指導が目指す理念と意義や実践方法につ
いての基礎的な知識及び考え方を習得することをテーマとし、それに基づき主体的かつ実
践的な指導力を身に付けることを到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 生徒指導論

授業担当者名 細溝　典彦

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回の授業範囲をテキスト（「生徒指導提要（改訂版）」）で予習しておくこと。（週90
分）毎時、授業の振り返りシートを提出する。その作成を通して疑問やさらに深く学ぶべ
きことを主体的に復習する。（週90分）なお、中身の濃い振り返りや質問に対する回答な
どは次回の講義冒頭でフィードバックする。
授業計画は授業の進行状況に応じて前後することがある。

使用教科書
文部科学省「生徒指導提要（改訂版）」
授業内で適宜、資料を配付



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内容に併せて小学校キャリア教育の手引き（文部科学省）を読んでくること（毎回60
分）。
授業後に再度、講師の配布した資料とあわせて小学校キャリア教育の手引き（文部科学
省）を読み直し、重要ポイントをまとめること（毎回60分）。

学生に対する評価の方
法

1. 受講態度（グループ・ディスカッションへの取り組み、意欲・態度など）30％
2. 毎授業後に実施するリフレクションペーパーの提出  15％
3. 授業分析（小学校、中高学校キャリア教育実践、先進的授業実践の分析）  30％
4. キャリア・ポートフォリオ作成　10％
5. 理解度確認  15％
6. 意欲と態度を重要視します。正当な理由なき遅刻や途中退出は認めません。
7. 3分の2（10回）以上の授業出席が単位認定の前提となり、遅刻は3回で欠席1回として
カウントします。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション：進路指導とキャリア教育の教育的意義と必要性
第02回　進路指導の理論と実践（1）　歴史的変遷　職業指導から進路指導
第03回　進路指導の理論と実践（2）　進路指導の役割、組織的指導体制
第04回　進路指導の理論と実践（3）　進路指導の課題、家庭や関係機関と連携
第05回　草創期のキャリア教育
第06回　これからの教育とキャリア教育
第07回　現在のキャリア教育
第08回　各学校段階のキャリア教育と要としての特別活動の関係
第09回　小学校キャリア教育の実践分析
第10回　中学校キャリア教育の実践実践
第11回　先進的キャリア教育実践から見るキャリア教育と学校カリキュラムとの関係
第12回　特別活動におけるキャリア教育
第13回　ガイダンス機能を生かしたキャリア・カウンセリング
第14回　キャリア教育の基礎理論
第15回　理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
文部科学省「小学校キャリア教育の手引き 」
文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度公示）解説特別活動編」
講師が準備したプリント

授業の概要

進路指導の指導に必要な資質・能力を理解し、生徒に自主的・実践的な態度を育てるため
の授業実践力を、模擬授業や学習指導案作成を通じて身に付ける。
リフレクション・ペーパーを含め、授業ではパソコンを用いて評価シート等を回収しま
す。パソコンを持参してください。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PED2-08

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

（1）学校教育全体における進路指導の意義を理解する。
（2）「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の三つの視点から進路指導の意義を理
解し、これを実現
　　  するための授業計画を立案することができるようになる。
（3）「チームとしての学校」の視点を持ちながら学年の違いによる活動の変化、各教科
等との往還的な
　　  関連、地域住民や他校の教職員と連携した組織的な対応等の進路指導の特質を踏ま
えた指導に必要な
　　  知識や素養を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 進路指導論

授業担当者名 清水　克博

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

毎回の事後学習［授業の振り返り］と授業への参加態度（30％）、単元計画案（30％）、
小論文（40％）等から総合的に判断して評価を行う。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　自分が受けた総合的な学習の時間を想起し、総合的な学習の時間の意義と教育課
程に果た　す役割について学ぶ。＜講義・討議＞
第02回　学習指導要領における総合的な学習の時間の目標、各学校で定める目標・内容、
全体計画について学ぶ。＜講義＞
第03回　各教科等との関連を図る年間指導計画の作成、主体的・対話的で深い学びを促す
単元計画の作成について、具体例を交えて学ぶ。＜講義＞
第04回　総合的な学習の時間における探究的な学習の過程と指導のポイントについて学
ぶ。＜講義＞
第05回　実践事例の検討①／現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題（環境・食
等）の実践事例を検討し、探究的な学習について具体的に学ぶ。＜講義・討議＞
第06回　実践事例の検討②／現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題（国際理
解・福祉等）の実践事例を検討し、探究的な学習について具体的に学ぶ。＜講義・討議＞
第07回　実践事例の検討③／地域や学校の特色に応じた課題（地域社会・伝統文化等）の
実践事例を検討し、探究的な学習について具体的に学ぶ。＜講義・討議＞
第08回　実践事例の検討④／地域や学校の特色に応じた課題（防災・地域経済等）の実践
事例を検討し、探究的な学習について具体的に学ぶ。＜講義・討議＞
第09回　総合的な学習の時間の教材開発と単元構想の方法について学ぶ。＜講義＞
第10回　単元計画案の作成①／教材と単元展開を構想する。＜グループワーク＞
第11回　単元計画案の作成②／単元計画案を作成する。＜グループワーク＞
第12回　単元計画案の作成③／単元計画案を作成する。＜グループワーク＞
第13回　単元計画案の作成④／単元計画案を交流する。＜グループワーク＞
第14回　総合的な学習の時間における学習状況の評価方法について具体例を交えて学ぶ。
＜講義＞
第15回　これまでの授業のまとめと振り返りをする。小論文を書く。学生受講結果アン
ケートの実施。＜講義・個別学習＞

使用教科書

・文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度告示）解説　総合的な学習の時間編」東
洋館出版社
・文部科学省「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）　令和
３年３月」株式会社アイフィス

授業の概要

総合的な学習の時間の意義と教育課程に果たす役割、目標と内容、年間指導計画と単元計
画の作成、探究的な学習の指導方法について学んだ上で、幾つかの実践事例の動画や資料
を見ながら総合的な学習の時間における探究的な学習について理解を深める。そして、グ
ループで協働して単元計画案を作成する活動に取り組む。最後に、学習状況の評価方法に
ついて具体例を交えて学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2PED2-09

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

総合的な学習の時間の意義と原理、指導計画の作成、指導と評価
・総合的な学習の時間の意義と教育課程に果たす役割、目標と内容を理解する。
・総合的な学習の時間の年間指導計画と単元計画の作成に必要な基礎的能力を身に付け
る。
・総合的な学習の時間における探究的な学習の指導方法、学習状況の評価方法を理解す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎　「協働力」○

授業科目名 総合的な学習の時間の指導法

授業担当者名 児玉　康彦

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

使用教科書で毎回の授業内容に関するページを読み、疑問点をまとめておく。単元計画案
を作成する教材の候補と単元の展開案を考えておく。毎回の事後学習［授業の振り返り］
をまとめる。（各回60分以上）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

さまざまなジャンルの音楽鑑賞、ピアノ伴奏や弾き歌いなどの実技練習を各自積極的に行
うことで音楽表現力の向上に努めること。

学生に対する評価の方
法

授業への参画態度　４０％
模擬授業の発表内容及び学習指導案の内容　３０％
小レポート　３０％
以上３点から総合的に判断し評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　ガイダンス（初等音楽科教育の意義・目標の理解について、共通事項について）
第02回　表現領域①歌唱、②器楽について
第03回    表現領域③音楽づくりについて　／　ICT活用について
第04回    鑑賞について、日本の伝統音楽について
第05回    音楽科における評価、特別な配慮を必要とする児童への配慮
第06回    授業実践に向けた準備と学習指導案の作成①
第07回    授業実践に向けた準備と学習指導案の作成②
第08回    第１学年の模擬授業と振り返り
第09回    第２学年の模擬授業と振り返り
第10回    第３学年の模擬授業と振り返り
第11回    第４学年の模擬授業と振り返り
第12回    第５学年の模擬授業と振り返り
第13回    第６学年の模擬授業と振り返り
第14回    授業の振り返りと小レポート作成
第15回    レポートのフィードバックとまとめ　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説　音楽編」
そのほか必要に応じて授業内で適宜資料を配布したり参考文献を紹介したりする。

授業の概要

授業は、講義を通して、小学校音楽科における目標や意義、学習指導要領の内容等への理
解を図ると共に、教材研究などを行う。さらに学習指導案の立案および模擬授業の実施と
いった演習も行うことで実践的指導力を養う。全体をとおして受講生自身がさまざまな音
楽に触れられる場を多く設けることで、音楽表現の多様性や、その教育的特質について体
験的に学び、考えを深められるようにする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-2EED2-13

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

[テーマ]子どもの音楽表現は多様である。その多様性と真摯に向き合い、個々に寄り添い
ながら導いていけるような小学校音楽科の授業について考え、理解を深める。
[到達目標]テーマを念頭におきながら、学習指導要領に示されている目標や内容を理解
し、それに沿って授業を運営できるような実践的指導力を身につけられるようにする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎、「知識・技能」○

授業科目名 初等音楽科教育法

授業担当者名 鵜飼　文代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業の中で体感する、楽しさや驚き、緊張、揺れ、疑問など、全てが学びの宝庫です。こ
れらを丁寧に振り返る作業が、これからの自分自身の変化や成長にも役立つと思います。
さらに、学外で実施されるレクリエーション活動やボランティアに積極的に参加し、知見
を拡げ、体験を深めてください。（週60分程度）

学生に対する評価の方
法

能動的学びを重視します。ここでいう能動的学びとは、自らが課題を見出し、それを実現
できるように工夫・挑戦することを意味します。
授業態度（30％）、グループ活動と発表（40％）、レポート・その他の提出物（30％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
　　　　 レクリエーション支援の方法について
第02回　アイスブレーキングの実際①導入段階
第03回　アイスブレーキングの実際②交流・発展段階
第04回　子どものためのレクリエーション1　集団遊び
第05回　子どものためのレクリエーション2　身近な素材を使ったクラフト
第06回　子どものためのレクリエーション3　音楽にあわせた身体活動
第07回　ニュースポーツ1　チャレンジ ザ ゲーム
第08回　ニュースポーツ2    キンボール
第09回　ニュースポーツ3　ウォークラリー
第10回　レクリエーション支援の実施①
第11回　レクリエーション支援の実施②
第12回　レクリエーション支援の実施③
第13回　活動実践高齢期の体の仕組みに合わせた楽しい運動実践
第14回　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの評価および改善（ふりかえり）
第15回　活動まとめ   まとめ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの評価および改善（ふりかえり）
　　　　 学生受講結果アンケートの実施

*授業はnuasホールを使用する。
 必ず運動着を着用のこと（回によっては体育館用シューズも）。
**レク支援実習：2人〜4人グループで20分実践+10分振り返り
　主に、アイスブレーキングと集団遊びを題材とする。

使用教科書
『楽しさをとおした心の元気づくり〜レクリエーション支援の基本の理論と方法〜』
（日本レクリエーション協会）

授業の概要
信頼関係が構築され、ホスピタリティを身につける。さらに指導演習により対象にあわせ
たアレンジ、活動領域にあわせたアクティビティを指導体験する。
レクリエーション・インストラクター資格の必修科目である。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 232-1PRA2-07

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

　ホスピタリティートレーニングとアイスブレーキングを通して、個人や集団とのコミュ
ニケーションをとる能力、集団のコミュニケーションを促進する方法を身につけることが
できる。
・レクリエーションを体験する中で自らの心身の在りようを振り返り、レクリエーション
の意味を一般化できる。
・場面や対象者に応じたレクリエーション支援の在り方と実践法を考え、実践し、省察す
ることができる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「協働力」〇

授業科目名 レクリエーション演習

授業担当者名 岡田　摩紀

単位数 1単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

この授業の第一の目標は、各学生が希望の就職採用試験に合格を果たすことである。この
目標に到達するためには授業時間内の練習のみならず、毎日欠かさずピアノに向かうこと
を期待する。また、受験を希望する地域、園等の試験内容に関する情報収集を積極的に行
うこと。（週90分）

学生に対する評価の方
法

採用試験模擬①（20%）　採用試験模擬②（30%）　採用試験模擬③（50%）を基本とし、
授業への参画態度等を含めて総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
　　　　 初見視唱＋伴奏付け対策①
第02回　初見視唱＋伴奏付け対策②　　個人レッスン①
第03回　初見視唱＋伴奏付け対策③　　個人レッスン②
第04回　初見視唱＋伴奏付け対策④　　個人レッスン③
第05回　採用試験模擬①と講評
第06回　初見奏対策①　　個人レッスン④
第07回　初見奏対策②　　個人レッスン⑤
第08回　初見奏対策③　　個人レッスン⑥
第09回　採用試験模擬②と講評
第10回　簡易伴奏法①　　個人レッスン⑦
第11回　簡易伴奏法②　　個人レッスン⑧
第12回　簡易伴奏法③　　個人レッスン⑨
第13回　簡易伴奏法④　　個人レッスン⑩
第14回　採用試験模擬③と講評
第15回　授業全体の振り返り、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 各学生により異なる。各自が臨む採用試験に合わせて選択する。

授業の概要

就職採用試験課題曲として取り上げられやすいピアノ実技試験内容に沿い授業及びレッス
ンをする。
個人レッスンでは、個々の学生の受験課題に即した曲を扱う。採用試験模試①②及び　最
終発表③は、衆目環境での実技試験に慣れるねらいで行う。各自で演奏曲目を決定し（決
定に際し相談には応じます）臨むこと。

教員担当形態 クラス分け ナンバリングコード 232-1PRA2-09

備考
幼児保育専攻
就職試験に際してピアノ実技が必要になる学生に限る。

授業のテーマ及び到達
目標

就職採用試験に課されるピアノ実技課題に対応できる演奏力を培い、人前で演奏する経験
を積み、採用試験に臆することなく臨めるべく自信をつける。また、併せて、保育者とし
て子どもたちと豊かな音楽活動が展開できるよう幅広いレパートリーの充実等を図る。技
能や表現力が実践的技能として十分に活かせるよう自ら課題曲を選曲するなどアクティ
ブ・ラーニングの姿勢で取り組む。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「意欲・態度」〇

授業科目名 ピアノ特別演習Ⅱ

授業担当者名 藤井　正子、岡田　暁子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

既習の教科全体の知識・技能を復習する（週30分）
実習を振り返り、記録、指導案作成の復習を行う（週30分）
模擬保育に向けての指導案の作成や見直しを行う（週30分）

学生に対する評価の方
法

主体的な受講態度（出席状況等）50％、提出物（提出状況と内容）50％により総合評価す
る。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション
第02回　実習の意義と流れ・関連書類の作成
第03回　児童福祉の理解を深める
第04回　実習に向けて基本事項の応用
第05回　子ども理解と保育者の関わり①（子ども理解）
第06回　子ども理解と保育者の関わり②（環境構成と保育者の関わり）
第07回　実習に向けての必要な知識と学び
第08回　実地実習に向けて実践的学びを深める①（4・5歳児）
第09回　実地実習に向けて実践的学びを深める②（3歳児）
第10回　実地実習に向けて実践的学びを深める③（3歳未満児）
第11回　実践的学びについて　まとめ
第12回　実践的学びを振り返る
第13回　実習準備（記録簿記載内容・実習前後の流れ）
第14回　直前指導
第15回　報告会　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

・2024年度保育所実習の手引き
・厚生労働省編「保育所保育指針解説」（フレーベル館 平成29年3月）
・内閣府・文部科学省・厚生労働省編「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」
（フレーベル館 平成29年3月）
※授業時必ず持参すること。　※その他、必要に応じてその都度レジメ等配布する。

授業の概要

保育実習Ⅱの実地実習に向けて保育園の役割を理解し、基礎的知識と心構えを学び、実習
に必要な知識、技術を深める。
・乳幼児の年齢の発達をふまえ、遊びのレパートリーを増やし保育実習Ⅱの充実を図る。
・保育の計画の必要性を知り指導案の具体的記述の習得を学びグループ指導を通して理解
を深める。
・保育所実習に向けた事前指導及び実地事後指導を行う。

教員担当形態 複数（主担当：杉江栄子） ナンバリングコード 232-3PRA3-10

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

保育実習Ⅱを円滑に進めていくための知識、技術をさらに向上し習得し、学習内容課題を
一層深めるとともに、実習体験を深化させる。

ディプロマポリシーと
の関連

「協働力」◎、「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 保育実習指導Ⅱ

授業担当者名 杉江　栄子、鵜飼　文代、小森　奈保子、鈴木　聡美

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

積極的に取り組み、実践力の向上を目指すこと。実習指導での学びを基に実習に臨むこ
と。（週60分程度）

学生に対する評価の方
法

　保育所における実地実習の成績及びその事前指導、事後指導の状況を考慮して総合的に
評価する。詳細な単位認定の条件については、授業内で配布する。「保育所実習の手引
き」に記載する。
　再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

・養護と教育を一体とした保育所の社会的な役割や機能の理解。
・子どもの心理状況の理解、保育者の援助、生活の流れ等、展開の観察に基づく子ども理
解。
・子どもの保育及び保護者、家庭への支援や地域と連携した子育て支援。
・指導計画の作成、実践、観察、記録、自己評価と保育課程の理解。
・多様な保育の展開と保育者の職業倫理。
・自己課題の明確化。学生受講結果アンケートの実施。

使用教科書

「保育所実習の手引き」
厚生労働省「保育所保育指針解説」（フレーベル館）
内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フ
レーベル館）

授業の概要

　保育所における保育実習Ⅱでは、保育の計画の立案、実践、省察を主体的に行うととも
に、多様な保育ニーズや保育所における子育て支援の理解を深め、保育士の職業倫理につ
いて学び、今後の自己課題を明確化する。
　事前指導では、これまでの実習の学びを踏まえて、主体的に保育を展開できるよう、ま
た、保育において幅広い視野を持って理解することができるよう事前準備を行う。事後指
導では、実地実習での学びを整理し、学生相互に発表する活動を通して学びを深めてい
く。

教員担当形態 複数（主担当：杉江栄子） ナンバリングコード 232-3PRA3-12

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

　保育実習Ⅰ（保育所）の学びを踏まえ、保育所における実地実習を通して、保育所の役
割や機能の理解を深め、保育や保護者支援などを総合的に学ぶ。保育の計画、実践、観
察、自己評価などへの主体的な取り組みを通して、乳幼児への理解と保育力を高める。及
び、保育士としての職務を学び、職業倫理と子どもの最善の利益の具体化について学ぶ。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」〇　「協働力」◎

授業科目名 保育実習Ⅱ (保育所実習)

授業担当者名 杉江　栄子、鵜飼　文代、鈴木　聡美

単位数 2単位 開講期（年次学期） 3年次（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

既習の教科全体の知識・技能を基礎とし、応用的実践力を身につけるようにする（週90
分）。
グループ指導等を通じて、実習に向けての実践的学びを深める。

学生に対する評価の方
法

授業態度（60％）、レポート等提出物（40％）などにより総合的に評価する。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

【3年次後期】
第01回　オリエンテーション
第02回　今後の課題の明確化①発達障害対応について
第03回　今後の課題の明確化②被虐待対応について
第04回　実地実習を想定した保育の計画立案①被虐待・発達障害対応についてのケアプラ
ン作成
第05回　実地実習を想定した保育の計画立案②養護・障害対応についてのケアプラン作成
第06回　実習的学びの振り返り（情報交換会）

【4年次前期】
第07回　施設実習の意義と心構え
第08回　実習目標について・実習記録の書き方
第09回　施設実習に向けて必要な知識・援助・態度の学び①被虐待・発達障害系
第10回　施設実習に向けて必要な知識・援助・態度の学び②養護・障害系
第11回　施設実習で起こりうる事例の検討①養護・発達障害の検討
第12回　施設実習で起こりうる事例の検討②精神遅滞・障害の検討
第13回　事後指導について
第14回　直前指導
第15回　報告会　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 「施設実習の手引き」（4年次授業時に配布）

授業の概要

1. 実地実習に向けて、自己の課題を明確化する。
2. 保育現場で求められる計画について演習を通じて理解を深める。
3. 実習施設で起こりうる事案を想定した実践的な事前学習を行う。
4. 施設実習で学んだことを共有化し、保育専門職として必要な知識・技術・倫理観を高
める。

＜実務経験と本科目との関連＞
児童養護施設児童指導員としての実務経験により、福祉の現場で実際に起こりうる事例を
課題とし、必要な対応や対策を症例などを通して本授業で検討する。

教員担当形態 複数（主担当：石垣儀郎） ナンバリングコード 232-2PRA3-11

備考
幼児保育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

実地実習前は、実地実習を円滑に進めていくための知識、技術を習得し、実習において学
ぶべき内容および自己の達成課題を明確にする。実地実習後は、実習体験をふり返り深化
させる。

ディプロマポリシーと
の関連

「協働力」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 保育実習指導Ⅲ

授業担当者名 石垣　儀郎、横井　直子、杉江　栄子

単位数 1単位 開講期（年次学期） 3年次後期〜4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

積極的に取り組み実践力の向上をめざすこと。
保育実習指導Ⅲでの学びを基に実習に臨むこと。
現場実習、授業日ごとに学修した内容をノートにまとめるなど実践で取り組めるように復
習する（90分）

学生に対する評価の方
法

福祉施設等における「実地実習の成績」「事前・事後課題等の状況」および、「実習目
標・事後レポート」そして、「実習記録」を総合的に評価する。詳細な単位認定の条件に
ついては、授業内で配布する「施設実習の手引き」に記載する。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

児童福祉施設等(保育所を除く)における10日間の実地実習を行い、児童福祉施設等での支
援の実際を学ぶ。
具体的な学習内容は以下のとおり。
（1）養護全般に参加し、養護技術を習得するとともに、保育士の職務を理解する。
（2）児童・利用者の個人差、児童・利用者のニーズについて理解し、その対応方法を習
得する
　　①児童・利用者に共感し、受容する態度を身につける
　　②児童・利用者の個人差に応じた対応方法を身につける
　　③児童・利用者の発達の違いに応じた養護の方法を学ぶ
　　④生活環境にともなう、児童・利用者のニーズを理解する（個別支援計画に関する学
習も含む）
（3）地域社会との連携について学ぶ
　　①子育て支援ニーズを理解し、施設の役割について学ぶ
　　②地域支援事業等に実際にふれ、その地域のニーズを理解する
　　③地域の社会資源との連携について理解を深める
（4）児童・利用者の最善の利益への配慮を学ぶ
　　①実習施設の理念、目標等から、その意味を理解する
　　②保育士の援助の方法や対応から、その姿勢を学ぶ
　　③児童・利用者の権利擁護の実際について学ぶ
（5）施設保育士の倫理観を理解する
（6）自己の課題を明確化する　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 施設実習の手引き

授業の概要
児童福祉施設等(保育所を除く)における10日間の実地実習を行う。それを通じて、実践的
に施設における保育士の役割と機能を学ぶとともに、保育士の多様な業務と職業倫理を理
解し、自らの保育士としての課題を明確にする。

教員担当形態 複数（主担当：石垣儀郎） ナンバリングコード 232-3PRA3-13

備考 幼児保育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

本科目では、①児童福祉施設等（保育所以外）の役割や機能について実践を通して理解を
深める、②家庭と地域の生活実態にふれて、児童家庭福祉及び社会的養護に対する理解を
もとに、保護者や家庭の支援のための知識、技術、判断力を養う、③保育士の業務内容や
職業倫理について具体的な実践に結びつけて理解する、④保育士としての自己の課題を明
確化する、の４点を目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「協働力」◎　「思考力・判断力・創造力」〇

授業科目名 保育実習Ⅲ (施設実習)

授業担当者名 石垣　儀郎、横井　直子、杉江　栄子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内容に併せて小学校キャリア教育の手引き（文部科学省）を読んでくること（毎回60
分）。
授業後に再度、講師の配布した資料とあわせて小学校キャリア教育の手引き（文部科学
省）を読み直し、重要ポイントをまとめること（毎回60分）。

学生に対する評価の方
法

1. 受講態度（グループ・ディスカッションへの取り組み、意欲・態度など）30％
2. 毎授業後に実施するリフレクションペーパーの提出  15％
3. 授業分析（小学校、中高学校キャリア教育実践、先進的授業実践の分析）  30％
4. キャリア・ポートフォリオ作成　10％
5. 理解度確認  15％
6. 意欲と態度を重要視します。正当な理由なき遅刻や途中退出は認めません。
7. 3分の2（10回）以上の授業出席が単位認定の前提となり、遅刻は3回で欠席1回として
カウントします。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション：進路指導とキャリア教育の教育的意義と必要性
第02回　進路指導の理論と実践（1）　歴史的変遷　職業指導から進路指導
第03回　進路指導の理論と実践（2）　進路指導の役割、組織的指導体制
第04回　進路指導の理論と実践（3）　進路指導の課題、家庭や関係機関と連携
第05回　草創期のキャリア教育
第06回　これからの教育とキャリア教育
第07回　現在のキャリア教育
第08回　各学校段階のキャリア教育と要としての特別活動の関係
第09回　小学校キャリア教育の実践分析
第10回　中学校キャリア教育の実践実践
第11回　先進的キャリア教育実践から見るキャリア教育と学校カリキュラムとの関係
第12回　特別活動におけるキャリア教育
第13回　ガイダンス機能を生かしたキャリア・カウンセリング
第14回　キャリア教育の基礎理論
第15回　理解度確認、学生受講結果アンケートの実施

使用教科書
文部科学省「小学校キャリア教育の手引き 」
文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年度公示）解説特別活動編」
講師が準備したプリント

授業の概要

進路指導の指導に必要な資質・能力を理解し、生徒に自主的・実践的な態度を育てるため
の授業実践力を、模擬授業や学習指導案作成を通じて身に付ける。
リフレクション・ペーパーを含め、授業ではパソコンを用いて評価シート等を回収しま
す。パソコンを持参してください。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2PED2-13

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

（1）学校教育全体における進路指導の意義を理解する。
（2）「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の三つの視点から進路指導の意義を理
解し、これを実現
　　  するための授業計画を立案することができるようになる。
（3）「チームとしての学校」の視点を持ちながら学年の違いによる活動の変化、各教科
等との往還的な
　　  関連、地域住民や他校の教職員と連携した組織的な対応等の進路指導の特質を踏ま
えた指導に必要な
　　  知識や素養を身に付ける。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」〇、「思考力・判断力・創造力」◎

授業科目名 進路指導論

授業担当者名 清水　克博

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

授業内で指示された課題について自学自習し、提出を指示された課題については、提出期
限を厳守すること。また、今までの学習の整理をしておくこと。教育現場における今日的
課題についても情報収集し、教師の視点で考察すること。また、提出レポートは、ファイ
リングしておくこと。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

発表や授業中の活動への参加(50％)、課題の状況(40％)、期末課題（10％）。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　イントロダクション　教職関連科目の自己学習成果と課題
　　　　授業の位置づけ、進め方の説明、履修カルテの資料整理、課題の整理
第02回　学校現場における課題
第03回　学校の安全管理、児童生徒の健康管理
第04回　学級運営の実践演習①　学級開き
第05回　学級運営の実践演習②　学級運営指導
第06回　学級運営の実践演習③　児童生徒による主体的学級活動　指導計画
第07回　学級運営の実践演習④　児童生徒による主体的学級活動　模擬授業
第08回　学級運営の実践演習⑤　振り返りとグループ協議
第09回　学級担任としての実践演習①　校内事故対応
第10回　学級担任としての実践演習②　保護者クレーム対応
第11回　学級担任としての実践演習③　指導困難な児童対応
第12回　学級担任としての実践演習④　不登校児童及び保護者対応
第13回　教科指導として実践演習①　AIを用いた単元構成、指導案作成の可能性の検討
第14回　教科指導として実践演習②　AIを用いた単元構成、指導案作成の探求
第15回　学び続ける教師としての目標設定、「学生受講結果アンケート」への回答

使用教科書 特に定めない

授業の概要

①使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項
②社会性や対人関係能力等に関する事項
③幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項
④教科・保育内容等の的確な指導力に関する事項
　上記を主たる項目として、少人数でのグループ討論・ロールプレイング等の実践を通じ
て、教職に必要とされる知識・技能を確認・修得していく。さらに、教育現場にの現状に
即した実践（適宜、模擬授業、学校見学等）をふまえて、教育実践能力の基礎を確認、修
得していく。

＜実務経験と本科目との関連＞
教諭や教育センターでの教員研修の経験を生かして、特に学級経営や生徒指導の事例研究
において具体的な事例を示し、これまで学んできた専門教科と教職教科の知識・技能を活
用し、実践力の強化を図る。

教員担当形態
オムニバス（主担当　清水
克博）

ナンバリングコード 233-3EED3-25

備考
児童発達教育専攻
実務経験のある教員担当科目

授業のテーマ及び到達
目標

特に教員に必要とされる資質能力について、次のテーマからとらえ直し、不十分な点を補
完し、生涯にわたって個々が取り組んでいくべき課題を明確にすることを目標とする。
１．教員の使命や責任を自覚し、自発的・積極的に自己の課題を認識し学ぶ姿勢を養うこ
と。
２．他の教員との協力や保護者・地域住民との連携の重要性を理解し、対人関係能力を養
うこと。
３．子どもの発達状況に応じた適切な指導の基づく学級経営の基礎を修得すること。
４．教科・保育内容等の的確な指導力を身に付けること。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・表現力等」〇、「協働力」◎

授業科目名 教職実践演習（小学校）

授業担当者名 清水　克博、中村　恵美子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

　授業態度30％、授業内でのレポート等に基づく評価30％ 、授業内容の理解度40％など
で総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、知的障害と周辺の障害
第02回　学習上や生活上の困難及び不適応行動への対応
第03回　保護者や関係諸機関等との連携と特別支援教育コーディネーターの役割
第04回　進路指導(キャリア教育)と職業教育の実際
 　　　　（グループワーク・ディスカッション）
第05回　教科別の指導の実際
第06回　授業の実際（グループワーク・プレゼンテーション）
第07回　個別の指導計画の作成
第08回　単元の指導計画の作成
第09回　学習指導案の作成（指導案等の作成と発表）
第10回　単元の指導計画と学習指導案の分析・評価
 　　　　（グループワーク・ディスカッション）
第11回　個別の指導計画の作成の実際
第12回　個別の指導計画の記録と評価、活用（グループワーク・ディスカッション）
第13回　教材・教具の工夫、情報機器等の活用の実際（演習）
第14回　知的障害のある幼児、児童又は生徒の自立と社会参加
 　　　　（グループワーク・ディスカッション）
第15回　授業全体の振り返り「理解度確認」（学生受講結果アンケート）

使用教科書

テキストは使用しない。
資料は適宜配布する。
（参考）
特別支援学校 幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領
特別支援学校学習指導要領解説　総則編（幼稚部・小学部・中学部）
特別支援学校学習指導要領解説　自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）
特別支援学校学習指導要領解説　各教科等編（小学部・中学部）
「教育支援資料」文部科学省初等中等教育局特別支援教育課 文部科学省webﾍﾟｰｼﾞ
「特別支援教育の基礎・基本 2020」　著作：独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所
学習指導要領Ｑ＆Ａ　特別支援教育[知的障害教育]　2020　東洋館出版社

授業の概要

　知的障害のある幼児、児童又は生徒の教育方法について個別の指導計画の作成や学習指
導案の検討などを通して、学習上や生活上の困難等及び不適応行動への個別の対応や、職
員間の連携、特別支援教育コーディネーターの役割等について学ぶことにより、知的障害
のある幼児、児童又は生徒の教育に対する理解を深め、適切な指導及び支援ができるよう
にする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2SED3-13

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ
　知的障害のある幼児、児童又は生徒の発達特性を理解するとともに、特別支援学校学習
指導要領等を踏まえ、教育内容、教育方法等について実践的に学び、理解を深める。

到達目標
１．知的障害のある幼児、児童又は生徒の教育に関する教育制度、教育課程、教育内容・
方法の実際を理解する。
２．知的障害のある幼児、児童又は生徒に対する、合理的配慮、個別の指導計画と個別の
教育支援計画、教材・教具の工夫
　等を理解し、実践する。
３．個別の指導計画の作成や学習指導案の作成等を通して知的障害のある幼児、児童又は
生徒の学習上や生活上の困難及び
　不適応行動などへの対応への理解を深めるとともに教育方法について理解し、実践す
る。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・創造力」◎　「協働力」〇

授業科目名 知的障害者教育方法論Ⅱ

授業担当者名 小川　純子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

　事前に、特別支援学校幼稚部教育要領、小学部・中学部学習指導要領を予習しておくこ
と。また、日常的に障害児・者に関するニュース、話題、映画などに触れ、自分自身の
「問い」や考えを持つように心がけること。事後学修としては、指示されたレポート等の
課題に必ず取り組むこと。（週60分以上）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義用のプリントを活用しながら復習をしたり、教科書や関連図書を読んだりして知識を
深めるための学びを積極的に行ってください。新聞やニュースで報道される関連記事にも
関心をもつようにしましょう。また、授業で配布する資料は、自己学習で積極的に活用し
てください。自己学習の時間の目安は、週60分以上です。

学生に対する評価の方
法

授業態度（30％）、授業内で行うレポート（30％）、最終に実施する理解度確認（40％）
などで総合的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　聴覚障害児・者の困難性とは何か
第02回　聴覚障害による当事者の心理
第03回　聴覚障害の原因と聴覚レベルの視点からの生理
第04回　聴覚障害児・者の聴覚管理と病理
第05回　聴覚障害児教育の歴史と口話法・手話法の理解
第06回　早期発見・早期指導の実際と聴覚障害幼児の心理・生理・病理
第07回　聴覚障害幼児の支援と保護者支援
第08回　聴覚障害児教育（特別支援学校）における聴力検査と聴力管理
第09回　聴覚障害児に対する合理的配慮と自己肯定感の育成
第10回　事例研究１(個別の教育支援計画の活用「聴覚障害児にとって見通しがもてる支
援とは」）
第11回　事例研究２（個別の指導計画の活用「個の特性や困難性に応じた指導とは」）
第12回　事例研究３（福祉・医療・教育の連携がもたらすより良い支援とは）
第13回　聾者のアイデンティティー
第14回　聴覚障害児・者の社会における課題
第15回　授業のまとめ・理解度確認・授業全体の振り返り、学生受講結果アンケートの実
施

使用教科書 教科書は特に指定しない。資料は適宜配布する。

授業の概要

聴覚障害は感覚障害である。聴覚障害の原因や、その程度によって障害の実態（程度）が
異なることや、聴覚障害児の言語獲得の難しさとその困難性がもたらす様々な課題等を具
体的に学ぶことによって、聴覚障害児の指導・支援において必要な支援方法や支援教材に
ついての理解を深める。さらに、事例研究をとおして、聴覚障害児教育の専門性（聴覚障
害者の心理・生理・病理）を身につけることを目指す。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2SED2-14

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

聴覚障害児の心理・生理・病理の実態について理解するために、「聴こえにくさ」がもた
らす聴覚障害児の心理状態や聴覚障害の原因と生理・病理の問題、聴覚管理の課題やコ
ミュニケーションにおける課題や教科学習の展開における困難性を踏まえた聴覚障害児教
育の現状を知る。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・表現力等」◎、「学びに向かう力・人間性等」〇

授業科目名 聴覚障害者の心理・生理・病理

授業担当者名 大島　光代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

次回行う内容のテキスト部分をあらかじめ読み、専門用語などはインターネットなどで調
べておくこと。毎回講義で配布・使用した資料に再度目を通し、小レポートを作成して、
提出すること。講義内で紹介する文献や動画等に目を通しておくこと。（各回90分以上）

学生に対する評価の方
法

第1回〜第14回講義後の小レポート70点（各5点×14回）、期末レポート　30点、合計100
点満点で評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

Ⅰ　視覚障害教育について
第01回　オリエンテーション　視覚障害とは
第02回　視覚の成り立ち
第03回　視覚障害児の学びの場
第04回　視覚障害の特性Ⅰ　教科指導の専門性と授業実践
第05回　視覚障害の特性Ⅱ  学習教材と学習環境
Ⅱ 教育課程編成の実際
第06回　視覚障害特別支援学校の特色
第07回　視覚障害特別支援学校の教育課程
第08回　個別の教育支援計画と個別の指導計画の活用
第09回　視覚障害教育における自立活動Ⅰ 　内容と評価　歩行指導
第10回　視覚障害教育における自立活動Ⅱ    点字指導
第11回　 視覚障害教育における自立活動Ⅲ   日常生活指導
第12回　視覚障害教育における自立活動Ⅳ   ICT活用
第13回　専攻科の位置付けと教育課程との関連
第14回　寄宿舎の意義・役割と教育課程との関連
第15回　まとめ　学生受講結果アンケートの実施

使用教科書

教科書
青柳まゆみ・鳥山由子「新・視覚障害教育入門」2020　ジアース教育新社

参考書
文部科学省　特別支援学校幼稚部教育要領、小学部・中学部・高等部学習指導要領、およ
び解説
鳥山由子「視覚障害指導法の理論と実際–特別支援教育における視覚障害教育の専門性–」
2007　ジアース教育新社
全国盲学校長会「見えない・見えにくい子供のための歩行指導Q&A」2016　ジアース教育
新社
文部科学省「点字学習指導の手引（令和5年改定）」2023

授業の概要 視覚障害教育の基本的な知識を得た上で、教育課程編成の実際について学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233−2SED2–17

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

視覚障害・視覚障害教育について理解し、視覚障害のある児童生徒の学習ニーズに対応し
た教育課程の編成について知識を身につける。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・表現力等」◎ 「学びに向かう力・人間性等」○

授業科目名 視覚障害者教育課程論

授業担当者名 宮村　直美

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次後期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

講義用のプリントを活用しながら復習をしたり、教科書や関連図書を読んだりして知識を
深めるための学びを積極的に行いましょう。新聞やニュースで報道される関連記事にも関
心をもつようにしてください。また、授業で配布する資料は、自己学習で積極的に活用し
てください。自己学習の時間の目安は、週60分以上です。

学生に対する評価の方
法

授業態度（30％）、授業内で行うレポート（30％）、理解度確認（40％）などで総合的に
評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション、我が国の聴覚障害児教育の歴史
第02回　聴覚障害とは
第03回　聴覚障害児の聴力評価（聴力検査とオージオグラム）
第04回　音韻意識と言語獲得（乳幼児からの障害の発見と支援の実際）
第05回　コミュニケーション手段の理解（補聴器・人工内耳・口話法・手話・指文字）
第06回　聴覚障害乳幼児への支援（聴覚特別支援学校における教育相談等）
第07回　聴覚障害児への教育（教科学習における支援・指導）
第08回　聴覚管理と発音指導
第09回　聴覚障害と重複障害
第10回　聴覚障害教育の教育課程
第11回　聴覚障害児の個別の教育支援計画・個別の指導計画
第12回　自立活動の目的と内容・指導案の作成
第13回　二次障害と聾者のアイデンティティー
第14回　聴覚障害児の障害受容・障害認識と保護者支援
第15回　授業のまとめ・理解度確認・授業全体の授業の振り返り・学生受講結果アンケー
トの実施

使用教科書 教科書は特に指定しない。資料は適宜配布する。

授業の概要

聴覚障害児は言語やコミュニケーションの課題をかかえる場合が多い。聴覚障害の知識だ
けではなく聴覚障害児の言語獲得の道すじやその支援方法・教育方法などについて具体的
に学ぶことによって、特別支援教育に携わる教員として必要となる聴覚障害児教育の専門
性を身につけることを目指す。聴覚障害児の言語力や概念理解の実態にあわせ、視覚的な
補助教材を用いた指導・支援方法を展開するユニバーサル・デザインの教育についても学
ぶほか、障害受容や障害認識、保護者支援の事例について考察し、聴覚障害児の特性を踏
まえた支援方法について理解することを目指す。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2SED2-18

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

聴覚障害児の障害とその実態について理解するとともに、聴覚障害児教育の歴史をふまえ
た上で教育課程及び教科指導方法、言語コミュニケーションや手話、書記日本語力の育成
について理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・表現力等」◎、「学びに向かう力・人間性等」〇

授業科目名 聴覚障害者教育課程論

授業担当者名 大島　光代

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次後期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

　授業態度30％、授業内でのレポート等に基づく評価30％ 、筆記テスト40％などで総合
的に評価する。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション　障害のある幼児、児童及び生徒の学びの場と指導形態、特
別支援教育に関する制度の理念や仕組み（インクルーシブ教育システムを含む）
第02回　特別支援学校の教育課程 —各障害別特別支援学校の教育課程—
第03回　特別支援学級の教育課程 —特別支援学級の種類、編成、指導内容—
第04回　自閉症（ＡＳＤ）のある幼児、児童及び生徒の心身の発達、心理的特性及び学習
の過程、支援の方法
第05回　学習障害(ＬＤ）のある幼児、児童及び生徒の心身の発達、心理的特性及び学習
の過程、支援の方法
第06回　注意欠陥多動性障害(ＡＤＨＤ)等の発達障害のある幼児、児童及び生徒の心身の
発達心理的特性及び学習の過程、支援の方法（グループワーク・ディスカッション）
第07回　言語障害、情緒障害のある幼児、児童及び生徒の心身の発達、心理的特性及び学
習の過程、支援の方法、二次障害の予防
第08回　「通級による指導」及び「自立活動」の教育課程上の位置付けと内容
第09回　重複障害のある幼児、児童及び生徒の特性及び学習の過程、支援の方法
第10回　重複障害者等に関する教育課程の取扱い、自立活動の内容の設定と指導方法（グ
ループワーク・プレゼンテーション）
第11回　支援体制の構築 —特別支援教育コーディネーター、関係機関・家庭等との連携 —
（グループワーク・ディスカッション）
第12回　ユニバーサルデザインの授業、合理的配慮と個別の指導計画
第13回　個別の指導計画及び個別の教育支援計画の意義と方法
第14回　個別の指導計画及び個別の教育支援計画の作成の実際
第15回　授業全体の振り「理解度確認」（学生受講結果アンケート）

授業の概要

　通常の学級にも在籍している自閉症、学習障害(ＬＤ）、注意欠陥多動性障害(ＡＤＨ
Ｄ)等の発達障害や言語障害、情緒障害、重複障害など様々な障害等により特別の支援を
必要とする幼児、児童又は生徒の学習上又は生活上の困難とその対応や教育課程や授業づ
くりについて理解する。併せて個別の教育的ニーズに対して、関係教員や保護者、関係諸
機関と連携しながら組織的に対応するために必要な知識や支援方法を学ぶ。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1SED2-15

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

テーマ
　自閉症（ＡＳＤ）、学習障害(ＬＤ）、注意欠陥多動性障害(ＡＤＨＤ)等の発達障害や
言語障害、情緒障害、重複障害など特別の支援を必要とする幼児、児童又は生徒の特性に
基づく学習上又は生活上の困難とその対応、教育課程、組織的な対応について学ぶ。

到達目標
１．自閉症（ＡＳＤ）、学習障害(ＬＤ）、注意欠陥多動性障害(ＡＤＨＤ)等の発達障害
や言語障害、情緒障害、重複障害など
　特別の支援を必要とする幼児、児童又は生徒の特性を理解する。
２．自閉症（ＡＳＤ）、学習障害(ＬＤ）、注意欠陥多動性障害(ＡＤＨＤ)等の発達障害
や言語障害、情緒障害、重複障害など
　特別の支援を必要とする幼児、児童又は生徒に対する教育課程や支援の方法を理解す
る。
３．自閉症（ＡＳＤ）、学習障害(ＬＤ）、注意欠陥多動性障害(ＡＤＨＤ)等の発達障害
や言語障害、情緒障害、重複障害など
　特別の支援を必要とする幼児、児童又は生徒の学習上又は生活上の困難とその対応につ
いて理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎　「思考力・判断力・表現力等」〇

授業科目名 障害者教育課程論

授業担当者名 小川　純子

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

　事前に、特別支援学校幼稚部教育要領、小学部・中学部学習指導要領を予習しておくこ
と。また、日常的に障害児・者に関するニュース、話題、映画などに触れ、自分自身の
「問い」や考えを持つように心がけること。事後学修としては、指示されたレポート等の
課題に必ず取り組むこと。（週60分以上）

使用教科書
テキストは使用しない。
資料は適宜配布する。



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

学習指導要領解説及び手引きを熟読し、実習に備える。（週90分程度）

学生に対する評価の方
法

授業態度（50％）、提出物（50％）などにより総合的に評価する。
欠席や課題提出期限が守れないなどが合わせて3回になった場合、原則実習を実施できな
い。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション・特別支援学校実習の意義と目的
第02回　実習における授業観察・参加の観点について、各自の実習の目標の確認
第03回　学習指導案の作成①(知的障害・略案)
第04回　学習指導案の作成②(知的障害・細案)
第05回　学習指導案の作成③(自立活動・略案)
第06回　学習指導案の作成①(肢体不自由・略案)
第07回　学習指導案の作成②(肢体不自由・細案)
第08回　実習報告と協議①【各回３名〜４名が報告、一人20分程度、質疑応答を含む】
第09回　実習報告と協議②【　〃　】
第10回　実習報告と協議③【　〃　】
第11回　実習報告と協議④【　〃　】
第12回　実習報告と協議⑤【　〃　】
第13回　実習報告と協議⑥【　〃　】
第14回　特別支援学校実習の意義と今後の学び
第15回　特別支援学校実習のまとめ、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書
①特別支援学校学習指導要領解説・各教科等編〈小学部・中学部〉
②特別支援学校教育実習の手引き(名古屋学芸大学)

授業の概要
特別支援学校での実習を円滑に進めていくために、その実習の意義を理解し、実習記録や
学習指導案の作成方法について習得する。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-2SED2-16

備考
児童発達教育専攻
※2022年度入学生

授業のテーマ及び到達
目標

本講義の到達目標は、教育実習(特別支援学校)を円滑に進めていくための知識・技術を習
得し、学習内容・課題を明確にし教育活動に参画する意識を高める。また、教育実習で得
た成果と課題を省察し、教育者としての知識や技能等を理解する。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・表現力等」◎、「学びに向かう力・人間性等」〇

授業科目名 教育実習指導（特別支援）

授業担当者名 吉村　匡

単位数 1単位 開講期（年次学期） 4年次



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

実習校のホームページを事前に確認し、校訓や学校経営の指針を把握する。公共交通機関
での通勤となるため、時間に余裕をもって行動し、遅刻や欠席をしないように規則正しい
生活を送ること。また、非常時の連絡先や連絡方法を確認し、必要に応じて大学にも連絡
を入れることができるよう準備を整えること。実習後は実習の記録を読み返し、自分なり
の成果を確認する。また、学習指導案は初稿から完成までの稿を残すようにし、修正の過
程を確認する。（週60分以上）

学生に対する評価の方
法

巡回指導時の研究授業や学習指導案、実習校の評価、実習記録、実習終了後の報告資料等
をもとに総合的に評価する。
再評価は実施しない。

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

教育実習は、「観察」、「参加」、「実習」の三つの領域から構成される。これらの領域
は実習期間を通して適切に行われるが、すべて実習校の教師の指導のもとに行われる。事
前の打ち合わせや受け入れ校の指導計画を基に、自主的、積極的に取り組ませる。
実習校において行われる内容は、およそ以下の通りである。
登校指導、職員朝礼、朝のショートタイム、指導者の講話（オリエンテーションや生徒指
導、職員分掌業務ついて）、指導教員や他の教師の授業参観、教材研究、学習指導案の作
成,研究授業の実施（実習生が授業を行い指導教員などが参観し指導する)　、指導教員と
のティームティーチング、学級活動、職員の校務分掌の補助、下校指導等
学生受講結果アンケートの実施

使用教科書 「教育実習の手引き(特別支援学校)」「教育実習記録」（名古屋学芸大学）

授業の概要
実習生を受け入れる学校では、主として中堅教員が、後継者育成という使命感をもって指
導に当たる。また、児童生徒にとっては実習生も「教員」である。学生としてではなく、
社会人としての立場と責任を自覚して、健康に留意して実のある実習としたい。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-3SED3-19

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

教育実習は、大学で学んできた教育原理をはじめとする教職に関する科目、並びに一般教
養科目からなる基礎知識を、統合して教育実践に生かすことを目的に行う。この実習を通
して、授業における実践力を身につける手立てと、自らに不足している事柄を明らかにす
る。さらに、理論と学校現場における実践との違いを肌で感じながら、教師に求められる
資質と能力について考察することを到達目標とする。

ディプロマポリシーと
の関連

「思考力・判断力・表現力等」〇「学びに向かう力・人間性等」◎

授業科目名 教育実習（特別支援）

授業担当者名 吉村　匡

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次（集中）



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習：次回の授業内容について事前に調べておく（30分）。発表の担当になった場合は、
資料の読み込みや発表準備に2,3時間は必要となる。
復習：学んだ内容を振り返り、関連する事項や疑問点を調べておく（60分） 

学生に対する評価の方
法

受講態度・レポート：50%　理解度確認：50％

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション：学校心理学とは何か、心理教育的援助サービス
第02回　インクルーシブ教育と合理的配慮
第03回　キャリア教育、心理教育
第04回　教育分野における心理学的アセスメント：集団の理解（Q-U）
第05回　教育分野における心理学的アセスメント：集団の理解（学級風土）
第06回　教育分野における心理学的アセスメント：個別の理解
第07回　教育分野における心理学的援助：友達を作ることをいかにサポートするか
第08回　教育分野における心理学的援助：スクールカウンセリング
第09回　コンサルテーション、コーディネーション、チーム学校
第10回　家庭をめぐる課題の理解と援助：貧困
第11回　子どもをめぐる課題の理解と援助：不登校
第12回　子どもをめぐる課題の理解と援助：いじめ
第13回　子どもをめぐる課題の理解と援助：自殺予防
第14回　緊急支援
第15回　全体の振り返り、理解度確認、「学生受講結果アンケート」の実施

使用教科書

教科書は使用しない。講義内で参考文献を提示する。
参考
日本学校心理学会編「学校心理学ハンドブック第2版：「チーム」学校の充実をめざし
て」（教育出版）

授業の概要
講義を中心とするが、理解を深め、知識の定着を図るために、項目によっては受講生が事
前に調べまとめたものを発表し話し合ったりレポートを課したりすることがある。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-17

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

学校心理学は、学校教育において一人一人の子どもが出会う問題状況の解決を援助し、成
長を促進するための理論と実践を支える学問である。支援の考え方の基本である「心理教
育的援助サービス」と、学校を構成する子ども・教師・家庭・地域のあり方を理解するこ
とが本授業のテーマである。次の3点を到達目標とする。
(1) 学校心理学に関連する概念、特に「心理教育的援助サービス」について理解し、
　  説明できる。
(2) 学校において子どもを理解・支援するための方法について理解し、説明できる。
(3) 子どもと学校に関連する多様な心理学的課題について理解し、説明できる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎  「思考力・判断力・創造力」○

授業科目名 学校心理学

授業担当者名 中島　卓裕

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

学生に対する評価の方
法

授業各回の小テスト（40％）、授業各回の考察問題（40％）、レポート（20％）

授業計画（回数ごとの
内容、授業技法 等）

第01回　オリエンテーション：家族心理学とは（本授業の目的・進め方、システム論やア
タッチメント等の家族心理学の基礎）
第02回　家族とは（社会・文化としての家族、家族の共通要因と個別要因）
第03回　家族の形成I：独身期（対人魅力や原家族など、家族づくりに関連する個人・対
人関係の要因と家族との関わり）
第04回　家族の形成II：結婚（結婚制度や夫婦関係、マタニティ・ブルーなど結婚前後の
課題）
第05回　家族の発達I：新婚期（新婚生活や夫婦関係の構築に関する課題や要因、家族に
なる過程）
第06回　家族の発達II：乳幼児と家族（子どもの誕生前後の課題や夫婦関係、親としての
役割、ワーク・ライフ・バランス）
第07回　子育て支援（乳幼児期の子どもと家族を支える制度やシステム、支援方策）
第08回　家族の発達III：児童と家族（児童期の子どもと就学移行・就学適応に関する家
族の関わり）
第09回　発達障害の理解と家族支援（発達障害特性の理解と社会モデルを用いた医療・福
祉・教育の連携による家族支援）
第10回　子育てに関連する社会的問題I：虐待、DV、貧困（虐待やDV、貧困等の問題と親
の原家族や心理的問題、社会環境による影響）
第11回　家族の発達IV：青年と家族（青年期の子どもと心身の発達を踏まえた家族関係の
あり方と課題）
第12回　子育てに関連する社会的問題II：離婚・再婚、非行・犯罪、災害（親の離婚・再
婚や子どもの非行・犯罪、災害による被害と心理的問題と支援）
第13回　家族関係の危機と援助（夫婦の危機と成長、家族の構造、家族療法）
第14回　多様性と家族（ステップ・ファミリーや性の多様性を踏まえた家族のあり方と現
代社会の現状）
第15回　まとめ（本授業のまとめと最終レポート課題の提示）、「学生受講結果アンケー
ト」の実施

使用教科書 指定の教科書はない。授業内で適宜、資料を配付する。

授業の概要

家族のあり方は時代や文化によっても変わりゆくものであり、また各家庭の個別的な課題
や社会環境など多様な要因が影響しうる。本授業では、家族心理学の基本的な理論を紹介
するとともに、現代社会における特徴や様々な課題を含めて理解し、また考えながら受講
するように構成する。
なお、家族のかたちは多様であり、また生涯を通じて関わっていくものであるが、本授業
は子どもを含めた家族心理を扱うという教育的意義を踏まえ、主に幼児期から思春期まで
の子どもを持つ家族までを扱うものとする。

教員担当形態 単独 ナンバリングコード 233-1PSY1-18

備考 児童発達教育専攻

授業のテーマ及び到達
目標

家族の機能や家族に関する心理学的知見を理解するとともに、現代社会における特徴や課
題を踏まえ、家族の形成や家族が抱える課題を説明することや、問題解決や支援について
考えることができる。

ディプロマポリシーと
の関連

「知識・技能」◎、「思考力・判断力・創造力」◯

授業科目名 家族心理学

授業担当者名 中島　卓裕

単位数 2単位 開講期（年次学期） 4年次前期



授業概要（シラバス）

自己学習（予習・復習
等の内容・時間）

予習：　次回の授業内容について、事前に調べておくこと。（30 分）
復習：　授業の内容の振り返りと、社会の出来事や自分自身の体験との照合を行う。ま
た、関連する事項や授業内で提示した参考文献や引用文献を自分で調べ、理解する。（90
分）
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